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序文

Microchip StudioはWindows® XP/Windows Vista®/Windows 7/8環境でAVR®/Arm®応用を書いてﾃﾞﾊﾞｯｸﾞするため
の統合開発環境(IDE:Integrated Development Envionment)です。Microchip Studioはﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ管理ﾂｰﾙ、ｿｰｽ ﾌｧｲﾙ 
ｴﾃﾞｨﾀ、ｼﾐｭﾚｰﾀ、ｱｾﾝﾌﾞﾗ、C/C++用前処理部、ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ、ﾁｯﾌﾟ上ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞを提供します。

Microchip StudioはMicrochip AVRﾂｰﾙの範囲を完全に支援します。各々の新しい公開は新しいAVR/Armﾃﾞﾊﾞｲｽに
対する支援だけでなく、ﾂｰﾙに対する最新の更新も含みます。

Microchip Studioは第三者のｿﾌﾄｳｪｱ供給者との相互作用を許す単位部構成を持ちます。GUIﾌﾟﾗｸﾞｲﾝと他の単位部
はｼｽﾃﾑに対して書かれて取り入れることができます。より多くの情報についてはMicrochipにお問い合わせください。

この使用者の手引きはIDEの全ての主な機能を通してあなたを導きます。これは実践を伴う一群の映像として設計さ
れています。各章はその部分を網羅する映像で始まります。
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1. 序説

1.1. 特徴

Microchip Studioはﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄの開発とﾃﾞﾊﾞｯｸﾞのための大きな機能群を提供します。最も注目に値する特徴が下で一覧にされます。

 ・ 強力なVisual Assist拡張を特徴とするC/C++とｱｾﾝﾌﾞﾘ言語用の豪華なｺｰﾄﾞ ｴﾃﾞｨﾀ

 ・ 高度なﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ機能を持つ周期が正確なｼﾐｭﾚｰﾀ

 ・ どのAVR基盤でも試作のために単位部構成応用の作成を許して構造部を提供する高度なｿﾌﾄｳｪｱ枠組み

 ・ ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ ﾂｰﾙを用いる実際のﾃﾞﾊﾞｲｽ上でのﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ

 ・ お客様ﾌﾟﾗｸﾞｲﾝの厳格な統合を許すための豪華なSDK

 ・ 多くのMicrosoft® Visual Studio®ﾌﾟﾗｸﾞｲﾝと互換

1.2. 新規及び注目点

入手可能な新しい機能

1.2.1. AVR®とSAMﾃﾞﾊﾞｲｽ用Microchip Studio

AVR®とSAMﾃﾞﾊﾞｲｽ用Microchip Studio 7.0.2542

 ・ AVRとSAMﾃﾞﾊﾞｲｽ用Microchip StudioにAtmel Studioの改名

 ・ Microchip StudioｲﾝｽﾄｰﾗはAVR GCCﾂｰﾙﾁｪｰﾝ、Arm GCCﾂｰﾙﾁｪｰﾝ、それとAVRﾃﾞﾊﾞｲｽ支援付きMPLAB® XC8ｺﾝﾊﾟｲﾗを扱
います。MPLAB XC8ｺﾝﾊﾟｲﾗの全ての最適化任意選択を解錠するにはPRO許諾権を得てやってみてください。

 ・ ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ構成設定用既定最適化は-Ogで、以前は-O1でした。

 ・ 大きなﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ/ﾌｧｲﾙで改善されたｽｸﾛｰﾙ性能

 ・ AVRﾏｸﾛ ｱｾﾝﾌﾞﾗ 2.2.8版

 ・ 3.42に戻す以前版を含む高度なｿﾌﾄｳｪｱ枠組み(Advanced Software Framework) 3.49.1

 ・ 更新されたｷｯﾄ認識

Atmel Studio 7.0.2397

 ・ 接続問題を修正する更新したnEDBGﾌｧｰﾑｳｪｱ(Ver.1.14.464)

Atmel Studio 7.0.2389

Atmel Studio 7.0.2389は以下を含みます。

 ・ 高度なｿﾌﾄｳｪｱ枠組み(ASF) 3.47.0

 ・ AVR 8ﾋﾞｯﾄGCCﾂｰﾙﾁｪｰﾝ 3.6.2

 ・ 上り回線を持つArm GCCﾂｰﾙﾁｪｰﾝ 6.3.1版: GCC(Arm/embedded-6-branch改訂249437)、GNU Arm組み込みﾂｰﾙ ﾁｪｰﾝ: 6- 
2017-q2-update

 ・ 2019年9月現在、ｲﾝｽﾄｰﾗに含まれる最新ﾃﾞﾊﾞｲｽ系統ﾊﾟｯｸの内包、最新のﾃﾞﾊﾞｲｽ支援を得るために更新を調べるのにﾃﾞﾊﾞｲｽ 
ﾊﾟｯｸ管理部を使ってください。また、旧来支援についてはより古いﾃﾞﾊﾞｲｽ系統ﾊﾟｯｸをﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞしてください。

 ・ 以下の問題に対する修正を含みます。

 -  AVRSV-8221 : EDBGでATtiny817に見られるSRAMｱｸｾｽでの問題

 -  AVRSV-8212 : SAM D21に対する目的対象電圧読み込み失敗

 -  AVRSV-8187 : atpack管理部でCMSIS 5.4.0図表を支援

 -  AVRSV-8170 : SAM D51, E5x - ﾌﾗｯｼｭでのECCで不正なELF解析

 -  AVRSV-8105 : SAM E54に対する書き込み前の使用者ﾍﾟｰｼﾞ消去失敗

 -  AVRSV-8073 : atprogramを使うSAM E54使用者ﾍﾟｰｼﾞ読み書き

 -  AVRSV-8130 : Studioがｲﾝｽﾄｰﾙされたものの代わりに古いJLinkArm.dllを取り上げる

 -  AVRSV-8166 : ﾘﾝｶ ｽｸﾘﾌﾟﾄでの不正なﾒﾓﾘ定義のため、tinyAVR® 2ﾃﾞﾊﾞｲｽをｺﾝﾊﾟｲﾙしない

 -  AVRSV-8176 : UPDIで壊されるEEPROMと使用者識票の消去

 -  AVRSV-8158 : StudioでAVR64DA128用ASMﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄが構築不能

 -  AVRSV-8123 : ﾃﾞﾊﾞｲｽID不一致時に電圧読み込みが動かない

 -  AVRSV-8152 : stashからbitbucketへのlib-elf-dwarf構築ｼﾞｮﾌﾞを更新

 -  AVRSV-8132 : J-Linkでのﾁｯﾌﾟ消去発行

 -  AVRSV-8131 : SAMD21J17DはAtmel-ICEで書き込み/ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞが不能

 -  AVRSV-8171 : SAM L11のBOOTOPT書き込み問題

 -  AVRSV-8159 : ELFﾌｧｲﾙ内からSAM L11のBOCOR書き込み不能

 -  AVRSV-8149 : TrustZone SG命令に対する中断点(ﾌﾞﾚｰｸﾎﾟｲﾝﾄ)支援

 -  AVRSV-8182 : SAM L11に対するｾｷｭｱ ﾌﾞｰﾄ支援での問題
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Atmel Studio 7.0.1931

Atmel Studio 7.0.1931は以下を含みます。

 ・ 高度なｿﾌﾄｳｪｱ枠組み(ASF) 3.40.0

 ・ 新しいMicrochip展示室拡張

 ・ Atmel START拡張は必要とされるﾃﾞﾊﾞｲｽ ﾊﾟｯｸ依存性で改善された反響を提供

 ・ TrustZoneでのArm® Cortex®-M23の支援

 ・ 新しいnEDBGﾃﾞﾊﾞｯｶﾞ基盤を持つｷｯﾄの支援

 ・ ﾃﾞﾊﾞｲｽ支援

 -  ATSAMHA1E[14|15|16]AB

 -  ATSAML10[D|E][14|15|16]A

 -  ATSAML11[D|E][14|15|16]A

 -  ATtiny202/204, ATtiny402/404/406, ATtiny804/806/807, ATtiny1604/1606/1607

 ・ AVR 8ﾋﾞｯﾄGCCﾂｰﾙﾁｪｰﾝ 3.6.1

 ・ 上り回線を持つArm GCCﾂｰﾙﾁｪｰﾝ 6.3.1版: GCC(Arm/embedded-6-branch改訂249437)、GNU Arm組み込みﾂｰﾙ ﾁｪｰﾝ: 6- 
2017-q2-update

 ・ Atmel Studio 7.0.1931は7.0.1645に存在した以下の問題に対する修正を含みます。

 -  AVRSV-8001 : ﾂｰﾙ ﾌｧｲﾑｳｪｱ更新の不安定性

 -  AVRSV-8063 : ELF製品ﾌｧｲﾙ書き込みがATtiny817系に対するﾋｭｰｽﾞを不支援

 -  AVRSV-8075 : ATSAM4Lでのﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ開始が或る場合で不安定

 -  AVRSV-7895 : ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ間のﾘﾝｸを持つ解決策が不正なﾌｧｲﾙをｺﾝﾊﾟｲﾙ

 -  AVRSV-7745 : 副ﾌｫﾙﾀﾞでｷﾝｸしたﾌｧｲﾙが構築失敗を発生

 -  AVRSV-7939 : AVRﾃﾞﾊﾞｲｽに対して関数中断点(ﾌﾞﾚｰｸﾎﾟｲﾝﾄ)が失敗

 -  AVRSV-8005 : 或る場合でM0+ﾃﾞﾊﾞｲｽのﾋｭｰｽﾞとﾒﾓﾘの書き込みが失敗

Atmel Studio 7.0.1645

Atmel Studio 7.0.1645は以下を含みます。

 ・ 高度なｿﾌﾄｳｪｱ枠組み3.35.1.898

 ・ ﾃﾞﾊﾞｲｽ支援

 - ATmega4808, ATmega4809

 - ATtiny1614, ATtiny3214, ATtiny3216, ATtiny3217

 - ATSAMC[20|21][J|N]{15|17|18]A

 - ATSAMD20[E|G|J][14|15|16]B

 - ATSAMD51[G|J|N|P][18|19|20]A

 - ATSAME[51|53|54][J|N][18|19|20]

 - ATSAME70[N|Q][19|20|21]B

 - ATSAMS70[J|N|Q][19|20|21]B

 ・ AVR 8ﾋﾞｯﾄGCCﾂｰﾙﾁｪｰﾝ 3.6.1版

 ・ 上り回線を持つArm GCCﾂｰﾙﾁｪｰﾝ 6.3.1版: GCC(Arm/embedded-6-branch改訂249437)、GNU Arm組み込みﾂｰﾙ ﾁｪｰﾝ: 6- 
2017-q2-update

 ・ Amel Studio 7.0.1645は7.0.1417で提示された以下の問題に対する修正を含みます。

 -  AVRSV-4914 : 新しいavr-gccの__int24と__uint24の型の支援を追加

 -  AVRSV-7106 : UNITX®行末でのHEX解析失敗

 -  AVRSV-7202 : Arduinoﾗｲﾌﾞﾗﾘの群化はより良い表現を持つことができます。

 -  AVRSV-7742 : Arduino zeroに対してｲﾝﾎﾟｰﾄしたArduinoｽｹｯﾁのｺﾝﾊﾟｲﾙが異常を示す。

 -  AVRSV-7798 : ELFからのATtiny817ﾋｭｰｽﾞのﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞの問題を修正

 -  AVRSV-7834 : CMSIS DFPのﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞに対して一括管理部が失敗

 -  AVRSV-7845 : _ReallyTerminateAfterLaunchFinishedでの破壊

 -  AVRSV-7854 : atprogramによって処理されないNaN値

 -  AVRSV-7876 : KitsDatabase.xmlのためにhttp先頭部にﾁｪｯｸｻﾑ領域を追加

 -  AVRSV-7877 : 外部SRAMを持つﾃﾞﾊﾞｲｽが利用可能なSRAM計算に対して失敗

 -  AVRSV-7883 : AS 7.0.1417のｲﾝｽﾄｰﾙ中にKB2978092に対する不正な警告ﾒｯｾｰｼﾞ

 -  AVRSV-7889 : AS 7.0.1417で8ﾋﾞｯﾄAVRに対して歪んだﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ情報

 -  AVRSV-7892 : SAML22のRWWﾌﾗｯｼｭ ﾒﾓﾘ書き込み失敗

 -  AVRSV-7903 : Atmel Studioが自動的にGPNVM8,7ﾋﾞｯﾄを設定、それによってTCMを許可

 -  AVRSV-7911 : ATmega4809でのﾃﾞﾊﾞｲｽID読み込みの問題
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 -  AVRSV-7927 : ﾃﾞﾊﾞｲｽ ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞの保護ﾋﾞｯﾄ ｳｨﾝﾄﾞｳはMCUに応じて常に利用可能でないかもしれません。

 -  AVRSV-7961 : BOD(BODCFG.LVL)に対するFUSE構成設定警告がAtmel Studioで不正

 -  AVRSV-7973 : SAM4Lでﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ作業外のﾁｯﾌﾟ消去が失敗

注: Atmel Studio 7.0.1645で動くため、QTouch構成器(Composer)拡張は5.9.122またはそれ以降版に更新されなければなりません。

Atmel Studio 7.0.1417

Atmel Studio 7.0.1417は7.0.1416で提示された以下の問題に対する修正を含みます。

 ・ AVRSV-7827 : 32ﾋﾞｯﾄWindows®でのｲﾝｽﾄｰﾙに対して新しいWinUSBﾄﾞﾗｲﾊﾞが失敗

Atmel Studio 7.0.1416

Atmel Studio 7.0.1416では以下の変更が行われました。

 ・ AVR Dragon、AVRISP mkⅡ、JTAGICEmkⅡ、JTAGICE3、AVR ONE!、STK600、QT600用WinUSBに対して変更されたﾄﾞﾗｲﾊﾞ

 ・ ｲﾝｽﾄｰﾗ改良

 ・ 古いﾃﾞﾊﾞｲｽ系列一括をｲﾝｽﾄｰﾙするための支援を改良

 ・ 上り回線を持つAVR 8ﾋﾞｯﾄGCCﾂｰﾙﾁｪｰﾝ 3.6.0版

 - GCC 5.4.0

 - Binutils 2.26.20160125

 - avr-libc 2.0.0

 - gdb 7.8

 ・ 上り回線を持つArm GCCﾂｰﾙﾁｪｰﾝ 6.2.1版

 ・ Amel Studio 7.0.1645は7.0.1417で提示された以下の問題に対する修正を含みます。

 - gcc(Arm/embedded-6-branch改訂243739)、GNU Arm組み込みﾂｰﾙ ﾁｪｰﾝ: 6-2016-q4-major

 - Binutils 2.27

 - gdb 7.12

 ・ 高度なｿﾌﾄｳｪｱ枠組み3.34.1

Atmel Studio 7.0.1416は7.0.1188で提示された以下の問題に対する修正を含みます。

 ・ AVRSV-7486 : 高ｸﾛｯｸでのCortex®-M0+ SAMﾃﾞﾊﾞｲｽのﾃﾞﾊﾞｯｸﾞが失敗するかもしれない。

 ・ AVRSV-7492 : SAMD10での何回かの再開/休止後の不正なPC値

 ・ AVRSV-7693 : 監視ｳｨﾝﾄﾞｳからｿｰｽへ行くとAtmel Studio破壊

 ・ AVRSV-7741 : ISP/SPIﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞで$100または$1000の大きさでのﾌﾗｯｼｭ ﾒﾓﾘまたはEEPROMの書き込みが失敗

Atmel Studio 7.0.1188

Atmel Studio 7.0.1188では以下の変更が行われました。

 ・ 新しいAVR8X基本構造に対する支援を追加

 ・ ｲﾝｽﾄｰﾗｰ改良

 ・ 改善されたArduinoｲﾝﾎﾟｰﾄ

 ・ ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ ﾀﾞｲｱﾛｸﾞでﾋｭｰｽﾞが一覧にされる方法を変更

 ・ 上り回線を持つAVR 8ﾋﾞｯﾄGCCﾂｰﾙﾁｪｰﾝ 3.5.4版

 - GCC 4.9.2

 - Binutils 2.26

 - avr-libc 2.0.0

 - gdb 7.8

Atmel Studio 7.0.1188は7.0.1006で提示された以下の問題に対する修正を含みます。

 ・ AVRSV-7149 : EEPROM書き込み時に$FFのﾊﾞｲﾄが不正に飛ばされる。

 ・ AVRSV-7393 : COFFｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄ ﾌｧｲﾙ ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ時にAtmel Studio後処理部が破壊

 ・ AVRSV-7564 : Atmel Studioｲﾝｽﾄｰﾙが立往生

 ・ AVRSV-7580 : Atmel StudioがSAM Cortex® M7ﾃﾞﾊﾞｲｽでDCACHEﾌﾟﾛﾊﾟﾃｨを扱わない。

 ・ AVRSV-7582 : ﾌｧｲﾙ保存時の空白削除が予期した効果を示さない。

 ・ AVRSV-7594 : ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ停止時の或る場合にAtmel Studio破壊

 ・ AVRSV-7602 : 現在の関数の範囲を見つけられない。

 ・ AVRSV-7607 : SAML2xとSAMC2xのﾃﾞﾊﾞｲｽに対する無効なMTB緩衝部開始ｱﾄﾞﾚｽ

Atmel Studio 7.0.1006

以下の変更はAtmel Studio 7.0.1006で行われます。

 ・ Atmel Studioの範囲内でAtmel STARTﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄを作成して構成設定することを使用者に許す新しいAtmel START拡張
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 ・ ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ作業で複数単位部を読み込み設定する能力(実験用)

 ・ 上り回線付きAVR 8ﾋﾞｯﾄGCCﾂｰﾙﾁｪｰﾝ 3.5.3版

 - GCC 4.9.2

 - Binutils 2.26

 - avr-libc 2.0.0

 - gdb 7.8

 ・ 上り回線付きArm GCCﾂｰﾙﾁｪｰﾝ 5.3.1版

 - GCC (Arm/embedded-5-branch改訂234589)

 - Binutils 2.26

 - gdb 7.10

Atmel Studio 7.0.1006は7.0.943で提示された以下の問題に対する修正を含みます。

 ・ AVRSV-6878 : Atmel StudioでのいくつかのSAMﾃﾞﾊﾞｲｽで一度だけ書けるWDTﾚｼﾞｽﾀを書く。

 ・ AVRSV-7470 : SAM Cortex®-M7ﾃﾞﾊﾞｲｽが時々開始に失敗する。

 ・ AVRSV-7471 : 外部と内部のRAMを持つﾃﾞﾊﾞｲｽが利用可能として全てのRAMを一覧にする。

 ・ AVRSV-7473 : Atmel Studioが始動中に停止する。

 ・ AVRSV-7474 : Atmel Studioに接続したｷｯﾄがQTouch Startﾍﾟｰｼﾞで列挙(接続認証)されない。

 ・ AVRSV-7477 : 全ﾌｧｲﾙ表示(Show all files)が解決策(Solution)ｴｸｽﾌﾟﾛｰﾗから動かない。

 ・ AVRSV-7482 : SAM4Lでの中断点追加時の例外

 ・ AVRSV-7486 : 高速ｸﾛｯｸでのCortex®-M0+ SAMﾃﾞﾊﾞｲｽでﾃﾞﾊﾞｯｸﾞが失敗するかもしれない。

Atmel Studio 7.0.943

Atmel Studio 7.0.943は以下の問題に対する修正を含みます。

 ・ AVRSV-7459 : 大文字のﾌｧｲﾙ名を持つﾌｧｲﾙを含むﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄは構築で失敗し得ます。大文字のﾌｧｲﾙ名を持つﾌｧｲﾙの保存は
ﾌｧｲﾙ名を小文字に変換します。

Atmel Studio 7.0.934

以下の変更はAtmel Studio 7.0.934で行われます。

 ・ 上り回線付きAVR 8ﾋﾞｯﾄGCCﾂｰﾙﾁｪｰﾝ 3.5.3版

 - GCC 4.9.2

 - Binutils 2.26

 - avr-libc 2.0.0

 - gdb 7.8

 ・ 上り回線付きAVR 32ﾋﾞｯﾄGCCﾂｰﾙﾁｪｰﾝ 3.4.3版

 - GCC 4.4.7

 - Binutils 2.23.1

 - Newlib 1.16.0

 ・ 上り回線付きArm GCCﾂｰﾙﾁｪｰﾝ 4.9.3版

 - GCC (Arm/embedded-4_9-branch改訂224288)

 - Binutils 2.24

 - gdb 7.8.0.20150304-cvs

Atmel Studio 7.0.934は7.0.790で提示された以下の問題を解決します。

 ・ AVRSV-7376 : 遅いAtmel-ICEﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ

 ・ AVRSV-7379 : 自動読み込みOFF時のﾋｭｰｽﾞまたは施錠ﾋﾞｯﾄ書き込み時の処理されない例外

 ・ AVRSV-7396 : いくつかのﾏｼﾝが’Exception in MemoryPressureReliever’に関する異常を示す。

 ・ AVRSV-7400 : 標準動作時、ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ(Debug)ﾒﾆｭｰでDisable debugWire and Closeが見えない。

 ・ AVRSV-7408 : 標準動作でAtmel Studio使用時、Set Startup Projectﾒﾆｭｰが見つからない。

Atmel Studio 7.0.790

Atmel Studio 7.0.790で以下の機能が追加されます。

 ・ ﾄﾞﾗｯｸﾞ&ﾄﾞﾛｯﾌﾟ ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞを許す、組み込みﾃﾞﾊﾞｯｶﾞ(EDBG)での大容量記憶動作を支援

 ・ 使用者ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ ﾌﾟﾛﾌｧｲﾙの導入。使用者はﾂｰﾙﾊﾞｰ釦とﾒﾆｭｰ項目のいくつかが削除されたｲﾝﾀｰﾌｪｰｽを選ぶことができま
す。

 ・ 以前にｲﾝﾎﾟｰﾄしたｽｹｯﾁにﾗｲﾌﾞﾗﾘのｲﾝﾎﾟｰﾄを支援。Arduino ZeroとZero Proの支援を追加

 ・ 既定で並行構築ON

Atmel Studio 7.0.790は7.0.634で提示された以下の問題を解決します。

 ・ AVRSV-7084 : 更新中に使用者設定を主張
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 ・ AVRSV-7014 : いくつかのATmegaとATtinyのﾃﾞﾊﾞｲｽがｼﾐｭﾚｰﾀでのﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ開始に失敗

 ・ AVRSV-7230 : 解決策(Solution)ｴｸｽﾌﾟﾛｰﾗで”Show all files”に一貫性がない

 ・ AVRSV-7062 : Xplained Miniｷｯﾄのﾌｧｰﾑｳｪｱ更新不検出

 ・ AVRSV-7164 : .binﾌｧｲﾙへのﾌﾗｯｼｭ ﾒﾓﾘ読み込みが不正な.binﾌｧｲﾙを作成

 ・ AVRSV-7106 : Unix®または混合されたﾌｧｲﾙで終わるHEXﾌｧｲﾙが読み込み設定に失敗します。

 ・ AVRSV-7126 : Armに対するﾃﾞｰﾀ中断点はRAMに制限されないかもしれません。

Atmel Studio 7.0.634

本公開はSAM B11ﾃﾞﾊﾞｲｽ系統に対するﾃﾞﾊﾞｲｽ支援を追加します。

Atmel Studio 7.0.634は7.0.594で提示された以下の問題を解決します。

 ・ AVRSV-6873 : Windows 10でのJungoﾄﾞﾗｲﾊﾞの問題

 ・ AVRSV-6676 : Intelｸﾞﾗﾌｨｯｸ ﾄﾞﾗｲﾊﾞでの問題のためﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ開始が失敗

Atmel Studio 7.0.594

Atmel Studio 7.0.594は7.0.582で提示された以下の問題を解決します。

 ・ AVRSV-7008 : Atmel Studio 7.0.582で6.2ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄを開くと他の全ての構成設定に対してﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ構成設定を主張

 ・ AVRSV-6983 : Studio拡張のｱﾝｲﾝｽﾄｰﾙがいくつかの場合で動かない。

 ・ AVRSV-7018 : ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ作成がいくつかの文化特有使用者名で失敗

 ・ AVRSV-7019 : ﾍﾙﾌﾟ表示部が32ﾋﾞｯﾄ ﾏｼﾝで動かない。

 ・ 認証されたﾂｰﾙ/ﾃﾞﾊﾞｯｶﾞを得るまたは見ることでの問題。対策は’Atmel Studio.0.594-readme.pdf’の2.4項をご覧ください。

Atmel Studio.0.582

 ・ Visual Studio隔離したｼｪﾙ2015に更新

 ・ Atmel STARTと統合

 - このﾂｰﾙは便利で最適化された規則であなたの組み込み応用を誂えるためにｿﾌﾄｳｪｱ部品、ﾄﾞﾗｲﾊﾞ、中間ｿﾌﾄｳｪｱ、例ﾌﾟﾛｼﾞｪｸ
ﾄを選んで構成設定ことを手助けします。

 ・ 新しいﾃﾞﾊﾞｲｽ支援ｼｽﾃﾑ、CMSISﾊﾟｯｸ適合

 ・ ﾃﾞｰﾀの処理と可視化に使われる、ﾃﾞｰﾀ可視器(Data Visualizer)

 ・ ﾍﾙﾌﾟ ｼｽﾃﾑ更新、改善された文脈感受性ﾍﾙﾌﾟ

 ・ 高度なｿﾌﾄｳｪｱ枠組み(Advanced Software Framework)3.27.3。ASFはｿﾌﾄｳｪｱ階層と例の広大なｿﾌﾄｳｪｱ ﾗｲﾌﾞﾗﾘです。

 ・ ｺｰﾄﾞを高速に読み書き、整理、指示で手伝う、Atmel Studioに対するVisual Assist拡張の主更新

 ・ Atmel StudioにArduinoｽｹｯﾁ ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄをｲﾝﾎﾟｰﾄ

 ・ atprogramとﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ ﾀﾞｲｱﾛｸﾞでFlip互換ﾌﾞｰﾄﾛｰﾀﾞに対する支援。接続したﾃﾞﾊﾞｲｽがﾂｰﾙとして現れます。

 ・ 上り回線を持つAVR 8ﾋﾞｯﾄGCCﾂｰﾙﾁｪｰﾝ 3.5.0版 (注1)

 - GCC 4.9.2

 - Binutils 2.25

 - avr-libc 1.8.0svn

 - gdb 7.8

 ・ 上り回線を持つAVR 32ﾋﾞｯﾄGCCﾂｰﾙﾁｪｰﾝ 3.4.3版 (注1)

 - GCC 4.4.7

 - Binutils 2.23.1

 - Newlib 1.16.0

 ・ 上り回線付きArm GCCﾂｰﾙﾁｪｰﾝ 4.9.3版 (注1)

 - GCC 4.9 (改訂221220)

 - Binutils 2.24

 - gdb 7.8.0.20150304-cvs

1.2.2. Atmel Studio 6.2.ｻｰﾋﾞｽﾊﾟｯｸ2

 ・ 高度なｿﾌﾄｳｪｱ枠組み(ASF) 3.21.0

 ・ ATSAML21系統に対する支援追加

 ・ ATM Cortex-M7ｺｱに基づくATSAMV7系統に対する支援追加

1.2.3. Atmel Studio 6.2.ｻｰﾋﾞｽﾊﾟｯｸ1

 ・ 高度なｿﾌﾄｳｪｱ枠組み(ASF) 3.19.0

注1: より多くの情報についてはﾂｰﾙﾁｪｰﾝの一部としてｲﾝｽﾄｰﾙされるreadmeをご覧ください。
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 ・ 上り回線付きAVR 8ﾋﾞｯﾄGCCﾂｰﾙﾁｪｰﾝ 3.4.5版

 - GCC 4.8.1

 - Binutils 2.41

 - avr-libc 1.8.0svn

 - gdb 7.8

 ・ 上り回線付きAVR 32ﾋﾞｯﾄGCCﾂｰﾙﾁｪｰﾝ 3.4.2版

 - GCC 4.4.7

 - Binutils 2.23.1

 ・ 上り回線付きArm GCCﾂｰﾙﾁｪｰﾝ 4.8.4版

 - GCC 4.8.4

 - Binutils 2.23.1

 - gdb 7.8

 ・ Arm(MTB)と32ﾋﾞｯﾄAVR UC3(Nano追跡)用追跡緩衝部を支援

 ・ 目的対象への取り付けを支援

1.2.4. Atmel Studio 6.2

 ・ Atmelｿﾌﾄｳｪｱ枠組み(ASF) 3.17.0

 ・ AVR 8ﾋﾞｯﾄGCCﾂｰﾙﾁｪｰﾝ 3.4.4(上り回線付きGCC 4.8.1)

 ・ AVR 32ﾋﾞｯﾄGCCﾂｰﾙﾁｪｰﾝ 3.4.2(上り回線付きGCC 4.4.7)

 ・ Arm GCCﾂｰﾙﾁｪｰﾝ 4.8.3

 ・ Atmel-ICEを支援

 ・ Xplained Miniを支援

 ・ ﾃﾞｰﾀ中断点を支援

 ・ tinyAVR®とmegaAVR®に対するOSCCAL校正読み込み

 ・ ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ ﾀﾞｲｱﾛｸﾞを用いるAVR 8ﾋﾞｯﾄ用のELF製品ﾌｧｲﾙ作成

 ・ Live監視

 ・ 以下を含むSAM3とSAM4系統のﾃﾞﾊﾞｲｽに対する非侵入型追跡を支援

 - 割り込みの追跡と監視

 - ﾃﾞｰﾀ追跡

 - FreeRTOS™認知

 - 統計に基づくｺｰﾄﾞ鑑定

 ・ Cortex® MO+に対するﾎﾟｰﾘﾝｸﾞ ﾃﾞｰﾀ追跡を支援

 ・ SAM用既定ﾃﾞﾊﾞｯｶﾞは今やGDB。GDBはいくつかの筋書きでより良く最適化されたｺｰﾄﾞのﾃﾞﾊﾞｯｸﾞを処理します。

 ・ ｲﾝｽﾄｰﾙした全てのASF版に対してGCC基板ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ(Microchip基板/使用者基板)作成を支援

 ・ 基板ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ追加と削除(Add or Remove Board Project)雛形に新しいASF基板(ASF Board)ｳｨｻﾞｰﾄﾞ

 ・ 既定によって1つのASF版だけを読み込むこにより、新規例ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ(New Example project)ﾀﾞｲｱﾛｸﾞの読み込み時間改善

 ・ IDR事象が今や出力ｳｨﾝﾄﾞｳ内の独立した枠で表示されるようになります。

 ・ LSSﾌｧｲﾙ構文を強調表示

1.2.5. Atmel Studio 6.1更新2

 ・ JTAGICE3でSAM D20ﾃﾞﾊﾞｲｽを支援

 ・ 高度なｿﾌﾄｳｪｱ枠組み(ASF:Advanced Software Framework) 3.11.0

1.2.6. Atmel Studio 6.1更新1.1

 ・ 6.1更新1で導入されたXMEGAﾃﾞﾊﾞｲｽに対するﾌﾞｰﾄ領域のﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞを修正

 ・ SAM4LSP32ﾍﾞｱﾎﾞｰﾝ ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ構成設定を修正

1.2.7. Atmel Studio 6.1更新1

 ・ 高度なｿﾌﾄｳｪｱ枠組み(ASF:Advanced Software Framework) 3.9.1

 ・ 拡張開発ｷｯﾄ(XDK:Extension Development Kit)。Microchip展示室拡張への組み込み応用ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄの一括化を支援

 ・ SAM D20とSAM4Nのﾃﾞﾊﾞｲｽを支援

 ・ 実験的なnewlib-nanoとmultilibsを持つArm GCCﾂｰﾙﾁｪｰﾝ 4.7.3
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1.2.8. Atmel Studio 6.1

 ・ 組み込みﾃﾞｯﾊﾞｶﾞ基盤を支援

 ・ Xplained Proｷｯﾄを支援

 ・ 高度なｿﾌﾄｳｪｱ枠組み(ASF:Advanced Software Framework) 3.8.0

 ・ AVR 8ﾋﾞｯﾄGCCﾂｰﾙﾁｪｰﾝ 3.4.2(上り回線付きGCC 4.7.2)

 ・ AVR 32ﾋﾞｯﾄGCCﾂｰﾙﾁｪｰﾝ 3.4.2(上り回線付きGCC 4.4.7)

 ・ Arm GCCﾂｰﾙﾁｪｰﾝ 4.7.3

 ・ CMSIS 3.20

 ・ Visual Assist更新

 ・ ﾌｧｰﾑｳｪｱ更新用ｺﾏﾝﾄﾞ行ﾕｰﾃｨﾘﾃｨ

 ・ ｼﾐｭﾚｰﾀ用起因。ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ実行と同時にﾚｼﾞｽﾀ値を書くための起因ﾌｧｲﾙを作成

1.2.9. Atmel Studio 6.0

 ・ Atmel SAM-ICE™でのAtmel Armに基づくMCUを支援

 ・ 高度なｿﾌﾄｳｪｱ枠組み(ASF:Advanced Software Framework) 3.1.3

 ・ Armﾂｰﾙﾁｪｰﾝ 3.3.1

 ・ 拡張としてQTouch構成器(Composer)を支援

 ・ Visual Assist更新

 ・ 新しい拡張陳列室

1.2.10. AVR® Studio 5.1

 ・ 高度なｿﾌﾄｳｪｱ枠組み(ASF:Advanced Software Framework)の新版

 ・ Studio 5の更新なしに拡張管理部を通して新しいASF版の入手可能性とｲﾝｽﾄｰﾙ

 ・ ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄを更新する能力を持つASFの並立版を支援

 ・ C++ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄに対する構文強調とより良いﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ支援

 ・ AVR 32 Studio C++ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄのｲﾝﾎﾟｰﾄを支援

 ・ AVRﾂｰﾙﾁｪｰﾝの新版

 ・ 全てのMicrochip AVRﾂｰﾙとﾃﾞﾊﾞｲｽに対する支援を持つ新しいｺﾏﾝﾄﾞ行ﾕｰﾃｨﾘﾃｨ(atprogram)

 ・ ELFﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ支援を含むﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ ﾀﾞｲｱﾛｸﾞの強化

 ・ 様々な強化とﾊﾞｸﾞ修正でのVisual Assistの新版

1.3. ｲﾝｽﾄｰﾙ

ｲﾝｽﾄｰﾙ注意書き

支援ｵﾍﾟﾚｰﾃｨﾝｸﾞ ｼｽﾃﾑ

 ・ Windows 7 SP1またはそれ以降

 ・ Windows Server 2008 R2 SP1またはそれ以降

 ・ Windows 8/8.1

 ・ Windows Server 2012とWindows Server 2012 R2

 ・ Windows 10

支援基本構造

 ・ 32ﾋﾞｯﾄ (x86)

 ・ 64ﾋﾞｯﾄ (x64) - MPLAB XC8ｺﾝﾊﾟｲﾗ使用が64ﾋﾞｯﾄを必要とすることに注意してください。

ﾊｰﾄﾞｳｪｱ要件

 ・ 1.6GHzまたはより速いﾌﾟﾛｾｯｻを持つｺﾝﾋﾟｭｰﾀ

 ・ RAM

 - x86に対して1Gﾊﾞｲﾄ

 - x64に対して2Gﾊﾞｲﾄ

 - 仮想ﾏｼﾝで走行する場合、追加の512MﾊﾞｲﾄRAM

 ・ 6Gﾊﾞｲﾄの利用可能なﾊｰﾄﾞ ﾃﾞｨｽｸ空間

ﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞとｲﾝｽﾄｰﾙ

 ・ 最新のMicrochip Studioｲﾝｽﾄｰﾗｰをﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞしてください。
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 ・ Microchip StudioはAtmel Studio 6.2以前版とAVR Studioの旧版と並走することができます。以前の版のｱﾝｲﾝｽﾄｰﾙは不要です。

 ・ 「ｼｽﾃﾑ要件」項でﾊｰﾄﾞｳｪｱとｿﾌﾄｳｪｱの必要条件を確認してください。

 ・ ﾛｰｶﾙ管理者権限を持つことを確実にしてください。

 ・ 開始する前に全ての作業を保存してください。ｲﾝｽﾄｰﾙは必要とされる場合に再始動を指示するかもしれません。

 ・ 全てのUSB/ｼﾘｱﾙ ﾊｰﾄﾞｳｪｱ装置を切断してください。

 ・ ｲﾝｽﾄｰﾗ(実行可能ﾌｧｲﾙ)をﾀﾞﾌﾞﾙ ｸﾘｯｸしてｲﾝｽﾄｰﾙ ｳｨｻﾞｰﾄﾞに従ってください。

 ・ 一旦終了すると、ｲﾝｽﾄｰﾗはStart Microchip Studio after completion(完了後にMicrochip Studio開始)の任意選択を表示します。
Openを選んだ場合、ｲﾝｽﾄｰﾗが管理者または昇格された権限のどちらかとして開始されたため、その後にMicrochip Studioが管
理者権限で開始することに注意してください。

1.4. お問い合わせ情報

この版のMicrochip Studioで経験したどの問題も報告してください。更なる開発とMicrochip Studioの公開の改良を手助けし得る良い
考えや要求を受け取ることも望みます。

あなたが出会うかもしれないどんな問題についてもMicrochip支援を調べてください。この頁から支援入り口を通してMicrochip支援に
問い合わせることが可能です。

最終更新についてはMicrochipｳｪﾌﾞ ｻｲﾄのMicrochip Studio頁を訪ねてください。

ﾊﾞｸﾞ報告

版ﾀﾞｲｱﾛｸﾞ(下図をご覧ください)からの情報を複写してMicrochipへのEﾒｰﾙにそれを含めてください。また、問題の詳細な記述を提供
することを確実にしてください。

 1. 問題を再作成する方法を記述してください。

 2. 問題を起こすどの試験ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑも添付してください。

 3. 複写した版情報が使ったﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ基盤とﾃﾞﾊﾞｲｽを含むことを調べてください。

版ﾀﾞｲｱﾛｸﾞはﾌｧｲﾙ ﾒﾆｭｰのHelp(ﾍﾙﾌﾟ)⇒About Microchip Studio(Microchip Studioについて)によって開かれます。ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ基盤とﾃﾞ
ﾊﾞｲｽはﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ動作だった場合にだけ表示されます。内容を複写するにはCopy to clipboad(ｸﾘｯﾌﾟﾎﾞｰﾄﾞに複写)を押してください。

図1-1. Microchip Studioについての枠

http://www.microchip.com/support/hottopics.aspx


Microchip Studio

© 2021 Microchip Technology Inc.とその子会社 使用者の手引き DS50002718D - 12頁

2. 開始に際して
Microchip Studioの開始に際して - 再生一覧。Atmel StudioはMicrochip Studioに改名されたことに注意してください。

映像 説明 映像 説明 映像 実演ｺｰﾄﾞ

映像 実践 映像 実践 映像 実践

映像 実践 映像 実践 映像 実践

映像 実践 映像 実践 映像 実践

映像 実践 映像 実践 映像 実践

https://www.youtube.com/playlist?list=PL9B4edd-p2ajbkbFpi47P9PfMtQuV0OwQ
https://youtu.be/8HNG8EnAjfw?list=PL9B4edd-p2ajbkbFpi47P9PfMtQuV0OwQ
https://youtu.be/5iYGBPrje8w?list=PL9B4edd-p2ajbkbFpi47P9PfMtQuV0OwQ
https://youtu.be/_IT9flLMMqw?list=PL9B4edd-p2ajbkbFpi47P9PfMtQuV0OwQ
https://www.youtube.com/watch?v=Q2G5etc10s8&index=4&list=PL9B4edd-p2ajbkbFpi47P9PfMtQuV0OwQ
https://youtu.be/JacebqdSBoA?list=PL9B4edd-p2ajbkbFpi47P9PfMtQuV0OwQ
https://youtu.be/j78ggh5wtgM?list=PL9B4edd-p2ajbkbFpi47P9PfMtQuV0OwQ
https://www.youtube.com/watch?v=ySwev9nLkBE&index=7&list=PL9B4edd-p2ajbkbFpi47P9PfMtQuV0OwQ
https://youtu.be/7WnOe00dVu0?list=PL9B4edd-p2ajbkbFpi47P9PfMtQuV0OwQ
https://youtu.be/vG7Lh7Kg_sI?list=PL9B4edd-p2ajbkbFpi47P9PfMtQuV0OwQ
https://youtu.be/dATjhaSslO4?list=PL9B4edd-p2ajbkbFpi47P9PfMtQuV0OwQ
https://youtu.be/IhOYgq3xBtk?list=PL9B4edd-p2ajbkbFpi47P9PfMtQuV0OwQ
https://youtu.be/w-qQW0eZTtc?list=PL9B4edd-p2ajbkbFpi47P9PfMtQuV0OwQ
https://youtu.be/wQZKWgnmvQ8?list=PL9B4edd-p2ajbkbFpi47P9PfMtQuV0OwQ
https://youtu.be/wnHSgE8V5oM?list=PL9B4edd-p2ajbkbFpi47P9PfMtQuV0OwQ
https://youtu.be/CyQ7ZLw-7V0?list=PL9B4edd-p2ajbkbFpi47P9PfMtQuV0OwQ
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事前要件

練習の多くはｴﾃﾞｨﾀとｼﾐｭﾚｰﾀを用いることによって完了することができます。けれども、全てを網羅するために以下が推奨されます。

ﾊｰﾄﾞｳｪｱ要件:

 ・ ATtiny817 Xplained Pro

 ・ 標準A-ﾏｲｸﾛB USBｹｰﾌﾞﾙ

ｿﾌﾄｳｪｱ要件:

 ・ AVRとSAMﾃﾞﾊﾞｲｽ用Microchip Studio

 ・ avr-gccﾂｰﾙﾁｪｰﾝ

 ・ tineyAVR®ﾃﾞﾊﾞｲｽ用最新部品ﾊﾟｯｸ

使うMicrochip Studioﾌﾟﾗｸﾞｲﾝ

 ・ Atmel START 1.0.113.0またはそれ以降

 ・ ﾃﾞｰﾀ可視器(Data Visualizer)拡張2.14.709またはそれ以降

ｱｲｺﾝ鍵識別子

以下のｱｲｺﾝはこの資料内で各種仕事区分を識別するのと複雑さを減らすのに使われます。

情報: 特定の話題について文脈上の情報を伝えます。

警告

助言: 有用な助言と技法を強調します。

すべきこと: 完了されるべき目標を強調します。

結果: 課題段階の予期される結果を強調します。

重要な情報を示します。

実行: 必要な時に目的対象から実行されるべき活動を強調します。

2.1. Microchip Studio、START、ｿﾌﾄｳｪｱ内容

本項はAVR®とSAMのﾂｰﾙ体系内の個々の概要とそれらが互いにどう関連するかを与えます。

開始に際しての話題

映像: AVRとSAMのﾂｰﾙ体系概要

http://alexandria.atmel.com/keyword/ATMEL.VSIDE.AVRSTUDIO.GETTINGSTARTED/redirect
https://youtu.be/8HNG8EnAjfw?list=PL9B4edd-p2ajbkbFpi47P9PfMtQuV0OwQ
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2.1.1. Atmel START / MCC

Atmel START/MCCは様々なｿﾌﾄｳｪｱ枠組みに対するｳｪﾌﾞに基づくｿﾌﾄｳｪｱ構成設定ﾂｰﾙで、これはMCU開発開始を手助けしま
す。新規ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄまたは例ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄのどちらかからの開始でも、Atmel START/MCCは便利で最適化した規則で、(ASF4とAVR 
Codeから)あなたの組み込み応用を仕立てるためのﾄﾞﾗｲﾊﾞやﾐﾄﾞﾙｳｪｱ(中間ｿﾌﾄｳｪｱ)のようなｿﾌﾄｳｪｱ部品を選んで構成設定すること
を許します。一旦最適化されたｿﾌﾄｳｪｱ構成設定が行われると、生成されたｺｰﾄﾞ ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄをﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞしてMicrochip Studio、IAR 
embedded Workbench®、Keil® µVsion®を含み、あなたの選ぶIDEでそれを開くか、または単にmakefileを生成することができます。

Atmel START/MCCは以下を許します。

 ・ ｿﾌﾄｳｪｱとﾊｰﾄﾞｳｪｱの両要件に基づくMCU選択を助けます。

 ・ あなたの基板用の例を探して開発します。

 ・ ﾄﾞﾗｲﾊﾞ、ﾐﾄﾞﾙｳｪｱ、例ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄを構成設定します。

 ・ 有効なPINMUX配置の構成設定を助けます。

 ・ ｼｽﾃﾑ ｸﾛｯｸ設定を構成設定します。

図2-1. START、ｿﾌﾄｳｪｱ内容、IDE間の関係

探索/選択:

ﾃﾞﾊﾞｲｽ構成設定:

ｿﾌﾄｳｪｱ内容構成設定:

IDEで開発:
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2.1.2. ｿﾌﾄｳｪｱ内容 (ﾄﾞﾗｲﾊﾞとﾐﾄﾞﾙｳｪｱ)

高度なｿﾌﾄｳｪｱ枠組み(ASF)

ASF(Advanced Software Framework)はお客様の設計時間を減らすために専門家によっては開発された検証済みのﾄﾞﾊﾞｲﾊﾞとｺｰﾄﾞ単
位部の豊富な組を提供します。これはﾄﾞﾗｲﾊﾞと高価値のﾐﾄﾞﾙｳｪｱを通してﾊｰﾄﾞｳｪｱに対する抽象化を提供することによってﾏｲｸﾛ ｺﾝ
ﾄﾛｰﾗの使用を簡単化します。ASFは評価、試作、製造段階に使われるように設計された無料の開放ｿｰｽ ｺｰﾄﾞ ﾗｲﾌﾞﾗﾘです。

SAM製品部門を支援するASF4はASFの第4主要世代です。これはﾒﾓﾘ量、ｺｰﾄﾞ性能を改善するだけでなく、Atmel START/MCCｳｪ
ﾌﾞ使用者ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽとも良く調和するように、枠組み全体の完全な再設計と再実装となります。ASF4はAtmel START/MCCと共に使
われなければならず、これはASF2と3のASFｳｨｻﾞｰﾄﾞを置き換えます。

Michochip.com: ASF製品頁

AVR® Code

AVR製品部門を支援するAVR Codeは8ﾋﾞｯﾄと16ﾋﾞｯﾄのPIC® MCUを支援する創設ｻｰﾋﾞｽと等価なAVR 8ﾋﾞｯﾄMCU用の簡単なﾌｧｰﾑ
ｳｪｱ枠組みです。AVR Codeはｺｰﾄﾞ量とｺｰﾄﾞ速度だけでなく、ｺｰﾄﾞの簡潔性と信頼性に対しても最適化されています。AVR Codeは
Atmel START/MCCによって構成設定されます。

2.1.3. 統合開発環境 (IDE)

IDE(Integrated Development Environment)はAtmel START/MCCで構成設定されてｴｸｽﾎﾟｰﾄされたﾄﾞﾗｲﾊﾞとﾐﾄﾞﾙｳｪｱのようなｿﾌﾄｳｪ
ｱ部品に基づく応用の開発(または例応用の更なる開発)に使われます。Atmel START/MCCはMicrochip Studio、IAR embedded Wo 
rkbench®、Keil® µVsion®を含むIDEの範囲を支援します。

Microchip Studioは全てのAVRとSAMのﾏｲｸﾛ ｺﾝﾄﾛｰﾗ応用を開発してﾃﾞﾊﾞｯｸﾞするための統合開発基盤(IDP:Integrated Developmen 
t Platform)です。Microchip Studio IDPはC/C++またはｱｾﾝﾌﾞﾘ言語のｺｰﾄﾞで書かれた応用を書いて構築してﾃﾞﾊﾞｯｸﾞするための継ぎ
目がなく使い易い環境を与えます。それはAVRとSAMのﾃﾞﾊﾞｲｽを支援するﾃﾞﾊﾞｯｶﾞ、書き込み器、開発ｷｯﾄに対しても継ぎ目なく繋げ
ます。Atmel STARTとMicrochip Studio間の開発体験は最適化されています。Microchip StudioでのAtmel STARTに基づくﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ
の反復的な開発は再構成設定と機能併合を通して支援されます。

このMicrochip Studioに対する練習開始はIDEの主な機能の全てを通してあなたを導きます。これは実践を伴う映像系列として設計さ
れています。各項はその項を網羅する映像で始まります。

2.2. AVR®とSAMのﾊｰﾄﾞｳｪｱ ﾂｰﾙとﾃﾞﾊﾞｯｶﾞ

本項はAVR®とSAM MCU用のﾊｰﾄﾞｳｪｱ ﾂｰﾙ体系を記述します。

開始に際しての話題

映像: AVR & SAMﾊｰﾄﾞｳｪｱ ﾂｰﾙ & ﾃﾞﾊﾞｯｶﾞ

http://www.microchip.com/mplab/avr-support/advanced-software-framework
http://alexandria.atmel.com/keyword/ATMEL.VSIDE.AVRSTUDIO.GETTINGSTARTED/redirect
https://youtu.be/5iYGBPrje8w?list=PL9B4edd-p2ajbkbFpi47P9PfMtQuV0OwQ
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ﾃﾞｰﾀ可視器 (Data Visualizer)

ﾃﾞｰﾀ可視器はﾃﾞｰﾀを処理して可視化するためのﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑです。ﾃﾞｰﾀ可視器は組み込みﾃﾞﾊﾞｯｶﾞ ﾃﾞｰﾀ中継器ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ(DGI:Data 
Gateway Interface)とCOMﾎﾟｰﾄのような様々な供給元からﾃﾞｰﾀを受け取る能力があります。支援される探針や基板と共に使われる
と、端末や図表を用いて応用の走行時の追跡したり、ｺｰﾄﾞ実行と電力消費の相関を通して応用の電力諸費を分析します。走行時の
ｺｰﾄﾞの動きの完全な制御を持つことは決して容易ではありません。

独立型とMicrochip Studio用ﾌﾟﾗｸﾞｲﾝの両版が下のﾘﾝｸのｳｪﾌﾞｻｲﾄで入手可能です。

ｳｪﾌﾞｻｲﾄ: ﾃﾞｰﾀ可視器

Atmel-ICE

Atmel-ICEはUPDI、JTAG、PDI、ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞWIRE、aWire、TPI、SPI目的対象ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽを用いるAVRﾏｲｸﾛ ｺﾝﾄﾛｰﾗとJTAGまたはSW 
D目的対象ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽを用いるArm® Cortex®-Mに基づくSAMﾏｲｸﾛ ｺﾝﾄﾛｰﾗのﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞとﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ用の強力な開発ﾂｰﾙです。

Ateml-ICEはArm Cortex-Mに基づくSAMとﾁｯﾌﾟ上ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ能力を持つAVRﾏｲｸﾛ ｺﾝﾄﾛｰﾗをﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞしてﾃﾞﾊﾞｯｸﾞするための強力
な開発ﾂｰﾙです。

ｳｪﾌﾞｻｲﾄ: Atmel-ICE

Powerﾃﾞﾊﾞｯｶﾞ

PowerﾃﾞﾊﾞｯｶﾞはUPDI、JTAG、PDI、ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞWIRE、aWire、TPI、SPI目的対象ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽを用いるAVRﾏｲｸﾛ ｺﾝﾄﾛｰﾗとJTAGまたは
SWD目的対象ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽを用いるArm Cortex-Mに基づくSAMﾏｲｸﾛ ｺﾝﾄﾛｰﾗのﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞとﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ用の強力な開発ﾂｰﾙです。

加えて、Powerﾃﾞﾊﾞｯｶﾞは設計の電力消費を測定して最適化するための2つの独立した電流感知ﾁｬﾈﾙを持ちます。

PowerﾃﾞﾊﾞｯｶﾞはCDC仮想COMﾎﾟｰﾄだけでなく、SPI、UASRT、TWI、GPIO供給元からﾎｽﾄ ｺﾝﾋﾟｭｰﾀへ応用ﾃﾞｰﾀを流すためのﾃﾞｰﾀ
中継器ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽも含みます。

PowerﾃﾞﾊﾞｯｶﾞはMicrochip Studioまたはそれ以降、または一般的なCMSIS-DAP部に接続する能力がある他の前処理ｿﾌﾄｳｪｱと共に
動くCMSIS-DAP互換ﾃﾞﾊﾞｯｶﾞです。Powerﾃﾞﾊﾞｯｶﾞは実時間分析のために電力測定と応用ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞのﾃﾞｰﾀをﾃﾞｰﾀ可視器に流します。

ｳｪﾌﾞｻｲﾄ: Powerﾃﾞﾊﾞｯｶﾞ

2.3. ﾃﾞｰﾀ可視器とPowerﾃﾞﾊﾞｯｶﾞ実演

本項はPowerﾃﾞﾊﾞｯｶﾞを含みﾃﾞｰﾀ可視器を用いる実演を示します。

開始に際しての話題

映像: ﾃﾞｰﾀ可視器とPowerﾃﾞﾊﾞｯｶﾞ実演

http://www.microchip.com/development-tools/atmel-studio-7/data-visualizer
http://www.microchip.com/DevelopmentTools/ProductDetails.aspx?PartNO=ATATMEL-ICE
http://www.microchip.com/development-tools/atmel-studio-7/data-visualizer
http://www.microchip.com/developmenttools/productdetails.aspx?partno=atpowerdebugger
https://youtu.be/_IT9flLMMqw?list=PL9B4edd-p2ajbkbFpi47P9PfMtQuV0OwQ
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/*
* Power_Demo_ADC_SleepWalking.c
* ﾃﾞﾊﾞｲｽ/基板: ATtiny817 Xplained Pro
* 作成: 2017年8月6日 PM 3:15:21
*/ 

#include <avr/io.h>
#include <avr/interrupt.h>
#include <avr/sleep.h>

#define F_CPU (20E6/2)

void sys_init(void)
{
 _PROTECTED_WRITE(CLKCTRL.MCLKCTRLB, CLKCTRL_PEN_bm | CLKCTRL_PDIV_2X_gc);
}

void rtc_pit_init(void)
{
 RTC.CLKSEL = RTC_CLKSEL_INT1K_gc;
 RTC.PITCTRLA = RTC_PITEN_bm | RTC_PERIOD_CYC256_gc;
}

// picoPower 4: 事象ｼｽﾃﾑ 対 IRQ。IRQを不使用との比較
void evsys_init(void)
{
 EVSYS.ASYNCCH3 = EVSYS_ASYNCCH3_PIT_DIV128_gc;
 EVSYS.ASYNCUSER1 = EVSYS_ASYNCUSER1_ASYNCCH3_gc;
}

// picoPower 3: 自身の採取、例えば窓動作を評価 (起き上がり時間をかなり短縮)

void adc_init(void)
{
 ADC0.CTRLC  = ADC_PRESC_DIV8_gc | ADC_REFSEL_VDDREF_gc;
 ADC0.CTRLA  = ADC_ENABLE_bm | ADC_RESSEL_8BIT_gc;
 ADC0.MUXPOS = ADC_MUXPOS_AIN6_gc;

 ADC0.CTRLA |= ADC_RUNSTBY_bm;  // picoPower 1: 故に休止で走行可
 ADC0.CTRLE = ADC_WINCM_OUTSIDE_gc;  // picoPower 3: 故に自身の採取を評価可
 ADC0.INTCTRL = ADC_WCMP_bm;
 ADC0.WINHT = 200;
 ADC0.WINLT = 100;

 ADC0.EVCTRL = ADC_STARTEI_bm;  // picoPower 4: 故に事象は変換を起動可
}

uint8_t adc_get_result(void)
{
 return ADC0.RESL;
}

// picoPower 5: 素早く送出、その後休止に戻る: compare 9600,115200,1250000のﾎﾞｰﾚｰﾄを比較
// 1ﾊﾞｲﾄだけ送出に注意
#define BAUD_RATE 57600
void usart_init()
{
 USART0.CTRLB = USART_TXEN_bm;
 USART0.BAUD = (F_CPU * 64.0) / (BAUD_RATE * 16.0);
}
void usart_put_c(uint8_t c)
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{
 VPORTB.DIR |= PIN2_bm | PIN6_bm;  // picoPower 2b: 下の送信禁止をご覧ください。
 USART0.STATUS = USART_TXCIF_bm;

 VPORTB.OUT |= PIN6_bm;
 USART0.TXDATAL = c;
 while(!(USART0.STATUS & USART_TXCIF_bm));
 VPORTB.OUT &= ~PIN6_bm;
 VPORTB.DIR &= ~PIN2_bm | PIN6_bm;  // picoPower 2b: 送信間でTxﾋﾟﾝ禁止
}

// picoPower 2: 未使用GPIO禁止 (比較: なし、PORT_ISC_INPUT_DISABLE_gc、PORT_PULLUPEN_bp)

void io_init(void)
{
 for (uint8_t pin=0; pin < 8; pin++)
 {
  (&PORTA.PIN0CTRL)[pin] = PORT_ISC_INPUT_DISABLE_gc;
  (&PORTB.PIN0CTRL)[pin] = PORT_ISC_INPUT_DISABLE_gc;
  (&PORTC.PIN0CTRL)[pin] = PORT_ISC_INPUT_DISABLE_gc;
 }
}

int main(void)
{
 sys_init();
 rtc_pit_init();
 evsys_init();
 adc_init();
 io_init();
 usart_init();

 VPORTB.DIR |= PIN6_bm;
 VPORTB.OUT &= ~PIN6_bm;
 sei();

 // picoPower 1: 休止へ行く。休止なし、ｱｲﾄﾞﾙ、ｽﾀﾝﾊﾞｲと比較
 set_sleep_mode(SLEEP_MODE_STANDBY);

 while (1)
 {
  sleep_mode();
 }
}

ISR(ADC0_WCOMP_vect) // picoPower 3: 関連採取の場合にだけ呼ばれます。
{
 ADC0.INTFLAGS = ADC_WCMP_bm;
 usart_put_c(adc_get_result());
}
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2.4. ｲﾝｽﾄｰﾙと更新

本項はAVRとSAMﾃﾞﾊﾞｲｽ用Microchip Studioｲﾝｽﾄｰﾙ、Microchip Studioやﾌﾟﾗｸﾞｲﾝに対する更新ｲﾝｽﾄｰﾙだけでなく、新ﾃﾞﾊﾞｲｽに対
する支援追加の手順を記述します。

開始に際しての話題

映像: ｲﾝｽﾄｰﾙと更新

2.4.1. ｲﾝｽﾄｰﾙ

支援ｵﾍﾟﾚｰﾃｨﾝｸﾞ ｼｽﾃﾑ

 ・ Windows 7 SP1またはそれ以降

 ・ Windows Server 2008 R2 SP1またはそれ以降

 ・ Windows 8/8.1

 ・ Windows Server 2012とWindows Server 2012 R2

 ・ Windows 10

支援基本構造

 ・ 32ﾋﾞｯﾄ(x86)

 ・ 64ﾋﾞｯﾄ(x64)

ﾊｰﾄﾞｳｪｱ要件

 ・ 1.6GHzまたはより速いﾌﾟﾛｾｯｻを持つｺﾝﾋﾟｭｰﾀ

 ・ RAM

 - x86に対して1Gﾊﾞｲﾄ

 - x64に対して2Gﾊﾞｲﾄ

 - 仮想ﾏｼﾝで走行する場合、追加の512MﾊﾞｲﾄRAM

 ・ 6Gﾊﾞｲﾄの利用可能なﾊｰﾄﾞ ﾃﾞｨｽｸ空間

ﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞとｲﾝｽﾄｰﾙ

 ・ 最新のMicrochip Studioｲﾝｽﾄｰﾗｰをﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞしてください。: Microchip Studio

 - ｳｪﾌﾞ ｲﾝｽﾄｰﾗは(<10Mﾊﾞｲﾄの)小さなﾌｧｲﾙで、必要とされる時に指定される部分をﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞします。

 - ｵﾌﾗｲﾝ ｲﾝｽﾄｰﾗは組み込まれた全ての部分を持ちます。

 ・ Microchip StudioはAtmel Studio 6.2以前とAVR Studioの旧版と並走することができます。以前の版のｱﾝｲﾝｽﾄｰﾙは不要です。Mi 
crochip StudioはAtmel Studio 7と共に並走することはできません。

 ・ 「ｼｽﾃﾑ要件」項でﾊｰﾄﾞｳｪｱとｿﾌﾄｳｪｱの必要条件を確認してください。

 ・ ﾛｰｶﾙ管理者権限を持つことを確実にしてください。

 ・ 開始する前に全ての作業を保存してください。ｲﾝｽﾄｰﾙは必要とされる場合に再始動を指示するかもしれません。

 ・ 全てのUSB/ｼﾘｱﾙ ﾊｰﾄﾞｳｪｱ装置を切断してください。

https://youtu.be/Q2G5etc10s8?list=PL9B4edd-p2ajbkbFpi47P9PfMtQuV0OwQ
http://www.microchip.com/avr-support/atmel-studio-7
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 ・ ｲﾝｽﾄｰﾗ(実行可能ﾌｧｲﾙ)をﾀﾞﾌﾞﾙ ｸﾘｯｸしてｲﾝｽﾄｰﾙ ｳｨｻﾞｰﾄﾞに従ってください。

 ・ 一旦終了すると、ｲﾝｽﾄｰﾗはStart Microchip Studio after completion(完了後にMicrochip Studio開始)の任意選択を表示します。
Openを選んだ場合、ｲﾝｽﾄｰﾗが管理者または昇格された権限のどちらかとして開始されたため、その後にMicrochip Studioが管
理者権限で開始することに注意してください。

 ・ Atmel StudioやMicrochip Studioの早期版からMicrochip Studioを更新して違う使用者ｱｶｳﾝﾄで応用を走行する場合、局所応用
使用者ｷｬｯｼｭを解消する必要があるかもしれません。この理由はｲﾝｽﾄｰﾗが使用者用ｷｬｯｼｭだけ解消し、それでｲﾝｽﾄｰﾙされる
からです。これはWindowsのﾌｧｲﾙ ｴｸｽﾌﾟﾛｰﾗから%localappdata%\Atmel\AtmelStudio\7.0のﾌｫﾙﾀﾞを削除することで行われます。

 ・ Microchip Studioに於いてﾀｲﾄﾙ ﾊﾞｰの迅速起動領域傍で更新通知(旗のｼﾝﾎﾞﾙ)を見るかもしれません。ここでは更新された構成
部分やﾃﾞﾊﾞｲｽの支援を選んでｲﾝｽﾄｰﾙすることができます。

2.4.2. ｵﾌﾗｲﾝ資料のﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ

ｵﾌﾗｲﾝで作業したい場合、Microchip Studio用のｵﾌﾗｲﾝ資料を使うのがお勧めです。これを行うにはMicrochip StudioのStart Page
(開始頁)からDownload documentation(資料ﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ)をｸﾘｯｸしてください。手助け表示部がﾎﾟｯﾌﾟｱｯﾌﾟすると、最初にOnline(ｵﾝﾗｲﾝ)
釦をｸﾘｯｸし、(利用可能な資料が表示されるまで待って)data sheets(ﾃﾞｰﾀｼｰﾄ)、user manuals(使
用者手引書)、application notes(応用記述)のような興味のある資料を探してください。

下の例ではPower Debugger user manual(Powerﾃﾞﾊﾞｯｶﾞ使用者手引書)、ATtiny817 Xplained Pr 
o user manual(ATtiny817 Xplained Pro使用者手引書)だけでなく、ATtiny817 Complete data sh 
eet(ATtiny817完全ﾃﾞｰﾀｼｰﾄ)もﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞするために選んでいます。その後のUpdate(更新)のｸﾘｯ
ｸがﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞを開始します。
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2.5. Microchip陳列室とStudio拡張

本項はMicrochip陳列室(gallery)を通してMicrochip Studioがどう拡張されて更新されるかを記述します。最も有用で人気のある拡張
のいくつかが記述されます。

開始に際しての話題

映像: 陳列室、Studio拡張、更新

この短い映像はMicrochip Studioに拡張を追加する手順を説明します。これは既定によって含められてこれらが使われる拡張を網羅
します。人気のある拡張だけでなく、拡張の任意選択と設定を変更する方法も網羅されます。

ｳｪﾌﾞｻｲﾄ: Microchip陳列室(Gallery)

2.6. Atmel START統合

Atmel STARTとMicrochip Studio間での開発経験は最適化されています。本項はre-configure(再構成設定)とmerge(結合)の機能を
通して、Microchip StudioでSTARTに基づくﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄの反復的な開発手順を実演します。

開始に際しての話題

https://youtu.be/JacebqdSBoA?list=PL9B4edd-p2ajbkbFpi47P9PfMtQuV0OwQ
https://gallery.microchip.com/
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映像: Atmel START統合

すべきこと: Atmel STARTからﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄをｴｸｽﾎﾟｰﾄします。

 1. Atmel STARTｳｪﾌﾞｻｲﾄで新しいﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ(例または基板)を作成してください。

 2. Export Software Component(ｿﾌﾄｳｪｱ構成部品ｴｸｽﾎﾟｰﾄ)釦をｸﾘｯｸしてください。Microchip Studioﾁｪｯｸ枠がﾁｴｯｸされていること
を確実にしてください。

 3. DOWNLOAD PACK(一括ﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ)上でｸﾘｯｸしてください。atmelstart.atzip一括ﾌｧｲﾙがﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞされます。

図2-2. 構成設定したﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄのﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ

すべきこと: Atmel STARTの出力をMicrochip Studioにｲﾝﾎﾟｰﾄします。

 4. Microchip Studioを起動してください。

 5. File(ﾌｧｲﾙ)⇒Import(ｲﾝﾎﾟｰﾄ)⇒Atmel START Project(Atmel STARTﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ)を選んでください。

図2-3. Atmel STARTﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄのｲﾝﾎﾟｰﾄ

https://youtu.be/j78ggh5wtgM?list=PL9B4edd-p2ajbkbFpi47P9PfMtQuV0OwQ
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 8. 新しいMicrochip Studioﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄが作成され、ﾌｧｲﾙがｲﾝﾎﾟｰﾄされます。

 6. ﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞしたatmelstart.atzipﾌｧｲﾙを探して選んでください。

 7. Atmel STARTｲﾝﾎﾟｰﾄ ﾀﾞｲｱﾛｸﾞ枠が開きます。Project Name(ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ名)、Location(場所)、Solution Name(解決策名)としてﾌﾟﾛ
ｼﾞｪｸﾄの詳細を入力してください。

図2-4. Atmel STARTﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ ｲﾝﾎﾟｰﾄ部

すべきこと: Atmel STARTの出力をMicrochip Studioにｲﾝﾎﾟｰﾄします。

 9. いくつかのﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄはDoxygen用に形式化された資料を含みます。

注: Doxygenはhttp://doxygen.orgからﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞされてｲﾝｽﾄｰﾙされなければなりません。Doxygen実行形式物の場所を示すよう
にMicrochip Studioを構成設定することを尋ねられるでしょう。

10. 資料を生成するにはDoxyegn釦をｸﾘｯｸしてください。Doxygenが走行して生成された資料が新しいｳｨﾝﾄﾞｳで開きます。



Microchip Studio

© 2021 Microchip Technology Inc.とその子会社 使用者の手引き DS50002718D - 24頁

すべきこと: Atmel STARTを用いてﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄを再構成設定します。

11. Reconfigure(再構成設定)釦をｸﾘｯｸするか、またはSokution Explorer内のﾌﾟｼﾞｪｸﾄ節点上を右ｸﾘｯｸし、そのﾒﾆｭｰからReconfigure 
Atmel START Project(Atmel STARTﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄを再構成設定)を選んでください。

12. Microchip Studio内のｳｨﾝﾄﾞｳでAtmel STARTが開きます。

13. ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄに対して必要な変更を行ってください。Atmel STARTｳｨﾝﾄﾞｳの下部でGENERATE PROJECT(ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ生成)釦をｸﾘｯｸ
してください。

2.7. 新規ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ作成

本項は新しいMicrochip Studioﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄを作成する手順を概説します。

開始に際しての話題

図2-5. Atmel STARTﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ再構成設定とDoxygen釦

Doxygen

Reconfigure

すべきこと: ATtiny817ﾃﾞﾊﾞｲｽ用の新しい空GCC C実行可能ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄを作成します。

映像: 新規ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ作成

 1. Microchip Studioを開いてください。

 2. Microchip Studioに於いて、図2-6.で描かれたようにFile(ﾌｧｲﾙ)⇒New(新規)⇒Project(ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ)に行ってください。

https://youtu.be/ySwev9nLkBE?list=PL9B4edd-p2ajbkbFpi47P9PfMtQuV0OwQ
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図2-6. Microchip Studioでの新規ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ作成

 3. ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ生成ｳｨｻﾞｰﾄﾞが現れます。このﾀﾞｲｱﾛｸﾞは使われるﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ言語とﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ雛形を指定するための任意選択を提供し
ます。このﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄはCを使い、故に左上隅でC/C++が選ばれることを確実にしてください。骨子の実行可能ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄを生成す
るために雛形一覧からGCC C Executable Project任意選択を選んでください。Nameにﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ名を与えてOKをｸﾘｯｸしてくださ
い。図2-7.をご覧ください。

図2-7. 新規ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄのﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ言語と雛形の選択

助言: 全てのMicrochip Studioﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄは解決策(solution)に属し、既定によってMicrochip Studioは新しく作成された解決策
とﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄの両方に対して同じ名称を使います。解決策名領域は手動で解決策名を指定するのに使うことができます。

助言: create directry for solution(解決策用にﾃﾞｨﾚｸﾄﾘを作成)ﾁｪｯｸ枠は既定でﾁｪｯｸされます。この枠がﾁｪｯｸされると、Micro 
chip StudioはLocation(場所)領域によって指定される場所で指定された解決策名を持つ新しいﾌｫﾙﾀﾞを作成します。
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ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ形式について

表2-1. ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ形式

区分 ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ雛形 説明

C AVR XC8応用ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ
MPLAB XC8ｺﾝﾊﾟｲﾗを使うように構成設定したAVR 8ﾋﾞｯﾄ ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄを作成するにはこ
の雛形を選んでください。

C AVR XC8ﾗｲﾌﾞﾗﾘ ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ
AVR 8ﾋﾞｯﾄMPLAB XC8静的静的ﾗｲﾌﾞﾗﾘ(LIB)ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄを作成するにはこの雛形を選
んでください。この事前ｺﾝﾊﾟｲﾙしたﾗｲﾌﾞﾗﾘ(.a)は他のﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ(閉じられたｿｰｽ)へのﾘﾝ
ｸ、または同じ機能を要する応用からの参照(ｺｰﾄﾞ再利用)に使えます。

C/C++ GCC C ASF基板ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ
AVR 8ﾋﾞｯﾄかAVR/Arm 32ﾋﾞｯﾄのASF3基板ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄを作成するにはこの雛形を選んで
ください。ASF3によって支援される各種基板から選んでください。

C/C++ GCC C実行可能ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ
AVR 8ﾋﾞｯﾄかAVR/Arm 32ﾋﾞｯﾄのGCCﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄを作成するにはこの雛形を選んでくだ
さい。

C/C++
GCC C

静的ﾗｲﾌﾞﾗﾘ ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ

AVR 8ﾋﾞｯﾄかAVR/Arm 32ﾋﾞｯﾄのGCC静的ﾗｲﾌﾞﾗﾘ(LIB)ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄを作成するにはこの
雛形を選んでください。この事前ｺﾝﾊﾟｲﾙしたﾗｲﾌﾞﾗﾘ(.a)は他のﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ(閉じられたｿｰ
ｽ)へのﾘﾝｸ、または同じ機能を要する応用からの参照(ｺｰﾄﾞ再利用)に使えます。

C/C++ GCC C++実行可能ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ
AVR 8ﾋﾞｯﾄかAVR/Arm 32ﾋﾞｯﾄのC++ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄを作成するにはこの雛形を選んでくださ
い。

C/C++
GCC C++

静的ﾗｲﾌﾞﾗﾘ ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ

AVR 8ﾋﾞｯﾄかAVR/Arm 32ﾋﾞｯﾄのC++静的ﾗｲﾌﾞﾗﾘ(LIB)ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄを作成するにはこの雛
形を選んでください。この事前ｺﾝﾊﾟｲﾙしたﾗｲﾌﾞﾗﾘ(.a)は他のﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ(閉じられたｿｰｽ)
へのﾘﾝｸ、または同じ機能を要する応用からの参照(ｺｰﾄﾞ再利用)に使えます。

ｱｾﾝﾌﾞﾗ ｱｾﾝﾌﾞﾗ ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ AVR 8ﾋﾞｯﾄ ｱｾﾝﾌﾞﾗ ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄを作成するにはこの雛形を選んでください。

注意: この表は既定ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ形式だけを一覧にします。拡張によって他のﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ形式が追加されるかもしれません。

 4. 次に、ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄがどのﾃﾞﾊﾞｲｽに対して開発されるのかを指定することが必要です。ﾃﾞﾊﾞｲｽの一覧はDevice Selection(ﾃﾞﾊﾞｲｽ選
択)ﾀﾞｲｱﾛｸﾞで提示され、これは図2-8.で描かれるように全体を通してｽｸﾛｰﾙすることができます。Device Family(ﾃﾞﾊﾞｲｽ系統)引き
落としﾒﾆｭｰまたは検索箱を用いることによって検索を狭めることが可能です。このﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄはATtiny817 AVRﾃﾞﾊﾞｲｽ用に開発さ
れており、故に右上隅の検索箱に’817’を入力してください。ﾃﾞﾊﾞｲｽ一覧でATtiny817項目を選んでOKをｸﾘｯｸすることによって
ﾃﾞﾊﾞｲｽ選択を承認してください。

図2-8. 新規ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄのﾃﾞﾊﾞｲｽ選択
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助言: ‘tiny’に対する検索は支援される全てのATtinyﾃﾞﾊﾞｲｽの一覧が提供されます。’mega’に対する検索は支援される全て
のATmegaﾃﾞﾊﾞｲｽの一覧が提供されます。Tools(ﾂｰﾙ)⇒Device Pack Manager(ﾃﾞﾊﾞｲｽ一括管理部)は追加ﾃﾞﾊﾞｲｽ用の
支援をｲﾝｽﾄｰﾙするのに使うことができまます。

結果: 新規GCC C実行可能ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄは今やATtiny817ﾃﾞﾊﾞｲｽ用に
作成されました。Solution Explorer(解決策ｴｸｽﾌﾟﾛｰﾗ)は図2-9.
で描かれるように新しく作成された解決策の内容を一覧にしま
す。未だ開いていないなら、View(表示部)⇒Solution Explorer
(解決策ｴｸｽﾌﾟﾛｰﾗ)を通して、またはCtrl+Alt+Lを押すことに
よってｱｸｾｽすることができます。

図2-9. 解決策ｴｸｽﾌﾟﾛｰﾗ

2.8. MCCﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄのｲﾝﾎﾟｰﾄ

本項はｵﾝﾗｲﾝのMCCﾂｰﾙで作成したﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄをｲﾝﾎﾟｰﾄする方法を記述します。1.0.248またはそれ以降版の構成設定ｲﾝﾎﾟｰﾀ拡張
がMicrochip Studioにｲﾝｽﾄｰﾙされるのを保証してください。ﾂｰﾙ ﾒﾆｭｰ下で拡張からこれを行って更新してください。

次のここからMCCﾂｰﾙをｱｸｾｽしてください。

www.microchip.com/en-us/development-tools-tools-and-software/mplab-cloud-tools-ecosystem

https://www.microchip.com/en-us/development-tools-tools-and-software/mplab-cloud-tools-ecosystem
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望む構成設定を行い、その後にﾌｧｲﾙを生成してMicrochip Studioにｲﾝﾎﾟｰﾄすることができるzipﾌｧｲﾙとして保存されるﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄをｴｸ
ｽﾎﾟｰﾄしてください。

Microchip Studioを開始してImport(ｲﾝﾎﾟｰﾄ)⇒MPLAB Xpress Project(MPLAB Xpressﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ)を選んでください。

Import(ｲﾝﾎﾟｰﾄ)ﾀﾞｲｱﾛｸﾞ:

MCCｵﾝﾗｲﾝからｴｸｽﾎﾟｰﾄしたﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄをｲﾝﾎﾟｰﾄするにはこのﾀﾞｲｱﾛｸﾞを使ってください。Export(ｴｸｽﾎﾟｰﾄ)を選ぶ前にﾌｧｲﾙを作成
するためにMCCでGenerate(生成)を押すことを忘れないでください。

ｴｸｽﾎﾟｰﾄしたzip形式のﾌｧｲﾙの場所を見つけるのにBrowse(検索)を使ってください。

 ・ Project to import(ｲﾝﾎﾟｰﾄするﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ)はzipﾌｧｲﾙからのﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ名です。1つを超えるﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄが存在する場合、引き落としﾒ
ﾆｭｰがｲﾝﾎﾟｰﾄするものを選ばせます。この領域が灰色なら、殆どの場合で1つﾌｧｲﾙだけがあります。

 ・ Project Name(ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ名)はMCCからのﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ名によって設定されますが、変更することができます。

 ・ Location(位置)はMicrochip Studioが既定ですが、変更することができます。

 ・ Solution Name(解決策名)はｲﾝﾎﾟｰﾄしたﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄから自動で満たされますが、変更することができます。

 ・ Compiler(ｺﾝﾊﾟｲﾗ)はMCCﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄによって定義され、変更することができません。

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄをｲﾝﾎﾟｰﾄするにはOKを押してください。
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MCCでﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄの再構成設定

ﾌﾞﾗｳｻﾞでMCCでの再構成設定を行ってください。ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄを
生成してｴｸｽﾎﾟｰﾄしてください。

ﾂｰﾙﾊﾞｰのｱｲｺﾝまたは右ｸﾘｯｸ ﾒﾆｭｰのどちらかからUpdate fro 
m MCC export File(MCCｴｸｽﾎﾟｰﾄ ﾌｧｲﾙから更新)を選んでく
ださい。

更新したﾌｧｲﾙを選択してください。要約が表示されます。

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄで変更したﾌｧｲﾙが一覧にされて選択されない限り上書きされません。変更を表示するにはView Difference(違い表示)を
使ってください。

既定では”.project-backup”ﾌｫﾙﾀﾞに置かれたzipﾌｧｲﾙが現在のﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄのﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟです。

このﾌｧｲﾙはそれが変更を元に戻すのに必要な場合の安全策として働きます。けれども、これはgitのような版管理ｼｽﾃﾑを使うことに
よってより良く達成されます。
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2.9. Arduino®ｽｹｯﾁから作成

本項はArduino®ｽｹｯﾁから新しいMicrochip Studioﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄを作成する手順を概説します。

開始に際しての話題

すべきこと: Arduinoｽｹｯﾁから新しいﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄを作成します。

映像: Arduinoｽｹｯﾁから作成

2.10. 実装書き込みとｷｯﾄ接続

この映像はｷｯﾄ接続を調べるためにﾃﾞﾊﾞｲｽ ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ ﾀﾞｲｱﾛｸﾞ枠の概要を与えます。ATtiny817 Xplained Proｷｯﾄは専用の書き込
み器/ﾃﾞﾊﾞｯｶﾞに対する必要性を無くす基板上の組み込みﾃﾞﾊﾞｯｶﾞ(EDBG)を持ちます。本項はﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄとEDBGを連携する手順も
通って行きます。

開始に際しての話題

https://youtu.be/7WnOe00dVu0?list=PL9B4edd-p2ajbkbFpi47P9PfMtQuV0OwQ
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すべきこと: ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄを持つATtiny817 Xplained Proｷｯﾄ上のEDBGを関連付けします。

映像: ｷｯﾄ接続と実装書き込み

 1. 提供されたﾏｲｸﾛUSBｹｰﾌﾞﾙを使ってATtiny817 Xplained Pro基板をｺﾝﾋﾟｭｰﾀに接続してください。下図のようにMicrochip Studio
でｷｯﾄ頁が提示されるべきです。

図2-10. ATtiny817 Xplained Pro開始頁

 a. 基板用の資料とﾃﾞﾊﾞｲｽ用ﾃﾞｰﾀｼｰﾄへのﾘﾝｸがあります。

 b. 基板用のAtmel STARTﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄを作成することが可能です。Atmel STARTﾘﾝｸのﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ ﾘﾝｸをｸﾘｯｸすると、この特定基板
用の任意選択を得るAtmel STARTに連れてきます。

 2. Tools(ﾂｰﾙ)⇒Device Programming(ﾃﾞﾊﾞｲｽ ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ)によってProgramming(ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ)ﾀﾞｲｱﾛｸﾞを開きます。

 a. EDBGﾂｰﾙを選んでDevice=ATtiny817を確実にし、その後にﾃﾞﾊﾞｲｽ識票と目的対象電圧を読んでも構いません。

 b. Interface settings(ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ設定) : ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ ｸﾛｯｸ周波数を見て変更しても構いません。

 c. Tool infomation(ﾂｰﾙ情報) : EDBGﾂｰﾙについての情報を表示

 d. Device information(ﾃﾞﾊﾞｲｽ情報) : ﾃﾞﾊﾞｲｽについての情報を表示。ﾃﾞﾊﾞｲｽのｼﾘｺﾝ改訂を見ることもできることに留意してくだ
さい。これは顧客支援の場合に有用かもしれません。

https://youtu.be/vG7Lh7Kg_sI?list=PL9B4edd-p2ajbkbFpi47P9PfMtQuV0OwQ
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 e. Memories(ﾒﾓﾘ) : ﾌｧｲﾙからﾌﾗｯｼｭ ﾒﾓﾘ、EEPROM、使用者識票を独立して書くことができます。

 f. Fuses(ﾋｭｰｽﾞ) : ﾋｭｰｽﾞ、例えば、発振器周波数(16または20MHz)、低電圧検出などの読み込みと設定

 g. Lock bits(施錠ﾋﾞｯﾄ) : ﾒﾓﾘ施錠

 h. Production file(製品ﾌｧｲﾙ) : ﾌﾗｯｼｭ ﾒﾓﾘ、EEPROM、使用者識票を書くために製品ﾌｧｲﾙを使ってﾃﾞﾊﾞｲｽを書き込み

 i. AVRはHEXﾌｧｲﾙでﾌﾗｯｼｭ ﾒﾓﾘ、EEPﾌｧｲﾙでEEPROMを持ち、一方でPICはHEXﾌｧｲﾙで全てとﾋｭｰｽﾞさえも持ちます。

 j. 例えば、SAML21JﾃﾞﾊﾞｲｽはEEPROMを持ちません(ﾌﾗｯｼｭ ﾒﾓﾘで模倣できます)。ﾃﾞﾊﾞｲｽを施錠する保護ﾋﾞｯﾄ任意選択も持
ちます。

 3. File(ﾌｧｲﾙ)⇒New project(新規ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ)を選ぶことによるCreate a new project(新規ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ作成)で実体に対してC実行可能
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄを選び、ﾃﾞﾊﾞｲｽ名で選別することによってﾃﾞﾊﾞｲｽを選んでください。違うﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ形式は別の開始に際しての映像で検
討されます。

 4. ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄが選ばれたなら、下図で示されるように、ﾂｰﾙ ﾀﾞｲｱﾛｸﾞを開くために上部ﾒﾆｭｰ ﾊﾞｰに配置されたTool(ﾂｰﾙ)釦をｸﾘｯｸし
てください。

図2-11. ﾂｰﾙ釦

 5. Project Properties(ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ ﾌﾟﾛﾊﾟﾃｨ)のTool(ﾂｰﾙ)が開きます。引き落としﾒﾆｭｰで下図で示されるようにEDBGﾂｰﾙを選んでくだ
さい。ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽは自動的に統一ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ/ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ(UPDI:Unified Programming Debugging Interface)に初期化され
べきです。

図2-12. ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ ﾌﾟﾛﾊﾟﾃｨでの書き込み器/ﾃﾞﾊﾞｯｶﾞの選択

助言: ﾂｰﾙの通番は引き落としﾒﾆｭｰでのそれの名称と連携します。この通番は各ﾂｰﾙの裏側に印刷され、複数接続
時の区別を許します。

助言: 次の書き込み/ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ作業に別のﾂｰﾙが使われるべきなら、これらの段階が常に繰り返され得ます。

警告 ATtiny817 Xplained Proで、EDBGは定常的に目的対象MCUに接続されますが、独自ﾊｰﾄﾞｳｪｱ解決策に対してはﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ
作業を起動し得るのに先立って目的対象ﾃﾞﾊﾞｲｽが給電されて正しく接続されるのを保証することが必要です。
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結果: 書き込み/ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ作業が開始される時にMicrchip Studioによって使われるﾂｰﾙが今や指定されました。

 2. Microchip Studioがﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄを構築する(Start Without Debugging(ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞなしで開始)を押す時に自動的に行われる)と、Solution 
Explorer(解決策ｴｸｽﾌﾟﾛｰﾗ)でいくつかの生成された出力ﾌｧｲﾙが現れます。以下の出力ﾌｧｲﾙが生成されます。

 a. EEPﾌｧｲﾙ : ﾃﾞﾊﾞｲｽに書かれるEEPROM内容

 b. ELFﾌｧｲﾙ : ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ、EEPROM、ﾋｭｰｽﾞを含み、ﾃﾞﾊﾞｲｽに書かれる全てを含みます。

 c. HEXﾌｧｲﾙ : ﾃﾞﾊﾞｲｽに書かれるﾌﾗｯｼｭ ﾒﾓﾘ内容

 d. LSSﾌｧｲﾙ : 逆ｱｾﾝﾌﾞﾙしたELFﾌｧｲﾙ

 e. MAPﾌｧｲﾙ : ﾘﾝｶ情報、ﾘﾝｶが何を行ったか、物を置く場所についての決定

 f. SRECﾌｧｲﾙ : HEXと同じですが、Motorola形式です。

2.10.1. 設定確認

本項は空のﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄをｺﾝﾊﾟｲﾙしてそれをATtiny817に書くことによってﾂｰﾙとﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄの構成設定構成を確認するための手引きで
す。

すべきこと: 前項で行ったﾂｰﾙとﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄの構成設定構成を確認します。

 1. 右図で示されるように、Debug(ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ)ﾒﾆｭｰに配置されたStart 
Witho ut Debugging(ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞなしで開始)釦をｸﾘｯｸしてください。これ
はﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄをｺﾝﾊﾟｲﾙし、構成設定されたﾂｰﾙを使って指定された目
的対象MCUにそれを書きます。

図2-13. ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞなしで開始

情報: 選んだﾂｰﾙに対して利用可能なﾌｧｰﾑｳｪｱがあった場
合、図2-14.で描かれるように、Firmware Upgrade(ﾌｧｰ
ﾑｳｪｱ更新)ﾀﾞｲｱﾛｸﾞが現れます。ﾌｧｰﾑｳｪｱ更新を開
始するにはUpgrade(更新)釦をｸﾘｯｸしてください。

接続したﾂｰﾙの状態と実際のﾌｧｰﾑｳｪｱ更新に依存し
て、更新は最初の試みで失敗するかもしれません。こ
れは普通で、Upgrade(更新)を再び押す前に、ｷｯﾄを
切断して再接続することによって解決することができま
す。更新完了後、ﾀﾞｲﾛｸﾞは’EDBG Firmware Successf 
ully Upgraded(EDBGﾌｧｰﾑｳｪｱ更新成功)’を示すべき
です。ﾀﾞｲｱﾛｸﾞを閉じて(Close)、再びStart Without De 
bugging(ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞなしで開始)釦をｸﾘｯｸすることによって
ｷｯﾄの書き込みで新たな試みを行ってください。

図2-14. ﾌｧｰﾑｳｪｱ更新ﾀﾞｲｱﾛｸﾞ

結果: 空のﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄをｺﾝﾊﾟｲﾙしてATtiny817に書くことにより、以下が確認されました。

 ・ ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄは正しいMCUに対して構成設定されています。

 ・ 正しいﾂｰﾙが接続されています。

 ・ ﾂｰﾙのﾌｧｰﾑｳｪｱは最新です。
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View(表示部)⇒Available Tools(利用可能なﾂｰﾙ)下で、利用可能なﾂｰﾙや最近使ったﾂｰﾙの一覧を見ることができます。ここでﾂｰﾙ
に対するﾌｧｰﾑｳｪｱ更新をMicrochip Studioに特別に尋ねることができます。

図2-15. (Viewﾒﾆｭｰでの)Microchip Studioで利用可能なﾂｰﾙ

2.11. I/O表示部と他の空からのﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ参考資料

本項はｿﾌﾄｳｪｱ構成設定ﾂｰﾙや枠組みと無関係に、即ち空からMicrochip Studioで一般的にｺｰﾄﾞ書く方法を記述します。これは(下
でﾘﾝｸされる)映像と実践資料の両方として網羅されます。主な焦点は各々の関連ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ参考資料で、各々がどうｱｸｾｽされる
か、各々が何に使われるかです。ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄの脈絡はLEDをONにしてその後に遅延と共に点滅することです。ATtiny817 Xplained 
Proが使われ、この原理はMicrochip Studioで支援される殆どのﾃﾞﾊﾞｲｽに適用するにも関わらず、この原理はMicrochip Studioでどの
ｷｯﾄと共に使うのにも充分一般的です。

開始に際しての話題

映像: I/O表示部と空からのﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ参考資料

下の一覧は一般的に使われるﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ参考資料の概要です。特定の重点物はI/O表示部に置かれ、これは編集やﾃﾞﾊﾞｯｸﾞの時
にﾃﾞｰﾀｼｰﾄのﾚｼﾞｽﾀ説明を誘導することだけでなく、ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ時に現在の構成設定を理解することの方法を提供します。ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ時の
I/O表示部のこの2つ目の使用は新しいﾚｼﾞｽﾀ構成設定の試験にも使われます。

この話題は「2.16. ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ3: I/O表示部、ﾒﾓﾘ表示部と監視」だけでなく「2.12. ｴﾃﾞｨﾀ: ｺｰﾄﾞの記述と整理 (Visual Assist)」の両方に
対して密接に関連します。

 ・ ﾃﾞﾊﾞｲｽのﾃﾞｰﾀｼｰﾄ

 ・ (I/O表示部からの)ﾃﾞｰﾀｼｰﾄ

 ・ ｷｯﾄの使用者の手引きと回路図

 ・ I/O表示部(ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ)

 ・ ｴﾃﾞｨﾀ (Visual Assist)

https://youtu.be/dATjhaSslO4?list=PL9B4edd-p2ajbkbFpi47P9PfMtQuV0OwQ
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 ・ ﾃﾞﾊﾞｲｽのﾍｯﾀﾞ ﾌｧｲﾙ

 ・ AVR Libc (AVR特有)

 ・ Atmel START: ATtiny817ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ

その過程で以下のｺｰﾄﾞが書かれます。このｺｰﾄﾞが簡単とは言え、前のﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ参考資料の一覧を使い、決定過程が記述されま
す。

#include <avr/io.h>
#define F_CPU 3333333
#include <util/delay.h>

int main(void)
{
 PORTB.DIR = PIN4_bm;

 while (1)
 {
 _delay_ms(500);
 PORTB.OUTTGL = PIN4_bm;
 }
}

警告 main.cの先頭に#include <avr/io.h>行を保つことに注意してください。このﾍｯﾀﾞ ﾌｧｲﾙは選んだﾃﾞﾊﾞｲｽ用の正しいﾚｼﾞｽﾀ割
り当てをｲﾝｸﾙｰﾄﾞし、この行なしではｺﾝﾊﾟｲﾗが上のｺｰﾄﾞで参照されたどのﾏｸﾛも認知しません。

ﾃﾞﾊﾞｲｽのﾃﾞｰﾀｼｰﾄ (PDF)

I/O表示部がﾚｼﾞｽﾀ ﾚﾍﾞﾙでﾃﾞｰﾀｼｰﾄに誘導するための容易なｱｸｾｽを許すとは言え、PDF版は未だ役割を持ちます。ﾃﾞﾊﾞｲｽのﾃﾞｰﾀ
ｼｰﾄはPDF形式で、少なくても構成図と機能的な説明を通して周辺機能の理解を得るために使われがちです。例えば、ATtiny817の
PORT周辺機能を理解するために我々はﾃﾞｰﾀｼｰﾄのPORT構成図と機能的な説明⇒動作⇒基本機能項を調べました。これら2つの
項は共に説明を図に繋げることでPORT周辺機能の基本的な理解を与えます。

図2-16. PDFﾃﾞｰﾀｼｰﾄからのPORT構成図
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16.2.1. 構成図 (ATtiny817ﾃﾞｰﾀｼｰﾄの「PORT - I/Oﾋﾟﾝ構成設定」章から抽出)
図16-1. PORT構成図
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図2-17. ATtiny817のPDFﾃﾞｰﾀｼｰﾄからの基本機能

16.3. 機能的な説明

16.3.2. 動作

16.3.2.1. 基本機能

各入出力(Pxn)ﾋﾟﾝはPORTx内のﾚｼﾞｽﾀによって制御することができます。各ﾋﾟﾝ群(x)はそれ自身のPORTﾚｼﾞｽﾀ一式を持ち、(n)ﾋﾟﾝ用
のﾚｼﾞｽﾀ一式の基準ｱﾄﾞﾚｽはﾊﾞｲﾄ ｱﾄﾞﾚｽでPORT+$10です。そのﾚｼﾞｽﾀ一式内の指標はnです。

出力専用としてﾋﾟﾝ番号nを使うには、ﾃﾞｰﾀ方向(PORT.DIR)ﾚｼﾞｽﾀのﾋﾞｯﾄnに’1’を書いてください。これはﾃﾞｰﾀ方向設定(PORT.DIR 
SET)ﾚｼﾞｽﾀのﾋﾞｯﾄnに’1’を書くことによっても行うことができ、これはその群内の他のﾋﾟﾝの構成設定の妨害を避けます。出力値(POR 
T.OUT)ﾚｼﾞｽﾀのﾋﾞｯﾄnは望む出力値が書かれなければなりません。

同様に、出力値設定(PORT.OUTSET)ﾚｼﾞｽﾀのﾋﾞｯﾄへの’1’書き込みはPORT.OUTﾚｼﾞｽﾀの対応するﾋﾞｯﾄを’1’に設定します。出力
値解除(PORT.OUTCLR)ﾚｼﾞｽﾀのﾋﾞｯﾄへの’1’書き込みはPORT.OUTﾚｼﾞｽﾀの対応するﾋﾞｯﾄを’0’に解除します。出力値切り替え
(PORT.OUTTGL)または入力値(PORT.IN)のﾚｼﾞｽﾀのﾋﾞｯﾄへ’1’書き込みはPORT.OUTﾚｼﾞｽﾀ内のそのﾋﾞｯﾄを論理反転します。

ﾋﾟﾝを入力として使うには出力駆動部を禁止するためにPORT.DIRﾚｼﾞｽﾀのﾋﾞｯﾄnが’0’を書かれなければなりません。これはﾃﾞｰﾀ方
向解除(PORT.DIRCLR)ﾚｼﾞｽﾀのﾋﾞｯﾄnに’1’を書くことによっても行うことができ、これはその群内の他のﾋﾟﾝの構成設定の妨害を避け
ます。入力値はﾋﾟﾝn制御(PORT.PINnCTRL)ﾚｼﾞｽﾀの入力/感知構成設定(ISC)ﾋﾞｯﾄが入力禁止(INPUT_DISABLE)に設定されない
限り、PORT.INﾚｼﾞｽﾀのﾋﾞｯﾄnから読むことができます。

注: 我々は周辺機能構成図だけでなく、PORT DIRとOUTのﾚｼﾞｽﾀの説明に対してもﾃﾞﾊﾞｲｽのﾃﾞｰﾀｼｰﾄを使いました。

I/O表示部ﾃﾞｰﾀｼｰﾄ

Microchip Studioは関連ﾚｼﾞｽﾀ記述でF1を押すことによってﾃﾞｰﾀｼｰﾄのﾃﾞｼﾞｽﾀ説明の容易なｱｸｾｽを許します。ﾃﾞｰﾀｼｰﾄのHTML版
が(既定によって)ｵﾝﾗｲﾝで開きます。ﾃﾞｰﾀｼｰﾄは関連ﾚｼﾞｽﾀ記述の脈絡で開きます。

注: この方法でそれを理解するために我々はData sheet from I/O View(I/O表示部からのﾃﾞｰﾀｼｰﾄ)を使います。

 1. PORT.DIRnへの’1’書き込みはﾋﾟﾝnを出力として構成設定して許可します。

 2. OUTnが’1’を書かれた場合、ﾋﾟﾝnはLowを駆動します。

図2-18. I/O表示部からｵﾝﾗｲﾝ ﾃﾞｰﾀｼｰﾄを開く

ﾚｼﾞｽﾀをｸﾘｯｸ、
F1はﾃﾞｰﾀｼｰﾄの
ﾚｼﾞｽﾀ説明を
開きます。

I/O表示部 (ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ)

この機能はStart Debugging and Break(ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ開始と中断)を用いてﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ作業を開始することによって直接試験することができま
す。故に今や次の画像で示されるように機能的な試験を始めることができます。

I/O表示部は「2.16. ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ3: I/O表示部、ﾒﾓﾘ表示部と監視」でもっと詳細に網羅されます。

注: ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ時のI/O表示部は以下に使われます。

 1. PORT.DIR4に’1’を書き、LEDをONにするためにﾋﾟﾝを出力、既定によってLowとして設定するのを確認。

 2. PORT.OUT4に’1’を書き、LEDがOFFになるのを確認。
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表2-2. Microchip Studio釦機能 (ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞとﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ作業開始)

釦 ｷｰﾎﾞｰﾄﾞ ｼｮｰﾄｶｯﾄ機能

ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞを開始して中断 Alt + F5

目的対象に取り付け

ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞを開始 F5

全て中断 Ctrl + Alt + Break

ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞなしで開始 Ctrl + F5

図2-19. ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ時にI/O表示部ﾚｼﾞｽﾀ操作を通してｷｯﾄのLEDをON/OFF切り替え

PORT.DIR4のｸﾘｯｸはPB4を出力に
設定します。
・ Lowが既定のためLEDはONです。

Microchip Studio資料ﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ

ﾃﾞｰﾀｼｰﾄはMicrochip Studioのﾍﾙﾌﾟ ｼｽﾃﾑを使うことによってもﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞすることができます。この場合、同様の機能がｵﾌﾗｲﾝで動き
ます。これは「2.4.2. ｵﾌﾗｲﾝ資料のﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ」で記述されます。

Microchip Studio ｴﾃﾞｨﾀ (Visual Assist)

Visual Assistを装備したMicrochip Studioのｴﾃﾞｨﾀはｺｰﾄﾞを書いて整理するだけでなく、大きなﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄの容易な誘導も手助けする
協力な機能を持ちます。示唆機能は図2-20.で示され、一方でｺｰﾄﾞ誘導の概要は図2-21.で示されます。次の「2.12. ｴﾃﾞｨﾀ: ｺｰﾄﾞの
記述と整理 (Visual Assist)」項ではｴﾃﾞｨﾀ機能がもっと詳細に網羅されます。

図2-20. ｺｰﾄﾞ書きに対するMicrochip Studioのｴﾃﾞｨﾀでの示唆機能
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図2-21. Microchip Studio ｴﾃﾞｨﾀの誘導概要

脈絡領域 定義領域 移動定義

Alt + G
移動定義

この項に関連する映像では具体的にｴﾃﾞｨﾀが以下のために使われます。

ﾃﾞﾊﾞｲｽ ﾍｯﾀﾞ ﾌｧｲﾙ

ｴﾃﾞｨﾀの移動定義機能を通して、即ち、どれかのﾚｼﾞｽﾀをｸﾘｯｸしてその後に移動(Go)釦をｸﾘｯｸするか、Alt+Gを入力することにより、
MCUﾃﾞﾊﾞｲｽ ﾍｯﾀﾞ ﾌｧｲﾙをｱｸｾｽすることが容易です。PORTB.を書くことが「図2-22. 示唆一覧とMCUﾃﾞﾊﾞｲｽ ﾍｯﾀﾞ ﾌｧｲﾙ」で示され
る、PORT構造体から潜在的なﾚｼﾞｽﾀの示唆一覧を与えます。AVRﾍｯﾀﾞ ﾌｧｲﾙがどう構成されるかについてのより多くの情報に関して
はAVR1000応用記述をご覧ください。

図2-22. 示唆一覧とMCUﾃﾞﾊﾞｲｽ ﾍｯﾀﾞ ﾌｧｲﾙ

「PORTB.」を入力
・ PORT_構造体を参照
   (ﾃﾞﾊﾞｲｽ ﾍｯﾀﾞ ﾌｧｲﾙ)

http://www.microchip.com/wwwappnotes/appnotes.aspx?appnote=en591581


Microchip Studio

© 2021 Microchip Technology Inc.とその子会社 使用者の手引き DS50002718D - 39頁

ｷｯﾄ回路図と使用者の手引き

ｷｯﾄ回路図と使用者の手引きはｷｯﾄのMCUﾋﾟﾝ接続を理解するのに有用です。完全な回路図とｶﾞｰﾊﾞｰのようなｷｯﾄ設計ﾌｧｲﾙはwww. 
microchip.comのｷｯﾄの製品頁で入手できます。

図2-23. 特定開発基板用回路図の探し方

回路図

図1-1. ATtiny817 Xplained Pro評価ｷｯﾄ概要

使用者釦(SW1)
電流測定ﾍｯﾀﾞ

使用者釦(SW0)
ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞUSB

使用者LED(LED0)

MCU電流測定選択ｼﾞｬﾝﾊﾟ
I/O電流測定選択ｼﾞｬﾝﾊﾟ

QTouch釦

電源ﾍｯﾀﾞ

外部ﾃﾞﾊﾞｯｶﾞ用UPDIﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ

ATtiny817
拡張1ﾍｯﾀﾞ

32kHzｸﾙｽﾀﾙ

拡張3ﾍｯﾀﾞ

LEDと釦はATtiny817 Xplained Pro使用者の手引きから右表のようにﾋﾟﾝへ接続され
ます。

表2-3. ATtiny817 Xplained Pro GPIO接続

ｼﾙｸ文字 ATtiny817 GPIOﾋﾟﾝ

LED0 PB4

SW0 PB5

http://www.microchip.com/
http://www.microchip.com/
http://ww1.microchip.com/downloads/en/DeviceDoc/50002684A.pdf
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ATtiny817 Xplained Pro設計資料回路図は右図でのようにLEDと釦に対
する接続を示します。

この回路図からは以下が断定されます。

 ・ LEDはPB4をLowに駆動することによってONにすることができます。

 ・ SW0は直接GNDへと電流制限抵抗を通してPB5に接続されます。

 ・ SW0は外部ﾌﾟﾙｱｯﾌﾟ抵抗を持ちません。

 ・ SW0はATtiny817の内部ﾌﾟﾙｱｯﾌﾟが許可された場合に押下時に’0’、解
放時に’1’として読みます。

AVR® Libc

この点までに網羅された全ての言及がAVRに関しては単にSAMに関連するだけですが、これは名前が示唆するようにAVRに対して
特有です。AVR LibcはAVRﾏｲｸﾛ ｺﾝﾄﾛｰﾗでGCCと共に使うための高品質Cﾗｲﾌﾞﾗﾘを提供するのを目標とする無料のｿﾌﾄｳｪｱ事業
です。avr-binutils、avr-gcc、avr-libcは共にAVRﾏｲｸﾛ ｺﾝﾄﾛｰﾗ用の無料ｿﾌﾄｳｪｱ ﾂｰﾙﾁｪｰﾝの心臓部を形成します。更に、それらは
実装書き込みｿﾌﾄｳｪｱ(avrdude)、ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ(simulavr)、ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ(avr-gdb,AVaRICE)の事業も伴います。

図2-25.で示されるように、ﾗｲﾌﾞﾗﾘ参考基準(Library Reference)は通常、AVR Libcへの迅速な遣り取り部です。関連ﾗｲﾌﾞﾗﾘに対して
頁を迅速に検索することができます。ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄに追加されるべき関連ﾍｯﾀﾞ ﾌｧｲﾙが単位部(Module)名で示されます。例えば’interru 
pts(割り込み)’を検索すると、関連ｲﾝｸﾙｰﾄﾞは#include <avr\interrupt.h>でしょう。単位部内でｸﾘｯｸすると、図2-26.で示されるように、
利用可能な関数と関連割り込み呼び戻しの一覧を見つけることができます。

図2-25. AVR® Libcﾗｲﾌﾞﾗﾘ参照基準

図2-24. ATtiny817 Xplained Pro GPIO接続回路図
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http://www.nongnu.org/avr-libc/
http://savannah.nongnu.org/projects/avrdude
http://savannah.nongnu.org/projects/simulavr/
http://sourceforge.net/projects/avarice/
http://www.nongnu.org/avr-libc/user-manual/modules.html
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図2-26. AVR® Libcでの割り込みの使い方

ﾍｯﾀﾞ ﾌｧｲﾙ追加

関連IRQﾍﾞｸﾀ

Atmel START

Atmel STARTは様々なｿﾌﾄｳｪｱ枠組みに対してMCU開発の開始を助けるｳｪﾌﾞに基づくｿﾌﾄｳｪｱ構成ﾂｰﾙです。新しいﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄまた
は例ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄのどちらかから始めると、Atmel STARTは使用に便利で最適化した規則で組み込み応用を誂えるためにﾄﾞﾗｲﾊﾞやﾐﾄﾞﾙ
ｳｪｱのようなｿﾌﾄｳｪｱ構成部品を(ASF4とAVR Codeから)選んで構成することを許します。一旦最適化されたｿﾌﾄｳｪｱ構成が行われる
と、生成されたｺｰﾄﾞ ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄをﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞしてMicrochip Studio、MPLAB X、IAR Embedded Workbench、Keil µVisionを含み、選んだ
IDEにそれを開くか、または単にmake-fileを生成することができます。

Atmel STARTがMCUとｿﾌﾄｳｪｱを構成するための道具とは言え、それは空からの開発、即ち、この項で記述されるﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ参照基
準の一覧を使って0からｺｰﾄﾞを書くことにさえ未だ有用で有り得ます。PINMUX表示部を用いて、使うｷｯﾄ用の新しいﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄを作成
することは有用な代替で有り得ます。加えて、CLOCKS表示部はﾃﾞﾊﾞｲｽの既定ｸﾛｯｸを調べるのに有用で有り得ます。更に、構成ｺｰ
ﾄﾞを見ることで、有用な部分をあなたのﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄに貼り付けることができます。例えば、図2-29.で示されるように、AVR Libc遅延関数
はｸﾛｯｸ周波数で定義されることが必要とされます。ATtiny817に対してこの既定値は#define F_CPU 3333333です。

図2-27. 関連基板用新規ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ作成にAtmel STARTを使用

http://start.atmel.com/
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図2-28. ｷｯﾄ回路図に対する代替としてAtmel STARTで基板分類表示

図2-29. 既定ｸﾛｯｸ構成を調べてF_CPU定義を見つけるのにVIEW CODEを使用
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2.12. ｴﾃﾞｨﾀ: ｺｰﾄﾞの記述と整理 (Visual Assist)

Microchip StudioのｴﾃﾞｨﾀはCとC++のｺｰﾄﾞを書いて読んで整理して誘導するための生産性道具であるVisual Assistと呼ばれる拡張
によって強化されます。

開始に際しての話題

映像: Microchip Studio ｴﾃﾞｨﾀ (Visual Assist)

 1. 「2.11. I/O表示部と他の空からのﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ参考資料」から基本的な機能で開始すると、main.cは以下のｺｰﾄﾞを持ちます。

#include <avr/io.h>

int main(void)
{
 PORTB.DIR = PIN4_bm;

 while (1)
 {
 }
}

ATtiny817 Xplained Pro設計資料回路図は右図でのようにLEDと釦に
対する接続を示します。

この回路図からは以下が断定されます。

 ・ LEDはPB4をLowに駆動することによってONにすることができます。

 ・ SW0は直接GNDへと電流制限抵抗を通してPB5に接続されます。

 ・ SW0は外部ﾌﾟﾙｱｯﾌﾟ抵抗を持ちません。

 ・ SW0はATtiny817の内部ﾌﾟﾙｱｯﾌﾟが許可された場合、押下時に
‘0’、解放時に’1’として読みます。

図2-30. ATtiny817 Xplained Pro GPIO接続回路図
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https://youtu.be/IhOYgq3xBtk?list=PL9B4edd-p2ajbkbFpi47P9PfMtQuV0OwQ
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 2. 示唆一覧と強化された一覧枠を用いてPORTB5のﾌﾟﾙｱｯﾌﾟを許可してください。示唆一覧は頭字語を支援し、故に’pp’と入力す
ると、PORT_PULLUPENが先頭示唆になることに注意してください。

 3. けれども、Enterを打つ前に、最初に’POR’を入力してその後にCtrl+Spaceを打ってください。これは可能な全ての任意選択を持
つ強化された一覧枠を提示します。

今や、下図で示されるように、入力によって示唆を選別することが可能です。

Enumまたはtypedef
#Define

typedef構造体
Enum/typedefのﾊﾟﾗﾒｰﾀ Extern(全域変数)

 4. if(){...}else{...} Visual assistｺｰﾄﾞ断片を用いてSW0が押されたかを検査してください。単なる’if’入力が任意選択を提示します。ま
たは右ｸﾘｯｸして断片の完全な一覧を与えるSurround With (VA)を選ぶことができます。これは編集可能な一覧で、故に使用者
自身の断片を追加することができます。
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 5. if(){...}else{...}条件としてｽｨｯﾁが押されたかを検査し、押された場合にLEDをONにそうでない場合にOFFにしてください。main.c
は今や次のように見えるべきです。

#include<avr/io.h>

int main(void)
{
 PORTB.DIRSET   = PIN4_bm; /* LEDﾋﾟﾝを出力として構成設定 */
 PORTB.PIN5CTRL = PORT_PULLUPEN_bm; /* SW0ﾋﾟﾝに対してﾌﾟﾙｱｯﾌﾟを許可 */

 while(1)
 {
  if (!(PORTB.IN & PIN5_bm)) /* ｽｨｯﾁ状態調査 */
  {
   PORTB.OUTCLR = PIN4_bm; /* LEDをONに切り替え */
  }
  else
  {
   PORTB.OUTSET = PIN4_bm; /* LEDをOFFに切り替え  */
  }
 }
}
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 6. SW0押下時にLED0が点灯することを確認してください。ATtiny817 Xplained ProｷｯﾄでSW0押下時にLED0が点灯することを確認
するため、Start Without Debugging(ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞなしで開始)     (Ctrl+Alt+F5)をｸﾘｯｸすることによってｺｰﾄﾞを走らせてください。

今や基本的な機能が整ったので、もっと読み易くするためにｺｰﾄﾞを整理しましょう。

 7. Refactor(整理)⇒Extract Method(方式(ﾒｿｯﾄﾞ)抽出)を使ってLED_in()とLED_off()の関数を作成してください。LEDをONにするｺｰ
ﾄﾞの行はSW0が押された時に実行されます。ｺｰﾄﾞのこの行を(選択して)強調表示し、右ｸﾘｯｸして下図で示されるようにそこへ行っ
てください。

図2-31. 方式抽出

Extract Method(方式抽出)ﾀﾞｲｱﾛｸﾞが現れます。下図で示されるように、関数を’LED_on’と名付けてください。

図2-32. 方式抽出ﾀﾞｲｱﾛｸﾞ

OKをｸﾘｯｸし、ｺｰﾄﾞが変更されるべきです。使われるべきｺｰﾄﾞの行の場所での関数呼び出しと共に、LED_on()と呼ばれる新しい
関数がﾌｧｲﾙの先頭に現れるでしょう。LED_off()を実装するのに同じ方法を使ってください。
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 8. Refactor(整理)⇒Introduce Variablle(変数導入)を使ってSW0の状態用変数を作成してください。次に、SW0の状態用の変数を作
成することが必要です。main()のwhile (1)繰り返しでif()内側の条件を(選択して)強調表示にしてください。右ｸﾘｯｸして下図で示さ
れるように、そこへ行ってください。

図2-33. 変数導入

図2-34.で描かれるように、Introduce Variable(変数導入)ﾀﾞｲｱﾛｸﾞが現れます。変数を’uint8_t SW0_state’と名付けてください。

図2-34. 変数導入ﾀﾞｲｱﾛｸﾞ

助言: ﾌﾞｰﾙ値で扱うのに追加のﾍｯﾀﾞをｲﾝｸﾙｰﾄﾞするのを避けるため、uint8_tに対する戻り値を自動的に生成したboolに変
更してください。

OKをｸﾘｯｸし、ｺｰﾄﾞが変更されるべきです。下のｺｰﾄﾞの塊で示されるように、if()文内側の条件は今やその上の行の変数に対して
割り当てられた変数を参照すべきです。

 while (1)
 {
 uint8_t SW0_state = !(PORTB.IN & PIN5_bm);
  if (SW0_state)
  {
   LED_on();
  }
  else
  {
   LED_off();
  }
 }
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 9. Refactor(整理)⇒Extract Method(方式(ﾒｿｯﾄﾞ)抽出)を使ってSW_get_state関数を作成してください。SW0_state文の右側を選択し
てSW_get_stateに対する方式を抽出してください。

10. void LED_set_state(uint8_t state)関数を実装してください。方式を抽出してください。図2-35.で示されるように、Microchip Studio
は引数SW0_stateを検出します。

図2-35. 引数と共に方式を抽出図2-35. 引数と共に方式を抽出

OKをｸﾘｯｸし、ｺｰﾄﾞが変更されるべきです。今や、LED状態を設定するための独立した方式(ﾒｿｯﾄﾞ)があります。

11. void LED_set_state(uint8_t state)関数でRefactor(整理)⇒Rename(改名)を使ってSW0_stateを改名してください。より大きな応用で
はこの関数がSW0の情態と無関係な状況でLEDの状態を設定するのに使われるかもしれません。Microchip Studioは脈絡での改
名の能力があり、故にこの機能は引数を容易に改名して混乱を避けるのに使うことができます。図2-36.で示されるように、LED_se 
t_state()関数内で、SW0_state変数を右ｸﾘｯｸしてRefactor(整理)⇒Rename(改名)に行ってください。

図2-36. 脈絡での改名

図2-37.で描かれるように、Rename(改名)ﾀﾞｲｱﾛｸﾞが現れます。SW0_state変数を’state’に改名してください。Microchip Studioは
選択されたものと同じ脈絡を持つ変数の全ての存在を検出し、それが一覧で提示され、個別に選択または解除を行うことができ
ます。

図2-37. 脈絡での改名ﾀﾞｲｱﾛｸﾞ

Rename(改名)をｸﾘｯｸし、ｺｰﾄﾞが変更されるべきです。LED_se t_state()の引数と関数内のそれの全ての参照が改名され、けれども
main()のSW0_stateへの参照が同じに留まることに気付いてください。
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12. 作成した関数をmain()の下に移動して関数定義を作成してください。main.cは今や次のように見えるべきです。

#include <avr/io.h>

void LED_on(void);
void LED_off(void);
void LED_set_state(uint8_t state);
uint8_t SW_get_state(void);

int main(void)
{
 PORTB.DIRSET   = PIN4_bm; /* LEDﾋﾟﾝを出力として構成設定 */
 PORTB.PIN5CTRL = PORT_PULLUPEN_bm; /* SW0ﾋﾟﾝに対してﾌﾟﾙｱｯﾌﾟ許可 */

 while(1)
 {
  uint8_t SW0_state = SW_get_state(); /* ｽｨｯﾁ状態読み込み */
  LED_set_state(SW0_state); /* LED状態設定 */
 }
}

uint8_t SW_get_state(void)
{
 return !(PORTB.IN & PIN5_bm); /* ｽｨｯﾁ状態読み込み */
}

void LED_off(void)
{
 PORTB.OUTSET = PIN4_bm; /* LEDをOFF */
}

void LED_on(void)
{
 PORTB.OUTCLR = PIN4_bm; /* LEDをON */
}

void LED_set_state(uint8_t state)
{
 if (state)
 {
  LED_on();    
 }
 else
 {
  LED_off();
 }
}
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2.13. AVR®ｼﾐｭﾚｰﾀ ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ

本項は(ｼﾐｭﾚｰﾀでのみ利用可能な)Cycle Counter(周期計数器)、Stopwatch(ｽﾄｯﾌﾟｳｫｯﾁ)のようなAVRｼﾐｭﾚｰﾀの鍵となる機能の使
用と基本的なﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ(中断点(ﾌﾞﾚｰｸ ﾎﾟｲﾝﾄ)設定とｺｰﾄﾞを通した段階実行)を実演します。割り込みを模倣する方法も示します。

開始に際しての話題

映像: AVRｼﾐｭﾚｰﾀ ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ

上の映像で使われたｺｰﾄﾞは「2.12. ｴﾃﾞｨﾀ: ｺｰﾄﾞの記述と整理 (Visual Assist)」の映像で書かれました。

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄとｼﾐｭﾚｰﾀを関連付けるため、ﾂｰﾙ ｱｲｺﾝの     をｸﾘｯｸし、その後にSimulator(ｼﾐｭﾚ-ﾀ)を選んでください。

https://youtu.be/w-qQW0eZTtc?list=PL9B4edd-p2ajbkbFpi47P9PfMtQuV0OwQ
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Cycle Counter(周期計数器)とStopwatch(ｽﾄｯﾌﾟｳｫｯﾁ)はｼﾐｭﾚｰﾀでだけ利用可能です。これらを使うには最初にﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ作業を開始
するためにStart Debugging and Break(ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞを開始して中断)     をｸﾘｯｸし、その後に敏速起動ﾊﾞｰに’Processor’を入力してEnter
を打つことによってProcessor Status(ﾌﾟﾛｾｯｻ状態)ｳｨﾝﾄﾞｳを開いてください(また、これはDebug(ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ)⇒Windows(ｳｨﾝﾄﾞｳ)⇒Proces 
sor Status(ﾌﾟﾛｾｯｻ状態)下で見つけることができます)。同様に、Disassembly(逆ｱｾﾝﾌﾞﾘ)ｳｨﾝﾄﾞｳを開くこともできます。

AVRｼﾐｭﾚｰﾀは実ﾃﾞﾊﾞｲｽを作るのに使われるのと同じRTL
ｺｰﾄﾞに基づく模式を使っています。これはﾊﾞｸﾞと遅延の両
方に対してCycle Counter(周期計数器)を正確にします。St 
opwatch(ｽﾄｯﾌﾟｳｫｯﾁ)はFrequency(周波数)に関連され、そ
れは値上のﾀﾞﾌﾞﾙ ｸﾘｯｸと使いたいｸﾛｯｸ周波数を入力する
ことによって設定することができることに注意してください。

実行されつつある
命令のｱﾄﾞﾚｽ
現在のｽﾀｯｸ ﾎﾟｲﾝﾀ値

模倣開始からの
経過周期数

周期数と周波数に
基づく経過時間

Cycle Counter(周期計数器)は値上をｸﾘｯｸして0を入力することによってﾘｾｯﾄすることができます。Processor Status(ﾌﾟﾛｾｯｻ状態)ｳｨﾝ
ﾄﾞｳ内の値はI/O表示部と同様にﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ中断毎に更新されます。その後に中断点(ﾌﾞﾚｰｸ ﾎﾟｲﾝﾄ)まで走ります。
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(訳補:周期計数器の違いとなる)仮想ﾎﾟｰﾄ ﾚｼﾞｽﾀでのｿﾌﾄｳｪｱ読み-変更-書き(前図)とﾋﾞｯﾄ操作命令(次図)間で生成されたｱｾﾝﾌﾞﾘ 
ｺｰﾄﾞでの違いに気付いてください。

これら3つの方法を比べた結果が右表で要約
されます。 方法 注釈周期数

ｿﾌﾄｳｪｱ読み-変更-書き 10

ﾊｰﾄﾞｳｪｱ読み-変更-書きﾚｼﾞｽﾀ 5 (割り込み安全)非分断命令

仮想ﾎﾟｰﾄでのﾋﾞｯﾄ ｱｸｾｽ命令 2 (割り込み安全)非分断命令、実に速い

次に、ﾋﾟﾝ変化割り込みを模倣したいと思います。
ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ時にI/O表示部で関連する割り込み要求
ﾌﾗｸﾞを設定(1)することによってこれを行うことがで
きます。

下で示されるように割り込み(ISR)に的中します。
以降のｺｰﾄﾞでPORT.PIN5CTRLへ書くことで示さ
れるように、やはり割り込みが許可されるのが必
要なことに注意してください。
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ﾋﾟﾝ変化割り込みはI/O表示部でﾎﾟｰﾄ入力ﾚｼﾞｽﾀに書くことによって起動することもできます。ﾎﾟｰﾄ入力ﾚｼﾞｽﾀへのﾋﾞｯﾄ書き込みはﾃﾞ
ﾊﾞｲｽ外囲器の物理ﾋﾟﾝへその値を印加するのと同じです。内部ﾎﾟｰﾄ論理回路はその後にそれによってこれが構成設定されていた場
合に割り込みを起動します。

Microchip Studioの標準ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ機能の殆どがｼﾐｭﾚｰﾀ使用時に利用可能で、それらの機能はﾁｯﾌﾟ上ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ能力が欠けていてﾊｰﾄﾞ
ｳｪｱ ﾃﾞﾊﾞｯｶﾞを用いてﾃﾞﾊﾞｯｸﾞすることができないﾃﾞﾊﾞｲｽでも利用可能です。この開始の手引きのﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ章をご覧ください。

(ATtiny817用に書かれた)AVR®ｼﾐｭﾚｰﾀを実演するのに使われるｺｰﾄﾞ

#include <avr/io.h>
#include <stdbool.h>
#include <avr/interrupt.h>

void LED_on();
void LED_off();
bool SW_get_state();
void LED_set_state(bool SW_state);

int main(void)
{
 PORTB.DIR &= ~PIN4_bm;
 PORTB.DIR |= PIN4_bm;

 PORTB.DIRCLR = PIN4_bm;
  PORTB.DIRSET = PIN4_bm;

  VPORTB.DIR &= ~PIN4_bm;
  VPORTB.DIR |= PIN4_bm;

 PORTB.PIN5CTRL |= PORT_PULLUPEN_bm | PORT_ISC_BOTHEDGES_gc;
 sei();

 while (1)
 {
 }
}

#pragma region LED_functions
void LED_on()
{
 PORTB.OUTCLR = PIN4_bm; // LEDをON
}

void LED_off()
{
 PORTB.OUTSET = PIN4_bm; // LEDをOFF
}

void LED_set_state(bool SW_state)
{
 if (SW_state)
 {
  LED_on();
 }
 else
 {
  LED_off();
 }
}
#pragma endregion LED_functions

bool SW_get_state()
{
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 return !(PORTB.IN & PIN5_bm);
}

ISR(PORTB_PORT_vect)
{
 uint8_t intflags = PORTB.INTFLAGS;
 PORTB.INTFLAGS = intflags;

 bool SW_state = SW_get_state();
 LED_set_state(SW_state);
}

2.14. ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ1: 中断点、段階実行、呼び出しｽﾀｯｸ

本項は(下でﾘﾝｸされる)映像と実践資料の両方としてMicrochip Studioのﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ能力を紹介します。主な話題は中断点(ﾌﾞﾚｰｸ ﾎﾟｲﾝ
ﾄ)、中断点を使う基本的なｺｰﾄﾞ段階実行、呼び出しｽﾀｯｸ ｳｨﾝﾄﾞｳだけでなく、更にｺﾝﾊﾟｲﾗ最適化設定調整もです。

開始に際しての話題

映像: Microchip Studio ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ-1

「2.12. ｴﾃﾞｨﾀ: ｺｰﾄﾞの記述と整理 (Visual Assist)」項で作成されたのと同じｺｰﾄﾞが使われます。

すべきこと: 中断点を配置してﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ内の全ての中断点の一覧を調べてください。

 1. 図2-38.で示されるように、ｽｨｯﾁ状態を得る行に中断点を設定してください。

図2-38. 中断点を配置

https://youtu.be/wQZKWgnmvQ8?list=PL9B4edd-p2ajbkbFpi47P9PfMtQuV0OwQ
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情報: 中断点は以下によってｺｰﾄﾞの行に配置することができます。

 ・ ｴﾃﾞｨﾀ ｳｨﾝﾄﾞｳ左端の灰色ﾊﾞｰをｸﾘｯｸ。

 ・ 最上部のﾒﾆｭｰ ﾊﾞｰで、Debug(ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ)⇒Toggle Breakpoint(中断点ON/OFF)へ行く。

 ・ ｷｰﾎﾞｰﾄﾞでのF9押下による。

 2.     でﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ作業を開始してください。中断点はXplained Proｷｯﾄ上のｽｨｯﾁ(SW0)が押された時に行き当たります。中断点に行き
当たった時に実行が停止され、実行矢印は中断点が配置されたｺｰﾄﾞの行が正に実行しようとしていることを示します。図2-39.を
ご覧ください。

図2-39. 中断点に的中した時の実行停止

助言: 現在開いていないﾌｧｲﾙ内で中断点が的中した場合、Microchip Studioは一時区画でﾌｧｲﾙを開きます。ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ作業で
的中した中断点を含むﾌｧｲﾙは常にﾌｧｰｶｽを持ちます。

 3. ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの論理の殆どが割り込みが処理される時にだけ扱われるため、今やﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの論理的な流れを調べることが可能です。
ｽｨｯﾁが押されてその後に開放された場合で割り込みが的中した時に、関数が返すｽｨｯﾁの状態は何ですか?。仮定はｽｨｯﾁ押下
が割り込みを起動すること、ｽｨｯﾁが押下として設定されること、従ってLEDがONになることです。

ｺｰﾄﾞ段階実行はこの過程を調べるのに使うことができます。ｺｰﾄﾞ段階実行に使われるｷｰ釦は下表で説明され、最上部のﾒﾆｭｰ 
ﾊﾞｰまたはDebug(ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ)ﾒﾆｭｰで見つけてください。対応する機能とｷｰﾎﾞｰﾄﾞ ｼｮｰﾄｶｯﾄは下図で略述されます。

図2-40. ｺｰﾄﾞ段階実行用のMicrochip Studio釦 表2-4. Microchip Studio釦機能 (ｺｰﾄﾞ段階実行)

釦 ｷｰﾎﾞｰﾄﾞ ｼｮｰﾄｶｯﾄ機能

関数呼び出し内段階実行 F11

外側段階実行

関数外へ段階実行

F10

ｶｰｿﾙまで走行

Shift + F11

ｼｽﾃﾑ ﾘｾｯﾄ発行

Ctrl + F10

すべきこと: 割り込みが的中した時にｽｨｯﾁが押されてその後に開放された場合でどの状態が返されるかを見つけ出してくださ
い。割り込みを起動したｽｨｯﾁ押下のため押下として設定され、故にLEDがONと言う仮定は正しいですか?。

関数呼び出し内段階実行    が最初に使われ得ます。SW 
_get_state()関数を行くため、関数から戻った後の次の行
へ移動するのに関数呼び出し外へ段階実行    を使うこと
ができます。中断点からの外側段階実行    は直接この同
じ点になります。LEDがONにされか否かを決めるのにLE 
D_set_state(SW_state)関数内を更に段階実行することが
できることに注意してください。けれども、今や0に設定さ
れている、即ち、LEDがOFFされていることを知るために、
単にSW_state変数上にﾏｳｽ ｶｰｿﾙを浮かせることができま
す。更に段階実行することによってこれを確認してくださ
い。

図2-41. ﾏｳｽ浮かしを使うSW_stateの値調査

情報: ｽｨｯﾁ押下による下降端によって中断点が起
動されたとは言え、SW_get_state()関数を呼
ぶ時にだけｽｨｯﾁの状態が記録されます。こ
の行を外側段階実行    する時にｽｨｯﾁが押
されたままの場合に1を読むことを確認してく
ださい。
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 1. ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ上の中断点を把握するためのｳｨﾝﾄﾞｳまたは表示部が必要とされます。敏速起動ﾊﾞｰはMicrochip Studio使用者ｲﾝﾀｰ
ﾌｪｰｽ ﾒﾆｭｰの検索を実行します。これは図2-42.と図2-43.の2つの図を比べることにより、下で実演されます。敏速起動ﾊﾞｰでの
各的中がDebug(ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ)ﾒﾆｭｰ内の’break’関連入り口からであることに注意してください。

図2-42. 敏速起動ﾊﾞｰでの’break’検索

図2-43. Debugﾒﾆｭｰでの’break’的中
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先頭の結果(Debug(ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ)⇒Windows(ｳｨﾝﾄﾞｳ)⇒Breakpoints(中断点))でのｸﾘｯｸによってBreakpoints(中断点)ｳｨﾝﾄﾞｳを開いてくだ
さい。図2-44.で描かれるように、中断点ｳｨﾝﾄﾞｳは現在の的中数と共にﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ内の全ての中断点を一覧にします。

助言: 中断点は一覧内の中断点傍のﾁｪｯｸ枠でﾁｪｯｸを外すことによって一時的に禁止することができます。

助言: 図2-45.部で実演されるように、逆ｱｾﾝﾌﾞﾘ表示部はｿｰｽ ｺｰﾄﾞと一緒に便利に表示することができます。

図2-44. Breakpoints(中断点)ｳｨﾝﾄﾞｳ

図2-45. 逆ｱｾﾝﾌﾞﾘ表示部

すべきこと: 呼び出しｽﾀｯｸと最適化が禁止された時のそれの影響を調べてください。

 1. 前項から続いて、LED_on()関数に中断点を設定し、その後にそれが的中するように中断点を起動してください。

 2. 図2-46.で表されるように、敏速起動ﾊﾞｰで’call’を入力してDebug(ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ)⇒Windows(ｳｨﾝﾄﾞｳ)⇒Call Stack(呼び出しｽﾀｯｸ)を選
ぶことによってCall Stack(呼び出しｽﾀｯｸ)ｳｨﾝﾄﾞｳを開いてください。

注: このｳｨﾝﾄﾞｳを開くにはﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ作業を活性(有効)にする必要があります。

図2-46. Call Stack(呼び出しｽﾀｯｸ)を開く

 3. それはｺｰﾄﾞがどう書かれたかなので、呼び出しｽﾀｯｸは
LED_on()の呼び出し元としてLED_set_state()を示すことが
予測されます。けれども、呼び出しｽﾀｯｸ ｳｨﾝﾄﾞｳでは(図
2-47.でのように)呼び出し元として_vector_4が一覧にさ
れ、これはｺﾝﾊﾟｲﾗの最適化のためです。

図2-47. 最適化での呼び出しｽﾀｯｸ
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情報: 呼び出し指示はｺﾝﾊﾟｲﾗ最適化のために異なります。このｺｰﾄﾞは理解するのが比較的簡単で、例えｺﾝﾊﾟｲﾗで最適化さ
れ、予想されるものを微妙に変更されたとしても、何が起きているかを理解することが可能です。もっと複雑なﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ
ではﾊﾞｸﾞを探し出すのに時にはｺﾝﾊﾟｲﾗの最適化を禁止することが役立つかもしれません。

注: 呼び出しｽﾀｯｸが最初に何故_vector_4から来ることを示すのかを知るため、図2-48.で示されるように、PORTB_PORT_vectをｸﾘｯｸ
して定義に対する前後関係領域を覗いて見てください。

図2-48. _vector_4はPORTB割り込みﾍﾞｸﾀ

 4. Stop Debugging(ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ停止)     釦をｸﾘｯｸ、またはShift+F5を押すことによってﾃﾞﾊﾞｯｸﾞを停止してください。

 5. Project(ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ)⇒<ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ名> properties(ﾌﾟﾛﾊﾟﾃｨ)へ行くか、またはAlt+F7を押すことによってﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ設定を開いてくださ
い。図2-49.でのように、左ﾒﾆｭｰでToolchain(ﾂｰﾙﾁｪｰﾝ)ﾀﾌﾞへ行ってください。

 6. AVR/GNU C Compiler(ｺﾝﾊﾟｲﾗ)⇒Optimization(最適化)下で、引き落としﾒﾆｭｰを使ってOptimization LevelをNone (-O0)(なし)
に設定してください。

図2-49. ｺﾝﾊﾟｲﾗ最適化禁止

警告 ｺﾝﾊﾟｲﾗ最適化禁止はﾒﾓﾘ消費増加に帰着し、実行ﾀｲﾐﾝｸﾞでの変化に帰着し得ます。これはﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ時間が重要なｺｰﾄﾞの
時に考慮されることが重要で有り得ます。

 7. 新しいﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ作業を開始してLED_on()内でｺｰﾄﾞ実行を中断してください。

 8. 呼び出しｽﾀｯｸを観察してください。図2-50.で示されるように、ｺｰﾄﾞが実際
にどう書かれたかを忠実にしてLED_on()の呼び出し元としてLED_set_state
()を一覧にするでしょう。

図2-50. 最適化なしでの呼び出しｽﾀｯｸ

助言: Microchip Studioはｺﾝﾊﾟｲﾙされたｺｰﾄﾞをできるだけｿｰｽ ｺｰﾄﾞに繋
げようとしますが、ｺﾝﾊﾟｲﾗの最適化はこれを困難にします。ｺﾝﾊﾟｲ
ﾗの最適化禁止は、中断点がﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ中に無視されたように思えた
り、実行の流れがｺｰﾄﾞ段階実行中に従うのが難しい場合に役立ち
得ます。

結果: 呼び出しｽﾀｯｸは今や最適化許可の有りとなしの両方で調査されました。
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ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ1に使われるｺｰﾄﾞ

/*
 LEDはｽｨｯﾁが押された時にONにされ、LEDは(ﾋﾟﾝ変化割り込み経由で)ONにされます。予期せぬﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ中断を避けるため、
 目的対象へ取り付け実演するために書かれたMY_mistake()が注釈にされます。

 回路図から以下が断定されます。:
 LEDはPB4をLowに駆動することによってONにされます。
 SW0はGNDに直接と電流制限抵抗を通してPB5に接続されます。
 SW0は外部ﾌﾟﾙｱｯﾌﾟ抵抗を持ちません。
 SW0はATtiny817の内部ﾌﾟﾙｱｯﾌﾟが許可された場合に、押下時に'0'、開放時に'1'として読みます。
*/

#include <avr/io.h>
#include <stdbool.h>
#include <avr/interrupt.h>

void LED_on();
void LED_off();
bool SW_get_state();
void LED_set_state(bool SW_state);

int main(void)
{
 PORTB.DIRSET = PIN4_bm;
 PORTB.OUTSET = PIN4_bm;
 PORTB.PIN5CTRL |= PORT_PULLUPEN_bm | PORT_ISC_BOTHEDGES_gc;
 sei();

 while (1)     
 {
 }
}

#pragma region LED_functions
void LED_on()
{
 PORTB.OUTCLR = PIN4_bm; // LEDをON
}

void LED_off()
{
 PORTB.OUTSET = PIN4_bm; // LEDをOFF
}

void LED_set_state(bool SW_state)
{
 if (SW_state)
 {
  LED_on();
 }
 else
 {
  LED_off();
 }
}
#pragma endregion LED_functions

bool SW_get_state()
{
 return !(PORTB.IN & PIN5_bm);
}
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/*
void My_mistake()
{
 while(1)
 {
  asm("nop");
 }
}
*/

ISR(PORTB_PORT_vect)
{
 uint8_t intflags = PORTB.INTFLAGS;
 PORTB.INTFLAGS = intflags;
 //My_mistake();

 bool SW_state = SW_get_state();

 LED_set_state(SW_state);
}

2.15. ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ2: 条件付きと活動付きの中断点

本項は(下でﾘﾝｸされる)映像と実践資料の両方としてMicrochip Studioでのもっと高度なﾃﾞﾊﾞｯｸﾞの話題を網羅します。主な話題はｺｰ
ﾄﾞ内の変数の変更方法、条件付きと活動付きの中断点(ﾌﾞﾚｰｸ ﾎﾟｲﾝﾄ)だけでなく、更にﾒﾓﾘ表示部もです。

開始に際しての話題

映像: ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ-2

すべきこと: ｺｰﾄﾞで変数の内容を調査して変更するのにMicrochip Studioを使ってください。

https://youtu.be/wnHSgE8V5oM?list=PL9B4edd-p2ajbkbFpi47P9PfMtQuV0OwQ
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 1. 使われるｺｰﾄﾞ(下参照)は「2.12. ｴﾃﾞｨﾀ: ｺｰﾄﾞの記述と整理 (Visual Assist)」項で開発されたものと同じです。SW_get_state()関数
が以下のｺｰﾄﾞで置き換えられているだけです(戻り値の型が変わっていることにも注意してください)。

uint8_t SW_get_state(void)
{
 static uint8_t SW0_prv_state  = 0;
 static uint8_t SW0_edge_count = 0;

 uint8_t SW0_cur_state = !(PORTB.IN & PIN5_bm); /* 現在のSW0状態読み込み */
 if (SW0_cur_state != SW0_prv_state) /* 端調査 */
 {
  SW0_edge_count++;
 }
 SW0_prv_state = SW0_cur_state; /* 直前の状態を保持 */

 /*
 * ｽｨｯﾁが押されているか、端計数器が3の倍数の時に押下として報告
 */
 return SW0_cur_state || !(SW0_edge_count % 3);
}

情報: このｺｰﾄﾞはSW0押し釦がどの位押されまたは開放されたかを計数します。return文はSW0_edge_count変数が3の倍数の
場合に常に釦押下として報告するように変更されてもいます。

 2. 全ての中断点(ﾌﾞﾚｰｸ ﾎﾟｲﾝﾄ)を禁止するためにDebug(ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ)⇒Disable All Breakpoints(全中断点禁止)へ行ってください。これ
はBreakpoints(中断点)ｳｨﾝﾄﾞｳで全てのﾁｪｯｸ枠が未ﾁｪｯｸになることによって反映されるべきです。

 3. Start Debugging(ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ開始)    釦をｸﾘｯｸすることによって新しいﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ作業を開始してください。

 4. ｷｯﾄ上のSW0を数回押して、ｺｰﾄﾞへの変更がLEDの動きにどう影響を及ぼすかを観察してください。

 5. SW_get_state関数のreturn行に中断点を配置することによって実行を中断してください。

 6. 図2-51.で示されるように、現在の値を観察するためにSW0_edge_count変数上にｶｰｿﾙをかざしてください。

図2-51. 現在値を見るために変数上にｶｰｿﾙをかざす。

情報: 実行が停止された場所での可視範囲で変数上にｶｰｿﾙをかざすと、Microchip Studioはﾎﾟｯﾌﾟｱｯﾌﾟでその変数の内容を
提示します。
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 7. 変数をﾃﾞｰﾀ監視ｳｨﾝﾄﾞｳに追加するために、SW0_edge_count変数を右ｸﾘｯｸして脈絡ﾒﾆｭｰからAdd Watch(監視に追加)を選んで
ください。図2-52.でのように、変数値、ﾃﾞｰﾀ型、ﾒﾓﾘ ｱﾄﾞﾚｽと共に一覧にされたSW0_edge_count変数を持つWatch(監視)ｳｨﾝﾄﾞｳ
が現れるでしょう。

図2-52. Watch(監視)ｳｨﾝﾄﾞｳへ変数追加

 8. 下で記述される手順を使って、Watch(監視)ｳｨﾝﾄﾞｳ変数を変更してください。SW0_edge_count変数に値’3’を割り当ててください。
図2-53.で示されるように、値は赤になることによって更新された時を反映します。

 - Watch(監視)ｳｨﾝﾄﾞｳで変数値をﾀﾞﾌﾞﾙ ｸﾘｯｸしてください。

 - 望む新しい変数の値で入力してください。

 - 確認するためにEnterを押してください。

図2-53. Watch(監視)ｳｨﾝﾄﾞｳで新しく更新された変数値

情報: Watch(監視)ｳｨﾝﾄﾞｳのValue(値)列は監視ｳｨﾝﾄﾞｳで右ｸﾘｯｸして脈絡ﾒﾆｭｰからHexadecial Display(16進数表示)を選ぶこ
とによって16進数で表示することができます。

 9. ﾃﾞﾊﾞｲｽにSW0_edge_countの新しい値を評価させるには、全ての中断点を禁止して、    をｸﾘｯｸするか、またはF5を押すことによっ
てﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ作業を続けてください。SW0_edge_countに行われた変更の結果としてLEDがどうONに留まるかを観察してください。

情報: 空のName(名前)領域でｸﾘｯｸして変数名を入力することによってWatch(監視)ｳｨﾝﾄﾞｳに変数を追加することもできます。
この方法は監視ｳｨﾝﾄﾞｳでのより良い可読性のために、変数を違うﾃﾞｰﾀ型にｷｬｽﾄ(型変換)することさえ可能です。これは
特にﾎﾟｲﾝﾀとして関数に渡される配列を見ることが必要とされる場合に有用です。

例えば、配列が関数に渡される場合、それはﾎﾟｲﾝﾀとして関数に渡されます。これはMicrochip Studioに対して配列の
長さを知ることを不可能にします。配列の長さが既知で、監視ｳｨﾝﾄﾞｳで調べられることが必要なら、以下のｷｬｽﾄを使っ
てﾎﾟｲﾝﾀを配列にｷｬｽﾄすることができます。

 *(uint8_t (*)[<n>])<name_of_array_pointer>

ここでの<n>は配列の要素数で、<name_of_array_pointer>は調べられる配列の名前です。

これは監視ｳｨﾝﾄﾞｳで空のName(名前)領域で以下を入力することによってSW0_edge_count変数でこれを検査することが
できます。

 *(uint8_t (*)[5])&SW0_edge_count

変数へのﾎﾟｲﾝﾀを得るためにこの場合は‘&’ｼﾝﾎﾞﾙが使われなければならないことに注意してください。
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結果: Microchip Studioは今やｺｰﾄﾞ内の変数の内容を調べて変更するのに使われています。

2.15.1. 条件付き中断点

本項は条件付き中断点を配置するのにMicrochip Studioを使うための手引きです。

条件付き中断点は指定した条件が一致した場合にだけｺｰﾄﾞ実行を停止するそれらで、或る変数が与えられた値を持つ場合に中断
することが必要とされる時に有用で有り得ます。条件付き中断点は中断点が的中した回数に従ってｺｰﾄﾞ実行を停止することにも使わ
れ得ます。

すべきこと: 上昇端の場合にだけ5端計数毎にﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ用に実行を停止するためにSW_get_state()の内側に条件付き中断点を
配置してください。

 1. Breakpoints(中断点)ｳｨﾝﾄﾞｳを使ってﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄから全ての中断点を解消してください。

 2. 図2-54.でのように、SW_get_state()のreturn行に中断点を配置してください。

 3. 中断点を右ｸﾘｯｸして脈絡ﾒﾆｭｰからConditions...(条件...)を選んでください。

 4. Conditions(条件)ﾃｷｽﾄ枠に以下を入力してください。

 ((SW0_edge_count % 5) == 0) && SW0_cur_state

図2-54. 条件付き中断点の式の例

 5. 中断条件を承認するためにEnterを押してください。

 6.     釦をｸﾘｯｸするか、またはF5を押すことによってﾃﾞﾊﾞｯｸﾞを続けるか、新しいﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ作業を開始してください。

 7. ｷｯﾄ上のSW0を数回押して条件が満たされた時にｺｰﾄﾞ実行がどう停止されるかを観察してください。

 8. Watch(監視)ｳｨﾝﾄﾞｳで変数値を再検査することによって条件が合致していることを確認してください。

警告 指定した中断条件に一致した時にだけｺｰﾄﾞ実行が完全に停止されるとは言え、Microchip Studioは変数内容を読んで中
断条件が一致するかを判断するために中断点に的中する毎にｺｰﾄﾞ実行を一時的に中断します。従って、条件付き中断点
は例え実際の中断条件が決して一致しなくても、実行ﾀｲﾐﾝｸﾞでの影響を持ちます。

助言: 中断点が一致した回数に基づいて実行が中断することを必要なら、Hit Count(的中回数)を使ってください。

結果: Microchip Studioは指定した中断条件が満足された時に実行を停止するのに使われています。

2.15.2. 活動付き中断点

本項は活動付き中断点を配置するのにMicrochip Studioを使うための手引きです。

活動付き中断点はｺｰﾄﾞ実行を停止して手動で必要とするﾃﾞｰﾀを記録することなしに変数内容や実行の流れが記録されることを必要
な場合に有用で有り得ます。

すべきこと: SW0_cur_state、SW0_prv_state、SW0_edge_countを記録するために活動付き中断点を配置し、関連する変数の状
態に対する出力を調べてください。
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 1. 進行中のﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ作業を停止してBreakpoints(中断点)ｳｨﾝﾄﾞｳから全ての中断点を解消ください。

 2. 図2-55.でのように、’SW0_prv_state = SW0_cur_state;’行に中断点を配置してください。

 3. 中断点を右ｸﾘｯｸして脈絡ﾒﾆｭｰからActions...(活動...)を選んでください。

 4. Log a messege to Output Window(出力ｳｨﾝﾄﾞｳにﾒｯｾｰｼﾞ記録)ﾃｷｽﾄ枠に以下を入力してください。

 Prv state:{SW0_prv_state}, Cur_state:{SW0_cur_state}, Edge count:{SW0_edge_count}

警告 活動付き中断点使用時、Microchip Studioは変数内容を読み出すためにｺｰﾄﾞ実行を一時的に停止します。結果として、実
行ﾀｲﾐﾝｸﾞが影響を及ぼされます。控え目な手法はSW0端検出でだけ実行される’SW0_edge_count++’行に活動付き中断
点を配置することでしょう。これはSW0が押された時にだけ一時的に停止させますが、ｺｰﾄﾞの1行によって遅らされるﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ 
ｳｨﾝﾄﾞｳ出力も引き起こします。

助言: 条件が満たされた場合にだけﾃﾞｰﾀを記録するために活動付きと条件付きの中断点を共に使うことができます。

結果: Microchip Studioは活動付き中断点を使って変数ﾃﾞｰﾀを記録するのに使われています。

図2-55. 活動付き中断点の例

 5. 承認するためにEnterを押してください。

 6. ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ作業を開始してください。

 7. Debug(ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ)⇒Windows(ｳｨﾝﾄﾞｳ)⇒Output(出力)へ行くことによってﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ出力ｳｨﾝﾄﾞｳを開いてください。図2-56.で示されるよ
うにそれは変数内容を一覧にするでしょう。ｷｯﾄでSW0が押された場合、内容が更新されます。

図2-56. 変数内容を示すﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ出力ｳｨﾝﾄﾞｳ

2.15.3. (ATtiny817 Xplained Pro用) 使用ｺｰﾄﾞ

条件付きと活動付きの中断点に使われるｺｰﾄﾞ

#include <avr/io.h>
#include <avr/interrupt.h>

void LED_on();
void LED_off();
uint8_t SW_get_state();
void LED_set_state(uint8_t SW_state);

int main(void)
{
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 PORTB.DIRSET = PIN4_bm;
 PORTB.OUTSET = PIN4_bm;
 PORTB.PIN5CTRL |= PORT_PULLUPEN_bm | PORT_ISC_BOTHEDGES_gc;
 sei();

 while (1)
 {
 }
}

#pragma region LED_functions
void LED_on()
{
 PORTB.OUTCLR = PIN4_bm; // LED ON
}

void LED_off()
{
 PORTB.OUTSET = PIN4_bm; // LED OFF
}

void LED_set_state(uint8_t SW_state)
{
 if (SW_state)
 {
  LED_on();
 }
 else
 { 
  LED_off();
 }
}
#pragma endregion LED_functions

uint8_t SW_get_state(void)
{
 static uint8_t SW0_prv_state  = 0;
 static uint8_t SW0_edge_count = 0;

 uint8_t SW0_cur_state = !(PORTB.IN & PIN5_bm); /* 現在のSW0状態読み込み */
 if (SW0_cur_state != SW0_prv_state) /* 端検査 */
 {
  SW0_edge_count++;
 }
 SW0_prv_state = SW0_cur_state; /* 直前状態の把握 */

 /* 
  * ｽｨｯﾁが押されるか、または端計数器が3の倍数の時にｽｨｯﾁ押下として報告
  */
 return SW0_cur_state || !(SW0_edge_count % 3);
}

ISR(PORTB_PORT_vect)
{
 uint8_t intflags = PORTB.INTFLAGS;
 PORTB.INTFLAGS = intflags;

 uint8_t SW_state = SW_get_state();

 LED_set_state(SW_state);
}
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2.16. ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ3: I/O表示部、ﾒﾓﾘ表示部、監視

本項は(下でﾘﾝｸされる)映像と実践資料の両方としてMicrochip Studioでのもっと高度なﾃﾞﾊﾞｯｸﾞの話題を網羅します。主な話題は構
成設定変更保護(CCP:Configuration Change Protected)ﾚｼﾞｽﾀと共に作業するためのI/O表示部、EEPROM書き込みを確認するた
めのﾒﾓﾘ表示部の使い方だけでなく、ﾎﾟｲﾝﾀを配列としてｷｬｽﾄ(型変換)するためのWatch(監視)ｳｨﾝﾄﾞｳの使い方もです。

開始に際しての話題

映像: ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ-3

2.16.1. I/O表示部

I/O表示部はﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄと関連するﾃﾞﾊﾞｲｽのI/Oﾒﾓﾘ配置の図画的表示を提供します。このﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ ﾂｰﾙはﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ時に実際のﾚｼﾞｽﾀ
内容を表示し、周辺機能構成設定の確認を許します。これは再ｺﾝﾊﾟｲﾙする必要なしにﾚｼﾞｽﾀの内容を変更するのにも使うことがで
きます。

すべきこと: 以下のためにI/O表示部を使ってください。

 ・ ﾃﾞﾊﾞｲｽのﾒﾓﾘ配置の概要を取得

 ・ 現在の周辺機能構成設定を調査

 ・ 周辺機能構成設定を変更

 ・ 構成設定変更を確認

https://youtu.be/CyQ7ZLw-7V0?list=PL9B4edd-p2ajbkbFpi47P9PfMtQuV0OwQ
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 1. 全ての中断点を取り去って新しいﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ作業を開始してくださ
い。

 2. Break All(全て中断)    釦を押すことによってｺｰﾄﾞ実行を中断
してください。

 3. 上部ﾒﾆｭｰ ﾊﾞｰからDebug(ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ)⇒Windows(ｳｨﾝﾄﾞｳ)⇒I/O
(入出力)へ行くことによってI/O表示部を開いてください。

 4. 周辺機能の一覧を通してｽｸﾛｰﾙしてI/O Ports (PORTB)を選
んでください。図2-57.で描かれるように、OUTﾚｼﾞｽﾀを見つけ
て対応する四角が色を変えるようにBits(ﾋﾞｯﾄ)列でﾋﾞｯﾄ4をｸﾘｯｸ
してください。PORTB.OUTﾚｼﾞｽﾀでﾋﾞｯﾄ4をｸﾘｯｸすることはGPI 
OのPB4ﾋﾟﾝでの出力ﾚﾍﾞﾙを切り替え、これはATtiny817 Xplain 
ed Pro上のLEDを制御します。

図2-57. I/O表示部を使うﾚｼﾞｽﾀ内のﾋﾞｯﾄ値操作

情報: I/O表示部は何れかのﾚｼﾞｽﾀが変更された後に刷新
され、検出された全ての変更が赤で強調されます。

助言: Value(値)領域をﾀﾞﾌﾞﾙ ｸﾘｯｸしてﾚｼﾞｽﾀに割り当てるた
めに望む値を入力することによって複数ﾋﾞｯﾄを同時に
変更することができます。

 5. I/Oｳｨﾝﾄﾞｳでｸﾛｯｸ制御器(CLKCTRL)を展開して以下の問いに答えてください。

 - 現在選ばれているｸﾛｯｸ元は何ですか? (clock select(ｸﾛｯｸ選択))

 - 構成設定した前置分周器値は何ですか? (Prescaler division(前置分周))

 - 主ｸﾛｯｸ前置分周器は許可ですか? (MCLKCTRLB.PEN)

結果: ｸﾛｯｸ制御器は許可された前置分周器と分周係数6を持つ内部RC発振器から走行するATtiny817既定ｸﾛｯｸ設定で主ｸ
ﾛｯｸが構成設定されるべきです。

情報: 既定ｸﾛｯｸ構成設定はﾃﾞﾊﾞｲｽが1.8～5.5Vの支援される動作電圧範囲全体に渡ってｺｰﾄﾞを確実に実行することを保証
します。Xplained ProｷｯﾄはATtiny817に3.3Vで給電します。ﾃﾞﾊﾞｲｽのﾃﾞｰﾀｼｰﾄの「全般動作定格」に従って、ﾃﾞﾊﾞｲｽは
3.3V供給、10MHzで安全に走行することができます。

 6. ｺｰﾄﾞは今や10MHzでATtiny817を走らせるように変更されています。下のようにmain()の始めを変更してください。

int main(void)
{
 /*
  * 主ｸﾛｯｸ分周計数を2に設定して主ｸﾛｯｸ前置分周器許可を保ってください。
  */
 CLKCTRL.MCLKCTRLB = CLKCTRL_PDIV_2X_gc | CLKCTRL_PEN_bm;

 7. ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄを再ｺﾝﾊﾟｲﾙしてﾃﾞﾊﾞｲｽに書き込むために新しいﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ作業を開始してください。

 8.     をｸﾘｯｸすることによってｺｰﾄﾞ実行を停止してください。図2-58.で描かれるI/O表示部でｸﾛｯｸ設定を調べてください。

図2-58. 無変化に留まるI/O表示部でのｸﾛｯｸ設定
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結果: 問題があります!。前置分周器が無変化のままです。

 9. 図2-59.で示されるように、I/O表示部でMCLKCTRLBﾚｼﾞｽﾀを選択してください。

図2-59. I/O表示部でのMCLKCTRLB選択

10. ｳｪﾌﾞに基づくﾚｼﾞｽﾀ説明を提示するためにｷｰﾎﾞｰﾄﾞでF1を押してください。

情報: ｳｪﾌﾞに基づくﾚｼﾞｽﾀ説明を使うにはｲﾝﾀｰﾈｯﾄ ｱｸｾｽが必要とされます。ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ ｱｸｾｽが利用不能の場合、ATtiny817
ﾃﾞｰﾀｼｰﾄのｵﾌﾗｲﾝ版を参照してください。

11. MCLKCTRLBﾚｼﾞｽﾀに何かｱｸｾｽ制限が適用されるかを探してください。

結果: このﾚｼﾞｽﾀは構成設定変更保護(CCP:Configuration Change Protection)機構によって保護されます。重要なﾚｼﾞｽﾀは
予期せぬ変更を防ぐために構成設定変更保護されます。これらのﾚｼﾞｽﾀはﾃﾞｰﾀｼｰﾄで記述されるように、正しい解錠手
順に従った場合にだけ変更することができます。

12. たった今追加したｺｰﾄﾞの行を以下で置き換えてください。

_PROTECTED_WRITE(CLKCTRL.MCLKCTRLB, CLKCTRL_PDIV_2X_gc | CLKCTRL_PEN_bm);

情報: _PROTECTED_WRITE()は保護されたﾚｼﾞｽﾀを解錠するためのﾀｲﾐﾝｸﾞ要件が合致することを保証するｱｾﾝﾌﾞﾘ ﾏｸﾛで
す。保護されたﾚｼﾞｽﾀを変更する時にこのﾏｸﾛを使うことが推奨されます。

助言: ﾏｸﾛの実装へ誘導するにはｺｰﾄﾞのﾏｸﾛ名を右ｸﾘｯｸしてGoto Implementation(実装へ行く)を選んでください。これはｺｰﾄﾞ
のﾏｸﾛ名にｶｰｿﾙを置いてｷｰﾎﾞｰﾄﾞでAlt+Gを押すことによっても可能です。変数宣言と関数実装に対しても同じ手順を
使うことができます。

13. 変更と共にﾃﾞﾊﾞｲｽを書き込むために以前のﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ作業を停止して新しい(ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ)作業を開始してください。

14. 図2-60.で示されるように、ｺｰﾄﾞ実行を中断して前置分周器が今や成功裏に2分周(2X)に設定されていることを確認するのにI/O
表示部を使ってください。

図2-60. 変更が成功したI/O表示部でのｸﾛｯｸ設定

助言: Processor Status(ﾌﾟﾛｾｯｻ状態)ｳｨﾝﾄﾞｳはAVRｺｱに対するﾚｼﾞｽﾀ表示ﾂｰﾙです。このﾂｰﾙは上部ﾒﾆｭｰ ﾊﾞｰからDebug
(ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ)⇒Windows(ｳｨﾝﾄﾞｳ)⇒Processor Status(ﾌﾟﾛｾｯｻ状態)へ行くことによって開くことができます。このｳｨﾝﾄﾞｳは内
部AVRｺｱ ﾚｼﾞｽﾀの状態の詳細な表示を提供します。この表示部は全体割り込みが許可されているかを調べる(ｽﾃｰﾀｽ 
ﾚｼﾞｽﾀのIﾋﾞｯﾄを見る)のに使うことができます。

結果: I/O表示部の能力はﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄのﾊﾞｸﾞを見つけて修正するのに使われています。
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2.16.2. ﾒﾓﾘ表示部

すべきこと: ATtiny817のEEPROM先頭に2つの文字列を書き、EEPROM内容を確認するためにﾒﾓﾘ表示部を使ってください。

 1. ’#include <avr/io.h>’行の後に’#include <avr/eeprom.h>’を追加してください。

 2. main()の’while (1)’繰り返しの前に以下のｺｰﾄﾞを追加してください。

 uint8_t hello[] = "Hello World";
 eeprom_write_block(hello, (void *)0, sizeof(hello));
 uint8_t hi[] = "AVR says hi";
 eeprom_write_block(hi, (void *)0, sizeof(hi));

 3. 図2-61.でのように最初のeeprom_write_block()呼び出しの隣に中断点を配置してください。

図2-61. EEPROM調査用停止に対する中断点

 4. 更新したｺｰﾄﾞでﾃﾞﾊﾞｲｽを書くために新しいﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ作業を開始してください。

 5. 中断点に的中した後、上部ﾒﾆｭｰ ﾊﾞｰからDebug(ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ)⇒Windows(ｳｨﾝﾄﾞｳ)⇒Memory(ﾒﾓﾘ)⇒Memory 1(ﾒﾓﾘ1)へ行くことに
よってﾒﾓﾘ ｳｨﾝﾄﾞｳを開いてください。

 6. eeprom_write_block()呼び出し上を段階実行するためにｷｰﾎﾞｰﾄﾞでF10を押し、EEPROM書き込みを確認してください。

 7. ﾒﾓﾘ表示部を使って(次の)書き込みを確認する前に次のEEPROM書き込みを実行することをATtiny817に許してください。表示部
は各々は各間隔で図2-62.でのように現れるべきです。

図2-62. EEPROM書き込み後のﾒﾓﾘ表示部更新

助言: ﾒﾓﾘ表示部ﾂｰﾙはﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ ﾒﾓﾘを含む他のAVRﾒﾓﾘ区部の内容を調べるのにも使うことができます。これはﾌﾞｰﾄﾛｰﾀﾞ
をﾃﾞﾊﾞｯｸﾞする時に有用で有り得ます。

結果: EEPROMの内容は各eeprom_write_block()呼び出し後に更新されます。更新された内容は赤で強調され、EEPROM内
容のASCII解釈が書かれた文字列と一致します。従って、EEPROM書き込み後のそれの内容がﾒﾓﾘ表示部を使って確
認されました。
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2.16.3. 監視ｳｨﾝﾄﾞｳ

これは「2.15. ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ2: 条件付きと活動付きの中断点」項をもっと詳細に網羅しますが、Watch(監視)ｳｨﾝﾄﾞｳでﾎﾟｲﾝﾀを配列としてｷｬ
ｽﾄ(型変換)する方法の要旨がここで繰り返されます。

情報: 空のName(名前)領域でｸﾘｯｸして変数名を入力することによってWatch(監視)ｳｨﾝﾄﾞｳに変数を追加することもできます。
この方法は監視ｳｨﾝﾄﾞｳでのより良い可読性のために、変数を違うﾃﾞｰﾀ型にｷｬｽﾄ(型変換)することさえ可能です。これは
特にﾎﾟｲﾝﾀとして関数に渡される配列を見ることが必要とされる場合に有用です。

例えば、配列が関数に渡される場合、それはﾎﾟｲﾝﾀとして関数に渡されます。これはMicrochip Studioに対して配列の
長さを知ることを不可能にします。配列の長さが既知で、監視ｳｨﾝﾄﾞｳで調べられることが必要なら、以下のｷｬｽﾄを使っ
てﾎﾟｲﾝﾀを配列にｷｬｽﾄすることができます。

 *(uint8_t (*)[<n>])<name_of_array_pointer>

ここでの<n>は配列の要素数で、<name_of_array_pointer>は調べられる配列の名前です。

これは監視ｳｨﾝﾄﾞｳで空のName(名前)領域で以下を入力することによってSW0_edge_count変数でこれを検査することが
できます。

 *(uint8_t (*)[5])&SW0_edge_count

変数へのﾎﾟｲﾝﾀを得るためにこの場合は‘&’ｼﾝﾎﾞﾙが使われなければならないことに注意してください。

結果: Microchip Studioは今やｺｰﾄﾞ内の変数の内容を調べて変更するのに使われています。

ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ3に使うｺｰﾄﾞ

#include <avr/io.h>
#include <avr/eeprom.h>

void LED_on(void);
void LED_off(void);
void LED_set_state(uint8_t state);
uint8_t SW_get_state(void);
uint8_t SW_get_state_logic(void);

int main(void)
{
 PORTB.DIRSET   = PIN4_bm; /* LEDﾋﾟﾝを出力として構成設定 */
 PORTB.PIN5CTRL = PORT_PULLUPEN_bm; /* SW0ﾋﾟﾝに対してﾌﾟﾙｱｯﾌﾟ許可 */

 _PROTECTED_WRITE(CLKCTRL.MCLKCTRLB, CLKCTRL_PDIV_2X_gc | CLKCTRL_PEN_bm);

 uint8_t Hello[] = "Hello World!";
 save(Hello,sizeof(Hello));
 uint8_t Hi[] = "AVR says hi!";
 save(Hi,sizeof(Hi));

 while(1)
 {
  uint8_t SW0_state = SW_get_state_logic(); /* ｽｨｯﾁ状態を読み込み */
  LED_set_state(SW0_state); /* LED状態を設定 */
 }
}

void save(const uint8_t* to_save, uint8_t size)
{
 eeprom_write_block(to_save,(void*)0,size);
}

uint8_t SW_get_state()
{
 return !(PORTB.IN & PIN5_bm);
}
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uint8_t SW_get_state_logic(void)
{
 static uint8_t SW0_prv_state  = 0;
 static uint8_t SW0_edge_count = 0;

 uint8_t SW0_cur_state = !(PORTB.IN & PIN5_bm); /* 現在のSW0状態を読み込み */
 if (SW0_cur_state != SW0_prv_state) /* 状態調査 */
 {
  SW0_edge_count++;
 }
 SW0_prv_state = SW0_cur_state; /* 直前の状態を把握 */

 /*
  * ｽｨｯﾁが押されているか、または端計数器が3の倍数の時にｽｨｯﾁ押下として報告
  */
 return SW0_cur_state || !(SW0_edge_count % 3);
}

void LED_off(void)
{
 PORTB.OUTSET = PIN4_bm; /* LEDをOFF */
}

void LED_on(void)
{
 PORTB.OUTCLR = PIN4_bm; /* LEDをON */
}

void LED_set_state(uint8_t state)
{
 if (state)
 {
  LED_on();
 }
 else
 {
  LED_off();
 }
}
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3. ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ管理

3.1. 序説

Microchip StudioはAVR/Arm基盤に対して応用を書いてﾃﾞﾊﾞｯｸﾞするための統合開発環境(IDE:Integrated Development Environme 
nt)です。現在ｺｰﾄﾞ書き環境として、完全なIDE環境で内包されるAVRｱｾﾝﾌﾞﾗと何れかの外部AVRGCC/ARMGCCｺﾝﾊﾟｲﾗを支援し
ます。

IDEとしてのMicrochip Studioの使用は様々な利点を与えます。

 1. より速い誤り追跡を許す、同じ応用ｳｨﾝﾄﾞｳでの編集とﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ

 2. 例えその間にｺｰﾄﾞが編集されたとしても、作業間で中断点(ﾌﾞﾚｰｸﾎﾟｲﾝﾄ)が保存されて復元されます。

 3. ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ項目管理は便利で可搬にされます。

3.1.1. 解決策箱 (Solution Container)

AVR Studio 5で”解決策(solution)”の概念が導入されます。解決策は様々なﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄを含むかもしれない入れ物です。ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄは
解決策の外側に存在することができません。(.cprojまたは.asmprojの拡張子の)ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ ﾌｧｲﾙを開こうとする場合、解決策が作成さ
れます。これは例えば同じ解決策内にﾌﾞｰﾄﾛｰﾀﾞ ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄと様々な応用ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄを保持することを許します。実際には解決策が.atsl 
nﾌｧｲﾙとして格納されます。一般に、解決策に追加されるﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄは.atslnﾌｧｲﾙが属すﾌｫﾙﾀﾞの内側で独立したﾌｫﾙﾀﾞに置かれま
す。

3.1.2. ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄの保存と開く

全てのﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄはGCCﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄに対して.cpproj拡張子、8ﾋﾞｯﾄ ｱｾﾝﾌﾞﾗ ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄに対して.asmproj拡張子を持つ選んだ名前の下
に保存されます。使用者はfile(ﾌｧｲﾙ)ﾒﾆｭｰの最近使ったﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ一覧、またはProject(ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ)ﾒﾆｭｰのOpen project(ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄを
開く)下のどちらかからﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄを再開することができます。

3.1.3. ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ出力表示

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄの構築、ｱｾﾝﾌﾞﾙ、またはｺﾝﾊﾟｲﾙ後、操作結果が構築出力ｳｨﾝﾄﾞｳで示されます。何れかの異常が起きた場合、使用者はﾒｯ
ｾｰｼﾞをﾀﾞﾌﾞﾙ ｸﾘｯｸすることができ、それはｿｰｽ ｳｨﾝﾄﾞｳで対応する行上に印を置きます。

3.1.4. 解決策ｴｸｽﾌﾟﾛｰﾗ (Solution Explorer)

解決策ｴｸｽﾌﾟﾛｰﾗは解決策またはﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄに於いて項目を見て項目管理作業の実
行を許します。解決策またはﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄの環境の外側でﾌｧｲﾙに取り組むためにMicr 
ochip Studioのｴﾃﾞｨﾀの使用も許します。既定でそれはMicrochip Studio GUIの右側
に現れます。

図3-1. 解決策ｴｸｽﾌﾟﾛｰﾗ枠

3.1.5. ﾂｰﾙﾊﾞｰ ｱｲｺﾝ

樹状表示で選ばれた項目に特有の釦が解決策ｴｸｽﾌﾟﾛｰﾗで現れます。

 ・ 樹状表示で選んだ項目に対して適切なﾌﾟﾛﾊﾟﾃｨ使用者ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽを表示します。

 ・ ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄと隠されたそれらに於いて、除かれたそれらを含む全てのﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ項目を見せます。

3.1.6. 階層的な表示

単一解決策とそれの全てのﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄが階層表示で現れます。これは同時に様々なﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄに取り組み、それと同時に全てのﾌﾟﾛｼﾞｪ
ｸﾄと項目の経緯を保つことを許します。改訂制御下であるﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ項目の更新状態を合図するために、(AnkhSVNなどのような)殆ど
のｿｰｽ制御ｼｽﾃﾑ拡張子は項目ｱｲｺﾝに置き換えｱｲｺﾝも追加します。

3.1.7. 項目管理命令

解決策ｴｸｽﾌﾟﾛｰﾗは各々のﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄや解決策の項目に対する様々な管理命令を支援します。その特定項目に対して利用可能な命
令を持つﾒﾆｭｰを得るにはどれかの項目上を右ｸﾘｯｸしてください。
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3.1.8. ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ構成物

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄはﾃﾞﾊﾞｲｽ特有構成物の組を含みます。これは始動ｺｰﾄﾞ、ﾘﾝｶ ｽｸﾘﾌﾟﾄ、他の支援ﾗｲﾌﾞﾗﾘを含みます。

構成物はｺｰﾄﾞの小さな断片または何れかのﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄに含まれる他の支援ﾌｧｲﾙです。

図3-2. ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ構成物

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄに含まれる構成物はComponent(構成物)引き落としﾒﾆｭｰで一覧にされます。引き落としﾒﾆｭｰからの構成物選択は構成物
の版番号、構成物が寄与するﾌｧｲﾙ、構成物が持つ依存性を示します。

構成物の版はChange version(版変更)釦をｸﾘｯｸすることによって変更することができます。

3.1.8.1. 版変更

構成物ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄに追加される時に版管理されます。使う
版を変更するにはこのﾀﾞｲｱﾛｸﾞを使ってください。

構成物の版を選ぶ時に2つの任意選択があります。

Use a specific versison(特定版使用) : ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄを構成
物 の 特 定 版 に
固定化します。

Use the latest versison(最新版使用) : 利用可能な構成
物の最も最近の
版を選びます。

構成物はMicrochip Studio内のﾃﾞﾊﾞｲｽ一括の一部で
す。これらのﾃﾞﾊﾞｲｽ一括はDevice Pack Manager(ﾃﾞﾊﾞｲ
ｽ一括管理部)を用いて管理されます。

関連ﾘﾝｸ 6.1. ﾃﾞﾊﾞｲｽ一括管理部

図3-3. 版変更
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3.2. GCCﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ

3.2.1. 新規ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ ｳｨｻﾞｰﾄﾞ

ﾒﾆｭｰからFile(ﾌｧｲﾙ)⇒New(新規)を選んでください。下のﾀﾞｲｱﾛｸﾞが現れます。始動ｳｨｻﾞｰﾄﾞは新しいﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄを開始するための任
意選択も持ちます。

図3-4. 新規ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ形式

現在は様々なﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ形式がProject Type(ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ形式)枠で利用可能です。AVR基板の使い方を通して案内するための - AVR
基板例、あなたがAVRﾂｰﾙで自身の製品を作成する場合の - 使用者基板ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ、GNUｺﾝﾊﾟｲﾗでの基板と無関係のﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄの 
- 一般AVR GCCﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ。それは支援されるｿｰｽ ｺｰﾄﾞ形式のどれをも含むかもしれない、AVRｱｾﾝﾌﾞﾗ ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄと一般的なAVR解
決策を作成することも可能です。

助言: ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄは支援されるｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄ ﾌｧｲﾙを読み込むことによって作成することもできます。そのようなﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄの作成を望
む場合、File(ﾌｧｲﾙ)⇒Open file(ﾌｧｲﾙを開く)ﾒﾆｭｰを使うべきです。

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ名と初期ﾌｧｲﾙ

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ名を入力してください。自動的に生成されるﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ主ﾌｧｲﾙは既定によって同じ名前(ASMまたはC)で名付けられます。望
むなら、この名前を変更することができます。ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ名を持つ新しいﾌｫﾙﾀﾞを作成するために枠をﾁｪｯｸすることが可能です。この枠
は既定によってﾁｪｯｸされません。

Solution(解決策)引き落としﾒﾆｭｰで新しい解決策を作成するか、または既存ｺｰﾄﾞを再使用するかを選ぶことができます。Solution Na 
me(解決策名)領域に解決策名を入力してください。

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄの名前と形式に満足なら、OKを押してﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ基盤選択段階へ進んでください。今の所で基盤未定義のままにすることもで
きますが、その後にﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ作業の始めでﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ基盤とﾃﾞﾊﾞｲｽを選ばなくてはなりません。「3.4. ｱｾﾝﾌﾞﾗ ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ」と「4.17. ｵﾌﾞｼﾞｪｸ
ﾄ ﾌｧｲﾙ形式」もご覧ください。

3.2.2. AVRﾃﾞﾊﾞｲｽ用新規GCCﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ開始

 1. Project(ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ)ﾒﾆｭｰからNew Project(新しいﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ)を選ぶことによって新しいﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄを作成してください。これはProject 
Wizard(ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ ｳｨｻﾞｰﾄﾞ)を開きます。
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 2. 雛形としてC/C++⇒GCC C Execcutable Project(実行可能ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ)を選び、その後にﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ名を指定し、場所を選び、ﾌﾟﾛ
ｼﾞｪｸﾄに対する解決策名を書いてください。既定によってﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄと同じ名前を持つﾌｧｲﾙが作成され、ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄに追加されま
す。それは空のmain()関数を含みます。初期ﾌｧｲﾙの名前の変更を望むなら、後で主ﾌｧｲﾙ名を単に編集してください。この設定
で満足された時にOKを押してください。

 3. 雛形としてC/C++⇒GCC C Static Library Project(静的ﾗｲﾌﾞﾗﾘ ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ)を選び、その後にﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ名を指定し、場所を選び、
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄに対する解決策名を書いてください。これはｺｰﾄﾞを再使用するための良い方法である静的ﾗｲﾌﾞﾗﾘ(LIB)ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄを作成
します。

助言: 静的ﾗｲﾌﾞﾗﾘ ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄについてもっと学ぶには「3.2.6. 新規GCC静的ﾗｲﾌﾞﾗﾘ ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ開始」項をご覧ください。

 4. ﾃﾞﾊﾞｲｽ選択表が現れます。ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄに対して適切な目的対象基盤を選んでください。始めるためにATxmega128A1ﾃﾞﾊﾞｲｽを選
ぶことができます。

図3-5. ﾃﾞﾊﾞｲｽ選択

 5. ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ樹形が構成設定されます。段階2で作成された初期ﾌｧｲﾙがﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ節点に追加されていることに気付いてください。ま
た、初期ﾌｧｲﾙがｴﾃﾞｨﾀで開かれます。

 6. 応用の開発と検証を楽にするため、Project(ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ)⇒ASF Wizard(ASFｳｨｻﾞｰﾄﾞ)から呼び出されるﾄﾞﾗｲﾊﾞ選択ｳｨｻﾞｰﾄﾞを使うこ
ともできます。

ASFｳｨｻﾞｰﾄﾞに於いて現在の構築構造と基板に対するﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄで使用を望むﾄﾞﾗｲﾊﾞ、構成物、ｻｰﾋﾞｽを選ぶことができます。
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 7. そこで、開いたｴﾃﾞｨﾀ ｳｨﾝﾄﾞｳ内に以下のｺｰﾄﾞを書いてください。

#define MAXINT 200000

int main(void)
{
 unsigned int t=1000, k=0, l=5, pn=2;
 unsigned int primes[t];
 primes[0]=2;
 primes[1]=3;

 while (pn < t || primes[pn] < MAXINT)
 {
  for ( k = 0; k <= pn; k++)
  {
   if (l % primes[k] == 0)
   {
    goto otog;
   }
   else
   {
    if (k == pn)
     primes[pn++]=l;
   }
  }
otog:
  l += 2;
 }
 return 0;
}

 8. ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄを構築してください。 図3-6. 構築完了後のGCCﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄの表示
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Dependencies (依存性)

全てのｲﾝｸﾙｰﾄﾞされたﾌｧｲﾙがここで一覧にされます。ｴﾃﾞｨﾀでそれを開くにはどれかのﾌｧｲﾙ上をﾀﾞﾌﾞﾙ ｸﾘｯｸしてください。

Output Files (出力ﾌｧｲﾙ)

全ての出力ﾌｧｲﾙがこの項目下で表示されます。

Libraries (ﾗｲﾌﾞﾗﾘ)

全ての静的ﾗｲﾌﾞﾗﾘ、ﾂｰﾙﾁｪｰﾝ ﾗｲﾌﾞﾗﾘ、他のﾗｲﾌﾞﾗﾘ ﾌｧｲﾙがこの項目下で表示されます。

助言: ﾗｲﾌﾞﾗﾘ任意選択についてもっと知るには「3.2.3. ﾗｲﾌﾞﾗﾘ任意選択」項をご覧ください。

3.2.3. ﾗｲﾌﾞﾗﾘ任意選択

全ての静的ﾗｲﾌﾞﾗﾘ、ﾂｰﾙﾁｪｰﾝ ﾗｲﾌﾞﾗﾘ、他のﾗｲﾌﾞﾗﾘ ﾌｧｲﾙがこの項目下で表示されます。

図3-7. ﾗｲﾌﾞﾗﾘ

3.2.3.1. Toolchain Libraries (ﾂｰﾙﾁｪｰﾝ ﾗｲﾌﾞﾗﾘ)

ﾂｰﾙﾁｪｰﾝ ﾗｲﾌﾞﾗﾘはここで一覧にされます。

ﾗｲﾌﾞﾗﾘ一覧を形成するためにﾂｰﾙﾁｪｰﾝによって提供されたﾗｲﾌﾞﾗﾘ検索ﾊﾟｽが列挙されます。

3.2.3.2. Project Libraries (ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ ﾗｲﾌﾞﾗﾘ)

現在の解決策で利用可能なﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄが列挙され、静的ﾗｲﾌﾞﾗﾘがここで一覧にされます。

3.2.3.3. Browsw Libraries (ﾗｲﾌﾞﾗﾘ閲覧)

他のﾗｲﾌﾞﾗﾘを閲覧することができます。
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3.2.3.4. ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ ﾗｲﾌﾞﾗﾘの追加方法

助言: 現在の解決策内に静的ﾗｲﾌﾞﾗﾘ ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄを持つことを確実にしてください。

“Add Library(ﾗｲﾌﾞﾗﾘ追加)”ｳｨｻﾞｰﾄﾞを呼び出すためにﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄまたは
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ内のﾗｲﾌﾞﾗﾘ節点で右ｸﾘｯｸしてください。

Project Libraries(ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ ﾗｲﾌﾞﾗﾘ)ﾀﾌﾞを選んでください。ここは一覧に
された現在の解決策内の全ての静的ﾗｲﾌﾞﾗﾘを見ます。

追加したい静的ﾗｲﾌﾞﾗﾘを選んでください。

OKをｸﾘｯｸしてください。

図3-8. ﾗｲﾌﾞﾗﾘ追加後のﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄの表示

またPtoject(ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ)⇒Project Dependencies(ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ
依存性)で追加した静的ﾗｲﾌﾞﾗﾘを見ます。

図3-9. ﾗｲﾌﾞﾗﾘ追加後のﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ依存性の表示
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3.2.3.5. ﾂｰﾙﾁｪｰﾝ ﾗｲﾌﾞﾗリの追加方法

“Add Library(ﾗｲﾌﾞﾗﾘ追加)”ｳｨｻﾞｰﾄﾞを呼び出すためにﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄまたは
ﾗｲﾌﾞﾗﾘ節点で右ｸﾘｯｸしてください。

Toolchain Libraries(ﾂｰﾙﾁｪｰﾝ ﾗｲﾌﾞﾗﾘ)ﾀﾌﾞを選んでください。ここはﾌﾟﾛ
ｼﾞｪｸﾄに対して現在選択されたﾂｰﾙﾁｪｰﾝに関する利用可能なﾂｰﾙﾁｪｰ
ﾝ ﾗｲﾌﾞﾗﾘを見ます。

追加したいﾗｲﾌﾞﾗﾘを選んでください。

OKをｸﾘｯｸしてください。

図3-10. ﾗｲﾌﾞﾗﾘ追加後のﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄの表示

ﾂｰﾙﾁｪｰﾝ ﾘﾝｶ設定で新しく追加されたﾗｲﾌﾞﾗﾘを見ることもできます。

図3-11. ﾗｲﾌﾞﾗﾘ追加後のﾘﾝｶ任意選択の表示
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3.2.4. SAMﾃﾞﾊﾞｲｽ用新規GCCﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ開始

 1. Project(ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ)ﾒﾆｭｰからNew Project(新しいﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ)を選ぶことによって新しいﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄを作成してください。これはProject 
Wizard(ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ ｳｨｻﾞｰﾄﾞ)を開きます。

 2. 雛形としてC/C++⇒GCC C Execcutable Project(実行可能ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ)を選び、その後にﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ名を指定し、場所を選び、ﾌﾟﾛ
ｼﾞｪｸﾄに対する解決策名を書いてください。既定によっていくつかのﾃﾞﾊﾞｲｽ特有の関数とﾗｲﾌﾞﾗﾘを含むﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄにいくつかの始
動ﾌｧｲﾙが追加されます。この設定で満足された時にOKを押してください。

 3. 雛形としてC/C++⇒GCC C Static Library Project(静的ﾗｲﾌﾞﾗﾘ ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ)を選び、その後にﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ名を指定し、場所を選び、
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄに対する解決策名を書いてください。これはｺｰﾄﾞを再使用するための良い方法である静的ﾗｲﾌﾞﾗﾘ(LIB)ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄを作成
します。

助言: 静的ﾗｲﾌﾞﾗﾘ ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄについてもっと学ぶには「3.2.6. 新規GCC静的ﾗｲﾌﾞﾗﾘ ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ開始」項をご覧ください。

 4. ﾃﾞﾊﾞｲｽ選択表が現れます。ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄに対
してﾃﾞﾊﾞｲｽ系統をSAM3またはSAM4として
選び、目的対象基盤を選んでください。始
めるためにATSAM3S1Aﾃﾞﾊﾞｲｽを選ぶこと
ができます。
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 5. ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ樹形が構成設定されます。段階2で作成された初期ﾌｧｲﾙがﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ節点に追加されていることに気付いてください。ま
た、main()関数を含む初期ﾌｧｲﾙがｴﾃﾞｨﾀで開かれます。以下は次のように作成されたﾌｧｲﾙの一覧です。

 - ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄと同じ名前を持つﾌｧｲﾙが作成され、既定によってﾌﾟﾛ
ｼﾞｪｸﾄに追加されます。これはmain()関数を含みます。

 - 始動ﾌｧｲﾙ(startup_*.c)は”cmsis\src”ﾃﾞｨﾚｸﾄﾘで利用可能で
す。これは全ての周辺機能に対する既定割り込み処理部を含
みます。

 - ”cmsis\src”で利用可能なｼｽﾃﾑ ﾌｧｲﾙ(system_*.c)は始動で呼
ばれるｼｽﾃﾑ ﾚﾍﾞﾙの初期化関数を提供します。

 - ﾃﾞﾊﾞｲｽに基づく適切な項を持つﾘﾝｶ ｽｸﾘﾌﾟﾄがﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ ﾌｫﾙﾀﾞ
内の”cmsis\LinkerScripts”に作成されます。

 - cmsisﾌｫﾙﾀﾞ内のどれかのﾌｧｲﾙを削除してそれを戻したいと望
む場合、またはﾃﾞﾊﾞｲｽを変更した場合、適切なﾌｧｲﾙを得るた
めにﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄを右ｸﾘｯｸして”CMSIS Update from Microchip(Mic 
rochipからCMIS更新)”をｸﾘｯｸしてください。

注: 他の選択が全くない場合を除き、startup_*.cとsystem_*.cのﾌｧｲ
ﾙの内容を変更することは推奨されません。これらの始動、ｼｽﾃ
ﾑ、ﾘﾝｶ ｽｸﾘﾌﾟﾄはArm静的ﾗｲﾌﾞﾗﾘ ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄに対して作成され
ません。

 6. 応用の開発と検証を楽にするため、Project(ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ)⇒ASF Wizard(ASFｳｨｻﾞｰﾄﾞ)から呼び出されるﾄﾞﾗｲﾊﾞ選択ｳｨｻﾞｰﾄﾞを使うこ
ともできます。

ASFｳｨｻﾞｰﾄﾞに於いて現在の構築構造と基板に対するﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄで使用を望むﾄﾞﾗｲﾊﾞ、構成物、ｻｰﾋﾞｽを選ぶことができます。



Microchip Studio

© 2021 Microchip Technology Inc.とその子会社 使用者の手引き DS50002718D - 82頁

 7. そこで、開いたｴﾃﾞｨﾀ ｳｨﾝﾄﾞｳ内に以下のｺｰﾄﾞを書いてください。

#define MAXINT 200000

int main(void)
{
 unsigned int t=1000, k=0, l=5, pn=2;
 unsigned int primes[t];
 primes[0]=2;
 primes[1]=3;

 while (pn < t || primes[pn] < MAXINT)
 {
  for ( k = 0; k <= pn; k++)
  {
   if (l % primes[k] == 0)
   {
    goto otog;
   }
   else
   {
    if (k == pn)
     primes[pn++]=l;
   }
  }
otog:
  l += 2;
 }
 return 0;
}

 8. ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄを構築してください。

3.2.5. ｺｰﾄﾞ編集

導入の以下の部分について前に見たのと同じｺｰﾄﾞを再利用します。

#define MAXINT 200000

int main(void)
{
 unsigned int t=1000, k=0, l=5, pn=2;
 unsigned int primes[t];
 primes[0]=2;
 primes[1]=3;

 while (pn < t || primes[pn] < MAXINT)
 {
  for ( k = 0; k <= pn; k++)
  {
   if (l % primes[k] == 0)
   {
    goto otog;
   }
   else
   {
    if (k == pn)
     primes[pn++]=l;
   }
  }
otog:
  l += 2;
 }
 return 0;
}
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Micrchip StudioはMicrchipと第三者のﾌﾟﾗｸﾞｲﾝによって、より一層豪華にされる豊かなｴﾃﾞｨﾀを持ちます。Micrchip StudioはCｿｰｽ ｺｰ
ﾄﾞの断片用の自動ｺｰﾄﾞ生成能力を持ちます。これを使うには(for,while,ifなどのような)条件構造で囲いたいｺｰﾄﾞの部分を選んで右ｸ
ﾘｯｸしてください。

ｺｰﾄﾞ断片を使って核となるｿｰｽに部品を追加することができます。いくつかの断片では変数名と脱出条件がIDE内の媒介変数で、故
に1つの実体だけが変更されるような場合にその断片内で全ての実体も変更し、そのようなものは”for”繰り返しの場合です。

表3-1. “Surround With”使い方

⇒ ⇒

3.2.6. 新規GCC静的ﾗｲﾌﾞﾗﾘ ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ開始

3.2.6.1. 静的ﾗｲﾌﾞﾗﾘの理由

静的ﾗｲﾌﾞﾗﾘ(LIB)はｺｰﾄﾞ再利用のための良い方法です。全てのﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑで同じﾙｰﾁﾝ/関数を再作成するのではなく、使用者はそれ
らを一度書いて、その機能が必要な応用から参照します。

3.2.6.2. 新規静的ﾗｲﾌﾞﾗﾘ ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ作成

図3-12. 新しい静的ﾗｲﾌﾞﾗﾘ ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ

静的ﾗｲﾌﾞﾗﾘ ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄを作成するためにOKをｸﾘｯｸしてください。ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄと同じ名前を持つ既定ｿｰｽ ﾌｧｲﾙが解決策に追加されま
す。あなたはその後にあなたのﾙｰﾁﾝ/関数を書いてｺﾝﾊﾟｲﾙするかもしれません。このﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄに新しいﾌｧｲﾙやﾍｯﾀﾞ ﾌｧｲﾙを追加
することもできます。
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ﾒﾆｭｰのProject(ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ)⇒「あなたのﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ名」 Properties(あなたのﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ名のﾌﾟﾛﾊﾟﾃｨ)でﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ ﾌﾟﾛﾊﾟﾃｨを開いてくださ
い。このﾒﾆｭｰ項目は静的ﾗｲﾌﾞﾗﾘ ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄが開いている時にだけ利用可能です。Build(構築)ﾌﾟﾛﾊﾟﾃｨ ﾍﾟｰｼﾞを選んでください。ここ
でArtfact Type(成果物の種類)がStatic Library(静的ﾗｲﾌﾞﾗﾘ)として選ばれるのを見ます。

図3-13. 静的ﾗｲﾌﾞﾗﾘ構築ﾌﾟﾛﾊﾟﾃｨ

Build(構築)ﾒﾆｭｰからBuild Solution(解決策構築)を選ぶことによってﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄをｺﾝﾊﾟｲﾙしてください。これは他のﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑによって使
うことができる静的ﾗｲﾌﾞﾗﾘを作成します。

3.2.6.3. 静的ﾗｲﾌﾞﾗﾘ ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ任意選択 (AVR®/GNU Archiver)

AVR/GNU Archiver(纏め部)(avr-ar)はﾗｲﾌﾞﾗﾘとしても知られる単一纏めﾌｧｲﾙ内にｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄ ﾌｧｲﾙの集合を結合します。

ﾒﾆｭｰのProject(ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ)⇒「あなたのﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ名」 Properties(あなたのﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ名のﾌﾟﾛﾊﾟﾃｨ)でﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ ﾌﾟﾛﾊﾟﾃｨを開いてくださ
い。このﾒﾆｭｰ項目は静的ﾗｲﾌﾞﾗﾘ ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄが開いている時にだけ利用可能です。静的ﾗｲﾌﾞﾗﾘ任意選択を構成設定するために、To 
olchain(ﾂｰﾙﾁｪｰﾝ)ﾌﾟﾛﾊﾟﾃｨ ﾀﾌﾞをｸﾘｯｸしてください。

ﾂｰﾙﾁｪｰﾝ ﾌﾟﾛﾊﾟﾃｨ ﾍﾟｰｼﾞに於いて、AVR/GNU Archiver(纏め部)がActive(活性)で許可されたことを見ます。静的ﾗｲﾌﾞﾗﾘ ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ
に対してAVR/GNU Linkerが禁止されることも見るかもしれません。

図3-14. AVR®/GNU Archiver構成設定ﾀﾞｲｱﾛｸﾞ、示されたｺﾏﾝﾄﾞ行

上のGeneral(全般)任意選択内のArchiver Flags(纏め部ﾌﾗｸﾞ)でAVR/GNU Archiver(纏め部)ﾌﾗｸﾞを設定することができます。

そこで、Build(構築)ﾒﾆｭｰからBuild Solution(解決策構築)を選ぶことによってﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄを保存してｺﾝﾊﾟｲﾙしてください。
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3.2.7. GCCﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ任意選択と構成設定

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ任意選択と構成設定はSolution(解決策)ｴｸｽﾌﾟﾛｰﾗ⇒Project Properties(ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ ﾌﾟﾛﾊﾟﾃｨ)上を右ｸﾘｯｸするか、またはAlt+ 
Enterを押下することのどちらかによって構成設定することができます。

これは7つのﾀﾌﾞを持つﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ ﾌﾟﾛﾊﾟﾃｨ ｳｨﾝﾄﾞｳを呼び出します。

ﾀﾌﾞが構成設定指定のﾌﾟﾛﾊﾟﾃｨを支援する場合、そのﾀﾌﾞは次の2つの引き出しﾒﾆｭｰを持ちます。Configuration(構成設定)領域は変
更するためのﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ構成設定を定義します。既定によって、ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ(Debug)と公開(Release)の各々のﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄで2つの構成設定
が提供されます。Platform(基盤)領域はAVRを構成設定します。ﾀﾌﾞが構成設定と無関係なﾌﾟﾛﾊﾟﾃｨを支援する場合、Configuration
(構成設定)とPlatform(基盤)の領域は禁止されます。

注: 変更された時に必ずﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ ﾌｧｲﾙでの変更を更新するためにFile(ﾌｧｲﾙ)ﾒﾆｭｰまたはﾂｰﾙﾊﾞｰから”Save All(全てを保存) (Ctrl 
Shift S)”を使ってください。

3.2.7.1. 構築任意選択

図3-15. 構築構成設定

Build(構築)ﾀﾌﾞのﾍﾟｰｼﾞで、あなたのﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄに対して外部ﾒｰｸﾌｧｲﾙの使用を望むかどうかを構成設定することができます。その場
合、単にUse External Makefile(外部ﾒｰｸﾌｧｲﾙ使用)ﾁｪｯｸ枠をﾁｪｯｸしてﾒｰｸﾌｧｲﾙの正しいﾊﾟｽを選ぶためにBrowse(検索)してくださ
い。

Build Commandline(構築ｺﾏﾝﾄﾞ行)はﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄに対して構築が呼び出される時の外部ﾒｰｸﾌｧｲﾙのために提供されます。既定構築目
的対象は”all(全て)”です。

Clean Commandline(解消ｺﾏﾝﾄﾞ行)はﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄに対して解消が呼び出される時の外部ﾒｰｸﾌｧｲﾙのために提供されます。既定楷書目
的対象は”clean(解消)”です。

外部ﾒｰｸﾌｧｲﾙ構成設定の他にも、構築に対して応用の形式を指定することもできます。この任意選択はArtfact Type(成果物の種
類)ｺﾝﾎﾞ枠を用いて選ぶことができるExecutable(実行可能)またはStatic Library(静的ﾗｲﾌﾞﾗﾘ)です。

注: 独自のﾒｰｸﾌｧｲﾙは以下のようなこれらの条件を満たさなければなりません。

 1. 目的対象名はﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ名と同じでなければなりません。

 2. ﾒｰｸﾌｧｲﾙと目的対象は(NTFSﾘﾝｸでも参照することができる)同じﾌｫﾙﾀﾞに存在しなければなりません。
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3.2.7.2. 構築事象

図3-16. 構築事象任意選択

Build Evects(構築事象)ﾀﾌﾞはPre-build(構築前)とPost-build(構築後)のｽｸﾘﾌﾟﾄによって開始される各構成設定に対して計画された
事象の一覧を含みます。これらの事象はEdit Pre-build...(構築前編集)またはEdit Post-build...(構築後編集)の釦のどちらかをｸﾘｯｸ
することによって追加、削除、または編集することができます。これらの釦をｸﾘｯｸすることで、以下のﾀﾞｲｱﾛｸﾞであなたの命令を手動で
追加すべきです。現公開版の時点で、他の利用可能な応用とのﾘﾝｸとしてそれら内で宣言された環境変数と値を使うことが可能で
す。その機能を使うにはShow Macros(ﾏｸﾛ表示)釦を押してください。

図3-17. 構築事象ｴﾃﾞｨﾀ

ﾏｸﾛ

ｺﾏﾝﾄﾞ行編集枠で挿入するのにﾏｸﾛ/環境変数の一覧を表示するために編集枠を広げてください。
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ﾏｸﾛ表

利用可能なﾏｸﾛ/環境変数とその値を一覧してください。ｺﾏﾝﾄﾞ行編集枠内へ挿入するのに一度に1つのﾏｸﾛだけを選ぶことができま
す。MSBuildはﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ ﾌｧｲﾙとMSBuildﾊﾞｲﾅﾘについての情報を格納する予約されたﾌﾟﾛﾊﾟﾃｨの組を提供します。これらのﾌﾟﾛﾊﾟﾃｨ
は編集枠で一覧にされるかもしれません。

Microchip Sudioに特有な説明については下のﾏｸﾛ/環境変数をご覧ください。

表3-2. Microchip Studio構築ﾏｸﾛ表

ﾏｸﾛ 説明

$(AVRSTUDIO_EXE_PATH) (ﾄﾞﾗｲﾌﾞとﾊﾟｽで定義される)Microchip Studioのｲﾝｽﾄｰﾙ ﾃﾞｨﾚｸﾄﾘ

$(SolutionDir) (ﾄﾞﾗｲﾌﾞとﾊﾟｽで定義される)解決策のﾃﾞｨﾚｸﾄﾘ

$(SolutionPath) (ﾄﾞﾗｲﾌﾞ、ﾊﾟｽ、基本名、ﾌｧｲﾙ拡張子で定義される)解決策の絶対ﾊﾟｽ名

$(SolutionFileName) 解決策の名前

$(SolutionName) 解決策の基本名

$(SolutionExt) 解決策のﾌｧｲﾙ拡張子。ﾌｧｲﾙ拡張子の前の’.’を含みます。

$(Configuration) 現在のﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ構成設定の名前。例えば、”Debug”

$(Platform) 現在の目的対象基盤の名前。例えば、”AVR”

$(DevEnvDir) (ﾄﾞﾗｲﾌﾞとﾊﾟｽで定義される)Microchip Studioのｲﾝｽﾄｰﾙ ﾃﾞｨﾚｸﾄﾘ

$(ProjectVersion) ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄの版番号

$(ProjectGuid) ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄの固有識別子

$(avrdevice) 現在選ばれているﾃﾞﾊﾞｲｽの名前

$(avrdeviceseries) 選ばれているﾃﾞﾊﾞｲｽの系統。Microchip Studioによって内部的に使用

$(OutputType) 現在のﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄが実行可能型または静的ﾗｲﾌﾞﾗﾘ型かを定義

$(Language) 現在のﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄの言語。例えば、C、CPP、またはｱｾﾝﾌﾞﾗ

$(OutputFileName) (基本ﾌｧｲﾙ名として定義される)構築用基本出力ﾌｧｲﾙの名前

$(OutputFileExtension) 構築用基本出力ﾌｧｲﾙのﾌｧｲﾙ拡張子。ﾌｧｲﾙ拡張子の前の’.’を含みます。

$(OutputDirectory) 出力ﾌｧｲﾙ ﾃﾞｨﾚｸﾄﾘの絶対ﾊﾟｽ

$(AssemblyName) 構築用基本出力のｱｾﾝﾌﾞﾘ名

$(Name) ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄの基本名

$(RootNamespace) ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄの基本名

$(ToolchainName) ﾂｰﾙﾁｪｰﾝの名前

$(ToolchainFlavour) ﾂｰﾙﾁｪｰﾝ ｺﾝﾊﾟｲﾗの名前

3.2.7.3. ｺﾝﾊﾟｲﾗとﾂｰﾙﾁｪｰﾝの任意選択

図3-18. ｺﾝﾊﾟｲﾗとﾂｰﾙﾁｪｰﾝの任意選択
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AVR® GNU C ｺﾝﾊﾟｲﾗ任意選択

表3-3. AVR® GNU Cｺﾝﾊﾟｲﾗ任意選択

任意選択 説明

全般任意選択

-mcall-prologues ﾌﾟﾛﾛｰｸﾞとｴﾋﾟﾛｰｸﾞの機能にｻﾌﾞﾙｰﾁﾝを使用

-mno-interrupts 割り込み禁止なしでｽﾀｯｸ ﾎﾟｲﾝﾀを変更

-funsigned-char 既定char型は符号なし

-funsigned-bitfield 既定ﾋﾞｯﾄ領域は符号なし

ﾌﾟﾛｾｯｻ任意選択

-nostdinc ｼｽﾃﾑ ﾃﾞｨﾚｸﾄﾘを検索しない。

-E 前処理(ﾌﾟﾘﾌﾟﾛｾｯｻ)のみ

ｼﾝﾎﾞﾙ任意選択

ｿｰｽ内のｼﾝﾎﾞﾙを定義(-D)または定義解除(-U)することができます。新しいｼﾝﾎﾞﾙ宣言は下のｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ釦を用いて追加、変
更、再整理をすることができます。

・ 新しいｼﾝﾎﾞﾙ追加。これと以下の全ｱｲｺﾝはMicrochip Studioｲﾝﾀｰﾌｪｰｽの他の部分で同じ意味で再利用されます。

・ ｼﾝﾎﾞﾙ削除

・ ｼﾝﾎﾞﾙ編集

・ 解析順に於いてｼﾝﾎﾞﾙを上に移動

・ 解析順に於いてｼﾝﾎﾞﾙを下に移動

最適化任意選択

最適化ﾚﾍﾞﾙ(引き落としﾒﾆｭｰ)
-O0, -O1, -O2, -O3, -Os

最適化なし、速度最適化(ﾚﾍﾞﾙ1～3)、大きさ最適化

他の最適化ﾌﾗｸﾞ(手入力方式) ここで基盤と必要条件に対して指定する最適化ﾌﾗｸﾞを書くべきです。

-ffunction-sections ｺﾞﾐ回収用関数準備。関数が決して使われないなら、ﾒﾓﾘがかき集められます。

-fpack-struct 構造体ﾒﾝﾊﾞを共に一括化

-fshort-enums 列挙型によって必要とされるのと同数のﾊﾞｲﾄだけを割り当て

-mshort-calls 8Kﾊﾞｲﾄを超えるﾃﾞﾊﾞｲｽでRJMP/RCALL制限範囲命令を使用

ｲﾝｸﾙｰﾄﾞ ﾃﾞｨﾚｸﾄﾘ

ｲﾝｸﾙｰﾄﾞされるﾍｯﾀﾞと定義指令の全てを含み、ｼﾝﾎﾞﾙと同じｲﾝﾀｰﾌｪｰｽを用いて編集することができます。

ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ任意選択

ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ ﾚﾍﾞﾙ(引き落としﾒﾆｭｰ)
none, -g1, -g2, -g3

ｿｰｽ ｺｰﾄﾞで残されるまたは挿入されるｺｰﾄﾞとﾍｯﾀﾞを追跡してﾃﾞﾊﾞｯｸﾞするﾚﾍﾞﾙを指定

他のﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ任意選択(書式領域) 基本構造特有ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ任意選択

警告ﾒｯｾｰｼﾞ出力任意選択

-Wall 全ての警告

-Werror 警告を異常に格上げ

-fsyntax-only 構文だけ検査

-pedantic GNUに対する適合性検査、非標準ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ実行で警告掲示

-pedantic-errors 同上、加えて警告を異常に格上げ

その他の任意選択

他のﾌﾗｸﾞ(書式領域) 他のﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ特有ﾌﾗｸﾞを入力

-v 詳細

-ansi ANSIﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを支援

-save-temps 一時ﾌｧｲﾙを削除しない
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3.2.7.3.1. AVR® GCCﾘﾝｶ任意選択

表3-4. AVR® GCCﾘﾝｶ任意選択

任意選択 説明

-Wl -nostartfiles 標準ﾌｧｲﾙを使わない。

-Wl -nodefault 既定ﾗｲﾌﾞﾗﾘを使わない。

-Wl -nostdlib 始動または既定ﾗｲﾌﾞﾗﾘなし

-Wl -s 全てのｼﾝﾎﾞﾙ情報を省く。

-Wl -static 静的にﾘﾝｸ

ﾗｲﾌﾞﾗﾘ任意選択

ﾗｲﾌﾞﾗﾘ -Wl, -l (書式領域) の釦を用いて、ここでﾗｲﾌﾞﾗﾘ名の追加、優先付け、編集ができます。

ﾗｲﾌﾞﾗﾘ検索ﾊﾟｽ -Wl, -L
(書式領域)

上と同じｲﾝﾀｰﾌｪｰｽでﾘﾝｶが動的にﾘﾝｸされるﾗｲﾌﾞﾗﾘを探す所のﾊﾟｽの追加、優先付け、編集
ができます。

最適化任意選択

-Wl, -gc-sections 未使用領域ｺﾞﾐ回収

--rodata-writable 書き込み可能空間に読み込み専用ﾃﾞｰﾀを配置

-mrelax 分岐緩和

その他の任意選択

他のﾘﾝｶ ﾌﾗｸﾞ (書式領域) 他のﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ特有ﾌﾗｸﾞを入力

3.2.7.3.2. AVR®ｱｾﾝﾌﾞﾗ任意選択

表3-5. AVR®ｱｾﾝﾌﾞﾗ任意選択

任意選択 説明

最適化任意選択

ｱｾﾝﾌﾞﾗ ﾌﾗｸﾞ (書式領域) その他のｱｾﾝﾌﾞﾗ ﾌﾗｸﾞ

ｲﾝｸﾙｰﾄﾞ ﾊﾟｽ (書式領域) ここで基本構造と基盤特有のｲﾝｸﾙｰﾄﾞしたﾌｧｲﾙへのﾊﾟｽの追加、優先付け、編集ができます。

-v ｱｾﾝﾌﾞﾗ出力で版番号を公表

ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ任意選択

ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ ﾚﾍﾞﾙ(引き落としﾒﾆｭｰ)
-Wa -g1, -Wa -g2, -Wa -g3

ｼﾝﾎﾞﾙ ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞとｿｰｽ挿入ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞのﾚﾍﾞﾙを定義

3.2.7.4. ﾃﾞﾊﾞｲｽ任意選択

このﾀﾌﾞは現在のﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄに対するﾃﾞﾊﾞｲｽを選んで変更することを許し、ﾃﾞﾊﾞｲｽ選択部と同じです。図3-5.をご覧ください。

助言: 編集中に素早くこのﾀﾌﾞを得るにはDevice and Debugger(ﾃﾞﾊﾞｲｽとﾃﾞﾊﾞｯｶﾞ)ﾂｰﾙﾊﾞ-でDevice釦をｸﾘｯｸしてください。
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3.2.7.5. ﾂｰﾙ任意選択

このﾀﾌﾞは現在のﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄに対してﾃﾞﾊﾞｯｶﾞ基盤を選んで変更することを許します。

助言: 編集中に素早くこのﾀﾌﾞを得るにはDevice and Debugger(ﾃﾞﾊﾞｲｽとﾃﾞﾊﾞｯｶﾞ)ﾂｰﾙﾊﾞ-でDevice釦をｸﾘｯｸしてください。

引き落とし一覧からﾂｰﾙ/ﾃﾞﾊﾞｯｶﾞを選んでください。現在の選択が示されます。

引き落とし一覧からｲﾝﾀｰﾌｪｰｽを選んでください。現在の選択が示されます。

注: 現在のﾃﾞﾊﾞｲｽ選択については有効なﾂｰﾙとｲﾝﾀｰﾌｪｰｽだけが示されます。

更なる属性は選んだﾂｰﾙとｲﾝﾀｰﾌｪｰｽに依存します。
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JTAG

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽとしてJTAGを選んだ場合、ｸﾛｯｸ速度、外部ﾘｾｯﾄ使用、ﾃﾞｨｰｼﾞｰ ﾁｪｰﾝ設定がおそらく利用可能です。これ
はﾂｰﾙとﾃﾞﾊﾞｲｽに依存します。

JTAG Clock (JTAGｸﾛｯｸ)

JTAGｸﾛｯｸはﾂｰﾙがそれでﾃﾞﾊﾞｲｽのｸﾛｯｸ駆動を試みる最大速度です。ｸﾛｯｸ範囲は各種ﾂｰﾙとﾃﾞﾊﾞｲｽに対して異なります。制限が
ある場合、それらはｸﾛｯｸ摺動子の下のﾒｯｾｰｼﾞで述べられます。

ｸﾛｯｸは手動(全ﾂｰﾙ)、自動(SAM-ICEのみ)、適応(SAM-ICEのみ)に設定することができます。

Use externel reset (外部ﾘｾｯﾄ使用)

ﾁｪｯｸされた場合、ﾂｰﾙはﾃﾞﾊﾞｲｽへの接続を試みる時に外部ﾘｾｯﾄ線をLowに引きます。

JTAG daisy chain settings (JTAGﾃﾞｨｰｼﾞｰ ﾁｪｰﾝ設定)

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞのためにﾃﾞﾊﾞｲｽに関連するJTAGﾃﾞｨｰｼﾞｰ ﾁｪｰﾝ設定を指定してください。

Target device is not part of a JTAG daisy chain : 目的対象ﾃﾞﾊﾞｲｽがﾃﾞｨｰｼﾞｰ ﾁｪｰﾝの一部でない時にこの任意選択を選んでくだ
さい。

Daisy chain - 手動 : 基板上ｼｽﾃﾑでﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞする場合にJTAGﾃﾞｨｰｼﾞｰ ﾁｪｰﾝの手動構成設定を許します。

 ・ Devices before - 目的対象ﾃﾞﾊﾞｲｽに先行するﾃﾞﾊﾞｲｽ数を指定してください。

 ・ Instruction bits before - 目的対象ﾃﾞﾊﾞｲｽに先行する全ﾃﾞﾊﾞｲｽの命令ﾚｼﾞｽﾀの総(ﾋﾞｯﾄ)数を指定してください。

 ・ Devices after - 目的対象ﾃﾞﾊﾞｲｽに後続するﾃﾞﾊﾞｲｽ数を指定してください。

 ・ Instruction bits after - 目的対象ﾃﾞﾊﾞｲｽに後続する全ﾃﾞﾊﾞｲｽの命令ﾚｼﾞｽﾀの総(ﾋﾞｯﾄ)数を指定してください。

Daisy chain - Auto : JTAGﾃﾞｨｰｼﾞｰ ﾁｪｰﾝでﾃﾞﾊﾞｲｽを自動的に検出します。JTAGﾃﾞｨｰｼﾞｰ ﾁｪｰﾝでﾃﾞﾊﾞｲｽを選ぶことを許しま
す。自動検出はSAMﾃﾞﾊﾞｲｽに対してだけ支援されます。

PDI

PDIｲﾝﾀｰﾌｪｰｽはPDIｸﾛｯｸ速度の1つの設定だけを持ちます。

PDI Clock(PDIｸﾛｯｸ)はﾂｰﾙがそれでﾃﾞﾊﾞｲｽのｸﾛｯｸ駆動を試みる最大速度です。ｸﾛｯｸ範囲は各種ﾂｰﾙとﾃﾞﾊﾞｲｽに対して異なりま
す。制限がある場合、それらはｸﾛｯｸ摺動子の下のﾒｯｾｰｼﾞで述べられます。

ｸﾛｯｸは全てのﾂｰﾙで調整することができず、故に空のInterface settings(ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ設定)ﾍﾟｰｼﾞが提示されます。

Programming and debug settings (ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞとﾃﾞﾊﾞｯｸﾞの設定)

引き落としﾒﾆｭｰに於いてﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ/ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ周回の間で消去されるべきﾒﾓﾘの部分を指定することが可能です。

 ・ Skip programming - ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞが全く起こるべきでないことを指定します。ﾂｰﾙはﾒﾓﾘ内の以前のﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑに結び付きます。

 ・ Erase only program area - ﾒﾓﾘのﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ領域だけが消去されることを指定します。

 ・ Erase entire chip - ﾁｯﾌﾟ全体が消去されることを指定します。

“Preserve Eeprom(EEPROM保護)”任意選択はﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ作業開始時にEEPROMﾃﾞｰﾀが書かれるべきかどうかを決めます。これに応じ
てEESAVEﾋｭｰｽﾞは設定と解除が行われます。

ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ作業の開始でﾃﾞﾊﾞｲｽが書かれる時に、既定の動作はﾃﾞﾊﾞｲｽの内容を消去(利用可能ならばﾁｯﾌﾟ消去)することです。これは
“Programming settings(ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ設定)”下の引き落とし枠から違う任意選択を選ぶことによって変更することができます。

Keep timer running in stop mode (停止動作で計時器走行維持)

ﾁｪｯｸされると、ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑで設定された計時器は例えﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑが中断点(ﾌﾞﾚｰｸ ﾎﾟｲﾝﾄ)で中断するか、または停止されても走行を保ちま
す。

この設定は一定のﾂｰﾙ/ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽに対してだけ許されます。
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Override Vector Table Offset Register (ﾍﾞｸﾀ表変位ﾚｼﾞｽﾀ上書き)

ﾘｾｯﾄで、指定したｱﾄﾞﾚｽからPCとSPを設定します。

注: このﾍﾟｰｼﾞで選んだﾂｰﾙはStart Without Debugging(ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞなしで開始)命令でも使われます。これはﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ能力を持たないﾂｰ
ﾙも選ぶことができる理由です。より多くの情報については「4.5. ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞなしでの開始」をご覧ください。

3.2.7.6. 高度な任意選択

3.2.7.6.1. Toolchain Flavour設定 (ﾂｰﾙﾁｪｰﾝ味付け設定)

Toolchain Flavour(ﾂｰﾙﾁｪｰﾝ味付け)で構成設定されたﾂｰﾙﾁｪｰﾝのﾊﾟｽがﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄの構築に使われます。現在のﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄに新しい
ﾂｰﾙﾁｪｰﾝ味付けを追加することが可能です。新しい味付けの構成設定と追加については「10.3.11. ﾂｰﾙﾁｪｰﾝ」をご覧ください。

3.2.7.6.2. Use GDB (GDBを使用)

本項はGDBが現在のﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄに対して使われなければならないかどうかを選ぶことを許します。現在のGDBﾊﾟｽは以下によって計算
されます。

 1. 現在のGDBﾊﾟｽはTools(ﾂｰﾙ)⇒Options(任意選択)⇒Debugger(ﾃﾞﾊﾞｯｶﾞ)⇒GDB Settings(10.3.12. GDB設定)から取られます。

 2. さもなければ、そこでGDBが見つかるなら、選ばれたﾂｰﾙﾁｪｰﾝ味付けから取られます。

現在のGDBﾊﾟｽは”Advanced(高度な)”ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ ﾌﾟﾛﾊﾟﾃｨ頁で”Override Current GDB Path(現在のGDBﾊﾟｽ上書き)”任意選択を使
う時に上書きされます。下図をご覧ください。
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注: “Use GDB(GDB使用)”任意選択はArmに基づくﾃﾞﾊﾞｲｽに対して既定によって許可され、GDBが許可される場合、AVR 32ﾋﾞｯﾄ ﾃﾞ
ﾊﾞｲｽに対して以下の警告も示されます。

3.2.7.7. 他のﾒﾓﾘ形式でのELFﾌｧｲﾙ作成

全てのﾒﾓﾘ形式に対するﾃﾞｰﾀを含むELFﾌｧｲﾙをGCCｺﾝﾊﾟｲﾗで作ることができます。ﾃﾞｰﾀ領域は以下のｺｰﾄ例で示されるようにｺｰﾄﾞ
で指定されます。

3.2.7.7.1. tinyAVR®、megaAVR®、XMEGA®ﾃﾞﾊﾞｲｽ用ELFﾌｧｲﾙ作成

このｺｰﾄﾞは(ATtiny4/5/9/10を除く)tinyAVR、megaAVR、XMEGAﾃﾞﾊﾞｲｽにﾒﾓﾘ領域を追加する方法を示します。この例はATxmega 
128A1用です。他のﾃﾞﾊﾞｲｽについてはそれに応じて変更されなければなりません。

#include <avr/io.h>

// ATxmega128A1用ﾃﾞｰﾀ例
const char eeprdata[] __attribute__ ((section (".eeprom"))) = "Hello EEPROM";
// ﾋｭｰｽﾞ値の順番は下位から上位へ。ﾋｭｰｽﾞ ﾊﾞｲﾄ0に0xA2が書かれ、ﾊﾞｲﾄ1に0x00、以下同様
const uint8_t fusedata[] __attribute__ ((section (".fuse"))) = {0xA2, 0x00, 0xFF, 0xFF, 0xFF, 0xF5};
const uint8_t lockbits[] __attribute__ ((section (".lockbits"))) = {0xFC};
const char userdata[] __attribute__ ((section (".user_signatures"))) = "Hello User Signatures";

// 以下のﾂｰﾙﾁｪｰﾝ ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ任意選択を設定することを忘れないでください。
// AVR/GNU⇒Miscellaneous下に:
//
//   -Wl,--section-start,.user_signatures=0x00850000

int main(void)
{
 while(1)
 {
  // すべきこと:: あなたの応用ｺｰﾄﾞを書いてください。
 }
}

使用者識票領域用ﾘﾝｶ構成設定

使用者識票(User Signatures)領域は次に示されるように特有のﾘﾝｶ構成設定を持たなければなりません。これはELFﾌｧｲﾙ内で使用
者識票領域に対する正しいｱﾄﾞﾚｽ変位(ｵﾌｾｯﾄ)を得ることが必要です。他のﾒﾓﾘ領域は自動的に正しいｱﾄﾞﾚｽを得ます。
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図3-19. 使用者識票領域用ﾘﾝｶ構成設定

3.2.7.7.2. ATtiny4/5/9/10用ELFﾌｧｲﾙ作成

このｺｰﾄﾞはATtiny10に対してﾒﾓﾘ領域を追加する方法を示します。

#include <avr/io.h>

typedef struct _tagConfig
{
 unsigned char f1;
} Config;

typedef struct _tagLock
{
 unsigned char f1;
} Lock;

typedef struct _tagSig
{
 unsigned char f1;
 unsigned char f2;
 unsigned char f3;
} Signature;

Config __config __attribute__((section(".config"))) =
{
 f1 : 0xfb, // CKOUT設定
};

Lock __lock __attribute__((section(".lock"))) =
{
 f1 : 0xfc, // 更なる書き込みと検証を禁止
};

Signature __sig __attribute__((section(".signature"))) =
{
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 f1 : 0x03,
 f2 : 0x90,
 f3 : 0x1e,
};

int main(void)
{
 while(1)
 {
  // すべきこと:: あなたの応用ｺｰﾄﾞを書いてください。
 }
}

3.2.7.7.3. UC3用ELFﾌｧｲﾙ作成

下の例はUC3ﾃﾞﾊﾞｲｽで使用者ﾍﾟｰｼﾞにﾃﾞｰﾀを追加する方法を示します。

#include <avr/io.h>

const char userdata[] __attribute__((section(".userpage"))) = "Hello Page";

int main(void)
{
 while(1)
 {
  // すべきこと:: あなたの応用ｺｰﾄﾞを書いてください。
 }
}

3.2.7.7.4. ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ ﾌﾟﾛﾊﾟﾃｨ

ﾒﾓﾘ領域が定義されているが応用ｺｰﾄﾞで参照されない場合、Project Properties(ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ ﾌﾟﾛﾊﾟﾃｨ)⇒Linker(ﾘﾝｶ)⇒Optimization(最
適化)で”Garbage collect unused sections(未使用領域ｺﾞﾐ回収)”任意選択が非ﾁｪｯｸにされなければなりません。さもなければ、ﾘﾝｶ
はELFﾌｧｲﾙにその領域を含めません。

図3-20. ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ ﾌﾟﾛﾊﾟﾃｨ
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3.3. XC8ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ

3.3.1. AVR®ﾃﾞﾊﾞｲｽ用新規XC8応用ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ開始

 1. Microchip StudioのﾒﾆｭｰからFile(ﾌｧｲﾙ)⇒New(新規)⇒Project...(ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ)を選ぶことによってProject Wizard(ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ ｳｨｻﾞｰ
ﾄﾞ)を開いてください。

図3-21. 新規ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ ｳｨｻﾞｰﾄﾞ

 2. 雛形としてC/C++(C/C++)⇒AVR XC8 C Application Project(AVR XC8 C応用ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ)を選び、その後にName(ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ名)を
指定し、Location(場所)を選び、Solution name(解決策名)を提供してください。既定により、空のmain()関数を持つｿｰｽ ﾌｧｲﾙがﾌﾟ
ﾛｼﾞｪｸﾄに追加されます。進めるためにOKを押してください。

 3. ﾗｲﾌﾞﾗﾘ ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄを作成するには雛形としてC/C++(C/C++)⇒XC8 C Library Project(XC8 Cﾗｲﾌﾞﾗﾘ ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ)を選び、その後
にName(ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ名)を指定し、Location(場所)を選び、Solution name(解決策名)を提供してください。myfunc()関数を持つｿｰｽ 
ﾌｧｲﾙがﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄに追加されます。進めるためにOKを押してください。

助言: XC8ﾗｲﾌﾞﾗﾘ ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄについてもっと学ぶには「3.3.3. 新規XC8ﾗｲﾌﾞﾗﾘ ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ開始」項をご覧ください。

 4. ﾃﾞﾊﾞｲｽ選択ﾀﾞｲｱﾛｸﾞが現れます。あなたのﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄに対して適切な目的対象ﾃﾞﾊﾞｲｽを選んでください。

図3-22. ﾃﾞﾊﾞｲｽ選択ﾀﾞｲｱﾛｸﾞ

 5. ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ作成を完了するためにOKをｸﾘｯｸしてください。
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 6. ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ項目で右ｸﾘｯｸしてﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄを構築するためにBuild(構築)を選んでください。

図3-23. 構築後のXC8ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの解決策ｴｸｽﾌﾟﾛｰﾗ表示

Dependencies (依存性)

構築処理で使われた全てのﾍｯﾀﾞ ﾌｧｲﾙがこの項目下で表示されます。ｴﾃﾞｨﾀで開くにはそのﾌｧｲﾙ上をﾀﾞﾌﾞﾙ ｸﾘｯｸしてください。

Output Files (出力ﾌｧｲﾙ)

全ての出力ﾌｧｲﾙがこの項目下で表示されます。

Libraries (ﾗｲﾌﾞﾗﾘ)

全てのﾗｲﾌﾞﾗﾘ ﾌｧｲﾙがこの項目下で表示されます。

助言: ﾗｲﾌﾞﾗﾘ任意選択についてもっと知るには「3.3.2. ﾗｲﾌﾞﾗﾘ任意選択」項をご覧ください。

3.3.2. ﾗｲﾌﾞﾗﾘ任意選択

3.3.2.1. ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ ﾗｲﾌﾞﾗﾘの追加方法

助言: 現在の解決策内にﾗｲﾌﾞﾗﾘ ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄを持つことを確実にしてください。

応用ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄにﾗｲﾌﾞﾗﾘを追加するための手順:

 1. “Add Library(ﾗｲﾌﾞﾗﾘ追加)”ｳｨｻﾞｰﾄﾞを呼び出すためにﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄまたはﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ内のLibraries(ﾗｲﾌﾞﾗﾘ)節点で右ｸﾘｯｸしてくださ
い。

 2. Project Libraries(ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ ﾗｲﾌﾞﾗﾘ)ﾀﾌﾞを選んでください。現在の解決策内の全てのﾗｲﾌﾞﾗﾘ ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄがここで一覧にされます。

 3. 追加したいﾗｲﾌﾞﾗﾘ ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄを選んでください。

 4. 完了するためにOKをｸﾘｯｸしてください。
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図3-24. ﾗｲﾌﾞﾗﾘ追加状況ﾒﾆｭｰ

図3-25. ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ ﾗｲﾌﾞﾗﾘ追加
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図3-26. ﾗｲﾌﾞﾗﾘ追加後のﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄの表示

また、Ptoject(ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ)⇒Build Dependencies(構築依存性)⇒Project Dependencies(ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ依存性)からﾗｲﾌﾞﾗﾘがﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ依存性
として追加されたのを見てください。

図3-27. ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ ﾗｲﾌﾞﾗﾘ追加後のﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ依存性の表示
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3.3.2.2. ﾂｰﾙﾁｪｰﾝ ﾗｲﾌﾞﾗリの追加方法

 1. “Add Library(ﾗｲﾌﾞﾗﾘ追加)”ｳｨｻﾞｰﾄﾞを呼び出すためにﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄまたは’Libraries(ﾗｲﾌﾞﾗﾘ)’節点で右ｸﾘｯｸしてください。

 2. Toolchain Libraries(ﾂｰﾙﾁｪｰﾝ ﾗｲﾌﾞﾗﾘ)ﾀﾌﾞを選んでください。

 3. 利用可能なﾂｰﾙﾁｪｰﾝ ﾗｲﾌﾞﾗﾘの一覧がここで一覧にされます。

 4. 追加したいﾗｲﾌﾞﾗﾘを選んでください。

 5. 完了するためにOKをｸﾘｯｸしてください。

図3-28. ﾗｲﾌﾞﾗﾘ追加状況ﾒﾆｭｰ

図3-29. ﾗｲﾌﾞﾗﾘ追加ﾀﾞｲｱﾛｸﾞ
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図3-30. ﾗｲﾌﾞﾗﾘ追加後のXC8ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの解決策表示

また、Ptoject(ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ)⇒Properties(特性)⇒Toolchain(ﾂｰﾙﾁｪｰﾝ)ﾀﾌﾞからﾂｰﾙﾁｪｰﾝ ﾘﾝｶ設定で追加された新しいﾗｲﾌﾞﾗﾘを見るこ
ともできます。

図3-31. ﾗｲﾌﾞﾗﾘ追加後のﾘﾝｶ任意選択の表示
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3.3.2.3. ﾗｲﾌﾞﾗリの閲覧と追加の方法

 1. “Add Library(ﾗｲﾌﾞﾗﾘ追加)”ｳｨｻﾞｰﾄﾞを呼び出すためにﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄまたは’Libraries(ﾗｲﾌﾞﾗﾘ)’節点で右ｸﾘｯｸしてください。

 2. ‘Browse Libraries(ﾗｲﾌﾞﾗﾘ閲覧)’ﾀﾌﾞを選んでください。

 3. ﾗｲﾌﾞﾗﾘを閲覧して追加するために操作盤の’Browse(閲覧)’釦をｸﾘｯｸしてください。

 4. ﾗｲﾌﾞﾗﾘ追加後、ﾗｲﾌﾞﾗﾘ名、ﾊﾟｽがここで一覧にされます。

 5. 完了するためにOKをｸﾘｯｸしてください。

図3-32. ﾗｲﾌﾞﾗﾘ追加状況ﾒﾆｭｰ

図3-33. ﾗｲﾌﾞﾗﾘ閲覧
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3.3.3. 新規XC8ﾗｲﾌﾞﾗﾘ ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ開始

3.3.3.1. ﾗｲﾌﾞﾗリの作成理由

XC8ﾗｲﾌﾞﾗﾘ(LIB)の作成はｺｰﾄﾞを再利用する良い方法です。全てのﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑで同じﾙｰﾁﾝ/関数を再作成するよりも、それらを1度書
き、機能を必要とするXC8応用ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄからそれらを参照することができます。

3.3.3.2. 新規ﾗｲﾌﾞﾗリ ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄの作成

 1. Project(ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ)ﾒﾆｭｰからNew Project(新規ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ)を選ぶことによって新しいﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄを作成してください。これはProject 
Wizard(ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ ｳｨｻﾞｰﾄﾞ)を開きます。

図3-34. 新規XC8ﾗｲﾌﾞﾗﾘ ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ

 2. 雛形としてC/C++(C/C++)⇒XC8 C Library Project(XC8 Cﾗｲﾌﾞﾗﾘ ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ)を選び、その後にName(ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ名)を指定し、
Location(場所)を選び、Solution name(解決策名)を提供してください。myfunc()関数を持つｿｰｽ ﾌｧｲﾙがﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄに追加されま
す。進めるためにOKを押してください。

 3. ﾃﾞﾊﾞｲｽ選択ﾀﾞｲｱﾛｸﾞが現れます。あなたのﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄに対して適切な目的対象ﾃﾞﾊﾞｲｽを選んでください。

図3-35. ﾃﾞﾊﾞｲｽ選択ﾀﾞｲｱﾛｸﾞ

 4. XC8ﾗｲﾌﾞﾗﾘ ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄを作成するためにOKをｸﾘｯｸしてください。

 5. ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄを構築するためにﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ節点で右ｸﾘｯｸして’Build(構築)’を選んでください。
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3.3.3.3. ﾗｲﾌﾞﾗリ ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ任意選択 (XC8 Archiver)

XC8 archiver(纏め部)(xc8-ar)ははﾗｲﾌﾞﾗﾘとしても知られる単一纏めﾌｧｲﾙ内にｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄ ﾌｧｲﾙの集合を結合します。

 1. ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ節点で右ｸﾘｯｸして’Properties(特性)’を選んでください。

 2. ’Toolchain(ﾂｰﾙﾁｪｰﾝ)’ﾀﾌﾞをｸﾘｯｸし、その後にﾗｲﾌﾞﾗﾘ任意選択を構成設定するためにXC8 Archiver(XC8纏め部)⇒General(全
般)⇒Archiver Flags(纏め部ﾌﾗｸﾞ)へ行ってください。

 3. 構成設定した任意選択でﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄを構築するためにﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ節点で右ｸﾘｯｸして’Build(構築)’を選んでください。

図3-36. XC8纏め部任意選択

3.3.4. XC8ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ任意選択と構成設定

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ特性を開始するために解決策ｴｸｽﾌﾟﾛｰﾗからﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄを右ｸﾘｯｸ
してProperties(特性)を選んでください。

注: 変更を行う時に必ずﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ ﾌｧｲﾙでの変更を更新するのに、 File
(ﾌｧｲﾙ)ﾒﾆｭｰまたはﾂｰﾙﾊﾞｰから’Save All(全て保存) (Ctrl+Shift+S)’
を使ってください。

図3-37. ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ特性状況ﾒﾆｭｰ
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3.3.4.1. 構築任意選択

図3-38. 構築構成設定

Build(構築)ﾀﾌﾞ頁で、あなたのﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄに対して外部ﾒｰｸﾌｧｲﾙの使用を望むかどうかを構成設定することができます。その場合、単
にUse External Makefile(外部ﾒｰｸﾌｧｲﾙ使用)ﾁｪｯｸ枠をﾁｪｯｸしてﾒｰｸﾌｧｲﾙの正しいﾊﾟｽを選ぶためにBrowse(検索)してください。

Build Commandline(構築ｺﾏﾝﾄﾞ行)はﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄに対して構築が呼び出される時の外部ﾒｰｸﾌｧｲﾙのために提供されます。既定構築目
的対象は”all(全て)”です。

Clean Commandline(解消ｺﾏﾝﾄﾞ行)はﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄに対して解消が呼び出される時の外部ﾒｰｸﾌｧｲﾙのために提供されます。既定楷書目
的対象は”clean(解消)”です。

外部ﾒｰｸﾌｧｲﾙ構成設定の他にも、構築に対して応用の形式を指定することもできます。この任意選択はArtfact Type(成果物の種
類)ｺﾝﾎﾞ枠を用いて選ぶことができるExecutable(実行可能)またはStatic Library(静的ﾗｲﾌﾞﾗﾘ)です。

注: 独自のﾒｰｸﾌｧｲﾙは以下のようなこれらの条件を満たさなければなりません。

 1. 目的対象名はﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ名と同じでなければなりません。

 2. ﾒｰｸﾌｧｲﾙと目的対象は(NTFSﾘﾝｸでも参照することができる)同じﾌｫﾙﾀﾞに存在しなければなりません。

3.3.4.2. 構築事象

図3-39. 構築事象任意選択
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Build Evects(構築事象)ﾀﾌﾞはPre-build(構築前)とPost-build(構築後)のｽｸﾘﾌﾟﾄによって開始される各構成設定に対して計画された
事象の一覧を含みます。これらの事象はEdit Pre-build...(構築前編集)またはEdit Post-build...(構築後編集)の釦のどちらかをｸﾘｯｸ
することによって追加、削除、または編集することができます。これらの釦をｸﾘｯｸすることで、以下のﾀﾞｲｱﾛｸﾞであなたの命令を手動で
追加すべきです。現公開版の時点で、他の利用可能な応用とのﾘﾝｸとしてそれら内で宣言された環境変数と値を使うことが可能で
す。その機能を使うにはShow Macros(ﾏｸﾛ表示)釦を押してください。

図3-40. 構築事象ｴﾃﾞｨﾀ

ﾏｸﾛ

ｺﾏﾝﾄﾞ行編集枠で挿入するのにﾏｸﾛ/環境変数の一覧を表示するために編集枠を広げてください。

ﾏｸﾛ表

利用可能なﾏｸﾛ/環境変数とその値を一覧してください。ｺﾏﾝﾄﾞ行編集枠内へ挿入するのに一度に1つのﾏｸﾛだけを選ぶことができま
す。MSBuildはﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ ﾌｧｲﾙとMSBuildﾊﾞｲﾅﾘについての情報を格納する予約されたﾌﾟﾛﾊﾟﾃｨの組を提供します。これらのﾌﾟﾛﾊﾟﾃｨ
は編集枠で一覧にされるかもしれません。

Microchip Sudioに特有な説明については下のﾏｸﾛ/環境変数をご覧ください。

表3-6. Microchip Studio構築ﾏｸﾛ表

ﾏｸﾛ 説明

$(AVRSTUDIO_EXE_PATH) (ﾄﾞﾗｲﾌﾞとﾊﾟｽで定義される)Microchip Studioのｲﾝｽﾄｰﾙ ﾃﾞｨﾚｸﾄﾘ

$(SolutionDir) (ﾄﾞﾗｲﾌﾞとﾊﾟｽで定義される)解決策のﾃﾞｨﾚｸﾄﾘ

$(SolutionPath) (ﾄﾞﾗｲﾌﾞ、ﾊﾟｽ、基本名、ﾌｧｲﾙ拡張子で定義される)解決策の絶対ﾊﾟｽ名

$(SolutionFileName) 解決策の名前

$(SolutionName) 解決策の基本名

$(SolutionExt) 解決策のﾌｧｲﾙ拡張子。ﾌｧｲﾙ拡張子の前の’.’を含みます。

$(Configuration) 現在のﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ構成設定の名前。例えば、”Debug”

$(Platform) 現在の目的対象基盤の名前。例えば、”AVR”

$(DevEnvDir) (ﾄﾞﾗｲﾌﾞとﾊﾟｽで定義される)Microchip Studioのｲﾝｽﾄｰﾙ ﾃﾞｨﾚｸﾄﾘ

$(ProjectVersion) ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄの版番号

$(ProjectGuid) ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄの固有識別子

$(avrdevice) 現在選ばれているﾃﾞﾊﾞｲｽの名前

$(avrdeviceseries) 選ばれているﾃﾞﾊﾞｲｽの系統。Microchip Studioによって内部的に使用

$(OutputType) 現在のﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄが実行可能型または静的ﾗｲﾌﾞﾗﾘ型かを定義

$(Language) 現在のﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄの言語。例えば、C、CPP、またはｱｾﾝﾌﾞﾗ

$(OutputFileName) (基本ﾌｧｲﾙ名として定義される)構築用基本出力ﾌｧｲﾙの名前

$(OutputFileExtension) 構築用基本出力ﾌｧｲﾙのﾌｧｲﾙ拡張子。ﾌｧｲﾙ拡張子の前の’.’を含みます。

$(OutputDirectory) 出力ﾌｧｲﾙ ﾃﾞｨﾚｸﾄﾘの絶対ﾊﾟｽ

$(AssemblyName) 構築用基本出力のｱｾﾝﾌﾞﾘ名

$(Name) ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄの基本名

$(RootNamespace) ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄの基本名

$(ToolchainName) ﾂｰﾙﾁｪｰﾝの名前

$(ToolchainFlavour) ﾂｰﾙﾁｪｰﾝ ｺﾝﾊﾟｲﾗの名前
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3.3.4.3. ｺﾝﾊﾟｲﾗとﾂｰﾙﾁｪｰﾝの任意選択

図3-41. ｺﾝﾊﾟｲﾗとﾂｰﾙﾁｪｰﾝの任意選択

表3-7. XC8 Cｺﾝﾊﾟｲﾗ任意選択

任意選択 説明

全般任意選択

-mcall-prologues ﾌﾟﾛﾛｰｸﾞとｴﾋﾟﾛｰｸﾞの機能にｻﾌﾞﾙｰﾁﾝを使用

-mno-interrupts 割り込み禁止なしでｽﾀｯｸ ﾎﾟｲﾝﾀを変更

-funsigned-char 既定char型は符号なし

-funsigned-bitfield 既定ﾋﾞｯﾄ領域は符号なし

ｼﾝﾎﾞﾙ任意選択

ｿｰｽ内のｼﾝﾎﾞﾙを定義(-D)または定義解除(-U)することができます。新しいｼﾝﾎﾞﾙ宣言は下のｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ釦を用いて追加、変
更、再整理をすることができます。

・ 新しいｼﾝﾎﾞﾙ追加。これと以下の全ｱｲｺﾝはMicrochip Studioｲﾝﾀｰﾌｪｰｽの他の部分で同じ意味で再利用されます。

・ ｼﾝﾎﾞﾙ削除

・ ｼﾝﾎﾞﾙ編集

・ 解析順に於いてｼﾝﾎﾞﾙを上に移動

・ 解析順に於いてｼﾝﾎﾞﾙを下に移動

最適化任意選択

最適化ﾚﾍﾞﾙ(引き落としﾒﾆｭｰ)
-O0, -O1, -O2, -O3, -Os, -Og

最適化なし、速度最適化(ﾚﾍﾞﾙ1～3)、大きさ最適化、良好なﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ体験用最適化

-ffunction-sections ｺﾞﾐ回収用関数準備。関数が決して使われないなら、ﾒﾓﾘがかき集められます。

-fpack-struct 構造体ﾒﾝﾊﾞを共に一括化

-fshort-enums 列挙型によって必要とされるのと同数のﾊﾞｲﾄだけを割り当て

ｲﾝｸﾙｰﾄﾞ ﾃﾞｨﾚｸﾄﾘ

ｲﾝｸﾙｰﾄﾞされるﾍｯﾀﾞと定義指令の全てを含み、ｼﾝﾎﾞﾙと同じｲﾝﾀｰﾌｪｰｽを用いて編集することができます。

ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ任意選択

ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ ﾚﾍﾞﾙ(引き落としﾒﾆｭｰ)
none, -g1, -g2, -g3

ｿｰｽ ｺｰﾄﾞで残されるまたは挿入されるｺｰﾄﾞとﾍｯﾀﾞを追跡してﾃﾞﾊﾞｯｸﾞするﾚﾍﾞﾙを指定

次頁へ続く
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表3-7 (続き). XC8 Cｺﾝﾊﾟｲﾗ任意選択

任意選択 説明

警告ﾒｯｾｰｼﾞ出力任意選択

-Wall 全ての警告を表示

-Werror 疑わしい構成に対する警告の代わりに異常を生成

-pedantic 厳密なANSI Cによって要求された警告、禁止拡張を使う全てのﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを却下

-w 全ての警告ﾒｯｾｰｼﾞを抑制

その他の任意選択

他のﾌﾗｸﾞ(書式領域) 他のﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ特有ﾌﾗｸﾞを入力

-v 詳細

3.3.4.3.1. XC8ﾘﾝｶ任意選択

表3-8. XC8ﾘﾝｶ任意選択

任意選択 説明

-nodefaultlibs 標準Cﾗｲﾌﾞﾗﾘをﾘﾝｸしない。

-Wl,-Map ﾏｯﾌﾟ ﾌｧｲﾙを生成

-Wl,-u,vfprintf vprintfﾗｲﾌﾞﾗﾘを使用

ﾗｲﾌﾞﾗﾘ任意選択

ﾗｲﾌﾞﾗﾘ -Wl, -l (書式領域) の釦を用いて、ここでﾗｲﾌﾞﾗﾘ名の追加、優先付け、編集ができます。

ﾗｲﾌﾞﾗﾘ検索ﾊﾟｽ -Wl, -L
(書式領域)

上と同じｲﾝﾀｰﾌｪｰｽでﾘﾝｶが動的にﾘﾝｸされるﾗｲﾌﾞﾗﾘを探す所のﾊﾟｽの追加、優先付け、編集
ができます。

最適化任意選択

-Wl,-gc-sections 未使用領域ｺﾞﾐ回収

-mrelax 分岐緩和

その他の任意選択

他のﾘﾝｶ ﾌﾗｸﾞ (書式領域) 他のﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ特有ﾌﾗｸﾞを入力

3.3.4.3.2. XC8ｱｾﾝﾌﾞﾗ任意選択

表3-9. XC8ｱｾﾝﾌﾞﾗ任意選択

任意選択 説明

最適化任意選択

-Wa,任意選択 ｱｾﾝﾌﾞﾗに綿われる任意選択

-x assembler-with-cpp
-x assembler-with-cpp言語任意選択はｱｾﾝﾌﾞﾘ言語ｿｰｽ ﾌｧｲﾙがｱｾﾝﾌﾞﾙされる前に前処理さ
れることを保証します。

-c -c任意選択はｱｾﾝﾌﾞﾗ実行後にｺﾝﾊﾟｲﾙを停止するのに使われます。

-v ｱｾﾝﾌﾞﾗ出力で版番号を公表

ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ任意選択

-Wa,-g 生成するﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ情報の形式

その他の任意選択

他のｱｾﾝﾌﾞﾗ ﾌﾗｸﾞ
ｱｾﾝﾌﾞﾗ段階で内包/追加することを使用者が望むかもしれない他のﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ特有ｱｾﾝﾌﾞﾗ ﾌﾗ
ｸﾞを入力

3.3.4.4. ﾃﾞﾊﾞｲｽ任意選択

このﾀﾌﾞは現在のﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄに対するﾃﾞﾊﾞｲｽを選んで変更することを許し、ﾃﾞﾊﾞｲｽ選択部と同じです。図3-22.をご覧ください。

助言: 編集中に素早くこのﾀﾌﾞを得るにはDevice and Debugger(ﾃﾞﾊﾞｲｽとﾃﾞﾊﾞｯｶﾞ)ﾂｰﾙﾊﾞ-でDevice釦をｸﾘｯｸしてください。
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3.3.4.5. ﾂｰﾙ任意選択

このﾀﾌﾞは現在のﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄに対してﾃﾞﾊﾞｯｶﾞ基盤を選んで変更することを許します。

図3-42. ﾂｰﾙ任意選択

 1. 引き落とし一覧からﾂｰﾙ/ﾃﾞﾊﾞｯｶﾞを選んでください。現在の選択Simulator(ｼﾐｭﾚｰﾀ)が示されます。

 2. 引き落とし一覧からｲﾝﾀｰﾌｪｰｽを選んでください。更なる特性は選んだﾂｰﾙとｲﾝﾀｰﾌｪｰｽに依存します。
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3.3.4.6. 高度な任意選択

Toolchain Flavour(ﾂｰﾙﾁｪｰﾝ味付け)はXC8ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄを構築するのに使われるﾂｰﾙﾁｪｰﾝのﾊﾟｽを指定します。利用可能なﾂｰﾙﾁｪｰﾝ
味付けは引き落とし選択枠で一覧にされます。

助言: ﾂｰﾙﾁｪｰﾝ味付けの追加方法を学ぶには「10.3.11. ﾂｰﾙﾁｪｰﾝ」を参照してください。

図3-43. 高度な任意選択
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3.4. ｱｾﾝﾌﾞﾗ ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ

3.4.1. 新規ｱｾﾝﾌﾞﾗ ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ作成

図3-44. 新しいｱｾﾝﾌﾞﾗ ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ

OK押下後、ﾏｲｸﾛ ｺﾝﾄﾛｰﾗを選んでください。

下で与えられる簡単なLED追っかけｺｰﾄﾞを値用してｱｾﾝﾌﾞﾗ構築とｺｰﾄﾞ ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞを試してみることができます。あなたのﾊｰﾄﾞｳｪｱにﾎﾟｰ
ﾄを(ここの場合はEに)変更することによってどのAVR 8ﾋﾞｯﾄ ﾏｲｸﾛ ｺﾝﾄﾛｰﾗにも合うでしょう。

start: NOP
 LDI R16,0xFF
 STS PORTE_DIR,R16
 LDI R17,0x80
output: STS PORTE_OUT,R17
 ROL R17
 LDI R16,0x00
delay: LDI R18,0x00
delay1: INC R18
 BRNE delay1
;
 INC R16
 BRNE delay
;
 BREAK
 RJMP output
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新しいﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄが作成されるか、または古いﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄが読み込まれると、ﾌﾟﾛ
ｼﾞｪｸﾄ表示は全てのﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ ﾌｧｲﾙと共に表示されます。Solution explorer(解
決策ｴｸｽﾌﾟﾛｰﾗ)ｳｨﾝﾄﾞｳで状況ﾒﾆｭｰを用いてﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ一覧に対してﾌｧｲﾙを追
加、作成、削除をすることができます。

全てのｿｰｽ ﾌｧｲﾙは一覧の最後で一覧にされます。ｴﾃﾞｨﾀで開くにはどれかの
ﾌｧｲﾙ上でﾀﾞﾌﾞﾙ ｸﾘｯｸしてください。

全ての独自ｲﾝｸﾙｰﾄﾞ ﾌｧｲﾙは、ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄで新しいﾌｫﾙﾀﾞを作成しない限り、ﾌﾟﾛ
ｼﾞｪｸﾄ名項目下のﾃﾞｨﾚｸﾄﾘで一覧にされます。

図3-45. ｱｾﾝﾌﾞﾗ ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄの表示

Dependencies(依存性) : 全てのｲﾝｸﾙｰﾄﾞ ﾌｧｲﾙがここで一覧にされます。
ｴﾃﾞｨﾀで開くにはどれかのﾌｧｲﾙ上でﾀﾞﾌﾞﾙ ｸﾘｯｸ
してください。

Lablels(ﾗﾍﾞﾙ) : ｱｾﾝﾌﾞﾘ ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ内の全てのﾗﾍﾞﾙがここで一覧にされま
す。ｿｰｽ内のそれの位置を示すにはその項目上でﾀﾞﾌﾞﾙ 
ｸﾘｯｸしてください。印が正しい行を指示します。

Output Files(出力ﾌｧｲﾙ) : 全ての出力ﾌｧｲﾙがこの項目下に表示されま
す。

図3-46. 構築完了後のｱｾﾝﾌﾞﾗ ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄの表示

図3-47. ﾌｧｲﾙ状況ﾒﾆｭｰ 表3-10. ﾌｧｲﾙ状況ﾒﾆｭｰ

ﾒﾆｭｰ文 説明ｼｮｰﾄｶｯﾄ

Open 右ｸﾘｯｸ⇒O 選択したﾌｧｲﾙを開く

Open With... 右ｸﾘｯｸ⇒n 選択したﾌｧｲﾙを別のｴﾃﾞｨﾀかﾂｰﾙで開く

Cut Ctrl X 現在の区分からﾌｧｲﾙを切り取り

Copy Ctrl C 現在の区分からﾌｧｲﾙを複写

Remove Del ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄから選択したﾌｧｲﾙを削除

Rename F2 選択したﾌｧｲﾙを改名

Set As EntryFile 選択したﾌｧｲﾙを入り口ﾌｧｲﾙとして設定

Properties Alt Enter 現在のﾌｧｲﾙのﾌﾟﾛﾊﾟﾃｨ

全てのｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ表示部は既定によって結合されます。ｳｨﾝﾄﾞｳを望む位置周辺にﾄﾞﾗｯｸﾞする、またはMicrochip Studioの迅速結合ﾒ
ﾆｭｰでｳｨﾝﾄﾞｳをﾄﾞﾗｯｸﾞ&ﾄﾞﾛｯﾌﾟすることによって表示部を結合と切り離しをすることができます。迅速結合ﾒﾆｭｰはｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ表示部ま
たはｳｨﾝﾄﾞｳのﾄﾞﾗｯｸﾞを開始する毎に現れます。
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3.4.1.1. ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ状況ﾒﾆｭｰ

様々な構築命令はﾒﾆｭｰとﾂｰﾙﾊﾞｰから利用可能です。ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ用の状況ﾒﾆｭｰもあります。

図3-48. ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ状況ﾒﾆｭｰ

表3-11. ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ状況ﾒﾆｭｰ

ﾒﾆｭｰ文 説明ｼｮｰﾄｶｯﾄ

Build 右ｸﾘｯｸ⇒u 選択したﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄを構築

Rebuild 右ｸﾘｯｸ⇒e ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄを解消して構築

Clean 右ｸﾘｯｸ⇒n 成果物を解消して消去

Add
Ctrl Shift A(新規)
Shift Alt A(既存)

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄに新規ﾌｧｲﾙまたは既存ﾌｧｲﾙを追加

Set as StartUp Project 右ｸﾘｯｸ⇒a 始動で現在のﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄを自動的に開くように構成設定

Cut Ctrl X 別の解決策に対する補助ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄとして貼り付けるためにﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ切り取り

Remove Del ｶｰｿﾙ下のﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄまたは補助ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄを削除

Rename F2 現在のﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄを改名

Unload Project 右ｸﾘｯｸ⇒I IDEから有効なﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄを取り除く

Properties Alt Enter ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ ﾌﾟﾛﾊﾟﾃｨ

3.4.2. ｱｾﾝﾌﾞﾗ任意選択

ﾒﾆｭｰのProject(ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ)⇒あなたのﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ名 Properties(ﾌﾟﾛﾊﾟﾃｨ)で任意選択ｳｨﾝﾄﾞｳを開いてください。このﾒﾆｭｰ項目はｱｾﾝﾌﾞ
ﾗ ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄが開いている時にだけ利用可能です。Project properties(ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ ﾌﾟﾛﾊﾟﾃｨ)ｳｨﾝﾄﾞｳが開いた後、ｱｾﾝﾌﾞﾗ任意選択を構
成設定するために6つのﾀﾌﾞを見るでしょう。Toolchain(ﾂｰﾙﾁｪｰﾝ)をｸﾘｯｸしてください。

図3-49. ｱｾﾝﾌﾞﾗ構成設定ﾀﾞｲｱﾛｸﾞ、ｺﾏﾝﾄﾞ行表示
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図3-50. ｱｾﾝﾌﾞﾗ構成設定ﾀﾞｲｱﾛｸﾞ、全般任意選択表示

3.4.2.1. 様々な設定の説明

Configuration(構成設定)ﾒﾆｭｰはﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ ﾌﾟﾛﾊﾟﾃｨへの変更によって影響を及ぼされるﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ完成の過程を選ぶことを許します。
既定によってDebug(ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ)が初期過程と初期活性構成設定です。以下の任意選択が利用可能です。

 1. Debug(ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ)

 2. Release(公開)

 3. All configurations(全構成設定)

Platform(基盤)ﾒﾆｭｰは試作に利用可能な目的対象適合基盤を示します。

Hex Output Format(HEX出力形式) : 出力形式として以下のﾌｧｲﾙ形式を選ぶことができます。

 1. Intel Hex

 2. Generic Hex

 3. Motorola Hex(Sﾚｺｰﾄﾞ)

Wrap Relative Jumps(相対分岐丸め) : AVRのRJMP/RCALL命令は±2K語に対応する12ﾋﾞｯﾄPC相対変位を許します。4K語(8Kﾊﾞｲ
ﾄ)またはそれ未満のﾌﾗｯｼｭ ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ ﾒﾓﾘを持つﾃﾞﾊﾞｲｽに対して、この丸め任意選択はｱｾﾝﾌﾞﾗの変位計算をｱﾄﾞﾚｽ指定可能なﾌﾟﾛｸﾞ
ﾗﾑ ﾒﾓﾘ範囲で丸めるようにさせ、これらの命令を用いてﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ ﾒﾓﾘ全体にｱﾄﾞﾚｽ指定されることを許します。

4K語よりも多いﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ ﾒﾓﾘを持つﾃﾞﾊﾞｲｽに対しては、予期せぬ結果を避けるためこの任意選択をOFFにしてください。これがONの
ままの場合、ｱｾﾝﾌﾞﾗは丸めが効果を発する時に警告を生成します。

注意: RJMP/RCALL丸めは4K語を超えるﾃﾞﾊﾞｲｽに対して規則違反です。 - 丸め任意選択をOFFにしてJMP/CALLを使って
ください。(訳補:これは丸めが発生するRJMP/RCALLをしないようにとの話です。)

この診断はｱｾﾝﾌﾞﾗの初期版との互換性を保持するために異常ではなく警告として与えられますが、使用者によって異常として扱わ
れるべきです。JMP/CALLの2語命令は22ﾋﾞｯﾄの絶対ｱﾄﾞﾚｽを取り、代わりに使われるべきです。

Unsupported Instructions(未支援命令) : 既定によって、この任意選択はｱｾﾝﾌﾞﾗが実ﾃﾞﾊﾞｲｽに対して未支援命令を見つけた時に警
告を与えるように設定されます。任意で、異常を出力することができます。

Include Paths (-I)(ｲﾝｸﾙｰﾄﾞ ﾊﾟｽ) : 第三者の単位部や独自のｲﾝｸﾙｰﾄﾞ ﾊﾟｽを使う時に追加のｲﾝｸﾙｰﾄﾞ ﾊﾟｽをここで設定することがで
きます。

Other optimization flags(他の最適化ﾌﾗｸﾞ) : これは最適化をあなた固有の必要性に誂えるように設定することができます。より多くの
情報についてはｱｾﾝﾌﾞﾗのﾍﾙﾌﾟ(Help(ﾍﾙﾌﾟ)⇒View Help(ﾍﾙﾌﾟ表示)⇒AVR Assembler 
Help(AVRｱｾﾝﾌﾞﾗ ﾍﾙﾌﾟ))をご覧ください。
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3.5. ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄのｲﾝﾎﾟｰﾄ

3.5.1. 序説

Microchip Studioは以前の既存ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ ｿｰｽからﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄのｲﾝﾎﾟｰﾄを許します。本項は既存ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄのｲﾝﾎﾟｰﾄ方法を詳述しま
す。

3.5.2. AVR® Stuido 4ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄのｲﾝﾎﾟｰﾄ

ﾒﾆｭｰでFile(ﾌｧｲﾙ)⇒Import(ｲﾝﾎﾟｰﾄ)⇒AVR® Studio 4 Project(ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ)をｸﾘｯｸするか、Ctrl+4を押下してください。

Import AVR Studio 4 Project(AVR Studio 4ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄのｲﾝﾎﾟｰﾄ)ﾀﾞｲｱﾛｸﾞが現れます。

あなたのﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄの名前を入力するか、またはAPS File Location(APSﾌｧｲﾙ位置)欄のBrowse(検索)釦をｸﾘｯｸすることによってﾌﾟﾛ
ｼﾞｪｸﾄの場所を検索してください。
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Microchip Studioは変換を進めて進捗の更新を与えます。警告と異常は要約ｳｨﾝﾄﾞｳで示されます。

完全な変換記録を表示するにはShow conversion log after this page is closed(このﾍﾟｰｼﾞが閉じられた後に変換記録を表示)をﾁｪｯｸ
してください。

新たに変換されたﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄへｱｸｾｽするにはFinish(終了)をｸﾘｯｸしてください。

注: 現在、Solution(解決策)ﾌｫﾙﾀﾞがAPSﾌｧｲﾙ位置と同じ場合、変換はﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ ﾌｧｲﾙと解決策ﾌｧｲﾙだけを追加します。他のﾌｧｲﾙ
は全く変更されません。
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3.5.3. AVR® 32 Studioﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄのｲﾝﾎﾟｰﾄ

ﾒﾆｭｰでFile(ﾌｧｲﾙ)⇒Import(ｲﾝﾎﾟｰﾄ)⇒AVR® Studio 32 Project(ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ)をｸﾘｯｸするか、Ctrl+3を押下してください。

“Import AVR Studio 32 Project(AVR Studio 32ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄのｲﾝﾎﾟｰﾄ)”ﾀﾞｲｱﾛｸﾞが現れます。

あなたの作業空間の名前を入力するか、またはWorkspace(作業空間)欄の...(検索釦)をｸﾘｯｸすることによって作業空間の場所を検
索してください。全てのﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ ﾌｧｲﾙを見つけるにはFind Projects(ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ検索)をｸﾘｯｸして、作業空間で利用可能な他のﾌｫﾙﾀﾞ
を入れてください。

Available AVR32 C/C++ Project(利用可能なAVR32 C/C++ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ)ﾀﾌﾞはｲﾝﾎﾟｰﾄすることができる全てのAVR32 C/C++ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ
が入れられ、これは利用可能なﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄの総数も表示します。
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Unsupported AVR32 Projects(非支援AVR32ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ)ﾀﾌﾞはｲﾝﾎﾟｰﾄすることができない全ての無効AVR32ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄが入れられ、こ
れは理由と共に変換不能なﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄの総数も表示します。

Microchip Studioは変換を進め、進捗の更新を与えます。警告と異常は要約ｳｨﾝﾄﾞｳで示されます。

完全な変換記録を表示するにはShow conversion log after this page is closed(このﾍﾟｰｼﾞが閉じられた後に変換記録を表示)をﾁｪｯｸ
してください。

新たに変換されたﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄへｱｸｾｽするにはFinish(終了)をｸﾘｯｸしてください。
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注: ・ 現在版のAVR32ｲﾝﾎﾟｰﾄ部はAVR32 C/C++ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄを支援します。

・ AP7ﾃﾞﾊﾞｲｽ系統は現在Microchip Studioによって支援されません。

・ 現在、Solution(解決策)ﾌｫﾙﾀﾞが作業空間ﾌｫﾙﾀﾞと同じ場合、変換はﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ ﾌｧｲﾙと解決策ﾌｧｲﾙだけを追加します。他のﾌｧ
ｲﾙは全く変更されません。

・ 前/後構築設定はｲﾝﾎﾟｰﾄされません。

・ 自動生成一覧(*.lss)ﾌｧｲﾙはｲﾝﾎﾟｰﾄされません。

3.5.4. ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ雛形のｲﾝﾎﾟｰﾄ

File(ﾌｧｲﾙ)⇒Import(ｲﾝﾎﾟｰﾄ)⇒Project Template...(ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ雛形)またはCtrl+Tによっていくつかの予め定義されたﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄをMicr 
ochip Studioにｲﾝﾎﾟｰﾄすることができます。

これらの雛形は新しいﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄの作成を始める、または現在のﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄを拡張するための開始点を提供します。ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ雛形は標
準ｱｾﾝﾌﾞﾘ参照を含む特定のﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ形式に対して必要とされる基本ﾌｧｲﾙを提供し、既定ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ ﾌﾟﾛﾊﾟﾃｨとｺﾝﾊﾟｲﾗ任意選択を
設定します。
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“Import Project Template(ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ雛形ｲﾝﾎﾟｰﾄ)”ｳｨﾝﾄﾞｳは以下を指定します。

 ・ あなたのﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ雛形の場所。

 ・ 保存場所。ｺﾝﾎﾞ枠はNew Project(新規ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ)⇒Installed Template(ｲﾝｽﾄｰﾙ済雛形)で利用可能なｲﾝｽﾄｰﾙ済雛形を示しま
す。

あなたのﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄを追加したいどれかの下の何れかの雛形を選択してください。”Add to folder(ﾌｫﾙﾀﾞへ追加)”で<root>を選ぶこ
とによってあなたの雛形をﾙｰﾄに追加することもできます。

 ・ 指定した”Add to subfolder (Optional)(副ﾌｫﾙﾀﾞに追加(任意選択))”下のﾌｫﾙﾀﾞ名を指定することによって、あなたのﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ雛
形を追加したい独立したﾌｫﾙﾀﾞを作成することができます。
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結果として生じたﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ雛形は既存のｲﾝｽﾄｰﾙ済み雛形に追加され、File(ﾌｧｲﾙ)⇒New(新規)⇒Project...(ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ)またはCtrl+ 
Shift+Nからｱｸｾｽすることができます。

注: ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ雛形ｲﾝﾎﾟｰﾄ部は同じ版に対して作成された雛形で動きます。

3.6. Microchip Studioでのｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄ ﾌｧｲﾙ ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ

3.6.1. 序説

ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ作業はMicrochip Studioによって支援されるｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄ ﾌｧｲﾙを読み込むことが必要です。ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ ﾌｧｲﾙはﾃﾞﾊﾞｯｸﾞのためのｼﾝ
ﾎﾞﾙ情報を含みます。

3.6.2. Microchip Studioが支援するﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ形式

表3-12. Microchip Studioによって支援されるｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄ ﾌｧｲﾙ形式

ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄ ﾌｧｲﾙ形式 説明拡張子

UBROF .d90

UBROFはIAR専有形式です。ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ出力ﾌｧｲﾙは全ての監視形式を支援するための完全なﾃﾞ
ﾊﾞｯｸﾞ情報一式とｼﾝﾎﾞﾙを含みます。UBROF8とそれ以前版が支援されます。これはIAR EW 
2.29とそれ以前版の既定出力形式です。IAR EW 3.10とそれ以降版でUBROF8生成に強制する
方法を下でご覧ください。

ELF/DWARF .elf

ELF/DWARFﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ情報は公開標準です。このﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ形式は全ての監視形式を支援するため
の完全なﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ情報一式とｼﾝﾎﾞﾙを含みます。Microchip Studioによって読まれる形式版はDW 
ARF2です。DWARF2出力用に構成設定されるAVR-GCC版はこの形式を生成することができま
す。

AVRCOFF .cof
COFFはMicrochip Studioによって支援される拡張やﾂｰﾙを作成する第三者の供給者を意図さ
れた開放標準です。

AVRｱｾﾝﾌﾞﾗ形式 .obj
AVRｱｾﾝﾌﾞﾗ出力ﾌｧｲﾙ形式はｿｰｽ段階実行用のｿｰｽ情報を含みます。これは内部Microchip形
式専用です。いくつかの監視情報を得るために自動的に.mapﾌｧｲﾙが解析されます。

ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞに先立って、上の形式の1つのようなﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ ﾌｧｲﾙを生成するようにｺﾝﾊﾟｲﾗ/ｱｾﾝﾌﾞﾗを構成設定することを確実にしてくださ
い。第三者のｺﾝﾊﾟｲﾗ版はELF/DWARFｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄ ﾌｧｲﾙ形式を出力すべきです。
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3.6.3. ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ用にｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄ ﾌｧｲﾙを開く

ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄ ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄを作成するための手順

 ・ File(ﾌｧｲﾙ)ﾒﾆｭｰで、Open(開く)をｸﾘｯｸし、そしてOpen Object File For Debugging(ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ用のｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄ ﾌｧｲﾙを開く)をｸﾘｯｸして
ください。

Open Object File For Debugging(ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ用のｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄ ﾌｧｲﾙを開く)ｳｨｻﾞｰﾄﾞが現れます。

 ・ - Select the object file to debug(ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞのためのｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄ ﾌｧｲﾙ選択)で、ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞするためのｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄ ﾌｧｲﾙを選んでください。
Microchip Stucioはそのｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄ形式を支援しなければなりません。

- Project Name(ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ名)で、ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄの名前を入力してください。Microchip Studioは名前を示唆し、望むなら上書きすること
ができます。

- Location(場所)で、保存場所を選んでください。Microchip Studioは場所を示唆し、望むなら上書きすることができます。

- Maintain Folder hierarchy for source files(ｿｰｽ ﾌｧｲﾙ用ﾌｫﾙﾀﾞ階層を維持)任意選択は既定によって、ｿｰｽ ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄのそれ、
即ちｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄ ﾌｧｲﾙを作成するのに使うﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄとしてSolution Explorer(解決策ｴｸｽﾌﾟﾛ-ﾗ)内で同じﾌｫﾙﾀﾞ構造を作成するが
選ばれます。さもなければ、全てのﾌｧｲﾙがﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ ﾌｧｲﾙのﾙｰﾄ ﾌｫﾙﾀﾞに追加され、即ち使用者はSolution Explorer(解決策ｴ
ｸｽﾌﾟﾛｰﾗ)でどのﾌｫﾙﾀﾞも見えません。

- Add File As Link(ﾘﾝｸとしてﾌｧｲﾙを追加)任意選択は既定によって、ｵﾌﾟｼﾞｪｸﾄ ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄはﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ ﾃﾞｨﾚｸﾄﾘ内の局所複製を
除き、それの元の場所からﾌｧｲﾙを参照するが選ばれます。この任意選択が選ばれない場合、Microchip Studioはﾌｧｲﾙをｵﾌﾞ
ｼﾞｪｸﾄ ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ ﾃﾞｨﾚｸﾄﾘ内に複写します。
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 ・ Finish(終了)をｸﾘｯｸしてください。ｵﾌﾟｼﾞｪｸﾄ ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ ﾌｧｲﾙ再配置部が現れます(下の複写画面をご覧ください)。このﾀﾞｲｱﾛｸﾞは
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ ﾌｧｲﾙの位置を再配置を許します。

使用者が何れかの元ﾌｧｲﾙに対して親ﾌｫﾙﾀﾞを解決する場合、それに続くﾃﾞｨﾚｸﾄﾘ内の他の全てのﾌｧｲﾙが再帰的に再配置され
ます。故に、単に1つだけを再配置することによってﾌｧｲﾙ数分を再配置するので使用者に対して有用です。

 ・ Next(次へ)をｸﾘｯｸしてください。Deveice Selection(ﾃﾞﾊﾞｲｽ選択)ﾀﾞｲｱﾛｸﾞが現れます。

- 適切な目的対象ﾃﾞﾊﾞｲｽを選んでください。目的対象ﾃﾞﾊﾞｲｽは元々ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄ ﾌｧｲﾙを作成するために選ばれたものと同じであ
るべきです。
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 ・ 次にｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄ ﾌｧｲﾙが作成されます。再配置されないﾌｧｲﾙのﾌﾟﾛﾊﾟﾃｨが警告の合図と共に”libgcc.S”のようにSolution explorer
(解決策ｴｸｽﾌﾟﾛｰﾗ)で示されます。このﾌﾟｼﾞｪｸﾄをﾃﾞﾊﾞｯｸﾞするにはF5を押してください。

3.7. AVR® GCCﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄのXC8ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄへの変換

既存のAVR GCCﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄをXC8ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄに変換するには以下のこれらの手順に従ってください。

 1. Microchip StudioﾒﾆｭｰからFile(ﾌｧｲﾙ)⇒New(新規)⇒Project...(ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ)を選ぶことによって”Project Wizard(ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ ｳｨｻﾞｰ
ﾄﾞ)”を開いてください。

図3-51. ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ ｳｨｻﾞｰﾄﾞ
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 5. AVR GCCﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄをXC8ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄに変換するためにConvert(変換)をｸﾘｯｸしてください。

 6. ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄを構築するためにﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ節点で右ｸﾘｯｸしてBuild(構築)を選んでください。

4. ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ

4.1. 序説

Microchip Studioは組み込みｼﾐｭﾚｰﾀ、または様々なﾂｰﾙ(「6.3. 利用可能なﾂｰﾙ表示」をご覧ください)、例えばAVR ONE!、JTAGIC 
E3、Atmel ICE(別途購入)に対して目的対象とすることができます。

4.1.1. ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ環境から独立したﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ基盤

どのﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ基盤が動いているかと無関係に、Microchip Studio環境は同じように見えます。ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ基盤切り替え時、全ての環境任意
選択が新しい基盤に対して維持されます。いくつかの基盤は独自機能を持ち、新しい機能/ｳｨﾝﾄﾞｳが現れるでしょう。

4.1.2. 基盤間の違い

全てのﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ基盤がﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ環境で同じに見えるとは言え、それらの間には小さな違いがあります。実時間ｴﾐｭﾚｰﾀは大きなﾌﾟﾛｼﾞｪｸ
ﾄに対してｼﾐｭﾚｰﾀよりもかなり速くなります。ｴﾐｭﾚｰﾀはｼｽﾃﾑが実際のﾊｰﾄﾞｳｪｱ環境に接続されている間にﾃﾞﾊﾞｯｸﾞすることを許し、一
方ｼﾐｭﾚｰﾀは印加するための予め定義された起因だけを許します。ｼﾐｭﾚｰﾀでは、全てのﾚｼﾞｽﾀが表示のために潜在的に常に利用
可能で、そしてそれはｴﾐｭﾚｰﾀの場合にないかもしれません。

4.2. ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ作業開始

ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ作業を開始して停止するには、Alt+F5を押すか、またはﾒﾆｭｰからDebu 
g(ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ)⇒Start Debugging and Break(ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞと中断の開始)を選んでくださ
い。代わりに、右で図解されるようにﾂｰﾙﾊﾞｰの釦を押してください。

図4-1. ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ作業開始

ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ作業を開始して実行を続けるには、F5を押すか、継続ｼﾝﾎﾞﾙを持つﾂｰﾙ
ﾊﾞｰの釦を押すか、または右で図解されるようにﾒﾆｭｰからDebug(ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ)⇒Conti 
nue(継続)を選んでください。

図4-2. ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ作業開始

 2. Convert AVR GCC to XC8 Project(AVR GCCをXC8ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄに変換)を選び、その後に進めるためにOKを押してください。

 3. AVR GCC to XC8 Converter(AVR GCC→XC8変換部)ﾀﾞｲｱﾛｸﾞが現れます。AVR GCC Cﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ ﾌｧｲﾙ(*.cproj)を検索して選
んでください。

図3-52. AVR® GCC→XC8変換部

 4. ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄで使われるﾃﾞﾊﾞｲｽがDevice(ﾃﾞﾊﾞｲｽ)枠で自動的に設定されます。ﾃﾞﾊﾞｲｽが変換作業の流れによって支援されない場
合、適切な反応が与えられます。

助言: ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでAVRﾃﾞﾊﾞｲｽ用ﾃﾞﾊﾞｲｽ系統一括(ﾌｧﾐﾘｰ ﾊﾟｯｸ)がｲﾝｽﾄｰﾙされていない場合、その後にMicrochip Studioﾒ
ﾆｭｰのTools(ﾂｰﾙ)⇒Device Pack Manager(ﾃﾞﾊﾞｲｽ一括管理部)からそれをｲﾝｽﾄｰﾙしてください。

4.3. ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ作業終了

ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ作業を終了するにはStop Debugging(ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ中止)釦またはｷｰﾎﾞｰﾄﾞ 
ｼｮｰﾄｶｯﾄのShift+F5を使ってください。



Microchip Studio

© 2021 Microchip Technology Inc.とその子会社 使用者の手引き DS50002718D - 126頁

4.4. 目的対象への取り付け

目的対象を取り付けるにはDebug(ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ)ﾒﾆｭｰでAttach to Target(目的対象へ取り付け)任意選択、またはﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ ﾂｰﾙﾊﾞｰで取り
付け     ｱｲｺﾝを使ってください。これはMicrochip Studioに新しい応用のｱｯﾌﾟﾛｰﾄﾞやﾘｾｯﾄを起こすことなく選んだ目的対象でのﾃﾞ
ﾊﾞｯｸﾞ作業を開始させます。一旦ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ作業が確立されると、目的対象のｺｰﾄﾞは停止され、目的対象の現在の実行位置がﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ
内のｺｰﾄﾞに置かれ、これは目的対象の状態が維持され、通常のﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ技法で調べることが可能で、ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑが現在位置で停止する
ことを意味します。成功裏に取り付け後に完全な走行制御とｼﾝﾎﾞﾘｯｸ ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞが利用可能でしょう。

注: ・ ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄのｺｰﾄﾞはこの配置の正当性を確認するための何れの可能性も除き、走行する目的対象の内容に配置されます。これ
はﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄが目的対象でないｺｰﾄﾞを含む場合、変数と関数がﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ外の目的対象での違うｺｰﾄﾞ位置を持つかもしれないた
め、状態と走行制御が真実を反映しないかもしれないことを意味します。

・ 目的対象をﾘｾｯﾄすることなくﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ作業を起動する能力は基本構造依存です。全ての基本構造がこの機能を支援する訳で
はありません。

注意: 目的対象への物理的なﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ探針接続は、殆どのﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ探針がﾃﾞﾊﾞｲｽのﾘｾｯﾄ線へ電気的な接続が必要なの
で、目的対象をﾘｾｯﾄにさせます。これを避けるために標準の電気的予防処置を取ってください。

4.5. ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞなしでの開始

4.5.1. 1ｸﾘｯｸ ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ - ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞと走行

Start Without Debugging(ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞなしで開始)命令はﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ ﾀﾞｲ
ｱﾛｸﾞへの1ｸﾘｯｸ切り替えです。ﾒﾆｭｰからDebug(ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ)⇒Start Wit 
hout Debugging(ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞなしで開始)を選ぶ、またはﾂｰﾙﾊﾞｰで     釦
を押すことによって実行してください。

これは(何か変更が行われる場合に)解決策が構築され、ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ作業
を開始することなく目的対象ﾃﾞﾊﾞｲｽを書きます。

Start Without Debuggingはﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ任意選択で指定したﾂｰﾙとｲﾝ
ﾀｰﾌｪｰｽの設定を使います。これは全てでﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄに関連されない
独立型ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ ﾀﾞｲｱﾛｸﾞ使用時に行われるものと違います。

図4-3. ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞなしで開始

注: ﾃﾞﾊﾞｯｶﾞだけでなく、書き込み器とｽﾀｰﾀ ｷｯﾄはStart Without Debugging命令で使うこともできます。

Start Without Debugging命令はEEPROM、ﾋｭｰｽﾞ、施錠ﾋﾞｯﾄ、使用者識票(XMEGAのみ)部分も、これらがｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄ ﾌｧｲﾙに存在す
る場合に書き込みます。GCCｺﾝﾊﾟｲﾗはこのような部分を含むELFｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄ ﾌｧｲﾙを生成することができます。より多くの情報につい
ては「3.2.7.7. 他のﾒﾓﾘ形式でのELFﾌｧｲﾙ作成」をご覧ください。

注: 使用者識票はStart Without Debuggingによって消去されません。ELFﾌｧｲﾙから書かれる使用者識票はﾃﾞﾊﾞｲｽ内の内容とAND
されます。識票をﾌｧｲﾙ内の物との置換を望む場合、手動でuser signature erase(使用者識票消去)を実行しなければなりませ
ん。
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4.6. ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ制御

ﾃﾞﾊﾞｯｶﾞが制御するのに様々な命令が利用可能です。それらはDebug(ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ)ﾒ
ﾆｭｰと様々なﾂｰﾙﾊﾞｰの両方から利用可能です。Microchip Studio統合開発環境
(ID E:Integrated Development Envirnment)は設計動作とﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ動作の2つの主
な動作形態を持ちます。設計動作はｿｰｽ ｺｰﾄﾞ ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄを編集している時で、一
方ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ動作はﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄをﾃﾞﾊﾞｯｸﾞする時です。IDEは動作に適応してﾒﾆｭｰと
ﾂｰﾙﾊﾞｰを変えます。

注: いくつかのﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ命令はﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ動作、ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ動作内のいくつかで利用可能
です。

 ・ 設計動作に於いて、利用可能なﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ命令はﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ作業を開始するそれ
ら、例えば、Start Debugging and Break(ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ開始と中断)、Start Debugging
(ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ開始)、Start without Debugging(ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞなしで開始)です。

 ・ ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ動作に於いて、BreakAll(全て中断)、Step Out(外側まで実行)、Reset
(ﾘｾｯﾄ)のような命令を見つけるでしょう。

4.5.2. ｷｰﾎﾞｰﾄﾞ ｼｮｰﾄｶｯﾄ

既定によってこの機能に対するｷｰﾎﾞｰﾄﾞ ｼｮｰﾄｶｯﾄはありませんが、その機能を沢山使う場合にそれの追加を望むかもしれません。そ
れを追加するには、Tools(ﾂｰﾙ)⇒Options(任意選択)ﾒﾆｭｰ釦をｸﾘｯｸしてEnvironment(環境)⇒Keyboard(ｷｰﾎﾞｰﾄﾞ)へ行ってくださ
い。Show commands containing(含む命令の表示)入力領域でstartwithoutdebuggingを入力し、一覧でDebug.StartWithoutDebuggi 
ngを選んでください。その語にPress shortcut keys(ｼｮｰﾄｶｯﾄ ｷｰ押下)入力領域を選択し、望むｷｰの組み合わせを押してください。
例えばCtrl+F5を押すことができます。このｼｮｰﾄｶｯﾄが既にBreakAll(全て中断)に割り当てられていることに注意してください。それを
上書きすることを選ぶなら、新しいｷｰﾎﾞｰﾄﾞ ｼｮｰﾄｶｯﾄを割り当てるためにAssign(割り当て)釦を押してください。または、未使用のｷｰ
組み合わせを選ぶことができます。

図4-4. ｷｰﾎﾞｰﾄﾞ ｼｮｰﾄｶｯﾄ追加
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Start Debugging and Break (ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ開始と中断) : ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞを開始し、ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの最初の文で実行を中断します。

Start Debugging (ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ開始) : ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞを開始してﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを走行します。ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ動作での停止では実行を再開します。

Start Without Debugging (ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞなしで開始) : ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞを開始しないでﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄを書き込みます。詳細については「4.5. ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞなし
での開始」をご覧ください。

Break All (全て中断) : ﾃﾞﾊﾞｯｶﾞを停止します。

Stop Debugging (ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ中止) : ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ作業を停止して終了し、設計動作へ戻ります。

Restart (再始動) : ﾃﾞﾊﾞｯｶﾞを再始動してﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを再設定します。

Reset (ﾘｾｯﾄ) : ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを最初の文にﾘｾｯﾄします。

Disable debugWire and Close (ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞWIREを禁止して閉じる) : ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞWIREｲﾝﾀｰﾌｪｰｽを使ってﾃﾞﾊﾞｲｽをﾃﾞﾊﾞｯｸﾞする時に利用可
能。この命令はﾃﾞﾊﾞｯｸﾞWIREを禁止(ISPｲﾝﾀｰﾌｪｰｽを許可)してﾃﾞ
ﾊﾞｯｸﾞ作業を終えます。

Step Into (1命令実行) : 1命令を実行。逆ｱｾﾝﾌﾞﾘ ﾚﾍﾞﾙの時は1つのｱｾﾝﾌﾞﾘ ﾚﾍﾞﾙ命令が実行され、さもなければ1つのｿｰｽ ﾚﾍﾞﾙ命
令が実行されます。

Step Over (外側1命令実行) : Step Infoと同様に、Step Overは1命令を実行します。けれども、その命令が関数/ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝの呼び出
しを含む場合、その関数/ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝもまた実行されます。Step Overの間に使用者中断点に出会うと、
実行が停止されます。

Step Out (外側まで実行) : 現在の関数が完了されるまで実行を継続。Step Outの間に使用者中断点に出会うと、実行が停止されま
す。ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑが最上位の時に。Step Out命令が発行された場合、ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑは中断点に達する、または使
用者によって停止されるまで実行を続けます。

Quick Watch (一瞬監視) : ｶｰｿﾙ下の変数または式の一瞬監視を追加。詳細については「4.9.4. 一瞬監視と監視」をご覧ください。

Toggle Breakpoint (中断点ON/OFF) : ｶｰｿﾙが置かれた場所の命令に対して中断点(ﾌﾞﾚｰｸﾎﾟｲﾝﾄ)の状態を交互切り替え。この機
能がｿｰｽ ｳｨﾝﾄﾞｳまたは逆ｱｾﾝﾌﾞﾘ ｳｨﾝﾄﾞｳが活性ｳｨﾝﾄﾞｳの時にだけ利用可能なことに注意し
てください。

New Breakpoint (新中断点作成) : ｶｰｿﾙの位置に新しい中断点を作成。より多くの情報については「4.7. 中断点」をご覧ください。

Disable All Breakpoint (全中断点禁止) : この機能は禁止されている中断点を含めて設定された全ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ中断点を解除します。

Clear All Data Tips (全ﾃﾞｰﾀ情報解除) : 記された全ﾃﾞｰﾀ情報を解除、「4.10. ﾃﾞｰﾀ情報」をご覧ください。

Export Data Tips (ﾃﾞｰﾀ情報を出力) : 記された全ﾃﾞｰﾀ情報をVisual Studio Shell形式で保存。

Import Data Tips (ﾃﾞｰﾀ情報を入力) : Visual Studio Shellﾌｧｲﾙからﾃﾞｰﾀ情報を読み込み。

Options and Settings (任意選択と設定) : ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ任意選択と設定、「10.3.5. ﾃﾞﾊﾞｯｶﾞ」をご覧ください。

4.7. 中断点 (ﾌﾞﾚｰｸﾎﾟｲﾝﾄ)

4.7.1. 中断点での一般情報

中断点は指定条件が起こる、例えば与えられた命令が今にも実行されようとしている時にﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの実行を一時的に停止することを
ﾃﾞﾊﾞｯｶﾞに伝えます。

中断点は必要な場所や時に実行を一時停止することを許す強力な道具を提供します。行単位または命令単位でｺｰﾄﾞを通して段階
実行するよりも、むしろ中断点に的中するまで走行することを許し、その後にﾃﾞﾊﾞｯｸﾞを開始することができ、これはﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ処理を高速
化します。

4.7.1.1. 中断点絵記号

ｿ-ｽ ｳｨﾝﾄﾞｳと逆ｱｾﾝﾌﾞﾘ ｳｨﾝﾄﾞｳは左余白で絵記号と呼ばれるｼﾝﾎﾞﾙを表示することによって中断点位置を示します。下表はこれらの
絵記号を記述します。

中断点絵記号上にﾏｳｽを留めると、中断点情報がより多くの情報と共に現れます。この情報は異常と警告の中断点に対して特に有
用です。

表4-1. 中断点絵記号

絵記号 説明

標準中断点。一様の絵記号は中断点が許可されることを示します。中空の絵記号は禁止されることを示します。

高度な中断点。活性/禁止。+符号は中断点がそれに付随された最低1つの(条件、的中回数、選別のような)高度な機
能を持つことを示します。

中断点異常。×は中断点が異常状態のために設定することができないことを示します。

中断点警告。感嘆符は中断点が一時的な条件のために設定することができないことを示します。通常、これは中断点
または追跡点の位置のｺｰﾄﾞが読み込まれていないことを意味します。これは処理に伴ってその処理用のｼﾝﾎﾞﾙが読み
込まれていない場合にも見ることができます。ｺｰﾄﾞまたはｼﾝﾎﾞﾙが読み込まれると、中断点が許可され、絵記号が変わ
ります。
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4.7.2. 中断点での操作

4.7.2.1. 中断点設定

 1. ｿｰｽ ｳｨﾝﾄﾞｳで中断点を設定しない場所の実行可能ｺｰﾄﾞの行をｸﾘｯｸしてください。右ｸﾘｯｸ ﾒﾆｭｰでBreakpoint(中断点)をｸﾘｯｸし
てその後にInsert Breakpoint(中断点挿入)をｸﾘｯｸしてください。

--または、--

ｿｰｽ ｳｨﾝﾄﾞｳで中断点を設定しない場所の実行可能ｺｰﾄﾞの行をｸﾘｯｸしてください。Debug(ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ)ﾒﾆｭｰでToggle Breakpoint(中
断点交互ON/OFF)をﾘｯｸしてください。

4.7.2.2. ｱﾄﾞﾚｽ中断点設定

 1. Debug(ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ)ﾒﾆｭｰでWindows(ｳｨﾝﾄﾞｳ)を示し、その後に逆ｱｾﾝﾌﾞﾘ ｳｨﾝﾄﾞｳが未だ見えていなければDisassembly(逆ｱｾﾝﾌﾞﾘ)を
ｸﾘｯｸしてください。この任意選択が見えるためにはﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ作業であることが必要です。

 2. 逆ｱｾﾝﾌﾞﾘ ｳｨﾝﾄﾞｳでｺｰﾄﾞの行をｸﾘｯｸし、その後にDebug(ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ)ﾒﾆｭｰでToggle Breakpoint(中断点交互ON/OFF)をﾘｯｸしてくだ
さい。

--または、--

ｺｰﾄﾞの行を右ｸﾘｯｸし、その後にInsert Breakpoint(中断点挿入)を選んでください。

4.7.2.3. 中断点位置編集

 1. 中断点ｳｨﾝﾄﾞｳで中断点を右ｸﾘｯｸし、その後に右ｸﾘｯｸ ﾒﾆｭｰでLocation(位置)をｸﾘｯｸしてください。

--または、--

ｿｰｽ、逆ｱｾﾝﾌﾞﾘ、呼び出しｽﾀｯｸ ｳｨﾝﾄﾞｳで中断点絵記号を含む行を右ｸﾘｯｸし、その後に右ｸﾘｯｸ ﾒﾆｭｰでBreakpoints(中断点)か
らLocation(位置)をｸﾘｯｸしてください。

注: ｿｰｽ ｳｨﾝﾄﾞｳで中断点が設定された正確な文字を右ｸﾘｯｸしなければならないかもしれません。これは中断点がｿｰｽ ｺｰﾄﾞの行
内の特定文字上に設定された場合に必要です。

4.7.2.4. 中断点が何回的中かを把握する的中回数

実行は既定によって中断点に的中する毎に中断します。以下のように選ぶことができます。

 ・ 常に中断 (既定)

 ・ 的中回数が指定された値と等しい時に中断

 ・ 的中回数が指定された値の倍数と等しい時に中断

 ・ 的中回数が指定された値と等しいかより大きな時に中断

中断点に的中する回数を把握するけれども、決して実行を中断したくない場合、中断点が決して的中しないように的中回数を非常に
大きな値に設定することができます。

指定した的中回数はﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ作業の間だけ保持されます。ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ作業終了時、的中回数は0にﾘｾｯﾄされます。

4.7.2.5. 的中回数指定

 1. 中断点ｳｨﾝﾄﾞｳで中断点を右ｸﾘｯｸし、その後に右ｸﾘｯｸ ﾒﾆｭｰでHit Count(的中回数)をｸﾘｯｸしてください。

--または、--

ｿｰｽ、逆ｱｾﾝﾌﾞﾘ、呼び出しｽﾀｯｸ ｳｨﾝﾄﾞｳで中断点絵記号を含む行を右ｸﾘｯｸし、その後に右ｸﾘｯｸ ﾒﾆｭｰ上のBreakpoints(中断点)
補助ﾒﾆｭｰからHit Count(的中回数)をｸﾘｯｸしてください。

 2. Hit Count(的中回数)ﾀﾞｲｱﾛｸﾞ枠で中断点に的中した時の一覧から望む動作を選んでください。Break always(常に中断)以外のど
れかを選ぶ場合、一覧の傍にﾃｷｽﾄ枠が現れます。望む的中回数を設定するにはﾃｷｽﾄ枠内に現れる整数を編集してください。

 3. OKをｸﾘｯｸしてください。

4.7.2.6. 単一中断点の許可/禁止

ｿｰｽ、逆ｱｾﾝﾌﾞﾘ、呼び出しｽﾀｯｸ ｳｨﾝﾄﾞｳで中断点絵記号を含む行を右ｸﾘｯｸし、中断点を示し、その後にEnable Breakpoints(中断点
許可)またはDisable Breakpoints(中断点禁止)をｸﾘｯｸしてください。

--または、--

Breakpoints(中断点)ｳｨﾝﾄﾞｳで中断点傍のﾁｪｯｸ枠を選択または解除してください。

全中断点の許可/禁止

Debug(ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ)ﾒﾆｭｰからEnable All Breakpoints(全中断点許可)をｸﾘｯｸしてください。

4.7.2.7. 中断点削除

Breakpoints(中断点)ｳｨﾝﾄﾞｳで中断点を右ｸﾘｯｸし、その後に右ｸﾘｯｸ ﾒﾆｭｰでDelete(削除)をｸﾘｯｸしてください。

--または、--

ｿｰｽ ｳｨﾝﾄﾞｳまたはDisassembly(逆ｱｾﾝﾌﾞﾘ)ｳｨﾝﾄﾞｳで中断点絵記号をｸﾘｯｸしてください。
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4.7.2.8. 全中断点削除

Debug(ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ)ﾒﾆｭｰからDelete All Breakpoints(全中断点削除)をｸﾘｯｸしてください。

確認指示

全中断点を削除すると、任意設定に依存して活動の確認を求める指示が現れるかもしれません。

4.7.3. 中断点ｳｨﾝﾄﾞｳ

図4-5. 中断点ｳｨﾝﾄﾞｳ

Debug(ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ)ﾒﾆｭｰからBreakpoints(中断点)ｳｨﾝﾄﾞｳを開くことができます。

4.7.3.1. 中断点ｳｨﾝﾄﾞｳを開く

Debug(ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ)ﾒﾆｭｰでWindows(ｳｨﾝﾄﾞｳ)を示し、その後にBreakpoints(中断点)をｸﾘｯｸしてください。

4.7.3.2. 中断点の位置へ行く

Breakpoints(中断点)ｳｨﾝﾄﾞｳで中断点をﾀﾞﾌﾞﾙ ｸﾘｯｸしてください。

--または、--

Breakpoints(中断点)ｳｨﾝﾄﾞｳで中断点を右ｸﾘｯｸしてGo To Source Code(ｿｰｽ ｺｰﾄﾞへ行く)またはGo To Disassembly(逆ｱｾﾝﾌﾞﾘへ行
く)を選んでください。

--または、--

中断点をｸﾘｯｸし、その後にGo To Source Code(ｿｰｽ ｺｰﾄﾞへ行く)またはGo To Disassembly tool(逆ｱｾﾝﾌﾞﾘﾂｰﾙへ行く)をｸﾘｯｸしてく
ださい。

4.7.3.3. 追加の列を表示

Breakpoints(中断点)ｳｨﾝﾄﾞｳの上部のﾂｰﾙﾊﾞｰでColumns(縦列)ﾂｰﾙをｸﾘｯｸし、その後に表示したい列名を選んでください。

4.7.3.4. 現在の検索基準に合う全中断点をｴｸｽﾎﾟｰﾄ

Breakpoints(中断点)ｳｨﾝﾄﾞｳのﾂｰﾙﾊﾞｰでExport all breakpoints matching current search criteria(現検索基準に合う全中断点をｴｸｽ
ﾎﾟｰﾄ)ｱｲｺﾝをｸﾘｯｸしてください。

 1. Save As(名前を付けて保存)ﾀﾞｲｱﾛｸﾞ枠が現れます。

 2. Save As(名前を付けて保存)ﾀﾞｲｱﾛｸﾞ枠でFile name(ﾌｧｲﾙ名)枠に名前を入力してください。

 3. これは出力される中断点を含むXMLﾌｧｲﾙの名前です。このﾀﾞｲｱﾛｸﾞ枠の上部で示されるﾌｫﾙﾀﾞ ﾊﾟｽに注意してください。違う場
所にXMLﾌｧｲﾙを保存するにはその枠で示されるﾌｫﾙﾀﾞ ﾊﾟｽを変更するか、または新しい場所を検索するためにBrowse Folders
(ﾌｫﾙﾀﾞ検索)をｸﾘｯｸしてください。

 4. Save(保存)をｸﾘｯｸしてください。

4.7.3.5. 選んだ中断点をｴｸｽﾎﾟｰﾄ

 1. Breakpoints(中断点)ｳｨﾝﾄﾞｳでｴｸｽﾎﾟｰﾄしたい中断点を選択してください。複数の中断点を選択するにはCtrlｷｰを押さえ続けて
追加の中断点をｸﾘｯｸしてください。

 2. 中断点一覧で右ｸﾘｯｸしてExport selected(選択物をｴｸｽﾎﾟｰﾄ)選んでください。

 3. Save As(名前を付けて保存)ﾀﾞｲｱﾛｸﾞ枠が現れます。

 4. Save As(名前を付けて保存)ﾀﾞｲｱﾛｸﾞ枠でFile name(ﾌｧｲﾙ名)枠に名前を入力してください。これは出力される中断点を含むXML
ﾌｧｲﾙの名前です。

ﾌｫﾙﾀﾞ ﾊﾟｽがﾀﾞｲｱﾛｸﾞ枠の上部で示されます。違う場所にXMLﾌｧｲﾙを保存するにはその枠で示されるﾌｫﾙﾀﾞ ﾊﾟｽを変更するか、
または新しい場所を検索するためにBrowse Folders(ﾌｫﾙﾀﾞ検索)をｸﾘｯｸしてください。

 5. Save(保存)をｸﾘｯｸしてください。
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4.7.3.6. 中断点をｲﾝﾎﾟｰﾄ

 1. Breakpoints(中断点)ｳｨﾝﾄﾞｳのﾂｰﾙﾊﾞｰでImport breakpoints from a file(ﾌｧｲﾙから中断点を導入)ｱｲｺﾝをｸﾘｯｸしてください。

 2. Open(開く)ﾀﾞｲｱﾛｸﾞ枠が現れます。

 3. Open(開く)ﾀﾞｲｱﾛｸﾞ枠でﾌｧｲﾙが置かれたﾃﾞｨﾚｸﾄﾘを検索し、その後にﾌｧｲﾙ名を入力するか、またはﾌｧｲﾙ一覧からﾌｧｲﾙを選ん
でください。

 4. OKをｸﾘｯｸしてください。

4.7.3.7. 指定した文字列に一致する中断点を見る

Search(検索)枠で以下の活動の1つを実行してください。

 1. Search(検索)枠で検索文字列を入力してEnterを押してください。

 --または、--

 2. Search(検索)引き落とし一覧をｸﾘｯｸして以前の検索文字列一覧から文字列を選んでください。

指定した列に検索を制限するにはColumns(縦列)引き落とし一覧でｸﾘｯｸし、その後に検索したい列の名前をｸﾘｯｸしてください。

4.7.3.8. 検索後に全中断点を見る

Search(検索)枠で検索文字列を選んで削除し、その後にEnterを押してください。

4.7.3.9. 中断点ﾗﾍﾞﾙ

Microchip Studioでは中断点の経緯を保つのを助けるためにﾗﾍﾞﾙを使うことができます。ﾗﾍﾞﾙは中断点または中断点群に付随する
ことができる名前です。ﾗﾍﾞﾙに対して名前を作成するか、または既存ﾗﾍﾞﾙの一覧から選ぶことができます。各中断点に対して複数の
ﾗﾍﾞﾙを取り付けることができます。

ﾗﾍﾞﾙは何らかの方法で関連される中断点の群を作りたい時に有用です。中断点にﾗﾍﾞﾙ付けした後、指定したﾗﾍﾞﾙを持つ全ての中
断点を見つけるために中断点ｳｨﾝﾄﾞｳでの検索機能に使うことができます。

検索機能はBreakpoints(中断点)ｳｨﾝﾄﾞｳで見ることができる情報の全ての列を検索します。検索に容易なﾗﾍﾞﾙを作るため、別の列で
現れる文字列と食い違うかもしれないﾗﾍﾞﾙ名の使用を避けてください。例えば、”Program.c”と名付けたｿｰｽ ﾌｧｲﾙを持つ場合、”Pro 
gram.c”はそのﾌｧｲﾙで設定したどの中断点の名前でも現れます。ﾗﾍﾞﾙ名として”Prog”を使う場合、Program.cで設定した全ての中断
点は”Prog”と名付けた中断点を検索する時に現れます。

4.7.3.10. 中断点にﾗﾍﾞﾙ付け

 1. Breakpoints(中断点)ｳｨﾝﾄﾞｳで1つまたは複数の中断点を選択してください。

 2. 複数の中断点を選択するには中断点を選択する時にCtrlｷｰを使ってください。

 3. 選択した中断点を右ｸﾘｯｸし、その後にEdit labels(ﾗﾍﾞﾙ編集)をｸﾘｯｸしてください。

 4. Edit breakpoint labels(中断点ﾗﾍﾞﾙ編集)ﾀﾞｲｱﾛｸﾞ枠が現れます。

 5. Choose among existing labels(既存ﾗﾍﾞﾙの中で選択)枠で1つまたは複数のﾗﾍﾞﾙを選んでください。

--または、--

Type a new label(新しいﾗﾍﾞﾙを入力)枠で新しいﾗﾍﾞﾙ名を入力し、その後にAdd(追加)をｸﾘｯｸしてください。

4.7.3.11. 指定したﾗﾍﾞﾙを持つ中断点を検索

 1. Breakpoints(中断点)ｳｨﾝﾄﾞｳのﾂｰﾙﾊﾞｰでIn Column(縦列内)枠をｸﾘｯｸして引き落とし一覧からLabels(ﾗﾍﾞﾙ)を選んでください。

 2. Search(検索)枠で検索したいﾗﾍﾞﾙの名前を入力してEnterを押してください。

4.7.3.12. 中断点からﾗﾍﾞﾙを削除

 1. Breakpoints(中断点)ｳｨﾝﾄﾞｳで1つまたは複数の中断点を選択してください。

 2. 選択した中断点を右ｸﾘｯｸし、その後にEdit labels(ﾗﾍﾞﾙ編集)をｸﾘｯｸしてください。

 3. Edit breakpoint labels(中断点ﾗﾍﾞﾙ編集)ﾀﾞｲｱﾛｸﾞ枠が現れます。

 4. Choose among existing labels(既存ﾗﾍﾞﾙの中で選択)枠で選択した中断点から削除したいﾗﾍﾞﾙに対するﾁｪｯｸ枠を解除してくださ
い。

4.7.3.13. ﾗﾍﾞﾙによって中断点一覧を並び替え

 1. Breakpoints(中断点)ｳｨﾝﾄﾞｳで中断点一覧を右ｸﾘｯｸしてください。

 2. Sort by(によって並び替え)を指示し、その後にLabel(ﾗﾍﾞﾙ)をｸﾘｯｸしてください。

(任意選択) 並び順を変更するには再び中断点一覧を右ｸﾘｯｸし、Sort by(によって並び替え)を指示し、その後にSort Ascending(昇
順整列)またはSort Descending(降順整列)をｸﾘｯｸしてください。
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4.8. ﾃﾞｰﾀ中断点

ﾃﾞｰﾀ中断点は指定したﾒﾓﾘ位置に格納された値が(読み/書き)ｱｸｾｽされる時に実行を中断することを許します。一般的に、ﾃﾞｰﾀ中
断点ﾊｰﾄﾞｳｪｱ単位部はCPUとﾃﾞｰﾀ ｷｬｯｼｭ間でﾃﾞｰﾀ ｱﾄﾞﾚｽとﾃﾞｰﾀ値の線を聴取し、ｱﾄﾞﾚｽと/または値が格納した比較値と一致する
場合にCPUを停止することができます。ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ中断点と異なり、ﾃﾞｰﾀ中断点は中断点を引き起こした取得/格納命令が完了された
後の次の命令で停止します。

4.8.1. ﾃﾞｰﾀ中断点追加

ｺｰﾄﾞ ｴﾃﾞｨﾀ状況ﾒﾆｭｰを用いるﾃﾞｰﾀ中断点追加

ｺｰﾄﾞ ｴﾃﾞｨﾀからﾃﾞｰﾀ中断点を追加することができます。ｺｰﾄﾞ ｴﾃﾞｨﾀで変数を選んで状況ﾒﾆｭｰからBreakpoint(中断点)⇒Add Databr 
eakpoint(ﾃﾞｰﾀ中断点追加)を選んでください。これは与えられた変数ｱﾄﾞﾚｽに対してﾃﾞｰﾀ中断点を追加します。既定ｱｸｾｽ動作は書
き込みで既定遮蔽はなしです。ｼｮｰﾄｶｯﾄ ｷｰのCtrl+Shift+Rを用いて同じ命令を呼び出すことができます。

図4-6. 状況ﾒﾆｭｰからのﾃﾞｰﾀ中断点追加

ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ ﾒﾆｭｰからのﾃﾞｰﾀ中断点追加

Debug(ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ)⇒New Breakpoint(新しい中断点)⇒New Data Breakpoint(新しいﾃﾞｰﾀ中断点)から新しいﾃﾞｰﾀ中断点を追加すること
ができ、これはData Breakpoint Configuration(ﾃﾞｰﾀ中断点構成設定)ｳｨﾝﾄﾞｳを開きます。

ﾃﾞｰﾀ中断点ﾂｰﾙ ｳｨﾝﾄﾞｳからのﾃﾞｰﾀ中断点追加

ﾃﾞｰﾀ中断点ﾂｰﾙ ｳｨﾝﾄﾞｳのNew(新規)釦を用いて新しいﾃﾞｰﾀ中断点を追加することができ、これはData Breakpoint Configuration
(ﾃﾞｰﾀ中断点構成設定)ｳｨﾝﾄﾞｳを開きます。

注: ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ動作でだけﾃﾞｰﾀ中断点を追加または変更することができます。 

4.8.2. ﾃﾞｰﾀ中断点ｳｨﾝﾄﾞｳ

4.8.2.1. ﾃﾞｰﾀ中断点ﾂｰﾙ ｳｨﾝﾄﾞｳ

ﾃﾞｰﾀ中断点ｳｨﾝﾄﾞｳはﾃﾞｰﾀ中断点を追加して追加したﾃﾞｰﾀ中断点を一覧にするための任意選択を提供します。Debug(ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ)⇒W 
indows(ｳｨﾝﾄﾞｳ)⇒Data Breakpoints(ﾃﾞｰﾀ中断点)を選ぶことによってこのｳｨﾝﾄﾞｳを許可してください。
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図4-7. ﾃﾞｰﾀ中断点ｳｨﾝﾄﾞｳ

ﾃﾞｰﾀ中断点ﾂｰﾙﾊﾞｰは以下の要素を持ちます。

 ・ - 新しいﾃﾞｰﾀ中断点を追加するためにﾃﾞｰﾀ中断点構成設定ｳｨﾝﾄﾞｳを提供します。

 ・ - 選択したﾃﾞｰﾀ中断点を編集するためにﾃﾞｰﾀ中断点構成設定ｳｨﾝﾄﾞｳを提供します。

 ・ - 選択したﾃﾞｰﾀ中断点を削除します。Deleteｷｰを用いて同じ命令を呼び出すことができます。

 ・ - 全てのﾃﾞｰﾀ中断点を削除します。

 ・ - 全てのﾃﾞｰﾀ中断点を許可または禁止します。

ﾃﾞｰﾀ中断点ｳｨﾝﾄﾞｳは中断点構成設定に関連する様々な列を表示します。列のいくつかは中断点構成設定に基づいて動的に隠さ
れます。例えば、中断点が構成設定された遮蔽を全く持たない場合、列に関連する遮蔽は表示されません。

Name(名前)列は以下の様な3つの部分を持ちます。

 ・ ﾁｪｯｸ枠 - 中断点を許可または禁止するのにﾁｪｯｸ枠を使ってください。

 ・ ｱｲｺﾝ - 中断点の現在状況を表すための絵記号。下表はこれらの絵記号を記述します。中断点絵記号上にﾏｳｽを留める場合、
より多くの情報と共に中断点情報が現れます。この情報は異常または警告の中断点に対して特に有用です。

 ・ ﾃｷｽﾄ - 中断点に対して構成設定された位置式を表示します。

表4-2. 中断点ｱｲｺﾝ

ｱｲｺﾝ 説明

標準中断点。一様の絵記号は中断点が許可されることを示します。中空の絵記号は禁止されることを示します。

高度な中断点。活性/禁止。+符号は中断点がそれに付随された的中回数を持つことを示します。

追跡点。活性/禁止。この点への的中は指定した活動を実行しますが、ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ実行を中断しません。

高度な追跡点。活性/禁止。+符号は追跡点がそれに付随された的中回数を持つことを示します。

中断点または追跡点の異常。×は中断点または追跡点が異常状態のために設定することができないことを示します。
異常ﾒｯｾｰｼﾞでより多くの詳細についてはﾒｯｾｰｼﾞ列を調べてください。

中断点または追跡点が設定されますが警告付きです。警告ﾒｯｾｰｼﾞでより多くの詳細についてはﾒｯｾｰｼﾞ列を調べてく
ださい。
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4.8.2.2. megaAVR®用ﾃﾞｰﾀ中断点構成設定ｳｨﾝﾄﾞｳ

このｳｨﾝﾄﾞｳはATmegaﾃﾞﾊﾞｲｽ用のﾃﾞｰﾀ中断点に関連する構成
設定任意選択を提供します。ｱﾄﾞﾚｽ遮蔽は任意選択です。

Location (位置)

RAM内の特定ｱﾄﾞﾚｽを直接(例えば:0x8004)、またはRAM内のｱ
ﾄﾞﾚｽの値を求める式(例えば:&x)を入力してください。入力した式
が監視するﾃﾞｰﾀのｱﾄﾞﾚｽを示すことを確実にしてください。

注: 局所変数上のﾃﾞｰﾀ中断点はｽﾀｯｸ ﾒﾓﾘの再利用のため誤っ
た的中に帰着し得ます。ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ目的のためにstaticとしてそ
れを宣言することを推奨します。

Access Mode (ｱｸｾｽ動作)

特定のｱｸｾｽ動作で中断するように中断点を構成設定してくださ
い。3つのｱｸｾｽ動作形式が支援されます。

 ・ Read(読み込み) - ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑは指定した位置での読み込みで
中断します。

 ・ Write(書き込み:既定) - ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑは指定した位置での書き込
みで中断します。

 ・ Read/Write(読み書き) - ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑは指定した位置での読み込
みまたは書き込みで中断します。

Address Mask (ｱﾄﾞﾚｽ遮蔽)

megaのﾃﾞｰﾀ中断点でのｱﾄﾞﾚｽ遮蔽は任意選択です。1つのｱﾄﾞﾚｽよりも多く、または特定のｱｸｾｽでのｱﾄﾞﾚｽの範囲で中断するのにｱ
ﾄﾞﾚｽ遮蔽を使ってください。

Mask 1つよりも多いｱﾄﾞﾚｽまたはｱﾄﾞﾚｽの範囲を定義するためにLocation(位置)ｱﾄﾞﾚｽを遮蔽するための遮蔽値。遮蔽で1の
値を持つﾋﾞｯﾄは意味を持つﾋﾞｯﾄで、0はどうでもよいﾋﾞｯﾄです。

一般的に与えられたｱﾄﾞﾚｽ(A)と遮蔽(M)について、以下の時にｱﾄﾞﾚｽ(B)が成功裏に一致します。

(A)&(M)=(B)&(M)、ここでAはLocation(位置)で入力された式に対して解決されたｱﾄﾞﾚｽ、MはMask(遮蔽)で入力された
遮蔽値、BはRAM内の何れかのｱﾄﾞﾚｽです。

Masked Addr これはﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑが中断し得るｱﾄﾞﾚｽ一致の範囲を示す読み込み専用領域です。記されたｱﾄﾞﾚｽは簡潔性のために2進
形式で示されます。’X’はどうでもよいﾋﾞｯﾄを表す一方で、残りのﾋﾞｯﾄが一致を意図されます。

例えば、0b000000010XX000XXはXﾋﾞｯﾄを除いてこの文字列のような全ﾋﾞｯﾄを持つｱﾄﾞﾚｽでｱｸｾｽ動作のとおりに中断
し得ます。この場合、下位側のﾋﾞｯﾄ0,1,5,6はこれらのﾋﾞｯﾄがどうでもよい(X)ため何でも有り得ます。

注: ATmegaﾃﾞﾊﾞｲｽはﾃﾞｰﾀ遮蔽を支援しません。

4.8.2.3. XMEGA®用ﾃﾞｰﾀ中断点構成設定ｳｨﾝﾄﾞｳ

このｳｨﾝﾄﾞｳはXMEGAﾃﾞﾊﾞｲｽ用のﾃﾞｰﾀ中断点に関
連する構成設定任意選択を提供します。

Location (位置)

RAM内の特定ｱﾄﾞﾚｽを直接(例えば:0x8004)、または
RAM内のｱﾄﾞﾚｽの値を求める式(例えば:&x)を入力
してください。入力した式が監視するﾃﾞｰﾀのｱﾄﾞﾚｽを
示すことを確実にしてください。

注: 局所変数上のﾃﾞｰﾀ中断点はｽﾀｯｸ ﾒﾓﾘの再利
用のため誤った的中に帰着し得ます。ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ目
的のためにstaticとしてそれを宣言することを提
案します。

Access Mode (ｱｸｾｽ動作)

特定のｱｸｾｽ動作で中断するように中断点を構成設
定してください。3つのｱｸｾｽ動作形式が支援されま
す。

 ・ Read(読み込み) - ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑは指定した位置での
読み込みで中断します。

 ・ Write(書き込み:既定) - ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑは指定した位置
での書き込みで中断します。

 ・ Read/Write(読み書き) - ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑは指定した位置での読み込みまたは書き込みで中断します。
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Data Match (ﾃﾞｰﾀ一致)

以下の条件の1つに基づいて指定した位置でﾃﾞｰﾀを比較するにはﾃﾞｰﾀ中断点を構成設定するためにﾃﾞｰﾀ一致任意選択を使って
ください。

 ・ Location content is equal to the value (位置内容が値に等しい)

 ・ Location content is greater than the value (位置内容が値よりも大きい)

 ・ Location content is less than or equal to the value (位置内容が値と等しいか、またはより小さい)

 ・ Location content is within the range (位置内容が範囲内)

 ・ Location content is outside the range (位置内容が範囲外)

 ・ Bits of the location is equal to the value (位置のﾋﾞｯﾄが値に等しい)

注: ﾋﾞｯﾄ遮蔽 : ‘1’を持つﾋﾞｯﾄは意味を持ち、’0’を持つﾋﾞｯﾄはどうでもよい、8ﾋﾞｯﾄ値です。

一般的に与えられた値(V)とﾋﾞｯﾄ遮蔽(M)について、位置領域(VL)の値が次の条件を満足する時に中断事象が起動されます。

 (A) & (M) = (VL) & (M)

例えば、値=xA0とﾋﾞｯﾄ遮蔽=0xF0の使用は位置領域が0xA0～0xAF間の値のどれかを持つ時に中断事象を起動します。

注: Value(条件値)領域は1ﾊﾞｲﾄでなければなりません。

4.8.2.4. UC3用ﾃﾞｰﾀ中断点構成設定ｳｨﾝﾄﾞｳ

このｳｨﾝﾄﾞｳはUC3ﾃﾞﾊﾞｲｽ用のﾃﾞｰﾀ中断点に関連する構成設定任
意選択を提供します。

Location (位置)

RAM内の特定ｱﾄﾞﾚｽを直接(例えば:0x8004)、またはRAM内のｱﾄﾞ
ﾚｽの値を求める式(例えば:&x)を入力してください。入力した式が
監視するﾃﾞｰﾀのｱﾄﾞﾚｽを示すことを確実にしてください。

注: 局所変数上のﾃﾞｰﾀ中断点はｽﾀｯｸ ﾒﾓﾘの再利用のため誤っ
た的中に帰着し得ます。ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ目的のためにstaticとしてそれ
を宣言することを提案します。

Access Mode (ｱｸｾｽ動作)

特定のｱｸｾｽ動作で中断するように中断点を構成設定してくださ
い。3つのｱｸｾｽ動作形式が支援されます。

 ・ Read(読み込み) - ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑは指定した位置での読み込みで中
断します。

 ・ Write(書き込み:既定) - ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑは指定した位置での書き込み
で中断します。

 ・ Read/Write(読み書き) - ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑは指定した位置での読み込
みまたは書き込みで中断します。

Access Size (ｱｸｾｽ幅)

特定のｱｸｾｽ幅で中断するように中断点を構成設定してください。
4つのｱｸｾｽ幅形式が支援されます。

 ・ Any Access (全ｱｸｾｽ:既定) - ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑは指定された位置での
全ｱｸｾｽで中断します。

 ・ Byte Access (ﾊﾞｲﾄ ｱｸｾｽ) - ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑは指定された位置でのﾊﾞｲﾄ ｱｸｾｽで中断します。

 ・ HalfWord Access (半語ｱｸｾｽ) - ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑは指定された位置での半語ｱｸｾｽで中断します。

 ・ Word Access (語ｱｸｾｽ) - ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑは指定された位置での語ｱｸｾｽで中断します。
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例4-1. ｱｸｾｽ幅設定例

ｺｰﾄﾞ 構成設定

1: int word = 0;
2: short *halfWord = (short*)&word;
3:
4: int main(void)
5: {
6:  word = 0xAABBCCFF;
7:  *halfWord = 0xDDEE;
8: }

上のｺｰﾄﾞと右の構成設定に対して、ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑは半語(HalfWord)ｱ
ｸｾｽ後の8行目で中断します。

Data Match (ﾃﾞｰﾀ一致)

32ﾋﾞｯﾄ値を持つ指定した位置でﾃﾞｰﾀを比較するようにﾃﾞｰﾀ中断点を構成設定するにはData Match(ﾃﾞｰﾀ一致)任意選択を使ってく
ださい。中断点事象は一致成功によって起動されます。

Value Location(位置)ｱﾄﾞﾚｽでﾃﾞｰﾀと比較するための32ﾋﾞｯﾄ(4ﾊﾞｲﾄ)値。この値は10進数または16進数(例えば:100または
0x64)にすることができます。Access Size(ｱｸｾｽ幅)に基づいて、各々のﾊﾞｲﾄがﾃﾞｰﾀ比較に使われます。例えば、Acce 
ss Size(ｱｸｾｽ幅)として”HalfWord(半語)”を選び、Value(値)として0xAABBCCDDを入力した場合、それはﾃﾞｰﾀ比較に
最後の2ﾊﾞｲﾄ(0xCCDD)が使われます。更に、Mask(遮蔽)を指定することによってValue(値)を精細化することができま
す。

Mask (Byte)  各ﾁｪｯｸ枠はValue(値)領域内の各々のﾊﾞｲﾄの意義を制御します。Value(値)領域内の特定ﾊﾞｲﾄを遮蔽するには適切
なﾁｪｯｸ枠を選んでください。表示されるﾁｪｯｸ枠数はAccess Size(ｱｸｾｽ幅)に基づいて決められます。”Any Access(全
ｱｸｾｽ)”または”Word Access(語ｱｸｾｽ) ”に対しては(ﾊﾞｲﾄ毎に)4つのﾁｪｯｸ枠が、”HalfWord Access(半語ｱｸｾｽ)”に対
しては2つのﾁｪｯｸ枠が、”Byte Access(ﾊﾞｲﾄ ｱｸｾｽ)”対しては1つのﾁｪｯｸ枠が表示されます。

Match Value Access Size(ｱｸｾｽ幅)、Value(値)、Mask (Byte)(遮蔽(ﾊﾞｲﾄ))の領域に基づいて遮蔽された値を表示する読み出し専用
領域です。遮蔽されたﾊﾞｲﾄはそのﾊﾞｲﾄがﾃﾞｰﾀ比較で意味を持たないことを意味する’XX’として表されます。
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4.8.2.5. SAM用ﾃﾞｰﾀ中断点構成設定ｳｨﾝﾄﾞｳ

SAMﾃﾞﾊﾞｲｽ用構成設定任意選択を持つﾃﾞｰﾀ中断点ｳｨﾝﾄﾞｳ

Location (位置)

RAM内の特定ｱﾄﾞﾚｽを直接(例えば:0x8004)、またはRAM内のｱﾄﾞﾚｽの値を求める式(例えば:&x)を入力してください。入力した式が
監視するﾃﾞｰﾀのｱﾄﾞﾚｽを示すことを確実にしてください。

注: 局所変数上のﾃﾞｰﾀ中断点はｽﾀｯｸ ﾒﾓﾘの再利用のため誤った的中に帰着し得ます。ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ目的のためにstaticとしてそれを宣
言することを提案します。

Access Mode (ｱｸｾｽ動作)

特定のｱｸｾｽ動作で中断するように中断点を構成設定してください。3つのｱｸｾｽ動作形式が支援されます。

 ・ Read(読み込み) - ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑは指定した位置での読み込みで中断します。

 ・ Write(書き込み:既定) - ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑは指定した位置での書き込みで中断します。

 ・ Read/Write(読み書き) - ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑは指定した位置での読み込みまたは書き込みで中断します。

Address Mask (ｱﾄﾞﾚｽ遮蔽)

ｱｸｾｽを監視するためのｱﾄﾞﾚｽの範囲を定義するのにこの設定を使ってください。

Byte Count Location(位置)ｱﾄﾞﾚｽで始まる監視のためのｱﾄﾞﾚｽ位置数を入力してください。実際に監視されるｱﾄﾞﾚｽの範囲は意
図する範囲よりも広くなり得ます。例えば、Location(位置)が0x23FAでByte Count(ﾊﾞｲﾄ数)が5の場合、実際に監視
されるｱﾄﾞﾚｽの範囲は0x23F8～0x23FFです。意図する範囲の0x23FA～0x23FA+5を網羅するために、実際の範囲
はLocation(位置)ｱﾄﾞﾚｽで遮蔽されなければならない下位側ﾋﾞｯﾄ数を計算することによって算定されます。この場
合、遮蔽されるべきﾋﾞｯﾄ数は3です。結果として実際の範囲0x23F8～0x23FFは意図する範囲の0x23FA～0x23FFよ
りも広くなります。

Mask Size これはLocation(位置)ｱﾄﾞﾚｽで遮蔽される下位側ﾋﾞｯﾄ数を表示する読み込み専用領域です。Mask Size(遮蔽幅)は
Byte Count(ﾊﾞｲﾄ数)とLocation(位置)に基づいて計算されます。

Address Range これは実際にｱｸｾｽを監視されるｱﾄﾞﾚｽの範囲を表示する読み込み専用領域です。範囲は最小と最大の両ｱﾄﾞﾚｽを
含む閉区間です。

Data Match (ﾃﾞｰﾀ一致)

32ﾋﾞｯﾄ値を持つ指定した位置でﾃﾞｰﾀを比較するようにﾃﾞｰﾀ中断点を構成設定するにはData Match(ﾃﾞｰﾀ一致)任意選択を使ってく
ださい。中断点事象は一致成功によって起動されます。

Value これはLocation(位置)ｱﾄﾞﾚｽでﾃﾞｰﾀと比較するための32ﾋﾞｯﾄ(4ﾊﾞｲﾄ)値です。この値は10進数または16進数(例えば:
100または0x64)にすることができます。Mask(遮蔽)を指定することによってValue(値)を更に精細化することができま
す。

Mask ﾃﾞｰﾀ比較に使うためにValue(値)から適切なﾊﾞｲﾄを抽出するのにMask(遮蔽)を使ってください。例えば、Value(値)が
0xAABBCCDDでMask(遮蔽)がHalfWordの場合、Value(値)から最後の2ﾊﾞｲﾄ(0xCCDD)が抽出されてﾃﾞｰﾀ比較に使
われます。これはﾃﾞｰﾀ比較がここでのXがどうでもよい16進数(0～F)である以下の一致、0xXXXXCCDD、0xXXCCDD 
XX、0xCCDDXXXXに対して成功することを意味します。以下の3つのMask(遮蔽)の形式が支援されます。
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 ・ Byte (ﾊﾞｲﾄ) - ﾃﾞｰﾀ比較にValue(値)から抽出された最後のﾊﾞｲﾄを使います。

 ・ HalfWord (半語) - ﾃﾞｰﾀ比較にValue(値)から抽出された最後の2ﾊﾞｲﾄを使います。

 ・ Word (語:既定) - ﾃﾞｰﾀ比較にValue(値)からの全4ﾊﾞｲﾄを使います。

Match Value これは一致値を表示する読み込み専用領域です。

4.8.2.5.1. ﾃﾞｰﾀ一致例

例4-2. ﾊﾞｲﾄ一致例

・ Location(位置) = 0x200008D4
・ Value(値) = 0x0000CCAA
・ Mask(遮蔽) = Byte

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑは位置0x200008D4が以下の値のどれかを持つ時に中断します。

・ 0xXXXXXXAA
・ 0xXXXXAAXX
・ 0xXXAAXXXX
・ 0xAAXXXXXX

例4-3. 半語一致例

・ Location(位置) = 0x200008D4
・ Value(値) = 0x0000CCAA
・ Mask(遮蔽) = HalfWord

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑは位置0x200008D4が以下の値のどれかを持つ時に中断します。

・ 0xXXXXCCAA
・ 0xXXCCAAXX
・ 0xCCAAXXXX

例4-4. 語一致例

・ Location(位置) = 0x200008D4
・ Value(値) = 0x0000CCAA
・ Mask(遮蔽) = Word

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑは位置0x200008D4が以下の値を持つ時に中断します。

・ 0xXXXXCCAA

4.8.2.6. ｼﾐｭﾚｰﾀ ﾂｰﾙ用ﾃﾞｰﾀ中断点構成設定ｳｨﾝﾄﾞｳ

右の構成設定ｳｨﾝﾄﾞｳはｼﾐｭﾚｰﾀ ﾂｰﾙが選ばれる時に何れかのﾃﾞ
ﾊﾞｲｽの基本構造に対して表示されます。

Location (位置)

RAM内の特定ｱﾄﾞﾚｽを直接(例えば:0x8004)、またはRAM内のｱﾄﾞ
ﾚｽの値を求める式(例えば:&x)を入力してください。入力した式が
監視するﾃﾞｰﾀのｱﾄﾞﾚｽを示すことを確実にしてください。

注: 局所変数上のﾃﾞｰﾀ中断点はｽﾀｯｸ ﾒﾓﾘの再利用のため誤っ
た的中に帰着し得ます。ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ目的のためにstaticとしてそれ
を宣言することを提案します。

Access Mode (ｱｸｾｽ動作)

特定のｱｸｾｽ動作で中断するように中断点を構成設定してくださ
い。3つのｱｸｾｽ動作形式が支援されます。

 ・ Read(読み込み) - ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑは指定した位置での読み込みで中
断します。

 ・ Write(書き込み:既定) - ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑは指定した位置での書き込みで中断します。

 ・ Read/Write(読み書き) - ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑは指定した位置での読み込みまたは書き込みで中断します。

Byte Count (ﾊﾞｲﾄ数)

Location(位置)ｱﾄﾞﾚｽで始まる監視にｱﾄﾞﾚｽ位置数を入力してください。

注: ｼﾐｭﾚｰﾀは無制限数のﾃﾞｰﾀ中断点を支援します。
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4.8.2.7. ﾃﾞｰﾀ中断点的中回数指定方法

Hit Count (的中回数)

指定したﾒﾓﾘ位置に格納された値がｱｸｾｽ(読み/書き)される回数。

的中回数を指定

的中回数属性を指定または編集するにはHit Count(的中回数)ﾀﾞｲｱﾛｸﾞ枠を開かなければなりません。

Data Breakpoints(ﾃﾞｰﾀ中断点)ｳｨﾝﾄﾞｳで中断点行を選択し、その後に状況ﾒﾆｭｰでHit Count(的中回数)を選んでください。

図4-8. 的中回数ﾀﾞｲｱﾛｸﾞ枠

的中回数属性を設定または編集するには以下の手段を使ってください。

 ・ When the breakpoint is hit:(中断点に当たった時に) : この設定はこれが当たった時に中断点がどう動くべきかを決めます。以下
を選ぶことができます。

 ・ Break always (常に中断:既定)

 ・ Break when the hit count equals a specified value (的中回数が指定した値と等しい時に中断)

 ・ Break when the hit count equals a multiple of a specified value (的中回数が指定した値の倍数と等しい時に中断)

 ・ Break when the hit count is greater or equals to a specified value (的中回数が指定した値と等しいかより大きい時に中断)

 ・ Current hit count:(現在の的中回数) : この値はﾃﾞｰﾀ中断点が当たった回数を示します。変数に対するﾃﾞｰﾀの読み/書きは多数
の命令に変換され、様々なﾒﾓﾘ ｱｸｾｽに帰着します。故にﾃﾞｰﾀ中断点は同じ変数に対し
て多数回的中、的中回数はそれに応じて更新されます。

 ・ Reset(ﾘｾｯﾄ) : この釦はCurrent hit count:(現在の的中回数)で示される値を0にﾘｾｯﾄします。

When the breakpoint is hit:(中断点に的中した時に)引き落とし一覧で既定以外のどれかの任意選択を選ぶ場合、その次に編集枠
が現れます。的中回数値を設定するためにその編集枠で値を編集してください。例えば、Break when the hit count equals a specifie 
d value(的中回数が指定した値と等しい時に中断)を選んで5を入力してください。これは中断点が他の的中ではなく5回目の的中で
実行を停止させます。
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4.8.2.8. When Breakpointt is Hit(中断点的中時)ﾀﾞｲｱﾛｸﾞ枠

このﾀﾞｲｱﾛｸﾞ枠でﾃﾞｰﾀ中断点が当たった時に出力ｳｨﾝﾄﾞｳでﾒｯｾｰｼﾞを出力することができます。

When Breakpoint is Hit(中断点的中時)ﾀﾞｲｱﾛｸﾞ枠を開くにはData Breakpoints(ﾃﾞｰﾀ中断点)ｳｨﾝﾄﾞｳへ行き、中断点行を選択し、そ
の後に状況ﾒﾆｭｰからWhen Hit(的中時)を選んでください。

ﾒｯｾｰｼﾞ指定

 ・ When Breakpoint is Hit(中断点的中時)ﾀﾞｲｱﾛｸﾞ枠で記述されるｷｰﾜｰﾄﾞのどれかを使ってください。例えば、ﾌﾟﾛｾｽID: $PID。

 ・ sum={a+b}のように中括弧内にそれを配置することによってﾒｯｾｰｼﾞ内に式を指定してください。

中断点の動きを指定

中断点に当たった時に実行を中断するにはContinue execution(実行継続)ﾁｪｯｸ枠を解除してください。Continue execution(実行継
続)がﾁｪｯｸされると、実行は停止されません。両方の場合でﾒｯｾｰｼﾞは出力されます。

4.8.3. ﾃﾞｰﾀ中断点の一般的情報

 ・ ﾃﾞｰﾀ中断点はﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ動作でだけ追加/編集することができます。

 ・ 局所変数は常に関数名で修飾され、これはﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑがそこで停止している関数から変数を追加したい場合にもです。

局所変数上のﾃﾞｰﾀ中断点はｽﾀｯｸ ﾒﾓﾘを再利用するために誤った助言に終わり得ます。

助言: 局所変数を静的(static)として宣言してLocation(位置)領域で静的変数のｱﾄﾞﾚｽを提供してください。静的変数のｱﾄﾞﾚ
ｽはｺﾝﾊﾟｲﾙ/ﾘﾝｸの間に定められます。

 ・ 全域変数は始動中に既定値で初期化されます。全域変数に対して有効なﾃﾞｰﾀ中断点は始動中の逆ｱｾﾝﾌﾞﾘまたは初期化ｺｰﾄﾞ
で的中します。

 ・ 変数に対するﾃﾞｰﾀの読み書きを実行する様々な命令が有り得ます。例えば’int’ﾃﾞｰﾀ型は2つの個別ﾊﾞｲﾄ読み/書き命令を持つ
ことができ、故にﾃﾞｰﾀ中断点は同じ変数に対して2度的中します。

 ・ ﾃﾞｰﾀ中断点事象はﾊﾞｽ ｱｸｾｽが指定ｱﾄﾞﾚｽに対して起こる時に発生することができます。

 ・ 支援されるﾃﾞｰﾀ中断点の最大数 (これは指定するﾃﾞﾊﾞｲｽ/系統に基づいて変わり得ます。ﾃﾞｰﾀｼｰﾄを参照してください。)
次表参照
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基本構造 支援される最大ﾃﾞｰﾀ中断点

megaAVR
・ ﾃﾞｰﾀ遮蔽なしの2つ (または)
・ ﾃﾞｰﾀ遮蔽なしの1つとﾃﾞｰﾀ遮蔽付きの1つ

XMEGA
・ ﾃﾞｰﾀ遮蔽なしの2つ (または)
・ ﾃﾞｰﾀ遮蔽なしの1つとﾃﾞｰﾀ遮蔽付きの1つ (または)
・ ﾃﾞｰﾀ遮蔽付きの2つ

UC3
・ ﾃﾞｰﾀ遮蔽なしの2つ (または)
・ ﾃﾞｰﾀ遮蔽なしの1つとﾃﾞｰﾀ遮蔽付きの1つ (または)
・ ﾃﾞｰﾀ遮蔽付きの2つ

SAM ﾃﾞﾊﾞｲｽ依存、ﾃﾞｰﾀｼｰﾄ参照

tinyAVR ﾃﾞｰﾀ中断点を支援しません。

ﾃﾞﾊﾞｲｽの殆どは上の制限に一致します。

注: megaAVRとSAMのﾃﾞﾊﾞｲｽはﾃﾞｰﾀ遮蔽付きﾃﾞｰﾀ中断点が設定される時に複数のﾊｰﾄﾞｳｪｱ資源を使います。故に、ﾃﾞｰﾀ遮蔽の使
用は設定することができるﾃﾞｰﾀ中断点数を減らし得ます。

4.8.4. ﾃﾞｰﾀ中断点の使い方

4.8.4.1. ﾃﾞｰﾀ中断点を用いるｽﾀｯｸ溢れ検出

応用に対する最大ｽﾀｯｸ量を決めてｽﾀｯｸの適切な最終ｱﾄﾞﾚｽを計算してください。

最終ｱﾄﾞﾚｽでﾃﾞｰﾀ中断点を適用するｱﾄﾞﾚｽ遮蔽によるｱﾄﾞﾚｽ範囲とRead/Write(読み/書き)としてのｱｸｾｽ形式に設定してください。

注: 上の方法はﾋｰﾌﾟ ﾒﾓﾘが指定したｽﾀｯｸ最終ｱﾄﾞﾚｽをｱｸｾｽしようとする時に誤った中断を引き起こすかもしれません。

4.9. 一瞬監視、監視、局所、自動のｳｨﾝﾄﾞｳ

Microchip Studioのﾃﾞﾊﾞｯｶﾞはﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ中に様々な情報を表示するために、変数ｳｨﾝﾄﾞｳとして総称される様々なｳｨﾝﾄﾞｳを提供します。

各変数ｳｨﾝﾄﾞｳはName(名前)、Value(値)、Type(型)の3つの列を持つ格子を持ちます。Name(名前)列はAutos(自動)とLocals(局所)の
ｳｨﾝﾄﾞｳで自動的に追加される変数の名前を示します。

Watch(監視)ｳｨﾝﾄﾞｳで、Name(名前)列はあなたの変数や式を追加することができる場所です。ﾃﾞﾊﾞｯｶﾞでの式の監視方法をご覧くだ
さい。

Value(値)とType(型)の列は対応する変数や式の結果の値とﾃﾞｰﾀ型を表示します。

Value(値)列で変数の値を編集することができます。

Autos(自動)、Locals(局所)、Watch(監視)の変数ｳｨﾝﾄﾞｳはﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ作業中に或る変数の値を表示します。QuickWatch(一瞬監視)ﾀﾞｲｱ
ﾛｸﾞ枠も変数を表示することができます。ﾃﾞﾊﾞｯｶﾞの中断動作の時に、それらの位置で現れる殆どの変数の値を編集するのにこの変数
ｳｨﾝﾄﾞｳを使うことができます。

注: 浮動小数点値の編集は小数部分の10進⇒2進変換のため僅かな不正確さに帰着し得ます。表面上は害のない編集でさえ、浮
動小数点変数で下位側のいくつかのﾋﾞｯﾄへの変更に帰着し得ます。

Watch(監視)ｳｨﾝﾄﾞｳで式が評価される時に更新(Refresh)ｱｲｺﾝを見るかもしれず、これは異常または古い値を示します。

必要とされるなら、値に対して式を入力することができます。ﾃﾞﾊﾞｯｶﾞは式を評価してそれを結果値で置き換えます。ﾃﾞﾊﾞｯｶﾞはWatch
(監視)ｳｨﾝﾄﾞｳで殆どの有効な言語表現を受け入れます。より多くの情報については「4.9.5. 表現形式」をご覧ください。

本来のｺｰﾄﾞでﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞする場合、変数名または変数名を含む式の属性を時々修飾しなければなりません。属性は変数が置かれる
関数、ｿｰｽ ﾌｧｲﾙ、単位部を意味します。これを行わなければならない場合、属性演算子構文を使うことができます。

いくつかの式の評価は変数の値を変更することがあり、また、さもなければﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの状態に影響を及ぼします。例えば、以下の式の
評価はvar1とvar2の値を変更します。

 var1 = var2++
 var1 = var2++

ﾃﾞｰﾀを変更する式は副作用を持つと言われ、それらに気付かない場合に予期せぬ結果を生成することがあります。従って、それを
実行する前に式の影響の理解を確実にしてください。

変数ｳｨﾝﾄﾞｳでの変数編集

 1. ﾃﾞﾊﾞｯｶﾞは中断動作でなければなりません。

 2. 変数が配列またはｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄの場合、樹状制御部がName(名前)枠の傍に現れます。Name(名前)列で編集したい値の要素を見つ
けるために必要ならば変数を広げてください。

 3. 変更する列のValue(値)をﾀﾞﾌﾞﾙ ｸﾘｯｸしてください。

 4. 新しい値を入力してください。

 5. Enterを押してください。
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変数ｳｨﾝﾄﾞｳを表示

Debug(ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ)ﾒﾆｭｰでWindows(ｳｨﾝﾄﾞｳ)を選び、その後に表示したい変数ｳｨﾝﾄﾞｳの名前(Autos(自動)、Locals(局所)、Watch(監
視)、Watch1(監視1)～Watch4(監視4))を選んでください。

設計動作ではこれらのﾒﾆｭｰ項目にｱｸｾｽしたり、これらのｳｨﾝﾄﾞｳを表示することができません。これらのﾒﾆｭｰ項目を表示するにはﾃﾞ
ﾊﾞｯｶﾞが走行しているかまたは中断動作でなければなりません。

4.9.1. 監視ｳｨﾝﾄﾞｳ

Watch(監視)ｳｨﾝﾄﾞｳとQuickWatch(一瞬監視)ﾀﾞｲｱﾛｸﾞ枠は変数名とﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ作業中に監視したい式を入力できる場所です。

QuickWatch(一瞬監視)ﾀﾞｲｱﾛｸﾞ枠は一度に1つの変数または式を調べることを許します。これは1つの値やより大きなﾃﾞｰﾀ構造体を
ちょっと見てみるのに有用です。Watch(監視)ｳｨﾝﾄﾞｳはﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ作業間に見たい少数の変数と式を格納することができます。Microchip 
StudioはWatch1(監視1)～Watch4(監視4)と番号付けされた複数の監視ｳｨﾝﾄﾞｳを持ちます。

変数名は入力する最も簡単な式です。本来のｺｰﾄﾞをﾃﾞﾊﾞｯｸﾞしている場合、変数名だけでなくﾚｼﾞｽﾀ名も使うことができます。けれど
も、ﾃﾞﾊﾞｯｶﾞはそれよりも更に複雑な式を受け入れることができます。例えば、3つの変数の平均値を見つけるのに以下の式を入力す
ることができます。

 (var1 + var2 + var3) / 3

ﾃﾞﾊﾞｯｶﾞはWatch(監視)ｳｨﾝﾄﾞｳで最も有効な言語表現を受け入れます。より多くの情報については「4.9.5. 表現形式」をご覧ください。

本来のｺｰﾄﾞでﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞする場合、変数名または変数名を含む式の属性を時々修飾しなければなりません。属性は変数が置かれる
関数、ｿｰｽ ﾌｧｲﾙ、単位部を意味します。これを行わなければならない場合、属性演算子構文を使うことができます。

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑに影響を及ぼす式

いくつかの式の評価は変数の値を変更することがあり、また、さもなければﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの状態に影響を及ぼします。例えば、以下の式の
評価はvar1の値を変更します。

 var1 = var2

ﾃﾞｰﾀを変更する式は副作用を持つと言われます。Watch(監視)ｳｨﾝﾄﾞｳに副作用を持つ式を入力する場合、その副作用は式がWatch
(監視)ｳｨﾝﾄﾞｳによって評価される時毎に起こるでしょう。副作用を持つ式に気付かない場合、これは予期せぬ結果を生成することが
あります。副作用を持つことが分かる式はそれを最初に入力する時に1度だけ評価されます。続いて起こる評価は禁止されます。値
の傍に現れる更新ｱｲｺﾝをｸﾘｯｸすることによって手動でこの動きを無効にすることができます。

予期せぬ副作用は度重なる関数評価の結果です。例えば、Watch(監視)ｳｨﾝﾄﾞｳに以下の関数呼び出しを入力することができます。

 PrintFunc1(var1)
 Func1(var1)

Watch(監視)ｳｨﾝﾄﾞｳまたはQuickWatch(一瞬監視)ﾀﾞｲｱﾛｸﾞから関数を呼ぶ場合、呼ぶ関数はﾃﾞｰﾀを変更するかもしれず、副作用を
生じます。関数評価からの起こり得る予期せぬ副作用を避ける1つの方法はOptions(任意選択)ﾀﾞｲｱﾛｸﾞ枠で自動関数評価をOFFに
することです。これはﾌﾟﾛﾊﾟﾃｨのようなより新しい言語機能の自動的な評価を禁止します。けれども、それはより安全です。

注: Watch(監視)ｳｨﾝﾄﾞｳで式を調べる時に緑の円内で違う方向で回る2つの緑矢印に似ている更新ｱｲｺﾝを見るかもしれません。これ
は特に自動関数評価をOFFにした場合にありそうです。この更新ｱｲｺﾝは異常または古い値を示します。

Microchip Studioﾃﾞﾊﾞｯｶﾞはそれらの最も重要な要素を見るために共通ﾃﾞｰﾀ型を自動的に拡張します。独自ﾃﾞｰﾀ型に対する拡張を
追加することもできます。

注: あなたが見るﾀﾞｲｱﾛｸﾞ枠とﾒﾆｭｰ指令はあなたの有効な設定や改訂版に依存してﾍﾙﾌﾟで記述されるそれらと違うかもしれません。
設定を変更するにはTools(ﾂｰﾙ)ﾒﾆｭｰでImport and Export Settings(設定のｲﾝﾎﾟｰﾄとｴｸｽﾎﾟｰﾄ)を選んでください。より多くの情報
については「10. ﾒﾆｭｰと設定」をご覧ください。
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監視ｳｨﾝﾄﾞｳで式を評価

 1. Watch(監視)ｳｨﾝﾄﾞｳに於いてName(名前)列で空の行をｸﾘｯｸしてください。ﾃﾞﾊﾞｯｶﾞはこの時点で中断動作でなければなりません。
監視したい変数名または式を入力または貼り付けしてください。

--または、--

Watch(監視)ｳｨﾝﾄﾞｳ内の行に変数をﾄﾞﾗｯｸﾞしてください。

 2. Enterを押してください。

 3. 結果がValue(値)列に現れます。配列またはｵﾌﾟｼﾞｪｸﾄ変数の名前を入力した場合、Name(名前)列の名前の次に樹状表示部が現
れます。Name(名前)列で変数を展開または格納してください。

 4. 式はあなたがそれを取り去るまでWatch(監視)ｳｨﾝﾄﾞｳに留まります。

一瞬監視ｳｨﾝﾄﾞｳで式を評価

 1. QuickWatch(一瞬監視)ﾀﾞｲｱﾛｸﾞ枠でExpression(式)ﾃｷｽﾄ枠に変数、ﾚｼﾞｽﾀ、または式を入力または貼り付けしてください。

 2. Reevaluate(再評価)をｸﾘｯｸするか、またはEnterを押してください。

 3. Current(現在)値枠に値が現れます。

 4. 配列またはｵﾌﾟｼﾞｪｸﾄ変数の名前を入力した場合、Current(現在)値枠の名前の次に樹状表示部が現れます。Name(名前)列で変
数を展開または格納してください。

一瞬監視ｳｨﾝﾄﾞｳで以前の式を評価

 1. QuickWatch(一瞬監視)ﾀﾞｲｱﾛｸﾞ枠でExpression(式)ﾃｷｽﾄ枠の右側に現れる下向き矢印をｸﾘｯｸしてください。

 2. 引き落とし一覧から以前の式を選んでください。

 3. Reevaluate(再評価)をｸﾘｯｸください。

4.9.2. 局所ｳｨﾝﾄﾞｳ

Locals(局所)ｳｨﾝﾄﾞｳは現在の状況に対して局所の変数を表示します。

4.9.2.1. 局所ｳｨﾝﾄﾞｳを表示

Debug(ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ)ﾒﾆｭｰからWindows(ｳｨﾝﾄﾞｳ)を選んでLocals(局所)をｸﾘｯｸしてください。(ﾃﾞﾊﾞｯｶﾞは走行しているか、または中断動作で
なければなりません。)

4.9.2.2. 代替状況を選ぶ

既定の状況は現在の実行位置を含む関数です。Locals(局所)ｳｨﾝﾄﾞｳで表示するための代替状況を以下のように選ぶことができま
す。

 ・ 望む関数、ｽﾚｯﾄﾞ、またはﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを選ぶのにDebug Location(ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ位置)ﾂｰﾙﾊﾞｰを使ってください。

 ・ Call Stack(呼び出しｽﾀｯｸ)またはThreads(ｽﾚｯﾄﾞ)のｳｨﾝﾄﾞｳで項目上をﾀﾞﾌﾞﾙ ｸﾘｯｸしてください。

Locals(局所)ｳｨﾝﾄﾞｳで情報を見るまたは変更するにはﾃﾞﾊﾞｯｶﾞが中断動作でなければなりません。Continue(継続)を選ぶ場合、ﾌﾟﾛｸﾞ
ﾗﾑ実行の間にLocals(局所)ｳｨﾝﾄﾞｳでいくつかの情報が現れるかもしれませんが、これはﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑが次回中断する(換言すると、中断
点に当たる、またはDebug(ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ)ﾒﾆｭｰからBreak All(全て中断)を選ぶ)まで現在のものではありません。
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4.9.2.3. 局所ｳｨﾝﾄﾞｳで変数の値を変更

 1. ﾃﾞﾊﾞｯｶﾞは中断動作でなければなりません。

 2. Locals(局所)ｳｨﾝﾄﾞｳで編集したい値をﾀﾞﾌﾞﾙ ｸﾘｯｸするか、またはTabｷｰを使うことによって選んでください。

 3. 新しい値を入力してEnterを押してください。

注意: 浮動小数点値の編集は小数部分の10進⇒2進変換のため僅かな不正確さに帰着し得ます。表面上は害のない編集で
さえ、浮動小数点変数で下位側のいくつかのﾋﾞｯﾄへの変更に帰着し得ます。

4.9.2.3.1. 数値形式設定

ﾃﾞﾊﾞｯｶﾞ ｳｨﾝﾄﾞｳで使われる数値形式を10進または16進に設定することができます。Locals(局所)ｳｨﾝﾄﾞｳの内側を右ｸﾘｯｸし、Hexdeci 
mal display(16進表示)ﾒﾆｭｰ項目をﾁｪｯｸ設定/ﾁｪｯｸ解除してください。

4.9.3. 自動ｳｨﾝﾄﾞｳ

Autos(自動)ｳｨﾝﾄﾞｳは現在の文と前の文で使われる変数を表示します。

現在の文は現在実行位置の文(実行が続く場合は次に実行される文)です。ﾃﾞﾊﾞｯｶﾞはこれらの変数、故にｳｨﾝﾄﾞｳ名を自動的に識別
します。

構造体と配列の変数は要素を表示または隠すのに使うことができる樹状表示部を持ちます。

自動ｳｨﾝﾄﾞｳを表示

Debug(ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ)ﾒﾆｭｰからWindows(ｳｨﾝﾄﾞｳ)を選んでAutos(自動)をｸﾘｯｸしてください。(ﾃﾞﾊﾞｯｶﾞが走行しているか、または中断動作で
なければなりません。)

4.9.3.1. 自動ｳｨﾝﾄﾞｳで変数の値を編集

 1. ﾃﾞﾊﾞｯｶﾞは中断動作でなければなりません。

 2. 必要ならば、Autos(自動)ｳｨﾝﾄﾞｳを表示してください。

 3. Value(値)列で変更したい値をﾀﾞﾌﾞﾙ ｸﾘｯｸしてください。

--または、--

行を選択するために単一ｸﾘｯｸしてTabｷｰを押してください。

 4. 新しい値を入力してEnterを押してください。

注意: 浮動小数点値の編集は小数部分の10進⇒2進変換のため僅かな不正確さに帰着し得ます。表面上は害のない編集で
さえ、浮動小数点変数で下位側のいくつかのﾋﾞｯﾄへの変更に帰着し得ます。

4.9.3.2. 数値形式設定

ﾃﾞﾊﾞｯｶﾞ ｳｨﾝﾄﾞｳで使われる数値形式を10進または16進に設定することができます。Autos(自動)ｳｨﾝﾄﾞｳの内側を右ｸﾘｯｸし、Hexdecim 
al display(16進表示)ﾒﾆｭｰ項目をﾁｪｯｸ設定/ﾁｪｯｸ解除してください。
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4.9.4. 一瞬監視と監視

ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞの間に変数または式の値を追跡したいと思うかもしれません。それを行うためにｶｰｿﾙ下の式でﾀﾞﾌﾞﾙ ｸﾘｯｸしてAdd Watch(監
視追加)またはQuickWatch(一瞬監視)を選んでください。

QuickWatch(一瞬監視)ﾀﾞｲｱﾛｸﾞ枠は変数と式を調べて評価させます。QuickWatchがﾓｰﾀﾞﾙ ｳｨﾝﾄﾞｳ(使用者が応答しなければ親ｳｨﾝ
ﾄﾞｳに制御を戻さない子ｳｨﾝﾄﾞｳ)のため、ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞを続け得る前にそれを選ばなければなりません。QuickWatchで変数の値を編集する
こともできます。変数を監視する方法のより多くの情報については「4.9.1. 監視ｳｨﾝﾄﾞｳ」をご覧ください。

幾許かの使用者はQuickWatchが何故有用なのか不思議に思うかもしれません。何故Watch(監視)ｳｨﾝﾄﾞｳに変数や式を追加できな
いのでしょうか?。それは可能ですが、1つまたはより多くの変数を伴う迅速な走り書き計算を行いたい場合、そのような計算でWatch
(監視)ｳｨﾝﾄﾞｳを乱雑にしたくはありません。それがQuickWatchﾀﾞｲｱﾛｸﾞ枠が特に有用な時です。

QuickWatchﾀﾞｲｱﾛｸﾞ枠の別の特徴は大きさ変更可能なことです。大きなｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄのﾒﾝﾊﾞを調べたい場合、Watch(監視)、Locals(局
所)、Autos(自動)のｳｨﾝﾄﾞｳよりも、展開して樹状QuickWatchを調べることがしばしばより簡単です。

QuickWatchﾀﾞｲｱﾛｸﾞ枠は同時に1つよりも多い変数または式を見ることを許しません。また、QuickWatchがﾓｰﾀﾞﾙ ｳｨﾝﾄﾞｳのため、
QuickWatchが開いている間にｺｰﾄﾞを通して段階実行するような操作を実行することができません。これらのことを実行したい場合、代
わりにWatch(監視)ｳｨﾝﾄﾞｳを使ってください。

いくつかの式は変数の値を変更する副作用を持ち、また、さもなくばそれらが実行される時にﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの状態を変更します。QuickWa 
tchﾀﾞｲｱﾛｸﾞ枠での式の評価はｺｰﾄﾞで式が実行するのと同じ効果を持ちます。これは式の副作用を考慮しない場合に予期せぬ結果
を生成し得ます。

注: Microchip Studioでは変数の上にｶｰｿﾙを置くことによって変数値を見ることができます。DataTip(ﾃﾞｰﾀ情報)と呼ばれる小さな枠
が現れます。

一瞬監視ﾀﾞｲｱﾛｸﾞ枠を開く

中断動作の間にDebug(ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ)ﾒﾆｭｰでQuickWatch(一瞬監視)を選んでください。

追加した変数と共に一瞬監視ﾀﾞｲｱﾛｸﾞ枠を開く

中断動作の間にｿｰｽ ｳｨﾝﾄﾞｳ名で変数名を右ｸﾘｯｸしてQuickWatch(一瞬監視)を選んでください。これはQuickWatch(一瞬監視)ﾀﾞｲｱ
ﾛｸﾞ枠内に自動的にその変数を配置します。

一瞬監視の式を監視ｳｨﾝﾄﾞｳに追加

QuickWatch(一瞬監視)ﾀﾞｲｱﾛｸﾞ枠でAdd Watch(監視に追加)をｸﾘｯｸしてください。

QuickWatchﾀﾞｲｱﾛｸﾞ枠に表示されたどの式もWatch(監視)ｳｨﾝﾄﾞｳの式の一覧に追加されます。この式は通常Watch1(監視1)ｳｨﾝﾄﾞｳ
に追加されます。

4.9.5. 表現形式

Microchp Studioﾃﾞﾊﾞｯｶﾞは「4.9.4. QuickWatch(一瞬監視)とWatch(監視)」、「4.15. Memory View(ﾒﾓﾘ表示)」、「4.9.1. Watch(監視)ｳｨ
ﾝﾄﾞｳ」、または直のｳｨﾝﾄﾞｳで式を入力する時に作動する式評価部を含みます。式評価部はBreakpoints(中断点)ｳｨﾝﾄﾞｳとﾃﾞﾊﾞｯｶﾞ内の
他の多くの場所でも動作します。

一般的な構文

val, formatString （値, 表現形式文字)

値用型指定子

下表はﾃﾞﾊﾞｯｶﾞによって認証される型指定子を示します。

表4-3. 値用ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ型指定子

指定子 表現型 表示される値

d,i 符号付き10進整数 0xF000F065, d -268373915

u 符号なし10進整数 0x0065, u 101

b 符号なし2進数 0xaa,b2 0b10101010

o 符号なし8進整数 0xF065, o 0170145

x,X 16進整数 61541, x 0x0000F065

1,2,4,8 d,i,u,o,x,Xに対してﾊﾞｲﾄ数を指定する接尾辞として 00406042,x2 0x0c22

s 文字列 0x2000, s "Hello World"

f 符号付き浮動小数点数 (3./2.), f 1.500000

e 符号付き指数表記 (3./2.), e 1.500000e+000

g 符号付き符号小数点または符号付き指数表記、どちらもより短い (3./2.), g 1.5

c 単一文字 0x0065, c 101 'e'
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配列としてのﾎﾟｲﾝﾀ用大きさ指定子

配列として見たいｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄに対するﾎﾟｲﾝﾀがある場合、以下のように配列の要素の番号を指定するのに整数を使うことができます。
ptr,10 または array,20

ﾒﾓﾘ型指定子

以下のﾒﾓﾘ型指定子はﾒﾓﾘ参照を特定のﾒﾓﾘ型に強制します。ﾒﾓﾘ ｳｨﾝﾄﾞｳのｱﾄﾞﾚｽ領域で使うには配列として見たいｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄに対
するﾎﾟｲﾝﾀを持つべきです。配列の要素の番号を指定するのに整数を使うことができます。

表4-4. ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ ﾒﾓﾘ型指定子

指定子 表現 表示される値

flashまたはprogram ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ ﾒﾓﾘ 0,flash

data ﾃﾞｰﾀ ﾒﾓﾘ 0x2000,data

sram SRAM 0x100,sram

reg or registers ﾚｼﾞｽﾀ 1,reg

io, eeprom, fusebytes, lockbytes, signature, usersign, prodsign 同じ名前を持つﾒﾓﾘ型

4.10. ﾃﾞｰﾀ情報 (DataTips)

ﾃﾞｰﾀ情報(DataTips)はﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ中にﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ内の変数についての情報を見る便利な方法を提供します。ﾃﾞｰﾀ情報は中断動作でだけ
で且つ現在の実行の可視範囲にある変数でだけ動きます。

Microchip Studioではﾃﾞｰﾀ情報をｿｰｽ ﾌｧｲﾙの指定位置にﾋﾟﾝ止めすることができ、またそれらを全てのMicrochip Studioｳｨﾝﾄﾞｳの上
部で浮かせることができます。

ﾃﾞｰﾀ情報(DataTips)を表示 (中断動作でだけ)

 1. ｿｰｽ ｳｨﾝﾄﾞｳで現在の可視範囲内のどれかの変数上にﾏｳｽ ﾎﾟｲﾝ
ﾀを置いてください。ﾃﾞｰﾀ情報(DataTip)が現れます。

 2. ﾏｳｽ ﾎﾟｲﾝﾀを取り去ると、ﾃﾞｰﾀ情報(DataTip)が消えます。それが
開いたままで留まるようにﾃﾞｰﾀ情報をﾋﾟﾝ止めするにはPin to sou 
rce(ｿｰｽにﾋﾟﾝ止め)ｱｲｺﾝをｸﾘｯｸするか、または、

 - 変数上で右ｸﾘｯｸし、その後にPin to source(ｿｰｽにﾋﾟﾝ止め)を
ｸﾘｯｸしてください。

ﾋﾟﾝ止めされたﾃﾞｰﾀ情報はﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ作業終了時に閉じます。

ﾃﾞｰﾀ情報のﾋﾟﾝを外して浮きにする

 ・ ﾋﾟﾝ止めされたﾃﾞｰﾀ情報(DataTip)でｿｰｽ ｱｲｺﾝからUnpin(ﾋﾟﾝ外し)をｸﾘｯｸしてください。

ﾋﾟﾝ止めｱｲｺﾝはﾋﾟﾝを外された位置に変わります。ﾃﾞｰﾀ情報は今や開いたどのｳｨﾝﾄﾞｳ上にも浮きます。浮いているﾃﾞｰﾀ情報はﾃﾞ
ﾊﾞｯｸﾞ作業終了時に閉じます。

浮いているﾃﾞｰﾀ情報を再度ﾋﾟﾝ止め

 ・ ﾃﾞｰﾀ情報(DataTip)でﾋﾟﾝ ｱｲｺﾝをｸﾘｯｸしてください。

ﾋﾟﾝ ｱｲｺﾝはﾋﾟﾝ止めされた位置に変わります。ﾃﾞｰﾀ情報がｿｰｽ ｳｨﾝﾄﾞｳの外側の場合、ﾋﾟﾝ ｱｲｺﾝが禁止され、ﾃﾞｰﾀ情報をﾋﾟﾝ止
めすることができません。

ﾃﾞｰﾀ情報を閉じる

 ・ ﾏｳｽ ﾎﾟｲﾝﾀをﾃﾞｰﾀ情報(DataTip)上に置き、その後に閉じる(Close)ｱｲｺﾝをｸﾘｯｸしてください。

全てのﾃﾞｰﾀ情報を閉じる

 ・ Debug(ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ)ﾒﾆｭｰでClear All DataTips(全ﾃﾞｰﾀ情報を解除)をｸﾘｯｸしてください。

指定ﾌｧｲﾙに対して全てのﾃﾞｰﾀ情報を閉じる

 ・ Debug(ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ)ﾒﾆｭｰでClear All DataTips Pinned to File(ﾌｧｲﾙにﾋﾟﾝ止めされた全ﾃﾞｰﾀ情報を解除)をｸﾘｯｸしてください。
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4.10.1. 情報の展開と編集

それのﾒﾝﾊﾞを見るために配列、構造体、ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄを展開するのにﾃﾞｰﾀ情報(DataTip)を使うことができます。ﾃﾞｰﾀ情報から変数の値
を編集することもできます。

それの要素を見るために変数を展開するには、

 ・ ﾃﾞｰﾀ情報で変素名の前に来る+符号上にﾏｳｽ ﾎﾟｲﾝﾀを置いてください。樹状形式でその要素を見るために変数が展開します。

変数が展開されると、上下移動にｷｰﾎﾞｰﾄﾞの矢印ｷｰを使うことができます。代わりに、ﾏｳｽを使うこともできます。

ﾃﾞｰﾀ情報(DataTip)を用いて変数の値を編集

 1. ﾃﾞｰﾀ情報(DataTip)で値をｸﾘｯｸしてください。これは読み込み専用値に対して禁止されます。

 2. 新しい値を入力してEnterを押してください。

4.10.2. ﾃﾞｰﾀ情報の透明化

ﾃﾞｰﾀ情報(DataTip)の向こう側のｺｰﾄﾞを見たい場合、そのﾃﾞｰﾀ情報を一時的に透明にすることができます。これはﾋﾟﾝ止めまたは浮き
にされたﾃﾞｰﾀ情報には適用されません。

ﾃﾞｰﾀ情報を透明にする

 ・ ﾃﾞｰﾀ情報(DataTip)でCtrlを押してしてください。

ﾃﾞｰﾀ情報はCtrlｷｰを押さえつけている限り透明に留まります。

4.10.3. 複雑なﾃﾞｰﾀ型の可視化

ﾃﾞｰﾀ情報(DataTip)内の変数名の次に拡大鏡ｱｲｺﾝが現れる場合、そのﾃﾞｰﾀ型の変数に対して1つまたは複数の可視器が利用可能
です。もっと意味の或る、通常の図画、方法で情報を表示するために可視器を使うことができます。

可視器を用いて変数の内容を見る

 ・ ﾃﾞｰﾀ型に対して既定の可視器を選ぶために拡大鏡ｱｲｺﾝをｸﾘｯｸしてください。

--または、--

ﾃﾞｰﾀ型に対して適切な可視器の一覧から選ぶために可視器の次のﾎﾟｯﾌﾟｱｯﾌﾟ矢印をｸﾘｯｸしてください。

可視器は情報を表示します。

4.10.4. 監視ｳｨﾝﾄﾞｳへの情報追加

変数の監視を続けたい場合、その変数をﾃﾞｰﾀ情報(DataTip)からWatch(監視)ｳｨﾝﾄﾞｳへ追加することができます。

監視ｳｨﾝﾄﾞｳに変数を追加

 ・ ﾃﾞｰﾀ情報(DataTip)を右ｸﾘｯｸし、その後にAdd Watch(監視に追加)をｸﾘｯｸしてください。

変数が監視ｳｨﾝﾄﾞｳに追加されます。複数の監視ｳｨﾝﾄﾞｳを支援する版を使う場合、この変数はWatch1(監視1)に追加されます。

4.10.5. ﾃﾞｰﾀ情報のｲﾝﾎﾟｰﾄとｴｸｽﾎﾟｰﾄ

ﾃﾞｰﾀ情報(DataTip)をXMLﾌｧｲﾙにｴｸｽﾎﾟｰﾄすることができ、それは仲間と共用したり、ﾃｷｽﾄ ｴﾃﾞｨﾀで編集することができます。

ﾃﾞｰﾀ情報(DataTip)をｴｸｽﾎﾟｰﾄ

 1. Debug(ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ)ﾒﾆｭｰでExport DataTips(ﾃﾞｰﾀ情報をｴｸｽﾎﾟｰﾄ)をｸﾘｯｸしてください。
Export DataTips(ﾃﾞｰﾀ情報ｴｸｽﾎﾟｰﾄ)ﾀﾞｲｱﾛｸﾞ枠が現れます。

 2. XMLﾌｧｲﾙを保存したい場所に誘導するのに標準的なﾌｧｲﾙ技法を使い、File name(ﾌｧｲﾙ名)にﾌｧｲﾙに対する名前を入力し、そ
の後にOKをｸﾘｯｸしてください。

ﾃﾞｰﾀ情報(DataTip)をｲﾝﾎﾟｰﾄ

 1. Debug(ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ)ﾒﾆｭｰでImport DataTips(ﾃﾞｰﾀ情報をｲﾝﾎﾟｰﾄ)をｸﾘｯｸしてください。
Import DataTips(ﾃﾞｰﾀ情報ｲﾝﾎﾟｰﾄ)ﾀﾞｲｱﾛｸﾞ枠が現れます。

 2. 開きたいXMLﾌｧｲﾙを見つけるためにﾀﾞｲｱﾛｸﾞ枠を使ってOKをｸﾘｯｸしてください。
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4.11. 逆ｱｾﾝﾌﾞﾘ ｳｨﾝﾄﾞｳ

Disassemby(逆ｱｾﾝﾌﾞﾘ)ｳｨﾝﾄﾞｳはﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ時にだけ利用可能です。支援されるどれかの高位言語が使われると、ｿｰｽ ｳｨﾝﾄﾞｳが自動的
に表示され、逆ｱｾﾝﾌﾞﾘ ｳｨﾝﾄﾞｳがOFFになります。ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ作業中に、Debug(ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ)⇒Windows(ｳｨﾝﾄﾞｳ)⇒Disassembly(逆ｱｾﾝﾌﾞﾘ)
を選ぶか、またはCtrl+Alt+Dによってそれを許可してください。

逆ｱｾﾝﾌﾞﾘ ｳｨﾝﾄﾞｳは逆ｱｾﾝﾌﾞﾙしたﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ ｺｰﾄﾞを示します。ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ実行とAVR命令はこの表示部で辿ることができます。逆ｱｾﾝﾌﾞﾘ 
ｳｨﾝﾄﾞｳの内側のｸﾘｯｸによって中断点を設定、ｶｰｿﾙの位置から走行、ｿｰｽ ｺｰﾄﾞに行くことができます。逆ｱｾﾝﾌﾞﾘ ｳｨﾝﾄﾞｳからｿｰｽ ｺｰ
ﾄﾞを編集することはできません。

ｱｾﾝﾌﾞﾘ命令に加えて、逆ｱｾﾝﾌﾞﾘ ｳｨﾝﾄﾞｳは以下の任意情報を示すことができます。

 ・ 各命令が置かれたﾒﾓﾘ ｱﾄﾞﾚｽ。本来の応用に関して、これは実際のﾒﾓﾘ ｱﾄﾞﾚｽです。

 ・ ｱｾﾝﾌﾞﾘ ｺｰﾄﾞを派生したｿｰｽ ｺｰﾄﾞ

 ・ 具体的なﾏｼﾝのｺｰﾄﾞ ﾊﾞｲﾄのﾊﾞｲﾄ表現

 ・ ﾒﾓﾘ ｱﾄﾞﾚｽのｼﾝﾎﾞﾙ名

 ・ ｿｰｽ ｺｰﾄﾞに対応する行番号

ｱｾﾝﾌﾞﾘ言語命令は命令名に対する略語であるﾆｰﾓﾆｯｸと変数、ﾚｼﾞｽﾀ、定数を表すｼﾝﾎﾞﾙから成ります。各機械語命令は通常、1
つまたはより多くの変数、ﾚｼﾞｽﾀ、または定数が後続する1つのｱｾﾝﾌﾞﾘ言語ﾆｰﾓﾆｯｸによって表されます。

ｱｾﾝﾌﾞﾘ ｺｰﾄﾞはﾌﾟﾛｾｯｻのﾚｼﾞｽﾀ、または管理されたｺｰﾄﾞの場合の共通言語走行時ﾚｼﾞｽﾀを重く信頼するため、度々それを見つける
のに、ﾚｼﾞｽﾀ内容を調べること許すRegisters(ﾚｼﾞｽﾀ)ｳｨﾝﾄﾞｳと共に逆ｱｾﾝﾌﾞﾘ ｳｨﾝﾄﾞｳを使うことが有用です。

注: 明確なｱﾄﾞﾚｽで動く命令での矛盾を見るかもしれません。これはAVRｱｾﾝﾌﾞﾗ、ｱｾﾝﾌﾞﾘ言語、GCCｱｾﾝﾌﾞﾗ、より大きなｺﾝﾋﾟｭｰﾀ ｼ
ｽﾃﾑで使われるｱｾﾝﾌﾞﾘ言語間の歴史的な違いから発しています。従って、下のもののように見える逆ｱｾﾝﾌﾞﾘに出会うかもしれま
せん。

  13: asm volatile ("JMP 0x0001778A");
 0000007D 0c.94.c5.bb JMP 0x0000BBC5 Jump >

ここでｱｾﾝﾌﾞﾘ命令のJMP 0x0001778AはGCCｱｾﾝﾌﾞﾗによってｱｾﾝﾌﾞﾙされ、そしてMicrochip Studio内の組み込み逆ｱｾﾝﾌﾞﾗを
用いて逆ｱｾﾝﾌﾞﾙされ、それは0x0000BBC5への分岐に解析し、初期ｱｾﾝﾌﾞﾘでのｱﾄﾞﾚｽの正確に半分です。

ｱﾄﾞﾚｽは常に逆ｱｾﾝﾌﾞﾘで示される行ｱﾄﾞﾚｽと同じ次元(特性)で、故にｺｰﾄﾞは機能的に同じです。
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4.12. I/O表示部

4.12.1. I/O表示部について

I/O表示部の目的は現在のﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄに対して目的対象ﾃﾞﾊﾞｲｽのﾚｼﾞｽﾀの
概要を提供することです。これは設計中の素早い参照として扱い、ﾌﾟﾛｼﾞｪ
ｸﾄがﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ動作の時にﾚｼﾞｽﾀ値を表示する能力です。この表示部は32
ﾋﾞｯﾄと8ﾋﾞｯﾄのﾃﾞﾊﾞｲｽを同様に支援します。

ﾂｰﾙ ｳｨﾝﾄﾞｳの既定表示部は上半分に周辺機能群、下半分にﾚｼﾞｽﾀを持
つ水平分割ｳｨﾝﾄﾞｳです。各周辺機能は代表的に(上半分)の周辺機能表
示部でﾚｼﾞｽﾀを展開することによって表示することができる定義された設定
の組と値の列挙を持ちます。(下半分の)ﾚｼﾞｽﾀ表示部は選択した周辺機
能群に属す全てのﾚｼﾞｽﾀを表示します。周辺機能が全く選択されていない
場合、この表示部は空です。各ﾚｼﾞｽﾀはそのﾚｼﾞｽﾀに属す予め定義され
た値の群を表示するために展開することもできます。

4.12.2. I/O表示部ﾂｰﾙの使い方

I/O表示部は開発環境内で単一ﾂｰﾙ ｳｨﾝﾄﾞｳに制限されます。同時にI/O表示部の1つの実体が有り得るだけです。このｳｨﾝﾄﾞｳを開
くにはDebug(ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ)⇒Windows(ｳｨﾝﾄﾞｳ)⇒I/O View(I/O表示部)を選んでください。設計動作時、I/O表示部は入力に対して禁止さ
れます。未だ配置や選別を変更することと表示部を操ることが可能ですが、値を設定したり読んだりは全くできません。ﾚｼﾞｽﾀの値を
読んだり変更したりするにはAVR Studioがﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ中断動作(実行一時停止)でなければなりません。この動作ではI/O表示部の全て
の部分が許可され、表示部で値を読んで更新することができます。

ﾚｼﾞｽﾀの値の簡単な表示に加えて、I/O表示部は独立した列でﾚｼﾞｽﾀ内の各ﾋﾞｯﾄを表示します。設定されたﾋﾞｯﾄは既定によって灰色
で、解除されたﾋﾞｯﾄは無色(既定は白)です。ﾋﾞｯﾄを変更するには単にそれをｸﾘｯｸします。値は交互に切り替えられます。

4.12.3. 中断動作での値とﾋﾞｯﾄの編集

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄがﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ中断動作の時に、値は値領域をｸﾘｯｸすることによって変更することができ、新しい値を書くことができます。いくつ
かの値とﾋﾞｯﾄはそれらが読み込み専用のため変更することができず、いくつかのﾋﾞｯﾄは書き込み専用かもしれません。より多くの情報
については各ﾃﾞﾊﾞｲｽに対する資料をご覧ください。ﾋﾞｯﾄまたは値が設定されると、ﾃﾞﾊﾞｲｽから直ちに読み戻され、I/O表示部がﾃﾞﾊﾞｲ
ｽからの実際の値だけを表示することを保証します。新しい値が設定されるけれど、意図したように更新されない場合、ﾚｼﾞｽﾀが書き
込み専用または単にｱｸｾｽ不可かもしれません。

ﾚｼﾞｽﾀが最後に表示された時から更新されてしまった時に、赤色の値とﾋﾞｯﾄでの表示でこれを示します。最後の時からﾋﾞｯﾄが設定(1)
されてしまった場合、一様の赤になります。解除(0)されてしまった場合は単純に赤境界になります。この機能はﾂｰﾙﾊﾞｰでONまたは
OFFに交互切り替えすることができます。



Microchip Studio

© 2021 Microchip Technology Inc.とその子会社 使用者の手引き DS50002718D - 150頁

4.13. ﾌﾟﾛｾｯｻ表示部

Debug(ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ)⇒Windows(ｳｨﾝﾄﾞｳ)⇒Processor View(ﾌﾟﾛｾｯｻ表
示部)。Processor(ﾌﾟﾛｾｯｻ)表示部は現在の目的対象ﾃﾞﾊﾞｲｽの
MPUまたはMCUのｼﾐｭﾚｰﾄまたは直接の表示を提供します。右の
図でｼﾐｭﾚｰﾄしたATxmega128AU1ﾃﾞﾊﾞｲｽのﾚｼﾞｽﾀの部分的な一
覧を見ることができます。

Program Counter(ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ ｶｳﾝﾀ)は実行されつつある命令のｱﾄﾞﾚ
ｽを示します。Stak Pointer(ｽﾀｯｸ ﾎﾟｲﾝﾀ)は応用の現在のｽﾀｯｸ ﾎﾟ
ｲﾝﾀ値を示します。X,Y,Z Register(X,Y,Zﾚｼﾞｽﾀ)は関数に対して
引数を渡したり、ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄを取得したりするのに間接で使うことが
できる一時ﾎﾟｲﾝﾀです。Cycle Counter(周期計数器)はｼﾐｭﾚｰﾀが
開始してから経過した周期を計数します。Status Register(ｽﾃｰﾀｽ 
ﾚｼﾞｽﾀ)またはSREGは現在設定されているﾌﾗｸﾞを示します。更にﾌ
ﾗｸﾞ名を表示するための設定を交互切り替えすることができます。

Stop Watch(ｽﾄｯﾌﾟｳｫｯﾁ)領域は応用の基本的な概略を作ることを
許します。これは試作基板が接続される時の場合に目的対象
MCU/MPU周波数を定義するFrequency(周波数)領域で設定され
る周波数によって影響を及ぼされます。

各ﾚｼﾞｽﾀは右ｸﾘｯｸして、Display in binary(2進で表示)などや、Dis 
play in...(で表示)を選ぶことによって16進、10進、8進、2進(ﾌﾗｸﾞ)
形式で表示することができます。各領域は下の画像で示されるよう
に、変更することもできます。領域が多数の1ﾋﾞｯﾄのﾌﾗｸﾞで構成さ
れる状態かﾌﾗｸﾞのﾚｼﾞｽﾀの場合、それら       上をｸﾘｯｸすることに
よって個別にﾌﾗｸﾞを交互切換することができます。

ﾌﾟﾛｾｯｻ ｳｨﾝﾄﾞｳはﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ動作でだけ有効です。

4.14. ﾚｼﾞｽﾀ表示部

Debug(ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ)⇒Windows(ｳｨﾝﾄﾞｳ)⇒Register View(ﾚｼﾞｽﾀ
表示部)またはCtrl+Alt+G。Registers(ﾚｼﾞｽﾀ)表示部は目的
対象またはｼﾐｭﾚｰﾄするﾃﾞﾊﾞｲｽのﾃﾞｰﾀとｼｽﾃﾑ ﾚｼﾞｽﾀを見る
簡単な方法を提供します。ﾚｼﾞｽﾀ表示部からﾚｼﾞｽﾀの内容を
変更することはできません。

4.15. ﾒﾓﾘ表示部

Debug(ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ)⇒Windows(ｳｨﾝﾄﾞｳ)⇒Memory View(ﾒﾓﾘ表示部)またはCtrl+Alt+Mn(ここでnはﾒﾓﾘの番号です)。Memory(ﾒﾓﾘ)表示
部はﾒﾓﾘの概要を与えます。これはﾒﾓﾘ表示部上部のMemory(ﾒﾓﾘ)引き落としﾒﾆｭｰでそれらを切り替えることによって全ての区域を
見るために付随するﾒﾓﾘの中から選ぶことが可能です。ﾒﾓﾘ表示部上部のAddress(ｱﾄﾞﾚｽ)型領域でﾒﾓﾘ表示ｳｨﾝﾄﾞｳに対して開始ｱﾄﾞ
ﾚｽを指定することもできます。ｱﾄﾞﾚｽを指定するために通常の16進入力または式のどちらかを使うことができます。「4.9.5. 表現形式」
をご覧ください。Columns(列)引き落としﾒﾆｭｰは一度でどの位ﾊﾞｲﾄ整列されたﾒﾓﾘ列を見たいかを指定することを許し、殆どこれは
Auto(自動)設定のままにすべきですが、固定長形式の値を手動で調べて、それらの値がどの位の語またはﾊﾞｲﾄを占有するかを知る
場合、各々の行が望む値の数に対応するようにﾒﾓﾘ表示部を整列することができます。
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4.16. 呼び出しｽﾀｯｸ表示部

注: Call Stack(呼び出しｽﾀｯｸ)ｳｨﾝﾄﾞｳは現在、32ﾋﾞｯﾄ ﾃﾞﾊﾞｲｽに対してだけ支援されます。

呼び出しｽﾀｯｸは現在のﾒｿｯﾄﾞ(方法)の呼び出し側の階層的な情報を示します。既定によって、呼び出しｽﾀｯｸ ｳｨﾝﾄﾞｳは各関数の名
前を表示します。呼び出しｽﾀｯｸを表示するにはﾒﾆｭｰでDebug(ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ)⇒Windows(ｳｨﾝﾄﾞｳ)⇒Call Stack(呼び出しｽﾀｯｸ)をｸﾘｯｸして
ください。

関数名と共に、単位部名、行番号などのような任意選択情報も表示されるかもしれません。この任意選択情報の表示はONまたはOF 
Fに切り替えることができます。表示される任意選択情報をON/OFF切り替えするには呼び出しｽﾀｯｸ ｳｨﾝﾄﾞｳを右ｸﾘｯｸしてShow [情
報名]([情報名]を表示)を選択または非選択にしてください。

黄色矢印はｽﾀｯｸ ﾌﾚｰﾑの現在の実行ﾎﾟｲﾝﾀを示します。既定によって、これはｿｰｽ、逆ｱｾﾝﾌﾞﾘ、Locals(局所)、Watch(監視)、Autos
(自動)ｳｨﾝﾄﾞｳで現れる情報枠です。またｽﾀｯｸ ﾌﾚｰﾑの状況は呼び出しｽﾀｯｸ ｳｨﾝﾄﾞｳで表示される別のﾌﾚｰﾑに対して変更され得ま
す。

警告 呼び出しｽﾀｯｸは最適化ﾚﾍﾞﾙ-O1とそれ以上で全ての呼び出しﾌﾚｰﾑを示さないかもしれません。
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別のｽﾀｯｸ ﾌﾚｰﾑに切り替え

 1. 呼び出しｽﾀｯｸ ｳｨﾝﾄﾞｳで見たいｺｰﾄﾞとﾃﾞｰﾀを持つﾌﾚｰﾑを右ｸﾘｯｸしてください。

 2. Switch to Frame(ﾌﾚｰﾑ切り替え)を選んでください。

巻きあがった尾を持つ緑の矢印は変更したｽﾀｯｸ状況を示します。実行ﾎﾟｲﾝﾀは未だ黄色の矢印で記される元もﾌﾚｰﾑに留まります。
Debug(ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ)ﾒﾆｭｰからStop(停止)またはContinue(継続)を選ぶ場合、実行は選んだﾌﾚｰﾑではなく、黄色矢印から継続されます。

呼び出しｽﾀｯｸ上の関数に対してｿｰｽ/逆ｱｾﾝﾌﾞﾘ ｺｰﾄﾞを表示

 1. 呼び出しｽﾀｯｸ ｳｨﾝﾄﾞｳで見たいｿｰｽ ｺｰﾄﾞを持つ関数を右ｸﾘｯｸし、Go To Source Code(ｿｰｽ ｺｰﾄﾞへ行く)を選んでください。

 2. 呼び出しｽﾀｯｸ ｳｨﾝﾄﾞｳで見たい逆ｱｾﾝﾌﾞﾘ ｺｰﾄﾞを持つ関数を右ｸﾘｯｸし、Go To Disassembly(逆ｱｾﾝﾌﾞﾘへ行く)を選んでください。

関数呼び出しの出口点に中断点を設定

呼び出しｽﾀｯｸ ｳｨﾝﾄﾞｳで中断点を追加したいｽﾀｯｸ ﾌﾚｰﾑを右ｸﾘｯｸしてください。中断点を追加するためにBreakpoint(中断点)⇒Ins 
ert Breakpoint(中断点挿入)を選んでください。
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4.17. ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄ ﾌｧｲﾙ形式

Microchip Stuidoが好ましいｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄ ﾌｧｲﾙ/ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ情報の形式としてELF/DWARFを使う一方で、あなたは他の形式でﾃﾞﾊﾞｯｸﾞする
かもしれません。様々なｺﾝﾊﾟｲﾗ供給者からいくつかのｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄ ﾌｧｲﾙ形式が支援されます。それらのﾌｧｲﾙを開いてﾃﾞﾊﾞｯｸﾞすること
ができますが、Microchip Studio内からｺｰﾄﾞを編集することができないかもしれません。ｺｰﾄﾞを編集するのにあなたのｴﾃﾞｨﾀを、そして
(再読み込み釦を使って)ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞするのにMicrochip Studioを使い、未だ強力なｺｰﾄﾞ/ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ環境を持つでしょう。

全ての外部ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ作業はMicrochip Studioによって支援されるｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄ ﾌｧｲﾙを読み込むことが必要です。ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ用のｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄ 
ﾌｧｲﾙは通常、公開版では含まれないｼﾝﾎﾞﾘｯｸ情報を含みます。このﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ情報はﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ時に拡張された可能性、例えば、Cのよう
な高位言語でｿｰｽ ﾌｧｲﾙの段階実行や中断点設定を与えることをMicrochip Studioに許します。

予めｺﾝﾊﾟｲﾙされたｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄ ﾌｧｲﾙはﾒﾆｭｰ命令のOpen file(ﾌｧｲﾙを開く)⇒Open Object File for Debugging(ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ用にｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄ 
ﾌｧｲﾙを開く)を用いることによって開くことができます。より多くの情報については「3.6. Microchip Studioでのｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄ ﾌｧｲﾙのﾃﾞﾊﾞｯ
ｸﾞ」項をご覧ください。

表4-5. Microchip Studioによって支援されるｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄ ﾌｧｲﾙ形式

ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄ ﾌｧｲﾙ形式 説明拡張子

UBROF .d90

UBROFはIAR専有形式です。ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ出力ﾌｧｲﾙは全ての監視形式を支援するための完全なﾃﾞ
ﾊﾞｯｸﾞ情報一式とｼﾝﾎﾞﾙを含みます。UBROF8とそれ以前版が支援されます。これはIAR EW 
2.29とそれ以前版の既定出力形式です。IAR EW 3.10とそれ以降版でUBROF8生成に強制する
方法を下でご覧ください。

ELF/DWARF .elf
ELF/DWARFﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ情報は開放標準です。このﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ形式は全ての監視形式を支援するため
の完全なﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ情報一式とｼﾝﾎﾞﾙを含みます。Microchip Studioによって読まれる形式版はDW 
ARF2です。DWARF2出力用に構成設定されるAVR-GCC版はこの形式を生成することができま

AVRCOFF .cof
COFFはMicrochip Studioによって支援される拡張やﾂｰﾙを作成する第三者の供給者を意図さ
れた開放標準です。

AVRｱｾﾝﾌﾞﾗ形式 .obj
AVRｱｾﾝﾌﾞﾗ出力ﾌｧｲﾙ形式はｿｰｽ段階実行用のｿｰｽ情報を含みます。これは内部Microchip形
式専用です。いくつかの監視情報を得るために自動的に.mapﾌｧｲﾙが解析されます。

ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ前に、上の形式の1つでﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ情報を持つｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄ ﾌｧｲﾙを生成するためにあなたの外部ｺﾝﾊﾟｲﾗ/ｱｾﾝﾌﾞﾗを構成設定を確
実にしてください。

第三者のｺﾝﾊﾟｲﾗ供給者はMicrochip Studioでの支援を確実にするためにELF/DWARFｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄ ﾌｧｲﾙ形式を出力すべきです。任
意でﾃﾞﾊﾞｯｸﾞとｺﾝﾊﾟｲﾙの両方の支援を持つためにあなたは拡張を提供することができます。より多くの情報については「1.4. 問い合
わせ情報」をご覧ください。

助言: IARW32でAVR互換ELFﾌｧｲﾙを生成する方法:

Project options(ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ任意選択)⇒Output format(出力形式)ﾀﾞｲｱﾛｸﾞでelf/dwartを選び、Project options(ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ
任意選択)⇒Format variant(形式変種)でArm-compatible “-yes”を選んでください。

助言: IAR EW 3.10とそれ以降版をUBROF8生成に強制する方法:

既定によってIAR EW 3.10とそれ以降版はUBROF9を出力します。現在、Microchip Studioはこの形式を読むことができ
ません。ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ形式をUBROF8に強制するにはﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ任意選択ﾀﾞｲｱﾛｸﾞを開き、Output format(出力形式)設定をub 
rof8(forced)に変更してください。この任意選択設定時、既定のﾌｧｲﾙ名拡張子が’.d90’から’.dbg’に変わることに注意
してください。’.d90’拡張子を保つにはOverrride default(既定上書き)ﾁｴｯｸ釦をｸﾘｯｸして拡張子を変更してください。

4.18. 追跡

Microchip Stuidoではﾌﾟﾗｸﾞｲﾝに基づいて追跡(Trace)が提供され、これはMicrochip Studioの核から独立した各種ﾌﾟﾗｸﾞｲﾝが追跡を
可視化するための違うｸﾞﾗﾌｨｯｸ表示部の提供物であることを意味します。

追跡の部門ではﾃﾞﾊﾞｲｽとﾂｰﾙの組み合わせが支援する各種追跡供給元を記述するいくつかの用語があります。これらの高位供給
元名は各種基本構造特有追跡供給元に置かれます。

以下の項は利用可能かもしれない高位追跡供給元のいくつかを記述し、それは目的対象基本構造に置かれます。ﾃﾞﾊﾞｲｽ特有の詳
細は各々のﾃﾞｰﾀｼｰﾄで利用可能ななので、各種供給元の高位記述だけが与えられます。

注: Microchip Studioで追跡能力を発見するための基本構造はﾁｯﾌﾟ自身が報告するものに基づき、これはその能力が探れるように
走行することをﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ作業が必要であることを意味します。これは監視供給元を活性にする時に、ﾃﾞﾊﾞｲｽが開始中の間に問わ
れた供給元を支援しない場合にMicrochip Studioが失敗するかもしれません。

4.18.1. 応用出力

応用出力は起因(stimuli)ﾎﾟｰﾄとして知られるものを提供する技法に対する一般的な名前です。これは接続されたﾃﾞﾊﾞｯｶﾞにﾃﾞｰﾀを出
力するためにﾃﾞﾊﾞｲｽで走行する応用に対していくつかの手段を含みます。
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4.18.1.1. ITM

ITMはArmｺｱでのﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ ｼｽﾃﾑの任意選択部分です。この単位部は応用がそこにﾃﾞｰﾀを書くことができるﾚｼﾞｽﾀの組を提供し、これ
はﾃﾞﾊﾞｯｶﾞに流れ出されます。

4.18.1.2. IDR事象

ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞされつつある間に応用ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑがAVRﾃﾞﾊﾞｲｽのOCDRﾚｼﾞｽﾀにﾃﾞｰﾀ ﾊﾞｲﾄを書くと、ﾃﾞﾊﾞｯｶﾞはこの出力値を読んで下図で示
されるようにOutput(出力)ｳｨﾝﾄﾞｳでIDR事象としてそれを表示します。OCDRﾚｼﾞｽﾀは与えられ間隔でﾎﾟｰﾘﾝｸﾞされ、故にﾃﾞﾊﾞｯｶﾞが信
頼に足る結果を生じないように指定されたものよりも高い頻度でそれに書きます。ﾃﾞﾊﾞｲｽのﾃﾞｰﾀｼｰﾄは与えられた値が読まれたこと
を調べる方法を説明します。

図4-9. IDR事象

IDR事象がﾃﾞﾊﾞｯｶﾞから送られなかった場合にOutput(出力)ｳｨﾝﾄﾞｳが”IDR Messeges(IDRﾒｯｾｰｼﾞ)”引き落としﾒﾆｭｰを持たないことに
注意してください。

4.18.2. ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ ｶｳﾝﾀ採取

この追跡供給元は周期的にﾃﾞﾊﾞｲｽのﾌﾟﾛｸﾞﾗｸﾞ ｶｳﾝﾀを読み出す何らかの採取ｼｽﾃﾑを伴います。これはその後にいくつかの統計的
平均に基づいて、費やされる実行時間のｸﾞﾗﾌに使うことができます。

4.18.2.1. Arm®実装

Arm Cortexｺｱではﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ ｶｳﾝﾀを採取する2つの方法があります。1つ目はｺｰﾄﾞそれ自身でのどんな影響もなしにﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ ｶｳﾝﾀを
ﾃﾞﾊﾞｯｶﾞに放出するﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ ｼｽﾃﾑ内の任意単位部を使います。ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ ｶｳﾝﾀはSWOﾋﾟﾝで放出されます。

全てのCortex実装がﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ ｶｳﾝﾀを放出する訳ではないため、Microchip Studioはｺｱが走行している間にﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ ｶｳﾝﾀの周期的
な読み出しを行うことも支援します。これはﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ ｼｽﾃﾑがﾒﾓﾘ ﾊﾞｽをｱｸｾｽすることが必要なために応用を走行する上で小さな影響
を持ち、ｺｱが走行中のﾒﾓﾘ読み出しを殆どのCortexﾃﾞﾊﾞｲｽが支援するために可能です。

4.18.2.2. AVR® 32ﾋﾞｯﾄ実装

AVR 32ﾋﾞｯﾄ ｺｱでのﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ ｶｳﾝﾀ読み取りは、ｺｱが走行している間に実際のﾒﾓﾘの読み出しをｺｱが支援するため、「4.18.2.1. Ar 
m®実装」で言及したのと同じ方法で可能です。

4.18.3. 変数監視

変数監視は通常、ﾃﾞｰﾀ中断点(ﾌﾞﾚｰｸﾎﾟｲﾝﾄ)によって網羅されます。「4.8. ﾃﾞｰﾀ中断点」をご覧ください。けれども、いくつかのｼｽﾃﾑ
に於いて、ｺｱを停止することなく情報をﾃﾞﾊﾞｯｶﾞへ放出することをﾃﾞｰﾀ中断点にさせるのも可能で、例えばﾃﾞｰﾀ中断点が失敗を起こ
す何らかの外部ﾀｲﾐﾝｸﾞ必要条件を持つ応用での変数監視が可能なことを意味します。

4.18.3.1. Arm®実装

Cortexｺｱでのﾃﾞｰﾀ中断点はﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ ｼｽﾃﾑが必要とした単位部を実装する場合に追跡ﾊﾟｹｯﾄを放出するように変更することができ、
これはｺｱでの実行に影響を及ぼすことなく、特定のﾒﾓﾘ位置に対して読み書きについての情報を得ることが可能なことを意味しま
す。

これへ戻るため、ｺｱが実行中に与えられた間隔でﾒﾓﾘ位置を読むことも可能です。これはどの特定事象ﾃﾞｰﾀでもなく、ｺｱが生ﾒﾓﾘ読
み出しを支援する場合、ﾒﾓﾘのいくつかの部分の採取が可能なことを意味します。これはﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ ｼｽﾃﾑがﾒﾓﾘ ﾊﾞｽへのｱｸｾｽを持つ
ことを必要とするため、実行に於いて微細な影響を持ちます。

4.18.3.2. AVR® 32ﾋﾞｯﾄ実装

AVR 32ﾋﾞｯﾄ ｺｱはﾒﾓﾘ位置の生読み出しも支援します。これはｺｱが実行中にMicrochip Studioがﾒﾓﾘ位置をﾎﾟｰﾘﾝｸﾞすることができ、
変数が時間に渡ってどう変化するかの統計的表示を与えます。
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4.19. 追跡表示部

Trace(追跡)表示部は目的対象が走行している時にﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ ｶｳﾝﾀの足跡を記録することを許します。ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ ｶｳﾝﾀ分岐は各々の
ｿｰｽ行情報に配置されます。それは実行されたｿｰｽ行に対する適用範囲と統計も含みます。追跡表示部を開くにはDebug(ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ)
⇒Windows(ｳｨﾝﾄﾞｳ)⇒Trace View(追跡表示部)へ行ってください。ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄは追跡表示部の機能を使うためにMicrochip Studioで開
かれなければなりません。

図4-10. ﾒﾆｭｰから追跡表示部を開く

4.19.1. 追跡表示部任意選択

Trace(追跡)表示部ﾂｰﾙﾊﾞｰは以下の要素を持ちます。

 ・ - ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ追跡開始

 ・ - ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ追跡停止

 ・ - ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ追跡解消

 ・ - ｿｰｽ ｺｰﾄﾞの強調表示交互切り替え

 ・ - ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ追跡を記録するようにﾃﾞﾊﾞｲｽを構成設定

 ・ - Trace Stack(追跡ｽﾀｯｸ)表示部で例外記録を探す

 ・ - 網羅率統計をxml/xslt報告にｴｸｽﾎﾟｰﾄ

4.19.1.1. ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ追跡開始

Trace(追跡)表示ｳｨﾝﾄﾞｳで開始釦をｸﾘｯｸすることによってﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ追跡を開始してください。開始釦はﾃﾞﾊﾞｯｸﾞの間に許可されます。
追跡はﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ作業で何度でも開始と停止を行うことができます。新しい追跡作業の開始は以前の追跡作業の全ての追跡情報を解
消します。

注: SRAMの領域はﾃﾞﾊﾞｲｽに追跡を記録させるように割り当てられなければなりません。より多くの情報については「4.19.1.5. 追跡表
示部設定」を参照してください。

図4-11. 追跡表示ｳｨﾝﾄﾞｳ

4.19.1.2. 追跡停止

追跡は走行動作またはﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ動作で停止することができます。追跡作業はﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ作業が終わる時に使用者の介在なして自動的に
終了されます。
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4.19.1.3. 追跡解消

解消釦はTrace(追跡)表示ｳｨﾝﾄﾞｳで追跡を解消します。新しい追跡情報は継続する連番を持つ同じﾂｰﾙ ｳｨﾝﾄﾞｳで記録されます。解
消は追跡作業内で何回でも行うことができます。一旦追跡ﾃﾞｰﾀが解消されると、復元することはできません。

4.19.1.4. ｿｰｽ ｺｰﾄﾞ強調表示

強調表示はｿｰｽ ｺｰﾄﾞの強調表示と非強調表示を交互に切り替える交互切換釦です。扱われたｿｰｽ ｺｰﾄﾞは緑色で強調表示され、
赤色を持つ残りのｿｰｽ行は現在の実行に対して扱われなかったｿｰｽ ｺｰﾄﾞを表します。

図4-12. ｺｰﾄﾞ強調表示

注: ｺﾝﾊﾟｲﾙできる行だけが考慮に入れられます。例えば、注釈と変数宣言を持つ行は無視されます。

4.19.1.5. 追跡表示部設定

ﾃﾞﾊﾞｲｽはSRAMで追跡情報を記録するように構成設定されなければなりません。ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ追跡を記録するのに割り当てられる大きさ
はこの設定から構成設定することができます。ﾒﾓﾘは以下で割り当てられ得ます。

 ・ ｿｰｽ ｺｰﾄﾞ - 全域配列を割り当て

 ・ ﾘﾝｶ ｽｸﾘﾌﾟﾄ - ﾒﾓﾘ配置の量を予約

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ追跡を記録するために割り当てられるべきﾒﾓﾘの大きさを選ん
でください。CopyToClipBoard(ｸﾘｯｸﾎﾞｰﾄﾞに複写)釦をｸﾘｯｸすることに
よって構成設定ｳｨﾝﾄﾞｳで表示されるｺｰﾄﾞの断片を複写してあなたのｿｰ
ｽ ｺｰﾄﾞ内に張り付けてください。追跡能力を許可するためにﾀﾞｲｱﾛｸﾞで
与えられる命令に従ってください。

注: ﾘﾝｶ ｽｸﾘﾌﾟﾄとｿｰｽ ｺｰﾄﾞの両方が追跡用に構成設定される場合、ﾘﾝ
ｶ ｽｸﾘﾌﾟﾄ設定がｿｰｽ ｺｰﾄﾞ設定を超える高い順位になります。

図4-13. ｿｰｽ ｺｰﾄﾞを通す追跡設定ｳｨﾝﾄﾞｳ

図4-14. ﾘﾝｶ ｽｸﾘﾌﾟﾄを通す追跡設定ｳｨﾝﾄﾞｳ
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4.19.2. 追跡表示部解釈

Trace(追跡)表示ｳｨﾝﾄﾞｳは以下の項目を含みます。

 ・ Trace Stack(追跡ｽﾀｯｸ)表示部

 ・ Coverage(網羅率)表示部

4.19.2.1. 追跡ｽﾀｯｸ表示部

Trace Stack(追跡ｽﾀｯｸ)表示部は目的対象が走行しているか、またはﾃﾞﾊﾞｯｸﾞしている状態の間にﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ追跡情報を取り入れられま
す。

追跡ｽﾀｯｸ表示部はSequence No.(連番)、Source(供給元)とDestination(行き先)のｱﾄﾞﾚｽ、Repeat Count(繰り返し数)を含みます。新し
いﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ追跡記録は、例えば関数呼び出しや関数からの復帰として、目的対象で分岐する命令が起こる時に示されます。

 ・ Sequence No.(連番) - 記録順の経緯を保つ番号。この番号は毎回の追跡作業に対してﾘｾｯﾄされます。この番号はﾂｰﾙﾊﾞｰの解
消釦を用いて追跡が解消される時に中断なしで継続されます。

 ・ Source(供給元) - 分岐が起きた命令/ｿｰｽ行を表します。例えば、関数呼び出しで、Sourceは関数を呼びつつあるｿｰｽ行です。

 ・ Destination(行き先) - 分岐が起きた先の命令/ｿｰｽ行を表します。例えば、関数呼び出しで、Distinationは関数の開始行のｿｰｽ 
ｺｰﾄﾞです。

 ・ Repeat Count(繰り返し数) - 同じ供給元と行き先の組み合わせが連続して起こされた回数を表します。例えば、同じﾊﾟｹｯﾄを記録
する遅延がある場合、それは集められ、発生記録回数は繰り返し数と呼ばれます。

Source(供給元)とDestination(行き先)は命令ｱﾄﾞﾚｽ、関数名、ｿｰｽ ﾌｧｲﾙ名、行番号を含みます。ｿｰｽ行を配置することができない場
合、命令ｱﾄﾞﾚｽだけが与えられます。供給元または行き先上のﾀﾞﾌﾞﾙ ｸﾘｯｸはｴﾃﾞｨﾀでｶｰｿﾙを適切な行へ誘導します。誘導ｷｰの↑、
↓、←、→とTabは追跡記録に対してｿｰｽ/逆ｱｾﾝﾌﾞﾘ表示部で位置を特定するのに使うことができます。

Trace Stack表示部で示されるﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ追跡は既定によって最後の20000記録に切り落とされます。この閾値は摺動子を用いて変更
することができます。

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ追跡記録は分岐する命令が予期されなかった時に黄色で強調表示されます。予期せぬ分岐は通常、いくつかの例外のた
めに起き、例外処理部の入り口と出口が黄色で強調表示されます。例外の内側の分岐は強調表示されません。

図4-15. 例外記録

助言: 次と前の例外記録は追跡表示ｳｨﾝﾄﾞｳのﾂｰﾙﾊﾞｰで下矢印を使うことによって容易に誘導することができます。

いくつかのﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ追跡を落とし得るいくつかの例外的な場合があります。その場合、それらは順番に於いてﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ追跡情報のいく
つかの非連続があることを表す赤色のﾊﾟｹｯﾄになります。落としたﾊﾟｹｯﾄ数が未知のため、Trace Stack表示部で支援される連番は、
それに対する連番を持つ赤色にされたﾊﾟｹｯﾄの追加を除いてどんな中断もなしも続けられます。

注: 逆ｱｾﾝﾌﾞﾘ表示部は誘導ｷｰが使われる時に支援されませんが、ﾏｳｽを使って記録がﾀﾞﾌﾞﾙ ｸﾘｯｸされた時にそれを支援します。
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4.19.2.2. 網羅率表示部

Coverage(網羅率)表示部は現在の目的対象実行の一部として網羅されたｿｰｽの統計を示します。全てのﾌｧｲﾙと関数がｿｰｽ ﾌｧｲﾙ
内の総行数に対して網羅された、または網羅さない行数の情報と共に網羅率表示部で一覧にされます。

図4-16. ｺｰﾄﾞ網羅率

注: 統計に関してｺﾝﾊﾟｲﾙ可能な行だけが考慮に入れられます。例えば、注釈と変数宣言を持つ行は考慮されません。

網羅率報告はｴｸｽﾎﾟｰﾄすることができます。ｴｸｽﾎﾟｰﾄ動作を呼び出すには追跡表示部ﾂｰﾙﾊﾞｰで     ｴｸｽﾎﾟｰﾄ ｱｲｺﾝをｸﾘｯｸしてくだ
さい。

5. ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ ﾀﾞｲｱﾛｸﾞ

5.1. 序説

(ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ ﾀﾞｲｱﾛｸﾞとしても知られる)Device Programming(ﾃﾞﾊﾞｲｽ ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ)ｳｨﾝﾄﾞｳはﾃﾞﾊﾞｯｸﾞとﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞのﾂｰﾙの最も下位の制
御を与えます。それでﾃﾞﾊﾞｲｽの各種ﾒﾓﾘ、ﾋｭｰｽﾞ、施錠ﾋﾞｯﾄのﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ、ﾒﾓﾘ消去、使用者識票書き込みを行うことができます。電
圧とｸﾛｯｸ生成部のようなｽﾀｰﾀ ｷｯﾄ特性のいくつかを調整することもできます。

注: Microchip Studioでｺｰﾄﾞ ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄを編集してﾃﾞﾊﾞｲｽ内にそのｺｰﾄﾞをﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞすることによってｺﾝﾊﾟｲﾙの結果を見たい場合、Sat 
rt without Debugging(ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞなしで開始)命令で見てください。それはﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ ﾀﾞｲｱﾛｸﾞに代わる一種の1ｸﾘｯｸ ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞで
す。より多くの情報については「4.5. ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞなしでの開始」項をご覧ください。

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ ﾀﾞｲｱﾛｸﾞは標準ﾂｰﾙﾊﾞｰ上の釦、またはﾒﾆｭｰのTools(ﾂｰﾙ)⇒Device Programming(ﾃﾞﾊﾞｲｽ ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ)からｱｸｾｽ可能で
す。

図5-1. ﾃﾞﾊﾞｲｽ ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ ｱｲｺﾝ 図5-2. ﾃﾞﾊﾞｲｽ ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ ﾀﾞｲｱﾛｸﾞを開く



Microchip Studio

© 2021 Microchip Technology Inc.とその子会社 使用者の手引き DS50002718D - 159頁

図5-3. ﾃﾞﾊﾞｲｽ ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ ﾀﾞｲｱﾛｸﾞは以下の任意選択とﾀﾌﾞを含みます。

上部状態ﾊﾞｰ

Tool (ﾂｰﾙ)

この引き落としﾒﾆｭｰから使いたいﾂｰﾙを選ぶことができます。PCに接続されたﾂｰﾙだけが一覧にされます。また、ﾂｰﾙがﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ作業
で使われている場合、それは一覧にされません。同じ形式のいくつかのﾂｰﾙを同時に接続することができます。それらを識別するた
め、一覧のﾂｰﾙ名の下に通番が示されます。

ﾂｰﾙ選択時、名前(と通番)がﾃﾞﾊﾞｲｽ ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ ﾀﾞｲｱﾛｸﾞのﾀｲﾄﾙ ﾊﾞｰで示されます。

注: ｼﾐｭﾚｰﾀはﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ ﾀﾞｲｱﾛｸﾞ機能に対して限定された支援だけを提供します。ｼﾐｭﾚｰﾀは持続性ﾒﾓﾘを持たず、故にｼﾐｭﾚｰﾄす
るどのﾃﾞﾊﾞｲｽに対しても恒久的に変更することはできません。

Device (ﾃﾞﾊﾞｲｽ)

ﾂｰﾙが選ばれると直ぐに、ﾃﾞﾊﾞｲｽ一覧がそのﾂｰﾙによって支援される全てのﾃﾞﾊﾞｲｽを示します。ﾃﾞﾊﾞｲｽを選ぶのに2つの方法があり
ます。

 ・ 一覧から選んでください。

矢印をｸﾘｯｸしてください。これは支援するﾃﾞﾊﾞｲｽの一覧を見せます。選ぶためにｸﾘｯｸしてくださ
い。
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 ・ 入力することによって選んでください。この例ではATxmega128A3を選びます。

 a. 既に存在する文字を選択するようにﾃｷｽﾄ領域でﾀﾞﾌﾞﾙ ｸﾘｯｸしてください。

 b. ﾃﾞﾊﾞｲｽ名の或る部分の入力を開始してください。この例では128Aです。入力中に一覧が更新され、入力されたものを含む全
てのﾃﾞﾊﾞｲｽを示します。

 c. 一覧内で選択を移動するためにｷｰﾎﾞｰﾄﾞの↓を押してください。誘導するには↑と↓のｷｰを使ってください。選択するには
Enterを押してください。

 d. 今やATxmega238A3が選ばれます。

注: ﾃﾞﾊﾞｲｽ選択部周辺の赤境界は入力された文字が有効なﾃﾞﾊﾞｲｽ名でないことを示します。ﾃﾞﾊﾞｲｽ名が完了するまで入力を続
けるか、または一覧から選んでください。

Interface (ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ)

ﾂｰﾙとﾃﾞﾊﾞｲｽが選ばれると、ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ一覧が利用可能なｲﾝﾀ-ﾌｪｰｽを示します。ﾂｰﾙとﾃﾞﾊﾞｲｽの両
方で利用可能なｲﾝﾀｰﾌｪｰｽだけがこのﾒﾆｭｰに現れます。

ﾃﾞﾊﾞｲｽをﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞするのに使うｲﾝﾀｰﾌｪｰｽを選んでください。

Apply(適用)釦

ﾂｰﾙ、ﾃﾞﾊﾞｲｽ、ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽが選ばれると、選択を有効にするためにApply(適用)釦を押してください。これはﾂｰﾙへの接続を確立しま
す。ｳｨﾝﾄﾞｳの左側の一覧は選んだﾂｰﾙに関連するﾍﾟｰｼﾞで更新されます。

違うﾂｰﾙ、ﾃﾞﾊﾞｲｽ、またはｲﾝﾀｰﾌｪｰｽが選ばれた場合、新しい選択を有効にするために再びApply(適用)釦が押されなければなりま
せん。

Device ID (ﾃﾞﾊﾞｲｽID)

ﾃﾞﾊﾞｲｽから識票ﾊﾞｲﾄを読むにはRead(読み込み)釦を押してください。ﾃﾞﾊﾞｲｽの固有標識がこの領域に現れ、ﾂｰﾙの適合性調査と、
お客様支援またはAVR Freaks®の人々のどちらかからの手助けを得るのに使うことができます。

Target Voltage (目的対象電圧)

全てのﾂｰﾙは目的対象の動作電圧を測定する能力があります。新しい測定にするには更新Read(読み込み)釦を押してください。

測定した電圧が選んだﾃﾞﾊﾞｲｽに対する動作電圧の外側の場合に警告ﾒｯｾｰｼﾞが現れ、目的対象枠が赤に切り替わります。

http://www.avrfreaks.net/


Microchip Studio

© 2021 Microchip Technology Inc.とその子会社 使用者の手引き DS50002718D - 161頁

5.2. ｲﾝﾀｰﾌｪ-ｽ設定

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽは異なる設定を持ちます。いくつかのｲﾝﾀｰﾌｪｰｽは全ての設定を持たない一方で、いくつかのｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ設
定はいくつかのﾂｰﾙでだけ利用可能です。この項は全ての設定を記述しますが、それらは全てのﾂｰﾙとﾃﾞﾊﾞｲｽで利用可能な訳では
ありません。

JTAG

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽとしてJTAGを選んだ場合、ｸﾛｯｸ速度、外部ﾘｾｯﾄの使用、ﾃﾞｨｼﾞｰﾁｪｰﾝ設定が利用可能かもしれません。これは
ﾂｰﾙとﾃﾞﾊﾞｲｽに依存します。

JTAG Clock (JTAGｸﾛｯｸ)

ＪTAGｸﾛｯｸはﾂｰﾙがﾃﾞﾊﾞｲｽをｸﾛｯｸ駆動しようとする最大速度です。ｸﾛｯｸ範囲は各種ﾙｰﾙとﾃﾞﾊﾞｲｽに対して異なります。制限がある
場合、それらはｸﾛｯｸ摺動子の下のﾒｯｾｰｼﾞで述べられます。

Use external reset (外部ﾘｾｯﾄを使用)

ﾁｪｯｸされると、ﾂｰﾙはﾃﾞﾊﾞｲｽに接続しようとする時に外部ﾘｾｯﾄ線をLowに引きます。

JTAG Daisy chain settings (JTAGﾃﾞｨｼﾞｰﾁｪｰﾝ設定)

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞのためにﾃﾞﾊﾞｲｽに関連するJTAGﾃﾞｨｰｼﾞｰﾁｪｰﾝ設定を指定してください。

Target device is not part of a JTAG daiasy chain (目的対象はJTAGﾃﾞｨｼﾞｰﾁｪｰﾝの一部ではありません。)

目的対象ﾃﾞﾊﾞｲｽがﾃﾞｨｰｼﾞｰﾁｪｰﾝの一部でない時にこの任意選択を選んでください。

Daisy chain - 手動 (ﾃﾞｨｼﾞｰﾁｪｰﾝ : 手動設定)

基板上ｼｽﾃﾑでﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞする場合、手動でＪTAGﾃﾞｨｰｼﾞｰﾁｪｰﾝを構成設定することを許します。

 ・ Devices before - 目的対象ﾃﾞﾊﾞｲｽに先行するﾃﾞﾊﾞｲｽ数を指定してください。

 ・ Instruction bits before - 目的対象ﾃﾞﾊﾞｲｽに先行する全ﾃﾞﾊﾞｲｽの命令ﾚｼﾞｽﾀの総(ﾋﾞｯﾄ)数を指定してください。

 ・ Devices after - 目的対象ﾃﾞﾊﾞｲｽに後続するﾃﾞﾊﾞｲｽ数を指定してください。

 ・ Instruction bits after - 目的対象ﾃﾞﾊﾞｲｽに後続する全ﾃﾞﾊﾞｲｽの命令ﾚｼﾞｽﾀの総(ﾋﾞｯﾄ)数を指定してください。

Daisy chain - 自動 (ﾃﾞｨｼﾞｰﾁｪｰﾝ : 自動設定)

JTAGﾃﾞｨｰｼﾞｰ ﾁｪｰﾝでﾃﾞﾊﾞｲｽを自動的に検出します。JTAGﾃﾞｨｰｼﾞｰ ﾁｪｰﾝでﾃﾞﾊﾞｲｽを選ぶことを許します。自動検出はSAMﾃﾞﾊﾞ
ｲｽに対してだけ支援されます。



Microchip Studio

© 2021 Microchip Technology Inc.とその子会社 使用者の手引き DS50002718D - 162頁

変更を受け入れてﾂｰﾙを構成設定するにはSet(設定)釦を押してください。

PDI

PDIｲﾝﾀｰﾌｪｰｽはPDIｸﾛｯｸ速度の1つの設定だけを持ちます。

PDI Clock(PDIｸﾛｯｸ)はﾃﾞﾊﾞｲｽをｸﾛｯｸ駆動しようとする最大速度です。ｸﾛｯｸ範囲は各種ﾙｰﾙとﾃﾞﾊﾞｲｽに対して異なります。制限があ
る場合、それらはｸﾛｯｸ摺動子の下のﾒｯｾｰｼﾞで述べられます。

変更を適用してﾂｰﾙを構成設定するにはSet(設定)釦を押してください。

ｸﾛｯｸは全てのﾂｰﾙで調整することができず、故に空のInterface settings(ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ設定)ﾍﾟｰｼﾞが提示されます。
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5.3. ﾂｰﾙ情報

図5-4. ﾂｰﾙ情報

Tool information(ﾂｰﾙ情報)ﾍﾟｰｼﾞはいくつかの有用なﾂｰﾙ項目を含みます。

ﾂｰﾙ名は接続したﾂｰﾙに対する一般名を示します。

Debug host(ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ ﾎｽﾄ)は遠隔ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞの場合のﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ作業のﾎｽﾄIPｱﾄﾞﾚｽです。ﾂｰﾙがPCに接続される場合、それはﾙｰﾌﾟﾊﾞｯｸ ｲ
ﾝﾀｰﾌｪｰｽIP(127.0.0.1)が見えます。

Debug port(ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ ﾎﾟｰﾄ)は遠隔ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞがﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ ﾂｰﾙにｱｸｾｽするために特に開かれたﾎﾟｰﾄです。このﾎﾟｰﾄはMicrochip Studio開
始時に自動的に割り当てられ、常は4711です。

Serial number(通番) - ﾂｰﾙの通番

Connection(接続) - ﾂｰﾙをPCに接続するのに使ったMicrosoft Driver枠組み法の名前

xxx version(xxx版番号) - ﾌｧｰﾑｳｪｱ、ﾊｰﾄﾞｳｪｱ、FPGAﾌｧｲﾙ版番号がここで一覧にされます。

ﾀﾞｲｱﾛｸﾞのﾘﾝｸを用いてﾂｰﾙ ｵﾝﾗｲﾝで広範囲な情報にｱｸｾｽすることができます。
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5.4. 基板設定/ﾂｰﾙ設定

いくつかのﾂｰﾙ(Power Debugger、STK500、STK600、QT600)は基板上の電圧とｸﾛｯｸの生成部を持ちます。これらは基板設定/ﾂｰﾙ
設定のﾍﾟｰｼﾞから制御することができます。

5.4.1. Power Debugger

Power Debuggerは単一電圧源と、電圧/電流測定の2つのﾁｬﾈﾙを持ちます。

電圧出力(VOUT)は摺動子、または摺動子の下のGenerated(生成)ﾃｷｽﾄ枠に電圧を入力することによって調整されます。

設定点調節後、その変更を適用するためにWrite(書き
込み)釦を押してください。値はその後にﾂｰﾙへ送られ
て、Measured(測定)値が読み戻されます。

Power Debuggerから設定点(Generated)とMeasured値
の両方を読むにはRead(読み込み)釦を押してくださ
い。

注: GeneratedとMeasuredの電圧間は僅かに違うかもし
れません。

出力範囲は1.6～5.5Vです。

Channel A(ﾁｬﾈﾙA)とChannel B(ﾁｬﾈﾙB)の測定はPow 
er Debuggerによって取られたｱﾅﾛｸﾞ読み取りの瞬撮で
す。このﾂｰﾙは電圧と電流の実時間監視用に最適化さ
れ、故にこの瞬撮はほぼ正確です。これは校正補償を
実行せず、読み取りは最高電流範囲で固定化されま
す。最良の結果のため、Atmel Data Visualizer(ﾃﾞｰﾀ可
視器)を使ってください。

注: 測定ﾁｬﾈﾙに負荷が全く接続されない時に、0以外
の測定が予想されます。

図5-5. Power Debuggerﾂｰﾙ設定

図5-6. STK600基板設定

5.4.2. STK600

STK600は3つの電圧源と1つのｸﾛｯｸ生成部を持ちます。

3つの電圧源(VTarget、ARef0、ARef1)は3つの摺動子の方法によって調整されます。これは摺動子の下のGenerated(生成)ﾃｷｽﾄ枠
に電圧を入力することでも可能です。摺動子を引き摺ると、ﾃｷｽﾄ枠が更新します。そしてﾃｷｽﾄ 枠に値を入力すると、摺動子が動きま
す。

設定点調節後、その変更を適用するためにWrite(書き込み)釦を押してく
ださい。値はﾂｰﾙへ送られ、Measured(測定)値が読み戻されます。

測定はMeasured行で示され、摺動子制御の一部として示されます。

STK600から設定点(Generated)とMeasured値の両方を読むにはRead(読
み込み)釦を押してください。

注: GeneratedとMeasuredの電圧間の違いは何?。Generated(指定した)
電圧は調整可能な電源で設定します。測定した電圧は組み込み電
圧計から読み出されます。測定値が指定電圧と異なる場合、これは
目的対象回路が電圧生成部から沢山の電流を引き出していることを
示しているかもしれません。

注: STK600のVTARGETｼﾞｬﾝﾊﾟが実装されない場合、VTARGET網に外
部電圧が印加されない限り、測定した電圧は0になるでしょう。

Clock generator(ｸﾛｯｸ生成部)は摺動子を引き摺るか、または下のﾃｷｽﾄ
枠に入力することによっても調整することができます。新しい値を適用す
るためにWrite(書き込み)釦を押してください。

5.4.3. QT600

QT600はVtarget電圧の1つの設定だけを持ちます。この電圧は0、1.8、2.7、3.3、5Vの5つの固定電圧に設定することができます。変
更を適用するにはWrite(書き込み)釦を押してください。

実際のVtarget値はWrite釦押下時に自動的に読み戻されます。これはRead(読み込み)釦を使って手動で読み戻すことも可能です。

5.4.4. STK500

STK500はSTK600と同じ設定を持ちますが、1つのAref電圧だけで組み合わされた生成(指定)/測定値です。
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5.5. ｶｰﾄﾞ積み重ね

STK600は全てのAVRﾃﾞﾊﾞｲｽを乗らせるように配線とｿｹｯﾄのｶｰﾄﾞの組み合わせを使います。与えられたﾃﾞﾊﾞｲｽは配線とｿｹｯﾄのｶｰﾄﾞ
の或る組み合わせだけが有効です。Card stack(ｶｰﾄﾞ積み重ね)ﾍﾟｰｼﾞはこれについての情報を持ちます。

図5-7. ｶｰﾄﾞ積み重ね

Card stack(ｶｰﾄﾞ積み重ね)ﾍﾟｰｼﾞはSTK600でどのｶｰﾄﾞが乗せられるかとそれらが選んだﾃﾞﾊﾞｲｽを支援するかを告げます。それらが
一致なら、そのｶｰﾄﾞの組み合わせによって支援されるﾃﾞﾊﾞｲｽのが一覧にされます。

乗せられたｶｰﾄﾞが一致しない場合、示唆されるｶｰﾄﾞの組み合わせが一覧にされます。

5.6. ﾃﾞﾊﾞｲｽ情報

図5-8. ﾃﾞﾊﾞｲｽ情報
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Device infomation(ﾃﾞﾊﾞｲｽ情報)ﾍﾟｰｼﾞは選んだﾃﾞﾊﾞｲｽの基本的な情報を含みます。このﾍﾟｰｼﾞがｱｸｾｽされると、接続したﾃﾞﾊﾞｲｽから
JTAG(またはﾃﾞﾊﾞｲｽ)識票を読もうとするでしょう。

ﾀﾞｲｱﾛｸﾞの上部では、ﾃﾞﾊﾞｲｽ名、それの識票、JTAG部識別番号、(JTAG識票から抽出された)ﾃﾞﾊﾞｲｽ改訂を見ることができます。

ﾀﾞｲｱﾛｸﾞの下部では、ﾃﾞﾊﾞｲｽ変種と各変種の特性、使うことができるﾁｯﾌﾟ上のﾒﾓﾘ量、受け入れ可能な電圧範囲、その後に最大動作
ｸﾛｯｸ速度を見ることができます。

ﾀﾞｲｱｲﾛｸﾞの2つのﾘﾝｸ釦は購入ｶﾀﾛｸﾞ ｵﾝﾗｲﾝでちょっとより多くの詳細なﾃﾞﾊﾞｲｽ情報を見ること、または目的対象ﾃﾞﾊﾞｲｽの完全な
ﾃﾞｰﾀｼｰﾄをﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞすることを提供します。

5.7. 発振器校正

図5-9. 発振器校正

ATtinyとATmegaﾃﾞﾊﾞｲｽ用Oscillator Calibration Byte (発振校正ﾊﾞｲﾄ)

Advanced(詳細)ﾀﾌﾞからATtinyとATmegaﾃﾞﾊﾞｲｽ用の発振校正ﾊﾞｲﾄを読むことができます。発振校正ﾊﾞｲﾄは可能な限り選んだｸﾛｯｸ
周波数近で走行するように内部RC発振器を調整するために、選んだﾃﾞﾊﾞｲｽで見つかる発振校正(OSCCAL)ﾚｼﾞｽﾀに書くことができ
る値です。

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ

発振校正ﾊﾞｲﾄは製造中にﾃﾞﾊﾞｲｽ内に格納され、使用者によって消去や変更をすることができません。これはﾃﾞﾊﾞｲｽに依存して、ﾃﾞ
ﾊﾞｲｽ始動中にOSCCALﾚｼﾞｽﾀに自動的に転送されるか、またはﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ初期化中に設定してください。ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ初期化中にそれを応
用が設定するﾃﾞﾊﾞｲｽでは、ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ ﾀﾞｲｱﾛｸﾞかｺﾏﾝﾄﾞ行ﾂｰﾙを用いて、それが先にﾌﾗｯｼｭ ﾒﾓﾘかEEPROMに転送されなければな
りません。

ATtinyとATmegaﾃﾞﾊﾞｲｽ用発振校正ﾊﾞｲﾄの読み込みと書き込み

校正値はRead(読み込み)釦押下によってﾃﾞﾊﾞｲｽ内の記憶域から読まれてValue(値)ﾃｷｽﾄ枠で表示されます。

校正ﾊﾞｲﾄはWrite(書き込み)釦押下によってﾌﾗｯｼｭ ﾒﾓﾘかEEPROMに書かれます。ﾒﾓﾘ形式とｱﾄﾞﾚｽが先に指定されなければなりま
せん。



Microchip Studio

© 2021 Microchip Technology Inc.とその子会社 使用者の手引き DS50002718D - 167頁

5.8. ﾒﾓﾘ

図5-10. ﾒﾓﾘ ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ

Memories(ﾒﾓﾘ)ﾀﾌﾞから目的対象ﾃﾞﾊﾞｲｽで書き込み可能な全ﾒﾓﾘをｱｸｾｽすることができます。ﾒﾓﾘは最初にﾒﾓﾘ形式を選び、その後
にErase(消去)釦をｸﾘｯｸすることによって消去されます。Erase Chip(ﾁｯﾌﾟ消去)を選ぶと、ﾃﾞﾊﾞｲｽが使用者ﾍﾟｰｼﾞを含む場合にそれを
除き、ﾌﾗｯｼｭ ﾒﾓﾘ、(EESAVEﾋｭｰｽﾞが設定されていなければ)EEPROM、施錠ﾋﾞｯﾄを含むﾃﾞﾊﾞｲｽの全体内容を消去します。

書き込み

ﾃﾞﾊﾞｲｽのﾌﾗｯｼｭ ﾒﾓﾘにﾌｧｲﾙ(内容)を書くには、Flash(ﾌﾗｯｼｭ ﾒﾓﾘ)領域内のｺﾝﾎﾞ枠に完全なﾊﾟｽとﾌｧｲﾙ名を書いてください。また
は、検索(...)釦を押下することによってﾌｧｲﾙを選んでください。

次に、ﾌｧｲﾙ(内容)をﾒﾓﾘに書くためにProgram(書き込み)釦を押してください。

Erase xxxx before programming(書き込み前にxxxxを消去)ﾁｪｯｸ枠がﾁｪｯｸの場合、書き込み操作開始前にxxxx消去操作が実行され
ます。
Verify xxxx after programming(書き込み後にxxxxを検証)ﾁｪｯｸ枠がﾁｪｯｸの場合、書き込み操作終了後に内容が検証されます。

いくつかのﾃﾞﾊﾞｲｽはﾌﾗｯｼｭ ﾛｰﾀﾞを通して書くこともでき、これは主に高度な技法ですが、通常、書き込み速度でかなりの速度向上を
与えます。これが支援されるﾃﾞﾊﾞｲｽについては、Program flash from RAM(RAMからのﾌﾗｯｼｭ書き込み)と名付けられたﾁｪｯｸ ﾎﾞｸｽが
示されます。この枠がﾁｪｯｸされる場合、ﾌﾗｯｼｭ ﾛｰﾀﾞの位置の基準ｱﾄﾞﾚｽが与えられることが必要です。

検証

ﾃﾞﾊﾞｲｽのﾌﾗｯｼｭ ﾒﾓﾘとﾌｧｲﾙ内容を検証するには、最初にそれに対して検証したいﾌｧｲﾙを選び、その後にVerify(検証)釦を押してく
ださい。

読み込み

ﾌﾗｯｼｭ ﾒﾓﾘの内容はRead(読み込み)釦を用いてIntel®16進ﾌｧｲﾙ形式で読み出すことができます。Read釦押下はﾌｧｲﾙが保存される
場所を指定することを申し入れるﾀﾞｲｱﾛｸﾞを提示します。

EEPROM

ﾃﾞﾊﾞｲｽのEEPROMは同様にﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞすることができます。

使用者識票

XMEGAﾃﾞﾊﾞｲｽのUser Signature(使用者識票)は同じ方法でﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞすることができます。
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5.9. ﾋｭｰｽﾞ ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ

Fuses(ﾋｭｰｽﾞ)ﾍﾟｰｼﾞは選んだﾃﾞﾊﾞｲｽのﾋｭｰｽﾞを提示します。

ﾋｭｰｽﾞの現在値を読むにはRead(読み込み)釦を押し、現在のﾋｭｰｽﾞ設定をﾃﾞﾊﾞｲｽに書くにはProgram(書き込み)釦を押してください。
ﾋｭｰｽﾞ設定はﾁｪｯｸ枠または引き落とし一覧として提示されます。

各種ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ動作で利用可能なﾋｭｰｽﾞの詳細な情報とそれらの機能はﾃﾞﾊﾞｲｽのﾃﾞｰﾀｼｰﾄで見つけることができます。選んだﾋｭｰ
ｽﾞ設定がﾁｯﾌﾟ消去周期でﾃﾞﾊﾞｲｽを消去すること(例えば、Memories(ﾒﾓﾘ))ﾍﾟｰｼﾞでのErase Chip(ﾁｯﾌﾟ消去)釦押下)によって影響を及
ぼされないことに注意してください。

ﾋｭｰｽﾞ値は下側枠で16進値としてﾋｭｰｽﾞ ﾚｼﾞｽﾀに直接書くこともできます。

Auto read (自動読み込み) : このﾁｪｯｸ枠がﾁｪｯｸされる場合、Fusesﾍﾟｰｼﾞに入る度にﾃﾞﾊﾞｲｽからﾋｭｰｽﾞ設定が読まれます。

Verify after programming (書き込み後に検証) : このﾁｪｯｸ枠がﾁｪｯｸされると、書き込み操作が完了した後にその設定が検証されま
す。

ﾋｭｰｽﾞ絵記号の外観はﾋｭｰｽﾞ情報がﾃﾞﾊﾞｲｽの状態と比べて最新かどうかを説明します。

 ﾋｭｰｽﾞ値は最新です。即ち、ﾃﾞﾊﾞｲｽと同じ状態です。

 ﾋｭｰｽﾞは使用者によって変更され、未だﾃﾞﾊﾞｲｽに書かれていません。

 ﾋｭｰｽﾞの状態は未知です。ﾃﾞﾊﾞｲｽから読めなく、また、使用者によって変更されません。

5.10. 施錠ﾋﾞｯﾄ

Lock bits(施錠ﾋﾞｯﾄ)ﾍﾟｰｼﾞはFuses(ﾋｭｰｽﾞ)ﾍﾟｰｼﾞと同様です。使い方については「5.9. ﾋｭｰｽﾞ ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ」項をご覧ください。

図5-11. ﾋｭｰｽﾞ ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ
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5.11. 製品識票

Production Signatures(製品識票)ﾍﾟｰｼﾞはAVR XMEGAﾃﾞﾊﾞｲｽに対してだけ見え、製品識票列内の工場書き込みされたﾃﾞｰﾀを示し
ます。これは発振器とｱﾅﾛｸﾞ単位部のような機能に対するﾃﾞｰﾀを含みます。製品識票列は書くことや消去することができません。

図5-12. 製品識票

5.12. 製造ﾌｧｲﾙ

ELF製造ﾌｧｲﾙ形式は1つの単一ﾌｧｲﾙでﾌﾗｯｼｭ ﾒﾓﾘとEEPROMの両方、使用者識票(XMEGAﾃﾞﾊﾞｲｽのみ)だけでなく、ﾋｭｰｽﾞと施錠
ﾋﾞｯﾄの構成設定の内容をも保持することができます。この形式は実行可能/ﾘﾝｸ可能形式(ELF:Executable and Linkable Format)に
基づきます。

製造ﾌｧｲﾙ形式は現在、tinyAVR、megaAVR、XMEGAが支援されます。このようなﾌｧｲﾙを生成するようにﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄを構成設定する方
法の記述については「3.2.7.7. 他のﾒﾓﾘ形式でのELFﾌｧｲﾙ作成」をご覧ください。
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図5-13. 製造ﾌｧｲﾙ書き込み

Program device from ELF production file (ELF製造ﾌｧｲﾙからﾃﾞﾊﾞｲｽ書き込み) : ELFﾌｧｲﾙからﾃﾞﾊﾞｲｽを書き込むには最初にｺﾝﾎﾞ
枠にそれの完全なﾊﾟｽを入力するか、または検索     釦を押すことによってｿｰｽ　ﾌｧｲﾙを選ばなければなりません。ﾌｧｲﾙの内容に依
存して、各種ﾒﾓﾘ区分に対するﾁｪｯｸ枠が活性化されます。

ELF製造ﾌｧｲﾙが含むﾒﾓﾘ区分の1つまたはいくつかを選ぶことが可能です。その後、1つの単独操作でこれらの区分の内容でﾃﾞﾊﾞｲ
ｽを書いて検証することができます。対応するﾁｪｯｸ枠をﾁｪｯｸすることによって書き込みたいﾒﾓﾘ区分を選んでください。

書き込み操作の前に消去操作を実行したい場合、Erase memory before programming(書き込み前にﾒﾓﾘ消去)ﾁｪｯｸ枠を選んでくだ
さい。

注: このﾒﾓﾘ消去動作はﾃﾞﾊﾞｲｽ選択に依存します。tinyAVRとmegaAVRについてはどのﾒﾓﾘが選ばれるかに関わらず、ﾌﾗｯｼｭ ﾒﾓﾘと
EEPROMの両方と施錠ﾋﾞｯﾄが消去(ﾁｯﾌﾟ消去)され、一方XMEGAについては選んだﾒﾓﾘだけが消去されます。

書き込み操作が終わった後で内容を検証したい場合、Verify programmed content(書き込み内容を検証)ﾁｪｯｸ枠を選んでください。

接続したﾃﾞﾊﾞｲｽとﾌｧｲﾙに格納された内容(識票ﾊﾞｲﾄ)を検証したい場合、Verify Device ID(ﾃﾞﾊﾞｲｽID検証)ﾁｪｯｸ枠を選んでください。

次に、ﾌｧｲﾙ(内容)をﾒﾓﾘに書き込むためにProgram(書き込み)釦を押してください。

Verify(検証)釦を押下することによってELFﾌｧｲﾙに対してﾃﾞﾊﾞｲｽの内容を確認することができます。この検証は選ばれたﾒﾓﾘ区分の
内容だけを確認します。
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図5-14. 製造ﾌｧｲﾙ作成

Save to EFL production file (ELF製造ﾌｧｲﾙに保存) : ELFﾌｧｲﾙの作成に先立って、Production file(製造ﾌｧｲﾙ)ﾀﾌﾞでFlash(ﾌﾗｯｼｭ 
ﾒﾓﾘ)、EEPROM、User Signatures(使用者識票)に対する入力ﾌｧｲﾙﾊﾟｽを指定してください。その後に対応するﾀﾌﾞでﾋｭｰｽﾞと施錠ﾋﾞｯ
ﾄを構成設定してそれを書き込んでください。ﾃﾞﾊﾞｲｽに書かれたﾋｭｰｽﾞと施錠ﾋﾞｯﾄはELFﾌｧｲﾙ作成中に入力として使われます。Prod 
uction fileﾀﾌﾞに戻り、ELFﾌｧｲﾙを生成するためにSave(保存)釦を押してください。

対応するﾁｪｯｸ枠をﾁｪｯｸすることによって製造ELFﾌｧｲﾙに存在すべきﾒﾓﾘ区分を指定しなければなりません。
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5.13. 保護

保護ﾋﾞｯﾄはｺｰﾄﾞの安全のために外部JTAGまたは他のﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ ｱｸｾｽから施錠されることをﾁｯﾌﾟ全体に許します。一旦設定されると、
保護ﾋﾞｯﾄを解除する唯一の方法はErase Chip(ﾁｯﾌﾟ消去)命令を通すことです。

保護ﾋﾞｯﾄの状態を調べるにはﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ ﾀﾞｲｱﾛｸﾞのSecurity(保護)頁でRead(読み込み)釦を押してください。値は直ちにClearedまた
はSetを読むべきです。Setは保護ﾋﾞｯﾄが設定されているのを意味します。Clearedはそれが設定されていないのを意味します。Auto 
Read(自動読み込み)ﾁｪｯｸ枠がﾁｪｯｸされる場合、Read(読み込み)操作はSecurity頁が開かれる時に自動的に実行されます。

保護ﾋﾞｯﾄを設定するにはﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ ﾀﾞｲｱﾛｸﾞのSecurity頁でSet(設定)釦を押してください。直ぐにﾃﾞﾊﾞｲｽはErase Chip(ﾁｯﾌﾟ消去)命
令を除いて更なる全てのJTAGまたはaWireのｱｸｾｽに対して施錠されます。

施錠されたﾃﾞﾊﾞｲｽ

保護ﾋﾞｯﾄが設定されると、ﾃﾞﾊﾞｲｽは大抵の外部ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ ｱｸｾｽに対して施錠されます。どれかのﾒﾓﾘまたはﾋｭｰｽﾞの書き込みや読み
込みの試みは異常ﾒｯｾｰｼﾞを出現させるでしょう。

図5-15. 保護ﾍﾟｰｼﾞ

図5-16. 保護ﾋﾞｯﾄ異常

保護ﾋﾞｯﾄを解除するにはErase Chip(ﾁｯﾌﾟ消去)命令を発行してください。これはMemories(ﾒﾓﾘ)ﾍﾟｰｼﾞから行うことができます。「5.8. ﾒ
ﾓﾘ」をご覧ください。
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5.14. 自動ﾌｧｰﾑｳｪｱ更新検出

「6.5. ﾌｧｰﾑｳｪｱ更新」項で言及されるように、Device Programming(ﾃﾞﾊﾞｲｽ ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ)ﾀﾞｲｱﾛｸﾞを開く時にﾂｰﾙのﾌｧｰﾑｳｪｱが古いこ
とを述べるﾀﾞｲｱﾛｸﾞに出会うかもしれません。

6. その他のｳｨﾝﾄﾞｳ

6.1. ﾃﾞﾊﾞｲｽ一括管理部

Device Pack Manager(ﾃﾞﾊﾞｲｽ一括管理部)はMicrochip Studioによって支
援されるﾃﾞﾊﾞｲｽを管理します。

ﾃﾞﾊﾞｲｽ一括管理部はTools(ﾂｰﾙ)⇒Device Pack Manager(ﾃﾞﾊﾞｲｽ一括管
理部)から開始されます。

図6-1. ﾃﾞﾊﾞｲｽ一括管理部ﾒﾆｭｰ

図6-2. ﾃﾞﾊﾞｲｽ一括管理部



Microchip Studio

© 2021 Microchip Technology Inc.とその子会社 使用者の手引き DS50002718D - 174頁

Device Pack Manager(ﾃﾞﾊﾞｲｽ一括管理部)は2つの枠から成ります。左側の枠はｲﾝｽﾄｰﾙされた一括(ﾊﾟｯｸ)の一覧を示します。右側
の枠は左側の枠で選ばれた一括によって提供されるﾃﾞﾊﾞｲｽを示します。

一括は以下の情報のどれかを持ちます。

Up to date : 一括は既に最新で最終です。

Update Available : 新しい更新が利用可能です。

Not Installed : 一括はｲﾝｽﾄｰﾙされていませんが、ﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞすることができます。

活動

Install selected packs : 版の横のﾁｪｯｸ枠を用いて選ばれた全ての一括をﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞしてｲﾝｽﾄｰﾙ

Install all updates : 利用可能な全ての更新をﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞしてｲﾝｽﾄｰﾙ

Browse pack file : 既にﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞした一括ﾌｧｲﾙをｲﾝｽﾄｰﾙ

Uninstall : 版の横のﾁｪｯｸ枠を用いて選ばれた全ての一括をｱﾝｲﾝｽﾄｰﾙ

Check for Updates : 新しい若しくは更新された一括を調査

Search : 検索枠は特定の一括または一括のどれか内のﾃﾞﾊﾞｲｽを探すのに使うことができます。

Reset cache : ｷｬｯｼｭ ﾘｾｯﾄはｲﾝｽﾄｰﾙされた全一括を再指標化します。これはどれもｱﾝｲｽﾄｰﾙや除去しません。それは
Advanced(詳細)ﾒﾆｭｰです。

注: 一括のｲﾝｽﾄｰﾙ、更新、削除後、Microchip Studioは変更が見えるようになるのに先立って再始動されなければなりません。

6.2. 使用者ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ ﾌﾟﾛﾌｧｲﾙ選択

違う使い方に向けた異なる使用者ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ ﾌﾟﾛﾌｧｲﾙがMicrochip Studioで利用可能です。

使用者ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ ﾌﾟﾛﾌｧｲﾙはMicrochip Studioのﾒﾆｭｰ、ｳｨﾝﾄﾞｳ配置、ﾂｰﾙﾊﾞｰ、状況ﾒﾆｭｰ、それと他の要素の見た目を制御しま
す。以下の形態が利用可能です。

Standard (標準) : 既定ﾌﾟﾛﾌｧｲﾙ。使うｳｨﾝﾄﾞｳとﾒﾆｭｰの殆どを含みます。

Advanced (詳細) : このﾌﾟﾛﾌｧｲﾙは高度なﾃﾞﾊﾞｯｸﾞとｺｰﾄﾞ整理ﾂｰﾙを含みます。

図6-3. ﾌﾟﾛﾌｧｲﾙ選択

ﾌﾟﾛﾌｧｲﾙ選択ｳｨﾝﾄﾞｳはMicrochip Studioが初めて開始される時に示されます。一覧でﾌﾟﾛﾌｧｲﾙを選択するとそのﾌﾟﾛﾌｧｲﾙの説明が
示されます。Apply(適用)釦のｸﾘｯｸがMicrochip Studioにそのﾌﾟﾛﾌｧｲﾙを適用させます。

ﾌﾟﾛﾌｧｲﾙはTools(ﾂｰﾙ)⇒Select Profaile(ﾌﾟﾛﾌｧｲﾙ選択)へ誘導することによって、またはMicrochip Studioの右上角に表示されるﾌﾟﾛ
ﾌｧｲﾙ名をｸﾘｯｸすることによって何時でも変更することができます。
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図6-4. 選択したﾌﾟﾛﾌｧｲﾙ

ﾌﾟﾛﾌｧｲﾙ切り替え時、活性なﾌﾟﾛﾌｧｲﾙに対して行われたどの変更も保存されます。以前のﾌﾟﾛﾌｨﾙへ戻すとそのﾌﾟﾛﾌｧｲﾙだけでなく
変更も復元されます。

Reset(ﾘｾｯﾄ)任意選択の使用はﾌﾟﾛﾌｧｲﾙに対して保存されたどの変更も破棄して既定ﾌﾟﾛﾌｧｲﾙに回復します。

6.3. 利用可能なﾂｰﾙ表示部

6.3.1. 序説

Available Tools(利用可能なﾂｰﾙ)表示部(View(表示部)⇒Availa 
ble Microchip Tools(利用可能なMicrochipﾂｰﾙ))は書き込み器、
ﾃﾞﾊﾞｯｶﾞ、ｽﾀｰﾀ ｷｯﾄのような接続された全てのﾂｰﾙの一覧を含み
ます。ｼﾐｭﾚｰﾀは常に存在します。他のﾂｰﾙはそれらがPCに接
続された時に現れます。

6.3.2. ﾂｰﾙの動作

Available Tools(利用可能なﾂｰﾙ)表示部でﾂｰﾙを右ｸﾘｯｸすることによって以下の動作を選ぶことができます。

Device Programming : 予め選ばれたﾂｰﾙでﾃﾞﾊﾞｲｽ ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ ｳｨﾝﾄﾞｳを開きます。

Self test : いくつかのﾂｰﾙは自己検査を実行する能力があります。表示された指示に従ってください。

Add target : 自動検出不能な利用可能なﾂｰﾙの一覧をﾂｰﾙに追加ます。より多くの情報については「6.3.3. 検出不能な
ﾂｰﾙの追加」をご覧ください。

Upgrade : 選んだﾂｰﾙでﾌｧｰﾑｳｪｱ更新ﾂｰﾙを開始します。

Show Info Window : Tool Info(ﾂｰﾙ情報)ｳｨﾝﾄﾞｳを見せます。全てのﾂｰﾙがこの機能を支援する訳ではありません。より多くの情報
については「6.4. ﾂｰﾙ情報ｳｨﾝﾄﾞｳ」をご覧ください。
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6.3.3. 検出不能なﾂｰﾙの追加

STK500はUSB接続を持たず、Microchip St 
udioによって自動的に検出できません。故
にDevice Programming(ﾃﾞﾊﾞｲｽ ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ)
ｳｨﾝﾄﾞｳによってそれが使われるのに先立っ
て利用可能なﾂｰﾙの一覧にそれを追加しな
ければなりません。

STK500を追加するにはAvailable Tools(利
用可能なﾂｰﾙ)表示部の内側を右ｸﾘｯｸして
Add target(目的対象を追加)を選び、ﾂｰﾙと
してのSTK500とSTK500が接続されたCOM
ﾎﾟｰﾄを選んでください。

Apply(適用)釦を押してください。利用可能
なﾂｰﾙ一覧にSTK500が表示されます。

注: 追加されたSTK500は例え指定したCOMﾎﾟｰﾄにSTK500が接続されなくても、Available Tools表示部で見えます。STK500を一覧
から削除したい場合、状況ﾒﾆｭｰからRemove(削除)を選んでください。

6.3.3.1. IP上のJ-Link追加

Add target(目的対象を追加)ﾀﾞｲｱﾛｸﾞで、J-Li 
nk PRO(脚注1)のような組み込みｲｻｰﾈｯﾄで
のﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ探針使用とJ-Link遠隔ｻｰﾊﾞｰ ｿﾌﾄ
ｳｪｱ(脚注2)を用いることによる他のSegger探
針の両方の遠隔Segger J-Linkﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ探針を
追加することが可能です。

J-Link遠隔ｻｰﾊﾞｰに接続されたﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ探針
を追加するには、Connect by hostname(ﾎｽﾄ
名によって接続)を選んでJ-Link遠隔ｻｰﾊﾞｰ
が動いているｺﾝﾋﾟｭｰﾀのIPｱﾄﾞﾚｽかﾎｽﾄ名を
入力してください。J-Link遠隔ｻｰﾊﾞｰが非標
準ﾎﾟｰﾄ(脚注3)で動いている場合、Port(ﾎﾟｰﾄ)
も入力することが必要です。J-Link遠隔ｻｰ
ﾊﾞｰが既定ﾎﾟｰﾄで動いている場合、Port(ﾎﾟｰ
ﾄ)を空のままにすることができます。

組み込みｲｻｰﾈｯﾄを持つﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ探針を追加
するにはAdd targetﾀﾞｲｱﾛｸﾞでConnect by se 
rial number(通番によって接続)を選び、ﾃﾞﾊﾞｯ
ｸﾞ探針の通番を入力してください。

図6-5. IP上J-Linkの追加

注1: www.segger.com/jlink-pro.htmlをご覧ください。

注2: www.segger.com/jlink-remoteserver.htmlをご覧ください。

注3: J-Link遠隔ｻｰﾊﾞｰの標準ﾎﾟｰﾄはﾎﾟｰﾄ19020です。

https://www.segger.com/jlink-pro.html
https://www.segger.com/jlink-remoteserver.html
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6.4. ﾂｰﾙ情報ｳｨﾝﾄﾞｳ

Tools Info(ﾂｰﾙ情報)ｳｨﾝﾄﾞｳは接続したﾂｰﾙについての情報を示します。現時点では、Xplained Pro系統だけが支援されます。

図6-6. ﾂｰﾙ情報ｳｨﾝﾄﾞｳ

ﾂｰﾙが接続されると、このｳｨﾝﾄﾞｳが開きます。これはﾂｰﾙの短い説明、ﾂｰﾙの画像、更にまたｲﾝﾀｰﾈｯﾄでの使用者の手引き、関連
ﾃﾞｰﾀｼｰﾄなどへのﾘﾝｸの部分を持ちます。

ﾌｧｰﾑｳｪｱ版番号、通番などのようなﾂｰﾙについての技術的な詳細を持つ表もあります。
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6.4.1. Xplained Proｷｯﾄ

Xplained Pro系統の基板は広範囲な拡張基板を支援します。Xplained Pro基板が接続されると、Tool Info(ﾂｰﾙ情報)ｳｨﾝﾄﾞｳはｳｨﾝﾄﾞｳ
の左側で主基板と接続された全ての拡張を含む一覧を示します。各種基板についての詳細を見るには主基板や拡張上をｸﾘｯｸして
ください。

6.4.2. ﾂｰﾙ情報ｳｨﾝﾄﾞｳ禁止

Show page on connect(接続でﾍﾟｰｼﾞを見せる)ﾁｪｯｸ枠を選択解除することによって、このｳｨﾝﾄﾞｳはMicrochip Studioが開いてｷｯﾄに接
続する時に自動的に開きません。

この機能はﾂｰﾙ単位方式で動き、そしてこれはあなたが持つ全てのﾂｰﾙに対して、それらが接続された時にTool Info(ﾂｰﾙ情報)ｳｨﾝ
ﾄﾞｳを見せるべき場合に、それらを選ぶことができることを意味します。

6.4.3. ｳｨﾝﾄﾞｳの手動表示

Tool Info(ﾂｰﾙ情報)ｳｨﾝﾄﾞｳを閉じた後で再び見たい場合、Available Tools 
view(利用可能なﾂｰﾙ表示部)でﾂｰﾙ上を右ｸﾘｯｸしてShow Info Window(ﾂｰﾙ 
ｳｨﾝﾄﾞｳ表示)を選ぶことができます。

「6.3. 利用可能なﾂｰﾙ表示部」もご覧ください。

図6-7. ﾂｰﾙ情報ｳｨﾝﾄﾞｳ表示

6.5. ﾌｧｰﾑｳｪｱ更新

6.5.1. 序説

Microchip StudioはMicrochipﾂｰﾙの最新ﾌｧｰﾑｳｪｱを含みます。新しいﾌｧｰﾑｳｪｱは新ﾃﾞﾊﾞｲｽ用の支援やﾊﾞｸﾞ修正を提供するかもし
れません。

6.5.2. 自動更新

Microchip Studioは必要とされる時にﾂｰﾙのﾌｧｰﾑｳｪｱを自動的に更新します。潜在的なﾌｧｰﾑｳｪｱ更新は一度ﾂｰﾙの使用を開始す
ると、起動されます。例えば、初めてﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ作業を開始する、または初めてDevice Programming(ﾃﾞﾊﾞｲｽ ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ)ﾀﾞｲｱﾛｸﾞでﾂｰﾙ
を選ぶ時です。

使用者が更新を選ばない場合、そのﾂｰﾙはMicrochip Studioによって使うことができません。

Avairable Tools(利用可能なﾂｰﾙ)表示部(View(表示部)⇒Available Microchip Tools(利用可能なMicrochipﾂｰﾙ))を用いることによっ
てﾌｧｰﾑｳｪｱ更新を調べることができます。ﾂｰﾙ上で右ｸﾘｯｸしてUpgrade(更新)を選んでください。

手動更新、以前版への更新、独自ﾌｧｰﾑｳｪｱ ｲﾒｰｼﾞでの更新を行う方法の記述については「6.5.3. 手動更新」をご覧ください。

6.5.3. 手動更新

Microchip Studioは殆どのMicrochipﾂｰﾙの手動更新を行うのに使うことができるatfw.exeと呼ばれるｺﾏﾝﾄﾞ行ﾕｰﾃｨﾘﾃｨを含みます。atf 
w.exeはatbackend副ﾌｫﾙﾀﾞにｲﾝｽﾄｰﾙされます。

atfw.exeは以下に使うことができます。

 ・ ｽｸﾘﾌﾟﾄからの更新実行

 ・ 独自ﾌｧｰﾑｳｪｱ ﾌｧｲﾙを使う更新

 ・ ﾌｧｰﾑｳｪｱ版番号の読み出し

このﾕ-ﾃｨﾘﾃｨを用いて更新する方法の詳細についてはatfw.exe -hを実行してください。

注: ﾂｰﾙがﾌｧｰﾑｳｪｱ更新動作で固定化されて通常のﾘｾｯﾄが通常動作を回復しない場合、強制的なﾌｧｰﾑｳｪｱ更新がﾂｰﾙを動く状
態にﾘｾｯﾄするでしょう。

既に更新動作のﾂｰﾙでﾌｧｰﾑｳｪｱ更新を行うには、通常のﾌｧｰﾑｳｪｱ更新と同じようにatfwを実施してください。ﾂｰﾙはﾂｰﾙを更新動
作に切り替えることが不可能のようないくつかの警告が表示されるかもしれませんが、更新を続行すべきです。

ﾂｰﾙ一覧表示が行われた場合、そのﾂｰﾙはそれの動作に関連する名前を持ちます。けれども、atfwはそれが標準動作で使用者に
提示されるようなﾂｰﾙ名で実施されるべきです。
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6.6. 検索と置換のｳｨﾝﾄﾞｳ

文書のｺｰﾄﾞ内でﾃｷｽﾄ文字列、式、実体名を検索するのにFind and 
Replace(検索と置換)ｳｨﾝﾄﾞｳを使うことができます。このｳｨﾝﾄﾞｳにｱｸｾ
ｽするにはEdit(編集)ﾒﾆｭｰからFind and Replace(検索と置換)をｸﾘｯｸ
し、その後に一覧にされた任意選択の1つを選んでください。

Find and Replaceｳｨﾝﾄﾞｳは1つが検索操作用で、もう1つが置換操作
用の2つの引き落としを持つﾂｰﾙﾊﾞｰを含みます。操作を選ぶと、そ
の操作に対応する任意選択が表示されます。ﾃｷｽﾄ、ｺｰﾄﾞ、ｼﾝﾎﾞﾙに
対して1つまたは複数のﾌｧｲﾙや解決策全体で検索と置換をすること
ができます。

Quick Find(迅速検索)は文字列や式に対して1つまたはは複数の開
いた文書のｺｰﾄﾞの検索を許します。一致から一致へ移動する選択は
それの周囲前後関係で各々の一致を再調査することを許します。

注: 見つけた一致はFind Results(検索結果)ｳｨﾝﾄﾞｳで一覧にされま
せん。

Find and ReplaceｳｨﾝﾄﾞｳでQuick Findを表示するのに以下の方法の
どれかを使うことができます。

Quick Findを表示

 1. Edit(編集)ﾒﾆｭｰでFind and Replace(検索と置換)を展開してくだ
さい。

 2. Quick Find(迅速検索)を選んでください。

--または--

Find and Replaceｳｨﾝﾄﾞｳが既に開ている場合、ﾂｰﾙﾊﾞｰで左側の
引き落としで▼のView(表示)釦をｸﾘｯｸし、その後にQuick Find
(迅速検索)を選んでください。

Quick Find(迅速検索)は挿入位置から進行方向と逆方向のどちらか
で文書を通して検索することができます。検索は文書の最後または
始めを過ぎて未検索の部分を自動的に続けます。文書全体が検索
されてしまうと、ﾒｯｾｰｼﾞが現れます。

図6-8. 検索と置換

Find what (何を検索)

これらの部分は一致する文字列や式の指定を許します。
この引き落とし一覧からそれを選ぶことによって最後の20検索文字列の1つを再利用するか、または見つける新しいﾃｷｽﾄ文字列や
式を入力してください。

表6-1. 迅速検索

任意選択 説明

[ﾜｲﾙﾄﾞｶｰﾄﾞ付き文字列]
検索文字列内でｱｽﾀﾘｽｸ(*)と疑問符(?)のようなﾜｲﾙﾄﾞｶｰﾄﾞを使いたい場合、Find options(検索任意選
択)下のUse(使用)ﾁｪｯｸ ﾎﾞｯｸｽをﾁｪｯｸし、その後にWildcards(ﾜｲﾙﾄﾞｶｰﾄﾞ)を選んでください。

[正規表現]
正規表現を期待することを検索ｴﾝｼﾞﾝに教えるためにFind options(検索任意選択)下のUse(使用)ﾁｪｯ
ｸ ﾎﾞｯｸｽをﾁｪｯｸし、その後にRegular expressions(正規表現)を選んでください。

式構築部

Find what(何を検索)領域の次の三角釦はFind options(検索任意選択)でUse(使用)ﾁｪｯｸ枠が選ばれて、引き落とし一覧にRegular 
expressions(正規表現)が現れる時に利用可能になります。選んだUse任意選択に応じてﾜｲﾙﾄﾞｶｰﾄﾞまたは正規表現の一覧を表示す
るためにこの釦をｸﾘｯｸしてください。この一覧からの何れかの項目選択がそれをFind what文字列に追加します。

Find Next (次を検索)

Look in(調査範囲)で選んだ検索範囲内でFind what文字列の次の実体を見つけるにはこの釦をｸﾘｯｸしてください。

Bookmark All (全てを栞表示)

Find what文字列の実体が存在する各行を示すためにｺｰﾄﾞ ｴﾃﾞｨﾀの左端で青の栞を表示するにはこの釦をｸﾘｯｸしてください。

調査範囲

Look in(調査範囲)引き落とし一覧から選んだ任意選択は現在の活性ﾌｧｲﾙでだけQuick Find(迅速検索)をするかどうかを決めます。

Look in (調査範囲)

この一覧から予め定義された検索範囲を選んでください。
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表6-2. 調査範囲

任意選択 説明

Selection
選択 : この任意選択はｺｰﾄﾞ ｴﾃﾞｨﾀで文字列が選択される時に利用可能です。現在活性な文書で選択さ
れた文字列だけを検索します。

<Current Block>
<現在の塊> : この任意選択の名前はｺｰﾄﾞ ｴﾃﾞｨﾀでの挿入点の位置を示します。現在のﾌﾟﾛｼｰｼﾞｬ、単位
部、節、またはｺｰﾄﾞの塊内で検索。

Current Document
現在の文書 : この任意選択はｴﾃﾞｨﾀで文書が開かれている時に利用可能です。Find what文字列に対し
て活性な文書だけを検索。

Current Window
現在のｳｨﾝﾄﾞｳ : この任意選択はﾌﾞﾗｳｻﾞ ｳｨﾝﾄﾞｳでの表示部のような検索可能なﾂｰﾙ ｳｨﾝﾄﾞｳがﾌｫｰｶｽを持
つ時に利用可能です。Find what文字列に対してこのｳｨﾝﾄﾞｳで表示された全ての内容を検索。

All open Documents
開いた全ての文書 : それらが1つの文書であるかのように、編集用に現在開いた全てのﾌｧｲﾙを検索。現
在のﾌｧｲﾙで検索の開始点に達すると、検索は自動的に次のﾌｧｲﾙに移動し、Find what文字列に対して最
後に開いたﾌｧｲﾙが検索されてしまうまで続けます。

Current Project
現在のﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ : それらが1つの文書であるかのように、現在のﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ内の全てのﾌｧｲﾙを検索。1つの
ﾌｧｲﾙで検索の開始点に達すると、ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ内の最後のﾌｧｲﾙが検索されてしまうまで検索は次に続きま
す。

Find options (検索任意選択)

Find options(検索任意選択)領域を展開または格納することができます。以下の任意選択を選択または解除することができます。

Match case (大文字/小文字区別で一致)

大文字/小文字と内容の両方が一致するFind what(何を検索)文字列の実体だけを表示。例えば、Match case選択で”MyObject”に
対する検索は”MyObject”を返しますが、”myobject”や”MYOBJECT”は返しません。

Match whole hidden text (隠された文字列全体の一致)

選択時、検索は設計時制御のﾒﾀ ﾃﾞｰﾀのように、隠されたまたは折り畳まれた文字列も含みます。中抜きされた文章の隠された領
域、または折りたたまれたｸﾗｽやﾒｿｯﾄﾞ。

Use (使用)

ﾃｷｽﾄ枠を持つFind what(何を検索)またはReplace(置換)で入力された特殊文字をどう解釈するかを示します。この任意選択は以下
を含みます。

表6-3. 特殊文字での検索

任意選択 説明

Ｗildcards
ﾜｲﾙﾄﾞｶｰﾄﾞ : ｱｽﾀﾘｽｸ(*)と疑問符(?)のような特殊文字は1つまたはより多くの文字を表します。一覧に
ついてはﾜｲﾙﾄﾞｶｰﾄﾞ(Visual Studio)をご覧ください。

Ｒｅgular Expressions
正規表現 : 特殊表記法は一致するﾃｷｽﾄの様式を停止します。一覧については正規表現(Visual Stud 
io)をご覧ください。

ﾂｰﾙﾊﾞｰ

2つの引き落としを持つﾂｰﾙﾊﾞｰがFind and Replace(検索と置換)ｳｨﾝﾄﾞｳの
上部に現れます。これらの引き落とし矢印は実行を意図する検索または置
換の形式を選び、一致に対するｳｨﾝﾄﾞｳで表示される任意選択の変更を許
します。

表6-4. 検索と置換のﾂｰﾙﾊﾞｰ

引き落とし 表示ﾒﾆｭｰ

Find (検索)
(左側引き落とし)

Quick Find (迅速検索)
Find in Files (ﾌｧｲﾙ内検索)
Find Symbol (ｼﾝﾎﾞﾙ検索)

Replace (置換)
(右側引き落とし)

Quick Replace (迅速置換)
Replace in Files (ﾌｧｲﾙ内置換)
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6.7. 雛形ｴｸｽﾎﾟｰﾄ ｳｨｻﾞｰﾄﾞ

Microchip Studioのﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄと項目雛形は開発手順を加速する再利用可能で独自化可能なﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄと項目を提供し、故に使用者
は0から新しいﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄと項目を作成する必要がありません。

注: この機能はMicrosoft Visual Studio®から受け継がれ、Microsoftからの資料は本項で言及されるものを超えます。

File(ﾌｧｲﾙ)⇒Export Template...(雛形ｴｸｽﾎﾟｰﾄ)をｸﾘｯｸすることによってExport Template(雛形ｴｸｽﾎﾟｰﾄ)ｳｨｻﾞｰﾄﾞを開いてください。こ
の開いたExport Templateｳｨｻﾞｰﾄﾞは下図で示されます。

図6-9. Find Results (検索結果)

図6-10. Find Symbol Results (ｼﾝﾎﾞﾙ検索結果)

図6-11. Export Template (雛形ｴｸｽﾎﾟｰﾄ)ｳｨｻﾞｰﾄﾞ
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6.7.1. ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ雛形

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ雛形はﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ全体を含む雛形です。この雛形は既定ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄの容易な準備のために他の使用者へ再分配することがで
きます。雛形であるべきｺｰﾄﾞは作成に於いて代わりに用いられるﾊﾟﾗﾒｰﾀを含むことができます。これの情報については「6.7.3.2. 既
定雛形ﾊﾟﾗﾒｰﾀ」をご覧ください。

雛形ｳｨｻﾞｰﾄﾞは殆ど自己説明的で、完了で作成された雛形はFile(ﾌｧｲﾙ)⇒File(ﾌｧｲﾙ)⇒New Project...(新しいﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ)でのﾀﾞｲｱﾛ
ｸﾞで利用可能です。

6.7.2. 項目雛形

項目雛形は単一ﾌｧｲﾙまたはﾌｧｲﾙの集合を含む雛形です。雛形にされるべきｺｰﾄﾞは作成に於い代わりに用いられるﾊﾟﾗﾒｰﾀを含む
ことができます。これの情報については「6.7.3.2. 既定雛形ﾊﾟﾗﾒｰﾀ」をご覧ください。

雛形ｳｨｻﾞｰﾄﾞは殆ど自己説明的で、完了で作成された雛形はﾌｧｲﾙがﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄに追加される時にﾌｧｲﾙ形式として利用可能です。

6.7.3. 雛形ﾊﾟﾗﾒｰﾀ

全ての雛形は雛形が実体化される時に、ｸﾗｽ名と名前空間のような鍵となるﾊﾟﾗﾒｰﾀの置換を許すためにﾊﾟﾗﾒｰﾀ代替を支援します。
これらのﾊﾟﾗﾒｰﾀは使用者がNew Project(新しいﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ)またはAdd New Item(新しい項目を追加)のﾀﾞｲｱﾛｸﾞ枠でOKをｸﾘｯｸする時
に背面で走行する雛形ｳｨｻﾞｰﾄﾞによって置き換えられます。

6.7.3.1. 雛形ﾊﾟﾗﾒｰﾀの宣言と許可

雛形ﾊﾟﾗﾒｰﾀは$parameter$形式で宣言されます。

6.7.3.2. 既定雛形ﾊﾟﾗﾒｰﾀ

下表はどれかの雛形によって使われ得る予約された雛形ﾊﾟﾗﾒｰﾀを一覧にします。

注: 雛形ﾊﾟﾗﾒｰﾀは大文字/小文字を区別します。

表6-5. 雛形ﾊﾟﾗﾒｰﾀ

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 説明

$itemname$ 使用者によってAdd New Itemﾀﾞｲｱﾛｸﾞ枠で提供された名前

$machinename$ 現在のｺﾝﾋﾟｭｰﾀ名

$projectname$ 使用者によってNew Projectﾀﾞｲｱﾛｸﾞ枠で提供された名前

$registeredorganization$ HKLM\Software\Microsoft\Windows NT\CurrentVersion\RegisteredOrganizationからのﾚｼﾞｽﾄﾘ ｷｰ値

$safeitemname$ 除去された全ての危険文字と空白で、使用者によってAdd New Itemﾀﾞｲｱﾛｸﾞ枠で提供された名前

$safeprojectname$ 除去された全ての危険文字と空白で、使用者によってNew Projectﾀﾞｲｱﾛｸﾞ枠で提供された名前

$time$ DD/MM/YYYY 00:00:00形式での現在時間

$userdomain$ 現在の使用者ﾄﾞﾒｲﾝ

$username$ 現在の使用者名

$year$ YYYY形式での現在の年号

$guid[1-10]$
GUIDはﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ ﾌｧｲﾙでﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄGUIDを置き換えるのに使われます。10までの固有GUIDを指定す
ることができます(例えば、guid1)。

6.7.3.3. 独自雛形ﾊﾟﾗﾒｰﾀ

雛形に新しいﾊﾟﾗﾒｰﾀを追加するためにあなたの.vstemplateﾌｧｲﾙでCustomParameter要素を使うことができます。

 1. 雛形に対する.vstemplateﾌｧｲﾙでTemplateContent要素を配置してください。

 2. TemplateContent要素の子としてCustomParameter要素と1つまたはより多くのCustomParameter子要素を追加してください。

<TemplateContent>
～
<CustomParameters>
 <CustomParameter Name="$MyParameter1$" Value="MyValue2"/>
 <CustomParameter Name="$MyParameter2$" Value="MyValue2"/>
</CustomParameters>
</TemplateContent>

 3. 「6.7.3.2. 既定雛形ﾊﾟﾗﾒｰﾀ」で示されるように雛形でｺｰﾄﾞ ﾌｧｲﾙの1つまたはより多くでこのﾊﾟﾗﾒｰﾀを使ってください。
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6.8. ｷｯﾄ動作設定

いくつかのｷｯﾄは異なる動作形態で作動します。動作形態を変更するにはこのｳｨﾝﾄﾞｳを使ってください。

図6-13. Kit Mode Settings (ｷｯﾄ動作設定)

行い得る選択のいくつかの例が以下の表で一覧にされます。

Select mode Persistent 結果としての動作

Mass Storage 自動、大容量記憶装置ｷｯﾄとして列挙(接続認識)
ﾁｪｯｸ

DGI 自動、DGIｷｯﾄとして列挙(接続認識)

Mass Storage 大容量記憶、前の動作に戻る前に一旦大容量記憶装置ｷｯﾄとして列挙(接続認識)
非ﾁｪｯｸ

DGI DGI、前の動作に戻る前に一旦DGIｷｯﾄとして列挙(接続認識)

注: Persistent(持続)動作が使われると、Persistent選択がｷｯﾄの既定を変更するため、ｷｯﾄは自動動作でﾘﾌﾞｰﾄします。
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7. GNUﾂｰﾙﾁｪｰﾝ
GNUﾂｰﾙﾁｪｰﾝはSAMとAVRのﾏｲｸﾛ ｺﾝﾄﾛｰﾗ用の応用を作成するのに使われる独立型ｺﾏﾝﾄﾞ行ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの組でです。

7.1. GNUｺﾝﾊﾟｲﾗ集合 (GCC)

GNUｺﾝﾊﾟｲﾗ集合は構築段階でMicrochip Studioによって使われます。GNUｺﾝﾊﾟｲﾗ集合の基本設計特定版はCｺｰﾄﾞのｺﾝﾊﾟｲﾙ、ｱｾ
ﾝﾌﾞﾙ、CとC++のﾘﾝｸを支援します。

AVR GNUｺﾝﾊﾟｲﾗ集合はGNU一般公開許諾(http://www.gnu.org/licenses/gpl.html)の条件の下で配布されます。この許諾書の複
製はMicrochip Studioのｲﾝｽﾄｰﾙ ﾌｫﾙﾀﾞでも見つかります。

7.2. Arm® GNUﾂｰﾙﾁｪｰﾝ任意選択: GUI

Arm GCCﾂｰﾙﾁｪｰﾝでの手助けを得るのに以下を行うことができます。

 ・ GCCについての全般的な情報に関しては公式のGNU GCCｳｪﾌﾞ ｻｲﾄを訪ねてください。

 ・ あるいは、arm-none-eabi-gcc --helpを書いてその命令出力でﾊﾟﾗﾒｰﾀのいくつかの説明を見ることができます。

本項はMicrochip StudioでArm GNUﾂｰﾙﾁｪｰﾝ用に利用可能なGUI任意選択を説明します。

図7-1. Arm® GNUﾂｰﾙﾁｪｰﾝ ﾌﾟﾛﾊﾟﾃｨ

表7-1. Arm® GNU共通任意選択

任意選択 説明

Thumb(-mthumb)/Arm(-marm) ArmとThumbのﾌﾟﾛｾｯｻ動作を切り替え

http://www.gnu.org/licenses/gpl.html
http://gcc.gnu.org/
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表7-2. Arm® GNU Cｺﾝﾊﾟｲﾗ任意選択

任意選択 説明

ﾌﾟﾛｾｯｻ任意選択

-nostdinc ｼｽﾃﾑ ｲﾝｸﾙｰﾄﾞ ﾃﾞｨﾚｸﾄﾘを検索しない。

-E 前処理(ﾌﾟﾘﾌﾟﾛｾｯｻ)のみ。ｺﾝﾊﾟｲﾙ、ｱｾﾝﾌﾞﾙ、ﾘﾝｸをしない。

ｼﾝﾎﾞﾙ任意選択

ｿｰｽ内のいくつかのｼﾝﾎﾞﾙを定義(-D)または定義解除(-U)することができます。新しいｼﾝﾎﾞﾙ宣言は下のｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ釦を用いて
追加、変更、再整理をすることができます。

 ・ 新しいｼﾝﾎﾞﾙ追加。これと以下の全ｱｲｺﾝはMicrochip Studioｲﾝﾀｰﾌｪｰｽの他の部分で同じ意味で再利用されます。

 ・ ｼﾝﾎﾞﾙ削除

 ・ ｼﾝﾎﾞﾙ編集

 ・ 解析順に於いてｼﾝﾎﾞﾙを上に移動

 ・ 解析順に於いてｼﾝﾎﾞﾙを下に移動

ｲﾝｸﾙｰﾄﾞ ﾃﾞｨﾚｸﾄﾘ

既定ｲﾝｸﾙｰﾄﾞ ﾊﾟｽ この任意選択の許可は選んだSAMﾃﾞﾊﾞｲｽに対して具体的なｲﾝｸﾙｰﾄﾞ ﾊﾟｽを追加します。

ｲﾝｸﾙｰﾄﾞされるﾍｯﾀﾞと定義指令の全てを含み、ｼﾝﾎﾞﾙと同じｲﾝﾀｰﾌｪｰｽを用いて編集することができます。

最適化任意選択

最適化ﾚﾍﾞﾙ(引き落としﾒﾆｭｰ)
-O0, -O1, -O2, -O3, -Os

最適化なし、速度最適化(ﾚﾍﾞﾙ1～3)、大きさ最適化

他の最適化ﾌﾗｸﾞ(手入力方式) ここで基盤と必要条件に対して指定する最適化ﾌﾗｸﾞを書くべきです。

-ffunction-sections それ自身の区分(section)に各関数を配置

-funsafe-math-optimizations 安全でない一致の最適化を許可

-ffast-math 高速数値演算を許可

-fpic 位置無関係なｺｰﾄﾞを生成

ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ任意選択

ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ ﾚﾍﾞﾙ(引き落としﾒﾆｭｰ)
none, -g1, -g2, -g3

ｿｰｽ ｺｰﾄﾞで残されるまたは挿入されるｺｰﾄﾞとﾍｯﾀﾞを追跡してﾃﾞﾊﾞｯｸﾞするﾚﾍﾞﾙを指定

他のﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ任意選択(書式領域) 基本構造特有ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ任意選択

警告ﾒｯｾｰｼﾞ出力任意選択

-Wall 全ての警告

-Werror 警告を異常に格上げ

-fsyntax-only 構文だけ検査

-pedantic GNUに対する適合性検査、非標準ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ実行で警告掲示

-pedantic-errors 同上、加えて警告を異常に格上げ

-pg ｇｐｒｏｆ情報を生成

-p ｐｒｏｆ情報を生成

-w 全ての警告を禁止

その他の任意選択

他のﾌﾗｸﾞ(書式領域) 他のﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ特有ﾌﾗｸﾞを入力

-v 詳細 (ｺﾝﾊﾟｲﾗによって呼び出されたﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを表示)

-ansi ANSIﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを支援

-save-temps 一時ﾌｧｲﾙを削除しない
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表7-3. Arm® GCCﾘﾝｶ任意選択

任意選択 説明

-Wl -nostartfiles 標準ﾌｧｲﾙを使わない。

-Wl -nodefault 既定ﾗｲﾌﾞﾗﾘを使わない。

-Wl -nostdlib 始動または既定ﾗｲﾌﾞﾗﾘなし

-Wl -s 全てのｼﾝﾎﾞﾙ情報を省く。

-Wl -static 静的にﾘﾝｸ

-Map Mapﾌｧｲﾙを生成

ﾗｲﾌﾞﾗﾘ任意選択

ﾗｲﾌﾞﾗﾘ -Wl, -l (書式領域) の釦を用いて、ここでﾗｲﾌﾞﾗﾘ名の追加、優先付け、編集ができます。

ﾗｲﾌﾞﾗﾘ検索ﾊﾟｽ -Wl, -L
(書式領域)

ﾘﾝｶが動的にﾘﾝｸされるﾗｲﾌﾞﾗﾘを探す所のﾊﾟｽの追加、優先付け、編集ができます。
上と同じｲﾝﾀｰﾌｪｰｽです。

最適化任意選択

-Wl, -gc-sections 未使用領域ｺﾞﾐ回収

-funsafe-math-optimizations 安全でない一致の最適化を許可

-ffast-math 高速数値演算を許可

-fpic 位置無関係なｺｰﾄﾞを生成

その他の任意選択

他のﾘﾝｶ ﾌﾗｸﾞ (書式領域) 他のﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ特有ﾌﾗｸﾞを入力

ﾘﾝｶ ｽｸﾘﾌﾟﾄ

 ・ “Linker(ﾘﾝｶ)⇒miscellaneous(その他)⇒linker flags(ﾘﾝｶ ﾌﾗｸﾞ)”で、既定によって($LinkerScript_FLASH)が追加されます。これは
構築中に適切な(ﾃﾞﾊﾞｲｽ名)_flash.ldﾌｧｲﾙによって置き換えられます。同様に($LinkerScript_SRAM)は適切な(ﾃﾞﾊﾞｲｽ名)_ｓｒａｍ.ld
ﾌｧｲﾙで置き換えられます。

 ・ あなた独自のﾘﾝｶ ｽｸﾘﾌﾟﾄ任意選択の-T“独自ﾘﾝｶｽｸﾘﾌﾟﾄ.ld"で($LinkerScript_FLASH)または($LinkerScript_SRAM)を置き換える
ことによって既定ﾌﾗｯｼｭ ﾘﾝｶ ｽｸﾘﾌﾟﾄを上書きすることできます。

注: これらのﾃﾞﾊﾞｲｽ特有ﾘﾝｶ ｽｸﾘﾌﾟﾄは“ProjectFolder\Linkerscripts"ﾃﾞｨﾚｸﾄﾘで利用可能です。ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ作成後にﾃﾞﾊﾞｲｽを変える
場合、Microchip Studioは選んだﾃﾞﾊﾞｲｽ用の正しいﾘﾝｶ ｽｸﾘﾌﾟﾄを自動的に追加します。

Arm®ｱｾﾝﾌﾞﾗ任意選択

表7-4. Arm®ｱｾﾝﾌﾞﾗ任意選択

任意選択 説明

最適化任意選択

ｱｾﾝﾌﾞﾗ ﾌﾗｸﾞ (書式領域) その他のｱｾﾝﾌﾞﾗ ﾌﾗｸﾞ

ｲﾝｸﾙｰﾄﾞ ﾊﾟｽ (書式領域) ここで基本構造と基盤特有のｲﾝｸﾙｰﾄﾞしたﾌｧｲﾙへのﾊﾟｽの追加、優先付け、編集ができます。

-v ｱｾﾝﾌﾞﾗ出力に於ける公表の版

-W 警告を禁止

ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ任意選択

ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ ﾚﾍﾞﾙ(引き落としﾒﾆｭｰ)
None, (-g)

ｼﾝﾎﾞﾙ ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞとｿｰｽ挿入ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞを許可

Arm®前処理ｱｾﾝﾌﾞﾗ任意選択

表7-5. Arm®前処理ｱｾﾝﾌﾞﾗ任意選択

任意選択 説明

最適化任意選択

ｱｾﾝﾌﾞﾗ ﾌﾗｸﾞ (書式領域) その他のｱｾﾝﾌﾞﾗ ﾌﾗｸﾞ

ｲﾝｸﾙｰﾄﾞ ﾊﾟｽ (書式領域) ここで基本構造と基盤特有のｲﾝｸﾙｰﾄﾞしたﾌｧｲﾙへのﾊﾟｽの追加、優先付け、編集ができます。

-v ｱｾﾝﾌﾞﾗ出力に於ける公表の版

-W 警告を禁止

ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ任意選択

ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ ﾚﾍﾞﾙ(引き落としﾒﾆｭｰ)
None, -Wa -g

ｼﾝﾎﾞﾙ ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞとｿｰｽ挿入ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞを許可
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7.3. Arm® GNUﾂｰﾙﾁｪｰﾝ任意選択

7.3.1. Arm®/GNU共通任意選択

 ・ Thumb(-mthumb)/Arm(-marm) : ﾌﾟﾛｾｯｻ動作選択を許します。

7.3.2. ｺﾝﾊﾟｲﾗ任意選択

7.3.2.1. ﾌﾟﾘﾌﾟﾛｾｯｻ (前処理部)

 ・ -nostdinc : ﾍｯﾀﾞ ﾌｧｲﾙに対して標準ｼｽﾃﾑ ﾃﾞｨﾚｸﾄﾘを検索しない。-I任意選択指定したﾃﾞｨﾚｸﾄﾘ(と適合する場合の現在のﾌｧｲﾙ
のﾃﾞｨﾚｸﾄﾘ)だけが検索されます。

 ・ -E : 前処理段後に停止、ｺﾝﾊﾟｲﾗを全く動かしません。出力は前処理されたｿｰｽ ｺｰﾄﾞの形式で、それは標準出力に送られます。
前処理が必要でない入力ﾌｧｲﾙは無視されます。

7.3.2.2. ｼﾝﾎﾞﾙ

 ・ -D

 ・ -D 名前 : 1の定義でﾏｸﾛとして名前を事前定義します。

 ・ -D 名前=値 : 値の定義でﾏｸﾛとして名前を事前定義します。定義の内容は#define指令で第3段階への変換中にそれらが現
れたかのように通票化されて処理されます。特に、定義は埋め込まれた新規行(改行)文字によって切り詰められ
ます。

 ・ -U : 組み込み、または-D任意選択で提供されたどちらかの以前のどの名前の定義も取り消します。

-Dと-Uの任意選択はそれらがｺﾏﾝﾄﾞ行で与えられた順に処理されます。全ての-iﾏｸﾛﾌｧｲﾙと-iｲﾝｸﾙｰﾄﾞ ﾌｧｲﾙの任意選択は全ての
-Dと-Uの任意選択後に処理されます。

7.3.2.3. ﾃﾞｨﾚｸﾄﾘ

 ・ -I ﾃﾞｨﾚｸﾄﾘ : ﾍｯﾀﾞ ﾌｧｲﾙに対して検索されるべきﾃﾞｨﾚｸﾄﾘの一覧にﾃﾞｨﾚｸﾄﾘを追加します。-Iによって名付けられたﾃﾞｨﾚｸﾄﾘは標
準ｼｽﾃﾑ ｲﾝｸﾙｰﾄﾞ ﾃﾞｨﾚｸﾄﾘの前に検索されます。ﾃﾞｨﾚｸﾄﾘが標準ｼｽﾃﾑ ｲﾝｸﾙｰﾄﾞ ﾃﾞｨﾚｸﾄﾘの場合、ｼｽﾃﾑ ﾃﾞｨﾚｸﾄﾘ
に対する既定検索順とｼｽﾃﾑ ﾍｯﾀﾞの特別な扱いが覆されないことを保証するため、この任意選択は無視されます。

7.3.2.4. 最適化

 ・ ｺｰﾄﾞを生成する時に使われる最適化のﾚﾍﾞﾙを指定する一般的なｽｨｯﾁの‘-O<最適化ﾚﾍﾞﾙ>’があります。

- -Os : 生成されるｺｰﾄﾞがｺｰﾄﾞ量に対して最適化されるべきことを合図します。ｺﾝﾊﾟｲﾗは生成したｺｰﾄﾞの実行性能について気に
しません。

- -O0 : 最適化なし。GCCはﾃﾞﾊﾞｯｸﾞが容易ですが、下で概説される増分最適化ﾚﾍﾞﾙでよりもより遅く、より大きなｺｰﾄﾞを生成しま
す。

- -O1または-O : これは速度と量の両方に対して最適化します。殆どの文はC/C++ｺｰﾄﾞでと同じ順に実行され、殆どの変更は生
成されたｺｰﾄﾞで見つけることができます。これはﾃﾞﾊﾞｯｸﾞに対してかなり適合されたｺｰﾄﾞを作り、これが既定で
す。

- -O2 : ｺｰﾄﾞ量を大幅に増加するかもしれないいくつかの最適化を除いてGCCでの最大最適化を有効にします。これは命令の
計画化を許可し、そしてこれはこれからの恩恵を受けるだろうCPU基本設計に対して、ﾃﾞｰﾀの危険要因と依存性のため
にCPU失速周期を最小にするために調整されることを命令に許します。この任意選択全体は小さくて高速ですが、ﾃﾞﾊﾞｯ
ｸﾞし辛いｺｰﾄﾞを作ります。

- -O3 : ｺｰﾄﾞ量を大幅に増加するかもしれないが、-O2と-O1の最適化ﾚﾍﾞﾙに比べて性能が増加するいくつかの特別な性能最
適化を有効にします。これは実行関数ｲﾝﾗｲﾝ化を含みます。

 ・ 他の最適化任意選択

- -ffunction-sectionsと-fdata-sections : 目的対象が任意の区分(section)を支援する場合に出力ﾌｧｲﾙで各関数とﾃﾞｰﾀの項目を
その区分に配置します。関数の名前またはﾃﾞｰﾀ項目の名前は出力ﾌｧｲﾙでの区分の名
前を決めます。

そのように行うことからかなりの恩恵がある時にだけこれらの任意選択を使ってください。
これらの任意選択指定時、ｱｾﾝﾌﾞﾗとﾘﾝｶはより大きなｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄと実行可能のﾌｧｲﾙを作
成し、またより遅くなるでしょう。

- -funroll-loops : 反復回数が既知の時に繰り返しの展開を実行します。ｺｰﾄﾞ量が関係しない場合、’-O3’ｽｨｯﾁに加えて’-funroll 
-loops’ｽｨｯﾁを用いることによってGCCが繰り返しを展開することでいくつかの追加の性能が得られるかもしれま
せん。
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7.3.2.5. ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ

 ・ -g ﾚﾍﾞﾙ (ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ ﾚﾍﾞﾙ)

- -g1 : ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞの計画をしないﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの部分で逆追跡をするのに十分な最小の情報を生成します。これは関数と外部変数の記
述を含みますが、局所変数についての情報と行番号が全くありません。

- -g2 : これは既定ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ ﾚﾍﾞﾙです。

- -g3 : これはﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑに存在する全てのﾏｸﾛ定義のような追加の情報を含みます。いくつかのﾃﾞﾊﾞｯｶﾞは-g3使用時にﾏｸﾛ展開を
支援します。

7.3.2.6. 警告

 ・ -Wall : 全ての警告を見せます。

 ・ -Werror : 警告を異常として見せます。

 ・ -fsyntax-only : 構文誤りについてｺｰﾄﾞを調べますが、それ以上何もしません。

 ・ -pedantic : ISO C制限によって要求された全ての警告を発行します。禁じられた拡張を使う全てのﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑとISO Cに従わないい
くつかの他のﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを却下します。(稀に少数が必要とされるISO Cの版番号を指定する-ansiまたは-stdの任意選択
を必要とするにも関わらず、)有効なISO Cﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑはこの任意選択有りまたはなしで正しくｺﾝﾊﾟｲﾙされるべきです。け
れども、この任意選択なしで、或るGNU拡張と伝統的なC機能もまた支援されます。この任意選択でそれらは却下さ
れます。

 ・ -pedantic-errors : 杓子定規な(上記制限違反の)警告が異常として生成されます。

 ・ -w : 全ての警告ﾒｯｾｰｼﾞを禁止します。

7.3.2.7. その他

 ・ -v : 冗長任意選択。これはｺﾝﾊﾟｲﾙの段階を走行するように実行された命令を(標準異常出力で)出力します。また、ｺﾝﾊﾟｲﾗ駆動
部ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの版番号と適切な前処理部(ﾌﾟﾘﾌﾟﾛｾｯｻ)とｺﾝﾊﾟｲﾗも出力します。

 ・ -ansi : ANSIﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを支援します。これは(Cｺｰﾄﾞをｺﾝﾊﾟｲﾙする時の)ISO C90と不適合なGCCの或る機能をOFFにします。Cｺﾝ
ﾊﾟｲﾗに対してはｲﾝﾗｲﾝ ｷｰﾜｰﾄﾞだけでなくC++様式の//注釈の認証も禁止します。-ansi任意選択は非ISOﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを不必
要に却下させません。それについては-ansiに加えて-pedanticが必要とされます。

7.3.3. ﾘﾝｶ任意選択

7.3.3.1. 全般

 ・ -Wl,任意選択 : ﾘﾝｶに任意選択として任意選択を渡します。任意選択がｶﾝﾏ(’,’)を含む場合、それはｶﾝﾏで複数の任意選択に
分割します。任意選択に引数を渡すのにこの構文を使うことができます。例えば、’-Wl,-Map,output.map’はﾘﾝｶ
に’-Map output.map’を渡します。

 ・ -Wl, -nostartfiles : ﾘﾝｸ時に標準ｼｽﾃﾑ始動ﾌｧｲﾙを使いません。-nostdlibまたは-nodefaultlibsが使われない限り、標準的に標準
ｼｽﾃﾑ ﾗｲﾌﾞﾗﾘが使われます。

 ・ -Wl,-nodefault : ﾘﾝｸ時に標準ｼｽﾃﾑ ﾗｲﾌﾞﾗﾘを使いません。あなたが指定するﾗｲﾌﾞﾗﾘだけがﾘﾝｶへ渡されます。-static-libgccや
-share d-libgccのようなｼｽﾃﾑ ﾗｲﾌﾞﾗﾘのﾘﾝｸを指定する任意選択は無視されます。-nostartfilesが使われない限
り、標準的に標準始動ﾌｧｲﾙが使われます。ｺﾝﾊﾟｲﾗはmemcmp, memset, memcpy, memmoveに対する呼び出し
を生成するかもしれません。これらの入り口は通常、lib.cでの入り口によって解決されます。これらの入り口点は
この任意選択が指定される時にいくつかの他の機構を通して供給されるべきです。

 ・ -Wl,-nostdlib : ﾘﾝｸ時に標準始動ﾌｧｲﾙまたは標準ﾗｲﾌﾞﾗﾘを使いません。

-nostdlibと-nodefaultlibsによって迂回される標準ﾗｲﾌﾞﾗﾘの1つはlibgcc.aで、GCCの内部ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝのﾗｲﾌﾞﾗﾘは特
定ﾏｼﾝの短所を克服するのに、またはいくつかの言語に対する特別な要求に使います。殆どの場合、例え他の
標準ﾗｲﾌﾞﾗﾘを避けたい時でも、libgcc.aが必要です。換言すると、-nostdlibや-nodefaultlibsを指定すると、通常、
更に-lgccも指定すべきです。これは内部GCCﾗｲﾌﾞﾗﾘのｻﾌﾞﾙｰﾁﾝに対して未解決の参照を持たないことを保証し
ます。

 ・ -Wl,-s : 実行可能形式から全てのｼﾝﾎﾞﾙ表と再配置情報を削除。

 ・ -Wl,-static : 動的ﾘﾝｸを支援するｼｽﾃﾑに於いて、これは共有されるﾗｲﾌﾞﾗﾘとのﾘﾝｸを防ぎます。他のｼｽﾃﾑに於いて、この任意
選択は無効です。

 ・ -Wl,-Map : 配置(map)ﾌｧｲﾙを生成。

7.3.3.2. ﾗｲﾌﾞﾗﾘ

 ・ -Wl,-lﾗｲﾌﾞﾗﾘ : ﾘﾝｸ時にﾗｲﾌﾞﾗﾘと名付けられたﾗｲﾌﾞﾗﾘを検索。

この任意選択を書く命令での場所で違いを生じます。ﾘﾝｶはそれらが指定された順にﾗｲﾌﾞﾗﾘとｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄのﾌｧｲﾙ
を検索して処理します。故に、foo.o -lz bar.oはﾌｧｲﾙのfoo.oの後、bar.oの前にﾗｲﾌﾞﾗﾘzを検索します。

ﾘﾝｶはﾗｲﾌﾞﾗﾘに対してﾃﾞｨﾚｸﾄﾘの標準一覧を検索し、これは実際にはliblibrary.aと名付けられるﾌｧｲﾙです。その
後にﾘﾝｶは名前によって正確に指定されていたかのようにこのﾌｧｲﾙを使います。
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 ・ -Wl, Ldir : -lに対して検索すべきﾃﾞｨﾚｸﾄﾘの一覧にdirﾃﾞｨﾚｸﾄﾘを追加します。

7.3.3.3. 最適化

 ・ -Wl, --gc-sections : 未使用領域をｺﾞﾐ回収(ｶﾞﾍﾞｰｼﾞ ｺﾚｸｼｮﾝ)します。

未使用入力領域のｺﾞﾐ回収を許可します。この任意選択を支援しない目的対象では無視されます。(このｺﾞﾐ
回収を実行しない)既定の動きはｺﾏﾝﾄﾞ行で`--no-gc-sections'を指定することによって元へ戻すことができ
ます。`--gc-sections'はどの入力区分がｼﾝﾎﾞﾙと再配置の調査によって使われるかを決めます。入り口ｼﾝ
ﾎﾞﾙを含んでいる区分とｺﾏﾝﾄﾞ行で定義されないｼﾝﾎﾞﾙを含んでいる全ての区分は、動的ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄによって
参照されるｼﾝﾎﾞﾙを含んでいる区分として維持されます。

 ・ -funsafe-math-optimizations : 安全でない数値演算最適化を許可します。

 ・ -ffast-math : 高速数値演算を許可します。

 ・ -fpic : 位置無関係なｺｰﾄﾞを生成します。

7.3.4. ｱｾﾝﾌﾞﾗ任意選択

 ・ -I : .includeﾃﾞｨﾚｸﾄﾘ(.include参照)で指定したﾌｧｲﾙに対して検索するためにﾃﾞｨﾚｸﾄﾘの一覧にﾊﾟｽを追加するにはこの任意選択
を使ってください。様々なﾊﾟｽをｲﾝｸﾙｰﾄﾞする必要の度毎に-Iを使うかもしれません。現在の作業ﾃﾞｨﾚｸﾄﾘが常に最初に検索
され、その後、それらがｺﾏﾝﾄﾞ行で指定されたの同じ順(左から右へ)でﾃﾞｨﾚｸﾄﾘが検索されます。

 ・ -v : 版番号を公表します。

 ・ ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ(-g) : ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ ﾚﾍﾞﾙを許可するのにこの任意選択を使います。

7.3.5. 前処理ｱｾﾝﾌﾞﾗ任意選択

 ・ -I : .includeﾃﾞｨﾚｸﾄﾘ(.include参照)で指定したﾌｧｲﾙに対して検索するためにﾃﾞｨﾚｸﾄﾘの一覧にﾊﾟｽを追加するにはこの任意選択
を使ってください。様々なﾊﾟｽをｲﾝｸﾙｰﾄﾞする必要の度毎に-Iを使うかもしれません。現在の作業ﾃﾞｨﾚｸﾄﾘが常に最初に検索
され、その後、それらがｺﾏﾝﾄﾞ行で指定されたのと同じ順(左から右へ)何れかの’-I’ﾃﾞｨﾚｸﾄﾘを検索します。

 ・ -v : 版番号を公表します。

 ・ ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ(Wa,-g) : ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ ﾚﾍﾞﾙを許可するのにこの任意選択を使います。

7.3.6. 纏め部(Archiver)任意選択

 ・ -r : 纏め部に対して既存ﾌｧｲﾙ置換または新ﾌｧｲﾙ挿入。

7.4. ﾊﾞｲﾅﾘ ﾕｰﾃｨﾘﾃｨ (Binutils)

以下のArm GNUﾊﾞｲﾅﾘ ﾕｰﾃｨﾘﾃｨが利用可能です。

 ・ arm-none-eabi-ld : GNUﾘﾝｶ

 ・ arm-none-eabi-as : GNUｱｾﾝﾌﾞﾗ

 ・ arm-none-eabi-addr2line : ｱﾄﾞﾚｽをﾌｧｲﾙ名と行番号に変換

 ・ arm-none-eabi-ar : 纏め部に対する作成、変更、抽出用ﾕｰﾃｨﾘﾃｨ

 ・ arm-none-eabi-c++filt : 符号化されたC++ｼﾝﾎﾞﾙを整理するための選別部

 ・ arm-none-eabi-nm : ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄ ﾌｧｲﾙからｼﾝﾎﾞﾙを一覧

 ・ arm-none-eabi-objcopy : ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄ ﾌｧｲﾙを複写と変換

 ・ arm-none-eabi-objdump : ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄ ﾌｧｲﾙから情報を表示

 ・ arm-none-eabi-ranlib : 纏め部の内容に対して指標を生成

 ・ arm-none-eabi-readelf : 何れかのELF形式ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄ ﾌｧｲﾙから情報を表示

 ・ arm-none-eabi-size : ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄまたは纏め部のﾌｧｲﾙの区分(section)の大きさを一覧

 ・ arm-none-eabi-strings : ﾌｧｲﾙから印刷可能な文字列を一覧

 ・ arm-none-eabi-strip : ｼﾝﾎﾞﾙを破棄

各ﾕｰﾃｨﾘﾃｨについてのより多くの情報に関しては<ﾕｰﾃｨﾘﾃｨ名> --helpのﾍﾙﾌﾟ命令で構築を使ってください。

7.5. AVR®ｺﾝﾊﾟｲﾗとﾂｰﾙﾁｪｰﾝ任意選択:GUI

AVR GNUﾂｰﾙﾁｪｰﾝでﾍﾙﾌﾟを得るには以下を行うことができます。

 ・ Microchip Studioでの使い方と一般的なﾊﾟﾗﾒｰﾀについての情報に関しては「3.2.7. GCCﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ任意選択と構成設定」項を調
べてください。

 ・ AVR libc実装に関するAPI参照はここで見つけることができます。

ｱﾙﾌｧﾍﾞｯﾄ順API目次はここで調べることができます。

 ・ GCCについての全般情報に関しては公式のGNU GCCｳｪﾌﾞ ｻｲﾄを訪ねてください。

 ・ 代わりに、avr32-gcc --helpを書いてそのｺﾏﾝﾄﾞ出力でﾊﾟﾗﾒｰﾀのいくつかの説明を見ることができます。

本項はMicrochip Studioの前処理部からAVR GNUﾂｰﾙﾁｪｰﾝに対して利用可能なGUI任意選択を説明します。

http://www.nongnu.org/avr-libc/user-manual/
http://www.nongnu.org/avr-libc/user-manual/globals.html
http://gcc.gnu.org/
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図7-2. AVR® GNUﾂｰﾙﾁｪｰﾝ任意選択
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AVR® GNU C ｺﾝﾊﾟｲﾗ任意選択

表7-6. AVR® GNU Cｺﾝﾊﾟｲﾗ任意選択

任意選択 説明

全般任意選択

-mcall-prologues ﾌﾟﾛﾛｰｸﾞとｴﾋﾟﾛｰｸﾞの機能にｻﾌﾞﾙｰﾁﾝを使用

-mno-interrupts 割り込み禁止なしでｽﾀｯｸ ﾎﾟｲﾝﾀを変更

-funsigned-char 既定char型は符号なし

-funsigned-bitfield 既定ﾋﾞｯﾄ領域は符号なし

ﾌﾟﾛｾｯｻ任意選択

-nostdinc ｼｽﾃﾑ ﾃﾞｨﾚｸﾄﾘを検索しない。

-E 前処理(ﾌﾟﾘﾌﾟﾛｾｯｻ)のみ

ｼﾝﾎﾞﾙ任意選択

ｿｰｽ内のｼﾝﾎﾞﾙのいくつかを定義(-D)または定義解除(-U)することができます。新しいｼﾝﾎﾞﾙ宣言は下のｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ釦を用いて
追加、変更、再整理をすることができます。

 ・ 新しいｼﾝﾎﾞﾙ追加。これと以下の全ｱｲｺﾝはMicrochip Studioｲﾝﾀｰﾌｪｰｽの他の部分で同じ意味で再利用されます。

 ・ ｼﾝﾎﾞﾙ削除

 ・ ｼﾝﾎﾞﾙ編集

 ・ 解析順に於いてｼﾝﾎﾞﾙを上に移動

 ・ 解析順に於いてｼﾝﾎﾞﾙを下に移動

最適化任意選択

最適化ﾚﾍﾞﾙ(引き落としﾒﾆｭｰ)
-O0, -O1, -O2, -O3, -Os

最適化なし、速度最適化(ﾚﾍﾞﾙ1～3)、大きさ最適化

他の最適化ﾌﾗｸﾞ(手入力方式) ここで基盤と必要条件に対して指定する最適化ﾌﾗｸﾞを書くべきです。

-ffunction-sections ｺﾞﾐ回収用関数準備。関数が決して使われないなら、ﾒﾓﾘがかき集められます。

-fpack-struct 構造体ﾒﾝﾊﾞを共に一括化

-fshort-enums 列挙型によって必要とされる多くのﾊﾞｲﾄとしてだけ割り当て

-mshort-calls 8Kﾊﾞｲﾄを超えるﾃﾞﾊﾞｲｽでRJMP/RCALL制限範囲命令を使用

ｲﾝｸﾙｰﾄﾞ ﾃﾞｨﾚｸﾄﾘ

ｲﾝｸﾙｰﾄﾞされるﾍｯﾀﾞと定義指令の全てを含み、ｼﾝﾎﾞﾙと同じｲﾝﾀｰﾌｪｰｽを用いて編集することができます。

ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ任意選択

ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ ﾚﾍﾞﾙ(引き落としﾒﾆｭｰ)
none, -g1, -g2, -g3

ｿｰｽ ｺｰﾄﾞで残されるまたは挿入されるｺｰﾄﾞとﾍｯﾀﾞを追跡してﾃﾞﾊﾞｯｸﾞするﾚﾍﾞﾙを指定

他のﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ任意選択(書式領域) 基本構造特有ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ任意選択

警告ﾒｯｾｰｼﾞ出力任意選択

-Wall 全ての警告

-Werror 警告を異常に格上げ

-fsyntax-only 構文だけ検査

-pedantic GNUに対する適合性検査、非標準ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ実行で警告掲示

-pedantic-errors 同上、加えて警告を異常に格上げ

その他の任意選択

他のﾌﾗｸﾞ(書式領域) 他のﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ特有ﾌﾗｸﾞを入力

-v 詳細

-ansi ANSIﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを支援

-save-temps 一時ﾌｧｲﾙを削除しない
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AVR® GCCﾘﾝｶ任意選択

表7-7. AVR® GCCﾘﾝｶ任意選択

任意選択 説明

-Wl -nostartfiles 標準ﾌｧｲﾙを使わない。

-Wl -nodefault 既定ﾗｲﾌﾞﾗﾘを使わない。

-Wl -nostdlib 始動または既定ﾗｲﾌﾞﾗﾘなし

-Wl -s 全てのｼﾝﾎﾞﾙ情報を省く。

-Wl -static 静的にﾘﾝｸ

ﾗｲﾌﾞﾗﾘ任意選択

ﾗｲﾌﾞﾗﾘ -Wl, -l (書式領域) の釦を用いて、ここでﾗｲﾌﾞﾗﾘ名の追加、優先付け、編集ができます。

ﾗｲﾌﾞﾗﾘ検索ﾊﾟｽ -Wl, -L
(書式領域)

上と同じｲﾝﾀｰﾌｪｰｽでﾘﾝｶが動的にﾘﾝｸされるﾗｲﾌﾞﾗﾘを探す所のﾊﾟｽの追加、優先付け、編集
ができます。

最適化任意選択

-Wl, -gc-sections 未使用領域ｺﾞﾐ回収

--rodata-writable 書き込み可能空間に読み込み専用ﾃﾞｰﾀを配置

-mrelax 分岐緩和

その他の任意選択

他のﾘﾝｶ ﾌﾗｸﾞ (書式領域) 他のﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ特有ﾌﾗｸﾞを入力

ﾒﾓﾘ設定

ﾒﾓﾘ区分(ｾｸﾞﾒﾝﾄ)を構成設定することが可能なﾀﾞｲｱﾛｸﾞを表示してください。(区分値を指定する構文 : <区分名>=<ｱﾄﾞﾚｽ> 例えば、
boot=0xFF)

ｱﾄﾞﾚｽは0xを前に付けた16進数として与えられなければなりません。これはﾌﾗｯｼｭ ﾒﾓﾘに対して語ｱﾄﾞﾚｽ、SRAMとEERPOMに対して
ﾊﾞｲﾄ ｱﾄﾞﾚｽとして解釈されます。

図7-3. ﾒﾓﾘ設定
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GCCのAVR®ﾎﾟｰﾄについての注意

AVRはﾊｰﾊﾞｰﾄﾞ基本構造のCPUで、これは命令ﾒﾓﾘとﾃﾞｰﾀ ﾒﾓﾘを分けることを意味します。GCCは元々命令とﾃﾞｰﾀの両方を保持す
るために単一の記憶構造を定義するﾉｲﾏﾝ基本構造を支援するように設計されました。この二分法はGCCのAVRﾎﾟｰﾄで巧みな策略
の連続によって解決され、その内の以下の3つに注意されるべきです。

 ・ 0x0で始まる.text区分

 ・ 0x800000で始まる.data区分

 ・ 0x810000で始まる.eeprom区分

これらの特殊性はGUIによる方法で抽象化されてしまっていますが、使用者は再配置した区分を持つﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄの構築時に真実を見
るでしょう。

ﾌﾗｯｼｭ ﾒﾓﾘに対する再配置定義は任意選択としてavr-gcc経由でGNUﾘﾝｶに渡されます。

 ・ -Wl,-section-start=bootloader=0x1fc00

ﾊﾞｲﾄ ｱﾄﾞﾚｽを得るためにｱﾄﾞﾚｽが2倍されることに注意してください。

.data区分に対する再配置定義は以下として渡されます。

 ・ -Wl,-section-start=anewdatasegment=0x800

AVR®ｱｾﾝﾌﾞﾗ任意選択

表7-8. AVR®ｱｾﾝﾌﾞﾗ任意選択

任意選択 説明

最適化任意選択

ｱｾﾝﾌﾞﾗ ﾌﾗｸﾞ (書式領域) その他のｱｾﾝﾌﾞﾗ ﾌﾗｸﾞ

ｲﾝｸﾙｰﾄﾞ ﾊﾟｽ (書式領域) ここで基本構造と基盤特有のｲﾝｸﾙｰﾄﾞしたﾌｧｲﾙへのﾊﾟｽの追加、優先付け、編集ができます。

-v ｱｾﾝﾌﾞﾗ出力で版番号を公表

ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ任意選択

ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ ﾚﾍﾞﾙ(引き落としﾒﾆｭｰ)
None, -Wa -g

ｼﾝﾎﾞﾙ ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞとｿｰｽ挿入ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞを許可

7.6. 一般的に使用される任意選択

7.6.1. ｺﾝﾊﾟｲﾗ任意選択

7.6.1.1. 全般

 ・ -funsigned-char : 殆どのﾏｼﾝの各々はcharが何であるべきかに対する既定を持ちます。これは既定によって多分、符号なし文字
(unsigned char)または符号付き文字(signed char)のどちらかです。この任意選択は既定char形式が符号なし
(unsigned)であることを表しています。

 ・ -funsigned-bitfields : これらの任意選択は宣言が符号付き(signed)または符号なし(unsigned)のどちらも使わない時に、ﾋﾞｯﾄ領域
が符号付き(signed)または符号なし(unsigned)のどちらかを制御します。この任意選択は既定ﾋﾞｯﾄ領域形式
が符号なし(unsigned)であることを表しています。

7.6.1.2. 前処理部(ﾌﾟﾘﾌﾟﾛｾｯｻ)

 ・ -nostdinc : ﾍｯﾀﾞ ﾌｧｲﾙに対して標準ｼｽﾃﾑ ﾃﾞｨﾚｸﾄﾘを検索しません。-I任意選択で指定したﾃﾞｨﾚｸﾄﾘ(と割り当てたなら、現在の
ﾌｧｲﾙのﾃﾞｨﾚｸﾄﾘ)だけが検索されます。

 ・ -E : 前処理段後に停止、ｺﾝﾊﾟｲﾗを全く動かしません。出力は前処理されたｿｰｽ ｺｰﾄﾞの形式で、それは標準出力に送られます。
前処理が必要でない入力ﾌｧｲﾙは無視されます。

7.6.1.3. ｼﾝﾎﾞﾙ

 ・ -D

 ・ -D 名前 : 1の定義でﾏｸﾛとして名前を事前定義します。例えば、

 ・ -D 名前=値 : 値の定義でﾏｸﾛとして名前を事前定義します。定義の内容は#define指令で第3変換段階中にそれらが現れた
かのように通票化されて処理されます。特に、定義は埋め込まれた新規行(改行)文字によって切り詰められま
す。

 ・ -U : 組み込み、または-D任意選択で提供されたどちらかの以前のどの名前の定義も取り消します。

-Dと-Uの任意選択はそれらがｺﾏﾝﾄﾞ行で与えられた順に処理されます。全ての-iﾏｸﾛﾌｧｲﾙと-iｲﾝｸﾙｰﾄﾞ ﾌｧｲﾙの任意選択は全ての
-Dと-Uの任意選択後に処理されます。
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7.6.1.4. ﾃﾞｨﾚｸﾄﾘ

 ・ -I ﾃﾞｨﾚｸﾄﾘ : ﾍｯﾀﾞ ﾌｧｲﾙに対して検索されるべきﾃﾞｨﾚｸﾄﾘの一覧にﾃﾞｨﾚｸﾄﾘを追加します。-Iによって名付けられたﾃﾞｨﾚｸﾄﾘは標
準ｼｽﾃﾑ ｲﾝｸﾙｰﾄﾞ ﾃﾞｨﾚｸﾄﾘの前に検索されます。ﾃﾞｨﾚｸﾄﾘが標準ｼｽﾃﾑ ｲﾝｸﾙｰﾄﾞ ﾃﾞｨﾚｸﾄﾘの場合、ｼｽﾃﾑ ﾃﾞｨﾚｸﾄﾘ
に対する既定検索順とｼｽﾃﾑ ﾍｯﾀﾞの特別な扱いが覆されないのを保証するために、この任意選択は無視されます。

7.6.1.5. 最適化

 ・ ｺｰﾄﾞを生成する時に使われる最適化のﾚﾍﾞﾙを指定する一般的なｽｨｯﾁの‘-O<最適化ﾚﾍﾞﾙ>’があります。

- -Os : 生成されるｺｰﾄﾞがｺｰﾄﾞ量に対して最適化されるべきことを合図します。ｺﾝﾊﾟｲﾗは生成したｺｰﾄﾞの実行性能について気に
しません。

- -O0 : 最適化なし。GCCはﾃﾞﾊﾞｯｸﾞが容易ですが、下で概説される増分最適化ﾚﾍﾞﾙでよりもより遅く、より大きなｺｰﾄﾞを生成しま
す。

- -O1または-O : これは速度と量の両方に対して最適化します。殆どの文はC/C++ｺｰﾄﾞでと同じ順に実行され、殆どの変更は生
成されたｺｰﾄﾞで見つけることができます。これはﾃﾞﾊﾞｯｸﾞに対してかなり適合されたｺｰﾄﾞを作ります。これが既定
です。

- -O2 : ｺｰﾄﾞ量を大幅に増加するかもしれないいくつかの最適化を除いてGCCでの最大最適化を有効にします。これは命令の
計画化を許可し、そしてこれはこれからの恩恵を受けるだろうCPU基本設計に対して、ﾃﾞｰﾀの危険要因と依存性のため
にCPU失速周期を最小にするために調整されることを命令に許します。この任意選択全体は小さくて高速ですが、ﾃﾞﾊﾞｯ
ｸﾞし辛いｺｰﾄﾞを作ります。

- -O3 : ｺｰﾄﾞ量を大幅に増加するかもしれないが、-O2と-O1の最適化ﾚﾍﾞﾙに比べて性能が増加するいくつかの特別な性能最
適化を有効にします。これは実行関数ｲﾝﾗｲﾝ化を含みます。

 ・ 他の最適化任意選択

- -ffunction-sectionsと-fdata-sections : 目的対象が任意の区分(section)を支援する場合に出力ﾌｧｲﾙで各関数とﾃﾞｰﾀの項目を
その区分に配置します。関数の名前またはﾃﾞｰﾀの名前は出力ﾌｧｲﾙでの区分の名前を
決めます。

そのように行うことからかなりの恩恵がある時にだけこれらの任意選択を使ってください。
これらの任意選択指定時、ｱｾﾝﾌﾞﾗとﾘﾝｶはより大きなｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄと実行可能のﾌｧｲﾙを作
成し、またより遅くなるでしょう。

- -funroll-loops : 反復回数が既知の時に繰り返しの展開を実行します。ｺｰﾄﾞ量が関係しない場合、’-O3’ｽｨｯﾁに加えて’
-funroll -loops’ｽｨｯﾁを用いることによってGCCが繰り返しを展開することでいくつかの追加の性能が得られる
かもしれません。

7.6.1.6. ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ

 ・ -g ﾚﾍﾞﾙ (ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ ﾚﾍﾞﾙ)

- -g1 : ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞの計画をしないﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの部分で逆追跡をするのに十分な最小の情報を生成します。これは関数と外部変数の記
述を含みますが、局所変数についての情報と行番号が全くありません。

- -g2 : これは既定ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ ﾚﾍﾞﾙです。

- -g3 : これはﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑに存在する全てのﾏｸﾛ定義のような追加の情報を含みます。いくつかのﾃﾞﾊﾞｯｶﾞは-g3使用時にﾏｸﾛ展開を
支援します。

7.6.1.7. 警告

 ・ -Wall : 全ての警告を見せます。

 ・ -Werror : 警告を異常として見せます。

 ・ -fsyntax-only : 構文誤りについてｺｰﾄﾞを調べますが、それ以上何もしません。

 ・ -pedantic : ISO C制限によって要求された全ての警告を発行し、禁じられた拡張を使う全てのﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑとISO Cに従わないいくつ
かの他のﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを却下します。(稀に少数が必要とされるISO Cの版番号を指定する-ansiまたは-stdの任意選択を
必要とするにも関わらず、)有効なISO Cﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑはこの任意選択有りまたはなしで正しくｺﾝﾊﾟｲﾙされるべきです。けれ
ども、この任意選択なしで、或るGNU拡張と伝統的なC機能もまた支援されます。この任意選択でそれらは却下されま
す。

 ・ -pedantic-errors : 杓子定規な(上記制限違反の)警告が異常として生成されます。

 ・ -w : 全ての警告ﾒｯｾｰｼﾞを禁止します。

7.6.1.8. その他

 ・ -v : 冗長任意選択。これはｺﾝﾊﾟｲﾙの段階を走行するように実行された命令を(標準異常出力で)出力します。また、ｺﾝﾊﾟｲﾗ駆動
部ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの版番号と適切な前処理部(ﾌﾟﾘﾌﾟﾛｾｯｻ)とｺﾝﾊﾟｲﾗも出力します。

 ・ -ansi : ANSIﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを支援します。これは(Cｺｰﾄﾞをｺﾝﾊﾟｲﾙする時の)ISO C90と不適合なGCCの或る機能をOFFにします。Cｺﾝ
ﾊﾟｲﾗに対してはｲﾝﾗｲﾝ ｷｰﾜｰﾄﾞだけでなくC++様式の//注釈の認証も禁止します。-ansi任意選択は非ISOﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを不必
要に却下させません。それについては-ansiに加えて-pedanticが必要とされます。
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7.6.2. ﾘﾝｶ任意選択

7.6.2.1. 全般

 ・ -Wl,任意選択 : ﾘﾝｶに任意選択として任意選択を渡します。任意選択がｶﾝﾏ(’,’)を含む場合、それはｶﾝﾏで複数の任意選択に
分割します。任意選択に引数を渡すのにこの構文を使うことができます。例えば、’-Wl,-Map,output.map’はﾘﾝｶ
に’-Map output.map’を渡します。

 ・ -Wl, -nostartfiles : ﾘﾝｸ時に標準ｼｽﾃﾑ始動ﾌｧｲﾙを使いません。-nostdlibまたは-nodefaultlibsが使われない限り、標準的に標準
ｼｽﾃﾑ ﾗｲﾌﾞﾗﾘが使われます。

 ・ -Wl,-nodefault : ﾘﾝｸ時に標準ｼｽﾃﾑ ﾗｲﾌﾞﾗﾘを使いません。あなたが指定するﾗｲﾌﾞﾗﾘだけがﾘﾝｶへ渡されます。-static-libgccや
-shared-libgccのようなｼｽﾃﾑ ﾗｲﾌﾞﾗﾘのﾘﾝｸを指定する任意選択は無視されます。-nostartfilesが使われない限
り、標準的に標準始動ﾌｧｲﾙが使われます。ｺﾝﾊﾟｲﾗはmemcmp, memset, memcpy, memmoveに対する呼び出
しを生成するかもしれません。これらの入り口は通常、lib.cでの入り口によって解決されます。これらの入り口点
はこの任意選択が指定される時にいくつかの他の機構を通して供給されるべきです。

 ・ -Wl,-nostdlib : ﾘﾝｸ時に標準始動ﾌｧｲﾙまたは標準ﾗｲﾌﾞﾗﾘを使いません。

-nostdlibと-nodefaultlibsによって迂回される標準ﾗｲﾌﾞﾗﾘの1つはlibgcc.aで、GCCの内部ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝのﾗｲﾌﾞﾗﾘは特
定ﾏｼﾝの短所を克服するのに、またはいくつかの言語に対する特別な要求に使います。殆どの場合、例え他の
標準ﾗｲﾌﾞﾗﾘを避けたい時でも、libgcc.aが必要です。換言すると、-nostdlibや-nodefaultlibsを指定すると、通常、
更に-lgccも指定すべきです。これは内部GCCﾗｲﾌﾞﾗﾘのｻﾌﾞﾙｰﾁﾝに対して未解決の参照を持たないことを保証し
ます。

 ・ -Wl,-s : 実行可能形式から全てのｼﾝﾎﾞﾙ表と再配置情報を削除。

 ・ -Wl,-static : 動的ﾘﾝｸを支援するｼｽﾃﾑに於いて、これは共有されるﾗｲﾌﾞﾗﾘとのﾘﾝｸを防ぎます。他のｼｽﾃﾑに於いて、この任意
選択は無効です。

7.6.2.2. ﾗｲﾌﾞﾗﾘ

 ・ -Wl,-lﾗｲﾌﾞﾗﾘ : ﾘﾝｸ時にﾗｲﾌﾞﾗﾘと名付けられたﾗｲﾌﾞﾗﾘを検索。

この任意選択を書く命令での場所で違いを生じます。ﾘﾝｶはそれらが指定された順にﾗｲﾌﾞﾗﾘとｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄのﾌｧｲﾙ
を検索して処理します。故に、foo.o -lz bar.oはﾌｧｲﾙのfoo.oの後、bar.oの前にﾗｲﾌﾞﾗﾘzを検索します。

ﾘﾝｶはﾗｲﾌﾞﾗﾘに対してﾃﾞｨﾚｸﾄﾘの標準一覧を検索し、これは実際にはliblibrary.aと名付けられるﾌｧｲﾙです。その
後にﾘﾝｶは名前によって正確に指定されていたかのようにこのﾌｧｲﾙを使います。

 ・ -Wl, Ldir : -lに対して検索すべきﾃﾞｨﾚｸﾄﾘの一覧にdirﾃﾞｨﾚｸﾄﾘを追加します。

7.6.2.3. 最適化

 ・ -Wl, --gc-sections : 未使用領域をｺﾞﾐ回収(ｶﾞﾍﾞｰｼﾞ ｺﾚｸｼｮﾝ)します。

未使用入力領域のｺﾞﾐ回収を許可します。この任意選択を支援しない目的対象では無視されます。(このｺﾞﾐ
回収を実行しない)既定の動きはｺﾏﾝﾄﾞ行で`--no-gc-sections'を指定することによって元へ戻すことができ
ます。`--gc-sections'はどの入力区分がｼﾝﾎﾞﾙと再配置の調査によって使われるかを決めます。入り口ｼﾝ
ﾎﾞﾙを含んでいる領域とｺﾏﾝﾄﾞ行で定義されないｼﾝﾎﾞﾙを含んでいる全ての区分は、動的ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄによって
参照されるｼﾝﾎﾞﾙを含んでいる区分として維持されます。

 ・ --rodata-writable : 書き込み可能なﾃﾞｰﾀ領域に読み込み専用ﾃﾞｰﾀを配置します。

7.6.3. ｱｾﾝﾌﾞﾗ任意選択

 ・ -I : .includeﾃﾞｨﾚｸﾄﾘ(.include参照)で指定したﾌｧｲﾙに対して検索するためにﾃﾞｨﾚｸﾄﾘの一覧にﾊﾟｽを追加するにはこの任意選択
を使ってください。様々なﾊﾟｽをｲﾝｸﾙｰﾄﾞする必要の度毎に-Iを使うかもしれません。現在の作業ﾃﾞｨﾚｸﾄﾘが常に最初に検索
されます。その後、それらがｺﾏﾝﾄﾞ行で指定されたのと同じ順(左から右へ)何れかの’-I’ﾃﾞｨﾚｸﾄﾘを検索します。

 ・ -v : 版番号を公表します。

7.7. 8ﾋﾞｯﾄ特有AVR® GCCｺﾏﾝﾄﾞ行任意選択

7.7.1. AVR® Cｺﾝﾊﾟｲﾗ

7.7.1.1. 全般

 ・ -mcall-prologues : ﾌﾟﾛﾛｰｸﾞ/ｴﾋﾟﾛｰｸﾞの機能は適切なｻﾌﾞﾙｰﾁﾝを呼ぶように拡充されます。ｺｰﾄﾞ量がより小さくなるでしょう。

 ・ -mno-interrupts : 割り込み禁止なしでｽﾀｯｸ ﾎﾟｲﾝﾀを変更します。生成したｺｰﾄﾞはﾊｰﾄﾞｳｪｱ割り込みに適合しません。ｺｰﾄﾞ量がよ
り小さくなるでしょう。

 ・ -mno-tablejump : 表参照分岐命令を生成しません(GCC 4.5.1 cozから削除された-fno-jump-tablesと同じです)。

 ・ -msize : asmﾌｧｲﾙで命令量を出力します(AVR-GCC cozから削除された命令長を出力する-dpｽｨｯﾁ使用と同じです)。
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7.7.1.2. 最適化

 ・ -fpack-struct : 指定値なしでは、全ての構造体のﾒﾝﾊﾞを穴なしで共に詰め込みます。(小さな2のべき乗でなければならない)値
が指定されると、最大整列を表すこの値に従って構造体ﾒﾝﾊﾞを詰め込みます(即ち、これよりも大きな既定整列必
要条件を持つｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄは次の選別位置で潜在的に整列されずに出力するでしょう)。

 ・ -fshort-enums : 宣言した可能な値の範囲に対して必要なのと同じﾊﾞｲﾄ数だけを列挙(enum)型に割り当てます。特に、列挙型は
充分な場所を持つ最小の整数型に相当します。

 ・ -mshort-calls : 8Kﾊﾞｲﾄを超えるﾃﾞﾊﾞｲｽで(制限された範囲の)RJMP/RCALL命令を使います。

7.7.1.3. その他

 ・ -save-temps : 一時ﾌｧｲﾙを削除しません。通常の”一時的な”中間ﾌｧｲﾙを永久的に保管し、ｿｰｽ ﾌｧｲﾙに基づいてそれらに名前
を付けて現在のﾃﾞｨﾚｸﾄﾘにそれらを置きます。故に、-c -save-tempsでのfoo.cｺﾝﾊﾟｲﾙはfoo.oだけでなく、foo.iと
foo.sも生成します。これは例えｺﾝﾊﾟｲﾗが今や普通に統合された前処理部(ﾌﾟﾘﾌﾟﾛｾｯｻ)を使ったとしても、前処理さ
れたfoo.i出力ﾌｧｲﾙを作成します。

7.7.2. AVR® Cﾘﾝｶ

7.7.2.1. 最適化

 ・ -mrelax : 分岐緩和。ﾘﾝｶ緩和はﾘﾝｶに’—relax’任意選択を渡すことによってﾘﾝｶ内で許可されます。ﾘﾝｶに対する前処理部とし
てGCCを使うことは、‘-O2’または‘-O3’使用時、または明示的に‘-mrelax’任意選択を使う時に、この任意選択が自
動的にﾘﾝｶへ渡されます。この任意選択が使われると、GCCはlda.w, callなどのような疑似命令を出力します。ﾘﾝｶはそ
の後に、入力ﾌｧｲﾙが緩和可能として札付けされた場合、疑似命令を最終的なｼﾝﾎﾞﾙ ｱﾄﾞﾚｽに関して可能な最善の命
令に変換します。

7.8. 32ﾋﾞｯﾄ特有AVR® GCCｺﾏﾝﾄﾞ行任意選択

7.8.1. 最適化

 ・ -mfast-float : この切り替えは最適化されたAVR 32ﾋﾞｯﾄ浮動小数点ﾗｲﾌﾞﾗﾘ関数のいくつかのIEEE非適合版を使って高速にしま
す。この切り替えは‘-ffast-math’任意選択が使われる場合に既定によって許可されます。

 ・ -funsafe-math-optimizations : (a)引数と結果が有効であると仮定し、(b)IEEEとANSIの規格に違反するかもしれない浮動小数点
演算に対する私的化を許します。ﾘﾝｸ時に使われると、既定FPU制御語または他の同様な最適化
を変更するﾗｲﾌﾞﾗﾘまたは始動ﾌｧｲﾙをｲﾝｸﾙｰﾄﾞするかもしれません。この任意選択はそれが算術
関数に対するIEEEまたはISOの規則/仕様の正確な実装に依存するﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑに対して不正な出
力に終わり得るため、どの‘-O’任意選択によってもONにされません。けれども、それはそれらの
仕様の保証を必要としないﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑに対してより速いｺｰﾄﾞを生じるかもしれません。‘-fno-signed- 
zeros’、‘-fno-trapping-math’、‘-fassociative-math’、‘-freciprocal-math’を許可します。

 ・ -ffast-math : この任意選択は定義されるべき__FAST_MATH__前処理部(ﾌﾟﾘﾌﾟﾛｾｯｻ)ﾏｸﾛをもたらします。この任意選択はそれが
算術関数に対するIEEEまたはISOの規則/仕様の正確な実装に依存するﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑに対して不正な出力に終わり得る
ため、どの‘-O’任意選択によってもONにされません。けれども、それはそれらの仕様の保証を必要としないﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ
に対してより速いｺｰﾄﾞを生じるかもしれません。これは‘-fno-math-errno’、‘-funsafe-math-optimizations’、
‘-ffinite-m ath-only’、‘-fno-rounding-math’、‘-fno-signaling-nans’、‘-fcx-limited-range’を設定します。

 ・ -fpic : 目的対象ﾏｼﾝに対して支援されるなら、共用ﾗｲﾌﾞﾗﾘで使われるのに適した位置無関係ｺｰﾄﾞ(PIC:Position-Independent Co 
de)を生成します。このようなｺｰﾄﾞは全域変位表(GOT:Global Offset Table)を通して全ての定数ｱﾄﾞﾚｽにｱｸｾｽします。動的
ﾛｰﾀﾞはﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑが開始する時にGOT登録を解決します(動的ﾛｰﾀﾞはGCCの一部ではなく、ｵﾍﾟﾚｰﾃｨﾝｸﾞ ｼｽﾃﾑの一部で
す)。ﾘﾝｸされた実行可能物に対するGOTの大きさがﾏｼﾝ仕様の最大量を超える場合、‘-fpic’が動かないことを示すﾘﾝｶ
からの異常ﾒｯｾｰｼﾞを受け取ります。この場合、代わりに‘-fPIC’で再ｺﾝﾊﾟｲﾙしてください。(これらの最大はSPARCで8K、
m68kとRS/6000で32Kです。386はそのような制限を持ちません。) 位置無関係ｺｰﾄﾞは特別な支援を必要とし、従って、或
るﾏｼﾝでだけ動きます。386について、System Vに対してはPICを支援しますが、Sun 386iに対してはしません。IBM RS/60 
00用に生成されたｺｰﾄﾞは常に位置無関係です。このﾌﾗｸﾞが設定されると、__pic__と__PIC__のﾏｸﾛが1に定義されます。

 ・ -mno-init-got : 位置無関係ｺｰﾄﾞ(PIC)をｺﾝﾊﾟｲﾙする時にそれを使う前に全域変位表(GOT)ﾚｼﾞｽﾀを初期化しません。

 ・ -masm-addr-pseudos : この任意選択は既定によって許可され、GCCに直接関数呼び出しとｼﾝﾎﾞﾙ ｱﾄﾞﾚｽ取得の各々に対して
callとlda.wの疑似命令を出力させます。‘-mno-asm-addr-pseudos’のｽｨｯﾁを指定することによってOFF
にすることができます。これらの疑似命令を使う利点は、ﾘﾝｶ緩和が許可された場合にﾘﾝｸ時にﾘﾝｶがこ
れらの命令を最適化することができることです。‘-mrelax’任意選択は緩和可能なｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄ ｺｰﾄﾞを生成
すべきことをｱｾﾝﾌﾞﾗに合図するためにGCCに渡すことができます。

 ・ -mforce-double-align : 倍長語ﾒﾓﾘ ｱｸｾｽに対して倍長語整列を強制します。
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 ・ -mimm-in-const-pool : ﾚｼﾞｽﾀ内への単一移動命令に適さない即値を移動することをGCCが必要とする時に、以下の2つの可能
な選択を持ちます。それは現在の命令の近くの何処かのｺｰﾄﾞ内に定数を置き(定数ﾌﾟｰﾙ)、その後に値
を取得するために単一取得命令を使うことができます。またはﾒﾓﾘ設定を使うことなく、値を直接取得する
ために2つの即値命令を使うことができます。ｺｰﾄﾞ ﾒﾓﾘからの取得が2つの単一1周期即値命令よりも速
いなら、それらの即値を定数ﾌﾟｰﾙに置くことが速度に対して最も最適です。これは命令ｷｬｯｼｭを実装す
るMCU基本構造に対して度々真実で、一方内部ﾌﾗｯｼｭ ﾒﾓﾘから実行するｺｰﾄﾞを持つ基本構造は多分
ｺｰﾄﾞ ﾒﾓﾘから値を取得するのに数周期が必要でしょう。既定によってGCCは命令ｷｬｯｼｭを持つAVR 32
ﾋﾞｯﾄ製品に対して定数ﾌﾟｰﾙを、ﾌﾗｯｼｭ ﾒﾓﾘに基づくMCUに対して2つの即値命令を使います。これは 
‘-mimm-in-cons t-pool’任意選択か、または逆の‘-mno-imm-in-const-pool’任意選択を使うことによっ
て上書きすることができます。

 ・ -muse-rodata-sections : 既定によってGCCはｺｰﾄﾞ(.text)区分に読み込み専用ﾃﾞｰﾀを出力します。ｺｰﾄﾞ ﾒﾓﾘが遅い場合、利用
可能ならば、別のより速いﾒﾓﾘに読み込み専用ﾃﾞｰﾀを置くことで性能に関してもっと最適になるかもし
れません。これは読み込み専用ﾃﾞｰﾀを.rodata区分に置くことをGCCにさせる‘-muse-rodata-section’
ｽｨｯﾁを指定することによって行うことができます。その後にﾘﾝｶ ﾌｧｲﾙは配置されるべき.rodata区分の
内容の場所を指定することができます。ﾌﾗｯｼｭ ﾒﾓﾘからｺｰﾄﾞを走らせるｼｽﾃﾑについて、けれども、これ
は読み出し専用ﾃﾞｰﾀはﾌﾗｯｼｭ ﾒﾓﾘに置かれ、その後に始動で別のﾒﾓﾘ上に複写されなければならな
いことを意味し、そしてそれはこの仕組みで余分なﾒﾓﾘ使用が必要とされることを意味します。

7.8.2. ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ

 ・ -pg : ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑのgprofの分析に適したﾌﾟﾛﾌｧｲﾙ情報を書くために追加のｺｰﾄﾞを生成します。それについてのﾃﾞｰﾀを望むｿｰｽ ﾌｧｲ
ﾙをｺﾝﾊﾟｲﾙする時にこの任意選択を使わなければならず、またﾘﾝｸ時にもそれを使わなければなりません。

 ・ -p : ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑのprofの分析に適したﾌﾟﾛﾌｧｲﾙ情報を書くために追加のｺｰﾄﾞを生成します。それについてのﾃﾞｰﾀを望むｿｰｽ ﾌｧｲﾙ
をｺﾝﾊﾟｲﾙする時にこの任意選択を使わなければならず、またﾘﾝｸ時にもそれを使わなければなりません。

7.8.3. AVR32 Cﾘﾝｶ

7.8.3.1. 最適化

 ・ -mfast-f loat : 高速浮動小数点ﾗｲﾌﾞﾗﾘを許可します。’-funsafe-math-optimizations’ｽｨｯﾁが指定される場合は既定によって許
可されます。

 ・ -funsafe-math-optimizations : (a)引数と結果が有効であると仮定し、(b)IEEEとANSIの規格に違反するかもしれない浮動小数点
演算に対する私的化を許します。ﾘﾝｸ時に使われると、既定FPU制御語または他の同様な最適化
を変更するﾗｲﾌﾞﾗﾘまたは始動ﾌｧｲﾙをｲﾝｸﾙｰﾄﾞするかもしれません。この任意選択はそれが算術
関数に対するIEEEまたはISOの規則/仕様の正確な実装に依存するﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑに対して不正な出
力に終わり得るため、どの‘-O’任意選択によってもONにされません。けれども、それはそれらの
仕様の保証を必要としないﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑに対してより速いｺｰﾄﾞを生じるかもしれません。‘-fno-signed- 
zeros’、‘-fno-trapping-math’、‘-fassociative-math’、‘-freciprocal-math’を許可します。既定
は‘-fno-un safe-math-optimizations’です。

 ・ -ffast-math : この任意選択は定義されるべき__FAST_MATH__前処理部(ﾌﾟﾘﾌﾟﾛｾｯｻ)ﾏｸﾛをもたらします。この任意選択はそれが
算術関数に対するIEEEまたはISOの規則/仕様の正確な実装に依存するﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑに対して不正な出力に終わり得
るため、どの‘-O’任意選択によってもONにされません。けれども、それはそれらの仕様の保証を必要としないﾌﾟﾛｸﾞ
ﾗﾑに対してより速いｺｰﾄﾞを生じるかもしれません。これは‘-fno-math-errno’、‘-funsafe-math-optimizations’、
‘-ffinite-m ath-only’、‘-fno-rounding-math’、‘-fno-signaling-nans’、‘-fcx-limited-range’を設定します。

 ・ -fpic : 目的対象ﾏｼﾝに対して支援されるなら、共用ﾗｲﾌﾞﾗﾘで使われるのに適した位置無関係ｺｰﾄﾞ(PIC:Position-Independent Co 
de)を生成します。このようなｺｰﾄﾞは全域変位表(GOT:Global Offset Table)を通して全ての定数ｱﾄﾞﾚｽにｱｸｾｽします。動的
ﾛｰﾀﾞはﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑが開始する時にGOT登録を解決します(動的ﾛｰﾀﾞはGCCの一部ではなく、ｵﾍﾟﾚｰﾃｨﾝｸﾞ ｼｽﾃﾑの一部で
す)。ﾘﾝｸされた実行可能物に対するGOTの大きさがﾏｼﾝ仕様の最大量を超える場合、‘-fpic’が動かないことを示すﾘﾝｶ
からの異常ﾒｯｾｰｼﾞを受け取ります。この場合、代わりに‘-fPIC’で再ｺﾝﾊﾟｲﾙしてください。(これらの最大はSPARCで8K、
m68kとRS/6000で32Kです。386はそのような制限を持ちません。) 位置無関係ｺｰﾄﾞは特別な支援を必要とし、従って、或
るﾏｼﾝでだけ動きます。386について、System Vに対してはPICを支援しますが、Sun 386iに対してはしません。IBM RS/60 
00用に生成されたｺｰﾄﾞは常に位置無関係です。このﾌﾗｸﾞが設定されると、__pic__と__PIC__のﾏｸﾛが1に定義されます。

 ・ -Wl,--direct-data : 最適化時に直接ﾃﾞｰﾀ参照を許します。lda.wを即値移動命令に変換することをﾘﾝｶに許す(即ち、ﾘﾝｶ緩和に
する)には、ﾘﾝｶに‘—direct-data’任意選択が与えられなければなりません。
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7.8.3.2. その他

 ・ -Xlinker[任意選択] : ﾘﾝｶへの任意選択として任意選択を渡します。GCCが認証方法を知らないｼｽﾃﾑ特有ﾘﾝｶ任意選択を供給
するのにこれを使うことができます。独立した引数を取る任意選択に渡したい場合、任意選択に対しての1
回と引数に対しての1回で、2回-Xlinkerを使わなければなりません。例えば、-assert definitionsを渡すには
‘-X linker -assert -Xlinker definitions'を書かなければなりません。-Xlinker "-assert definitions"書き込み
は、これがﾘﾝｶが予期するものではない単一引数として文字列全体を渡すため、動きません。GNUﾘﾝｶ使用
時、通常、独立した引数としてよりもoption=value構文を使ってﾘﾝｶ任意選択に引数を渡すのがもっと便利
です。例えば、‘-Xlinker -Map -Xlinker output.map'よりもむしろ‘-Xlinker -Map=output.map'を指定する
ことができます。他のﾘﾝｶはｺﾏﾝﾄﾞ行任意選択に対してこの構文を支援しないかもしれません。

7.9. ﾊﾞｲﾅﾘ ﾕｰﾃｨﾘﾃｨ (Binutils)

以下のAVR 32ﾋﾞｯﾄGNUﾊﾞｲﾅﾘ ﾕｰﾃｨﾘﾃｨが利用可能です。

 ・ avr32-ld : GNUﾘﾝｶ

 ・ avr32-as : GNUｱｾﾝﾌﾞﾗ

 ・ avr32-addr2line : ｱﾄﾞﾚｽをﾌｧｲﾙ名と行番号に変換

 ・ avr32-ar : 纏め部に対する作成、変更、抽出用ﾕｰﾃｨﾘﾃｨ

 ・ avr32-c++filt : 符号化されたC++ｼﾝﾎﾞﾙを整理するための選別部

 ・ avr32-nm : ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄ ﾌｧｲﾙからｼﾝﾎﾞﾙを一覧

 ・ avr32-objcopy : ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄ ﾌｧｲﾙを複写と変換

 ・ avr32-objdump : ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄ ﾌｧｲﾙから情報を表示

 ・ avr32-ranlib : 纏め部の内容に対して指標を生成

 ・ avr32-readelf : 何れかのELF形式ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄ ﾌｧｲﾙから情報を表示

 ・ avr32-size : ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄまたは纏め部のﾌｧｲﾙの区分(section)の大きさを一覧

 ・ avr32-strings : ﾌｧｲﾙから印刷可能な文字列を一覧

 ・ avr32-strip : ｼﾝﾎﾞﾙを破棄

各ﾕｰﾃｨﾘﾃｨについてのより多くの情報に関してはavr32-<ﾕｰﾃｨﾘﾃｨ名> --helpのﾍﾙﾌﾟ命令で構築を使ってください。

 ・ GNUｱｾﾝﾌﾞﾗ(GAS)、GNUﾘﾝｶ、他のﾊﾞｲﾅﾘ ﾕｰﾃｨﾘﾃｨについての全般情報に関しては公式のGNU Binutilsｳｪﾌﾞ ｻｲﾄを訪ねてくだ
さい。

http://www.gnu.org/software/binutils/
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8. XC8ﾂｰﾙﾁｪｰﾝ

8.1. 序説

Microchip XC8 CｺﾝﾊﾟｲﾗはCﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ言語用の自立型最適化ISO C99ｸﾛｽ ｺﾝﾊﾟｲﾗです。Microchip Studio XC8統合は8ﾋﾞｯﾄAV 
R®ﾏｲｸﾛ ｺﾝﾄﾛｰﾗを支援します。XC8 Cｺﾝﾊﾟｲﾗ ｺﾏﾝﾄﾞ行ﾄﾞﾗｲﾊﾞ、xc8-ccはCｺｰﾄﾞ生成、ｱｾﾝﾌﾞﾘ、ﾘﾝｸの段階を含み、ｺﾝﾊﾟｲﾙの全て
の面を実行するために呼び出されます。Microchip Studio XC8統合は全ての内部応用の複雑さを隠して全ての構築段階に対して一
貫したｲﾝﾀｰﾌｪｰｽを提供します。

8.2. XC8ｺﾝﾊﾟｲﾗとﾂｰﾙﾁｪｰﾝの任意選択: GUIﾂｰﾙﾁｪｰﾝ任意選択

本項はMicrochip StudioでXC8ｺﾝﾊﾟｲﾗに対して利用可能なGUI任意選択を説明します。

図8-1. XC8ﾂｰﾙﾁｪｰﾝ ﾌﾟﾛﾊﾟﾃｨ

XC8共通任意選択

表8-1. XC8共通任意選択

任意選択 説明

全般任意選択

-mrelax 長い形式の呼び出しと分岐の命令の最適化を制御

出力ﾌｧｲﾙ任意選択

.hex hexﾌｧｲﾙを生成

.eep eepﾌｧｲﾙを生成

.usersignatures 使用者識票ﾌｧｲﾙを生成

.lss lssﾌｧｲﾙを生成

その他の任意選択

他の共通ﾌﾗｸﾞ (書式領域) 他のﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ特有ﾌﾗｸﾞを入力
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XC8 Cｺﾝﾊﾟｲﾗ任意選択

表8-2. XC8 Cｺﾝﾊﾟｲﾗ任意選択

任意選択 説明

全般任意選択

-mcall-prologues ﾌﾟﾛﾛｰｸﾞとｴﾋﾟﾛｰｸﾞの機能にｻﾌﾞﾙｰﾁﾝを使用

-mno-interrupts 割り込み禁止なしでｽﾀｯｸ ﾎﾟｲﾝﾀを変更

-funsigned-char 既定char型は符号なし

-funsigned-bitfield 既定ﾋﾞｯﾄ領域は符号なし

-nostdinc ｼｽﾃﾑ ﾃﾞｨﾚｸﾄﾘを検索しない。

-mext=cci CCIを使用

ｼﾝﾎﾞﾙ任意選択

ｿｰｽ内のｼﾝﾎﾞﾙを定義(-D)または定義解除(-U)することができます。新しいｼﾝﾎﾞﾙ宣言は下のｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ釦を用いて追加、変
更、再整理をすることができます。

・ 新しいｼﾝﾎﾞﾙ追加。これと以下の全ｱｲｺﾝはMicrochip Studioｲﾝﾀｰﾌｪｰｽの他の部分で同じ意味で再利用されます。

・ ｼﾝﾎﾞﾙ削除

・ ｼﾝﾎﾞﾙ編集

・ 解析順に於いてｼﾝﾎﾞﾙを上に移動

・ 解析順に於いてｼﾝﾎﾞﾙを下に移動

最適化任意選択

最適化ﾚﾍﾞﾙ(引き落としﾒﾆｭｰ)
-O0, -O1, -O2, -O3, -Os, -Og

最適化なし、速度最適化(ﾚﾍﾞﾙ1～3)、大きさ最適化、良好なﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ体験用最適化

-ffunction-sections ｺﾞﾐ回収用関数準備。関数が決して使われないなら、ﾒﾓﾘがかき集められます。

-fpack-struct 構造体ﾒﾝﾊﾞを共に一括化

-fshort-enums 列挙型によって必要とされるのと同数のﾊﾞｲﾄだけを割り当て

ｲﾝｸﾙｰﾄﾞ ﾃﾞｨﾚｸﾄﾘ

ｲﾝｸﾙｰﾄﾞされるﾍｯﾀﾞと定義指令の全てを含み、ｼﾝﾎﾞﾙと同じｲﾝﾀｰﾌｪｰｽを用いて編集することができます。

ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ任意選択

ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ ﾚﾍﾞﾙ(引き落としﾒﾆｭｰ)
none, -g1, -g2, -g3

ｿｰｽ ｺｰﾄﾞで残されるまたは挿入されるｺｰﾄﾞとﾍｯﾀﾞを追跡してﾃﾞﾊﾞｯｸﾞするﾚﾍﾞﾙを指定

警告ﾒｯｾｰｼﾞ出力任意選択

-Wall 全ての警告を表示

-Werror 疑わしい構成に対する警告の代わりに異常を生成

-pedantic 厳密なANSI Cによって要求された警告、禁止拡張を使う全てのﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを却下

-w 全ての警告ﾒｯｾｰｼﾞを抑制

その他の任意選択

他のﾌﾗｸﾞ(書式領域) 他のﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ特有ﾌﾗｸﾞを入力

-v 詳細
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XC8ﾘﾝｶ任意選択

表8-3. XC8ﾘﾝｶ任意選択

任意選択 説明

全般任意選択

-nodefaultlibs 標準Cﾗｲﾌﾞﾗﾘをﾘﾝｸしない。

-Wl,-Map ﾏｯﾌﾟ ﾌｧｲﾙを生成

-Wl,-u,vfprintf vprintfﾗｲﾌﾞﾗﾘを使用

ﾗｲﾌﾞﾗﾘ任意選択

ﾗｲﾌﾞﾗﾘ -l (書式領域) の釦を用いて、ここでﾗｲﾌﾞﾗﾘ名の追加、優先付け、編集ができます。

ﾗｲﾌﾞﾗﾘ検索ﾊﾟｽ -L (書式領域)
上と同じｲﾝﾀｰﾌｪｰｽでﾘﾝｶが動的にﾘﾝｸされるﾗｲﾌﾞﾗﾘを探す所のﾊﾟｽの追加、優先付け、編集
ができます。

最適化任意選択

-Wl,-gc-sections 未使用領域ｺﾞﾐ回収

その他の任意選択

他のﾘﾝｶ ﾌﾗｸﾞ (書式領域) 他のﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ特有ﾌﾗｸﾞを入力

XC8ｱｾﾝﾌﾞﾗ任意選択

表8-4. XC8ｱｾﾝﾌﾞﾗ任意選択

任意選択 説明

その他の任意選択

他のｱｾﾝﾌﾞﾗ ﾌﾗｸﾞ (書式領域) 他のﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ特有ﾌﾗｸﾞを入力

XC8纏め部任意選択

表8-5. XC8纏め部任意選択

任意選択 説明

全般任意選択

纏め部ﾌﾗｸﾞ (書式領域) 他のﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ特有ﾌﾗｸﾞを入力

8.3. XC8ﾂｰﾙﾁｪｰﾝ任意選択

8.3.1. XC8共通任意選択

8.3.1.1. 全般

 ・ Target Device (目的対象ﾃﾞﾊﾞｲｽ)

ｺｱ情報のようなﾃﾞﾊﾞｲｽ特有任意選択(-mcpu)を示します。このﾌﾗｸﾞはｺﾝﾊﾟｲﾙ、ﾘﾝｸ、ｱｾﾝﾌﾞﾗの段階中に渡されます。

 ・ Default Include Paths (既定ｲﾝｸﾙｰﾄﾞ ﾊﾟｽ)

構築処理によって使われるｺﾝﾊﾟｲﾗとDFPの全ての既定ｲﾝｸﾙｰﾄﾞ ﾊﾟｽを一覧にします。

 ・ Relax Branches (分岐緩和)

-mrelax

この任意選択はﾘﾝｸ時にｺｰﾄﾞ生成部によって常により短く/より速い相対の呼び出しや分岐を出力される長い形式の呼び出しや
分岐の命令の最適化を制御します。

8.3.1.2. 出力ﾌｧｲﾙ

 ・ Generate hex file(.hex) (hexﾌｧｲﾙ生成)

この任意選択はelfﾌｧｲﾙの成功裏の生成後のhexﾌｧｲﾙの生成を制御します。

 ・ Generate eep file (.eep) (eepﾌｧｲﾙ生成)

この任意選択はelfﾌｧｲﾙの成功裏の生成後のeepﾌｧｲﾙの生成を制御します。

 ・ Generate usersignatures file (.usersignatures) (usersignaturesﾌｧｲﾙ生成)

この任意選択はelfﾌｧｲﾙの成功裏の生成後のusersignaturesﾌｧｲﾙの生成を制御します。

 ・ Generate lss file (.lss) (lssﾌｧｲﾙ生成)

この任意選択はelfﾌｧｲﾙの成功裏の生成後のlssﾌｧｲﾙの生成を制御します。
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8.3.1.3. その他

 ・ Other Common Flags (その他の共通ﾌﾗｸﾞ)

ｺﾝﾊﾟｲﾙ、ﾘﾝｸ、ｱｾﾝﾌﾞﾗ段階中に使用者がｲﾝｸﾙｰﾄﾞ/追加を望むかもしれないその他のﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ特有ﾌﾗｸﾞを入力するため。

8.3.2. ｺﾝﾊﾟｲﾗ任意選択

8.3.2.1. 全般

 ・ -mcall-prologues : 関数が入口でﾚｼﾞｽﾀを保存する方法とそれらのﾚｼﾞｽﾀが出口で復元される方法を変更。この任意選択が指定
されない場合、各関数によって保存されることが必要なﾚｼﾞｽﾀはそれらの関数内のｺｰﾄﾞによって保存と復元が
行われます。-mcall-prologues任意選択が使われる場合、保存ｺｰﾄﾞは関数の適切な場所で呼ばれるｻﾌﾞﾙｰﾁ
ﾝとして抜き出されます。この任意選択の使用はｺｰﾄﾞの大きさを減らしますが、ｺｰﾄﾞの実行時間を増やし得ま
す。

 ・ -mno-interrupts : ｽﾀｯｸ ﾎﾟｲﾝﾀが変更される時に割り込みが禁止されるべきかを制御。殆どのﾃﾞﾊﾞｲｽに対して、ｽﾃｰﾀｽ ﾚｼﾞｽﾀ(S 
REG)の状態は一時ﾚｼﾞｽﾀに保存され、ｽﾀｯｸ ﾎﾟｲﾝﾀが調整される前に割り込みが禁止されます。その後にｽﾀｯ
ｸ ﾎﾟｲﾝﾀが変更されてしまった後でｽﾃｰﾀｽ ﾚｼﾞｽﾀが復元されます。ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑが割り込みを使わないなら、ｽﾀｯｸ
調整に対してこの方法で保護される必要はありません。この任意選択の使用はｽﾀｯｸ ﾎﾟｲﾝﾀを調整するｺｰﾄﾞ周
りで割り込みを禁止して潜在的に再許可すｺｰﾄﾞを省略し、従ってｺｰﾄﾞの大きさと実行時間を減らします。

 ・ -funsigned-char : unsigned型を持つことを無修飾のcharｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄに強制。既定で、-mext=cci任意選択が使われない限り、無修
飾のchar型はsigned charと等価で、この場合はunsigned charと等価です。-funsigned-charはこの型をexplicit
にします。ｺﾝﾊﾟｲﾗによって無修飾のchar型に割り当てられた型に頼るよりむしろそれらが定義された時にcharｵ
ﾌﾟｼﾞｪｸﾄの符号属性を明示的に表明することを考慮してください。

 ・ -funsigned-bitfields : これらの任意選択は宣言がsignedまたはunsignedのどちらも使われない時にﾋﾞｯﾄ領域がsignedまたはunsign 
edのどちらかを制御します。これらの任意選択は既定ﾋﾞｯﾄ領域がunsignedであることを示します。

 ・ -mext=cci : ｺﾝﾊﾟｲﾙ中に使われる言語拡張を制御します。CCI拡張の許可はｺﾝﾊﾟｲﾗに対して全てのｿｰｽ ｺｰﾄﾞとｺﾝﾊﾟｲﾗ任意選
択を共通Cｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ(CCI:Common C Interface)で調べることをｺﾝﾊﾟｲﾗに要求します。このｲﾝﾀｰﾌｪｰｽを持つｺﾝﾊﾟ
ｲﾗのｺｰﾄﾞは全てのMPLAB XCｺﾝﾊﾟｲﾗに渡ってより簡単に移植することができます。CCIに準拠しないｺｰﾄﾞや任意選
択はｺﾝﾊﾟｲﾗ警告によって合図されます。

8.3.2.2. ｼﾝﾎﾞﾙ

 ・ -D

 ・ -D 名前 : 1の定義でﾏｸﾛとして名前を事前定義します。

 ・ -D 名前=値 : 値の定義でﾏｸﾛとして名前を事前定義します。定義の内容は#define指令で第3段階への変換中にそれらが現
れたかのように通票化されて処理されます。特に、定義は埋め込まれた新規行(改行)文字によって切り詰めら
れます。

 ・ -U : 組み込み、または-D任意選択で提供されたどちらかの以前のどの名前の定義も取り消します。

-Dと-Uの任意選択はそれらがｺﾏﾝﾄﾞ行で与えられた順に処理されます。全ての-iﾏｸﾛﾌｧｲﾙと-iｲﾝｸﾙｰﾄﾞ ﾌｧｲﾙの任意選択は全ての
-Dと-Uの任意選択後に処理されます。

8.3.2.3. ﾃﾞｨﾚｸﾄﾘ

 ・ -I ﾃﾞｨﾚｸﾄﾘ : ﾍｯﾀﾞ ﾌｧｲﾙに対して検索されるべきﾃﾞｨﾚｸﾄﾘの一覧にﾃﾞｨﾚｸﾄﾘを追加します。-Iによって名付けられたﾃﾞｨﾚｸﾄﾘは標
準ｼｽﾃﾑ ｲﾝｸﾙｰﾄﾞ ﾃﾞｨﾚｸﾄﾘの前に検索されます。ﾃﾞｨﾚｸﾄﾘが標準ｼｽﾃﾑ ｲﾝｸﾙｰﾄﾞ ﾃﾞｨﾚｸﾄﾘの場合、ｼｽﾃﾑ ﾃﾞｨﾚｸﾄﾘ
に対する既定検索順とｼｽﾃﾑ ﾍｯﾀﾞの特別な扱いが覆されないことを保証するため、この任意選択は無視されます。

8.3.2.4. 最適化

 ・ ｺｰﾄﾞを生成する時に使われる最適化のﾚﾍﾞﾙを指定する一般的なｽｨｯﾁの‘-O<最適化ﾚﾍﾞﾙ>’があります。

- -Os : この任意選択は空指向最適化を要求します。この任意選択は代表的にｺｰﾄﾞの大きさを増さない支援される全ての最適
化を要求します。ｺｰﾄﾞの大きさを減らすように設計された更なる最適化も実行しますが、これは手続き型抽象化最適化の
ようにﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ実行を遅くするかもしれません。

このﾚﾍﾞﾙは認可済みｺﾝﾊﾟｲﾗに対してだけ利用可能です。

- -O0 : 初歩的な最適化だけ実行。これは-O任意選択が指定されない場合の既定最適化ﾚﾍﾞﾙです。選んだ最適化ﾚﾍﾞﾙで、ｺﾝ
ﾊﾟｲﾗの目的はｺﾝﾊﾟｲﾙの負担を減らしてﾃﾞﾊﾞｯｸﾞで期待される結果を生じさせることです。

文はこの最適化ﾚﾍﾞﾙでｺﾝﾊﾟｲﾙする時に無関係です。文間の中断点(ﾌﾞﾚｰｸﾎﾟｲﾝﾄ)でﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを停止する場合、その後に
新しい値を何れかの変数に割り当てる、または関数内の他のどれかの文にﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ ｶｳﾝﾀを変更してｿｰｽ ｺｰﾄﾞから意図
する結果を正確に得ることができます。

ｺﾝﾊﾟｲﾗはﾚｼﾞｽﾀで宣言された変数だけを割り当てます。

- -O1または-O : ｺｰﾄﾞの大きさと実行時間を減らしますが、未だ妥当なﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ能力を許します。このﾚﾍﾞﾙは認可済みだけでなく
未認可のｺﾝﾊﾟｲﾗに対しても利用可能です。
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- -O2 : このﾚﾍﾞﾙに於いてｺﾝﾊﾟｲﾗは空と速度の二律背反を伴わないほぼ全ての支援される最適化を実行します。このﾚﾍﾞﾙは認
可済みだけでなく未認可のｺﾝﾊﾟｲﾗに対しても利用可能です。

- -O3 : この任意選択は実行時間を減らす全ての支援される最適化を要求しますが、これはﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの大きさを増すかもしれませ
ん。このﾚﾍﾞﾙは認可済みｺﾝﾊﾟｲﾗに対してだけ利用可能です。

- -Og : この任意選択はﾃﾞﾊﾞｯｸﾞと厳密にｲﾝﾀｰﾌｪｰｽする最適化を禁止し、高速ｺﾝﾊﾟｲﾙと良好なﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ体験を維持すると同時に
妥当な最適化のﾚﾍﾞﾙを提供します。

 ・ 他の最適化任意選択

- -ffunction-sectionsと-fdata-sections : 目的対象が任意の区分(section)を支援する場合に出力ﾌｧｲﾙで各関数またはﾃﾞｰﾀの項
目をその区分に配置。関数の名前またはﾃﾞｰﾀ項目の名前は出力ﾌｧｲﾙでの区分の名
前を決めます。

そのように行うことからかなりの恩恵がある時にだけこれらの任意選択を使ってください。
これらの任意選択指定時、ｱｾﾝﾌﾞﾗとﾘﾝｶはより大きなｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄと実行可能のﾌｧｲﾙを作
成し、またより遅くなるでしょう。

- -fshort-enums : 宣言された範囲の可能な値に必要なﾊﾞｲﾄ数だけの列挙型を割り当て。具体的に、列挙型は最小の整数型と
等価で、これは充分な場所を持ちます。

8.3.2.5. ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ

 ・ -g ﾚﾍﾞﾙ (ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ ﾚﾍﾞﾙ)

- -g1 : ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞの計画をしないﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの部分で逆追跡をするのに十分な最小の情報を生成します。これは関数と外部変数の記
述を含みますが、局所変数についての情報と行番号がありません。

- -g2 : これは既定ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ ﾚﾍﾞﾙです。

- -g3 : これはﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑに存在する全てのﾏｸﾛ定義のような追加の情報を含みます。いくつかのﾃﾞﾊﾞｯｶﾞは-g3使用時にﾏｸﾛ展開を
支援します。

8.3.2.6. 警告

 ・ -Wall : 例えﾏｸﾛと組み合せても、或る使用者が疑問があると考える容易に回避可能な構造についての全ての警告を許可。

 ・ -Werror : 警告を異常として表示。

 ・ -pedantic : ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑが禁止された拡張を使わないことと、ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑがISO Cに従わない時に警告が発行されることを保証。

 ・ -w : 全ての警告ﾒｯｾｰｼﾞを禁止。

8.3.2.7. その他

 ・ 他のｺﾝﾊﾟｲﾗ ﾌﾗｸﾞ : ｺﾝﾊﾟｲﾙ段階で使用者がｲﾝｸﾙｰﾄﾞ/追加を望むかもしれない他のﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ特有ｺﾝﾊﾟｲﾗ ﾌﾗｸﾞの入力のため。

 ・ -v : 冗長なｺﾝﾊﾟｲﾙを指定。この任意選択使用時、内部ｺﾝﾊﾟｲﾗ応用の名前とﾊﾟｽはそれらが実行される時に表示され、各応用が
渡すｺﾏﾝﾄﾞ行引数が後続します。あなたのﾄﾞﾗｲﾊﾞ任意選択が期待するように処理されることを確かめる、または内部応用がど
の警告または異常を発行したかを見るためにこの任意選択を使うかもしれません。

8.3.3. ﾘﾝｶ任意選択

8.3.3.1. 全般

 ・ -nodefaultlibs : この任意選択は標準ｼｽﾃﾑ ﾗｲﾌﾞﾗﾘがﾘﾝｸ時に使われるのを防ぎます。指定したﾗｲﾌﾞﾗﾘだけがﾘﾝｶに渡されます。

 ・ -Wl,-Map : 配置(map)ﾌｧｲﾙを生成。

 ・ -Wl,-u,vfprintf : vprintﾗｲﾌﾞﾗﾘを使用。

8.3.3.2. ﾗｲﾌﾞﾗﾘ

 ・ -lﾗｲﾌﾞﾗﾘ : -lﾗｲﾌﾞﾗﾘ任意選択はﾘﾝｸ時に未解決ｼﾝﾎﾞﾙのためにﾗｲﾌﾞﾗﾘと名付けられたﾗｲﾌﾞﾗﾘを走査します。ﾘﾝｶはlibrary.aの名
前を持つﾗｲﾌﾞﾗに対してﾃﾞｨﾚｸﾄﾘの標準一覧を検索します。ｺﾏﾝﾄﾞでこの任意選択を書く場所で違いを生じます。ﾘﾝｶ
はそれらが指定された順にﾗｲﾌﾞﾗﾘとｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄのﾌｧｲﾙを処理します。従って、foo.o -lz bar.oはﾌｧｲﾙのfoo.oの後、
bar.oの前にﾗｲﾌﾞﾗﾘzを検索します。

検索されるﾃﾞｨﾚｸﾄﾘはいくつかの標準ｼｽﾃﾑ ﾃﾞｨﾚｸﾄﾘとそれに加えて-Lで指定するどれをも含みます。

通常、この方法で見つかるﾌｧｲﾙはﾗｲﾌﾞﾗﾘ ﾌｧｲﾙ(ﾒﾝﾊﾞがｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄ ﾌｧｲﾙである纏め(ｱｰｶｲﾌﾞ)ﾌｧｲﾙ)です。ﾘﾝｶはﾒﾝﾊﾞ
に対してそれを通して走査することによって纏めﾌｧｲﾙを処理し、これは参照されたけれども未だ定義されていないｼﾝ
ﾎﾞﾙを定義します。しかし、その見つかったﾌｧｲﾙが普通のｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄ ﾌｧｲﾙの場合、通常のようにﾘﾝｸされます。-l任意
選択(例えば、-lmylib)使用とﾌｧｲﾙ名(例えば、mylib.a)使用間の違いは-L任意選択によって指定された時にｺﾝﾊﾟｲﾗが
いくつかのﾃﾞｨﾚｸﾄﾘで-lを使って指定したﾗｲﾌﾞﾗﾘを検索することだけです。

 ・ Ldir : -lに対して検索すべきﾃﾞｨﾚｸﾄﾘの一覧にdirﾃﾞｨﾚｸﾄﾘを追加します。
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8.3.3.3. 最適化

 ・ -Wl, --gc-sections : 未使用領域をｺﾞﾐ回収(ｶﾞﾍﾞｰｼﾞ ｺﾚｸｼｮﾝ)。

未使用入力領域のｺﾞﾐ回収を許可。この任意選択を支援しない目的対象では無視されます。

(このｺﾞﾐ回収を実行しない)既定の動きはｺﾏﾝﾄﾞ行で‘--no-gc-sections'を指定することによって元へ戻すこ
とができます。‘--gc-sections'はどの入力区分がｼﾝﾎﾞﾙと再配置の調査によって使われるかを決めます。
入り口ｼﾝﾎﾞﾙを含んでいる区分とｺﾏﾝﾄﾞ行で定義されないｼﾝﾎﾞﾙを含んでいる全ての区分は、動的ｵﾌﾞｼﾞｪｸ
ﾄによって参照されるｼﾝﾎﾞﾙを含んでいる区分として維持されます。

8.3.3.4. その他

 ・ その他のﾘﾝｶ ﾌﾗｸﾞ : ﾘﾝｸ段階で使用者がｲﾝｸﾙｰﾄﾞ/追加を望むかもしれないその他のﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ特有ﾘﾝｶ ﾌﾗｸﾞを入力するため。

8.3.4. ｱｾﾝﾌﾞﾗ任意選択

8.3.4.1. 全般

 ・ 既定ｱｾﾝﾌﾞﾗ ﾌﾗｸﾞ

- -Wa, -x assembler-with-cpp : -Wa,任意選択はｱｾﾝﾌﾞﾗに直接任意選択引数を渡します。-Wa, -x assembler-with-cpp言語
任意選択はｱｾﾝﾌﾞﾘ ｿｰｽ ﾌｧｲﾙがｱｾﾝﾌﾞﾙされる前に前処理されることを保証し、従って
#includeとｱｾﾝﾌﾞﾘ ｺｰﾄﾞを持つC形式注釈のような前処理部疑似命令の使用を許します。既定
で、.Sまたは.sx拡張子を使わないｱｾﾝﾌﾞﾘ ﾌｧｲﾙは前処理されません。

- -c : -c任意選択はｱｾﾝﾌﾞﾗ実行後にｺﾝﾊﾟｲﾙを停止するのに使われ、出力として.o拡張子を持つ再配置可能な中間ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄ 
ﾌｧｲﾙのままにします。

8.3.4.2. ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ

ｿｰｽ ｺｰﾄﾞに残されたまたは挿入されたｺｰﾄﾞとﾍｯﾀﾞの追跡とﾃﾞﾊﾞｯｸﾞの水準を指定。

 ・ 既定ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ ﾌﾗｸﾞ

- -Wa,-g : ｺｰﾄﾞの追跡とﾃﾞﾊﾞｯｸﾞの水準を指定。

8.3.4.3. その他

 ・ その他のｱｾﾝﾌﾞﾗ ﾌﾗｸﾞ : ｱｾﾝﾌﾞﾗ段階で使用者がｲﾝｸﾙｰﾄﾞ/追加を望むかもしれないその他のﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ特有ｱｾﾝﾌﾞﾗ ﾌﾗｸﾞを入力
するため。

8.3.5. 纏め部任意選択

8.3.5.1. 全般

 ・ -r : 既存または挿入した新しいﾌｧｲﾙを纏め部に再配置。

 ・ --target : 目的対象ﾃﾞﾊﾞｲｽを指定。
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9. Microchip Studioの拡張
Microchip StudioはMicrochip Studio拡張を追加、削除、許可、禁止を許す拡張管理部(Extension Manager)と名付けられたﾂｰﾙを含
みます。拡張管理部を開くにはTools(ﾂｰﾙ)ﾒﾆｭｰでExtension Maneger(拡張管理部)をｸﾘｯｸしてください。

拡張開発者は進行中に拡張の以前の版をｱﾝｲﾝｽﾄｰﾙし、開発中の衝突を防ぐために潜在的に衝突する拡張をｱﾝｲﾝｽﾄｰﾙまたは
禁止することが勧告されます。

9.1. 拡張管理部UI

Extension Manager(拡張管理部)ｳｨﾝﾄﾞｳは3つの枠に分けられます。左枠はｵﾝﾗｲﾝ陳列室からのｲﾝｽﾄｰﾙした拡張と新しい拡張を群
によって選ぶことを許します。

図9-1. 拡張管理部

拡張は中央枠に表示されます。一覧の上のｺﾝﾎﾞ枠から名前または著者によって一覧を並び替えすることができます。

中央枠で拡張を選択すると、それについての情報が右枠に現れます。現在、使用者によってｲﾝｽﾄｰﾙされた拡張はｱﾝｲﾝｽﾄｰﾙまた
は禁止することができます。Microchip Studioと共に配給された拡張は変更することができません。

Extension Maneger(拡張管理部)ｳｨﾝﾄﾞｳは検索枠を含みます。左枠での選択に応じて、ｲﾝｽﾄｰﾙした拡張、ｵﾝﾗｲﾝ陳列室、利用可
能な更新を検索することができます。

ｵﾝﾗｲﾝ陳列室拡張管理部はMicrochip Studio陳列室から拡張をｲﾝｽﾄｰﾙすることができます。これらの拡張は一括、雛形、または
Microchip Studioに機能を追加する他の部分品かもしれません。

拡張管理部で始めるには「9.3. Microchip Studioでの新規拡張ｲﾝｽﾄｰﾙ」を調べてください。

拡張形式

拡張管理部はﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ雛形、項目雛形、道具箱項目、管理された拡張枠組み(MEF:Managed Extension Framework)、VS一括を含
むかもしれないVSIX一括形式での拡張を支援します。拡張管理部はMSIに基づく拡張をﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞしてｲﾝｽﾄｰﾙすることもできます
が、それらを許可または禁止することができません。Microchip Studio陳列室はVSIXとMSIの両拡張を含みます。

依存関係の扱い

依存性を持つ拡張をｲﾝｽﾄｰﾙしようとする場合、ｲﾝｽﾄｰﾗはそれらの依存物が既にｲﾝｽﾄｰﾙされていることを確認します。それらがｲﾝ
ｽﾄｰﾙされていない場合、拡張管理部は拡張がｲﾝｽﾄｰﾙされ得るのに先立ってｲﾝｽﾄｰﾙされなければならない依存物の一覧を示しま
す。

拡張管理部を使わないｲﾝｽﾄｰﾙ

.vsixﾌｧｲﾙで一括にされた拡張はMicrochip Studio展示室以外の場所で入手可能かもしれません。拡張管理部はそれらのﾌｧｲﾙを検
出することができません。けれども、それをﾀﾞﾌﾞﾙ ｸﾘｯｸしてその後に構成設定指示に従うことによって.vsixﾌｧｲﾙをｲﾝｽﾄｰﾙすることが
できます。拡張がｲﾝｽﾄｰﾙされると、それを許可、禁止、削除するために拡張管理部を使うことができます。
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9.2. Microchip拡張陳列室での登録

拡張をﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞするためにはMicrochip拡張陳列室での登録が必要とされます。

図9-2. Microchip陳列室ﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ

一度、ﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞをｸﾘｯｸすると、Microchip陳列室
のｻｲﾝｲﾝ頁に連れて行かれます。

ﾀﾞｲｱﾛｸﾞの右上でSign in(ｻｲﾝｲﾝ)をｸﾘｯｸすると、
Microchipのｱｶｳﾝﾄにｻｲﾝｲﾝするように問われま
す。

図9-3. Microchip陳列室に対するｻｲﾝｲﾝ頁
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図9-4. Microchipｱｶｳﾝﾄでのｻｲﾝｲﾝ

Sign in(ｻｲﾝｲﾝ)でのｸﾘｯｸがあなたをmyMicrochipｻｲﾝｲﾝ頁へ連れて行きます。

図9-5. myMicrochipｻｲﾝｲﾝ
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9.3. Microchip Studioで新しい拡張のｲﾝｽﾄｰﾙ

段階1 図9-6. 拡張管理部

Extension Maneger（拡張管理部)ｳｨﾝﾄﾞｳを開くことはｲﾝｽﾄｰﾙされた拡張を示します。

新しい拡張を見つけてｲﾝｽﾄｰﾙするには、左枠でAvailable Downloads(利用可能なﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ)ﾀﾌﾞをｸﾘｯｸしてください。

段階2 図9-7. 拡張の一覧を検索中

利用可能な拡張一覧検索には暫くかかります。
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段階3 図9-8. 拡張の一覧

緑のﾁｪｯｸ印は既にｲﾝｽﾄｰﾙされた拡張を示します。

QTouch Composer(QTouch構成器)を選択してDownload(ﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ)を押してください。以前に拡張陳列室での使用者として登録され
ていない場合、この時点で「9.2. Microchip拡張陳列室での登録」に連れていかれます。

図9-9. 拡張ﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ進捗

Microchip Studioの状態ﾊﾞｰで示されるようにﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞが始まります。拡張が独立型ｲﾝｽﾄｰﾗとして配給される場合、そのﾌｧｲﾙを保存
する場所を問われるでしょう。ﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞは大きなﾌｧｲﾙに対して数分かかり得ます。ﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ中に進捗ﾊﾞｰを持つﾀﾞｲｱﾛｸﾞが表示され
ます。ﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞが大きな拡張に対して長くかかり得ることに注意してください。ﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞを中断するにはCancel(取り消し)を押してくだ
さい。
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段階4

新しい拡張をｲﾝｽﾄｰﾙする時の殆どに於いて読むために許諾
契約が現れるでしょう。

それを慎重に読み、例えば、拡張の安全性が破られた場合、
相互に互換性のないｲﾝｽﾄｰﾙからの結果としての起こり得る誤
動作と二次的な損害に於いて拡張の著作者の殆どが責任を
取らないので、必要な拡張だけをｲﾝｽﾄｰﾙしてください。

図9-10. 拡張許諾

段階5

一旦拡張がﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞされると、下側の状態ﾊﾞｰにﾒｯｾｰｼﾞが現れます。

図9-11. 拡張管理部再始動警告

直ちにIDEを再始動するにはRestart Now(直ぐ再始動)釦をｸﾘｯｸしてください。別に後で再始動する予定ならClose(閉じる)釦をｸﾘｯｸ
してください。

未保存ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄがある場合、再始動に前に行った変更を保存するように要求されます。

段階6 図9-12. QTouch Composer(QTouch構成器)釦

Microchip Studio再始動後、QTouch Composer(QTouch構成器)に対して新しい釦が追加されます。

9.4. Visual Assist

Microchip Studioは予めｲﾝｽﾄｰﾙされた拡張のWholeTomato SoftwareからのVisual Assistと共にやって来ます。

Visual Assistの資料は様々な供給元から入手可能です。

・ www.wholetomato.comへ行ってください。機能によって資料を検索するには左手ｶｰｿﾙで
のﾒﾆｭｰをｸﾘｯｸしてください。

図9-13. WholeTomato Software資料

http://www.wholetomato.com/products/documentation.asp
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・ Visual Assist任意選択ﾀﾞｲｱﾛｸﾞ内のﾊｲﾊﾟｰﾘﾝｸを用いて関連資料へ直接飛んでください。

図9-14. Visual Assist任意選択

・ 用語集で用語をｸﾘｯｸしてください。

9.5. Percepio Tracealyzer

Percepio Tracealyzerについてより多くの情報を得るにはpercepio.com/atmel/をご覧ください。

9.6. QTouch®構成器とﾗｲﾌﾞﾗﾘの概要

QTouch Composer(構成器)とﾗｲﾌﾞﾗﾘは応用に対して容易で継ぎ目のない容量性接触機能の開発を許し、これはMicrochip Studioで
ｺｰﾄﾞを編集して接触設計を調整するのに必要とされるﾂｰﾙと結び付けることによって設計手順を簡単化します。以前はQTouch Studi 
oと呼ばれたQTouch構成器は拡張としてMicrochip Studio 6に完全に統合されます。QTouchﾗｲﾌﾞﾗﾘはMicrochipStudioに対するｿﾌﾄ
ｳｪｱ枠組み拡張で、様々なMicrochipﾃﾞﾊﾞｲｽでの接触機能追加を許します。

9.6.1. ｲﾝｽﾄｰﾙ

 1. Microchip Studioを開始してください。

 2. Tools(ﾂｰﾙ)⇒Extension Manager(拡張管理部)⇒Online Gallery(ｵﾝﾗｲﾝ陳列室)へ行ってください。

 3. QTouch Library(QTouchﾗｲﾌﾞﾗﾘ)を選択して”Download”をｸﾘｯｸし、その後にそれをｲﾝｽﾄｰﾙしてください。

 4. QTouch　Composer(QTouch構成部)を選択して”Download”をｸﾘｯｸし、その後にそれをｲﾝｽﾄｰﾙしてください。

 5. Etension Manager(拡張管理部)ｳｨﾝﾄﾞｳで”Rstart Now(直ぐ再始動)”釦をｸﾘｯｸしてください。

 6. Microchip Studio再始動後、 Tools(ﾂｰﾙ)⇒Extension Manager(拡張管理部)に行ってください。QTouch Library(QTouchﾗｲﾌﾞﾗﾘ)
とQTouch　Composer(QTouch構成部)が一覧にされて状態が許可されていることを調べてください。

http://www.wholetomato.com/support/glossary.asp
https://percepio.com/atmel/
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9.6.2. QTouch®ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ構築器の概要

YouTubeでのMicrochip Studioに於けるQTouch®構成器でとの開始に際して

QTouch Project構築器はﾃﾞﾊﾞｲｽと接触感知部の選択から完全な接触ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄを自動的に生成するまでの全ての段階を通して案内
します。

 1. Microchip Studioを開始してください。

 2. Files(ﾌｧｲﾙ)ﾒﾆｭｰを開いてNew(新規)⇒Project(ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ)でｸﾘｯ
ｸしてください。

 3. New Project(新しいﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ)ﾀﾞｲｱﾛｸﾞが開かれます。New Projectﾀﾞｲ
ｱﾛｸﾞで”GCC C QTouch Executable Project(GCC C QTouch実行可
能ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ)”を選択してください。

New Projectﾀﾞｲｱﾛｸﾞで以下の詳細を入力してOK釦をｸﾘｯｸしてくださ
い。

 - ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄの名前

 - ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄと解決策の場所

 - 解決策の名前

 4. ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ作成で必要とされる段階を通して案内する“QTou 
ch Project Builder(QTouchﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ構築部)”ﾀﾞｲｱﾛｸﾞが開
かれます。

https://youtu.be/oA8xvAT3tjQ
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9.6.3. QTouch®分析器の概要

QTouch Analyzer(分析器)はQTouchｷｯﾄから各種表示部に送られる接触ﾃﾞｰﾀを読んで解釈します。この分析器はKit View(ｷｯﾄ表示
部)、Kit/Sensor Properties(ｷｯﾄ/感知部特性)、Sensor Data(感知部ﾃﾞｰﾀ)、Trace View(追跡表示部)、Power View(電力表示部)、Gra 
ph View(ｸﾞﾗﾌ表示部)に分けられます。接触ｷｯﾄが接続されてMicrochip Studioが開かれると、QTouch Analyzer(QTouch分析器)ｳｨﾝ
ﾄﾞｳが開いて接続情報が更新されます。

Virtual Kit(仮想ｷｯﾄ)表示部は釦押下、輪と摺動子の使用のような接触事象を示します。この画像は接続した接触ｷｯﾄから読まれた
ﾃﾞｰﾀに基づいて更新されます。

Kit/Sensor Data表示部はｷｯﾄ/感知部の構成設定任意選択を見て編集することを許します。

Sensor Data表示部は現在接続したｷｯﾄの接触ﾃﾞｰﾀ情報を提供します。

Graph表示部は1つまたはより多くの選んだ接触ﾃﾞｰﾀをｸﾞﾗﾌで表示します。ｸﾞﾗﾌは最も最近の接触ﾃﾞｰﾀを表示します。見るﾃﾞｰﾀ群
は表示部の右側のﾃﾞｰﾀ群一覧から選ぶことができます。ﾃﾞｰﾀ群はSignals(信号)、Deltas(差)、References(基準)、Wheel/Slider 
positions(輪/摺動子位置)を表すﾀﾌﾞ付けされたﾍﾟｰｼﾞで表示されます。各ﾃﾞｰﾀ群選択は、その項目を選択するのに一覧内でその項
目をｸﾘｯｸする通常の選択規定に従います。連続する項目の範囲を選択するには最初に先頭の項目をｸﾘｯｸしてその後にShiftｷｰを
押し続けて範囲の最後の項目を選択してください。複数項目は一覧内で次の項目を選択するのに先立ってCtrlｷｰを押し続けること
によって一度に1つずつを選択することもできます。最後の場合(方法)は項目が連続する範囲である必要がありません。Ctrl選択法
の使用は複数項目の選択から個別項目の選択解除も許します。

追跡はｸﾞﾗﾌ内の接触ﾃﾞｰﾀを持つ1つ以上の一連のﾃﾞｰﾀを含みます。追跡は(押下で読み込みを開始と停止をする)1つの信号読み
込み作業の全ての履歴ﾃﾞｰﾀを保持し、ﾃﾞｰﾀは独立したﾌｧｲﾙに保存され、後で再び開くことができます。

9.7. ｽｸﾘﾌﾟﾄ手書き拡張

Microchip StudioはIDEによって自動的に実行することができるいくつかの引っ掛けｽｸﾘﾌﾟﾄを提供します。これらの拡張は主にPython
で書かれ、例えば、中断点が当たった時、式が評価された時、またはﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑがﾘｾｯﾄされつつある時に実行します。

9.7.1. ｽｸﾘﾌﾟﾄのﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ

ｽｸﾘﾌﾟﾄ ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽはPython®ﾌｧｲﾙで定義されるべく名付けられた関数に基づき且つかなり依存する機能です。その後にこ
の機能は対応する事象がMicrochip Studioの内側で起きている時に呼ばれます。

注意: 通常作業中の初期化で使われる時間が低く保たれるように、異常検査はPython環境内に送出される関数に対して最小
に保たれます。これはこのｲﾝﾀｰﾌｪｰｽを通してMicrochip Studioを破壊するものが色々あることを意味します。

Pythonﾌｧｲﾙを設定するには、ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄのDebugﾌｫﾙﾀﾞ内、EFLｱﾌｨﾙの傍、またはﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ ﾌｧｲﾙがある場所の1つ上のﾌｫﾙﾀﾞに、
debughooks.pyと名付けられたﾌｧｲﾙを配置してください。全てのﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄに対してｽｸﾘﾌﾟﾄを設定するためにMicrochip Studioのｲﾝｽ
ﾄｰﾙ ﾃﾞｨﾚｸﾄﾘの内側にこのﾌｧｲﾙを配置することも可能です。
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注: Pythonﾌｧｲﾙはﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄが開始される時に読み込まれてｺﾝﾊﾟｲﾙされ、故にﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ作業中のPythonﾌｧｲﾙ変更は次のﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ作
業が開始されるまで有効ではありません。Pythonﾌｧｲﾙは.NETとPython 2.7ﾗﾝﾀｲﾑへの完全なｱｸｾｽを持つIronPythonｺﾝﾃｷｽﾄで
走行します。ﾗﾝﾀｲﾑのより多くの情報についてはironpython.net/documentation/dotnet/をご覧ください。

Microchip Studioが読み込みを試みる関数はそれらの関数識票と共に下で示されます。

def should_process_breakpoint(studio_interface, breakpoint_address, breakpoint_id, obj):
 """
 中断点がMicrochip Studioをﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ動作へ移行させるべきかを決めるために呼ばれます。
 この関数がFalseを返すなら、Microchip Studioは中断点で中断しません。
 """
 return True

def has_processed_breakpoint(studio_interface, breakpoint_address, breakpoint_id, obj):
 """
 この関数はMicrochip Studioが中断点で中断している場合に呼ばれます。
 GUIは現在停止動作です。
 """

pass

def on_reset(studio_interface, reset_address):
 """
 この関数は目的対象がﾘｾｯﾄされる時に呼ばれます。
 ﾘｾｯﾄが行く場所のｱﾄﾞﾚｽは'reset_address'です。
 """

pass

def on_eval_expr(studio_interface, expression):
 """
 この関数はAtmel Sutdioで評価される各式に対して呼ばれます。

 これは目的対象からのﾃﾞｰﾀを示す監視ｳｨﾝﾄﾞｳと他のｳｨﾝﾄﾞｳを含みます。
 それを評価するために’式’文字列を渡すか、または式を上書きするために評価されるべき別の式を返します。
 この上書きはMicrochip StudioのGUIでは見ることができません。
 """

 return expression

注: Microchip Studioはｽｸﾘﾌﾟﾄが見つかって正しく読み込まれた場合にそれらの全ての関数が利用可能だと期待します。例えばshou 
ld_process_breakpointが未定義の場合、未定義関数の返り値はそれ自身が未定義のため、中断点は無作法なふるまいを始める
かもしれません。

上で示されるｺｰﾄﾞに於いて、Microchip Studio内に戻る主ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽはstudio_interfaceｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄです。このｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄはﾒｯｾｰｼﾞを示
して目的対象相互作用を行うためのいくつかの関数を含みます。

studio_interfaceｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄ内のPrint関数はMicrochip Studio内側の出力ｳｨﾝﾄﾞｳでﾃｷｽﾄを示すのに使われます。この関数は出力する
ための文字列と出力ｳｨﾝﾄﾞｳ内のﾀﾌﾞの名前の2つの引数を取ります。下の例は“Expressions(式)”ﾀﾌﾞに評価した全ての式を出力しま
す。

def on_eval_expr(studio_interface, expression):
 studio_interface.Print("Evaluating {}".format(expression), "Expressions")
 return expression

注: Printを通して送られるﾃｷｽﾄの重要度はINFOに設定され、これはその出力がMicrochip Studioによって遮蔽されるかもしれないこ
とを意味します。閾値をより低くするにはTools(ﾂｰﾙ)⇒Tools(ﾂｰﾙ)へ行って、Status Management(状態管理)を選んで、Display 
Threshold(表示閾値)をINFO(情報)に設定してください。

studio_interfaceｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄ内のExecStmt関数はﾃﾞﾊﾞｯｶﾞで文を実行するのに使われます。これは例えば変数を設定するのに使うことが
できます。より多くの情報についてはMSDNﾃﾞﾊﾞｯｶﾞExecuteStatement Method(文実行法)をご覧ください。

WriteMemoryとReadMemoryは目的対象上のﾒﾓﾘの読み込みと書き込みのための対称的な関数です。ｽｸﾘﾌﾟﾄとMicrochip Studio間
でﾃﾞｰﾀを渡すのにSystem.Array[System.Byte]ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄを使うことが重要です。

http://ironpython.net/documentation/dotnet/
http://msdn.microsoft.com/en-us/library/envdte.debugger.executestatement%28v=vs.100%29.aspx
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import System

def should_process_breakpoint(studio_interface, breakpoint_address, breakpoint_id, obj):
 vals = System.Array[System.Byte]([1, 2, 3, 4, 5, 6, 7, 8, 9])

 studio_interface.WriteMemory(data=vals, adr=0, type="eeprom")

 ret = studio_interface.ReadMemory(adr=0, type="eeprom", count=9)

 studio_interface.Print("ret == vals => {!r}".format(ret == vals), "Python")
 return True

CalcNumericValueはCalcValue呼び出しに対する略記形式です。これはｼﾝﾎﾞﾙの数値を、または関数がｼﾝﾎﾞﾙの値取得に失敗した
場合には提供された既定値を返します。

def should_process_breakpoint(studio_interface, breakpoint_address, breakpoint_id, obj):
 a = studio_interface.CalcNumericValue("a", 0)
 if a == 0:
  studio_interface.Print("a was 0 or default", "Value scripts")
 else:
  studio_interface.Print("a = {}".format(a), "Value scripts")
 return True

CalcValue関数は目的対象のｺｰﾄﾞが走行する場所の範囲でｼﾝﾎﾞﾙについての情報を取得するのに使われます。この呼び出しの戻り
値はｼﾝﾎﾞﾙのｱﾄﾞﾚｽ、ｼﾝﾎﾞﾙ情報、値を含む情報の一覧です。この一覧で送られたｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄはｼﾝﾎﾞﾙについて既知の全ての情報を
含みますが、殆どの有用な領域は評価されたｼﾝﾎﾞﾙの値を含む最後の要素です。

def should_process_breakpoint(studio_interface, breakpoint_address, breakpoint_id, obj):
 a = studio_interface.CalcValue("a")
 # aは現在変数aについての全ての情報を含みます。
 # 以下のﾒﾝﾊﾞを持つ一覧です。
 # a = [
 #   <Atmel.VsIde.AvrStudio.Services.TargetService.TCF.Services.ValueInfo>,
 #   <Atmel.VsIde.AvrStudio.Services.TargetService.TCF.Services.SymbolInfo>,
 #   <Atmel.VsIde.AvrStudio.Services.TargetService.TCF.Services.ExpressionInfo>,
 #   '1' ] <-- これは文字列としてのｼﾝﾎﾞﾙの値で、ここでそれは1の値を持っていました。

 studio_interface.Print("Value of a = {}".format(a[3]), "Value Scripts")
 return True

注: CalcValue呼び出しによって返された各種ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄは内部か、またはMicrochip Studio SDKで資料化されたかの、どちらかのｵﾌﾞ
ｼﾞｪｸﾄを含みます。出力(ｴｸｽﾎﾟｰﾄ)された領域を見るのにPythonのdir()指令を使ってください。
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10. ﾒﾆｭｰと設定

10.1. 既存のﾒﾆｭｰとﾂｰﾙﾊﾞｰの独自化

どのﾒﾆｭｰやﾂｰﾙｰﾊﾞｰでも命令の追加や削除、または順序の変更やそれらの命令の群化を行うことができます。統合開発環境(IDE)
内でﾂｰﾙﾊﾞｰの追加と、配置、位置、既存ﾂｰﾙﾊﾞｰの内容の変更も行うことができます。

ﾒﾆｭｰまたはﾂｰﾙﾊﾞｰに命令を追加

 1. Tools(ﾂｰﾙ)ﾒﾆｭｰでCustomize(独自化)をｸﾘｯｸしてください。

 2. Customize(独自化)ﾀﾞｲｱﾛｸﾞ枠内のCommands(命令)ﾀﾌﾞのChoose a menu or toolbar to rearrange(再配置するﾒﾆｭｰかﾂｰﾙﾊﾞｰを
選択)下で変更したいﾒﾆｭｰかﾂｰﾙﾊﾞｰを選択し、その後にAdd command(命令追加)をｸﾘｯｸしてください。

 3. Add command(命令追加)ﾀﾞｲｱﾛｸﾞ枠内のCategories(区分)一覧で区分名を選択し、その後にCommands(命令)一覧で追加したい
命令を選んでください。

 4. OKをｸﾘｯｸしてください。

 5. Close(閉じる)をｸﾘｯｸしてください。

ﾒﾆｭｰまたはﾂｰﾙﾊﾞｰから命令を削除

 1. Tools(ﾂｰﾙ)ﾒﾆｭｰでCustomize(独自化)をｸﾘｯｸしてください。

 2. Customize(独自化)ﾀﾞｲｱﾛｸﾞ枠内のCommands(命令)ﾀﾌﾞのChoose a menu or tool bar to rearrange(再配置するﾒﾆｭｰかﾂｰﾙﾊﾞｰ
を選択)下で変更したいﾒﾆｭｰかﾂｰﾙﾊﾞｰを選んで選択してください。

 3. 削除したい命令を選択し、その後にDelete(削除)をｸﾘｯｸしてください。

 4. Close(閉じる)をｸﾘｯｸしてください。

ﾒﾆｭｰまたはﾂｰﾙﾊﾞｰで命令を分割

 1. Tools(ﾂｰﾙ)ﾒﾆｭｰでCustomize(独自化)をｸﾘｯｸしてください。

 2. Customize(独自化)ﾀﾞｲｱﾛｸﾞ枠内のCommands(命令)ﾀﾌﾞのChoose a menu or tool bar to rearrange(再配置するﾒﾆｭｰかﾂｰﾙﾊﾞｰ
を選択)下で変更したいﾒﾆｭｰかﾂｰﾙﾊﾞｰを選択してください。

 3. それの上の命令から分割したい命令を選択してください。

 4. Modify Selection(選択変更)一覧でBegin a Group(群の始め)をｸﾘｯｸしてください。

 5. 命令の一覧で選択した命令の上に分離ﾊﾞｰが現れます。

 6. OKをｸﾘｯｸしてください。

 7. Close(閉じる)をｸﾘｯｸしてください。

その命令はそれの前に分離子を持つﾒﾆｭｰまたはﾂｰﾙﾊﾞｰで現れます。

新しいﾒﾆｭｰを追加

 1. Tools(ﾂｰﾙ)ﾒﾆｭｰでCustomize(独自化)をｸﾘｯｸしてください。

 2. Customize(独自化)ﾀﾞｲｱﾛｸﾞ枠内のCommands(命令)ﾀﾌﾞでAdd New Menu(新しいﾒﾆｭｰを追加)をｸﾘｯｸしてください。New Menu(新
しいﾒﾆｭｰ)と名付けられたﾒﾆｭｰが現れます。

 3. Modify Selection(選択変更)一覧で新しいﾒﾆｭｰ用の名前を入力してください。

 4. OKをｸﾘｯｸしてください。

 5. Close(閉じる)をｸﾘｯｸしてください。

ﾒﾆｭｰの順番を変更

 1. Tools(ﾂｰﾙ)ﾒﾆｭｰでCustomize(独自化)をｸﾘｯｸしてください。

 2. Customize(独自化)ﾀﾞｲｱﾛｸﾞ枠内のCommands(命令)ﾀﾌﾞのChoose a menu or tool bar to rearrange(再配置するﾒﾆｭｰかﾂｰﾙﾊﾞｰ
を選択)下で移動したいﾒﾆｭｰかﾂｰﾙﾊﾞｰを選択してください。

 3. 命令を移動するためにMove Up(上移動)かMove Down(下移動)を選んで一覧で新しいﾒﾆｭｰ用の名前を入力してください。

 4. OKをｸﾘｯｸしてください。

 5. Close(閉じる)をｸﾘｯｸしてください。

ﾂｰﾙﾊﾞｰ作成

 1. Tools(ﾂｰﾙ)ﾒﾆｭｰでCustomize(独自化)をｸﾘｯｸしてください。

 2. Customize(独自化)ﾀﾞｲｱﾛｸﾞ枠内のToolbars(ﾂｰﾙﾊﾞｰ)ﾀﾌﾞでNew(新規)をｸﾘｯｸしてください。

 3. New Toolbar(新しいﾂｰﾙﾊﾞｰ)ﾀﾞｲｱﾛｸﾞ枠でこのﾂｰﾙﾊﾞｰ用の名前を入力してください。

 4. ﾂｰﾙﾊﾞｰに命令を追加するためにこの話題で先に記述された手順を使ってください。
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ﾂｰﾙﾊﾞｰ配置変更

主接合領域内でそれらをﾄﾞﾗｯｸﾞする、またはそれらを他の接合領域へ移動するためにCustomize(独自化)ﾀﾞｲｱﾛｸﾞ枠を使うことによっ
てﾂｰﾙﾊﾞｰを整理することができます。

主接合領域でﾂｰﾙﾊﾞｰを整理

 1. それを望む場所へ移動するためにそれの左端によってﾂｰﾙﾊﾞｰをﾄﾞﾗｯｸﾞしてください。

 2. ﾂｰﾙﾊﾞｰの周辺が自動的に再配置されます。

 3. ﾂｰﾙﾊﾞｰの接合位置を変更するため、

 4. Tools(ﾂｰﾙ)ﾒﾆｭｰでCustomize(独自化)をｸﾘｯｸしてください。

 5. Customize(独自化)ﾀﾞｲｱﾛｸﾞ枠内のToolbars(ﾂｰﾙﾊﾞｰ)ﾀﾌﾞのModify Selection(選択変更)一覧で接合位置を選んでください。

 6. Close(閉じる)をｸﾘｯｸしてください。

主ﾒﾆｭｰとｼｰﾄｶｯﾄ ﾒﾆｭｰのﾘｾｯﾄ

命令の位置や命令ｱｲｺﾝを変更する場合、それらを元の構成設定にﾘｾｯﾄすることができます。

ﾒﾆｭｰまたはﾂｰﾙﾊﾞｰをﾘｾｯﾄ

 1. Tools(ﾂｰﾙ)ﾒﾆｭｰでCustomize(独自化)をｸﾘｯｸしてください。

 2. Customize(独自化)ﾀﾞｲｱﾛｸﾞ枠内のCommands(命令)ﾀﾌﾞのChoose a menu or tool bar to rearrange(再配置するﾒﾆｭｰかﾂｰﾙﾊﾞｰ
を選択)下でﾘｾｯﾄしたいﾒﾆｭｰかﾂｰﾙﾊﾞｰを選択してください。

 3. Reset all(全てﾘｾｯﾄ)をｸﾘｯｸしてください。

選んだﾒﾆｭｰ ﾊﾞｰ、ﾂｰﾙﾊﾞｰ、または状況ﾒﾆｭｰはそれの元の構成設定に戻ります。

10.2. 設定のﾘｾｯﾄ

Import and Export settings(設定のｲﾝﾎﾟｰﾄとｴｸｽﾎﾟ-ﾄ)ｳｨｻﾞｰﾄﾞを用いて統合開発環境(IDE:Integrated Development Environment)を
前の状態にﾘｾｯﾄすることができます。

設定をﾘｾｯﾄ

 1. Tools(ﾂｰﾙ)ﾒﾆｭｰでImport and Export Settings(設定のｲﾝﾎﾟｰﾄとｴｸｽﾎﾟ-ﾄ)をｸﾘｯｸしてください。

 2. Welcome to the Import and Export Settings Wizard(ようこそ設定のｲﾝﾎﾟｰﾄとｴｸｽﾎﾟｰﾄのｳｨｻﾞｰﾄﾞへ)ﾍﾟｰｼﾞでReset all settings(全
設定をﾘｾｯﾄ)をｸﾘｯｸし、その後にNext(次へ)をｸﾘｯｸしてください。

 3. 現在の設定組み合わせを保存したい場合、Yes, save my current settings(はい、私の現在の設定を保存します。)をｸﾘｯｸしてﾌｧ
ｲﾙ名を指定し、その後にNext(次へ)をｸﾘｯｸしてください。

--または--

現在の設定組み合わせを削除したい場合、No, just reset settings, overwriting my current settings(いいえ、単に設定をﾘｾｯﾄ
し、私の現在の設定を上書きします。)を選んで、その後にNext(次へ)をｸﾘｯｸしてください。この任意選択は既定設定を削除せ
ず、それは次にこのｳｨｻﾞｰﾄﾞを使う時に未だ利用可能です。

 4. Which collection of settings do you want to reset to(ﾘｾｯﾄしたい設定の集合はどれですか?)で一覧から設定の集合を選んでく
ださい。

 5. Finish(終了)をｸﾘｯｸしてください。

Reset Complete(ﾘｾｯﾄ完了)ﾍﾟｰｼﾞはﾘｾｯﾄ中に何れかの問題に出会ったことを警告します。

10.3. 任意選択ﾀﾞｲｱﾛｸﾞ枠

Options(任意選択)ﾀﾞｲｱﾛｸﾞ枠はあなたの要求に対して統合開発環境(IDE)の構成設定を許します。例えば、あなたのﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ用の
既定保存位置を設置、ｳｨﾝﾄﾞｳの既定の外観と動きを変更、一般的に使われる命令に対するｼｮｰﾄｶｯﾄを作成することができます。あ
なたの開発言語と基盤に対して指定する任意選択もあります。Tools(ﾂｰﾙ)ﾒﾆｭｰからOptions(任意選択)をｱｸｾｽすることができます。

注: ﾀﾞｲｱﾛｸﾞ枠で利用可能な任意選択とあなたが見るﾒﾆｭｰ命令の名前と位置はあなたの有効な設定や版に応じてﾍﾙﾌﾟで記述され
るものと違うかもしれません。設定を変更するにはTools(ﾂｰﾙ)ﾒﾆｭｰでImport and Export Settings(設定のｲﾝﾎﾟｰﾄとｴｸｽﾎﾟ-ﾄ)を選
んでください。

任意選択ﾀﾞｲｱﾛｸﾞ枠の配置

Options(任意選択)ﾀﾞｲｱﾛｸﾞ枠は左側の誘導枠と右側の表示領域の2つの部分に分けられます。誘導枠内の樹状制御部はEnvironm 
ent(環境)、Text Editor(ﾃｷｽﾄ ｴﾃﾞｨﾀ)、Projects and Solutions(ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄと解決策)、Source Control(ｿｰｽ制御)のようなﾌｫﾙﾀﾞ節点を含
みます。それが含む任意選択のﾍﾟｰｼﾞを一覧するにはどれかのﾌｫﾙﾀﾞ節点を展開してください。特定のﾍﾟｰｼﾞに対する節点を選ぶ
と、それの任意選択が表示領域に現れます。
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IDE機能に対する任意選択はその機能がﾒﾓﾘに読み込まれるまで誘導枠に現れません。従って、新しい作業を始める時と最後に終
わる時で同じ任意選択が表示されないかもしれません。ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄを作成、または特定の応用を使う命令を走らせると、Options(任意
選択)ﾀﾞｲｱﾛｸﾞ枠に関連する任意選択が追加されます。これらの追加された任意選択はその後もIDE機能がﾒﾓﾘに留まる限り、利用可
能に留まります。

注: いくつかの設定集合はOptionsﾀﾞｲｱﾛｸﾞ枠の誘導枠内に現れるﾍﾟｰｼﾞ数が範囲です。Show all settings(全ての設定を表示)を選
ぶことによって可能な全てのﾍﾟｰｼﾞを見るように選ぶことができます。

任意選択の適用方法

Options(任意選択)ﾀﾞｲｱﾛｸﾞ枠でのOKｸﾘｯｸは全てのﾍﾟｰｼﾞの全ての設定を保存します。何れかのﾍﾟｰｼﾞのCancel(取り消し)でのｸﾘｯｸ
は、他のOptions(任意選択)ﾍﾟｰｼﾞで行われたばかりの何れをも含み、全ての変更要求を取り消します。Fonts and Colors(ﾌｫﾝﾄと
色)、Environment(環境)、Options(任意選択)ﾀﾞｲｱﾛｸﾞで行われるそれらのように任意選択設定に対するいくつかの変更はMicrochip 
Studioを閉じて再び開いた後にだけ有効になります。

10.3.1. 環境任意選択

Options(任意選択)ﾀﾞｲｱﾛｸﾞ枠の環境ﾌｫﾙﾀﾞ内のﾍﾟｰｼﾞは統合開発環境(IDE)の或る要素の表示と動きの方法を設定させます。Tools
(ﾂｰﾙ)ﾒﾆｭｰでOptions(任意選択)をｸﾘｯｸし、その後にEnvironment(環境)をｸﾘｯｸすることによってEnvironment(環境)ﾍﾟｰｼﾞにｱｸｾｽす
ることができます。

10.3.1.1. 環境全般設定

Items shown in Window menu (ｳｨﾝﾄﾞｳ ﾒﾆｭｰで示される項目)

Windows(ｳｨﾝﾄﾞｳ)ﾒﾆｭｰのｳｨﾝﾄﾞｳ一覧で現れるｳｨﾝﾄﾞｳ数を変更します。1～24の間で数を入力してください。既定による数は10です。

Items shown in recently used lists (最近使われた一覧で示される項目)

Files(ﾌｧｲﾙ)ﾒﾆｭｰで現れる最も最近に使われたﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄとﾌｧｲﾙの数を変更します。1～24の間で数を入力してください。既定による
数は10です。これは最近使ったﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄとﾌｧｲﾙを取得する簡単な方法です。

Automatically adjust visual experience based on client performance (ｸﾗｲｱﾝﾄPC性能に基づく視覚体験自動調整)

Microchip Studioが視覚体験に対する調整を自動的に設定するか、または使用者が調整を明示的に設定するかのどちらかに指定し
ます。この調整は色の表示をｸﾞﾗﾃﾞｰｼｮﾝから均一な色へ変更するかもしれず、またはﾒﾆｭｰやﾎﾟｯﾌﾟｱｯﾌﾟ ｳｨﾝﾄﾞｳでｱﾆﾒｰｼｮﾝの使用を
制限するかもしれません。

Enable rich client experience (贅沢なｸﾗｲｱﾝﾄPC体験を許可)

ｸﾞﾗﾃﾞｰｼｮﾝとｱﾆﾒｰｼｮﾝを含むMicrochip Studioの完全な視覚体験を許可します。遠隔ﾃﾞｽｸﾄｯﾌﾟ接続または古いｸﾞﾗﾌｨｯｸ ｱﾀﾞﾌﾟﾀを
使っている時は、これらの機能はそれらの場合で貧弱な性能を持ち得るため、この任意選択を解除してください。この任意選択はｸﾗ
ｲｱﾝﾄ任意選択に基づいて視覚体験自動調整を解除した時にだけ利用可能です。

Use hardware graphics acceleration if available (利用可能なら、ﾊｰﾄﾞｳｪｱ ｸﾞﾗﾌｨｯｸ加速を使用)

それが利用可能ならばｿﾌﾄｳｪｱ加速よりもむしろﾊｰﾄﾞｳｪｱ ｸﾞﾗﾌｨｯｸ加速を使います。

Show status bar (状態ﾊﾞｰ表示)

状態ﾊﾞｰを表示します。状態ﾊﾞｰはIDEｳｨﾝﾄﾞｳの底に置かれ、進行中の操作の進捗ついての情報を表示します。

Close button affects active tool window only (閉じる釦は活性なﾂｰﾙ ｳｨﾝﾄﾞｳにだけ影響)

Close(閉じる)釦がｸﾘｯｸされた時に接合設定に於いてﾂｰﾙ ｳｨﾝﾄﾞｳの全てではなくﾌｫｰｶｽを持つﾂｰﾙ ｳｨﾝﾄﾞｳだけが閉じられることを
指定します。既定によってこの任意選択が選ばれます。

Auto Hide button affects active tool window only (自動隠し釦は活性なﾂｰﾙ ｳｨﾝﾄﾞｳにだけ影響)

Auto Hide(自動隠し)釦がｸﾘｯｸされた時に接合設定に於いてﾂｰﾙ ｳｨﾝﾄﾞｳの全てではなくﾌｫｰｶｽを持つﾂｰﾙ ｳｨﾝﾄﾞｳだけが自動的に
隠されることを指定します。既定によってこの任意選択は選ばれません。

Restore File Associations (ﾌｧｲﾙ関連付け回復)

Microchip Studioと連携する代表的なﾌｧｲﾙ形式を登録します。登録はWindowsにWindowsｴｸｽﾌﾟﾛｰﾗで正しいｱｲｺﾝを表示させ、そ
れらのﾌｧｲﾙ形式を開くための正しい応用としてMicrochip Studioを認証させます。

この任意選択は同じｺﾝﾋﾟｭｰﾀでｲﾝｽﾄｰﾙされた異なる版のMicrochip Studioを持ち、その後で1つの版をｱﾝｲﾝｽﾄｰﾙした場合に有用
で有り得ます。ｱﾝｲﾝｽﾄｰﾙ後、Microchip Studioﾌｧｲﾙ用のｱｲｺﾝはWindowsｴｸｽﾌﾟﾛｰﾗでもはや現れません。また、Windowsはそれら
のﾌｧｲﾙを編集するための既定応用としてもはやMicrochip Studioを認証しません。この任意選択はそれらの関係を回復します。

10.3.1.2. ｱﾄﾞｲﾝ/ﾏｸﾛ保護

10.3.1.2.1. Add-in Security Settings (ｱﾄﾞｲﾝ保護設定)

自動活性化から悪意のあるｱﾄﾞｲﾝを防ぐことよって保護を強化するため、Microchip StudioはAdd-in/Macros Security(ｱﾄﾞｲﾝ/ﾏｸﾛ保
護)と名付けられたTools Options(ﾂｰﾙ任意選択)ﾍﾟｰｼﾞでの設定を提供します。

また、この任意選択ﾍﾟｰｼﾞはMicrochip Sutdioが.Addin登録ﾌｧｲﾙに対して検索するﾌｫﾙﾀﾞを指定することを許します。これは.Addin登
録ﾌｧｲﾙを読むことができる場所を制限することを許すことによって保護を強化し、不注意に使われることから悪意のある.Addinﾌｧｲﾙ
を防ぐ手助けをします。
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ｱﾄﾞｲﾝ保護に関連するOptions(任意選択)のﾀﾞｲｱﾛｸﾞ枠⇒Environment(環境)⇒Add-in/Macros Security(ｱﾄﾞｲﾝ/ﾏｸﾛ保護)での設定
は次のとおりです。

 ・ ｱﾄﾞｲﾝ構成部品を読み込むことを許します。既定によってﾁｪｯｸされます。ﾁｪｯｸされると、ｱﾄﾞｲﾝはMicrochip Studioに読み込まれる
ことを許されます。ﾁｪｯｸされないと、ｱﾄﾞｲﾝはMicrochip Studioで読み込むことを禁止されます。

 ・ URLからｱﾄﾞｲﾝ構成部品を読み込むことを許します。既定によってﾁｪｯｸされません。ﾁｪｯｸされると、ｱﾄﾞｲﾝは外部のｳｪﾌﾞ ｻｲﾄから
読み込まれることを許されます。ﾁｪｯｸされないと、遠隔ｱﾄﾞｲﾝはMicrochip Studioで読み込むことを禁止されます。ｱﾄﾞｲﾝがいくつ
かの理由のために読み込むことができない場合、それをｳｪﾌﾞから読み込むことはできません。この設定はｱﾄﾞｲﾝDLLの読み込み
だけを制御します。.Addin登録ﾌｧｲﾙは常にﾛｰｶﾙ ｼｽﾃﾑに置かれなければなりません。

10.3.1.3. AutoRecover (自動復元)

ﾌｧｲﾙが自動的にﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟされるかどうかを指定するにはOptions(任意選択)ﾀﾞｲｱﾛｸﾞ枠のこのﾍﾟｰｼﾞを使ってください。このﾍﾟｰｼﾞは
統合開発環境(IDE)が予期せぬ終了をする時に変更されたﾌｧｲﾙが復元されるかどうかを指定することも許します。Tools(ﾂｰﾙ)ﾒﾆｭｰ
を選んでOptions(ｵﾌﾟｼｮﾝ)を選び、その後にEnvironment folder(環境ﾌｫﾙﾀﾞ)を選んでAutoRecover(自動復元)ﾍﾟｰｼﾞを選ぶことによっ
てこのﾀﾞｲｱﾛｸﾞ枠にｱｸｾｽすることができます。一覧でこのﾍﾟｰｼﾞが現れない場合、Optionsﾀﾞｲｱﾛｸﾞ枠でShow all settings(全ての設定
を表示)を選んでください。

Save AutoRecover information every <n> minutes (n分毎に自動復元情報を保存)

ｴﾃﾞｨﾀに於いてﾌｧｲﾙがどの位の頻度で自動的に保存されるかを設定するにはこの任意選択を使ってください。以前に保存されたﾌｧ
ｲﾙについては、ﾌｧｲﾙの複製が\...\My Documents\Atmel Studio\7.0\Backup Files\<ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ名>に保存されます。ﾌｧｲﾙが新しく
て手動で保存されていなければ、そのﾌｧｲﾙは無作為に生成されたﾌｧｲﾙ名を用いて自動保存されます。

Keep AutoRecover information for <n> days (n日間自動復元情報を維持)

Microchip Studioがどれ位長く自動復元用に作成されたﾌｧｲﾙを維持するかを指定するにはこの任意選択を使ってください。

10.3.1.4. Find and Replace (検索と置換)

ﾒｯｾｰｼﾞ枠と、検索と置換の操作の他の側面を制御するにはOptions(任意選択)ﾀﾞｲｱﾛｸﾞ枠のこのﾍﾟｰｼﾞを使ってください。Tools(ﾂｰ
ﾙ)ﾒﾆｭｰからOptions(任意選択)をｸﾘｯｸし、Environment(環境)を展開し、その後にFind and Replace(検索と置換)をｸﾘｯｸするこによっ
てこのﾀﾞｲｱﾛｸﾞ枠にｱｸｾｽすることができます。一覧でこのﾍﾟｰｼﾞが現れない場合、Optionsﾀﾞｲｱﾛｸﾞ枠でShow all settings(全ての設定
を表示)を選んでください。

Display informational messages (情報ﾒｯｾｰｼﾞを表示)

Always show this message(このﾒｯｾｰｼﾞを常に表示)任意選択を持つ全ての検索と置換情報ﾒｯｾｰｼﾞを表示するにはこの任意選択を
選んでください。例えば、”Find reached the starting point of the search(検索開始点に到達)”ﾒｯｾｰｼﾞ表示が選ばれていなかった場
合、この任意選択を選ぶことはこの情報ﾒｯｾｰｼﾞをFind and Replace(検索と置換)を使う時に再び現れるようにさせます。

Find and Replace(検索と置換)に対してどの情報ﾒｯｾｰｼﾞも見たくない場合、この任意選択を解除してください。

全部ではなく一部で解除されたAlways show this message(このﾒｯｾｰｼﾞを常に表示)任意選択がある時に、検索と置換情報ﾒｯｾｰｼﾞの
Display informational messages(情報ﾒｯｾｰｼﾞ表示)ﾁｪｯｸ枠が記入されるために現れますが、選択されていません。全ての任意選択の
検索と置換のﾒｯｾｰｼﾞを復元するにはこの任意選択を解除し、その後に再びそれを選んでください。

注: この任意選択はAlways show this message任意選択を表示しないどの検索と置換の情報ﾒｯｾｰｼﾞにも影響を及ぼしません。

Display warning messages (警告ﾒｯｾｰｼﾞ表示)

Always show this message(このﾒｯｾｰｼﾞを常に表示)任意選択を持つ全ての警告的な検索と置換のﾒｯｾｰｼﾞを表示するにはこの任意
選択を選んでください。例えば、編集のために現在開かれていないﾌｧｲﾙで置換をしようとする時に現れるReplace All(全部置換)警
告ﾒｯｾｰｼﾞを表示しないように選んだ場合、この任意選択の選択はReplace Allを試みる時にこの警告ﾒｯｾｰｼﾞを再び現れるようにさせ
ます。

Find and Replace(検索と置換)に対してどの警告的なﾒｯｾｰｼﾞも見たくない場合、この任意選択を解除してください。

全部ではなく一部で解除されたAlways show this message(このﾒｯｾｰｼﾞを常に表示)任意選択がある時に、検索と置換警告ﾒｯｾｰｼﾞの
Display warning messages(警告ﾒｯｾｰｼﾞ表示)ﾁｪｯｸ枠が記入されるために現れますが、選択されていません。全ての任意選択の検索
と置換のﾒｯｾｰｼﾞを復元するにはこの任意選択を解除し、その後に再びそれを選んでください。

注: この任意選択はAlways show this message任意選択を表示しないどの検索と置換の情報ﾒｯｾｰｼﾞにも影響を及ぼしません。

Automatically populate Find What with text from the editor (ｴﾃﾞｨﾀからのﾃｷｽﾄでFind What領域自動投入)

Edit(編集)ﾒﾆｭｰからFind and Replace(検索と置換)ｳｨﾝﾄﾞｳの何れかの表示部を選ぶ時にFind what(何を検索)領域内に現在のｴﾃﾞｨﾀ
の挿入点のどちらかの側のﾃｷｽﾄを張り付けるにはこの任意選択を選んでください。Find what文字列として以前の検索から最後の検
索様式を使うにはこの任意選択を解除してください。

Hide Find and Replace window after a match is located for Quick Find or Quick Replace (Quick Find(迅速検索)またはQuick Repla 
ce(迅速置換)に対して一致場所が見つかった後に検索と置換のｳｨﾝﾄﾞｳを隠す)

Quick Fink(迅速検索)に対して最初の一致が見つかった時にFind and Replace(検索と置換)ｳｨﾝﾄﾞｳを自動的に閉じるにはこの任意
選択を選んでください。次の一致へ行くにはEdit.FindNextに対するｼｮｰﾄｶｯﾄ ｷｰ、通常はF3、または再びFind and Replaceｳｨﾝﾄﾞｳを
使ってください。
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10.3.1.5. Fonsts and Colors (ﾌｫﾝﾄと色)

Options(任意選択)ﾀﾞｲｱﾛｸﾞ枠のFonts and Colors(ﾌｫﾝﾄと色)ﾍﾟｰｼﾞは統合開発環境(IDE)に於ける様々な使用者ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ要素に
対して独自のﾌｫﾝﾄと配色を確立させます。Tools(ﾂｰﾙ)ﾒﾆｭｰでOptions(任意選択)をｸﾘｯｸし、その後にEnvironment(環境)ﾌｫﾙﾀﾞで
Fonts and Colors(ﾌｫﾝﾄと色)ﾍﾟｰｼﾞを選ぶことによってこのﾀﾞｲｱﾛｸﾞ枠にｱｸｾｽすることができます。一覧でこのﾍﾟｰｼﾞが現れない場合、
Optionsﾀﾞｲｱﾛｸﾞ枠でShow all setti ngs(全ての設定を表示)を選んでください。

注: あなたが見るﾀﾞｲｱﾛｸﾞ枠とﾒﾆｭｰ命令はあなたの有効な設定や版に応じてﾍﾙﾌﾟで記述されるそれらと違うかもしれません。設定を
変更するにはTools(ﾂｰﾙ)ﾒﾆｭｰでImport and Export Settings(設定のｲﾝﾎﾟｰﾄとｴｸｽﾎﾟ-ﾄ)を選んでください。

配色変更はそれらを行う作業の間は効力を発揮しません。Microchip Studioの別の実体を開いて変更が適合する意図する状況を提
示することによって色変更を評価することができます。

Show settings for (～用設定を表示)

ﾌｫﾝﾄと配色を変更することができる使用者ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ要素の全てを一覧にします。この一覧から項目を選択後、Display(表示)項目
で選ばれた項目に対して色設定を独自設定することができます。

Text Editor (ﾃｷｽﾄ ｴﾃﾞｨﾀ)

ﾃｷｽﾄ ｴｼﾀ用のﾌｫﾝﾄの種類、大きさ、色の表示設定変更は既定ﾃｷｽﾄ ｴﾃﾞｨﾀでﾃｷｽﾄの見かけに影響を及ぼします。IDEの外側のﾃｷ
ｽﾄ ｴﾃﾞｨﾀで開かれた文書はこれらの設定によって影響を及ぼされません。

Printer (ﾌﾟﾘﾝﾀ)

ﾌﾟﾘﾝﾀ用のﾌｫﾝﾄの種類、大きさ、色の表示設定変更は印刷される文書に於ける見かけに影響を及ぼします。

注: 必要に応じて、ﾃｷｽﾄ ｴﾃﾞｨﾀで表示されるのに使われるものと違う印刷用既定ﾌｫﾝﾄを選ぶことができます。これは1ﾊﾞｲﾄと2ﾊﾞｲﾄの
両方の文字を含むｺｰﾄﾞを印刷する時に有効で有り得ます。

Statement Completion (文完成)

ｴﾃﾞｨﾀ内の文完成ﾎﾟｯﾌﾟｱｯﾌﾟに現れるﾃｷｽﾄ用のﾌｫﾝﾄの種類と大きさを変更します。

Editor Tool tip (ｴﾃﾞｨﾀ助言)

ｴﾃﾞｨﾀで表示される助言(ToolTips)に現れるﾃｷｽﾄ用のﾌｫﾝﾄの種類と大きさを変更します。

Environment Font (環境ﾌｫﾝﾄ)

Show Settings for(～用設定を表示)で独立した任意選択を未だ持たない全てのIDE使用者ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ要素に対してﾌｫﾝﾄの種類と
大きさを変更します。例えば、この任意選択は開始ﾍﾟｰｼﾞに適用しますが、Output(出力)ｳｨﾝﾄﾞｳに影響を及ぼしません。

[All Text Tool Windows] (全ﾃｷｽﾄ ﾂｰﾙ ｳｨﾝﾄﾞｳ)

IDEで出力枠を持つﾂｰﾙ ｳｨﾝﾄﾞｳ内でﾃｷｽﾄの見かけに影響を及ぼすこの項目に対してﾌｫﾝﾄの種類、大きさ、色の表示設定を変更し
ます。例えば、Output(出力)ｳｨﾝﾄﾞｳ、Command(命令)ｳｨﾝﾄﾞｳ、Immediate(即値)ｳｨﾝﾄﾞｳなど。

注: [All Text Tool Windows](全ﾃｷｽﾄ ﾂｰﾙ ｳｨﾝﾄﾞｳ)項目のﾃｷｽﾄに対する変更はそれらを行う作業中に効力を発揮しません。Microc 
hip Studioの別の実体を開くことによってそのような変更を評価することができます。

Use Defaults/Use (既定/使用を使用)

Show settings for(～用設定を表示)で選ばれた一覧項目のﾌｫﾝﾄと色の値をﾘｾｯﾄします。選択に対して他の表示体系が利用可能な
時にUse(使用)釦が現れます。例えば、ﾌﾟﾘﾝﾀに対しては2つの体系から選ぶことができます。

Font (bold type indicates fixed-width fonts) (ﾌｫﾝﾄ(太字は固定幅を示す))

ｼｽﾃﾑにｲﾝｽﾄｰﾙされた全てのﾌｫﾝﾄを一覧にします。引き落としﾒﾆｭｰが先に現れる時はShow settings for(～用設定を表示)領域で
選ばれた要素に対する現在のﾌｫﾝﾄが強調表示されます。固定ﾌｫﾝﾄ - ｴﾃﾞｨﾀでの整列がより容易 - 太字で出現

Size (大きさ)

強調表示されたﾌｫﾝﾄに対する利用可能なﾎﾟｲﾝﾄでの大きさを一覧にします。ﾌｫﾝﾄの大きさ変更はShow settings for(～用設定を表
示)選択に対する全てのDisplay(表示)項目に影響を及ぼします。

Display items (表示項目)

前面と背面の色を変更することができる項目を一覧にします。

注: Plain Text(平文)が既定表示項目です。そのため、Plain Textに割り当てられる特性は他の表示項目に割り当てられた特性によっ
て上書きされます。例えば、Plain Textに青色をIdentifier(識別子)に緑色を割り当てた場合、全てのIdentifierは緑で出現します。
この例ではIdentifier特性がPlain Text特性を上書きします。

表示項目のいくつかは以下を含みます。(表示項目、次行からその説明)

Plain Text (平文)

ｴﾃﾞｨﾀ内の文

Selected Text (選択した文)

ｴﾃﾞｨﾀがﾌｫｰｶｽを持つ時に現在の選択に含まれる文

Inactive Selected Text (不活性な選択した文)

ｴﾃﾞｨﾀがﾌｫｰｶｽを失った時に現在の選択に含まれる文
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Indicator Margin (指標部余白)

中断点と栞のｱｲｺﾝが表示されるｺｰﾄﾞ ｴﾃﾞｨﾀの左側の余白

Line Numbers (行番号)

ｺｰﾄﾞの各行の傍に現れる任意選択の番号

Visible White Space (空白表示)

空白、ﾀﾌﾞ、次行送り(ﾜｰﾄﾞﾗｯﾌﾟ)の指標部

Bookmark (栞)

栞を持つ行。栞はIndicator Margin(指標部余白)が禁止されている場合にだけ見えます。

Brace Matching (Highlight) (大括弧一致 (強調表示))

それの強調表示は一致する大括弧に対して代表的に太字形式です。

Brace Matching (Rectangle) (大括弧一致 (矩形))

それの強調表示は代表的に背面での灰色矩形です。

Breakpoint (Enabled) (中断点 (許可))

単純な中断点を含む文または行に対する強調表示色を指定します。この任意選択は文ﾚﾍﾞﾙ中断点が有効か、またはOptions(任
意選択)ﾀﾞｲｱﾛｸﾞ枠のGeneral(全般)やDebugging(ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ)でHighlight entire source line for breakpoints or current statement(中断
点または現在の文に対してｿｰｽ行全体を強調表示)任意選択が選ばれる場合にだけ適用可能です。

Breakpoint (Error) (中断点 (異常))

異常状態の中断点を含む文または行に対する強調表示色を指定します。文ﾚﾍﾞﾙ中断点が有効か、またはOptions(任意選択)ﾀﾞｲ
ｱﾛｸﾞ枠のGeneral(全般)やDebugging(ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ)でHighlight entire source line for breakpoints or current statement(中断点または現
在の文に対してｿｰｽ行全体を強調表示)任意選択が選ばれる場合にだけ適用できます。

Breakpoint (Warning) (中断点 (警告))

警告状態の中断点を含む文または行に対する強調表示色を指定します。文ﾚﾍﾞﾙ中断点が有効か、またはOptions(任意選択)ﾀﾞｲ
ｱﾛｸﾞ枠のGeneral(全般)やDebugging(ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ)でHighlight entire source line for breakpoints or current statement(中断点または現
在の文に対してｿｰｽ行全体を強調表示)任意選択が選ばれる場合にだけ適用できます。

Breakpoint - Advanced (Disabled) (中断点 - 高度 (禁止))

禁止された条件付きまたは的中回数付き中断点を含む文または行に対する強調表示色を指定します。文ﾚﾍﾞﾙ中断点が有効か、
またはOptions(任意選択)ﾀﾞｲｱﾛｸﾞ枠のGeneral(全般)やDebugging(ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ)でHighlight entire source line for breakpoints or curre 
nt statement(中断点または現在の文に対してｿｰｽ行全体を強調表示)任意選択が選ばれる場合にだけ適用できます。

Breakpoint - Advanced (Enabled) (中断点 - 高度 (許可))

許可された条件付きまたは的中回数付き中断点を含む文または行に対する強調表示色を指定します。文ﾚﾍﾞﾙ中断点が有効か、
またはOptions(任意選択)ﾀﾞｲｱﾛｸﾞ枠のGeneral(全般)やDebugging(ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ)でHighlight entire source line for breakpoints or curre 
nt statement(中断点または現在の文に対してｿｰｽ行全体を強調表示)任意選択が選ばれる場合にだけ適用できます。

Breakpoint - Advanced (Error) (中断点 - 高度 (異常))

異常状態の条件付きまたは的中回数付き中断点を含む文または行に対する強調表示色を指定します。文ﾚﾍﾞﾙ中断点が有効か、
またはOptions(任意選択)ﾀﾞｲｱﾛｸﾞ枠のGeneral(全般)やDebugging(ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ)でHighlight entire source line for breakpoints or curre 
nt statement(中断点または現在の文に対してｿｰｽ行全体を強調表示)任意選択が選ばれる場合にだけ適用できます。

Breakpoint - Advanced (Warning) (中断点 - 高度 (警告))

警告状態の条件付きまたは的中回数付き中断点を含む文または行に対する強調表示色を指定します。文ﾚﾍﾞﾙ中断点が有効か、
またはOptions(任意選択)ﾀﾞｲｱﾛｸﾞ枠のGeneral(全般)やDebugging(ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ)でHighlight entire source line for breakpoints or curre 
nt statement(中断点または現在の文に対してｿｰｽ行全体を強調表示)任意選択が選ばれる場合にだけ適用できます。

Code Snippet Dependent Field (ｺｰﾄﾞ断片依存領域)

現在の編集可能領域が変更される時に更新される領域

Code Snippet Field Editable (ｺｰﾄﾞ断片領域編集可)

ｺｰﾄﾞ断片が有効な時の領域

Collapsible Text (折り畳み可能ﾃｷｽﾄ)

ｺ-ﾄﾞ ｴﾃﾞｨﾀ内で表示をON/OFF交互切換することができるﾃｷｽﾄまたはｺｰﾄﾞの塊

Comment (注釈)

ｺｰﾄﾞの注釈

Compiler Error (ｺﾝﾊﾟｲﾗ異常)

ｺﾝﾊﾟｲﾙ異常を示すｴﾃﾞｨﾀ内の青い波線

Coverage Not Touched Area (網羅範囲は接触領域外)

単位部検査によって網羅されなかったｺｰﾄﾞ
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Coverage Partially Touched Area (網羅範囲は部分的に接触領域)

単位部検査によって部分的に網羅されたｺｰﾄﾞ。単位部検査によって完全に網羅された網羅範囲接触領域ｺｰﾄﾞ

Current list location (現在の一覧位置)

Output(出力)ｳｨﾝﾄﾞｳやFind Results(検索結果)ｳｨﾝﾄﾞｳのような一覧ﾂｰﾙ ｳｨﾝﾄﾞｳで誘導された現在行

Current Statement (現在の文)

ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ時に現在の段階位置を示すｿｰｽ文または行に対する強調表示色を指定します。

Debugger Data Changed (ﾃﾞﾊﾞｯｶﾞ ﾃﾞｰﾀ変化)

Registers(ﾚｼﾞｽﾀ)とMemory(ﾒﾓﾘ)のｳｨﾝﾄﾞｳの内側で変更されたﾃﾞｰﾀを表示するのに使われるﾃｷｽﾄの色

Definition Window Background (定義ｳｨﾝﾄﾞｳ背面)

Code Definition(ｺｰﾄﾞ定義)ｳｨﾝﾄﾞｳの背面色

Definition Window Current Match (定義ｳｨﾝﾄﾞｳ現在の一致)

Code Definition(ｺｰﾄﾞ定義)ｳｨﾝﾄﾞｳの現在の定義

Disassembly File Name (逆ｱｾﾝﾌﾞﾘ ﾌｧｲﾙ名)

Disassembly(逆ｱｾﾝﾌﾞﾘ)ｳｨﾝﾄﾞｳの内側で中断するﾌｧｲﾙ名を表示するのに使われるﾃｷｽﾄの色

Disassembly Source (逆ｱｾﾝﾌﾞﾘ供給元)

Disassembly(逆ｱｾﾝﾌﾞﾘ)ｳｨﾝﾄﾞｳの内側でｿｰｽ行を表示するのに使われるﾃｷｽﾄの色

Disassembly Symbol (逆ｱｾﾝﾌﾞﾘ ｼﾝﾎﾞﾙ)

Disassembly(逆ｱｾﾝﾌﾞﾘ)ｳｨﾝﾄﾞｳの内側でｼﾝﾎﾞﾙ名を表示するのに使われるﾃｷｽﾄの色

Disassembly Text (逆ｱｾﾝﾌﾞﾘ ﾃｷｽﾄ)

Disassembly(逆ｱｾﾝﾌﾞﾘ)ｳｨﾝﾄﾞｳの内側でｵﾍﾟｺｰﾄﾞとﾃﾞｰﾀを表示するのに使われるﾃｷｽﾄの色

Excluded Code (除外ｺｰﾄﾞ)

#ifのような条件付き前処理部(ﾌﾟﾘﾌﾟﾛｾｯｻ)指令によってｺﾝﾊﾟｲﾙされないｺｰﾄﾞ

Identifier (識別子)

ｸﾗｽ名、ﾒｿｯﾄﾞ名、変数名のようなｺｰﾄﾞに於ける識別子

Keyword (ｷｰﾜｰﾄﾞ)

予約された与えられた言語のためのｷｰﾜｰﾄﾞ。例えば、classとnamespace

Memory Address (ﾒﾓﾘ ｱﾄﾞﾚｽ)

Memory(ﾒﾓﾘ)ｳｨﾝﾄﾞｳの内側でｱﾄﾞﾚｽ列を表示するのに使われるﾃｷｽﾄの色

Memory Changed (変更されたﾒﾓﾘ)

Memory(ﾒﾓﾘ)ｳｨﾝﾄﾞｳの内側で変更されたﾃﾞｰﾀを表示するのに使われるﾃｷｽﾄの色

Memory Data (ﾒﾓﾘ ﾃﾞｰﾀ)

Memory(ﾒﾓﾘ)ｳｨﾝﾄﾞｳの内側でﾃﾞｰﾀを表示するのに使われるﾃｷｽﾄの色

Memory Unreadable (読み込み不可ﾒﾓﾘ)

Memory(ﾒﾓﾘ)ｳｨﾝﾄﾞｳ内で読み込み不可ﾒﾓﾘ領域を表示するのに使われるﾃｷｽﾄの色

Number (数)

実際の数値を表すｺｰﾄﾞでの数

Operators (演算子)

+, -, !=のようなもの

Other Error (他の異常)

他の異常波線によって網羅されない他の異常形式。現在、これは<guimenuitem>Edit and Continue</guimenuitem>での無作法な
編集を含みます。

Preprocessor Keyword (前処理部ｷｰﾜｰﾄﾞ)

#includeのように前処理部(ﾌﾟﾘﾌﾟﾛｾｯｻ)によって使われるｷｰﾜｰﾄﾞ

Read-Only Region (読み込み専用領域)

編集することができないｺｰﾄﾞ。例えば、Code Definition(ｺｰﾄﾞ定義)表示部ｳｨﾝﾄﾞｳで表示されるｺｰﾄﾞ、または編集と継続の間で編集
することができないｺｰﾄﾞ。

Register Data (ﾚｼﾞｽﾀ ﾃﾞｰﾀ)

Register(ﾚｼﾞｽﾀ)ｳｨﾝﾄﾞｳの内側でﾃﾞｰﾀを表示するのに使われるﾃｷｽﾄの色

Register NAT (ﾚｼﾞｽﾀNAT)

Register(ﾚｼﾞｽﾀ)ｳｨﾝﾄﾞｳの内側で未認証のﾃﾞｰﾀとｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄを表示するのに使われるﾃｷｽﾄの色
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Stale Code (古いｺｰﾄﾞ)

更新を待っている取って代わられるｺｰﾄﾞ。或る場合で、編集と継続はｺｰﾄﾞ変更を直ちに適用することができませんが、ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞを続
けるために後でそれらを適用します。これは現在実行している関数を呼び出さなければならない関数を編集する場合、または呼び
出しｽﾀｯｸで待っている関数に対して64ﾊﾞｲﾄを超える新しい変数を追加する場合に起きます。これが起こると、ﾃﾞﾊﾞｯｶﾞは”Stale Cod 
e Warning(古いｺｰﾄﾞ警告)”ﾀﾞｲｱﾛｸﾞ枠を表示し、問題の関数が終わって再び呼ばれるまで、取って代わられるｺｰﾄﾞが実行を続けま
す。その時にｺｰﾄﾞ変更を適用するために編集して継続してください。

String (文字列)

文字どおりの文字列

Syntax Error (構文誤り)

解析異常

Task List Shortcut (ﾀｽｸ一覧ｼｮｰﾄｶｯﾄ)

ﾀｽｸ一覧ｼｮｰﾄｶｯﾄが行に追加されて指標余白が禁止される場合、その行は強調表示されます。

Tracepoint (Enabled) (追跡点 (許可))

単純な追跡点を含む文または行に対して強調表示色を指定します。この任意選択は文ﾚﾍﾞﾙ追跡点が有効か、またはOptions(任
意選択)ﾀﾞｲｱﾛｸﾞ枠のGeneral(全般)やDebugging(ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ)でHighlight entire source line for breakpoints or current statement(中断
点または現在の文に対してｿｰｽ行全体を強調表示)任意選択が選ばれる場合にだけ適用できます。

Tracepoint (Error) (追跡点 (異常))

異常状態の追跡点を含む文または行に対して強調表示色を指定します。この任意選択は文ﾚﾍﾞﾙ追跡点が有効か、またはOption 
s(任意選択)ﾀﾞｲｱﾛｸﾞ枠のGeneral(全般)やDebugging(ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ)でHighlight entire source line for breakpoints or current statement
(中断点または現在の文に対してｿｰｽ行全体を強調表示)任意選択が選ばれる場合にだけ適用できます。

Tracepoint (Warning) (追跡点 (警告))

警告状態の追跡点を含む文または行に対して強調表示色を指定します。この任意選択は文ﾚﾍﾞﾙ追跡点が有効か、またはOption 
s(任意選択)ﾀﾞｲｱﾛｸﾞ枠のGeneral(全般)やDebugging(ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ)でHighlight entire source line for breakpoints or current statement
(中断点または現在の文に対してｿｰｽ行全体を強調表示)任意選択が選ばれる場合にだけ適用できます。

Tracepoint - Advanced (Disabled) (追跡点 - 高度 (禁止))

禁止された条件付きまたは的中回数付き追跡点を含む文または行に対して強調表示色を指定します。この任意選択は文ﾚﾍﾞﾙ追
跡点が有効か、またはOptions(任意選択)ﾀﾞｲｱﾛｸﾞ枠のGeneral(全般)やDebugging(ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ)でHighlight entire source line for break 
points or current statement(中断点または現在の文に対してｿｰｽ行全体を強調表示)任意選択が選ばれる場合にだけ適用できま
す。

Tracepoint - Advanced (Enabled) (追跡点 - 高度 (許可))

許可された条件付きまたは的中回数付き追跡点を含む文または行に対して強調表示色を指定します。この任意選択は文ﾚﾍﾞﾙ追
跡点が有効か、またはOptions(任意選択)ﾀﾞｲｱﾛｸﾞ枠のGeneral(全般)やDebugging(ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ)でHighlight entire source line for break 
points or current statement(中断点または現在の文に対してｿｰｽ行全体を強調表示)任意選択が選ばれる場合にだけ適用できま
す。

Tracepoint - Advanced (Error) (追跡点 - 高度 (異常))

異常状態の条件付きまたは的中回数付き追跡点を含む文または行に対して強調表示色を指定します。この任意選択は文ﾚﾍﾞﾙ追
跡点が有効か、またはOptions(任意選択)ﾀﾞｲｱﾛｸﾞ枠のGeneral(全般)やDebugging(ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ)でHighlight entire source line for break 
points or current statement(中断点または現在の文に対してｿｰｽ行全体を強調表示)任意選択が選ばれる場合にだけ適用できま
す。

Tracepoint - Advanced (Warning) (追跡点 - 高度 (警告))

警告状態の条件付きまたは的中回数付き追跡点を含む文または行に対して強調表示色を指定します。この任意選択は文ﾚﾍﾞﾙ追
跡点が有効か、またはOptions(任意選択)ﾀﾞｲｱﾛｸﾞ枠のGeneral(全般)やDebugging(ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ)でHighlight entire source line for break 
points or current statement(中断点または現在の文に対してｿｰｽ行全体を強調表示)任意選択が選ばれる場合にだけ適用できま
す。

Track Changes after save (保存後の変更経緯)

ﾌｧｲﾙが開かれたけれどもﾃﾞｨｽｸに保存されてから変更されたｺｰﾄﾞの行

Track Changes before save (保存前の変更経緯)

ﾌｧｲﾙが開かれたけれどもﾃﾞｨｽｸに保存されていない時から変更されたｺｰﾄﾞの行

User Types (使用者型)

使用者によって定義される型

User Types (Delegates) (使用者型 (代表))

代表に使われる型の色

User Types (Enums) (使用者型 (列挙))

列挙に使われる型の色
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User Types (Interfaces) (使用者型 (ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ))

ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽに使われる型の色

User Types (Value types) (使用者型 (値型))

Cでの構造体のような値型に対する型の色

Warning (警告)

ｺﾝﾊﾟｲﾗの警告

Warning Lines (警告行)

静的な警告行分析に使われるﾊﾟｽ

XML Attributer (XML属性)

属性名

XML Attribute Quotes (XML属性引用)

XML属性に対する引用文字

XML Attribute Value (XML属性値)

XML属性の内容

XML Cdata Section (XML CDATA項)

<![CDATA[…]]>の内容

XML Comment (XML注釈)

<!-- -->の内容

XML Delimiter (XML分離子)

<, <?, <!, <!--, -->, ?>, <![, ]]>, [, ]を含むXML構文分離子

XML Doc Attribute (XML文書属性)

“1”が色付けされた<param name="I">のようなXML文書属性の値

XML Doc Comment (XML文書注釈)

XML文書注釈内に囲まれた注釈

XML Doc Tag (XML文書の札)

/// <summary>のようなXML文書注釈内の札

XML Keyword (XMLｷｰﾜｰﾄﾞ)

CDATA, IDREF, NDATAのようなDTDｷｰﾜｰﾄﾞ

XML Name Element (XML名前要素)

名前と処理命令目的対象名

XML Processing Instruction (XML処理命令)

目的対象名を含まない処理命令の内容

XML Text Plain (XMLﾃｷｽﾄ面)

ﾃｷｽﾄ要素内容

XSLT Keyword (XSLTｷｰﾜｰﾄﾞ)

XSLT要素名

Item foreground (項目前面)

表示項目で選ばれた項目の前面に対して選ぶことができる利用可能な色を一覧にします。いくつかの項目が関連され、従って一貫
した表示体系を維持するため、ﾃｷｽﾄの前面色変更はCompiler Error(ｺﾝﾊﾟｲﾗ異常)、Keyword(ｷｰﾜｰﾄﾞ)、Operator(演算子)のような
要素に対する既定も変更します。自動項目はPlain Text(平文)のような他の表示項目から前面色を継承することができます。この任
意選択使用は、継承される表示項目の色を変えると、関連する表示項目も自動的に変わります。例えば、Compiler Error(ｺﾝﾊﾟｲﾗ異
常)に対してAutomatic(自動)値を選び、後でPlain Text(平文)の色を赤に変えた場合、Compiler Error(ｺﾝﾊﾟｲﾗ異常も自動的に赤色
を継承します。AVR Studio 5初回開始時に項目に対して現れる色を初期値にしてください。Use Defaults(初期値を使用)釦のｸﾘｯｸは
この色をﾘｾｯﾄします。Custom Display the Color(色を独自表示)ﾀﾞｲｱﾛｸﾞ枠はDisplay items(表示項目)一覧で選んだ項目に対する独
自の色を設定することを許します。

注: 独自の色を定義する能力はｺﾝﾋﾟｭｰﾀ表示に対する色設定によって制限されるかもしれません。例えば、　ｺﾝﾋﾟｭｰﾀが256色に設
定され、Color(色)ﾀﾞｲｱﾛｸﾞ枠から独自の色を選ぶ場合、IDEは最も近い利用可能な基本色を既定とし、Color preview(色事前表
示)枠で色塊を表示します。
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Item background (項目背面)

Display items(表示項目)で選ばれた項目に対する背面色を選ぶことができる色ﾊﾟﾚｯﾄを提供します。

いくつかの項目が関連され、従って一貫した表示体系を維持するため、ﾃｷｽﾄの背面色変更はCompiler Error(ｺﾝﾊﾟｲﾗ異常)、Keywo 
rd(ｷｰﾜｰﾄﾞ)、Operator(演算子)のような要素に対する既定も変更します。

自動項目はPlain Text(平文)のような他の表示項目から背面色を継承することができます。

この任意選択使用は、継承される表示項目の色を変えると、関連する表示項目も自動的に変わります。例えば、Compiler Error(ｺﾝ
ﾊﾟｲﾗ異常)に対してAutomatic(自動)値を選び、後でPlain Text(平文)の色を赤に変えた場合、Compiler Error(ｺﾝﾊﾟｲﾗ異常も自動的
に赤色を継承します。

Use Defaults(初期値を使用)釦のｸﾘｯｸはこの色をﾘｾｯﾄします。Custom Display the Color(色を独自表示)ﾀﾞｲｱﾛｸﾞ枠はDisplay items
(表示項目)一覧で選んだ項目に対する独自の色を設定することを許します。選んだDisplay items(表示項目)のﾃｷｽﾄを太字で表示す
るにはBold Select this(これを太字選択)任意選択を用いてください。太字はｴﾃﾞｨﾀでの識別が容易です。Sample Display(見本表示)
はShow settings for(～に対する設定表示)と選ばれたDisplay items(表示項目)に対するﾌｫﾝﾄの種類、大きさ、配色の見本を表示しま
す。異なる形式任意選択で実験をする時の結果を事前表示するのにこの枠を使うことができます。

10.3.1.6. Language and International Settings (言語と国際の設定)

International Settings(国際設定)ﾍﾟｰｼﾞはﾏｼﾝで複数の統合開発環境(IDE)の言語版を持つ時に既定言語を変更することを許しま
す。

Tools(ﾂｰﾙ)ﾒﾆｭｰからOptions(任意選択)を選び、その後にEnvironment(環境)ﾌｫﾙﾀﾞからInternational Settings(国際設定)を選ぶこと
によってこのﾀﾞｲｱﾛｸﾞ枠にｱｸｾｽすることができます。一覧でこのﾍﾟｰｼﾞが現れない場合、Options(任意選択)ﾀﾞｲｱﾛｸﾞ枠でShow all sett 
ings(全ての設定を表示)を選んでください。

このﾍﾟｰｼﾞで行うどの変更も既定IDEにだけ適用され、環境が再始動されるまで実施されません。

Language (言語)

ｲﾝｽﾄｰﾙされた製品言語版に対して利用可能な言語を一覧にします。ﾏｼﾝにｲﾝｽﾄｰﾙされた複数の言語版を持たない限り、この任
意選択は利用不可です。複数言語の製品または混合言語ｲﾝｽﾄｰﾙの製品が環境を共用する場合、言語選択はMicrosoft Windows
と同じように変更されます。

注意 ｲﾝｽﾄｰﾙされた複数言語を持つｼｽﾃﾑでは構築ﾂｰﾙがこの設定によって影響を及ぼされません。これらのﾂｰﾙは最後にｲﾝ
ｽﾄｰﾙされた言語用の版を使い、構築ﾂｰﾙが付随DLL様式を使わないため、以前にｲﾝｽﾄｰﾙされた言語用のﾂｰﾙは上書き
されます。

9.3.1.7. Keyboard Settings (ｷｰﾎﾞｰﾄﾞ設定)

現在適用された機構でのｼｮｰﾄｶｯﾄ ｷｰの組み合わせは、あなたが行ったかもしれないどの独自化だけでなくあなたが選んだ設定に
依存します。Visual Studioは7つの他のｷｰﾎﾞｰﾄﾞ配置体系も含み、各々は既定によって割り当てられたｼｮｰﾄｶｯﾄ ｷｰに於いて様々な
UI要素に関して他と違います。

全域有効範囲の一部であるｼｰﾄｶｯﾄ ｷｰ組み合わせを持つ命令は統合開発環境(IDE)の現在の状況に依存する他の有効範囲での
命令と取り換えることができます。例えば、ﾌｧｲﾙを編集している場合、ﾃｷｽﾄ ｴﾃﾞｨﾀ有効範囲の一部である命令は同じｷｰ組み合わせ
で開始する全域有効範囲内の命令より優先権を持ちます。例えば、いくつかの全域命令がCtrl+Kで開始するｷｰの組み合わせを持
ち、ﾃｷｽﾄ ｴﾃﾞｨﾀもCtrl+Kで開始するｷｰの組み合わせを持ついくつかの命令を持つ場合、ｺｰﾄﾞを編集すると、ﾃｷｽﾄ ｴﾃﾞｨﾀのｷｰ組み
合わせが動き、全域ｷｰ組み合わせは無視されます。

注: ﾀﾞｲｱﾛｸﾞ枠で利用可能な任意選択とあなたが見るﾒﾆｭｰ命令の名前と位置はあなたの有効な設定や版に応じてﾍﾙﾌﾟで記述され
るものと違うかもしれません。このﾍﾙﾌﾟ ﾍﾟｰｼﾞは全般的な開発設定を念頭に置いて書かれました。設定を変更するにはTools(ﾂｰ
ﾙ)ﾒﾆｭｰからImport and Export Settings(ｲﾝﾎﾟｰﾄとｴｸｽﾎﾟ-ﾄの設定)を選んでください。より多くの情報については設定での動きを
ご覧ください。

命令に割り当てるｼｮｰﾄｶｯﾄ ｷｰを決定

それが割り当てられたｼｮｰｯﾄｶｯﾄ ｷｰの組み合わせを持つかどうかを決定するのに手動で命令を検索することができます。

命令に対してｼｮｰﾄｶｯﾄ ｷｰの組み合わせを決定

 1. Tools(ﾂｰﾙ)ﾒﾆｭｰでOptions(任意選択)をｸﾘｯｸしてください。

 2. Environment(環境)ﾌｫﾙﾀﾞを展開してKeyboard(ｷｰﾎﾞｰﾄﾞ)を選んでください。

注: Keyboard(ｷｰﾎﾞｰﾄﾞ)ﾍﾟｰｼﾞが見えない場合、Options(任意選択)ﾀﾞｲｱﾛｸﾞ枠の左下に位置するShow all settings(全ての設定を
表示)をﾁｪｯｸしてください。

 3. 一覧で正しい命令を選んでください。

例えば、View.SolutionExplorer(解決策ｴｸｽﾌﾟﾛｰﾗ表示)

 4. 命令に対してｼｮｰﾄｶｯﾄ ｷｰの組み合わせが存在している場合、その組み合わせは選んだ命令引き落とし一覧に対するShortcut
(s)(ｼｮｰﾄｶｯﾄ)で現れます。
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独自ｼｮｰﾄｶｯﾄ ｷｰ作成

どれかの命令に対して新しいｼｰﾄｶｯﾄ ｷｰを作成したり、存在する組み合わせを持つ命令に対するｼｮｰﾄｶｯﾄ ｷｰ組み合わせを変更す
ることができます。

新しいｼｮｰﾄｶｯﾄ ｷｰ組み合わせを作成

 1. Tools(ﾂｰﾙ)ﾒﾆｭｰでOptions(任意選択)をｸﾘｯｸしてください。

 2. Environment(環境)ﾌｫﾙﾀﾞを展開してKeyboard(ｷｰﾎﾞｰﾄﾞ)を選んでください。

注: Keyboard(ｷｰﾎﾞｰﾄﾞ)ﾍﾟｰｼﾞが見えない場合、Options(任意選択)ﾀﾞｲｱﾛｸﾞ枠の左下に位置するShow all settings(全ての設定を
表示)をﾁｪｯｸしてください。

Show commands containing(命令内容表示)枠で空白なしで命令の名前を入力してください。

例えば、solutionexplorer(解決策ｴｸｽﾌﾟﾛｰﾗ)

 3. 一覧でｼｮｰﾄｶｯﾄ ｷｰ組み合わせに割り当てたい命令を選んでください。

 4. Use new shortcut(新しいｼｮｰﾄｶｯﾄを使用)引き落とし一覧でｼｮｰﾄｶｯﾄを使いたい機能領域を選んでください。例えば、ｼｮｰﾄｶｯﾄを
状況で動くようにしたいなら、Global(全域)を選ぶことができます。別のｴﾃﾞｨﾀで(Globalとして)同じｼｮｰﾄｶｯﾄが配置されていない限
り、それを使うことができます。さもなければ、ｴﾃﾞｨﾀはｼｮｰﾄｶｯﾄを無効にします。

注: 以下のｷｰはGlobalで命令に割り当てることができません。Print Screen/System Request、Scroll Lock、Pause/Break、Tab、
Caps Lock、Insert、Home、End、Page Up、Page Down、Windowsﾛｺﾞ ｷｰ、応用ｷｰ、矢印ｷｰのどれも、Enter、Num Lock、
Delete、数字ｷｰ部のClear、Ctrl+Alt+Delete

 5. Press shortcut key(s)(ｼｮｰﾄｶｯﾄ ｷｰ押下)枠にｶｰｿﾙを置いて、その後に命令への使用を意図するｷｰの組み合わせを入力するの
にｷｰﾎﾞｰﾄﾞを使ってください。

注: ｼｮｰﾄｶｯﾄは文字との組み合わせでShift、Alt、Ctrlを含むことができます。配置体系に於いてｷｰ組み合わせが既に別の命令
に割り当てられているかを見るために、Shortcut currently used by(～によって使われ現在のｼｰﾄｶｯﾄ)枠を調べることを確実
にしてください。組み合わせが既に使われている場合、別の組み合わせを入力する前にｷｰ組み合わせを削除するためにBa 
ck Spaceを押してください。

 6. Assign(割り当て)をｸﾘｯｸしてください。

注: Assign(割り当て)釦を用いることによって行った変更はCancel(取り消し)釦をｸﾘｯｸした場合に取り消されません。

ｴｸｽﾎﾟｰﾄとｲﾝﾎﾟｰﾄのｼｮｰﾄｶｯﾄ ｷｰ

他のものがﾃﾞｰﾀをｲﾝﾎﾟｰﾄできるように情報をﾌｧｲﾙにｴｸｽﾎﾟｰﾄ(出力)することによって現在のｷｰﾎﾞｰﾄﾞ配置体系でｼｮｰﾄｶｯﾄ ｷｰ組み
合わせを共用することができます。

ｼｮｰﾄｶｯﾄ ｷｰだけをｴｸｽﾎﾟｰﾄ

 1. Tools(ﾂｰﾙ)ﾒﾆｭｰでImport and Export Settings(設定のｲﾝﾎﾟｰﾄとｴｸｽﾎﾟｰﾄ)ｳｨｻﾞｰﾄﾞを選んでください。

 2. Export select environment settings(選択環境設定をｴｸｽﾎﾟｰﾄ)を選び、その後にNext(次へ)をｸﾘｯｸしてください。

 3. What settings do you want to export?(ｴｸｽﾎﾟｰﾄしたい設定は何?)下で既定によって選ばれた全ての区分を解除してください。

 4. Options(任意選択)を展開し、その後にEnvironment(環境)を展開してください。

 5. Keyboard(ｷｰﾎﾞｰﾄﾞ)を選び、その後にNext(次へ)をｸﾘｯｸしてください。

 6. What do you want to name your settings file?(設定ﾌｧｲﾙ名は?)に対し名前を入力し、その後にFinish(終了)をｸﾘｯｸしてください。

ｼｮｰﾄｶｯﾄ ｷｰだけをｲﾝﾎﾟｰﾄ

 1. Tools(ﾂｰﾙ)ﾒﾆｭｰでImport and Export Settings(設定のｲﾝﾎﾟｰﾄとｴｸｽﾎﾟｰﾄ)ｳｨｻﾞｰﾄﾞを選んでください。

 2. Import select environment settings(選択環境設定をｲﾝﾎﾟｰﾄ)を選び、その後にNext(次へ)をｸﾘｯｸしてください。

 3. 単に新しい設定をｲﾝﾎﾟｰﾄして現在の設定に上書きするのでNo(いいえ)をｸﾘｯｸし、その後にNext(次へ)をｸﾘｯｸしてください。

 4. My Settings(私の設定)下でｲﾝﾎﾟｰﾄしたいｼｮｰﾄｶｯﾄ ｷｰを含む設定ﾌｧｲﾙを選ぶか、または正しい設定ﾌｧｲﾙの位置を突き止める
ためBrowse(検索)をｸﾘｯｸしてください。

 5. Next(次へ)をｸﾘｯｸしてください。

 6. Which settings do you want to import?(ｲﾝﾎﾟｰﾄしたい設定はどれ?)下で全ての区分を解除してください。

 7. Options(任意選択)を展開し、その後にEnvironment(環境)を展開してください。

 8. Keyboard(ｷｰﾎﾞｰﾄﾞ)を選び、その後にFinish(終了)をｸﾘｯｸしてください。

10.3.1.8. 開始ﾍﾟｰｼﾞ - Microchip Studio開始時に表示される既定UIを変更

 1. Tools(ﾂｰﾙ)ﾒﾆｭｰでOptions(任意選択)を選んでください。

 2. Environment(環境)ﾌｫﾙﾀﾞを展開してStartup(始動)を選んでください。

 3. At start-up(始動で)引き落とし一覧から任意選択の1つを選んでください。

 4. OKをｸﾘｯｸしてください。
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この変更は次回Microchip Studio開始後に効果を生じます。

Microchip Studio開始時に、もしあれば何の内容かまたは使用者ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ(UI)を指定するのにこのﾍﾟｰｼﾞを使ってください。この
ﾍﾟｰｼﾞにｱｸｾｽするにはTools(ﾂｰﾙ)ﾒﾆｭｰでOptions(任意選択)をｸﾘｯｸし、Environment(環境)ﾌｫﾙﾀﾞを展開し、その後にStartup(始動)
をｸﾘｯｸしてください。Options(任意選択)ﾀﾞｲｱﾛｸﾞ枠の一覧でこのﾍﾟｰｼﾞが現れない場合、Show all settings(全ての設定を表示)を選ん
でください。

注: ﾀﾞｲｱﾛｸﾞ枠で利用可能な任意選択とあなたが見るﾒﾆｭｰ命令の名前と位置はあなたの有効な設定や版に応じてﾍﾙﾌﾟで記述され
るものと違うかもしれません。このﾍﾙﾌﾟ ﾍﾟｰｼﾞは全般的な開発設定を念頭に置いて書かれました。設定を変更するにはTools(ﾂｰ
ﾙ)ﾒﾆｭｰからImport and Export Settings(設定のｲﾝﾎﾟｰﾄとｴｸｽﾎﾟ-ﾄ)をｸﾘｯｸしてください。

At start-up (始動で)

Microchip Studioを開始する度に見たいものを指定することができます。

Open Home page (ﾎｰﾑ ﾍﾟｰｼﾞを開く)

Options(任意選択)ﾀﾞｲｱﾛｸﾞ枠⇒Environment(環境)⇒Web Browser(ｳｪﾌﾞ ﾌﾞﾗｳｻﾞ)⇒Home page(ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ)任意選択によって指定さ
れる既定ｳｪﾌﾞ ﾍﾟｰｼﾞを表示します。

Load last loaded solution (最後に読み込んだ解決策を読み込み)

最後に保存された解決策をそれの以前の状態で読み込みます。それが最後に閉じられた時にその解決策で開かれていたどのﾌｧｲ
ﾙもMicrochip Studio開始時に開かれて表示されます。Microchip Studioを抜ける時に解決策が全く読み込まれていない場合、戻る
時にも解決策は全く読み込まれません。

Show Open Project dialog box (ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄを開くﾀﾞｲｱﾛｸﾞ枠を表示)

Microchip Studio開始時にOpen Project(ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄを開く)ﾀﾞｲｱﾛｸﾞ枠を表示します。このﾀﾞｲｱﾛｸﾞ枠はOptions(任意選択)ﾀﾞｲｱﾛｸﾞ枠⇒
Environment(環境)⇒Projects and Solutions(ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄと解決策)のMicrochip Studio Projects location(Microchip Studioﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ位
置)領域で設定されるﾌｫﾙﾀﾞを使います。

Show New Project dialog box (新しいﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ ﾀﾞｲｱﾛｸﾞ枠を表示)

Microchip Studio開始時にNew Project(新しいﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ)ﾀﾞｲｱﾛｸﾞ枠を表示します。

Show empty environment (空の環境を表示)

Microchip Studio開始時に空の統合開発環境(IDE)を表示します。

Show Start Page (開始ﾍﾟｰｼﾞを表示)

Microchip Studio開始時に現在適用される設定で関連付けされた開始ﾍﾟｰｼﾞを表示します。

Start Page news channel (開始ﾍﾟｰｼﾞのﾆｭｰｽ ﾁｬﾈﾙ)

開始ﾍﾟｰｼﾞのMicrochip Studio News項の内容を表示するのに使われるRSSﾌｨｰﾄﾞを指定します。

Download content every n minutes (n分毎に内容をﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ)

開始ﾍﾟｰｼﾞ用の新しいRSSﾌｨｰﾄﾞ内容と製品見出しをどの位の頻度でIDEが調べるかを指定します。この設定が選ばれない場合、新
しいRSSﾌｨｰﾄﾞ内容と製品見出しは開始ﾍﾟｰｼﾞにﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞされません。

Customize Start Page (開始ﾍﾟｰｼﾞ独自化)

ｲﾝｽﾄｰﾙされた独自開始ﾍﾟｰｼﾞがある場合、どの開始ﾍﾟｰｼﾞが読み込まれるかを指定することができます。Customize Start Page(開始
ﾍﾟｰｼﾞ独自化)ﾄﾞﾛﾌﾟ ﾀﾞｳﾝ ﾘｽﾄは既定Microchip Studio開始ﾍﾟｰｼﾞを読み込むための入り口(Default Start Page(既定開始ﾍﾟｰｼﾞ))とｼｽ
ﾃﾑ上の各独自開始ﾍﾟｰｼﾞ用の入り口を含みます。

使用者開始ﾍﾟｰｼﾞﾃﾞｨﾚｸﾄﾘ内のどの.XAMLﾌｧｲﾙも独自開始ﾍﾟｰｼﾞを考慮されます。より多くの情報については独自開始ﾍﾟｰｼﾞをご覧
ください。

10.3.1.9. Import and Export Settings (設定のｲﾝﾎﾟｰﾄとｴｸｽﾎﾟｰﾄ)

ｻｰﾊﾞｰ上に保存されるﾁｰﾑ設定ﾌｧｲﾙを使うかどうかを指定するだけでなく、保存する設定ﾌｧｲﾙに対する特性を設定するのにも
Options(任意選択)ﾀﾞｲｱﾛｸﾞ枠のこのﾍﾟｰｼﾞを使ってください。 Tools(ﾂｰﾙ)ﾒﾆｭｰからOptions(任意選択)を選んでEnvironment(環境)
ﾌｫﾙﾀﾞからImport and Export Settings(設定のｲﾝﾎﾟｰﾄとｴｸｽﾎﾟｰﾄ)ﾍﾟｰｼﾞを選ぶことによってこのﾀﾞｲｱﾛｸﾞ枠にｱｸｾｽすることができま
す。

助言: 一覧でこのﾍﾟｰｼﾞが現れない場合、Options(任意選択)ﾀﾞｲｱﾛｸﾞ枠でShow all settings(全ての設定を表示)を選んでくだ
さい。

注: ﾀﾞｲｱﾛｸﾞ枠で利用可能な任意選択とあなたが見るﾒﾆｭｰ命令の名前と位置はあなたの有効な設定や版に応じてﾍﾙﾌﾟで記述され
るものと違うかもしれません。このﾍﾙﾌﾟ ﾍﾟｰｼﾞは全般的な開発設定を念頭に置いて書かれました。設定を変更するにはTools(ﾂｰ
ﾙ)ﾒﾆｭｰからImport and Export Settings(設定のｲﾝﾎﾟｰﾄとｴｸｽﾎﾟｰﾄ)を選んでください。

自動の読み込みと保存の設定

Automatically save my settings to this file: (私の設定をこのﾌｧｲﾙに自動保存)

現在使っている.vssetingsﾌｧｲﾙの場所と名前を表示します。IDEを閉じる時にｳｨﾝﾄﾞｳ移動や任意選択変更のようにあなたが行ったど
の変更もこの現在のﾌｧｲﾙに保存されます。次にIDEを開始する時にこの設定が読まれて設定されます。
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ﾁｰﾑ設定

Use team settings file: (ﾁｰﾑ設定ﾌｧｲﾙを使用)

選択時、Browse(検索)釦を使うことによって共有する.vssetingsﾌｧｲﾙへ誘導することを許します。この設定ﾌｧｲﾙはより新しい版が利
用可能な場合をMicrochip Studioが検出する度毎に自動的に再適用されます。

注: ﾁｰﾑ設定ﾌｧｲﾙの場所はUNCﾊﾟｽまたは局所ﾊﾟｽとして指定されなければなりません。URLと他の規約は支援されないﾊﾟｽです。

10.3.1.10. Task List (ﾀｽｸ一覧)

この任意選択はTask List(ﾀｽｸ一覧)覚書を生成する注釈通票の追加、削除、変更を許します。これらの設定を表示するにはTools
(ﾂｰﾙ)ﾒﾆｭｰからOptions(任意選択)を選び、Environment(環境)ﾌｫﾙﾀﾞを展開し、Task List(ﾀｽｸ一覧)を選んでください。

Confirm deletion of tasks (ﾀｽｸの削除を確認)

選択時、使用者ﾀｽｸがTask List(ﾀｽｸ一覧)から削除される時に必ずﾒｯｾｰｼﾞ枠が表示され、削除の確認を許します。

注: Task Comment(ﾀｽｸ注釈)を削除するには注釈を見つけるためにﾘﾝｸを使い、その後にあなたのｺｰﾄﾞからそれを取り去ってくださ
い。

Hide full file paths (完全なﾌｧｲﾙ ﾊﾟｽを隠す)

選択時、Task List(ﾀｽｸ一覧)のFile(ﾌｧｲﾙ)列はそれらの完全なﾊﾟｽではなく、編集されるべきﾌｧｲﾙ名だけを表示します。

通票 (ﾄｰｸﾝ)

Token List(通票一覧)からの通票で始まるﾃｷｽﾄのあなたのｺｰﾄﾞに注釈を挿入する時に、Task List(ﾀｽｸ一覧)は編集のためにﾌｧｲﾙ
が開かれる時は必ず新しい入り口としてあなたの注釈を表示します。ｺｰﾄﾞ内の注釈行へ直接飛ぶのにこのﾀｽｸ一覧入り口をｸﾘｯｸす
ることができます。

Token List (通票一覧)

通票の一覧を表示、独自通票の追加と削除を許します。注釈通票は大文字/小文字を区別します。

注: Token List(通票一覧)で現れるように望む通票を正確に入力しなかった場合、注釈ﾀｽｸが通票一覧で表示されません。

Priority (優先権)

選んだ通票を使うﾀｽｸの優先権を設定します。この通票で始めるﾀｽｸ注釈はToken List(通票一覧)で指示された優先権を自動的
に割り当てられます。

Name (名前)

通票文字列を入力してください。これはAdd(追加)釦を許可します。Add(追加)でこの文字列がToken List(通票一覧)に含められ、
この名前で始まる注釈がTask List(ﾀｽｸ一覧)に表示されます。

Add (追加)

新しい名前を入力する時に許可されます。Name(名前)とPriority(優先権)の領域で入力された値を用いて新しい通票を追加するに
はｸﾘｯｸしてください。

Delete (削除)

Token List(通票一覧)から選ばれた通票を削除するにはｸﾘｯｸしてください。既定注釈通票を削除することはできません。

Change (変更)

Name(名前)とPriority(優先権)の領域で入力された値を用いて既存の通票に変更を行うにはｸﾘｯｸしてください。

注: 既定注釈通票を改名または削除することはできませんが、それの優先権ﾚﾍﾞﾙを変更することができます。

10.3.1.11. ｳｪﾌﾞ ﾌﾞﾗｳｻﾞ任意選択

内部ｳｪﾌﾞ ﾌﾞﾗｳｻﾞとｲﾝﾀｰﾈｯﾄ ｴｸｽﾌﾟﾛｰﾗの両方に対する任意選択を設定します。このﾀﾞｲｱﾛｸﾞ枠にｱｸｾｽするにはTools(ﾂｰﾙ)ﾒﾆｭｰ
でOptions(任意選択)をｸﾘｯｸし、Environment(環境)ﾌｫﾙﾀﾞを展開し、Web Browser(ｳｪﾌﾞ ﾌﾞﾗｳｻﾞ)を選びます。

注: あなたが見るﾀﾞｲｱﾛｸﾞ枠とﾒﾆｭｰ命令はあなたの有効な設定や版に応じてﾍﾙﾌﾟで記述されるものと違うかもしれません。設定を変
更するにはTools(ﾂｰﾙ)ﾒﾆｭｰからImport and Export Settings(設定のｲﾝﾎﾟｰﾄとｴｸｽﾎﾟ-ﾄ)を選んでください。より多くの情報につい
ては設定での動きをご覧ください。

注意: ｳｪﾌﾞから或るﾌｧｲﾙや構成部品を開くことはｺﾝﾋﾟｭｰﾀ上でｺｰﾄﾞを実行することで有り得ます。

Home page (ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ)

統合開発環境ｳｪﾌﾞ ﾍﾟｰｼﾞを開く時に表示されるﾍﾟｰｼﾞを設定します。

Search page (検索ﾍﾟｰｼﾞ)

内部ｳｪﾌﾞ ﾌﾞﾗｳｻﾞに対してSearch(検索)ﾍﾟｰｼﾞの指示を許します。この場所は統合開発環境(IDE)の外側で始められるｲﾝﾀｰﾈｯﾄ ｴｸｽ
ﾌﾟﾛｰﾗの実体によって使われる検索ﾍﾟｰｼﾞと異なるようにすることができます。

View Source in (～にｿｰｽを表示)

内部ｳｪﾌﾞ ﾌﾞﾗｳｻﾞからﾍﾟｰｼﾞ上のView Source(ｿｰｽを表示)を選ぶ時にｳｪﾌﾞ ﾍﾟｰｼﾞを開くのに使われるｴﾃﾞｨﾀを設定します。
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Source editor (ｿｰｽ ｴﾃﾞｨﾀ)

ｺｰﾄﾞとﾃｷｽﾄのｴﾃﾞｨﾀでｿｰｽを見るために選びます。

HTML editor (HTMLｴﾃﾞｨﾀ)

HTML設計部でｿｰｽを見るために選びます。設計表示部、またはﾃｷｽﾄに基づく標準ｿｰｽ表示部の2つの表示部の1つでｳｪﾌﾞ ﾍﾟｰｼﾞ
を編集するにはこの選択を使ってください。

External editor (外部ｴﾃﾞｨﾀ)

別のｴﾃﾞｨﾀでｿｰｽを見るために選びます。選んだ何れかのｴﾃﾞｨﾀ、例えば、Notepad.exeのﾊﾟｽを指定してください。

Internet Explorer Options (ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ ｴｸｽﾌﾟﾛｰﾗ任意選択)

Internet Properties(ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ ﾌﾟﾛﾊﾟﾃｨ)ﾀﾞｲｱﾛｸﾞ枠でｲﾝﾀｰﾈｯﾄ ｴｸｽﾌﾟﾛｰﾗに対する任意選択を変更するにはｸﾘｯｸしてください。この
ﾀﾞｲｱﾛｸﾞ枠で行った変更は内部ｳｪﾌﾞ ﾌﾞﾗｳｻﾞとMicrochip Studio IDEの外側で(例えば、STARTﾒﾆｭｰから)始められたｲﾝﾀｰﾈｯﾄ ｴｸｽ
ﾌﾟﾛｰﾗの実体の両方に影響を及ぼします。

10.3.1.12. 独自開始ﾍﾟｰｼﾞ

Microchip Studioの開始ﾍﾟｰｼﾞはMicrochip Studioﾂｰﾙ ｳｨﾝﾄﾞｳで走行するWindows提案基礎(WPF:Windows Presentation Foundatio 
n)拡張可能応用ﾀｸﾞ付け言語(XAML:Extensible Application Markup Language)ﾍﾟｰｼﾞです。開始ﾍﾟｰｼﾞ ﾂｰﾙ ｳｨﾝﾄﾞｳはMicrochip Stu 
dio内部命令を走らせることができます。Microchip Studioが開始すると、現在の既定開始ﾍﾟｰｼﾞを開きます。第三者の開始ﾍﾟｰｼﾞをｲﾝ
ｽﾄｰﾙした場合、Options(任意選択)ﾀﾞｲｱﾛｸﾞ枠を用いることによってそのﾍﾟｰｼﾞを既定として設定することができます。

独自開始ﾍﾟｰｼﾞのｲﾝｽﾄｰﾙと適用

拡張管理部(Extenssion Manager)のｵﾝﾗｲﾝ陳列室部を使うことによって独自開始ﾍﾟｰｼﾞをｲﾝｽﾄｰﾙすることができます。独自開始ﾍﾟｰ
ｼﾞを含む.vsixﾌｧｲﾙの位置を突き止めて開くことによってｳｪﾌﾞ ｻｲﾄまたはﾛｰｶﾙのｲﾝﾄﾗﾈｯﾄのﾍﾟｰｼﾞから直接、または開始ﾍﾟｰｼﾞを複
写してそれらをｺﾝﾋﾟｭｰﾀのDocuments\Atmel Studio\7.0\StartPages\ﾌｫﾙﾀﾞに貼り付けることによってｲﾝｽﾄｰﾙすることもできます。

Options(任意選択)ﾀﾞｲｱﾛｸﾞ枠でそれを選ぶことによって独自開発ﾍﾟｰｼﾞを適用することができます。拡張管理部によってｲﾝｽﾄｰﾙした
開始ﾍﾟｰｼﾞは拡張名[InstalledExtension]としてCustomize Start Page(独自化した開始ﾍﾟｰｼﾞ)一覧に現れます。\StartPagesﾌｫﾙﾀﾞに
投下された開始ﾍﾟｰｼﾞは以下の例で示されるように、一覧登録で部分的なﾌｧｲﾙ ﾊﾟｽを含みます。

Documents\Atmel Studio\7.0\StartPages\StartPage.xaml

独自開始ﾍﾟｰｼﾞを適用

 1. Tools(ﾂｰﾙ)ﾒﾆｭｰでOptions(任意選択)をｸﾘｯｸしてください。

 2. Options(任意選択)ﾀﾞｲｱﾛｸﾞ枠の左側でEnvironment(環境)節点を展開し、その後にStartup(始動)をｸﾘｯｸしてください。

 3. Customize Start Page(開始ﾍﾟｰｼﾞ独自化)一覧で望む開始ﾍﾟｰｼﾞを選んでください。

 4. この一覧は使用者開始ﾍﾟｰｼﾞ ﾌｫﾙﾀﾞとｲﾝｽﾄｰﾙされた開始ﾍﾟｰｼﾞ型の拡張の全ての.xamlﾌｧｲﾙを含みます。

 5. OKをｸﾘｯｸしてください。

10.3.2. ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ任意選択

10.3.2.1. General Settings (全般設定)

Microchip Studioﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ ﾌｫﾙﾀﾞの既定ﾊﾟｽを設定し、開発して構築されるﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄとしてOutput(出力)ｳｨﾝﾄﾞｳ、Task List(ﾀｽｸ一
覧)、Solution Explorer(解決策ｴｸｽﾌﾟﾛｰﾗ)の既定の動きを決めます。このﾀﾞｲｱﾛｸﾞ枠にｱｸｾｽするにはTools(ﾂｰﾙ)ﾒﾆｭｰでOptions(任
意選択)をｸﾘｯｸし、Projects and Solutions(ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄと解決策)を展開し、General(全般)をｸﾘｯｸしてください。

注: ﾀﾞｲｱﾛｸﾞ枠で利用可能な任意選択とあなたが見るﾒﾆｭｰ命令の名前と位置はあなたの有効な設定や版に応じてﾍﾙﾌﾟで記述され
るものと違うかもしれません。このﾍﾙﾌﾟ ﾍﾟｰｼﾞは全般的な開発設定を念頭に置いて書かれました。設定を見るまたは変更するに
はTools(ﾂｰﾙ)ﾒﾆｭｰでImport and Export Settings(設定のｲﾝﾎﾟｰﾄとｴｸｽﾎﾟ-ﾄ)を選んでください。

Projects location (ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ位置)

新しいﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄと解決策のﾌｫﾙﾀﾞとﾃﾞｨﾚｸﾄﾘが作成される既定位置を設定します。いくつかのﾀﾞｲｱﾛｸﾞ枠もﾌｫﾙﾀﾞ開始点用にこの任
意選択で設定される位置を使います。Open Project(ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄを開く)ﾀﾞｲｱﾛｸﾞ枠はMy Project(私のﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ)ｼｮｰﾄｶｯﾄに対してこの
位置を使います。

User project templates location (使用者ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ雛形位置)

My Templates(私の雛形)の一覧を作成するためにNew Project(新しいﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ)ﾀﾞｲｱﾛｸﾞ枠によって使われる既定位置を設定しま
す。

User item templates location (使用者項目雛形位置)

My Templates(私の雛形)の一覧を作成するためにAdd New Item(新しい項目を追加)ﾀﾞｲｱﾛｸﾞ枠によって使われる既定位置を設定し
ます。

Always show Error List if build finishes with errors (構築異常終了で常に異常一覧を表示)

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄが構築を失敗した場合にだけ、構築完了でError List(異常一覧)ｳｨﾝﾄﾞｳを開きます。構築処理中に起きた異常が表示され
ます。この任意選択が解除されると、構築が完了する時に異常が未だ起きていても、このｳｨﾝﾄﾞｳは開きません。この任意選択は既定
によって許可されます。
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Track Active Item in Solution Explorer (解決策ｴｸｽﾌﾟﾛｰﾗで活性な項目を探知)

選択時、Solution Explorer(解決策ｴｸｽﾌﾟﾛｰﾗ)が自動的に開いて活性な項目が選択されます。あなたがﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄまたは解決策で違う
ﾌｧｲﾙで、または設計部で違う構成部品で作業すると、選択された項目が変わります。この任意選択が解除されると、解決策ｴｸｽﾌﾟﾛｰ
ﾗでの選択は自動的に変更しません。この任意選択は既定によって許可されます。

Show advanced build configurations (高度な構築構成設定を表示)

選択時、Project Property Pages(ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ ﾌﾟﾛﾊﾟﾃｨ ﾍﾟｰｼﾞ)ﾀﾞｲｱﾛｸﾞ枠とSolution Property Pages(解決策ﾌﾟﾛﾊﾟﾃｨ ﾍﾟｰｼﾞ)ﾀﾞｲｱﾛｸﾞ枠で
構築構成設定任意選択が現れます。解除時、Project Property Pagesﾀﾞｲｱﾛｸﾞ枠と1つの構成設定、またはﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ(Debu g)と公開
(Release)の2つの構成設定を含むﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄに対するSolution Property Pagesﾀﾞｲｱﾛｸﾞ枠で構築構成設定任意選択が現れません。ﾌﾟ
ﾛｼﾞｪｸﾄが使用者定義構成設定を持つ場合、構築構成設定任意選択が表示されます。

非選択時、Build(構築)ﾒﾆｭｰ上のBuild Solution(解決策構築)、Rebuild Solution(解決策再構築)、Clearn Solution(解決策解消)のよう
な命令は公開(Release)構成設定で実行され、Debug(ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ)ﾒﾆｭｰ上のStart Debugging(ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ開始)、Start Without Debugging(ﾃﾞ
ﾊﾞｯｸﾞなしで開始)のような命令はﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ(Debug)構成設定で実行されます。

Always show solution (常に解決策を表示)

選択時、解決策と解決策で動作する全ての命令が常にIDEで表示されます。解除時、全てのﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄが独立型ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄとして作成
され、解決策が1つのﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄだけを含む場合、IDEに於いてSolution Explorer(解決策ｴｸｽﾌﾟﾛｰﾗ)での解決策や解決策で動作する
命令を見れません。

Save new projects when created (作成時に新しいﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄを保存)

選択時、New Project(新しいﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ)ﾀﾞｲｱﾛｸﾞ枠でﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ用の位置を指定することができます。解除時、全ての新しいﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄは
一時ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄとして作成されます。一時ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄで作業すると、ﾃﾞｨｽｸ位置を指定することなくﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄを作成して実験することがで
きます。

Warn user when the project location is not trusted (ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ位置が信用されない時に使用者に警告)

完全に信用されない場所(例えば、UNCﾊﾟｽやHTTPﾊﾟｽ上)で新しいﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄを作成しようとしたり、または既存ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄを開こうとし
たりした場合、ﾒｯｾｰｼﾞが表示されます。完全に信用されない場所でﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄを作成または開こうとする度毎にﾒｯｾｰｼﾞが表示される
かどうかを指定するにはこの任意選択を使ってください。

Show Output window when build starts (構築開始時に出力ｳｨﾝﾄﾞｳを表示)

解決策構築の初めに於いてIDEで自動的にOutput(出力)ｳｨﾝﾄﾞｳを表示します。

Prompt for symbolic renaming when renaming files (ﾌｧｲﾙ改名時に象徴的改名のための指示を求める)

選択時、Microchip Studioがｺｰﾄﾞ要素に対してﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ内の全ての参照も改名するか否かを問うﾒｯｾｰｼﾞ枠を表示します。

10.3.2.2. Build and Run (構築して走行) 任意選択

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄまたはそれの解決策が構築される時に変更したﾌｧｲﾙが自動的に保存されるかどうか、同時に構築することができる最大
Visual C++ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ数、Run(走行)での或る既定の動きを決めます。このﾀﾞｲｱﾛｸﾞ枠にｱｸｾｽするにはTools(ﾂｰﾙ)ﾒﾆｭｰでOptions(任
意選択)をｸﾘｯｸし、Projects and Solutions(ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄと解決策)をｸﾘｯｸし、その後にBuild and Run(構築して走行)をｸﾘｯｸしてください。

Save all changes (全ての変更を保存)

F5押下またはDebug(ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ)ﾒﾆｭｰでStart(開始)またはBuild(構築)ﾒﾆｭｰでBuild(構築)をｸﾘｯｸする時に、最後に構築してから変更さ
れた解決策ﾌｧｲﾙと全てのﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ ﾌｧｲﾙへの変更を自動的に保存します。指示要求表示は全く与えられません。項目はそれらの
現在の名前で保存されます。既定によってこの任意選択は許可されます。

Save changes to open documents only (開いた文書だけ変更を保存)

F5押下またはDebug(ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ)ﾒﾆｭｰでStart(開始)またはBuild(構築)ﾒﾆｭｰでBuild(構築)をｸﾘｯｸする時に、開いた全ての文書への変
更を自動的に保存します。指示要求表示は全く与えられません。

Prompt to save all changes (全ての変更を保存ための指示要求表示)

選択時、F5押下またはDebug(ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ)ﾒﾆｭｰでStart(開始)またはBuild(構築)ﾒﾆｭｰでBuild(構築)をｸﾘｯｸする時に、解決策とﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ
項目への変更を保存したいかどうかを問うﾀﾞｲｱﾛｸﾞ枠を表示します。ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄに名前と場所を割り当てることができるようにSave As(～
として保存)ﾀﾞｲｱﾛｸﾞ枠が表示されます。この任意選択が選ばれない場合、変更を含むﾒﾓﾘ ｲﾒｰｼﾞを使って走行しますが、その変更
は保存されません。

Don't save any changes (どの変更も保存しない)

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ走行時、統合開発環境(IDE)は開いた文章内のｺｰﾄﾞ版を走らせ、開いた文書への変更を保存しません。

Maximum number of parallel project builds (最大並行構築ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ数)

同時に構築することができる最大ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ数を指定します。構築処理を最適化するため、最大並列構築ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ数は自動的にｺﾝ
ﾋﾟｭｰﾀのCPU数に設定されます。最大は32です。

Only build start-up projects and dependencies on Run (始動ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄと走行での依存性だけ構築)

選択時、F5押下またはDebug(ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ)ﾒﾆｭｰでStart(開始)またはBuild(構築)ﾒﾆｭｰでBuild(構築)でのｸﾘｯｸは始動ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄとそれの
依存性だけを構築します。この任意選択が解除されると、F5押下は全てのﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ、依存性、解決策ﾌｧｲﾙを構築します。既定に
よってこの任意選択は解除されます。
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Always build (常に構築)

ﾒｯｾｰｼﾞ枠が表示されずに古いﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ構成設定が構築されます。この任意選択はDo not show this dialog again in the message
(ﾒｯｾｰｼﾞでこのﾀﾞｲｱﾛｸﾞを再び表示しない)を選び、その後にYes(はい)をｸﾘｯｸした時に設定されます。

Never build (決して構築しない)

ﾒｯｾｰｼﾞ枠が表示されずに古いﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ構成設定は構築されません。この任意選択はDo not show this dialog again in the messae
(ﾒｯｾｰｼﾞでこのﾀﾞｲｱﾛｸﾞを再び表示しない)を選び、その後にNo(いいえ)をｸﾘｯｸした時に設定されます。

Prompt to build (構築に対して指示要求表示)

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ構成設定が古い度毎にﾒｯｾｰｼﾞ枠を表示します。

Prompt to launch (発生に対して指示要求表示)

構築異常発生の度毎にﾒｯｾｰｼﾞ枠を表示します。

Do not launch (開始しない)

ﾒｯｾｰｼﾞ枠が表示されずに応用は開始されません。この任意選択はDo not show this dialog again in the messae(ﾒｯｾｰｼﾞでこのﾀﾞｲｱ
ﾛｸﾞを再び表示しない)を選び、その後にNo(いいえ)をｸﾘｯｸした時に設定されます。

Launch old version (古い版を開始)

ﾒｯｾｰｼﾞ枠が表示されずに応用の新しい版が開始されません。この任意選択はDo not show this dialog again in the message(ﾒｯｾｰ
ｼﾞでこのﾀﾞｲｱﾛｸﾞを再び表示しない)を選び、その後にYes(はい)をｸﾘｯｸした時に設定されます。

For new solutions use the currently selected project as the start-up project (新しい解決策に対して始動ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄとして現在選択
されたﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄを使用)

選択時、新しい解決策は始動ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄとして現在選択されたﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄを使います。

MSBuild project build output verbosity (MSBuildﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ構築出力冗長性)

構築出力に対する冗長性ﾚﾍﾞﾙを設定します。より多くの情報についてはMSBuildｺﾏﾝﾄﾞ行参考文献で/verbosityｽｨｯﾁをご覧くださ
い。

MSBuild project build log file verbosity (MSBuildﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ構築記録ﾌｧｲﾙ冗長性)

構築記録ﾌｧｲﾙに対する冗長性ﾚﾍﾞﾙを設定します。より多くの情報についてはMSBuildｺﾏﾝﾄﾞ行参考文献で/verbosityｽｨｯﾁをご覧く
ださい。

10.3.3. ｿｰｽ制御

ｲﾝｽﾄｰﾙされた(SVN,ClearCase,Vault,Gitなどの)ｿｰｽ制御用ﾌﾟﾗｸﾞｲﾝを持つ場合、活性化してｿｰｽ保管場所と共にﾌﾟﾗｸﾞｲﾝを使うた
めに、この部分で引き落とし一覧からそれを選ぶべきです。

10.3.4. ﾃｷｽﾄ ｴﾃﾞｨﾀ任意選択

10.3.4.1. General Settings (全般設定)

このﾀﾞｲｱﾛｸﾞ枠はMicrochip Studioのｺｰﾄﾞとﾃｷｽﾄのｴﾃﾞｨﾀに対する全般設定の変更を許します。このﾀﾞｲｱﾛｸﾞ枠を表示するにはTools
(ﾂｰﾙ)ﾒﾆｭｰでOptions(任意選択)をｸﾘｯｸし、その後にGeneral(全般)をｸﾘｯｸしてください。

注: あなたが見るﾀﾞｲｱﾛｸﾞ枠とﾒﾆｭｰ命令はあなたの有効な設定や版に応じてﾍﾙﾌﾟで記述されるものと違うかもしれません。設定を変
更するにはTools(ﾂｰﾙ)ﾒﾆｭｰからImport and Export Settings(設定のｲﾝﾎﾟｰﾄとｴｸｽﾎﾟ-ﾄ)を選んでください。

Settings (設定)

Drag and drop text editing (ﾄﾞﾗｯｸﾞ&ﾄﾞﾛｯﾌﾟ ﾃｷｽﾄ編集)

選択時、これは現在の文書または他の何れかの開いた文書内の別の位置へﾏｳｽでﾃｷｽﾄを選択して引き摺る(ﾄﾞﾗｯｸﾞする)ことに
よってﾃｷｽﾄを移動することを許可します。

Automatic delimiter highlighting (自動分離子強調表示)

選択時、一致する中括弧だけなく、ﾊﾟﾗﾒｰﾀや項目値対を分離する分離子文字も強調表示されます。

Track changes (変更経緯)

選択時、ｺｰﾄﾞ ｴﾃﾞｨﾀの選択余白は最近変更されたｺｰﾄﾞを記すために黄色の垂直線を、変更されないｺｰﾄﾞの次に緑色の垂直線を
表示します。

Auto-detect UTF-8 encoding without signature (署名なしでUTF-8符号化を自動検出)

既定によって、ｴﾃﾞｨﾀはﾊﾞｲﾄ順の記号や文字ｾｯﾄの札を検索することによって符号化を検出します。現在の文書でどちらも見つけ
られない場合、ｺｰﾄﾞ ｴﾃﾞｨﾀはﾊﾞｲﾄの流れを走査することによってUTF-8符号化自動検出を試みます。符号化の自動検出を禁止す
るにはこの任意選択を解除してください。

Display (表示)

Selection margin (選択余白)

選択時、ｴﾃﾞｨﾀのﾃｷｽﾄ領域の左端に沿って垂直余白が表示されます。ﾃｷｽﾄの行全体を選択するのにこの余白をｸﾘｯｸしたり、ﾃｷｽ
ﾄの連続する行を選択するのにｸﾘｯｸと引き摺り(ﾄﾞﾗｯｸﾞ)をすることができます。
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Indicator margin (指示部余白)

選択時、ｴﾃﾞｨﾀのﾃｷｽﾄ領域の左端の外側に垂直余白が表示されます。この余白をｸﾘｯｸすると、ﾃｷｽﾄに関連するｱｲｺﾝと情報(Tool 
tip)が表示されます。例えば、中断点やﾀｽｸ一覧ｼｮｰﾄｶｯﾄが指示部余白に現れます。指示部余白情報は印刷されません。

Vertical scroll bar (垂直ｽｸﾛｰﾙﾊﾞｰ)

選択時、ｴﾃﾞｨﾀの可視領域外になる構成部分を見るために上下ｽｸﾛｰﾙを許す垂直ｽｸﾛｰﾙﾊﾞｰが表示されます。垂直ｽｸﾛｰﾙﾊﾞｰが
利用できない場合、ｽｸﾛｰﾙするためにPage Up、Page Down、それとｶｰｿﾙ ｷｰを使うことができます。

Horizontal scroll bar (水平ｽｸﾛｰﾙﾊﾞｰ)

選択時、ｴﾃﾞｨﾀの可視領域外になる構成部分を見るために左右ｽｸﾛｰﾙを許す水平ｽｸﾛｰﾙﾊﾞｰが表示されます。水平ｽｸﾛｰﾙﾊﾞｰが
利用できない場合、ｽｸﾛｰﾙするためにｶｰｿﾙ ｷｰを使うことができます。

10.3.4.2. ﾌｧｲﾙ拡張と連携

ｿｰｽ ﾌｧｲﾙ拡張のﾂｰﾙ連携を指定することができます。

10.3.4.3. General Language (言語全般) 任意選択

このﾀﾞｲｱﾛｸﾞ枠はｺｰﾄﾞ ｴﾃﾞｨﾀの既定の動き変更を許します。これらの設定はHTML Designer's Source(HTML設計者のｿｰｽ)表示部
のようなｺｰﾄﾞ ｴﾃﾞｨﾀに基づく他のｴﾃﾞｨﾀにも適用します。このﾀﾞｲｱﾛｸﾞ枠を開くにはTools(ﾂｰﾙ)ﾒﾆｭｰからOptions(任意選択)を選んで
ください。Text Editor(ﾃｷｽﾄ ｴﾃﾞｨﾀ)ﾌｫﾙﾀﾞ内でAll Languages(全言語)副ﾌｫﾙﾀﾞを展開してからGeneral(全般)を選んでください。

注意 このﾍﾟｰｼﾞは全ての開発言語に対する既定任意選択を設定します。このﾀﾞｲｱﾛｸﾞ内の任意選択をﾘｾｯﾄすることはここでど
んな選択が選ばれても全ての言語でGeneral(全般)任意選択をﾘｾｯﾄすることを憶えて置いてください。単に1つの言語につ
いてﾃｷｽﾄ ｴﾃﾞｨﾀ任意選択を変更するにはその言語用の副ﾌｫﾙﾀﾞを展開してそれの任意選択ﾍﾟｰｼﾞを選んでください。

任意選択がいくつかのﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ言語に対するGeneral options(全般任意選択)ﾍﾟｰｼﾞで選択されているけれども他ではされていな
い時に灰色のﾁｪｯｸ記号が表示されます。

注: あなたが見るﾀﾞｲｱﾛｸﾞ枠とﾒﾆｭｰ命令はあなたの有効な設定や版に応じてﾍﾙﾌﾟで記述されるものと違うかもしれません。設定を変
更するにはTools(ﾂｰﾙ)ﾒﾆｭｰからImport and Export Settings(設定のｲﾝﾎﾟｰﾄとｴｸｽﾎﾟ-ﾄ)を選んでください。

Statement Completion (文完成)

Auto list members (自動ﾒﾝﾊﾞ一覧)

選択時、ｴﾃﾞｨﾀで入力する時にｲﾝﾃﾘｾﾝｽ(ntellisense)によって利用可能なﾒﾝﾊﾞ、ﾌﾟﾛﾊﾟﾃｨ、値、ﾒｿｯﾄﾞのﾎﾟｯﾌﾟｱｯﾌﾟ一覧が表示され
ます。ｺｰﾄﾞに項目を挿入するにはﾎﾟｯﾌﾟｱｯﾌﾟ一覧から何れかの項目を選んでください。この任意選択を選ぶことはHide advanced 
members(老けたﾒﾝﾊﾞを隠す)任意選択を許可します。

Hide advanced members (老けたﾒﾝﾊﾞを隠す)

選択時、最も共通的に使われたそれらの項目だけを表示することによってﾎﾟｯﾌﾟｱｯﾌﾟ文完成一覧を短くします。他の項目はこの一
覧からふるい落とされます。

Parameter information (ﾊﾟﾗﾒｰﾀ情報)

選択時、それの利用可能なﾊﾟﾗﾒｰﾀの全てと共にｴﾃﾞｨﾀ内の挿入点下に現在の宣言または手続きに対する完全な構文が表示され
ます。割り当てることができる次のﾊﾟﾗﾒｰﾀは太字で表示されます。

Settings (設定)

Enable virtual space (仮想空間許可)

この任意選択が選ばれてWord wrap(ﾜｰﾄﾞﾗｯﾌﾟ)が解除されると、ｺｰﾄﾞ ｴﾃﾞｨﾀ内の行末の向こうの何処かをｸﾘｯｸして入力することが
できます。この機能はｺｰﾄﾞの次の一貫性のある地点に注釈を配置するのに使うことができます。

Word wrap (ﾜｰﾄﾞﾗｯﾌﾟ)

選択時、見ることができるｴﾃﾞｨﾀ領域を超えて水平方向に延びる行のどの部分も自動的に次の行で表示されます。この任意選択を
選ぶことはShow visual glyphs for word wrap(ﾜｰﾄﾞﾗｯﾌﾟ用視覚記号を表示)任意選択を許可します。

注: ﾜｰﾄﾞﾗｯﾌﾟがONの間、仮想空間(Virtual Space)機能はOFFにされます。

Show visual glyphs for word wrap (ﾜｰﾄﾞﾗｯﾌﾟ用視覚記号を表示)

選択時、次行に丸められた長い行の場所で戻り矢印指示子が表示されます。

これらの指示子を表示することを好まない場合、この任意選択を解除してください。

注: これらの注意の矢印はｺｰﾄﾞに追加されず、印刷もされません。これらは参照用だけです。

Apply Cut or Copy commands to blank lines when there is no selection (選択なし時、空白行に切り取りまたは複写命令を適用)

この任意選択は空白行に挿入点を置いて何も選択せず、その後に複写または切り取りをした時のｴﾃﾞｨﾀの動きを設定します。

この任意選択が選ばれると、空白行は複写または切り取られます。その後に張り付ける場合、新しい空白行が挿入されます。

この任意選択が解除されると、切り取り命令は空白行を取り除きます。けれども、ｸﾘｯﾌﾟﾎﾞｰﾄﾞのﾃﾞｰﾀは保存されます。従って、その
後に張り付け命令を使ったなら、ｸﾘｯﾌﾟﾎﾞｰﾄﾞ上に複写された最も最新の内容が貼り付けられます。前に何も複写されていない場
合、何も貼り付けられません。
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この設定は行が空白でない時に複写や切り取りに影響を及ぼしません。何も選択されない場合、行全体が複写または切り取られま
す。その後に張り付けをした場合、行全体のﾃｷｽﾄとそれの行終了文字が貼り付けされます。

助言: 空白、ﾀﾌﾞ、行終了用の指示子を表示し、故に全体的な空白行から字下げした行を識別するには、Edit(編集)ﾒﾆｭｰか
らAdvanced(高度)を選んでView White Space(白空間を表示)を選んでください。

Display (表示)

Line numbers (行番号)

選択時、行番号がｺｰﾄﾞの各行の傍に現れます。

注: これらの行番号はｺｰﾄﾞに追加されず、印刷もされません。これらは参照用だけです。

Enable single-click URL navigation (1ｸﾘｯｸURL誘導許可)

選択時、ﾏｳｽ ｶｰｿﾙがｴﾃﾞｨﾀ内のURL上を通る時に指さしに変わります。ｳｪﾌﾞ ﾌﾞﾗｳｻﾞで示されるﾍﾟｰｼﾞを表示するのにURLをｸﾘｯｸ
することができます。

Navigation bar (誘導ﾊﾞｰ)

選択時、ｺｰﾄﾞ ｴﾃﾞｨﾀの上部に誘導ﾊﾞｰが表示されます。それのObjects(ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄ)とMembers(ﾒﾝﾊﾞ)の引き落とし一覧はｺｰﾄﾞ内の
特定のｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄを選び、それのﾒﾝﾊﾞから選び、ｺｰﾄﾞ ｴﾃﾞｨﾀに於いて選んだﾒﾝﾊﾞの宣言へ誘導します。

10.3.4.4. Tabs (ﾀﾌﾞ) ﾀﾞｲｱﾛｸﾞ

このﾀﾞｲｱﾛｸﾞ枠はｺｰﾄﾞ ｴﾃﾞｨﾀの既定の動き変更を許します。これらの設定はHTML Designer's Source(HTML設計者のｿｰｽ)表示部
のようなｺｰﾄﾞ ｴﾃﾞｨﾀに基づく他のｴﾃﾞｨﾀにも適用します。これらの任意選択を表示するにはTools(ﾂｰﾙ)ﾒﾆｭｰからOptions(任意選択)
を選んでください。Text Editor(ﾃｷｽﾄ ｴﾃﾞｨﾀ)ﾌｫﾙﾀﾞ内でAll Languages(全言語)副ﾌｫﾙﾀﾞを展開してからTabs(ﾀﾌﾞ)を選んでください。

注意 このﾍﾟｰｼﾞは全ての開発言語に対する既定任意選択を設定します。このﾀﾞｲｱﾛｸﾞ内の任意選択をﾘｾｯﾄすることはここでど
んな選択が選ばれても全ての言語でTabs(ﾀﾌﾞ)任意選択をﾘｾｯﾄすることを憶えて置いてください。単に1つの言語について
ﾃｷｽﾄ ｴﾃﾞｨﾀを変更するにはその言語用の副ﾌｫﾙﾀﾞを展開してそれの任意選択ﾍﾟｰｼﾞを選んでください。

特定のﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ言語に対してTabs(ﾀﾌﾞ)任意選択ﾍﾟｰｼﾞで違う設定が選ばれた場合、違う字下げに対して”The indentati 
on settings for individual text formats conflict with each other,(個別ﾃｷｽﾄ形式に対する字下げ設定がお互いに矛盾)”ﾒｯ
ｾｰｼﾞと違うﾀﾌﾞ任意選択に対して”The tab settings for individual text formats conflict with each other,(個別ﾃｷｽﾄ形式に
対するﾀﾌﾞ設定がお互いに矛盾)”ﾒｯｾｰｼﾞが表示されます。

注: あなたが見るﾀﾞｲｱﾛｸﾞ枠とﾒﾆｭｰ命令はあなたの有効な設定や版に応じてﾍﾙﾌﾟで記述されるものと違うかもしれません。設定を変
更するにはTools(ﾂｰﾙ)ﾒﾆｭｰからImport and Export Settings(設定のｲﾝﾎﾟｰﾄとｴｸｽﾎﾟ-ﾄ)を選んでください。

Indenting (字下げ)

None (なし)

選択時、新しい行は字下げされません。挿入点は新しい行の最初の列に置かれます。

Block (塊)

選択時、新しい行は自動的に字下げされます。挿入点は先行する行と同じ開始点に置かれます。

Smart (聡明)

選択時、新しい行は他のｺｰﾄﾞ形式設定と開発言語用のｲﾝﾃﾘｾﾝｽ(Intelisense)変換によって、ｺｰﾄﾞ状況に合うように位置付けされま
す。この任意選択は全ての開発言語に対して利用可能ではありません。

例えば、開く中括弧({)と閉じる中括弧(})の間に内包される行は整列された中括弧の位置から追加のﾀﾌﾞ位置で自動的に字下げさ
れるかもしれません。

Tab and indent size (ﾀﾌﾞと字下げの量)

ﾀﾌﾞ位置間と自動字下げに対する空白での距離を設定します。既定は4つの空白です。指定した量を満たすためにﾀﾌﾞ文字、空白
文字、またはその両方が挿入されます。

Insert spaces (空白挿入)

選択時、字下げ操作はﾀﾌﾞ文字ではなく、空白文字だけを挿入します。例えば、ﾀﾌﾞと字下げの量が5に設定される場合、Tabｷｰま
たはFormatting(書式設定)ﾂｰﾙﾊﾞｰでIncrease Indent(字下げ増加)釦を押す時には必ず5つの空白文字が挿入されます。

Keep tabs (ﾀﾌﾞ保持)

選択時、各字下げ操作は1つのﾀﾌﾞ文字を挿入します。

10.3.4.5. AVR® Assembler Language-specific Settings (AVRｱｾﾝﾌﾞﾗ言語特有設定)

10.3.4.5.1. General Language (言語全般) 任意選択

このﾀﾞｲｱﾛｸﾞ枠はｺｰﾄﾞ ｴﾃﾞｨﾀの既定の動き変更を許します。これらの設定はHTML Designer's Source(HTML設計者のｿｰｽ)表示部
のようなｺｰﾄﾞ ｴﾃﾞｨﾀに基づく他のｴﾃﾞｨﾀにも適用します。このﾀﾞｲｱﾛｸﾞ枠を開くにはTools(ﾂｰﾙ)ﾒﾆｭｰからOptions(任意選択)を選んで
ください。Text Editor(ﾃｷｽﾄ ｴﾃﾞｨﾀ)ﾌｫﾙﾀﾞ内でAll Languages(全言語)副ﾌｫﾙﾀﾞを展開してからGeneral(全般)を選んでください。
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注意 このﾍﾟｰｼﾞは全ての開発言語に対する既定任意選択を設定します。このﾀﾞｲｱﾛｸﾞ内の任意選択をﾘｾｯﾄすることはここでど
んな選択が選ばれても全ての言語でGeneral(全般)任意選択をﾘｾｯﾄすることを憶えて置いてください。単に1つの言語につ
いてﾃｷｽﾄ ｴﾃﾞｨﾀ任意選択を変更するにはその言語用の副ﾌｫﾙﾀﾞを展開してそれの任意選択ﾍﾟｰｼﾞを選んでください。

任意選択がいくつかのﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ言語に対するGeneral options(全般任意選択)ﾍﾟｰｼﾞで選択されているけれども他ではされていな
い時に灰色のﾁｪｯｸ記号が表示されます。

注: あなたが見るﾀﾞｲｱﾛｸﾞ枠とﾒﾆｭｰ命令はあなたの有効な設定や版に応じてﾍﾙﾌﾟで記述されるものと違うかもしれません。設定を変
更するにはTools(ﾂｰﾙ)ﾒﾆｭｰからImport and Export Settings(ｲﾝﾎﾟｰﾄとｴｸｽﾎﾟ-ﾄの設定)を選んでください。

Statement Completion (文完成)

Auto list members (自動ﾒﾝﾊﾞ一覧)

選択時、ｴﾃﾞｨﾀで入力する時にｲﾝﾃﾘｾﾝｽ(ntellisense)によって利用可能なﾒﾝﾊﾞ、ﾌﾟﾛﾊﾟﾃｨ、値、ﾒｿｯﾄﾞのﾎﾟｯﾌﾟｱｯﾌﾟ一覧が表示され
ます。ｺｰﾄﾞに項目を挿入するにはﾎﾟｯﾌﾟｱｯﾌﾟ一覧から何れかの項目を選んでください。この任意選択を選ぶことはHide advanced 
members(老けたﾒﾝﾊﾞを隠す)任意選択を許可します。

Hide advanced members (老けたﾒﾝﾊﾞを隠す)

選択時、最も共通的に使われたそれらの項目だけを表示することによってﾎﾟｯﾌﾟｱｯﾌﾟ文完成一覧を短くします。他の項目はこの一
覧からふるい落とされます。

Parameter information (ﾊﾟﾗﾒｰﾀ情報)

選択時、それの利用可能なﾊﾟﾗﾒｰﾀの全てと共にｴﾃﾞｨﾀ内の挿入点下に現在の宣言または手続きに対する完全な構文が表示され
ます。割り当てることができる次のﾊﾟﾗﾒｰﾀは太字で表示されます。

Settings (設定)

Enable virtual space (仮想空間許可)

この任意選択が選ばれてWord wrap(ﾜｰﾄﾞﾗｯﾌﾟ)が解除されると、ｺｰﾄﾞ ｴﾃﾞｨﾀ内の行末の向こうの何処かをｸﾘｯｸして入力することが
できます。この機能はｺｰﾄﾞの次の一貫性のある地点に注釈を配置するのに使うことができます。

Word wrap (ﾜｰﾄﾞﾗｯﾌﾟ)

選択時、見ることができるｴﾃﾞｨﾀ領域を超えて水平方向に延びる行のどの部分も自動的に次の行で表示されます。この任意選択を
選ぶことはShow visual glyphs for word wrap(ﾜｰﾄﾞﾗｯﾌﾟ用視覚記号を表示)任意選択を許可します。

注: ﾜｰﾄﾞﾗｯﾌﾟがONの間、仮想空間(Virtual Space)機能はOFFにされます。

Show visual glyphs for word wrap (ﾜｰﾄﾞﾗｯﾌﾟ用視覚記号を表示)

選択時、次行に丸められた長い行の場所で戻り矢印指示子が表示されます。

これらの指示子を表示することを好まない場合、この任意選択を解除してください。

注: これらの注意の矢印はｺｰﾄﾞに追加されず、印刷もされません。これらは参考用だけです。

Apply Cut or Copy commands to blank lines when there is no selection (選択なし時、空白行に切り取りまたは複写命令を適用)

この任意選択は空白行に挿入点を置いて何も選択せず、その後に複写または切り取りをした時のｴﾃﾞｨﾀの動きを設定します。

この任意選択が選ばれると、空白行は複写または切り取られます。その後に張り付ける場合、新しい空白行が挿入されます。

この任意選択が解除されると、切り取り命令は空白行を取り除きます。けれども、ｸﾘｯﾌﾟﾎﾞｰﾄﾞのﾃﾞｰﾀは保存されます。従って、その
後に張り付け命令を使ったなら、ｸﾘｯﾌﾟﾎﾞｰﾄﾞ上に複写された最も最新の内容が貼り付けられます。前に何も複写されていない場
合、何も貼り付けられません。

この設定は行が空白でない時に複写や切り取りに影響を及ぼしません。何も選択されない場合、行全体が複写または切り取られま
す。その後に張り付けをした場合、行全体のﾃｷｽﾄとそれの行終了文字が貼り付けされます。

Display (表示)

Line numbers (行番号)

選択時、行番号がｺｰﾄﾞの各行の傍に現れます。

注: これらの行番号はｺｰﾄﾞに追加されず、印刷もされません。これらは参照用だけです。

Enable single-click URL navigation (1ｸﾘｯｸURL誘導許可)

選択時、ﾏｳｽ ｶｰｿﾙがｴﾃﾞｨﾀ内のURL上を通る時に指さしに変わります。ｳｪﾌﾞ ﾌﾞﾗｳｻﾞで示されるﾍﾟｰｼﾞを表示するのにURLをｸﾘｯｸ
することができます。

Navigation bar (誘導ﾊﾞｰ)

選択時、ｺｰﾄﾞ ｴﾃﾞｨﾀの上部に誘導ﾊﾞｰが表示されます。それのObjects(ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄ)とMembers(ﾒﾝﾊﾞ)の引き落とし一覧はｺｰﾄﾞ内の
特定のｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄを選び、それのﾒﾝﾊﾞから選び、ｺｰﾄﾞ ｴﾃﾞｨﾀに於いて選んだﾒﾝﾊﾞの宣言へ誘導します。

助言: 空白、ﾀﾌﾞ、行終了用の指示子を表示し、故に全体的な空白行から字下げした行を識別するには、Edit(編集)ﾒﾆｭｰか
らAdvanced(高度)を選んでView White Space(白空間を表示)を選んでください。
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10.3.4.5.2. Tabs (ﾀﾌﾞ) ﾀﾞｲｱﾛｸﾞ

このﾀﾞｲｱﾛｸﾞ枠はｺｰﾄﾞ ｴﾃﾞｨﾀの既定の動き変更を許します。これらの設定はHTML Designer's Source(HTML設計者のｿｰｽ)表示部
のようなｺｰﾄﾞ ｴﾃﾞｨﾀに基づく他のｴﾃﾞｨﾀにも適用します。これらの任意選択を表示するにはTools(ﾂｰﾙ)ﾒﾆｭｰからOptions(任意選択)
を選んでください。Text Editor(ﾃｷｽﾄ ｴﾃﾞｨﾀ)ﾌｫﾙﾀﾞ内でAll Languages(全言語)副ﾌｫﾙﾀﾞを展開してからTabs(ﾀﾌﾞ)を選んでください。

注意 このﾍﾟｰｼﾞは全ての開発言語に対する既定任意選択を設定します。このﾀﾞｲｱﾛｸﾞ内の任意選択をﾘｾｯﾄすることはここでど
んな選択が選ばれても全ての言語でTabs(ﾀﾌﾞ)任意選択をﾘｾｯﾄすることを憶えて置いてください。単に1つの言語について
ﾃｷｽﾄ ｴﾃﾞｨﾀを変更するにはその言語用の副ﾌｫﾙﾀﾞを展開してそれの任意選択ﾍﾟｰｼﾞを選んでください。

特定のﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ言語に対してTabs(ﾀﾌﾞ)任意選択ﾍﾟｰｼﾞで違う設定が選ばれた場合、違う字下げに対して”The indentati 
on settings for individual text formats conflict with each other,(個別ﾃｷｽﾄ形式に対する字下げ設定がお互いに矛盾)”ﾒｯ
ｾｰｼﾞと違うﾀﾌﾞ任意選択に対して”The tab settings for individual text formats conflict with each other,(個別ﾃｷｽﾄ形式に
対するﾀﾌﾞ設定がお互いに矛盾)”ﾒｯｾｰｼﾞが表示されます。

注: あなたが見るﾀﾞｲｱﾛｸﾞ枠とﾒﾆｭｰ命令はあなたの有効な設定や版に応じてﾍﾙﾌﾟで記述されるものと違うかもしれません。設定を変
更するにはTools(ﾂｰﾙ)ﾒﾆｭｰからImport and Export Settings(設定のｲﾝﾎﾟｰﾄとｴｸｽﾎﾟ-ﾄ)を選んでください。

Indenting (字下げ)

None (なし)

選択時、新しい行は字下げされません。挿入点は新しい行の最初の列に置かれます。

Block (塊)

選択時、新しい行は自動的に字下げされます。挿入点は先行する行と同じ開始点に置かれます。

Smart (聡明)

選択時、新しい行は他のｺｰﾄﾞ形式設定と開発言語用のｲﾝﾃﾘｾﾝｽ(Intelisense)変換によって、ｺｰﾄﾞ状況に合うように位置付けされま
す。この任意選択は全ての開発言語に対して利用可能ではありません。

例えば、開く中括弧({)と閉じる中括弧(})の間に内包される行は整列された中括弧の位置から追加のﾀﾌﾞ位置で自動的に字下げさ
れるかもしれません。

Tab and indent size (ﾀﾌﾞと字下げの量)

ﾀﾌﾞ位置間と自動字下げに対する空白での距離を設定します。既定は4つの空白です。指定した量を満たすためにﾀﾌﾞ文字、空白
文字、またはその両方が挿入されます。

Insert spaces (空白挿入)

選択時、字下げ操作はﾀﾌﾞ文字ではなく、空白文字だけを挿入します。例えば、ﾀﾌﾞと字下げの量が5に設定される場合、Tabｷｰま
たはFormatting(書式設定)ﾂｰﾙﾊﾞｰでIncrease Indent(字下げ増加)釦を押す時には必ず5つの空白文字が挿入されます。

Keep tabs (ﾀﾌﾞ保持)

選択時、各字下げ操作は1つのﾀﾌﾞ文字を挿入します。

10.3.4.6. AVR® GCC Language-specific Settings (AVR GCC言語特有設定)

10.3.4.6.1. General Language (言語全般) 任意選択

このﾀﾞｲｱﾛｸﾞ枠はｺｰﾄﾞ ｴﾃﾞｨﾀの既定の動き変更を許します。これらの設定はHTML Designer's Source(HTML設計者のｿｰｽ)表示部
のようなｺｰﾄﾞ ｴﾃﾞｨﾀに基づく他のｴﾃﾞｨﾀにも適用します。このﾀﾞｲｱﾛｸﾞ枠を開くにはTools(ﾂｰﾙ)ﾒﾆｭｰからOptions(任意選択)を選んで
ください。Text Editor(ﾃｷｽﾄ ｴﾃﾞｨﾀ)ﾌｫﾙﾀﾞ内でAll Languages(全言語)副ﾌｫﾙﾀﾞを展開してからGeneral(全般)を選んでください。

注意 このﾍﾟｰｼﾞは全ての開発言語に対する既定任意選択を設定します。このﾀﾞｲｱﾛｸﾞ内の任意選択をﾘｾｯﾄすることはここでど
んな選択が選ばれても全ての言語でGeneral(全般)任意選択をﾘｾｯﾄすることを憶えて置いてください。単に1つの言語につ
いてﾃｷｽﾄ ｴﾃﾞｨﾀ任意選択を変更するにはその言語用の副ﾌｫﾙﾀﾞを展開してそれの任意選択ﾍﾟｰｼﾞを選んでください。

任意選択がいくつかのﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ言語に対するGeneral options(全般任意選択)ﾍﾟｰｼﾞで選択されているけれども他ではされていな
い時に灰色のﾁｪｯｸ記号が表示されます。

注: あなたが見るﾀﾞｲｱﾛｸﾞ枠とﾒﾆｭｰ命令はあなたの有効な設定や版に応じてﾍﾙﾌﾟで記述されるものと違うかもしれません。設定を変
更するにはTools(ﾂｰﾙ)ﾒﾆｭｰからImport and Export Settings(設定のｲﾝﾎﾟｰﾄとｴｸｽﾎﾟ-ﾄ)を選んでください。

Statement Completion (文完成)

Auto list members (自動ﾒﾝﾊﾞ一覧)

選択時、ｴﾃﾞｨﾀで入力する時にｲﾝﾃﾘｾﾝｽ(ntellisense)によって利用可能なﾒﾝﾊﾞ、ﾌﾟﾛﾊﾟﾃｨ、値、ﾒｿｯﾄﾞのﾎﾟｯﾌﾟｱｯﾌﾟ一覧が表示され
ます。ｺｰﾄﾞに項目を挿入するにはﾎﾟｯﾌﾟｱｯﾌﾟ一覧から何れかの項目を選んでください。この任意選択を選ぶことはHide advanced 
members(老けたﾒﾝﾊﾞを隠す)任意選択を許可します。

Hide advanced members (老けたﾒﾝﾊﾞを隠す)

選択時、最も共通的に使われたそれらの項目だけを表示することによってﾎﾟｯﾌﾟｱｯﾌﾟ文完成一覧を短くします。他の項目はこの一
覧からふるい落とされます。
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Parameter information (ﾊﾟﾗﾒｰﾀ情報)

選択時、それの利用可能なﾊﾟﾗﾒｰﾀの全てと共にｴﾃﾞｨﾀ内の挿入点下に現在の宣言または手続きに対する完全な構文が表示され
ます。割り当てることができる次のﾊﾟﾗﾒｰﾀは太字で表示されます。

Settings (設定)

Enable virtual space (仮想空間許可)

この任意選択が選ばれてWord wrap(ﾜｰﾄﾞﾗｯﾌﾟ)が解除されると、ｺｰﾄﾞ ｴﾃﾞｨﾀ内の行末の向こうの何処かをｸﾘｯｸして入力することが
できます。この機能はｺｰﾄﾞの次の一貫性のある地点に注釈を配置するのに使うことができます。

Word wrap (ﾜｰﾄﾞﾗｯﾌﾟ)

選択時、見ることができるｴﾃﾞｨﾀ領域を超えて水平方向に延びる行のどの部分も自動的に次の行で表示されます。この任意選択を
選ぶことはShow visual glyphs for word wrap(ﾜｰﾄﾞﾗｯﾌﾟ用視覚記号を表示)任意選択を許可します。

注: ﾜｰﾄﾞﾗｯﾌﾟがONの間、仮想空間(Virtual Space)機能はOFFにされます。

Show visual glyphs for word wrap (ﾜｰﾄﾞﾗｯﾌﾟ用視覚記号を表示)

選択時、次行に丸められた長い行の場所で戻り矢印指示子が表示されます。

これらの指示子を表示することを好まない場合、この任意選択を解除してください。

注: これらの注意の矢印はｺｰﾄﾞに追加されず、印刷もされません。これらは参考用だけです。

Apply Cut or Copy commands to blank lines when there is no selection (選択なし時、空白行に切り取りまたは複写命令を適用)

この任意選択は空白行に挿入点を置いて何も選択せず、その後に複写または切り取りをした時のｴﾃﾞｨﾀの動きを設定します。

この任意選択が選ばれると、空白行は複写または切り取られます。その後に張り付ける場合、新しい空白行が挿入されます。

この任意選択が解除されると、切り取り命令は空白行を取り除きます。けれども、ｸﾘｯﾌﾟﾎﾞｰﾄﾞのﾃﾞｰﾀは保存されます。従って、その
後に張り付け命令を使ったなら、ｸﾘｯﾌﾟﾎﾞｰﾄﾞ上に複写された最も最新の内容が貼り付けられます。前に何も複写されていない場
合、何も貼り付けられません。

この設定は行が空白でない時に複写や切り取りに何の効果もありません。何も選択されない場合、行全体が複写または切り取られ
ます。その後に張り付けをした場合、行全体のﾃｷｽﾄとそれの行終了文字が貼り付けされます。

Display (表示)

Line numbers (行番号)

選択時、行番号がｺｰﾄﾞの各行の傍に現れます。

注: これらの行番号はｺｰﾄﾞに追加されず、印刷もされません。これらは参照用だけです。

Enable single-click URL navigation (1ｸﾘｯｸURL誘導許可)

選択時、ﾏｳｽ ｶｰｿﾙがｴﾃﾞｨﾀ内のURL上を通る時に指さしに変わります。ｳｪﾌﾞ ﾌﾞﾗｳｻﾞで示されるﾍﾟｰｼﾞを表示するのにURLをｸﾘｯｸ
することができます。

Navigation bar (誘導ﾊﾞｰ)

選択時、ｺｰﾄﾞ ｴﾃﾞｨﾀの上部に誘導ﾊﾞｰが表示されます。それのObjects(ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄ)とMembers(ﾒﾝﾊﾞ)の引き落とし一覧はｺｰﾄﾞ内の
特定のｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄを選び、それのﾒﾝﾊﾞから選び、ｺｰﾄﾞ ｴﾃﾞｨﾀに於いて選んだﾒﾝﾊﾞの宣言へ誘導します。

10.3.4.6.2. Tabs (ﾀﾌﾞ) ﾀﾞｲｱﾛｸﾞ

このﾀﾞｲｱﾛｸﾞ枠はｺｰﾄﾞ ｴﾃﾞｨﾀの既定の動き変更を許します。これらの設定はHTML Designer's Source(HTML設計者のｿｰｽ)表示部
のようなｺｰﾄﾞ ｴﾃﾞｨﾀに基づく他のｴﾃﾞｨﾀにも適用します。これらの任意選択を表示するにはTools(ﾂｰﾙ)ﾒﾆｭｰからOptions(任意選択)
を選んでください。Text Editor(ﾃｷｽﾄ ｴﾃﾞｨﾀ)ﾌｫﾙﾀﾞ内でAll Languages(全言語)副ﾌｫﾙﾀﾞを展開してからTabs(ﾀﾌﾞ)を選んでください。

助言: 空白、ﾀﾌﾞ、行終了用の指示子を表示し、故に全体的な空白行から字下げした行を識別するには、Edit(編集)ﾒﾆｭｰか
らAdvanced(高度)を選んでView White Space(白空間を表示)を選んでください。

このﾍﾟｰｼﾞは全ての開発言語に対する既定任意選択を設定します。このﾀﾞｲｱﾛｸﾞ内の任意選択をﾘｾｯﾄすることはここでど
んな選択が選ばれても全ての言語でTabs(ﾀﾌﾞ)任意選択をﾘｾｯﾄすることを憶えて置いてください。単に1つの言語について
ﾃｷｽﾄ ｴﾃﾞｨﾀを変更するにはその言語用の副ﾌｫﾙﾀﾞを展開してそれの任意選択ﾍﾟｰｼﾞを選んでください。

特定のﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ言語に対してTabs(ﾀﾌﾞ)任意選択ﾍﾟｰｼﾞで違う設定が選ばれた場合、違う字下げに対して”The indentati 
on settings for individual text formats conflict with each other,(個別ﾃｷｽﾄ形式に対する字下げ設定がお互いに矛盾)”ﾒｯ
ｾｰｼﾞと違うﾀﾌﾞ任意選択に対して”The tab settings for individual text formats conflict with each other,(個別ﾃｷｽﾄ形式に
対するﾀﾌﾞ設定がお互いに矛盾)”ﾒｯｾｰｼﾞが表示されます。

注: あなたが見るﾀﾞｲｱﾛｸﾞ枠とﾒﾆｭｰ命令はあなたの有効な設定や版に応じてﾍﾙﾌﾟで記述されるものと違うかもしれません。設定を変
更するにはTools(ﾂｰﾙ)ﾒﾆｭｰからImport and Export Settings(設定のｲﾝﾎﾟｰﾄとｴｸｽﾎﾟ-ﾄ)を選んでください。

Indenting (字下げ)

None (なし)

選択時、新しい行は字下げされません。挿入点は新しい行の最初の列に置かれます。

注意
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Block (塊)

選択時、新しい行は自動的に字下げされます。挿入点は先行する行と同じ開始点に置かれます。

Smart (聡明)

選択時、新しい行は他のｺｰﾄﾞ形式設定と開発言語用のｲﾝﾃﾘｾﾝｽ(Intelisense)変換によって、ｺｰﾄﾞ状況に合うように位置付けされま
す。この任意選択は全ての開発言語に対して利用可能ではありません。

例えば、開く中括弧({)と閉じる中括弧(})の間に内包される行は整列された中括弧の位置から追加のﾀﾌﾞ位置で自動的に字下げさ
れるかもしれません。

Tab and indent size (ﾀﾌﾞと字下げの量)

ﾀﾌﾞ位置間と自動字下げに対する空白での距離を設定します。既定は4つの空白です。指定した量を満たすためにﾀﾌﾞ文字、空白
文字、またはその両方が挿入されます。

Insert spaces (空白挿入)

選択時、字下げ操作はﾀﾌﾞ文字ではなく、空白文字だけを挿入します。例えば、ﾀﾌﾞと字下げの量が5に設定される場合、Tabｷｰま
たはFormatting(書式設定)ﾂｰﾙﾊﾞｰでIncrease Indent(字下げ増加)釦を押す時には必ず5つの空白文字が挿入されます。

Keep tabs (ﾀﾌﾞ保持)

選択時、各字下げ操作は1つのﾀﾌﾞ文字を挿入します。

10.3.4.7. Plain Text Settings (平文設定)

10.3.4.7.1. General Language (言語全般) 任意選択

このﾀﾞｲｱﾛｸﾞ枠はｺｰﾄﾞ ｴﾃﾞｨﾀの既定の動き変更を許します。これらの設定はHTML Designer's Source(HTML設計者のｿｰｽ)表示部
のようなｺｰﾄﾞ ｴﾃﾞｨﾀに基づく他のｴﾃﾞｨﾀにも適用します。このﾀﾞｲｱﾛｸﾞ枠を開くにはTools(ﾂｰﾙ)ﾒﾆｭｰからOptions(任意選択)を選んで
ください。Text Editor(ﾃｷｽﾄ ｴﾃﾞｨﾀ)ﾌｫﾙﾀﾞ内でAll Languages(全言語)副ﾌｫﾙﾀﾞを展開してからGeneral(全般)を選んでください。

注意 このﾍﾟｰｼﾞは全ての開発言語に対する既定任意選択を設定します。このﾀﾞｲｱﾛｸﾞ内の任意選択をﾘｾｯﾄすることはここでど
んな選択が選ばれても全ての言語でGeneral(全般)任意選択をﾘｾｯﾄすることを憶えて置いてください。単に1つの言語につ
いてﾃｷｽﾄ ｴﾃﾞｨﾀ任意選択を変更するにはその言語用の副ﾌｫﾙﾀﾞを展開してそれの任意選択ﾍﾟｰｼﾞを選んでください。

任意選択がいくつかのﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ言語に対するGeneral options(全般任意選択)ﾍﾟｰｼﾞで選択されているけれども他ではされていな
い時に灰色のﾁｪｯｸ記号が表示されます。

注: あなたが見るﾀﾞｲｱﾛｸﾞ枠とﾒﾆｭｰ命令はあなたの有効な設定や版に応じてﾍﾙﾌﾟで記述されるものと違うかもしれません。設定を変
更するにはTools(ﾂｰﾙ)ﾒﾆｭｰからImport and Export Settings(設定のｲﾝﾎﾟｰﾄとｴｸｽﾎﾟ-ﾄ)を選んでください。

Statement Completion (文完成)

Auto list members (自動ﾒﾝﾊﾞ一覧)

選択時、ｴﾃﾞｨﾀで入力する時にｲﾝﾃﾘｾﾝｽ(ntellisense)によって利用可能なﾒﾝﾊﾞ、ﾌﾟﾛﾊﾟﾃｨ、値、ﾒｿｯﾄﾞのﾎﾟｯﾌﾟｱｯﾌﾟ一覧が表示され
ます。ｺｰﾄﾞに項目を挿入するにはﾎﾟｯﾌﾟｱｯﾌﾟ一覧から何れかの項目を選んでください。この任意選択を選ぶことはHide advanced 
members(老けたﾒﾝﾊﾞを隠す)任意選択を許可します。

Hide advanced members (老けたﾒﾝﾊﾞを隠す)

選択時、最も共通的に使われたそれらの項目だけを表示することによってﾎﾟｯﾌﾟｱｯﾌﾟ文完成一覧を短くします。他の項目はこの一
覧からふるい落とされます。

Parameter information (ﾊﾟﾗﾒｰﾀ情報)

選択時、それの利用可能なﾊﾟﾗﾒｰﾀの全てと共にｴﾃﾞｨﾀ内の挿入点下に現在の宣言または手続きに対する完全な構文が表示され
ます。割り当てることができる次のﾊﾟﾗﾒｰﾀは太字で表示されます。

Settings (設定)

Enable virtual space (仮想空間許可)

この任意選択が選ばれてWord wrap(ﾜｰﾄﾞﾗｯﾌﾟ)が解除されると、ｺｰﾄﾞ ｴﾃﾞｨﾀ内の行末の向こうの何処かをｸﾘｯｸして入力することが
できます。この機能はｺｰﾄﾞの次の一貫性のある地点に注釈を配置するのに使うことができます。

Word wrap (ﾜｰﾄﾞﾗｯﾌﾟ)

選択時、見ることができるｴﾃﾞｨﾀ領域を超えて水平方向に延びる行のどの部分も自動的に次の行で表示されます。この任意選択を
選ぶことはShow visual glyphs for word wrap(ﾜｰﾄﾞﾗｯﾌﾟ用視覚記号を表示)任意選択を許可します。

注: ﾜｰﾄﾞﾗｯﾌﾟがONの間、仮想空間(Virtual Space)機能はOFFにされます。

Show visual glyphs for word wrap (ﾜｰﾄﾞﾗｯﾌﾟ用視覚記号を表示)

選択時、次行に丸められた長い行の場所で戻り矢印指示子が表示されます。

これらの指示子を表示することを好まない場合、この任意選択を解除してください。

注: これらの注意の矢印はｺｰﾄﾞに追加されず、印刷もされません。これらは参照用だけです。
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Apply Cut or Copy commands to blank lines when there is no selection (選択なし時、空白行に切り取りまたは複写命令を適用)

この任意選択は空白行に挿入点を置いて何も選択せず、その後に複写または切り取りをした時のｴﾃﾞｨﾀの動きを設定します。

この任意選択が選ばれると、空白行は複写または切り取られます。その後に張り付ける場合、新しい空白行が挿入されます。

この任意選択が解除されると、切り取り命令は空白行を取り除きます。けれども、ｸﾘｯﾌﾟﾎﾞｰﾄﾞのﾃﾞｰﾀは保存されます。従って、その
後に張り付け命令を使ったなら、ｸﾘｯﾌﾟﾎﾞｰﾄﾞ上に複写された最も最新の内容が貼り付けられます。前に何も複写されていない場
合、何も貼り付けられません。

この設定は行が空白でない時に複写や切り取りに影響を及ぼしません。何も選択されない場合、行全体が複写または切り取られま
す。その後に張り付けをした場合、行全体のﾃｷｽﾄとそれの行終了文字が貼り付けされます。

助言: 空白、ﾀﾌﾞ、行終了用の指示子を表示し、故に全体的な空白行から字下げした行を識別するには、Edit(編集)ﾒﾆｭｰか
らAdvanced(高度)を選んでView White Space(白空間を表示)を選んでください。

Display (表示)

Line numbers (行番号)

選択時、行番号がｺｰﾄﾞの各行の傍に現れます。

注: これらの行番号はｺｰﾄﾞに追加されず、印刷もされません。これらは参照用だけです。

Enable single-click URL navigation (1ｸﾘｯｸURL誘導許可)

選択時、ﾏｳｽ ｶｰｿﾙがｴﾃﾞｨﾀ内のURL上を通る時に指さしに変わります。ｳｪﾌﾞ ﾌﾞﾗｳｻﾞで示されるﾍﾟｰｼﾞを表示するのにURLをｸﾘｯｸ
することができます。

Navigation bar (誘導ﾊﾞｰ)

選択時、ｺｰﾄﾞ ｴﾃﾞｨﾀの上部に誘導ﾊﾞｰが表示されます。それのObjects(ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄ)とMembers(ﾒﾝﾊﾞ)の引き落とし一覧はｺｰﾄﾞ内の
特定のｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄを選び、それのﾒﾝﾊﾞから選び、ｺｰﾄﾞ ｴﾃﾞｨﾀに於いて選んだﾒﾝﾊﾞの宣言へ誘導します。

10.3.4.7.2. Tabs (ﾀﾌﾞ) ﾀﾞｲｱﾛｸﾞ

このﾀﾞｲｱﾛｸﾞ枠はｺｰﾄﾞ ｴﾃﾞｨﾀの既定の動き変更を許します。これらの設定はHTML Designer's Source(HTML設計者のｿｰｽ)表示部
のようなｺｰﾄﾞ ｴﾃﾞｨﾀに基づく他のｴﾃﾞｨﾀにも適用します。これらの任意選択を表示するにはTools(ﾂｰﾙ)ﾒﾆｭｰからOptions(任意選択)
を選んでください。Text Editor(ﾃｷｽﾄ ｴﾃﾞｨﾀ)ﾌｫﾙﾀﾞ内でAll Languages(全言語)副ﾌｫﾙﾀﾞを展開してからTabs(ﾀﾌﾞ)を選んでください。

このﾍﾟｰｼﾞは全ての開発言語に対する既定任意選択を設定します。このﾀﾞｲｱﾛｸﾞ内の任意選択をﾘｾｯﾄすることはここでど
んな選択が選ばれても全ての言語でTabs(ﾀﾌﾞ)任意選択をﾘｾｯﾄすることを憶えて置いてください。単に1つの言語について
ﾃｷｽﾄ ｴﾃﾞｨﾀを変更するにはその言語用の副ﾌｫﾙﾀﾞを展開してそれの任意選択ﾍﾟｰｼﾞを選んでください。

特定のﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ言語に対してTabs(ﾀﾌﾞ)任意選択ﾍﾟｰｼﾞで違う設定が選ばれた場合、違う字下げに対して”The indentati 
on settings for individual text formats conflict with each other,(個別ﾃｷｽﾄ形式に対する字下げ設定がお互いに矛盾)”ﾒｯ
ｾｰｼﾞと違うﾀﾌﾞ任意選択に対して”The tab settings for individual text formats conflict with each other,(個別ﾃｷｽﾄ形式に
対するﾀﾌﾞ設定がお互いに矛盾)”ﾒｯｾｰｼﾞが表示されます。

注: あなたが見るﾀﾞｲｱﾛｸﾞ枠とﾒﾆｭｰ命令はあなたの有効な設定や版に応じてﾍﾙﾌﾟで記述されるものと違うかもしれません。設定を変
更するにはTools(ﾂｰﾙ)ﾒﾆｭｰからImport and Export Settings(設定のｲﾝﾎﾟｰﾄとｴｸｽﾎﾟ-ﾄ)を選んでください。

Indenting (字下げ)

None (なし)

選択時、新しい行は字下げされません。挿入点は新しい行の最初の列に置かれます。

Block (塊)

選択時、新しい行は自動的に字下げされます。挿入点は先行する行と同じ開始点に置かれます。

Smart (聡明)

選択時、新しい行は他のｺｰﾄﾞ形式設定と開発言語用のｲﾝﾃﾘｾﾝｽ(Intelisense)変換によって、ｺｰﾄﾞ状況に合うように位置付けされま
す。この任意選択は全ての開発言語に対して利用可能ではありません。

例えば、開く中括弧({)と閉じる中括弧(})の間に内包される行は整列された中括弧の位置から追加のﾀﾌﾞ位置で自動的に字下げさ
れるかもしれません。

Tab and indent size (ﾀﾌﾞと字下げの量)

ﾀﾌﾞ位置間と自動字下げに対する空白での距離を設定します。既定は4つの空白です。指定した量を満たすためにﾀﾌﾞ文字、空白
文字、またはその両方が挿入されます。

Insert spaces (空白挿入)

選択時、字下げ操作はﾀﾌﾞ文字ではなく、空白文字だけを挿入します。例えば、ﾀﾌﾞと字下げの量が5に設定される場合、Tabｷｰま
たはFormatting(書式設定)ﾂｰﾙﾊﾞｰでIncrease Indent(字下げ増加)釦を押す時には必ず5つの空白文字が挿入されます。

Keep tabs (ﾀﾌﾞ保持)

選択時、各字下げ操作は1つのﾀﾌﾞ文字を挿入します。

注意
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10.3.4.8. XML Settings (XML設定)

10.3.4.8.1. General Language (言語全般) 任意選択

このﾀﾞｲｱﾛｸﾞ枠はｺｰﾄﾞ ｴﾃﾞｨﾀの既定の動き変更を許します。これらの設定はHTML Designer's Source(HTML設計者のｿｰｽ)表示部
のようなｺｰﾄﾞ ｴﾃﾞｨﾀに基づく他のｴﾃﾞｨﾀにも適用します。このﾀﾞｲｱﾛｸﾞ枠を開くにはTools(ﾂｰﾙ)ﾒﾆｭｰからOptions(任意選択)を選んで
ください。Text Editor(ﾃｷｽﾄ ｴﾃﾞｨﾀ)ﾌｫﾙﾀﾞ内でAll Languages(全言語)副ﾌｫﾙﾀﾞを展開してからGeneral(全般)を選んでください。

このﾍﾟｰｼﾞは全ての開発言語に対する既定任意選択を設定します。このﾀﾞｲｱﾛｸﾞ内の任意選択をﾘｾｯﾄすることはここでど
んな選択が選ばれても全ての言語でGeneral(全般)任意選択をﾘｾｯﾄすることを憶えて置いてください。単に1つの言語につ
いてﾃｷｽﾄ ｴﾃﾞｨﾀ任意選択を変更するにはその言語用の副ﾌｫﾙﾀﾞを展開してそれの任意選択ﾍﾟｰｼﾞを選んでください。

注意

任意選択がいくつかのﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ言語に対するGeneral options(全般任意選択)ﾍﾟｰｼﾞで選択されているけれども他ではされていな
い時に灰色のﾁｪｯｸ記号が表示されます。

注: あなたが見るﾀﾞｲｱﾛｸﾞ枠とﾒﾆｭｰ命令はあなたの有効な設定や版に応じてﾍﾙﾌﾟで記述されるものと違うかもしれません。設定を変
更するにはTools(ﾂｰﾙ)ﾒﾆｭｰからImport and Export Settings(設定のｲﾝﾎﾟｰﾄとｴｸｽﾎﾟ-ﾄ)を選んでください。

Statement Completion (文完成)

Auto list members (自動ﾒﾝﾊﾞ一覧)

選択時、ｴﾃﾞｨﾀで入力する時にｲﾝﾃﾘｾﾝｽ(ntellisense)によって利用可能なﾒﾝﾊﾞ、ﾌﾟﾛﾊﾟﾃｨ、値、ﾒｿｯﾄﾞのﾎﾟｯﾌﾟｱｯﾌﾟ一覧が表示され
ます。ｺｰﾄﾞに項目を挿入するにはﾎﾟｯﾌﾟｱｯﾌﾟ一覧から何れかの項目を選んでください。この任意選択を選ぶことはHide advanced 
members(老けたﾒﾝﾊﾞを隠す)任意選択を許可します。

Hide advanced members (老けたﾒﾝﾊﾞを隠す)

選択時、最も共通的に使われたそれらの項目だけを表示することによってﾎﾟｯﾌﾟｱｯﾌﾟ文完成一覧を短くします。他の項目はこの一
覧からふるい落とされます。

Parameter information (ﾊﾟﾗﾒｰﾀ情報)

選択時、それの利用可能なﾊﾟﾗﾒｰﾀの全てと共にｴﾃﾞｨﾀ内の挿入点下に現在の宣言または手続きに対する完全な構文が表示され
ます。割り当てることができる次のﾊﾟﾗﾒｰﾀは太字で表示されます。

Settings (設定)

Enable virtual space (仮想空間許可)

この任意選択が選ばれてWord wrap(ﾜｰﾄﾞﾗｯﾌﾟ)が解除されると、ｺｰﾄﾞ ｴﾃﾞｨﾀ内の行末の向こうの何処かをｸﾘｯｸして入力することが
できます。この機能はｺｰﾄﾞの次の一貫性のある地点に注釈を配置するのに使うことができます。

Word wrap (ﾜｰﾄﾞﾗｯﾌﾟ)

選択時、見ることができるｴﾃﾞｨﾀ領域を超えて水平方向に延びる行のどの部分も自動的に次の行で表示されます。この任意選択を
選ぶことはShow visual glyphs for word wrap(ﾜｰﾄﾞﾗｯﾌﾟ用視覚記号を表示)任意選択を許可します。

注: ﾜｰﾄﾞﾗｯﾌﾟがONの間、仮想空間(Virtual Space)機能はOFFにされます。

Show visual glyphs for word wrap (ﾜｰﾄﾞﾗｯﾌﾟ用視覚記号を表示)

選択時、次行に丸められた長い行の場所で戻り矢印指示子が表示されます。

これらの指示子を表示することを好まない場合、この任意選択を解除してください。

注: これらの注意の矢印はｺｰﾄﾞに追加されず、印刷もされません。これらは参照用だけです。

Apply Cut or Copy commands to blank lines when there is no selection (選択なし時、空白行に切り取りまたは複写命令を適用)

この任意選択は空白行に挿入点を置いて何も選択せず、その後に複写または切り取りをした時のｴﾃﾞｨﾀの動きを設定します。

この任意選択が選ばれると、空白行は複写または切り取られます。その後に張り付ける場合、新しい空白行が挿入されます。

この任意選択が解除されると、切り取り命令は空白行を取り除きます。けれども、ｸﾘｯﾌﾟﾎﾞｰﾄﾞのﾃﾞｰﾀは保存されます。従って、その
後に張り付け命令を使ったなら、ｸﾘｯﾌﾟﾎﾞｰﾄﾞ上に複写された最も最新の内容が貼り付けられます。前に何も複写されていない場
合、何も貼り付けられません。

この設定は行が空白でない時に複写や切り取りに影響を及ぼしません。何も選択されない場合、行全体が複写または切り取られま
す。その後に張り付けをした場合、行全体のﾃｷｽﾄとそれの行終了文字が貼り付けされます。

Display (表示)

Line numbers (行番号)

選択時、行番号がｺｰﾄﾞの各行の傍に現れます。

注: これらの行番号はｺｰﾄﾞに追加されず、印刷もされません。これらは参照用だけです。

助言: 空白、ﾀﾌﾞ、行終了用の指示子を表示し、故に全体的な空白行から字下げした行を識別するには、Edit(編集)ﾒﾆｭｰか
らAdvanced(高度)を選んでView White Space(白空間を表示)を選んでください。
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Enable single-click URL navigation (1ｸﾘｯｸURL誘導許可)

選択時、ﾏｳｽ ｶｰｿﾙがｴﾃﾞｨﾀ内のURL上を通る時に指さしに変わります。ｳｪﾌﾞ ﾌﾞﾗｳｻﾞで示されるﾍﾟｰｼﾞを表示するのにURLをｸﾘｯｸ
することができます。

Navigation bar (誘導ﾊﾞｰ)

選択時、ｺｰﾄﾞ ｴﾃﾞｨﾀの上部に誘導ﾊﾞｰが表示されます。それのObjects(ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄ)とMembers(ﾒﾝﾊﾞ)の引き落とし一覧はｺｰﾄﾞ内の
特定のｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄを選び、それのﾒﾝﾊﾞから選び、ｺｰﾄﾞ ｴﾃﾞｨﾀに於いて選んだﾒﾝﾊﾞの宣言へ誘導します。

10.3.4.8.2. Tabs (ﾀﾌﾞ) ﾀﾞｲｱﾛｸﾞ

このﾀﾞｲｱﾛｸﾞ枠はｺｰﾄﾞ ｴﾃﾞｨﾀの既定の動き変更を許します。これらの設定はHTML Designer's Source(HTML設計者のｿｰｽ)表示部
のようなｺｰﾄﾞ ｴﾃﾞｨﾀに基づく他のｴﾃﾞｨﾀにも適用します。これらの任意選択を表示するにはTools(ﾂｰﾙ)ﾒﾆｭｰからOp tions(任意選択)
を選んでください。Text Editor(ﾃｷｽﾄ ｴﾃﾞｨﾀ)ﾌｫﾙﾀﾞ内でAll Languages(全言語)副ﾌｫﾙﾀﾞを展開してからTabs(ﾀﾌﾞ)を選んでください。

このﾍﾟｰｼﾞは全ての開発言語に対する既定任意選択を設定します。このﾀﾞｲｱﾛｸﾞ内の任意選択をﾘｾｯﾄすることはここでど
んな選択が選ばれても全ての言語でTabs(ﾀﾌﾞ)任意選択をﾘｾｯﾄすることを憶えて置いてください。単に1つの言語について
ﾃｷｽﾄ ｴﾃﾞｨﾀを変更するにはその言語用の副ﾌｫﾙﾀﾞを展開してそれの任意選択ﾍﾟｰｼﾞを選んでください。

特定のﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ言語に対してTabs(ﾀﾌﾞ)任意選択ﾍﾟｰｼﾞで違う設定が選ばれた場合、違う字下げに対して”The indentati 
on settings for individual text formats conflict with each other,(個別ﾃｷｽﾄ形式に対する字下げ設定がお互いに矛盾)”ﾒｯ
ｾｰｼﾞと違うﾀﾌﾞ任意選択に対して”The tab settings for individual text formats conflict with each other,(個別ﾃｷｽﾄ形式に
対するﾀﾌﾞ設定がお互いに矛盾)”ﾒｯｾｰｼﾞが表示されます。

注: あなたが見るﾀﾞｲｱﾛｸﾞ枠とﾒﾆｭｰ命令はあなたの有効な設定や版に応じてﾍﾙﾌﾟで記述されるものと違うかもしれません。設定を変
更するにはTools(ﾂｰﾙ)ﾒﾆｭｰからImport and Export Settings(設定のｲﾝﾎﾟｰﾄとｴｸｽﾎﾟ-ﾄ)を選んでください。

Indenting (字下げ)

None (なし)

選択時、新しい行は字下げされません。挿入点は新しい行の最初の列に置かれます。

Block (塊)

選択時、新しい行は自動的に字下げされます。挿入点は先行する行と同じ開始点に置かれます。

Smart (聡明)

選択時、新しい行は他のｺｰﾄﾞ形式設定と開発言語用のｲﾝﾃﾘｾﾝｽ(Intelisense)変換によって、ｺｰﾄﾞ状況に合うように位置付けされま
す。この任意選択は全ての開発言語に対して利用可能ではありません。

例えば、開く中括弧({)と閉じる中括弧(})の間に内包される行は整列された中括弧の位置から追加のﾀﾌﾞ位置で自動的に字下げさ
れるかもしれません。

Tab and indent size (ﾀﾌﾞと字下げの量)

ﾀﾌﾞ位置間と自動字下げに対する空白での距離を設定します。既定は4つの空白です。指定した量を満たすためにﾀﾌﾞ文字、空白
文字、またはその両方が挿入されます。

Insert spaces (空白挿入)

選択時、字下げ操作はﾀﾌﾞ文字ではなく、空白文字だけを挿入します。例えば、ﾀﾌﾞと字下げの量が5に設定される場合、Tabｷｰま
たはFormatting(書式設定)ﾂｰﾙﾊﾞｰでIncrease Indent(字下げ増加)釦を押す時には必ず5つの空白文字が挿入されます。

Keep tabs (ﾀﾌﾞ保持)

選択時、各字下げ操作は1つのﾀﾌﾞ文字を挿入します。

10.3.4.8.3. XML Formatting (XML書式) 任意選択

このﾀﾞｲｱﾛｸﾞ枠はXMLｴﾃﾞｨﾀに対する書式設定の指定を許します。Tools(ﾂｰﾙ)ﾒﾆｭｰからOptions(任意選択)ﾀﾞｲｱﾛｸﾞ枠にｱｸｾｽする
ことができます。

注: これらの設定はOptions(任意選択)ﾀﾞｲｱﾛｸﾞ枠からText Editor(ﾃｷｽﾄ ｴﾃﾞｨﾀ)ﾌｫﾙﾀﾞ、XMLﾌｫﾙﾀﾞ、その後にFormatting(書式)任意
選択を選ぶ時に利用可能です。

Attributes (属性)

手動属性書式設定を防ぎます。属性が書式再設定されません。これは既定です。

注: 属性が複数行の場合、親の要素の字下げと合わせるためにｴﾃﾞｨﾀは属性の各行を字下げします。

Align attributes each on their own line (それら自身の行で各々属性を整列)

2つ目とそれに続く属性を垂直方向で先頭行の字下げと合わせるように整列します。以下のXMLﾃｷｽﾄは属性がどう整列されるかの
例です。

注意

<item id = "123-A"
 name = "hammer"
 price = "9.95">
 </item>
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Auto Reformat (自動書式再設定)

On paste from the Clipboard (ｸﾘｯﾌﾟﾎﾞｰﾄﾞからの貼り付けで)

ｸﾘｯﾌﾟﾎﾞｰﾄﾞから張り付けられたXMLﾃｷｽﾄの書式を再設定します。

On completion of end tag (終了ﾀｸﾞの完成で)

終了ﾀｸﾞが完成された時に要素の書式を再設定します。

Mixed Content (混合内容)

Preserve mixed content by default (既定によって混ぜられた内容を防止)

ｴﾃﾞｨﾀが混ぜられた内容を書式再設定するかどうかを決めます。既定によって、内容がxml:space="preserve"範囲で見つかる時を
除き、ｴﾃﾞｨﾀは混ぜられた内容の書式を再設定しようと試みます。

要素がﾃｷｽﾄとﾀｸﾞ付けの混合を含む場合、その内容は混ぜられた内容を考慮されます。以下は混ぜられた内容を持つ要素の例
です。

<dir>c:\data\AlphaProject\
 <file readOnly="false">test1.txt</file>
 <file readOnly="false">test2.txt</file>
 </dir>

10.3.4.8.4. XML Miscellaneous (XMLその他) 任意選択

このﾀﾞｲｱﾛｸﾞ枠はXMLｴﾃﾞｨﾀに対して自動完成と枠組みの設定の変更を許します。Tools(ﾂｰﾙ)ﾒﾆｭｰからOptions(任意選択)ﾀﾞｲｱﾛｸﾞ
枠をｱｸｾｽすることができます。

注: これらの設定はOptions(任意選択)ﾀﾞｲｱﾛｸﾞ枠からText Editor(ﾃｷｽﾄ ｴﾃﾞｨﾀ)ﾌｫﾙﾀﾞ、XMLﾌｫﾙﾀﾞ、その後にFormatting(書式)任意
選択を選ぶ時に利用可能です。

Auto Insert (自動挿入)

Close tags (ﾀｸﾞを閉じる)

自動完成設定がﾁｪｯｸされた場合、そのﾀｸﾞが既に閉じられていなければ、開始ﾀｸﾞを閉じるために大なり(>)記号を入力した時にｴ
ﾃﾞｨﾀは自動的に終了ﾀｸﾞを追加します。

空の要素の完成は自動完成設定に依存しません。\を入力することによって常に空の要素を自動完成することができます。

Attribute quotes (属性引用符)

XML属性を書く時に、ｴﾃﾞｨﾀは=””文字を挿入し二重引用符の内側にｶﾚｯﾄ(^)を配置します。

既定によって選択されます。

Namespace declarations (名前空間宣言)

ｴﾃﾞｨﾀはそれらが必要とされる時に必ず名前空間宣言を自動的に挿入します。

既定によって選択されます。

Other markup (Comments, CDATA) (他のﾀｸﾞ付け (注釈、CDATA))

注釈、CDATA、DOCTYPE、処理命令、他のﾀｸﾞ付けが自動完成されます。

既定によって選択されます。

Network (ﾈｯﾄﾜｰｸ)

Automatically download DTDs and schemas (DTDと枠組みを自動ﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ)

枠組みと文書形式定義(DTD:Document Type Definition)はHTTP位置から自動的にﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞされます。この機能は許可された自
動ﾌﾟﾛｷｼ ｻｰﾊﾞｰ検出を持つSystem.Net(名前空間)を使います。

既定によって選択されます。

Outlining (作成)

Enter outlining mode when files open (ﾌｧｲﾙを開く時に作成動作形態を入力)

ﾌｧｲﾙが開かれる時に作成機能をONにします。

既定によって選択されます。

Caching (ｷｬｯｼｭ)

Schemas (枠組み)

枠組みｷｬｯｼｭの場所を指定します。検索(...)釦は現在の枠組みｷｬｯｼｭ位置でDirectry Browse(ﾃﾞｨﾚｸﾄﾘ検索)ﾀﾞｲｱﾛｸﾞ枠を開きま
す。違うﾃﾞｨﾚｸﾄﾘを選ぶことができ、またﾃﾞｨﾚｸﾄﾘ内で何かを見るためにﾀﾞｲｱﾛｸﾞ内のﾌｫﾙﾀﾞを選び、右ｸﾘｯｸし、Open(開く)を選ぶこ
とができます。
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10.3.5. ﾃﾞﾊﾞｯｶﾞ

10.3.5.1. 使い方

Microchip Studioで、変数がどう表示されるか、特定の警告が提示されるかどうか、中断点がどう設定されるか、中断が走行しているﾌﾟ
ﾛｸﾞﾗﾑにどう影響を及ぼすかを含むﾃﾞﾊﾞｯｸﾞの動きに対して様々な設定を指定することができます。Options(任意選択)ﾀﾞｲｱﾛｸﾞ枠でﾃﾞ
ﾊﾞｯｶﾞ設定を指定します。

ﾃﾞﾊﾞｯｶﾞ任意設定を設定

Tools(ﾂｰﾙ)ﾒﾆｭｰでOptions(任意選択)をｸﾘｯｸしてください。

Options(任意選択)ﾀﾞｲｱﾛｸﾞ枠でDebugging(ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ)ﾌｫﾙﾀﾞを開いてください。

Debugging(ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ)ﾌｫﾙﾀﾞで望む任意選択の区分を選んでください。

10.3.5.2. AVR®ﾃﾞﾊﾞｯｶﾞ設定

AVR® Communication Timeout (AVR通信制限時間)

後処理部との通信のために使われる制限時間を表示します。ｳｫｯﾁﾄﾞｯｸﾞが制限時間超過を検出した場合に後処理部が再始動され
ます。既定によって20000msです。

AVR® Debugger Path (AVRﾃﾞﾊﾞｯｶﾞ ﾊﾟｽ)

AVRﾃﾞﾊﾞｯｶﾞに対するﾊﾟｽを表示します。

AVR® Debugger Port (AVRﾃﾞﾊﾞｯｶﾞ ﾎﾟｰﾄ)

AVRﾃﾞﾊﾞｯｶﾞによって使われるWindowsのCOM APIﾎﾟｰﾄ番号を示します。既定によって0です。

RPC transaction times (RPC処理時間)

統計記録を置くﾌｧｲﾙ名。これは後処理部との通信からの記録ﾃﾞｰﾀです。空は記録が全くないことを意味します。このﾌｧｲﾙは使用者
が書き込み許可を持つﾃﾞｨﾚｸﾄﾘ、例えば、C:\tmp\transactionlog.csvに書かれなければなりません。

User Tool polling (使用者ﾂｰﾙ ﾎﾟｰﾘﾝｸﾞ)

Windows Comm枠組みを信頼する代わりに、ﾊｰﾄﾞｳｪｱ ﾂｰﾙ発見のために内部ﾎﾟｰﾄ ﾎﾟｰﾘﾝｸﾞ法を使います。活性にされた場合、Micr 
ochip Studioを再始動しなければならず、それはPCをかなり遅くするかもしれず、故にWindows Comm枠組みに関連する異常がある
場合にだけこれを使ってください。既定によって禁止されます。

10.3.6. 高度なｿﾌﾄｳｪｱ枠組み設定

Path of the application used to compare files (ﾌｧｲﾙを比べるのに使われる応用のﾊﾟｽ)

応用は通常高度なｿﾌﾄｳｪｱ枠組み(ASF)内のﾌｧｲﾙを比較するのに使われます。このように、ここでﾊﾟｽを指定しなければなりません。

Command line arguments used for file comparison (ﾌｧｲﾙ比較に使われるｺﾏﾝﾄﾞ行引数)

ｺﾏﾝﾄﾞ行引数ﾏｸﾛは次のとおりです。

 ・ %original - 元のｿﾌﾄｳｪｱ枠組みﾌｧｲﾙのﾊﾟｽ

 ・ %mine - ﾛｰｶﾙ ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄで変更されたﾌｧｲﾙのﾊﾟｽ

構成設定されたﾌｧｲﾙ比較応用に対するｺﾏﾝﾄﾞ行がFileCompare.exe filepath1 filepath2の場合、filepath1に対して%original、filepath2
に対して%mineを指定してください。例えば、WinMergeを比較応用として構成設定する場合、%original %mine /s /uのｺﾏﾝﾄﾞ行引数を
指定してください。
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図10-1. Builder (構築部)

ShellUtils Packages (ｼｪﾙ ﾕｰﾃｨﾘﾃｨ一括)

これはDefault(既定)、Custom(独自)、ｲﾝｽﾄｰﾙされたｼｪﾙ ﾕｰﾃｨﾘﾃｨ拡張の一覧です。

ShellUtils Path (ｼｪﾙ ﾕｰﾃｨﾘﾃｨのﾊﾟｽ)

選ばれた一括に基づいてShellUtils Pathは対応するﾕｰﾃｨﾘﾃｨ ﾌｫﾙﾀﾞを指示します。独自ｼｪﾙ ﾕｰﾃｨﾘﾃｨを選ぶ場合、ﾌｧｲﾙ選択(...)
釦をｸﾘｯｸすることによって独自ｼｪﾙ ﾕｰﾃｨﾘﾃｨ ﾌｫﾙﾀﾞを構成設定することができます。既定またはｲﾝｽﾄｰﾙされたｼｪﾙ拡張一括を選
ぶ場合、このﾊﾟｽは読み出し専用で一括のﾊﾟｽを指示します。

Make Configuration (Make構成設定)

ﾌｧｲﾙ選択(...)釦をｸﾘｯｸすることによって実行可能なMakeへのﾊﾟｽを構成設定してください。既定で、これは[ｲﾝｽﾄｰﾙ ﾃﾞｨﾚｸﾄﾘ]\shell 
Utils\make.exeを指示し、ﾁｪｯｸ枠をﾁｪｯｸすることによって並行構築を許可することができます。

10.3.8. ﾃﾞﾊﾞｲｽとﾂｰﾙ ﾗｲﾌﾞﾗﾘ

Devices(ﾃﾞﾊﾞｲｽ)補助ﾒﾆｭｰでﾃﾞﾊﾞｲｽに対する独自ﾗｲﾌﾞﾗﾘへのﾊﾟｽを指定することができます。Tools(ﾂｰﾙ)補助ﾒﾆｭｰでﾃﾞﾊﾞｲｽに対
する独自ﾂｰﾙへのﾊﾟｽを指定することができます。

10.3.9. 状態管理

記録ﾌｧｲﾙへのﾊﾟｽと記録設定を含みます。

Location (場所)

記録ﾌｧｲﾙへのﾊﾟｽ。ｸﾘｯｸして望む場所を検索することによってこれを変更することができます。

Severity threshold (厳格度閾値)

記録項を生成するために出来事がどれ程厳格でなければならないか。全ての操作が成功の時(OKﾚﾍﾞﾙ)、いくつかの変則的なｺｰﾄﾞ
が存在する時(Infoﾚﾍﾞﾙ)、いくつかの操作が取り消された時(Cancel設定)に出力が欲しいかどうかを選ぶことができます。ｺｰﾄﾞが潜在
的に不安定または誤りの時にだけ出力を望む場合、Warning(警告)またはError(異常)のどちらかの設定を選んでください。

Component filter (構成部品選別)

設計内の標準または独自の構成部品に対してｿｰｽ ｺｰﾄﾞから来る選別ﾒｯｾｰｼﾞ。

Severity threshold (厳格度閾値)

ｿｰｽ ｺｰﾄﾞ記録生成用厳格度閾値と同じ意味。

Use filter (使用者閾値)

記録処理がｺｰﾄﾞ出力からの構成部品出力を分離するための選別部を使うべきかどうか。

10.3.7. 構築部 (Builder)
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10.3.10. ﾃｷｽﾄ雛形

Show security message (安全性ﾒｯｾｰｼﾞ表示)

ﾃｷｽﾄ変換操作が始められる時に信頼できるｿｰｽからのﾃｷｽﾄ雛形であることを確実にするために使用者に指示を求めるﾀﾞｲｱﾛｸﾞを表
示します。

10.3.11. ﾂｰﾙﾁｪｰﾝ

図10-2. ﾂｰﾙﾁｪｰﾝ種類構成設定

Toolchain (ﾂｰﾙﾁｪｰﾝ)

ﾂｰﾙﾁｪｰﾝはｺﾝﾊﾟｲﾗ、ﾘﾝｸ、そしてｿｰｽ ｺｰﾄﾞをAVRﾃﾞﾊﾞｲｽを目
標とする実行可能な形式に変換するのに使われます。既定によ
り、Microchip Studioは右のﾂｰﾙﾁｪｰﾝ型拡張を持ちます。

表10-1. ﾂｰﾙﾁｪｰﾝ任意選択

ﾂｰﾙﾁｪｰﾝ型 説明言語

AVRｱｾﾝﾌﾞﾗ ｱｾﾝﾌﾞﾘ 8ﾋﾞｯﾄ ｱｾﾝﾌﾞﾗ ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ構築に使用

AVR 8ﾋﾞｯﾄ C/C++ 8ﾋﾞｯﾄC/C++ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ構築に使用

AVR 32ﾋﾞｯﾄ C/C++ 32ﾋﾞｯﾄC/C++ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ構築に使用

Arm 32ﾋﾞｯﾄ C/C++ Arm C/C++ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ構築に使用

10.3.11.1. Flavor (種類)

Flavor(種類)は望むﾂｰﾙﾁｪｰﾝ型のﾂｰﾙﾁｪｰﾝ拡張の特定版を識別します。Microchip Studioにｲﾝｽﾄｰﾙされた同じﾂｰﾙﾁｪｰﾝ型拡張
の違う種類を持つことができます。

10.3.11.1.1. Add Flavor (種類追加)

 1. 新しい種類が追加されるﾂｰﾙﾁｪｰﾝ型を選ん
でください。

図10-3. ﾂｰﾙﾁｪｰﾝ種類追加

 2. 新しいFlavor Name(種類名)を入力してください。

 3. 種類(Flavor)に対するﾂｰﾙﾁｪｰﾝ ﾊﾟｽを構成設定してください。このﾊﾟｽは望むﾂｰﾙﾁｪｰﾝ実行可能物、例えば、AVR 8ﾋﾞｯﾄについ
てはavr-gcc.exeを含むべきです。

 4. Add(追加)釦をｸﾘｯｸしてください。



Microchip Studio

© 2021 Microchip Technology Inc.とその子会社 使用者の手引き DS50002718D - 245頁

10.3.11.1.2. Set Default Flavor (既定種類設定)

 1. 既定として設定する種類(Flavor)を選んでください。その種類(Flavor)は選んだﾂｰﾙﾁｪｰﾝ型に対する既定になります。故に、ﾂｰﾙ
ﾁｪｰﾝ型を使う新しいﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄは構成設定された種類(Flavor)設定を使います。

 2. 「3.2.7.6. 高度な任意選択」で示されるﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ ﾌﾟﾛﾊﾟﾃｨ ﾍﾟｰｼﾞを通してﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄを作成した後、様々な種類(Flavor)を見て切り
替えることができます。

10.3.11.1.3. Delete Flavor (種類削除)

Delete Flavor(種類削除)釦押下は種類(Flavor)構成設定を削除します。

注: 独自化した既定種類(Flavor)が削除された場合、既定としてNative(本来の)種類(Flavor)が設定されます。また、削除された種類
(Flavor)で構成設定されたﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄはﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄが次回開かれた時に各々のﾂｰﾙﾁｪｰﾝ型の既定種類(Flavor)に変更されます。

10.3.12. GDB Settings (GDB設定)

このﾍﾟｰｼﾞで基本構造特有GDBﾊﾟｽを構成設定することができます。これは既定ﾂｰﾙﾁｪｰﾝ種類(Flavor)GDBﾊﾟｽを上書きします。

10.4. ｺｰﾄﾞ断片管理部

ｺｰﾄﾞの断片は特にAVR GCC応用を書く時に有用です。ｺｰﾄﾞ断片選択取得部がXML.snippetﾌｧｲﾙに対して走査するﾌｫﾙﾀﾞ一覧に
ﾌｫﾙﾀﾞを追加するのにｺｰﾄﾞ断片管理部(Code Snippets Manager)を使うことができます。自由に使えるｺｰﾄﾞのこれらの構築部分を持つ
ことはｵﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ開発を容易にすることができます。

ｺｰﾄﾞ断片管理部はTools(ﾂｰﾙ)ﾒﾆｭｰからｱｸｾｽすることができます。

10.4.1. ｺｰﾄﾞ断片管理

ｺｰﾄﾞ断片管理部にｱｸｾｽ

Tools(ﾂｰﾙ)ﾒﾆｭｰでCode Snippets Manager(ｺｰﾄﾞ断片管理部)をｸﾘｯｸしてください。

ｺｰﾄﾞ断片管理部にﾃﾞｨﾚｸﾄﾘを追加

 1. Language(言語)で: 引き落とし一覧でﾃﾞｨﾚｸﾄﾘを追加したい言語を選んでください。

 2. Add(追加)をｸﾘｯｸしてください。これはCode Snippets Directry(ｺｰﾄﾞ断片ﾃﾞｨﾚｸﾄﾘ)ｳｨﾝﾄﾞｳを開きます。

 3. ｺｰﾄﾞ断片管理部に追加したいﾃﾞｨﾚｸﾄﾘを選んでOKをｸﾘｯｸしてください。

ｺｰﾄﾞ断片管理部からﾃﾞｨﾚｸﾄﾘを削除

 1. 削除したいﾃﾞｨﾚｸﾄﾘを選んでください。

 2. Remove(削除)をｸﾘｯｸしてください。
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ｺｰﾄﾞ断片管理部にｺｰﾄﾞ断片をｲﾝﾎﾟｰﾄ

 1. Language(言語)引き落とし一覧でｺｰﾄﾞ断片を追加したい言語を選んでください。

 2. ｲﾝﾎﾟｰﾄされたｺｰﾄﾞ断片を配置したい既存ﾌｫﾙﾀﾞを選んでください。

 3. Import(ｲﾝﾎﾟｰﾄ)をｸﾘｯｸしてください。これはCode Snippets Directry(ｺｰﾄﾞ断片ﾃﾞｨﾚｸﾄﾘ)ｳｨﾝﾄﾞｳを開きます。

 4. ｺｰﾄﾞ断片管理部に追加したいｺｰﾄﾞ断片ﾌｧｲﾙを選んでOKをｸﾘｯｸしてください。ｺｰﾄﾞ断片はｺｰﾄﾞ ｴﾃﾞｨﾀでの挿入用に直ぐに利用
可能です。

10.4.2. ｺｰﾄﾞ断片管理部配置

Language (言語)

ﾌｫﾙﾀﾞ一覧で表示されるｺｰﾄﾞ断片ﾌｫﾙﾀﾞの開発言語を選びます。

Location (場所)

ﾌｫﾙﾀﾞ一覧内のﾌｫﾙﾀﾞ、またはそれらで選択されたｺｰﾄﾞ断片ﾌｧｲﾙに対するﾊﾟｽを表示します。

Folder list (ﾌｫﾙﾀﾞ一覧)

選んだ言語に対して利用可能なｺｰﾄﾞ断片ﾌｧｲﾙと、もしあれば副ﾌｫﾙﾀﾞの組を示します。それを展開してﾌｧｲﾙを一覧するには何れ
かのﾌｫﾙﾀﾞをｸﾘｯｸしてください。

Description (説明)

ﾌｫﾙﾀﾞ一覧で選んだﾌｫﾙﾀﾞまたはｺｰﾄﾞ断片ﾌｧｲﾙの情報を表示します。ｺｰﾄﾞ断片ﾌｧｲﾙが選ばれると、それの著者、説明、ｼｮｰﾄｶｯﾄ、
型の領域からﾃｷｽﾄを表示します。

Add (場所)

Code Snippets Directry(ｺｰﾄﾞ断片ﾃﾞｨﾚｸﾄﾘ)ﾀﾞｲｱﾛｸﾞ枠を開きます。ﾛｰｶﾙ ﾄﾞﾗｲﾌﾞまたはｻｰﾊﾞｰ上の望む断片ﾌｫﾙﾀﾞへ誘導してﾌｫﾙﾀﾞ
一覧でそれをｲﾝｸﾙｰﾄﾞすることを許します。

Remove (削除)

ﾌｫﾙﾀﾞ一覧から選んだ最上位ﾌｫﾙﾀﾞとそれの内容を削除します。ﾌｫﾙﾀﾞを物理的に削除しません。

Import (ｲﾝﾎﾟｰﾄ)

Code Snippets Directry(ｺｰﾄﾞ断片ﾃﾞｨﾚｸﾄﾘ)ﾀﾞｲｱﾛｸﾞ枠を開きます。ﾛｰｶﾙ ﾄﾞﾗｲﾌﾞまたはｻｰﾊﾞｰ上の望む断片へ誘導して既存ｺｰﾄﾞ断
片ﾌｫﾙﾀﾞにそれを追加することを許します。

Security (安全性)

ｺｰﾄﾞ断片管理部によってｱｸｾｽされるﾌｫﾙﾀﾞに新しい断片を格納する時は常にそのｺｰﾄﾞが応用の残りと同じ位安全に構成されること
を確実にする責任があります。ｺｰﾄﾞ断片を使うことが開発時間を省くため、断片は応用を構成する時に繰り返して再利用することがで
きます。従って、断片で保存される典型的なｺｰﾄﾞがｱﾄﾞﾚｽ安全性の問題に対して設計されることを保証すべきです。開発ﾁｰﾑは一般
的な安全規格に応じるためにｺｰﾄﾞ断片を再調査する手順を確立すべきです。

10.4.3. 既存ｺｰﾄﾞ断片の変更

ｲﾝﾃﾘｾﾝｽ(IntelliSense)ｺｰﾄﾞ断片はMicrochip Studioを含む何れかのXMLｴﾃﾞｨﾀを用いて容易に変更することができる.snippetﾌｧｲﾙ
名拡張子を持つXMLﾌｧｲﾙです。

既存ｲﾝﾃﾘｾﾝｽ ｺｰﾄﾞ断片を変更

 1. 変更したい断片の位置を突き止めるためにｺｰﾄﾞ断片管理部を使ってください。

 2. ｺｰﾄﾞ断片のﾊﾟｽをｸﾘｯﾌﾟﾎﾞｰﾄﾞに複写してOKをｸﾘｯｸしてください。

 3. File(ﾌｧｲﾙ)ﾒﾆｭｰでOpen(開く)をｸﾘｯｸしてFile(ﾌｧｲﾙ)をｸﾘｯｸしてください。

 4. File location(ﾌｧｲﾙ位置)枠に断片のﾊﾟｽを貼り付けてOKをｸﾘｯｸしてください。

 5. 断片を変更してください。

 6. File(ﾌｧｲﾙ)ﾒﾆｭｰでSave(保存)をｸﾘｯｸしてください。保存するにはﾌｧｲﾙに対する書き込みｱｸｾｽ(権)を持たなければなりません。
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10.5. 外部ﾂｰﾙ

Microchip Studio内から外部ﾂｰﾙを開始することを許すTools(ﾂｰﾙ)ﾒﾆｭｰに項目を追加することができます。例えば、avrdueや違うﾂｰ
ﾙのようなﾕｰﾃｨﾘﾃｨを開始するためにTools(ﾂｰﾙ)ﾒﾆｭｰに項目を追加することができます。

10.5.1. Tools(ﾂｰﾙ)ﾒﾆｭｰへの外部ﾂｰﾙ追加

統合開発環境(IDE)内からNotepadのような別の応用を開始するた
めにTools(ﾂｰﾙ)ﾒﾆｭｰに命令を追加することができます。

このﾀﾞｲｱﾛｸﾞは以前に定義された全ての外部ﾂｰﾙが一覧にされる
一覧枠を含みます。定義されたどのﾂｰﾙも持たない場合、この一
覧枠は空です。

 ・ Tools(ﾂｰﾙ)ﾒﾆｭｰでExternal Tools(外部ﾂｰﾙ)を選んでくださ
い。

 ・ External Tools(外部ﾂｰﾙ)ﾀﾞｲｱﾛｸﾞ枠でAdd(追加)を選び、Title
(表題)枠にﾒﾆｭｰ任意選択用の名前を入力してください。

図10-4. External Tool(外部ﾂｰﾙ)ﾀﾞｲｱﾛｸﾞ

助言: それがTools(ﾂｰﾙ)ﾒﾆｭｰで現れる時に命令用の加速
ｷｰを作成するにはﾂｰﾙ名で1つの文字の前に’&’を
入力してください。例えば、M&y External Toolを使う
場合、文字’y’が加速ｷｰになります。より多くの情報
については「10.5.5. ｷｰﾎﾞｰﾄﾞ ｼｮｰﾄｶｯﾄ割り当て」をご
覧ください。

 ・ Command(命令)枠で開始を意図するﾌｧｲﾙへのﾊﾟｽを入力する
か、またはﾌｧｲﾙへ誘導するために検索(...)を選んでください。

注: ﾌｧｲﾙがｼｽﾃﾑ ﾊﾟｽに属す場合、単にﾌｧｲﾙ名を入力してく
ださい。そうでなければ、ﾌｧｲﾙに対する完全なﾊﾟｽを入力し
てください。

 ・ 必要に応じてUse Outpup window(出力ｳｨﾝﾄﾞｳを使用)とClose 
on exit(終了で閉じる)を選び、その後にOKを選んでください。

10.5.2. 外部ﾂｰﾙへの変数渡し

ｺﾝｿｰﾙ応用に対するｺﾏﾝﾄﾞ行ｽｨｯﾁのように、それの開始時に或る情報が渡されること指定することができます。

手動または    自動充填釦を使って、必要な開始引数でArguments(引数)枠を満たしてください。

この自動充填引数釦は次表で記述されるﾏｸﾛを提供することができます。

表10-2. 外部ﾂｰﾙ ﾏｸﾛ

名前 説明引数

Item Path $(ItemPath)
(ﾄﾞﾗｲﾌﾞ+ﾊﾟｽ+ﾌｧｲﾙ名として定義された)現在のｿｰｽの完全なﾌｧｲﾙ名、非ｿｰｽ ｳｨﾝﾄﾞｳ
が活性の場合は空白

Item Directory $(ItemDir)
(ﾄﾞﾗｲﾌﾞ+ﾊﾟｽとして定義された)現在のｿｰｽのﾃﾞｨﾚｸﾄﾘ、非ｿｰｽ ｳｨﾝﾄﾞｳが活性の場合は
空白

Item File Name $(ItemFilename)
(ﾌｧｲﾙ名として定義された)現在のｿｰｽのﾌｧｲﾙ名、非ｿｰｽ ｳｨﾝﾄﾞｳが活性の場合は空
白

Item Extension $(ItemExt) 現在のｿｰｽのﾌｧｲﾙ名拡張子

Current Line $(CurLine) ｴﾃﾞｨﾀ内のｶｰｿﾙの現在の行位置

Current Column $(CurCol) ｴﾃﾞｨﾀ内のｶｰｿﾙの現在の列位置

Current Text $(CurText) 選択されたﾃｷｽﾄ

Target Path $(TargetPath) (ﾄﾞﾗｲﾌﾞ+ﾊﾟｽ+ﾌｧｲﾙ名として定義された)構築されるべき項目の完全なﾌｧｲﾙ名

Target Directory $(TargetDir) 構築されるべき項目のﾃﾞｨﾚｸﾄﾘ

Target Name $(TargetName) 構築されるべき項目のﾌｧｲﾙ名

Target Extension $(TargetExt) 構築されるべき項目のﾌｧｲﾙ名拡張子

Binary Directory $(BinDir) (ﾄﾞﾗｲﾌﾞ+ﾊﾟｽとして定義された)構築されつつあるﾊﾞｲﾅﾘの最終位置

Project Directory $(ProjectDir) (ﾄﾞﾗｲﾌﾞ+ﾊﾟｽとして定義された)現在のﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄのﾃﾞｨﾚｸﾄﾘ

Project filename $(ProjectFileName) (ﾄﾞﾗｲﾌﾞ+ﾊﾟｽ+ﾌｧｲﾙ名として定義された)現在のﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄのﾌｧｲﾙ名

Solution Directory $(SolutionDir) (ﾄﾞﾗｲﾌﾞ+ﾊﾟｽとして定義された)現在の解決策のﾃﾞｨﾚｸﾄﾘ

Solution filename $(SolutionFileName) (ﾄﾞﾗｲﾌﾞ+ﾊﾟｽ+ﾌｧｲﾙ名として定義された)現在の解決策のﾌｧｲﾙ名
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10.5.3. 初期ﾃﾞｨﾚｸﾄﾘ

ﾂｰﾙまたは命令用の作業ﾃﾞｨﾚｸﾄを指定することもできます。例えば、ﾂｰﾙが現在のﾃﾞｨﾚｸﾄﾘからﾌｧｲﾙ ｼｽﾃﾑのﾃﾞｰﾀを読む場合、ﾂｰ
ﾙは始動で或るﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ構成部品が現在のﾃﾞｨﾚｸﾄﾘに存在することを要求します。

10.5.4. 走行動作

Arguments(引数)枠の下でﾂｰﾙの動きを変更することができます。

Use Output window (出力ｳｨﾝﾄﾞｳを使用) - この枠がﾁｪｯｸされた場合、ﾂｰﾙはMicrochip Studioの出力ｳｨﾝﾄﾞｳに処理情報を出力し、
さもなければ出力は隠されます。

Close on exit (終了で閉じる) - この枠がﾁｪｯｸされた場合、もしあればﾂｰﾙ ｳｨﾝﾄﾞｳは全ての操作完了後自動的に閉じられます。

Prompt for arguments (引数に対して指示要求) - ﾂｰﾙﾁｪｰﾝ自動化に使われます。この枠がﾁｪｯｸされた場合、外部ﾂｰﾙは追加の
処理ﾊﾟﾗﾒｰﾀを入力するために使用者の介入が必要です。さもなければﾂｰﾙは
沈黙を守ります。

Treat output as Unicode (ﾕﾆｺｰﾄﾞとして出力を処理) - 国際化任意選択。いくつかのﾂｰﾙはより良い解釈に帰着するﾕﾆｺｰﾄﾞを出力
することができます。この任意選択はこのようなﾂｰﾙを使う場合に正しい出力
表現を許します。

10.5.5. ｷｰﾎﾞｰﾄﾞ ｼｮｰﾄｶｯﾄ割り当て

命令にｼｮｰﾄｶｯﾄ(加速器)を割り当てるにはﾂｰﾙの表題に於いてｱｸｾｽ ｷｰとして使いたい文字の直前にｱﾝﾄﾞ記号(&)を追加してくださ
い。

ｱﾝﾄﾞ記号が追加された後、加速器はｷｰﾎﾞｰﾄﾞ ｼｮｰﾄｶｯﾄとして含められることが必要です。

 ・ Tools(ﾂｰﾙ)ﾒﾆｭｰでOptions(任意選択)をｸﾘｯｸしてください。

 ・ Environment(環境)ﾍﾟｰｼﾞでKeyboard(ｷｰﾎﾞｰﾄﾞ)を選んでください。

 ・ Show commands containing(含む命令を表示)一覧でTools(ﾂｰﾙ)を入力してください。

 ・ Command names(命令名)一覧で適切なExternal Command n(外部命令n)登録を配置してください。

注: 最大12の外部ﾂｰﾙに対してｷｰﾎﾞｰﾄﾞ ｼｮｰﾄｶｯﾄを定義することができます。外部ﾂｰﾙはCommand names(命令名)一覧で
Externa l Command 1～20として一覧にされます。この番号はTools(ﾂｰﾙ)ﾒﾆｭｰで独自外部命令名の左の番号に対応しま
す。ﾒﾆｭｰ命令がそれに割当たられたｼｮｰﾄｶｯﾄを既に持つ場合、Shortcuts for selected command(選んだ命令に対するｼｮｰﾄ
ｶｯﾄ)一覧にその情報が現れます。

 ・ Press shortcut keys(ｼｮｰﾄｶｯﾄ ｷｰ押下)枠にｶｰｿﾙを置き、その後に外部ﾂｰﾙに割り当てたいｷｰを押してください。

注: ｷｰﾎﾞｰﾄﾞ ｼｮｰﾄｶｯﾄが既に別の命令に割り当てられていた場合、Shortcut currently assigned(現在割り当てｼｮｰﾄｶｯﾄ)一覧がそ
の情報を表示します。

 ・ Assign(割り当て)をｸﾘｯｸしてください。
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10.6. 予め定義されたｷｰﾎﾞｰﾄﾞ ｼｮｰﾄｶｯﾄ

Microchip StudioはMicrosoft Visual Studio 2010からのVisual Stuidioｼｪﾙ枠組みを使い、従って、統合開発環境(IDE)はVisual Studi 
oでのそれらと同様な少数の予め定義されたｷｰﾎﾞｰﾄﾞ ｼｮｰﾄｶｯﾄ体系を含みます。初めてMicrochip Studioを開始してあなたの設定を
選ぶと、関連する体系が自動的に設定されます。その後にOptions(任意選択)ﾀﾞｲｱﾛｸﾞ枠でKeyboard options(ｷｰﾎﾞｰﾄﾞ任意選択)頁
を使うことによって、追加の体系から選ぶことができ、あなた自身のｷｰﾎﾞｰﾄﾞ ｼｮｰﾄｶｯﾄを作成することもできます。

設計者と編集者、共用ｼｮｰﾄｶｯﾄ

これらのｼｮｰﾄｶｯﾄは設計者と編集者の両方で動きます。

Edit.Paste Ctrl+VまたはShift+Insert ｶｰｿﾙ位置にｸﾘｯﾌﾟﾎﾞｰﾄﾞの内容を挿入

Edit.SelectAll Ctrl+A 現在の文書で全てを選択

Edit.StopSearch Alt+F3, S ﾌｧｲﾙ操作で現在の検索を停止

命令 説明ｼｮｰﾄｶｯﾄ

Edit.Copy Ctrl+CまたはCtrl+Insert 選択した項目をｸﾘｯﾌﾟﾎﾞｰﾄﾞに複写

Edit.Cut Ctrl+XまたはShift+Delete ﾌｧｲﾙから選択した項目を削除してそれをｸﾘｯﾌﾟﾎﾞｰﾄﾞに複写

環状ｸﾘｯﾌﾟﾎﾞｰﾄﾞから項目をﾌｧｲﾙ内のｶｰｿﾙ位置に貼り付け。代わりに環
状ｸﾘｯﾌﾟﾎﾞｰﾄﾞ内の次の項目を貼り付けるには再びｼｮｰﾄｶｯﾄを押してくだ
さい。

Edit.CycleClipboardRing Ctrl+Shift+V

Edit.Delete Delete ｶｰｿﾙの右側の1文字を削除

Edit.Find Ctrl+F 検索と置換ﾀﾞｲｱﾛｸﾞ枠のQuick(迅速)ﾀﾌﾞを表示

Edit.FindAllReferences Shift+Alt+F 選択したｼﾝﾎﾞﾙに対する参照の一覧を表示

Edit.FindinFiles Ctrl+Shift+F 検索と置換ﾀﾞｲｱﾛｸﾞ枠のFiles(ﾌｧｲﾙ)ﾀﾌﾞを表示

Edit.FindNext F3 検索ﾃｷｽﾄの次の発生(一致)を検索

Edit.FindNextSelected Ctrl+F3 現在の選択ﾃｷｽﾄまたはｶｰｿﾙの語の次の発生(一致)を検索

Edit.FindPrevious Shift+F3 検索ﾃｷｽﾄの直前の発生(一致)を検索

Edit.FindPreviousSelected Ctrl+Shift+F3 現在の選択ﾃｷｽﾄまたはｶｰｿﾙの語の直前の発生(一致)を検索

Edit.FindSymbol Alt+F12 検索と置換ﾀﾞｲｱﾛｸﾞ枠のFind Symbol(検索ｼﾝﾎﾞﾙ)枠を表示

Edit.GoToFindCombo Ctrl+D 標準ﾂｰﾙﾊﾞｰのFind/Command(検索/命令)枠にｶｰｿﾙを配置

逐次検索を活性。逐次検索がONだけども入力が全く渡されない場合は
直前の検索問い合わせが使われます。検索入力が見つかった場合、次
の呼び出しは入力ﾃｷｽﾄの次の発生に対して検索します。

Edit.IncrementalSearch Ctrl+I

選択したｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄまたはﾒﾝﾊﾞに対して検索し、Find Symbol Results(ｼﾝ
ﾎﾞﾙ検索結果)ｳｨﾝﾄﾞｳに一致を表示

Edit.QuickFindSymbol Shift+Alt+F12

Edit.NavigateTo Ctrl+, Navigate To(～に誘導)ﾀﾞｲｱﾛｸﾞ枠を表示

Edit.Redo
Ctrl+Yまたは 
Shift+Alt+BackSpace
またはCtrl+Shift+Z

最も最新の活動を繰り返し

Edit.Replace Ctrl+H
Find and Replace(検索と置換)ﾀﾞｲｱﾛｸﾞ枠のQuick(迅速)ﾀﾌﾞにReplace(置
換)任意選択を表示

Edit.ReplaceinFiles Ctrl+Shift+H
Find and Replace(検索と置換)ﾀﾞｲｱﾛｸﾞ枠のFiles(ﾌｧｲﾙ)ﾀﾌﾞにReplace(置
換)任意選択を表示

Edit.Undo
Ctrl+Zまたは
Alt+BackSpace

最後の編集活動を逆戻り

View.ViewCode Ctrl+Alt+0 選択した項目に対して、対応するﾌｧｲﾙを開き、現在位置にｶｰｿﾙを配置
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ﾃｷｽﾄ誘導

これらのｼｮｰﾄｶｯﾄは開いた文書での周辺移動用です。

ｴﾃﾞｨﾀ ｳｨﾝﾄﾞｳ内で1画面下ｽｸﾛｰﾙ

Edit.LineUp ↑ ｶｰｿﾙを1行上へ移動

Edit.PageDown PageDown

Edit.PageUp PageUp ｴﾃﾞｨﾀ ｳｨﾝﾄﾞｳ内で1画面上ｽｸﾛｰﾙ

命令 説明ｼｮｰﾄｶｯﾄ

Edit.CharLeft ← ｶｰｿﾙを左に1文字移動

Edit.CharRight → ｶｰｿﾙを右に1文字移動

Edit.DocumentEnd Ctrl+End ｶｰｿﾙを文書の最終行に移動

Edit.DocumentStart Ctrl+Home ｶｰｿﾙを文書の先頭行に移動

Edit.GoTo Ctrl+G Go To Line(行へ行く)ﾀﾞｲｱﾛｸﾞ枠を表示

Edit.GoToDefinition Alt+G ｺｰﾄﾞ内の選択したｼﾝﾎﾞﾙに対する宣言へ誘導

Edit.GoToNextLocation F8
ｶｰｿﾙをTask List(ﾀｽｸ一覧)ｳｨﾝﾄﾞｳやFind Results(検索結果)ｳｨ
ﾝﾄﾞｳでの検索一致のような次の項目へ移動。後続する呼び出し
は一覧内の次の項目へ移動します。

Edit.GoToPrevLocation Shift+F8 ｶｰｿﾙを直前の項目へ戻すように移動

逐次検索開始。逐次検索が開始されたが、どの文字も入力され
ない場合は直前の様式が再び呼び出されます。ﾃｷｽﾄが見つ
かった場合、次の発生に対して検索します。

Edit.IncrementalSearch Ctrl+I

Edit.LineDown ↓ ｶｰｿﾙを1行下へ移動

Edit.LineEnd End ｶｰｿﾙを現在の行末へ移動

Edit.LineStart Home ｶｰｿﾙを現在の行先頭へ移動

Edit.NextBookmark Ctrl+K, Ctrl+N 文書内の次の栞へ移動

Edit.NextBookmarkInFolder Ctrl+Shift+K, Ctrl+Shift+N

現在の栞がﾌｫﾙﾀﾞ内なら、そのﾌｫﾙﾀﾞ内の次の栞へ移動。ﾌｫﾙﾀﾞ
外の栞は飛ばします。

現在の栞がﾌｫﾙﾀﾞ内でなければ、同じﾚﾍﾞﾙで次の栞へ移動。

Bookmark(栞)ｳｨﾝﾄﾞｳがﾌｫﾙﾀﾞを含むなら、ﾌｫﾙﾀﾞ内の栞を飛ばし
ます。

Edit.PreviousBookmark Ctrl+K, Ctrl+P ｶｰｿﾙを直前の栞の位置へ移動

Edit.PreviousBookmarkInFolder Ctrl+Shift+K, Ctrl+Shift+P

現在の栞がﾌｫﾙﾀﾞ内なら、そのﾌｫﾙﾀﾞ内の直前の栞へ移動。ﾌｫ
ﾙﾀﾞ外の栞は飛ばします。

現在の栞がﾌｫﾙﾀﾞ内でなければ、同じﾚﾍﾞﾙで直前の栞へ移動。

Bookmark(栞)ｳｨﾝﾄﾞｳがﾌｫﾙﾀﾞを含むなら、ﾌｫﾙﾀﾞ内の栞を飛ばし
ます。

Edit.ReverseIncrementalSearch Ctrl+Shift+I
ﾌｧｲﾙの最後で開始して先頭に向かって進むように逐次検索の
方向を変更

Edit.ScrollLineDown Ctrl+↓ ﾃｷｽﾄを1行下ｽｸﾛｰﾙ。ﾃｷｽﾄ ｴﾃﾞｨﾀでだけ利用可能

Edit.ScrollLineUp Ctrl+↑ ﾃｷｽﾄを1行上ｽｸﾛｰﾙ。ﾃｷｽﾄ ｴﾃﾞｨﾀでだけ利用可能

Edit.ViewBottom Ctrl+PageDown 活性なｳｨﾝﾄﾞｳの見えている最後の行へ移動

Edit.ViewTop Ctrl+PageUp 活性なｳｨﾝﾄﾞｳの見えている最初の行へ移動

Edit.WordNext Ctrl+→ ｶｰｿﾙを1語右へ移動

Edit.WordPrevious Ctrl+← ｶｰｿﾙを1語左へ移動

View.NavigateBackward Ctrl+- ｺｰﾄﾞの直前の閲覧した行へ移動

View.NavigateForward Ctrl+Shift+- ｺｰﾄﾞの次の閲覧した行へ移動

ｴﾃﾞｨﾀ内のﾃｷｽﾄの影響を及ぼされた項へ自動的にｽｸﾛｰﾙす
る、Error List(異常一覧)ｳｨﾝﾄﾞｳで次の異常登録へ移動

View.NextError Ctrl+Shift+F12

View.NextTask Task List(ﾀｽｸ一覧)ｳｨﾝﾄﾞｳで次のﾀｽｸまたは注釈へ移動
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ﾋﾞｼﾞｭｱﾙ ｱｼｽﾄ (Visual Assist) ｼｮｰﾄｶｯﾄ

これらのｼｮｰﾄｶｯﾄはﾋﾞｼﾞｭｱﾙ ｱｼｽﾄ(Visual Assist)用です。

命令 説明ｼｮｰﾄｶｯﾄ

VAssistX.FindReference Shift+Alt+F 記されたﾃｷｽﾄへの全ての参照を検索

VAssistX.FindSymbolDialog Shift+Alt+S ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ内の全ｼﾝﾎﾞﾙを一覧にするｼﾝﾎﾞﾙ ﾀﾞｲｱﾛｸﾞを開く

VAssistX.GotoImplementation Alt+G 実装へ行く

VAssistX.ListMethodsInCurrentFile Alt+M 現在のﾌｧｲﾙ内の全ﾒｿｯﾄﾞの一覧を開く

VAssistX.OpenCorrespondingFile Alt+O 対応するﾌｧｲﾙ(例えば.h/.c)を開く

VAssistX.OpenFileInSolutionDialog Shift+Alt+O 解決策内の全ﾌｧｲﾙの一覧を表示

VAssistX.Paste Ctrl+Shift+V 貼り付け履歴ﾒﾆｭｰを見せる

VAssistX.RefactorContextMenu Shift+Alt+Q ﾘﾌｧｸﾀﾘﾝｸﾞ状況ﾒﾆｭｰを見せる

VAssistX.RefactorRename Shift+Alt+R 改名ﾀﾞｲｱﾛｸﾞを見せる

VAssistX.ScopeNext Alt+↓ 次の範囲へ飛ぶ

VAssitX.ScopePrevious Alt+↑ 直前の範囲へ飛ぶ

ﾃｷｽﾄ選択

これらのｼｮｰﾄｶｯﾄは開いた文書でのﾃｷｽﾄ選択用です。

Edit.LineUpExtend Shift+↑ ｶｰｿﾙの位置から始めて行単位で上へﾃｷｽﾄを選択

命令 説明ｼｮｰﾄｶｯﾄ

Edit.CharLeftExtend Shift+← ｶｰｿﾙを1文字左に移動して現在の選択を延長

Edit.CharLeftExtendColumn Shift+Alt+← ｶｰｿﾙを1文字左に移動して列選択を拡張

Edit.CharRightExtend Shift+→ ｶｰｿﾙを1文字右に移動して現在の選択を延長

Edit.CharRightExtendColumn Shift+Alt+→ ｶｰｿﾙを1文字右に移動して列選択を拡張

Edit.DocumentEndExtend Ctrl+Shift+End ｶｰｿﾙから文書の最終行までのﾃｷｽﾄを選択

Edit.LineStartExtend Shift+Home ｶｰｿﾙから行先頭までﾃｷｽﾄを選択

Edit.LineUpExtendColumn Shift+Alt+↑ 列選択を拡張してｶｰｿﾙを1行上へ移動

Edit.DocumentStartExtend Ctrl+Shift+Home ｶｰｿﾙから文書の先頭行までのﾃｷｽﾄを選択

Edit.LineDownExtend Shift+↓ ｶｰｿﾙの位置で始めて1行下へﾃｷｽﾄ選択拡張

Edit.LineDownExtendColumn Shift+Alt+↓ 列選択を拡張して1行下へﾎﾟｲﾝﾀを移動

Edit.LineEndExtend Shift+End ｶｰｿﾙから現在行末までのﾃｷｽﾄを選択

Edit.LineEndExtendColumn Shift+Alt+End 列選択を拡張してｶｰｿﾙを行末まで移動

Edit.LineStartExtendColumn Shift+Alt+Home 列選択を拡張してｶｰｿﾙを行先頭まで移動

Edit.PageDownExtend Shift+PageDown 1頁下へ選択拡張

1頁上へ選択拡張Edit.PageUpExtend Shift+PageUp

Edit.SelectCurrentWord Ctrl+Ｗ ｶｰｿﾙを含む語またはｶｰｿﾙの右側の語を選択

Edit.SelectionCancel Esc 現在の選択を取り消し

Edit.ViewBottomExtend Ctrl+Shift+PageDown 表示部の最終行へｶｰｿﾙを移動して選択を拡張

Edit.ViewTopExtend Ctrl+Shift+PageUp 活性なｳｨﾝﾄﾞｳの先頭へ選択を拡張

Edit.WordNextExtend Ctrl+Shift+→ 右へ1語選択を延長

Edit.WordNextExtendColumn Ctrl+Shift+Alt+→ 列選択を拡張して右へ1語ｶｰｿﾙ移動

Edit.WordPreviousExtend Ctrl+Shift+← 左へ1語選択を延長

Edit.WordPreviousExtendColumn Ctrl+Shift+Alt+← 列選択を拡張して左へ1語ｶｰｿﾙ移動
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ﾃｷｽﾄ表示

これらのｼｮｰﾄｶｯﾄは、例えば、選択領域を隠す、または輪郭法によって、ﾃｷｽﾄ自体の変更なしにﾃｷｽﾄが表示される方法の変更用で
す。

Edit.ToggleBookmark Ctrl+K, Ctrl+K 現在の行で栞を設定または削除

命令 説明ｼｮｰﾄｶｯﾄ

Edit.ClearBookmarks Ctrl+K, Ctrl+L 開いた全ての文書で全栞を削除

Edit.CollapseAllOutlining Ctrl+M, Ctrl+A
階層でまさに最も外側を見せるように全ての領域を収納、代
表的に領域と名前空間の定義で使用またはｲﾝﾎﾟｰﾄ

Edit.CollapseCurrentRegion Ctrl+M, Ctrl+S
省略記号が後続する領域のまさに先頭線を見せるようにｶｰ
ｿﾙを含む領域を収納。領域は文書ｳｨﾝﾄﾞｳの左端の三角形
によって示されます。

Edit.CollapseTag Ctrl+M, Ctrl+T
選択されたHTMLﾀｸﾞを隠して代わりに省略記号(...)を表示。
ﾏｳｽ ﾎﾟｲﾝﾀを省略記号上に置くことによって情報(Tooltip)と
して完全なﾀｸﾞを見ることができます。

Edit.CollapsetoDefinitions Ctrl+M, Ctrl+O
ｿｰｽ ﾌｧｲﾙで型やﾒﾝﾊﾞの高位表示を提供するために既存領
域を収納

Edit.EnableBookmark 現在の文書で栞の使用を許可

Edit.ExpandAllOutlining Ctrl+M, Ctrl+X ﾍﾟｰｼﾞで収納された全ての領域を展開

Edit.ExpandCurrentRegion Ctrl+M, Ctrl+E
現在の領域を展開。この命令を使うためにｶｰｿﾙを収納され
た領域上に置く

Edit.HideSelection Ctrl+M, Ctrl+H
選択したﾃｷｽﾄを隠す。ﾌｧｲﾙの隠したﾃｷｽﾄの位置を合図ｱｲ
ｺﾝで記す。

Edit.StopHidingCurrent Ctrl+M, Ctrl+U 現在選択した領域に対する概略情報を削除

Edit.StopOutlining Ctrl+M, Ctrl+P 文書全体から全ての概略情報を削除

Edit.ToggleAllOutlining Ctrl+M, Ctrl+L
以前に収納した全輪郭領域の収納と展開の状態を交互切り
替え

Edit.ToggleOutliningExpansion Ctrl+M, Ctrl+M
現在選択されて収納した輪郭領域の収納と展開の状態を交
互切り替え

Edit.ToggleTaskListShortcut Ctrl+K, Ctrl+H 現在の行でｼｮｰﾄｶｯﾄを設定または削除

ｴﾃﾞｨﾀでのﾜｰﾄﾞﾗｯﾌﾟを許可または禁止Edit.ToggleWordWrap Ctrl+E, Ctrl+W

Edit.ViewWhiteSpace Ctrl+R, Ctrl+W 空白とﾀﾌﾞの印を見せるまたは隠す

ﾃｷｽﾄ操作

これらのｼｮｰﾄｶｯﾄは開いた文書でのﾃｷｽﾄの削除、移動、書式設定用です。

命令 説明ｼｮｰﾄｶｯﾄ

Edit.BreakLine Enter 新しい行を挿入

Edit.CharTranspose Ctrl+T
ｶｰｿﾙの左右で文字を入れ替え。例えば、AC|BDはAB|CD
になります。

Edit.CommentSelection Ctrl+K, Ctrl+C 現在の選択に現在の言語用の注釈文字を適用

Edit.CompleteWord Alt+→またはCtrl+SpaceBar 完成一覧で現在の語を完成

Edit.DeleteBackwards BackSpace ｶｰｿﾙの左側の1文字を削除

Edit.FormatDocument Ctrl+K, Ctrl+D
現在の言語に対して、Options(任意選択)ﾀﾞｲｱﾛｸﾞ枠のForm 
atting(書式)枠で指定された字下げとｺｰﾄﾞ書式設定に従って
現在の文書を書式設定します。

Edit.FormatSelection Ctrl+K, Ctrl+F
現在の言語に対して、Options(任意選択)ﾀﾞｲｱﾛｸﾞ枠のForm 
atting(書式)枠で指定された字下げとｺｰﾄﾞ書式設定に従って
現在の選択を書式設定します。

Edit.InsertSnippet Ctrl+K, Ctrl+Ｘ
ｺｰﾄﾞ断片選択取得部を表示。選択したｺｰﾄﾞ断片がｶｰｿﾙ位
置に挿入されます。

Edit.InsertTab Tab ﾃｷｽﾄの行に指定された数の空白で字下げ

Edit.LineCut Ctrl+L
選択された全ての行、または何も選択されてない場合は現
在の行をｸﾘｯﾌﾟﾎﾞｰﾄﾞに切り取り

次頁へ続く
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前頁からの続き

命令 説明ｼｮｰﾄｶｯﾄ

Edit.LineDelete Ctrl+Shift+L 全選択行または選択されてない場合は現在行を削除

ｶｰｿﾙの左側の語を削除Edit.WordDeleteToStart Ctrl+ＢackSpace

Edit.LineOpenAbove Ctrl+Shift+Enter ｶｰｿﾙの上に空白行を挿入

Edit.LineOpenBelow Ctrl+Enter ｶｰｿﾙの下に空白行を挿入

Edit.LineTranspose Shift+Alt+T ｶｰｿﾙを含む行を次の行の下へ移動

Edit.ListMembers Ctrl+J ｲﾝﾃﾘｾﾝｽ(IntelliSense)完成一覧を呼び出し

Edit.MakeLowercase Ctrl+U 選択したﾃｷｽﾄを小文字に変更

Edit.MakeUppercase Ctrl+Shift+U 選択したﾃｷｽﾄを大文字に変更

Edit.OvertypeMode Insert 挿入動作と上書き動作間を交互切り替え

Edit.ParameterInfo Ctrl+Shift+SpaceBar
指定したﾒｿｯﾄﾞに対して必要されるﾊﾟﾗﾒｰﾀの名前、数、型を
表示

Edit.SurroundWith Ctrl+K, Ctrl+S
ｺｰﾄﾞ断片選択取得部を表示。選んだｺｰﾄﾞ断片は選択したﾃ
ｷｽﾄに周囲を囲まれます。

Edit.TabifySelectedLines 選択したﾃｷｽﾄで空白をﾀﾌﾞに置換

Edit.TabLeft Shift+Tab 選択した行を1つ左のﾀﾌﾞ位置へ移動

Edit.UncommentSelection Ctrl+K, Ctrl+U ｺｰﾄﾞの現在行から注釈構文を削除

Edit.UntabifySelectedLines 選択したﾃｷｽﾄでﾀﾌﾞを空白に置換

Edit.WordDeleteToEnd Ctrl+Delete ｶｰｿﾙの右側の語を削除

Edit.WordTranspose Ctrl+Shift+Ｔ
ｶｰｿﾙの両側の語を置き換え。例えば、|End SubはSub End|
を読むように変更されます。

ﾌｧｲﾙとﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄの操作

これらのｼｮｰﾄｶｯﾄはﾌｧｲﾙとﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄの操作用で、IDEで何処でも使うことができます。

Project.Properties

命令 説明ｼｮｰﾄｶｯﾄ

Build.BuildSelection 選択したﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄとその依存物を構築

Build.BuildSolution F7 解決策内の全ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄを構築

Build.Cancel Ctrl+Ｂreak 現在の構築を停止

File.Print Ctrl+P 印刷機設定を選べるようにPrint(印刷)ﾀﾞｲｱﾛｸﾞ枠を表示

Build.Compile Ctrl+Ｆ７
選択したﾌｧｲﾙ用の機械語、ﾘﾝｶ指令、領域、外部参照、関
数/ﾃﾞｰﾀの名前を含むｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄ ﾌｧｲﾙを作成

Build.RebuildSolution Ctrl+Alt+F7 解決策を再構築

File.NewFile Ctrl+N
現在のﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄに新しいﾌｧｲﾙを追加できるようにNew File
(新しいﾌｧｲﾙ)ﾀﾞｲｱﾛｸﾞ枠を表示

File.NewProject Ctrl+Shift+N New Project(新しいﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ)ﾀﾞｲｱﾛｸﾞ枠を表示

File.OpenFile Ctrl+O Open File(ﾌｧｲﾙを開く)ﾀﾞｲｱﾛｸﾞ枠を表示

解決策に既存ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄを追加できるようにOpen Project(ﾌﾟﾛ
ｼﾞｪｸﾄを開く)ﾀﾞｲｱﾛｸﾞ枠を表示

File.OpenProject Ctrl+Shift+O

File.Rename F2
Solution Explorer(解決策ｴｸｽﾌﾟﾛｰﾗ)で選択した項目の名前
の変更を許します。

File.SaveAll Ctrl+Shift+S
現在の解決策内の全文書と外部ﾌｧｲﾙ ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ内の全ﾌｧｲ
ﾙを保存

File.SaveSelectedItems Ctrl+S 現在のﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄで選択された項目を保存

File.SaveSelectedItemsAs
ｴﾃﾞｨﾀで項目が選択された時にSave File As(～としてﾌｧｲﾙ
を保存)ﾀﾞｲｱﾛｸﾞ枠を表示

Project.AddExistingItem
現在のﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄに既存ﾌｧｲﾙの追加を許す、Add Existing It 
em(既存項目を追加)ﾀﾞｲｱﾛｸﾞ枠を表示

Project.AddNewItem
現在のﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄに新しいﾌｧｲﾙの追加を許す、Add New Ite 
m(新しい項目を追加)ﾀﾞｲｱﾛｸﾞ枠を表示

編集枠組みで現在のﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄに対するProject Properties
(ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ ﾌﾟﾛﾊﾟﾃｨ)ﾀﾞｲｱﾛｸﾞ枠を表示
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ｳｨﾝﾄﾞｳ管理

これらのｼｮｰﾄｶｯﾄはﾂｰﾙ ｳｨﾝﾄﾞｳと文書ｳｨﾝﾄﾞｳでの移動、閉じる、誘導用です。

命令 説明ｼｮｰﾄｶｯﾄ

View.FullScreen Shift+Alt+Enter 全画面動作ON/OFF交互切り替え

Window.ActivateDocumentWindow Esc
ﾒﾆｭｰまたはﾀﾞｲｱﾛｸﾞ枠を閉じ、進行中の操作を取り消し、ま
たは現在の文書ｳｨﾝﾄﾞｳにﾌｫｰｶｽを置く。

Window.CloseDocumentWindow Ctrl+F4 現在のﾀﾌﾞを閉じる

Window.CloseToolWindow Shift+Esc 現在のﾂｰﾙ ｳｨﾝﾄﾞｳを閉じる

Window.Dock
IDEでそれの最も最近の接合位置に浮きﾂｰﾙまたは文書ｳｨ
ﾝﾄﾞｳを戻す。

Window.NextDocumentWindow Ctrl+F6 開いた文書を通して巡回

Window.NextDocumentWindowNav Ctrl+Tab 選択した最初の文書ｳｨﾝﾄﾞｳでIDE誘導部を表示

Window.NextPane Alt+F6 現在のﾂｰﾙまたは文書ｳｨﾝﾄﾞｩの次の枠へ移動

Window.NextToolWindow 次のﾂｰﾙ ｳｨﾝﾄﾞｩへ移動

Window.NextToolWindowNav Alt+F7 選択した最初のﾂｰﾙ ｳｨﾝﾄﾞｳでIDE誘導部を表示

Window.PreviousDocumentWindow ｴﾃﾞｨﾀで直前の文書へ移動Ctrl+Shift+F6

Window.PreviousDocumentWindowNav Ctrl+Shift+Tab 選択した直前の文書ｳｨﾝﾄﾞｳでIDE誘導部を表示

Window.PreviousPane Shift+Alt+F6 直前に選択したｳｨﾝﾄﾞｳへ移動

Window.ShowEzMDIFileList 開いている全ての文書だけを一覧にするﾎﾟｯﾌﾟｱｯﾌﾟを表示Ctrl+Alt+↓

ﾂｰﾙ ｳｨﾝﾄﾞｳ

これらのｼｮｰﾄｶｯﾄはIDEで何処でもﾂｰﾙ ｳｨﾝﾄﾞｳを開くため用です。

命令 説明ｼｮｰﾄｶｯﾄ

Window.PreviousToolWindow 直前のﾂｰﾙ ｳｨﾝﾄﾞｳにﾌｫｰｶｽを持ってくる。

Tools.CodeSnippetsManager Ctrl+K, Ctrl+Ｂ
ﾌｧｲﾙでｺｰﾄﾞ断片の検索と挿入を許すｺｰﾄﾞ断片管理部を表
示

Tools.GoToCommandLine Ctrl+/
標準ﾂｰﾙﾊﾞｰのFind/Command(検索/命令)ﾎﾞｯｸｽにﾎﾟｲﾝﾀを
置く

View.BookmarkWindow Ctrl+K, Ctrl+W Bookmark(栞)ｳｨﾝﾄﾞｳを表示

View.CallHierarchy Ctrl+Alt+K Call Hierachy(呼び出し階層)ｳｨﾝﾄﾞｳを表示

View.CommandWindow Ctrl+Alt+A
IDEに変更させるために命令を呼び出すことができるComma 
nd(命令)ｳｨﾝﾄﾞｳを表示

View.EditLabel F2
Solution Explorer(解決策ｴｸｽﾌﾟﾛｰﾗ)で選択した項目の名前
の変更を許します。

View.ErrorList Ctrl+\, E Error List(異常一覧)ｳｨﾝﾄﾞｳを表示

View.FindSymbolResults Ctrl+Alt+F12 Find Synbol Results(ｼﾝﾎﾞﾙ検索結果)ｳｨﾝﾄﾞｩを表示

View.Output Ctrl+Alt+O
走行時に状態ﾒｯｾｰｼﾞを見るためにOutput(出力)ｳｨﾝﾄﾞｳを
表示

View.SolutionExplorer Ctrl+Alt+L
現在のﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄとﾌｧｲﾙを一覧にするSolution Explorer(解決
策ｴｸｽﾌﾟﾛｰﾗ)を表示

View.TaskList Ctrl+\, T
独自ﾀｽｸ、注釈、ｼｮｰﾄｶｯﾄ、警告、異常のﾒｯｾｰｼﾞを表示す
るTask List(ﾀｽｸ一覧)ｳｨﾝﾄﾞｳを表示

View.WebBrowser Ctrl+Alt+R ｲﾝﾀｰﾈｯﾄでﾍﾟｰｼﾞを見させるｳｪﾌﾞ ﾌﾞﾗｳｻﾞ ｳｨﾝﾄﾞｳを表示

Window.PreviousToolWindowNav 直前に選択したﾂｰﾙ ｳｨﾝﾄﾞｳでIDE誘導部を表示Shift+Alt+F7
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栞ｳｨﾝﾄﾞｳ

これらのｼｮｰﾄｶｯﾄは栞ｳｨﾝﾄﾞｳまたはｴﾃﾞｨﾀのどちらかで栞と共に動くため用です。より多くの情報については下表をご覧ください。

命令 説明ｼｮｰﾄｶｯﾄ

Edit.ClearBookmarks Ctrl+K, Ctrl+Ｌ 開いた全ての文書で全ての栞を削除

Edit.PreviousBookmark ｶｰｿﾙを直前の栞の位置へ移動Ctrl+K, Ctrl+P

Edit.EnableBookmark 現在の文書で栞の使用を許可

Edit.NextBookmark Ctrl+K, Ctrl+Ｎ 文書内で次の栞へ移動

現在の栞がﾌｫﾙﾀﾞ内なら、そのﾌｫﾙﾀﾞ内の次の栞に移動。
ﾌｫﾙﾀﾞの外側の栞は飛ばします。

現在の栞がﾌｫﾙﾀﾞ内でなければ、同じﾚﾍﾞﾙで次の栞へ移動

Bookmark(栞)ｳｨﾝﾄﾞｳがﾌｫﾙﾀﾞを含む場合、ﾌｫﾙﾀﾞ内の栞は
飛ばされます。

Edit.NextBookmarkInFolder Ctrl+Shift+K, Ctrl+Shift+N

Edit.ToggleBoomark Ctrl+K, Ctrl+K 文書内の現在行の栞を交互切り替え

View.BookmarkWindow Bookmark(栞)ｳｨﾝﾄﾞｳを表示Ctrl+K, Ctrl+W

現在の栞がﾌｫﾙﾀﾞ内なら、そのﾌｫﾙﾀﾞ内の直前の栞に移動。
ﾌｫﾙﾀﾞの外側の栞は飛ばします。

現在の栞がﾌｫﾙﾀﾞ内でなければ、同じﾚﾍﾞﾙで直前の栞へ移
動

Bookmark(栞)ｳｨﾝﾄﾞｳがﾌｫﾙﾀﾞを含む場合、ﾌｫﾙﾀﾞ内の栞は
飛ばされます。

Edit.PreviousBookmarkInFolder Ctrl+Shift+K, Ctrl+Shift+P

ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ

これらのｼｮｰﾄｶｯﾄはｺｰﾄﾞ ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ用です。

命令 説明ｼｮｰﾄｶｯﾄ

Debug.Autos Ctrl+Alt+V, A
ｺｰﾄﾞの現在と直前の行で使われる変数を表示するAuto(自
動)ｳｨﾝﾄﾞｳを表示

Debug.BreakAll Ctrl+F5
ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ作業での全ての処理の実行を一時停止。走行動作
でだけ利用可能

Debug.BreakatFunction Ctrl+B New Breakpoint(新しい中断点)ﾀﾞｲｱﾛｸﾞ枠を表示

Debug.Breakpoints Alt+F9またはCtrl+Alt+B
中断点を追加、削除、変更することができるBreakpoints(中
断点)ﾀﾞｲｱﾛｸﾞ枠を表示

Debug.CallStack Alt+7またはCtrl+Alt+C
活性な全ﾒｯｿｯﾄﾞまたは現在のｽﾚｯﾄﾞの実行用のｽﾀｯｸ ﾌﾚｰﾑ
を表示するCall Stack(呼び出しｽﾀｯｸ)ｳｨﾝﾄﾞｳを表示

Debug.DeleteAllBreakpoints Ctrl+Shift+F9 ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ内の全ての中断点を解除

Debug.Disassembly Alt+8またはCtrl+Alt+D Disassembly(逆ｱｾﾝﾌﾞﾘ)ｳｨﾝﾄﾞｳを表示

Debug.EnableBreakpoint Ctrl+F9 中断点の禁止と許可を交互切り替え

Debug.Exceptions Ctrl+Alt+E Exceptions(例外)ﾀﾞｲｱﾛｸﾞ枠を表示

Debug.Immediate Ctrl+Alt+I 式を評価することができるImmediate(即値)ｳｨﾝﾄﾞｳを表示

Debug.Locals Alt+4またはCtrl+Alt+V, L
現在のｽﾀｯｸ ﾌﾚｰﾑ内の各ﾒｯｿｯﾄﾞに対する局所変数とそれら
の値を表示するLocals(局所)ｳｨﾝﾄﾞｳを表示

Debug.Memory1 Ctrl+Alt+M, 1
Watch(監視)やVariables(変数)のｳｨﾝﾄﾞｳではっきりと表示さ
れない大きな緩衝部、文字列、他のﾃﾞｰﾀを見るためにMemo 
ry 1(ﾒﾓﾘ1)ｳｨﾝﾄﾞｳを表示

Debug.Memory2 Ctrl+Alt+M, 2
Watch(監視)やVariables(変数)のｳｨﾝﾄﾞｳではっきりと表示さ
れない大きな緩衝部、文字列、他のﾃﾞｰﾀを見るためにMemo 
ry 2(ﾒﾓﾘ2)ｳｨﾝﾄﾞｳを表示

Debug.Memory3 Ctrl+Alt+M, 3
Watch(監視)やVariables(変数)のｳｨﾝﾄﾞｳではっきりと表示さ
れない大きな緩衝部、文字列、他のﾃﾞｰﾀを見るためにMemo 
ry 3(ﾒﾓﾘ3)ｳｨﾝﾄﾞｳを表示

次頁に続く



Microchip Studio

© 2021 Microchip Technology Inc.とその子会社 使用者の手引き DS50002718D - 256頁

前頁からの続き

命令 説明ｼｮｰﾄｶｯﾄ

Debug.Memory4 Ctrl+Alt+M, 4
Watch(監視)やVariables(変数)のｳｨﾝﾄﾞｳではっきりと表示さ
れない大きな緩衝部、文字列、他のﾃﾞｰﾀを見るためにMemo 
ry 4(ﾒﾓﾘ4)ｳｨﾝﾄﾞｳを表示

Debug.Modules Ctrl+Alt+U

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑで使われる.dllまたは.exeのﾌｧｲﾙを見ることを許すM 
odules(単位部)ｳｨﾝﾄﾞｳを表示。ﾏﾙﾁﾌﾟﾛｾｽ ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞでは全て
のﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑに対して右ｸﾘｯｸしてその後にShow Modules(単位
部を表示)をｸﾘｯｸすることができます。

Debug.ParallelStacks Ctrl+Shift+D, S Parallel Stacks(並行ｽﾀｯｸ)ｳｨﾝﾄﾞｳを表示

Debug.ParallelTasks Ctrl+Shift+D, K Parallel Tasks(並行ﾀｽｸ)ｳｨﾝﾄﾞｳを表示

Debug.Processes Ctrl+Alt+Z Processes(処理)ｳｨﾝﾄﾞｳを表示。走行動作で利用可能

選択した式の現在の値を持つQuickWatch(一瞬監視)ｳｨﾝﾄﾞ
ｳを表示。中断動作でだけ利用可能。監視式を定義しなかっ
た変数、ﾌﾟﾛﾊﾟﾃｨ、他の式の現在の値を調べるのにこの命令
を使ってください。

Debug.QuickWatch Ctrl+Alt+QまたはShift+F9

Debug.Registers Alt+5またはCtrl+Alt+G
本来のｺｰﾄﾞ応用のﾃﾞﾊﾞｯｸﾞに対してﾚｼﾞｽﾀ内容を表示するRe 
gisters(ﾚｼﾞｽﾀ)ｳｨﾝﾄﾞｳを表示

Debug.RunToCursor Ctrl+F10

中断動作では、現在の文から選択した文までｺｰﾄﾞの実行を
再開。余白指示部ﾊﾞｰに現在実行行余白指示部が現れま
す。設計動作では、ﾃﾞﾊﾞｯｶﾞを開始してﾎﾟｲﾝﾀ位置までｺｰﾄﾞ
を実行します。

Debug.Start F5
始動ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄからの設定に基づくﾃﾞﾊﾞｯｶﾞ下で応用を開始。
中断動作時、この命令呼び出しは応用を次の中断点まで走
らせます。

Debug.StepIntoCurrentProcess Ctrl+Alt+F11 Processes(処理)ｳｨﾝﾄﾞｳから利用可能

Debug.ToggleBreakpoint F9 現在の行で中断点を設定または削除

Debug.StepInto F11
ﾒｯｿｯﾄﾞ呼び出し内の実行に従って、1度に1つの文でｺｰﾄﾞを
実行。

Debug.StepOver F10 選択したｺｰﾄﾞの行に実行点を設定

Debug.StopDebugging Ctrl+Shift+F5 ﾃﾞﾊﾞｯｶﾞ下の現在の応用の走行を停止

Debug.Threads Ctrl+Alt+H 走行しているｽﾚｯﾄﾞを見るのにThreads(ｽﾚｯﾄﾞ)ｳｨﾝﾄﾞｳを表示

Debug.Watch4 Ctrl+Alt+W, 4
選んだ変素または監視式の値を表示するWatch4(監視)ｳｨﾝ
ﾄﾞｳを表示

Debug.Watch1 Ctrl+Alt+W, 1
選んだ変数または監視式の値を表示するWatch(監視)ｳｨﾝﾄﾞ
ｳを表示

Debug.Watch2 Ctrl+Alt+W, 2
選んだ変数または監視式の値を表示するWatch2(監視)ｳｨﾝ
ﾄﾞｳを表示

Debug.Watch3 Ctrl+Alt+W, 3
選んだ変素または監視式の値を表示するWatch3(監視)ｳｨﾝ
ﾄﾞｳを表示

ﾍﾙﾌﾟ

これらのｼｮｰﾄｶｯﾄはﾍﾙﾌﾟ内の話題を見ることとそれらの中の移動用です。

命令 説明ｼｮｰﾄｶｯﾄ

Help.F1Help F1
ﾌｫｰｶｽを持つ使用者ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽに対応するﾍﾙﾌﾟからの話
題を表示

Help.ManageHelpSettings Ctrl+Alt+F1 ﾍﾙﾌﾟ ﾗｲﾌﾞﾗﾘ管理部を表示

Help.WindowHelp Shift+F1
ﾌｫｰｶｽを持つ使用者ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽに対応するﾍﾙﾌﾟからの話
題を表示
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11. ｺﾏﾝﾄﾞ行ﾕｰﾃｨﾘﾃｨ (CLI)
Microchip Studioはatprogram.exeと呼ばれるｺﾏﾝﾄﾞ行ｿﾌﾄｳｪｱ ﾕｰﾃｨﾘﾃｨが付属しています。

助言: 下図で示されるように、ｽﾀｰﾄ⇒All programs⇒Microchip Studio⇒Microchip Studio Command Promptをｸﾘｯｸすることに
よってatprogramを走らせるためのﾊﾟｽ構成設定を持つｺﾏﾝﾄﾞ ｼｪﾙを開始することができます。

atprogram.exeは以下に使うことができます。

 ・ ﾃﾞﾊﾞｲｽに.bin、.hex、.elfのﾌｧｲﾙを書き込み

 ・ 書き込みが正しいことを検証

 ・ ﾃﾞﾊﾞｲｽのﾒﾓﾘの読み込み、書き込み、消去

 ・ ﾋｭｰｽﾞ、施錠ﾋﾞｯﾄ、保護ﾋﾞｯﾄ、使用者ﾍﾟｰｼﾞ、使用者識票の書き込み

 ・ ﾃﾞﾊﾞｲｽに製品ﾌｧｲﾙを書き込み (脚注)

 ・ 接続した全てのﾂｰﾙを一覧出力

 ・ ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽとｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ ｸﾛｯｸ速度を設定

このﾕｰﾃｨﾘﾃｨの使い方のﾍﾙﾌﾟを得るにはatprogram.exeを実行してください。

これは標準出力にatprogram CLIﾍﾙﾌﾟ文章を打ち出します。

注: ELF製品ﾌｧｲﾙ形式は1つの単一ﾌｧｲﾙでﾌﾗｯｼｭ ﾒﾓﾘとEEPROMの両方と使用者識票(XMEGAﾃﾞﾊﾞｲｽのみ)だけでなく、ﾋｭｰｽﾞと
施錠ﾋﾞｯﾄの構成設定の内容も保持することができます。この形式は実行可能/ﾘﾝｸ可能形式(ELF:Executable and Linkable Form 
at)に基づきます。

製品ﾌｧｲﾙ形式は現在、tinyAVR、megaAVR、XMEGAに対して支援されます。このようなﾌｧｲﾙを生成するためのﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄの構成
設定方法の記述については「3.2.7.7. 他のﾒﾓﾘ形式を持つELFﾌｧｲﾙの作成」をご覧ください。
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12. 良くある質問
Microchip Studioについての良くある質問

Atmel Studio 7またはMicrochip Studioの旧版からMicrochip Studioへの更新後に問題を経験

 1. Microchip Studio上を右ｸﾘｯｸして’Run as administrator(管理者として実行)’を選んでください。これはｲﾝｽﾄｰﾙ中に構成部分
が失敗した場合に失ったどの構成部品も復元することをMicrochip Studioに許します。その後にMicrochip Studioを閉じて標準
ｱｸｾｽ権で開始してください。

 2. 以下のﾌｫﾙﾀﾞを削除することによって旧版でｷｬｯｼｭされたStudioﾃﾞｰﾀを削除してください。

 %localappdata%\Atmel\AtmelStudio\7.0
 %appdata%\Atmel\AtmelStudio\7.0

これは更新された版で矛盾するかもしれないｳｨﾝﾄﾞｳ配置のようなｷｬｯｼｭされた構成設定を削除します。

 3. Microchip Studioを次のように再ｲﾝｽﾄｰﾙしてください。

 1. 管理者としてｺﾏﾝﾄﾞ ﾌﾟﾛﾝﾌﾟﾄを実行してください。

 2. Studioｲﾝｽﾄｰﾙ ﾃﾞｨﾚｸﾄﾘ、例えば、C:\Program Files (x86)\Atmel\Studio\7.0へ行ってください。

 3. >StudioInstallAgent.exe /uninstall

 4. >StudioInstallAgent.exe /install

Atmel USBﾄﾞﾗｲﾊﾞは何?

Atmel USBﾄﾞﾗｲﾊﾞは全てのﾂｰﾙに必要とされるUSBﾄﾞﾗｲﾊﾞを同梱する集約的なｲﾝｽﾄｰﾗです。

Atmel USBﾄﾞﾗｲﾊﾞ一括のｲﾝｽﾄｰﾙ中に異常を受け取る

Atmel USBﾄﾞﾗｲﾊﾞ一括のｲﾝﾄｰﾙ中に異常の0x800b010a - A certificate chain could not be built to a trusted root authority(一連
の証明書が信頼されるﾙｰﾄ権限に構築することができません。)を受け取るかもしれません。これはｲﾝｽﾄｰﾗに署名した証明書がWi 
ndowsに対して証明書権限構築を使って検証することができないことを意味します。

証明書を検証できない理由は一連の証明書がWindows Updateを通して更新されることが必要だからです。Windowsが証明書を検
証することができるように、全ての更新を受け取ることを確実にしてください。

ｺﾝﾋﾟｭｰﾀがｵﾌﾗｲﾝまたは何処かしら制限されているためにｺﾝﾋﾟｭｰﾀを更新することができない場合、ﾙｰﾄ証明書更新はhttp://sup 
port2.microsoft.com/kb/931125からﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞすることができます。

Microchip StudioはAtmel Studio、AVR Studio、AVR32 Studioの旧版と並行して動きますか?

Microchip StudioはAtmel Stuido 7を更新し、故にAtmel Studio 7と並行で動きません。

Microchip StudioはAtmel Studio 6.2とより古い版と並行で動きます。

Norton AntiVirus走行時にMicrochip Studioがﾃﾞﾊﾞｯｶﾞや書き込み器を見つけられません。

Norton AntiVirusが走っている場合、Microchip Studioは接続したどのﾂｰﾙも見えないかもしれません。Norton AntiVirusを確実に
動くようにするには、ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを許すNorton AntiVirus内の例外としてatbackend.exeを追加することによってatprogram.exeにMicroc 
hip Studioとの通信を許してください。これは既定防止ﾎﾟｰﾄによるどのｱﾝﾁｳｨﾙｽ ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑでも同じです。

Microchip Studioｲﾝｽﾄｰﾗを走らせようとする時にWIndowsが以下のﾒｯｾｰｼﾞを持つﾒｯｾｰｼﾞ枠を示します。”Windows cannot access 
the specified device, path or file. You may not have the appropriate permissions to access the item. (Windowsは指定されたﾃﾞﾊﾞｲ
ｽ、ﾊﾟｽ、またはﾌｧｲﾙにｱｸｾｽすることができません。あなたはその項目にｱｸｾｽするための適切な許可を持っていないかもしれませ
ん。)”

これはMicrochip Studioのｲﾝｽﾄｰﾙを妨げるｱﾝﾁｳｨﾙｽ ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑによって起こされるかもしれません。私たちはこれをSophos antivirus
一括で見ました。ﾏｼﾝで走行しているSophosｻｰﾋﾞｽ(または対応する何れかのｱﾝﾁｳｨﾙｽ ｻｰﾋﾞｽ)を一時的に禁止してｲﾝｽﾄｰﾙを再
び開始してください。

Microchip Studioが開始に非常に長い時間かかるけれども、仮想ﾏｼﾝ(VM)環境では上手く動きます。

Visual Studioｼｪﾙ(従ってMicrochip Studio)は始動中にかなり大量の処理を行います。この操作の一部は更新されたｸﾞﾗﾌｨｯｸ ﾗｲﾌﾞ
ﾗﾘとﾄﾞﾗｲﾊﾞから大いに恩恵を受けるWPF操作です。最新のｸﾞﾗﾌｨｯｸ ﾄﾞﾗｲﾊﾞのｲﾝｽﾄｰﾙが通常動作中と始動中の両方で性能増加
を与えるかもしれません。

STK500使用時に直列ﾎﾟｰﾄ緩衝部溢れ異常ﾒｯｾｰｼﾞで度々書き込みと検証が失敗します。

これは既知の問題です。DPC遅延のため、直列通信はUARTﾁｯﾌﾟｾｯﾄで緩衝部溢れを持ち得ます。殆どのｼｽﾃﾑに対して動く対
策はUSB-ｼﾘｱﾙ ｱﾀﾞﾌﾟﾀを使うことです。

ｹﾞｽﾄ ｱｶｳﾝﾄからの開始時、Microchip Studio開始時に以下の異常が表示されます。”Exception has been thrown by the target of 
an invocation(呼び出しの目的対象によって例外が投げられました。)”

Microchip Studioはｹﾞｽﾄ ｱｶｳﾝﾄ下でｲﾝｽﾄｰﾙも走行もしません。

http://support2.microsoft.com/KB/931125
http://support2.microsoft.com/KB/931125
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仮想ﾏｼﾝでMicrochip Studioをｲﾝｽﾄｰﾙして動かすことができますか?

はい、ｼﾐｭﾚｰﾀで全く問題があるべきではありません。けれども、ﾃﾞﾊﾞｯｶﾞや書き込み器のような物理的な装置でVMは物理的なUSB
とｼﾘｱﾙ ﾎﾟｰﾄの接続に対する支援を提供しなければなりません。

どのようにしてMicrochip Studioの始動時間を減らすことができますか?

 ・ 不要な拡張のｱﾝｲﾝｽﾄｰﾙを確実にしてください。

 ・ Allow Add-in components to load(読み込むｱﾄﾞｲﾝ構成部品を許す)を禁止してください。

 a. Tools(ﾂｰﾙ)⇒Options(任意選択)⇒Add-in/Macro Security(ｱﾄﾞｲﾝ/ﾏｸﾛ保護)へ行ってください。

 b. その後にAllow Add-in components to load(読み込むｱﾄﾞｲﾝ構成部品を許す)任意選択のﾁｪｯｸを外してください。

 ・ 始動頁を禁止してください。

 a. Tools(ﾂｰﾙ)⇒Options(任意選択)⇒Environment(環境)⇒Startup(始動)⇒At Startup(始動で)へ行ってください。

 b. Show empty environment(空の環境を表示)任意選択を選んでください。

Windowsの何れかの支援される版に対してStudio性能を改善する方法は?

 ・ ｼｽﾃﾑが最新版のWindows自動化APIを持つことを確実にしてください。

 ・ ｱﾝﾁｳｨﾙｽ走査部から以下のﾃﾞｨﾚｸﾄﾘとﾌｧｲﾙを除外してください。

 - Microchip Studioｲﾝｽﾄｰﾙ ﾃﾞｨﾚｸﾄﾘとその内側の全てのﾌｫﾙﾀﾞと全てのﾌｧｲﾙ

 - %AppData%\Roaming\Atmelﾃﾞｨﾚｸﾄﾘとその内側の全てのﾌｫﾙﾀﾞと全てのﾌｧｲﾙ

 - %AppData%\Local\Atmelﾃﾞｨﾚｸﾄﾘとその内側の全てのﾌｫﾙﾀﾞと全てのﾌｧｲﾙ

 - あなたのﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ ﾃﾞｨﾚｸﾄﾘ

 ・ Visual Studioｼｪﾙはたくさんのｽﾜｯﾌﾟ空間が必要です。ﾍﾟｰｼﾞﾝｸﾞ ﾌｧｲﾙを増やしてください。また、ｼｽﾃﾑを最大性能に置いてく
ださい。両方の任意選択はﾒﾆｭｰのPerformance(性能)⇒Properties(ﾌﾟﾛﾊﾟﾃｨ)⇒System(ｼｽﾃﾑ)⇒Settings(設定)で見つかりま
す。

最新のWindoqws自動化API 3.0をｲﾝｽﾄｰﾙすべきですか?

はい、OSが以下のどれかの場合。

 ・ Windows Server 2008

どのようにしてｼｽﾃﾑが最新のWindoqws自動化API 3.0を持つようにできますか?

Windows 7またはWindows 8を持つ場合、ｼｽﾃﾑは最新版のWindows自動化APIを持ちます。Windows XP、Windows Vista®、Wind 
ows Server® 2003、Windows Server 2008だけが旧版のAPIを持ちます。ｼｽﾃﾑ内で(通常、Windowsﾌｫﾙﾀﾞで見つかる)UIAutomatio 
nCore.dllﾌｧｲﾙを見つけて、そのﾌｧｲﾙの版番号を比べてください。新しいAPI用の版は7.X.X.Xであるべきです。最新APIはsuppor 
t.microsoft.com/kb/971513で見つけることができます。

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄが大きくて開くのに長い時間がかかります。この遅れを避ける何か任意選択はありませんか?

Visual Assist Xは既存ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄを開く時に全てのﾌｧｲﾙを解析します。この任意選択を禁止することができます。

 1. Performance(性能)⇒Visual Assist X Options(ﾋﾞｼﾞｭｱﾙ ｱｼｽﾄX任意選択)⇒VAssistXへ行ってください。

 2. Parse all files when opening the project(ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄを開く時に全てのﾌｧｲﾙを解析)任意選択のﾁｪｯｸを外してください。

ｼｽﾃﾑで制限されたRAMの量を持ち、同じ実体のMicrochip Studioで長時間動かします。その後暫くしてｼｽﾃﾑでMicrochip Studioが
遅くなります。

Microchip Studioにｺﾞﾐ収集(ｶﾞﾍﾞｰｼﾞ ｺﾚｸｼｮﾝ)を強制するためにCtrl+Shift+Atl+F12を2度押してください。

どのようにしてﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄをより速く構築させれますか?

Tools(ﾂｰﾙ)⇒Options(任意選択)⇒Buider(構築部)⇒GNU Make⇒Make Parallel Execution Of Build(構築の並列実行を作成)から
並列構築任意選択を許可することができます。

12.1. 過去のAVR®ｿﾌﾄｳｪｱと第三者製品との互換性

12.1.1. ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ用に外部ELFﾌｧｲﾙをｲﾝﾎﾟｰﾄするには?

File(ﾌｧｲﾙ)⇒Open object file for debugging(ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ用にｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄ ﾌｧｲﾙを開く)を使ってください。

12.1.2. AVR® Studio 4のﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄを新しいMicrochip Studioで再利用するには?

 1. ﾒﾆｭｰでFile(ﾌｧｲﾙ)⇒Import AVR Studio 4 project(AVR Studio 4ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄをｲﾝﾎﾟｰﾄ)をｸﾘｯｸしてください。

 2. “Import AVR Studio 4 project(AVR Studio 4ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄをｲﾝﾎﾟｰﾄ)”ﾀﾞｲｱﾛｸﾞが現れます。

 3. ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ名を入力するか、またはAPFS File location(APFSﾌｧｲﾙ位置)ﾀﾌﾞのBrowse(検索)釦をｸﾘｯｸすることによってﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ位
置を検索してください。

 4. Solution Folder(解決策ﾌｫﾙﾀﾞ)ﾀﾌﾞでﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄの変換の結果となる新しい解決策に名前を付けてください。

http://support.microsoft.com/kb/971513
http://support.microsoft.com/kb/971513
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 5. Next(次へ)をｸﾘｯｸしてください。

 6. Microchip Studioは変換を続けます。ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄの複雑さと特殊性に依存していくつかの警告や異常があるかもしれません。それら
はSummary(要約)ｳｨﾝﾄﾞｳで示されます。

 7. 新しく変換されたﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄにｱｸｾｽするためFinish(終了)をｸﾘｯｸしてください。

12.2. Microchip Studioｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ

12.2.1. ｺｰﾄﾞのﾃﾞﾊﾞｯｸﾞを開始するには? ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞのためのｷｰﾎﾞｰﾄﾞ ｼｮｰﾄｶｯﾄは何?

AVR Studio 4とは異なり、ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞを始めることなくﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄを構築するのにF7を押すことができます。

ｿｰｽ ﾌｧｲﾙへの変更後にﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄの再構築が必要な場合、Ctrl+Alt+F7を押してください。

ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞを開始するにはF5を押してください。

直接走行せずにﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽを開くにはDebug(ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ)⇒Start Debugging and Break(ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ開始と中断)ﾒﾆｭｰ釦を押すか、
またはF11を押してください。

行単位のﾃﾞﾊﾞｯｸﾞを開始するにはF10を押し、命令単位のﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ作業を開始するにはF11を押してください。

ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞなしでﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄを走らせるにはDebug(ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ)⇒Start Without Debugging(ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞなしで開始)ﾒﾆｭｰ釦を押してください。

12.2.2. 解決策て何?

解決策はMicrochip Studioでﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄを編制するための構造です。解決策は.sln(ﾃｷｽﾄに基づく、共用)と.suo(2進数、使用者指定解
決策任意選択)のﾌｧｲﾙでﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄに対する状態情報を保持します。

12.2.3. ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄて何?

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄはﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄに含まれる全てのｿｰｽ ﾌｧｲﾙ、全てのｲﾝｸﾙｰﾄﾞされるﾗｲﾌﾞﾗﾘ、全ての構築実行可能物に対する参照を含む論理
的なﾌｫﾙﾀﾞです。ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄは複雑な応用に対して繋ぎ目のないｺｰﾄﾞの再利用と構築処理の容易な自動化を許します。

12.2.4. ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄに外部Makefileを使うには?

外部makefileと他のﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ任意選択の使い方はﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ ﾌﾟﾛﾊﾟﾃｨで構成設定することができます。

外部makefileは動くためにMicrochip Studioによって必要とされる規則を含まなければならないことを憶えて置いてください。

12.2.5. 変数監視時、ﾃﾞﾊﾞｯｶﾞが「Optimized away(最適化で除去)」と言う

今日の殆どのｺﾝﾊﾟｲﾗは最適化するｺﾝﾊﾟｲﾗとして知られているものです。これはﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの大きさを減らしたり、速度を上げたりするた
めにいくつかの策略を使います。

注: この動きは通常、-Onｽｨｯﾁによって制御されます。

この異常の発生は通常、何もないｺｰﾄﾞの部分をﾃﾞﾊﾞｯｸﾞしようとすることです。以下の例で変数aを監視しようとすることがこの動きを起
こすかもしれません。

int main() {
 int a = 0;
 while (a < 42) {
  a += 2;
 }
}

aの増加がｺｰﾄﾞの他のどの部分にも影響を及ぼさないため、最適化で除去されるべきaについての理由は明らかです。この例の多忙
待ち繰り返しはこの事実に気付かない場合に予期せぬ動きの最も重要な例です。

これを修正するにはｺﾝﾊﾟｲﾙ中に使われる最適化ﾚﾍﾞﾙをより下げるか、またはなるべくならaをvolatileとして宣言してください。変数が
volatile宣言されるであろう別の状況は、或る変数がｺｰﾄﾞと割り込み処理ﾙｰﾁﾝ(ISR:Interrupt Service Routine)間で共用される場合で
す。

この問題の徹底的な検証についてはこの問題に於けるｸﾘﾌ ﾛｰｿﾝの優秀な解説を見てください。

12.2.6. ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ作業開始時、「Debug Tool is not Set(ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ ﾂｰﾙが設定されていない)」の異常状態になる

このﾒｯｾｰｼﾞの理由はﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄをﾃﾞﾊﾞｯｸﾞする能力がある選ばれたﾂｰﾙがないことです。ﾂｰﾙが選ばれない時にそれ空です。引き落と
しﾒﾆｭｰをｸﾘｯｸすることが利用可能な全てのﾂｰﾙを示します。Tool project(ﾂｰﾙ ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ)枠へ行って支援されるﾂｰﾙを変更してくだ
さい(Project Properties(ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ ﾌﾟﾛﾊﾟﾃｨ)⇒Tool(ﾂｰﾙ)⇒Select Debugger/Programmer(ﾃﾞﾊﾞｯｶﾞ/書き込み器の選択))。

選んだﾂｰﾙがﾃﾞﾊﾞｯｸﾞを支援しない場合、正しいｲﾝﾀｰﾌｪｰｽが選ばれていることと、周波数が仕様に従っていることを調べてくださ
い。問題が持続する場合、ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞが安定する周波数に対してより低い周波数を試みて、その後に安定が保たれる限り緩やかに
増加してください。

http://www.avrfreaks.net/index.php?name=PNphpBB2&file=viewtopic&t=97382
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12.3. 性能の問題

12.3.1. Microchip StudioがPCでの開始に非常に長い時間かかるが、仮想環境では上手く走行。何かできることがある?

Visual Studioｼｪﾙ(従ってMicrochip Studio)はｸﾞﾗﾌｨｯｸ ﾗｲﾌﾞﾗﾘとしてWPFを使ってGUIｽﾚｯﾄﾞで大量の処理を行います。WPFはﾊｰﾄﾞ
ｳｪｱ加速に対する支援を持ちます。いくつかのｸﾞﾗﾌｨｯｸ ｶｰﾄﾞ ﾄﾞﾗｲﾊﾞはこれを上手く利用できず、ｸﾞﾗﾌｨｸの更新が全く必要とされない
時でさえ、ｶｰﾈﾙ空間で時間を費やします。最新のｸﾞﾗﾌｨｯｸ ﾄﾞﾗｲﾊﾞのｲﾝｽﾄｰﾙが性能増加を与えるかもしれません。

12.3.2. STK500使用時に度々「Serial Port Buffer Overrun Error」でﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞと確認が失敗する。

これは既知の問題です。直列通信用の割り込みDPC遅延は他のﾄﾞﾗｲﾊﾞによって中断されるかもしれず、故にUARTﾁｯﾌﾟｾｯﾄで緩衝
部溢れを起こします。殆どのｼｽﾃﾑに対して動く対策はUSB-ｼﾘｱﾙ ｱﾀﾞﾌﾟﾀを使うことです。

12.3.3. USBﾊﾌﾞを通してﾂｰﾙを接続し、ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞとﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ中に異常ﾒｯｾｰｼﾞと矛盾する結果になる。

ﾂｰﾙとﾃﾞﾊﾞｲｽはおそらくﾃﾞﾊﾞｯｸﾞをするPCのUSBﾎﾟｰﾄに直接接続されるでしょう。これが任意選択でなければ、以下によって問題を減
らす/なくすかもしれません。

 ・ ﾊﾌﾞに接続された他のどのUSB装置も切断してください。

 ・ USBﾊﾌﾞ上のﾎﾟｰﾄを替えてください。

 ・ ﾂｰﾙ ｸﾛｯｸ周波数を低く設定してください。例えば、JTAGｸﾛｯｸ<600kHzに設定

 ・ ﾂｰﾙ/ﾃﾞﾊﾞｲｽの組み合わせに対してUse external reset(外部ﾘｾｯﾄを使用)が任意選択なら、これを許可してください。

注: AVR Dragonはおそらく給電されたUSBﾊﾌﾞを通して接続されるでしょう。これはﾏｻﾞｰﾎﾞｰﾄﾞが充分な電力を提供しない場合にDrag 
on上の電力供給が弱くなり過ぎになり得るためです。Dragonが時間超過や固まる場合ﾊﾌﾞが低品質のためかもしれません。

12.4. ﾄﾞﾗｲﾊﾞとUSBの問題

12.4.1. Microchip Studioでﾂｰﾙを認証させるには?

これはおそらく自動的に起こるでしょうが、時々Windows®ﾄﾞﾗｲﾊﾞが正しくﾂｰﾙを認証しません。これを修正するにはWindowsのﾃﾞﾊﾞｲｽ 
ﾏﾈｰｼﾞｬでﾂｰﾙがMicrochip節点下で一覧にされることを調べなければなりません。ﾂｰﾙが一覧にされない場合、Unknown devices(未
知の装置)下でそれを探してみてください。そこで見つけたなら、そのﾂｰﾙをﾀﾞﾌﾞﾙ ｸﾘｯｸし、Driver(ﾄﾞﾗｲﾊﾞ)ﾀﾌﾞをｸﾘｯｸしてUpdate 
Driver(ﾄﾞﾗｲﾊﾞ更新)を選ぶことによってそのﾄﾞﾗｲﾊﾞを再ｲﾝｽﾄｰﾙしてみてください。Windowsにそのﾄﾞﾗｲﾊﾞを探させてください。おそらく
ﾄﾞﾗｲﾊﾞが再ｲﾝｽﾄｰﾙされてﾂｰﾙがMicrochip下に表示されるでしょう。今や、おそらくﾂｰﾙはMicrochip Studioから使用可能でしょう。

12.4.2. 仮想ﾏｼﾝでﾌｧｰﾑｳｪｱ更新失敗または不安定

殆どのﾂｰﾙは標準動作形態からﾌｧｰﾑｳｪｱ更新動作形態へ切り替えることを問われた時にﾘｾｯﾄを実行します。これはﾂｰﾙをUSBでの
再列挙(接続認証)を強制します。仮想ｿﾌﾄｳｪｱは再列挙後の再取り付けに失敗し、切断されたﾂｰﾙになるかもしれません。

通常の仮想化ｿﾌﾄｳｪｱは与えられたｹﾞｽﾄ ｵﾍﾟﾚｰﾃｨﾝｸﾞ ｼｽﾃﾑに対して自動的な取り付けを望むUSB装置の集合を設定するUSB選別
の考えを支援します。これがどう行われるかを見るにはその仮想化解決策用の手引書を調べるか、または「12.4.4. VirtualBoxでﾌｧｰ
ﾑｳｪｱ更新失敗」をご覧ください。

12.4.3. 仮想ﾏｼﾝ下でﾃﾞﾊﾞｯｸﾞが決して中断しない

いくつかの仮想化解決策はそれが支援するUSBｴﾝﾄﾞﾎﾟｲﾝﾄの数の制限を持ちます。これはｴﾝﾄﾞﾎﾟｲﾝﾄ数がﾂｰﾙ用に必要とされる数
よりも少ない場合に問題になるかもしれません。通常これはﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞを意図されるように動かしますが、ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ事象がより多くのｴﾝ
ﾄﾞﾎﾟｲﾝﾄ数で送信されるため、ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞは動きません。

仮想化ｿﾌﾄｳｪｱがどれ位のｴﾝﾄﾞﾎﾟｲﾝﾄが利用可能かと、これに関する仮想化ｿﾌﾄｳｪｱでのｴﾝﾄﾞﾎﾟｲﾝﾄ特有の問題を調べてください。

12.4.4. VirtualBoxでﾌｧｰﾑｳｪｱ更新失敗

どれかのﾂｰﾙでﾌｧｰﾑｳｪｱ更新を行っている時に、ﾂｰﾙは普通の操作中に使われるのとは違う別の動作形態で再接続されることが必
要です。これはﾂｰﾙに再列挙(接続認証)をさせ、VirtualBox実体から切断されてﾎｽﾄ ｵﾍﾟﾚｰﾃｨﾝｸﾞ枠へ戻ることをﾂｰﾙにさせ得ます。

VirtualBox実体へ自動的にﾂｰﾙを接続させるにはUSB選別部の対を構成設定することが必要です。USB選別部のより多くの情報は
VirtualBox資料で見つけることができます。

次図で示される2つと同様に2つの選別部を作ってください。

http://www.virtualbox.org/manual/ch03.html
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図12-1. VirtualBox USB選別部

上の図の例がJTAGICE mkⅡに対する指定であることに注意してください。ﾂｰﾙに対して1つの登録があり、ここではJTAGICE mkⅡ、
それとそのﾂｰﾙに対するﾌｧｰﾑｳｪｱ更新動作であるAVRBLDR用の1つです。名前、通番、供給者ID、製造者IDがあなたのﾂｰﾙと違う
うかもしれず、故にそれによってそれらの値を変更してください。

注: この項はVirtualBoxへの指定を含みます。同じ論理は他の仮想化ｿﾌﾄｳｪｱに適用されますが、手順が違うかもしれません。

12.4.5. Arm®互換ﾂｰﾙでの問題

いくつかの稀な例では全てのArm互換ﾂｰﾙがMicrochip Studioから消えます。これはWindowsの各種版で使われる異なるdll読み込
み方法が(原因として)突き止められました。

それがdll異常であるかを調べるにはatprogramを用いてﾁｯﾌﾟ情報を読み出してみてください。Microchip Studio内のTools(ﾂｰﾙ)ﾒﾆｭｰ
またはｽﾀｰﾄ ﾒﾆｭｰからMicrochip Studioｺﾏﾝﾄﾞ ﾌﾟﾛﾝﾌﾟﾄを開くことによってこれを行ってください。ｺﾏﾝﾄﾞ ﾌﾟﾛﾝﾌﾟﾄで以下の命令を入力
してそれが失敗しないことを調べてください。

 atprogram -t <tool> -i <interface> -d <device> info

上の断片に於いて、<tool>はﾂｰﾙ名、例えば、atmelice、samice、edbgで置き換えてください。同様に、<interface>を使うｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ
で、<device>をﾃﾞﾊﾞｲｽ名、例えば、atsam3s4cで置き換えてください。

上の命令の実施はおそらくﾒﾓﾘ配置、ﾁｯﾌﾟに対する供給電圧、ﾋｭｰｽﾞ設定についての情報を出力するでしょう。失敗した場合、それ
はおそらく「12.4. ﾄﾞﾗｲﾊﾞとUSBの問題」によって網羅されるﾄﾞﾗｲﾊﾞの問題です。

atprogramがﾃﾞﾊﾞｲｽと通信することができるなら、この問題は多分、読み込み部順位のために読み込まれつつあるJLinkArm.dllの不
正な版であることを意味します。これを調べるにはどのdllが読み込まれつつあるかを調べるためのProcmonﾂｰﾙを使ってください。

Procmonﾂｰﾙをﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞして次図で示される選別部を構成設定してMiocrochip Studioを開始してください。Miocrochip Studioが開始
された後の数秒で、おそらくdllが読み込まれつつあるﾊﾟｽを示す1行が見えるようになるでしょう。おそらくそれはMiocrochip Studioｲﾝ
ｽﾄｰﾙ ﾃﾞｨﾚｸﾄﾘ内のatbackendﾌｫﾙﾀﾞから読み込まれるでしょう。

http://technet.microsoft.com/en-us/sysinternals/bb896645
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図12-2. Procmon選別部構成設定

ｄｌｌのﾊﾟｽが違う場合、Microchip Studioが不正なdllを手に取り、このdllがMicrochip Studioと共に出荷されたdllと非互換であることを意
味します。この例は下図で示されます。

図12-3. Procmonでのdll調査

上の問題を解決するため、読み込まれつつあるdllをﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟしてその後にMicrochip Studioのｲﾝｽﾄｰﾙ ﾃﾞｨﾚｸﾄﾘ内のatbackendﾌｫﾙ
ﾀﾞで見つかるJLinkArm.dllでそれを置き換えることが推奨されます。これはMicrochip Studioに同梱されたdllが読み込まれつつあった
ものよりも新しく、そのdllが後方互換と言う与えられた前提で行うことができます。

注: それを配置したﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑとの互換性がないとした場合のため、それを置き換える前に問題のJLinkArm.dllをﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟすることを憶
えて置いてください。

13. 文書改訂履歴

文書改訂 日付 注釈

42167A 2016年7月 初版文書公開

42167B 2016年9月 「Power Debugger」項を追加

A 2018年2月
Micrchip形式に変換してAtmel資料番号42167を置き換え。
資料全体を通して多数の修正が行われました。

B 2018年5月 項更新: Atmel Studio 7、STARTとｿﾌﾄｳｪｱ内容

C 2019年1月 項追加: Percepio Tracealyzer

C1 2020年12月
MPLAB XC8ﾂｰﾙﾁｪｰﾝ支援。
製品をAtmel StudioからAVRとSAMﾃﾞﾊﾞｲｽ用Microchip Studioに改名。

D 2021年11月 MCCからのﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄのｲﾝﾎﾟｰﾄを支援
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Microchipｳｪﾌﾞ ｻｲﾄ

Microchipはwww.microchip.com/で当社のｳｪﾌﾞ ｻｲﾄ経由でのｵﾝﾗｲﾝ支援を提供します。このｳｪﾌﾞ ｻｲﾄはお客様がﾌｧｲﾙや情報を容
易に利用可能にするのに使われます。利用可能な情報のいくつかは以下を含みます。

・ 製品支援 - ﾃﾞｰﾀｼｰﾄと障害情報、応用記述と試供ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ、設計資源、使用者の手引きとﾊｰﾄﾞｳｪｱ支援資料、最新ｿﾌﾄｳｪｱ配布と
保管されたｿﾌﾄｳｪｱ

・ 全般的な技術支援 - 良くある質問(FAQ)、技術支援要求、ｵﾝﾗｲﾝ検討ｸﾞﾙｰﾌﾟ、Microchip設計協力課程会員一覧

・ Microchipの事業 - 製品選択器と注文の手引き、最新Microchip報道発表、ｾﾐﾅｰとｲﾍﾞﾝﾄの一覧、Microchip営業所の一覧、代理
店と代表する工場

製品変更通知ｻｰﾋﾞｽ

Microchipの製品変更通知ｻｰﾋﾞｽはMicrochip製品を最新に保つのに役立ちます。加入者は指定した製品系統や興味のある開発ﾂｰ
ﾙに関連する変更、更新、改訂、障害情報がある場合に必ず電子ﾒｰﾙ通知を受け取ります。

登録するにはwww.microchip.com/pcnへ行って登録指示に従ってください。

お客様支援

Microchip製品の使用者は以下のいくつかのﾁｬﾈﾙを通して支援を受け取ることができます。

・ 代理店または販売会社
・ 最寄りの営業所
・ 組み込み解決技術者(ESE:Embedded Solutions Engineer)
・ 技術支援

お客様は支援に関してこれらの代理店、販売会社、またはESEに連絡を取るべきです。最寄りの営業所もお客様の手助けに利用で
きます。営業所と位置の一覧はこの資料の後ろに含まれます。

技術支援はwww.microchip.com/supportでのｳｪﾌﾞ ｻｲﾄを通して利用できます。

Microchipﾃﾞﾊﾞｲｽ ｺｰﾄﾞ保護機能

Microchip製品での以下のｺｰﾄﾞ保護機能の詳細に注意してください。

・ Microchip製品はそれら特定のMicrochipﾃﾞｰﾀｼｰﾄに含まれる仕様に合致します。

・ Microchipは動作仕様内で意図した方法と通常条件下で使われる時に、その製品系統が安全であると考えます。

・ Microchipはその知的所有権を尊重し、積極的に保護します。Microchip製品のｺｰﾄﾞ保護機能を侵害する試みは固く禁じられ、ﾃﾞｼﾞ
ﾀﾙ ﾐﾚﾆｱﾑ著作権法に違反するかもしれません。

・ Microchipや他のどの半導体製造業者もそれのｺｰﾄﾞの安全を保証することはできません。ｺｰﾄﾞ保護は製品が”破ることができない”
ことを当社が保証すると言うことを意味しません。ｺｰﾄﾞ保護は常に進化しています。Microchipは当社製品のｺｰﾄﾞ保護機能を継続的
に改善することを約束します。

法的通知

この刊行物と契約での情報は設計、試験、応用とのMicrochip製品の統合を含め、Microchip製品でだけ使えます。他の何れの方法
でのこの情報の使用はこれらの条件に違反します。ﾃﾞﾊﾞｲｽ応用などに関する情報は皆さまの便宜のためにだけ提供され、更新に
よって取り換えられるかもしれません。皆さまの応用が皆さまの仕様に合致するのを保証するのは皆さまの責任です。追加支援につ
いては最寄りのMicrochip営業所にお問い合わせ頂くか、www.microchip.com/en-us/support/design-help/client-support-services
で追加支援を得てください。

この情報はMicrochipによって「現状そのまま」で提供されます。Microchipは非侵害、商品性、特定目的に対する適合性の何れの黙
示的保証やその条件、品質、性能に関する保証を含め、明示的にも黙示的にもその情報に関連して書面または表記された書面ま
たは黙示の如何なる表明や保証もしません。

如何なる場合においても、Microchipは情報またはその使用に関連するあらゆる種類の間接的、特別的、懲罰的、偶発的または結
果的な損失、損害、費用または経費に対して責任を負わないものとします。法律で認められている最大限の範囲で、情報またはそ
の使用に関連する全ての請求に対するMicrochipの全責任は、もしあれば、情報のためにMicrochipへ直接支払った料金を超えな
いものとします。生命維持や安全応用でのMicrochipﾃﾞﾊﾞｲｽの使用は完全に購入者の危険性で、購入者はそのような使用に起因す
る全ての損害、請求、訴訟、費用からMicrochipを擁護し、補償し、免責にすることに同意します。他に言及されない限り、Microchip
のどの知的財産権下でも暗黙的または違う方法で許認可は譲渡されません。

http://www.microchip.com/pcn
http://www.microchip.com/pcn
http://www.microchip.com/support
https://www.microchip.com/en-us/support/design-help/client-support-services
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商標

Microchipの名前とﾛｺﾞ、Mcicrochipﾛｺﾞ、Adaptec、AnyRate、AVR、AVRﾛｺﾞ、AVR Freaks、BesTime、BitCloud、CryptoMemory、Cryp 
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chip Designer、QTouch、SAM-BA、SenGenuity、SpyNIC、SST、SSTﾛｺﾞ、Super Flash、Symmetricom、SyncServer、Tachyon、TimeSo 
urce、tinyAVR、UNI/O、Vectron、XMEGAは米国と他の国に於けるMicrochip Technology Incor poratedの登録商標です。

AgileSwitch、APT、ClockWorks、The Embedded Control Solutions Company、EtherSynch、Flashtec、Hyper Speed Control、Hyper 
Light Load、IntelliMOS、Libero、motorBench、mTouch、Powermite 3、Precision Edge、ProASIC、ProASIC Plus、ProASIC Plusﾛｺﾞ、
Quiet-Wire、SmartFusion、SyncWorld、Temux、TimeCesium、TimeHub、TimePictra、TimeProvider、TrueTime、WinPath、ZLは米国
に於けるMicrochip Technology Incorporatedの登録商標です。

Adjacent Key Suppression、AKS、Analog-for-the-Digital Age、Any Capacitor、AnyIn、AnyOut、Augmented Switching、BlueSky、Bo 
dyCom、CodeGuard、CryptoAuthentication、CryptoAutomotive、CryptoCompanion、CryptoController、dsPICDEM、dsPICDE 
M.net、Dynamic Average Matching、DAM、ECAN、Espresso T1S、EtherGREEN、GridTime、IdealBridge、In-Circuit Serial Program 
ming、ICSP、INICnet、Intelligent Paralleling、Inter-Chip Connectivity、JitterBlocker、Knob-on-Display、maxCrypto、maxView、me 
mBrain、Mindi、MiWi、MPASM、MPF、MPLAB Certifiedﾛｺﾞ、MPLIB、MPLINK、MultiTRAK、NetDetach、NVM Express、NVMe、Om 
niscient Code Generation、PICDEM、PICDEM.net、PICkit、PICtail、PowerSmart、PureSilicon、QMatrix、REAL ICE、Ripple Blocke 
r、RTAX、RTG4、SAM-ICE、Serial Quad I/O、simpleMAP、SimpliPHY、SmartBuffer、SmartHLS、SMART-I.S.、storClad、SQI、Supe 
rSwitcher、SuperSwitcher II、Switchtec、SynchroPHY、Total Endu rance、TSHARC、USBCheck、VariSense、VectorBlox、VeriPHY、
ViewSpan、WiperLock、XpressConnect、and ZENAは米国と他の国に於けるMicrochip Technology Incorporatedの商標です。

SQTPは米国に於けるMicrochip Technology Incorporatedの役務標章です。

Adaptecﾛｺﾞ、Frequency on Demand、Silicon Storage Technology、Symmcom、Trusted Timeは他の国に於けるMicrochip Technology 
Inc.の登録商標です。

GestICは他の国に於けるMicrochip Technology Inc.の子会社であるMicrochip Technology Germany II GmbH & Co. KGの登録商
標です。

ここで言及した以外の全ての商標はそれら各々の会社の所有物です。

© 2021年、Microchip Technology Incorporatedとその子会社、不許複製

品質管理ｼｽﾃﾑ

Microchipの品質管理ｼｽﾃﾑに関する情報についてはwww.microchip.com/qualityを訪ねてください。

日本語© HERO 2022.

本使用者の手引きはMicrochipのMicrochip Studio使用者の手引き(DS50002718D-2021年11月)の翻訳日本語版です。日本語では
不自然となる重複する形容表現は省略されている場合があります。日本語では難解となる表現は大幅に意訳されている部分もありま
す。必要に応じて一部加筆されています。頁割の変更により、原本より頁数が少なくなっています。

必要と思われる部分には( )内に英語表記や略称などを残す形で表記しています。

青字の部分はﾘﾝｸとなっています。一般的に赤字の0,1は論理0,1を表します。その他の赤字は重要な部分を表します。

http://www.microchip.com/quality


 世界的な販売とサービス

© 2021 Microchip Technology Inc.とその子会社 使用者の手引き DS50002718D - 266頁

米国 亜細亜/太平洋 亜細亜/太平洋 欧州

本社
2355 West Chandler Blvd.
Chandler, AZ 85224-6199
Tel: 480-792-7200
Fax: 480-792-7277
技術支援:
www.microchip.com/support
ｳｪﾌﾞ ｱﾄﾞﾚｽ:
www.microchip.com

ｱﾄﾗﾝﾀ
Duluth, GA
Tel: 678-957-9614
Fax: 678-957-1455

ｵｰｽﾁﾝ TX
Tel: 512-257-3370

ﾎﾞｽﾄﾝ
Westborough, MA
Tel: 774-760-0087
Fax: 774-760-0088

ｼｶｺﾞ
Itasca, IL
Tel: 630-285-0071
Fax: 630-285-0075

ﾀﾞﾗｽ
Addison, TX
Tel: 972-818-7423
Fax: 972-818-2924

ﾃﾞﾄﾛｲﾄ
Novi, MI
Tel: 248-848-4000

ﾋｭｰｽﾄﾝ TX
Tel: 281-894-5983

ｲﾝﾃﾞｱﾅﾎﾟﾘｽ
Noblesville, IN
Tel: 317-773-8323
Fax: 317-773-5453
Tel: 317-536-2380

ﾛｻﾝｾﾞﾙｽ
Mission Viejo, CA
Tel: 949-462-9523
Fax: 949-462-9608
Tel: 951-273-7800

ﾛｰﾘｰ NC
Tel: 919-844-7510

ﾆｭｰﾖｰｸ NY
Tel: 631-435-6000

ｻﾝﾎｾ CA
Tel: 408-735-9110
Tel: 408-436-4270

ｶﾅﾀﾞ - ﾄﾛﾝﾄ
Tel: 905-695-1980
Fax: 905-695-2078

ｵｰｽﾄﾗﾘｱ - ｼﾄﾞﾆｰ
Tel: 61-2-9868-6733

中国 - 北京
Tel: 86-10-8569-7000

中国 - 成都
Tel: 86-28-8665-5511

中国 - 重慶
Tel: 86-23-8980-9588

中国 - 東莞
Tel: 86-769-8702-9880

中国 - 広州
Tel: 86-20-8755-8029

中国 - 杭州
Tel: 86-571-8792-8115

中国 - 香港特別行政区
Tel: 852-2943-5100

中国 - 南京
Tel: 86-25-8473-2460

中国 - 青島
Tel: 86-532-8502-7355

中国 - 上海
Tel: 86-21-3326-8000

中国 - 瀋陽
Tel: 86-24-2334-2829

中国 - 深圳
Tel: 86-755-8864-2200

中国 - 蘇州
Tel: 86-186-6233-1526

中国 - 武漢
Tel: 86-27-5980-5300

中国 - 西安
Tel: 86-29-8833-7252

中国 - 廈門
Tel: 86-592-2388138

中国 - 珠海
Tel: 86-756-3210040

ｲﾝﾄﾞ - ﾊﾝｶﾞﾛｰﾙ
Tel: 91-80-3090-4444

ｲﾝﾄﾞ - ﾆｭｰﾃﾞﾘｰ
Tel: 91-11-4160-8631

ｲﾝﾄﾞ - ﾌﾟﾈｰ
Tel: 91-20-4121-0141

日本 - 大阪
Tel: 81-6-6152-7160

日本 - 東京
Tel: 81-3-6880-3770

韓国 - 大邱
Tel: 82-53-744-4301

韓国 - ｿｳﾙ
Tel: 82-2-554-7200

ﾏﾚｰｼｱ - ｸｱﾗﾙﾝﾌﾟｰﾙ
Tel: 60-3-7651-7906

ﾏﾚｰｼｱ - ﾍﾟﾅﾝ
Tel: 60-4-227-8870

ﾌｨﾘﾋﾟﾝ - ﾏﾆﾗ
Tel: 63-2-634-9065

ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ
Tel: 65-6334-8870

台湾 - 新竹
Tel: 886-3-577-8366

台湾 - 高雄
Tel: 886-7-213-7830

台湾 - 台北
Tel: 886-2-2508-8600

ﾀｲ - ﾊﾞﾝｺｸ
Tel: 66-2-694-1351

ﾍﾞﾄﾅﾑ - ﾎｰﾁﾐﾝ
Tel: 84-28-5448-2100

ｵｰｽﾄﾘｱ - ｳﾞｪﾙｽ
Tel: 43-7242-2244-39
Fax: 43-7242-2244-393

ﾃﾞﾝﾏｰｸ - ｺﾍﾟﾝﾊｰｹﾞﾝ
Tel: 45-4485-5910
Fax: 45-4485-2829

ﾌｨﾝﾗﾝﾄﾞ - ｴｽﾎﾟｰ
Tel: 358-9-4520-820

ﾌﾗﾝｽ - ﾊﾟﾘ
Tel: 33-1-69-53-63-20
Fax: 33-1-69-30-90-79

ﾄﾞｲﾂ - ｶﾞﾙﾋﾝｸﾞ
Tel: 49-8931-9700

ﾄﾞｲﾂ - ﾊｰﾝ
Tel: 49-2129-3766400

ﾄﾞｲﾂ - ﾊｲﾙﾌﾞﾛﾝ
Tel: 49-7131-72400

ﾄﾞｲﾂ - ｶｰﾙｽﾙｰｴ
Tel: 49-721-625370

ﾄﾞｲﾂ - ﾐｭﾝﾍﾝ
Tel: 49-89-627-144-0
Fax: 49-89-627-144-44

ﾄﾞｲﾂ - ﾛｰｾﾞﾝﾊｲﾑ
Tel: 49-8031-354-560

ｲｽﾗｴﾙ - ﾗｰﾅﾅ
Tel: 972-9-744-7705

ｲﾀﾘｱ - ﾐﾗﾉ
Tel: 39-0331-742611
Fax: 39-0331-466781

ｲﾀﾘｱ - ﾊﾟﾄﾞﾊﾞ
Tel: 39-049-7625286

ｵﾗﾝﾀﾞ - ﾃﾞﾙｰﾈﾝ
Tel: 31-416-690399
Fax: 31-416-690340

ﾉﾙｳｪｰ - ﾄﾛﾝﾊｲﾑ
Tel: 47-72884388

ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ - ﾜﾙｼｬﾜ
Tel: 48-22-3325737

ﾙｰﾏﾆｱ - ﾌﾞｶﾚｽﾄ
Tel: 40-21-407-87-50

ｽﾍﾟｲﾝ - ﾏﾄﾞﾘｰﾄﾞ
Tel: 34-91-708-08-90
Fax: 34-91-708-08-91

ｽｳｪｰﾃﾞﾝ - ｲｪｰﾃﾎﾞﾘ
Tel: 46-31-704-60-40

ｽｳｪｰﾃﾞﾝ - ｽﾄｯｸﾎﾙﾑ
Tel: 46-8-5090-4654

ｲｷﾞﾘｽ - ｳｫｰｷﾝｶﾞﾑ
Tel: 44-118-921-5800
Fax: 44-118-921-5820

http://www.microchip.com/support
http://www.microchip.com/

	はじめに
	序文
	目次
	1. 序説
	1.1. 特徴
	1.2. 新規及び注目点
	1.2.1. AVRとSAMﾃﾞﾊﾞｲｽ用Microchip Studio
	1.2.2. Atmel Studio 6.2.ｻｰﾋﾞｽﾊﾟｯｸ2
	1.2.3. Atmel Studio 6.2.ｻｰﾋﾞｽﾊﾟｯｸ1
	1.2.4. Atmel Studio 6.2
	1.2.5. Atmel Studio 6.1更新2
	1.2.6. Atmel Studio 6.1更新1.1
	1.2.7. Atmel Studio 6.1更新1
	1.2.8. Atmel Studio 6.1
	1.2.9. Atmel Studio 6.0
	1.2.10. AVR Studio 5.1

	1.3. ｲﾝｽﾄｰﾙ
	1.4. お問い合わせ情報

	2. 開始に際して
	2.1. Microchip Studio、START、ｿﾌﾄｳｪｱ内容
	2.1.1. Atmel START / MCC
	2.1.2. ｿﾌﾄｳｪｱ内容 (ﾄﾞﾗｲﾊﾞとﾐﾄﾞﾙｳｪｱ)
	2.1.3. 統合開発環境 (IDE)

	2.2. AVRとSAMのﾊｰﾄﾞｳｪｱ ﾂｰﾙとﾃﾞﾊﾞｯｶﾞ
	2.3. ﾃﾞｰﾀ可視器とPowerﾃﾞﾊﾞｯｶﾞ実演
	2.4. ｲﾝｽﾄｰﾙと更新
	2.4.1. ｲﾝｽﾄｰﾙ
	2.4.2. ｵﾌﾗｲﾝ資料のﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ

	2.5. Microchip陳列室とStudio拡張
	2.6. Atmel START統合
	2.7. 新規ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ作成
	2.8. MCCﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄのｲﾝﾎﾟｰﾄ
	2.9. Arduinoｽｹｯﾁから作成
	2.10. 実装書き込みとｷｯﾄ接続
	2.10.1. 設定確認

	2.11. I/O表示部と他の空からのﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ参考資料
	2.12. ｴﾃﾞｨﾀ: ｺｰﾄﾞの記述と整理 (Visual Assist)
	2.13. AVRｼﾐｭﾚｰﾀ ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ
	2.14. ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ1: 中断点、段階実行、呼び出しｽﾀｯｸ
	2.15. ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ2: 条件付きと活動付きの中断点
	2.15.1. 条件付き中断点
	2.15.2. 活動付き中断点
	2.15.3. (ATtiny817 Xplained Pro用) 使用ｺｰﾄﾞ

	2.16. ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ3: I/O表示部、ﾒﾓﾘ表示部、監視
	2.16.1. I/O表示部
	2.16.2. ﾒﾓﾘ表示部
	2.16.3. 監視ｳｨﾝﾄﾞｳ


	3. ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ管理
	3.1. 序説
	3.1.1. 解決策箱
	3.1.2. ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄの保存と開く
	3.1.3. ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ出力表示
	3.1.4. 解決策ｴｸｽﾌﾟﾛｰﾗ
	3.1.5. ﾂｰﾙﾊﾞｰ ｱｲｺﾝ
	3.1.6. 階層的な表示
	3.1.7. 項目管理命令
	3.1.8. ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ構成物
	3.1.8.1. 版変更


	3.2. GCCﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ
	3.2.1. 新規ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ ｳｨｻﾞｰﾄﾞ
	3.2.2. AVRﾃﾞﾊﾞｲｽ用新規GCCﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ開始
	3.2.3. ﾗｲﾌﾞﾗﾘ任意選択
	3.2.3.1. Toolchain Libraries (ﾂｰﾙﾁｪｰﾝ ﾗｲﾌﾞﾗﾘ)
	3.2.3.2. Project Libraries (ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ ﾗｲﾌﾞﾗﾘ)
	3.2.3.3. Browsw Libraries (ﾗｲﾌﾞﾗﾘ閲覧)
	3.2.3.4. ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ ﾗｲﾌﾞﾗﾘの追加方法
	3.2.3.5. ﾂｰﾙﾁｪｰﾝ ﾗｲﾌﾞﾗリの追加方法

	3.2.4. SAMﾃﾞﾊﾞｲｽ用新規GCCﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ開始
	3.2.5. ｺｰﾄﾞ編集
	3.2.6. 新規GCC静的ﾗｲﾌﾞﾗﾘ ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ開始
	3.2.6.1. 静的ﾗｲﾌﾞﾗﾘの理由
	3.2.6.2. 新規静的ﾗｲﾌﾞﾗﾘ ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ作成
	3.2.6.3. 静的ﾗｲﾌﾞﾗﾘ ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ任意選択 (AVR/GNU Archiver)

	3.2.7. GCCﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ任意選択と構成設定
	3.2.7.1. 構築任意選択
	3.2.7.2. 構築事象
	3.2.7.3. ｺﾝﾊﾟｲﾗとﾂｰﾙﾁｪｰﾝの任意選択
	3.2.7.3.1. AVR GCCﾘﾝｶ任意選択
	3.2.7.3.2. AVRｱｾﾝﾌﾞﾗ任意選択

	3.2.7.4. ﾃﾞﾊﾞｲｽ任意選択
	3.2.7.5. ﾂｰﾙ任意選択
	3.2.7.6. 高度な任意選択
	3.2.7.6.1. Toolchain Flavour設定 (ﾂｰﾙﾁｪｰﾝ味付け設定)
	3.2.7.6.2. Use GDB (GDBを使用)

	3.2.7.7. 他のﾒﾓﾘ形式でのELFﾌｧｲﾙ作成
	3.2.7.7.1. tinyAVR、megaAVR、XMEGAﾃﾞﾊﾞｲｽ用ELFﾌｧｲﾙ作成
	3.2.7.7.2. ATtiny4/5/9/10用ELFﾌｧｲﾙ作成
	3.2.7.7.3. UC3用ELFﾌｧｲﾙ作成
	3.2.7.7.4. ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ ﾌﾟﾛﾊﾟﾃｨ



	3.3. XC8ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ
	3.3.1. AVRﾃﾞﾊﾞｲｽ用新規XC8応用ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ開始
	3.3.2. ﾗｲﾌﾞﾗﾘ任意選択
	3.3.2.1. ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ ﾗｲﾌﾞﾗﾘの追加方法
	3.3.2.2. ﾂｰﾙﾁｪｰﾝ ﾗｲﾌﾞﾗリの追加方法
	3.3.2.3. ﾗｲﾌﾞﾗリの閲覧と追加の方法

	3.3.3. 新規XC8ﾗｲﾌﾞﾗﾘ ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ開始
	3.3.3.1. ﾗｲﾌﾞﾗリの作成理由
	3.3.3.2. 新規ﾗｲﾌﾞﾗリ ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄの作成
	3.3.3.3. ﾗｲﾌﾞﾗリ ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ任意選択 (XC8 Archiver)

	3.3.4. XC8ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ任意選択と構成設定
	3.3.4.1. 構築任意選択
	3.3.4.2. 構築事象
	3.3.4.3. ｺﾝﾊﾟｲﾗとﾂｰﾙﾁｪｰﾝの任意選択
	3.3.4.3.1. XC8ﾘﾝｶ任意選択
	3.3.4.3.2. XC8ｱｾﾝﾌﾞﾗ任意選択

	3.3.4.4. ﾃﾞﾊﾞｲｽ任意選択
	3.3.4.5. ﾂｰﾙ任意選択
	3.3.4.6. 高度な任意選択


	3.4. ｱｾﾝﾌﾞﾗ ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ
	3.4.1. 新規ｱｾﾝﾌﾞﾗ ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ作成
	3.4.1.1. ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ状況ﾒﾆｭｰ

	3.4.2. ｱｾﾝﾌﾞﾗ任意選択
	3.4.2.1. 様々な設定の説明


	3.5. ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄのｲﾝﾎﾟｰﾄ
	3.5.1. 序説
	3.5.2. AVR Stuido 4ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄのｲﾝﾎﾟｰﾄ
	3.5.3. AVR 32 Studioﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄのｲﾝﾎﾟｰﾄ
	3.5.4. ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ雛形のｲﾝﾎﾟｰﾄ

	3.6. Microchip Studioでのｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄ ﾌｧｲﾙ ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ
	3.6.1. 序説
	3.6.2. Microchip Studioが支援するﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ形式
	3.6.3. ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ用にｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄ ﾌｧｲﾙを開く

	3.7. AVR GCCﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄのXC8ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄへの変換

	4. ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ
	4.1. 序説
	4.1.1. ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ環境から独立したﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ基盤
	4.1.2. 基盤間の違い

	4.2. ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ作業開始
	4.3. ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ作業終了
	4.4. 目的対象への取り付け
	4.5. ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞなしでの開始
	4.5.1. 1ｸﾘｯｸ ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ - ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞと走行
	4.5.2. ｷｰﾎﾞｰﾄﾞ ｼｮｰﾄｶｯﾄ

	4.6. ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ制御
	4.7. 中断点 (ﾌﾞﾚｰｸﾎﾟｲﾝﾄ)
	4.7.1. 中断点での一般情報
	4.7.1.1. 中断点絵記号

	4.7.2. 中断点での操作
	4.7.2.1. 中断点設定
	4.7.2.2. ｱﾄﾞﾚｽ中断点設定
	4.7.2.3. 中断点位置編集
	4.7.2.4. 中断点が何回的中したかを把握する的中回数
	4.7.2.5. 的中回数指定
	4.7.2.6. 単一中断点の許可/禁止
	4.7.2.7. 中断点削除
	4.7.2.8. 全中断点削除

	4.7.3. 中断点ｳｨﾝﾄﾞｳ
	4.7.3.1. 中断点ｳｨﾝﾄﾞｳを開く
	4.7.3.2. 中断点の位置へ行く
	4.7.3.3. 追加の列を表示
	4.7.3.4. 現在の検索基準に合う全中断点をｴｸｽﾎﾟｰﾄ
	4.7.3.5. 選んだ中断点をｴｸｽﾎﾟｰﾄ
	4.7.3.6. 中断点をｲﾝﾎﾟｰﾄ
	4.7.3.7. 指定した文字列に一致する中断点を見る
	4.7.3.8. 検索後に全中断点を見る
	4.7.3.9. 中断点ﾗﾍﾞﾙ
	4.7.3.10. 中断点にﾗﾍﾞﾙ付け
	4.7.3.11. 指定したﾗﾍﾞﾙを持つ中断点を検索
	4.7.3.12. 中断点からﾗﾍﾞﾙを削除
	4.7.3.13. ﾗﾍﾞﾙによって中断点一覧を並び替え


	4.8. ﾃﾞｰﾀ中断点
	4.8.1. ﾃﾞｰﾀ中断点追加
	4.8.2. ﾃﾞｰﾀ中断点ｳｨﾝﾄﾞｳ
	4.8.2.1. ﾃﾞｰﾀ中断点ﾂｰﾙ ｳｨﾝﾄﾞｳ
	4.8.2.2. megaAVR用ﾃﾞｰﾀ中断点構成設定ｳｨﾝﾄﾞｳ
	4.8.2.3. XMEGA用ﾃﾞｰﾀ中断点構成設定ｳｨﾝﾄﾞｳ
	4.8.2.4. UC3用ﾃﾞｰﾀ中断点構成設定ｳｨﾝﾄﾞｳ
	4.8.2.5. SAM用ﾃﾞｰﾀ中断点構成設定ｳｨﾝﾄﾞｳ
	4.8.2.5.1. ﾃﾞｰﾀ一致例

	4.8.2.6. ｼﾐｭﾚｰﾀ ﾂｰﾙ用ﾃﾞｰﾀ中断点構成設定ｳｨﾝﾄﾞｳ
	4.8.2.7. ﾃﾞｰﾀ中断点的中回数指定方法
	4.8.2.8. When Breakpointt is Hit(中断点的中時)ﾀﾞｲｱﾛｸﾞ ﾎﾞｯｸｽ

	4.8.3. ﾃﾞｰﾀ中断点の一般的情報
	4.8.4. ﾃﾞｰﾀ中断点の使い方
	4.8.4.1. ﾃﾞｰﾀ中断点を用いるｽﾀｯｸ溢れ検出


	4.9. 一瞬監視、監視、局所、自動のｳｨﾝﾄﾞｳ
	4.9.1. 監視ｳｨﾝﾄﾞｳ
	4.9.2. 局所ｳｨﾝﾄﾞｳ
	4.9.2.1. 局所ｳｨﾝﾄﾞｳを表示
	4.9.2.2. 代替状況を選ぶ
	4.9.2.3. 局所ｳｨﾝﾄﾞｳで変数の値を変更
	4.9.2.3.1. 数値形式設定


	4.9.3. 自動ｳｨﾝﾄﾞｳ
	4.9.3.1. 自動ｳｨﾝﾄﾞｳで変数の値を編集
	4.9.3.2. 数値形式設定

	4.9.4. 一瞬監視と監視
	4.9.5. 表現形式

	4.10. ﾃﾞｰﾀ情報 (DataTips)
	4.10.1. 情報の展開と編集
	4.10.2. ﾃﾞｰﾀ情報の透明化
	4.10.3. 複雑なﾃﾞｰﾀ型の可視化
	4.10.4. 監視ｳｨﾝﾄﾞｳへの情報追加
	4.10.5. ﾃﾞｰﾀ情報のｲﾝﾎﾟｰﾄとｴｸｽﾎﾟｰﾄ

	4.11. 逆ｱｾﾝﾌﾞﾘ ｳｨﾝﾄﾞｳ
	4.12. I/O表示部
	4.12.1. I/O表示部について
	4.12.2. I/O表示部ﾂｰﾙの使い方
	4.12.3. 中断動作での値とﾋﾞｯﾄの編集

	4.13. ﾌﾟﾛｾｯｻ表示部
	4.14. ﾚｼﾞｽﾀ表示部
	4.15. ﾒﾓﾘ表示部
	4.16. 呼び出しｽﾀｯｸ表示部
	4.17. ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄ ﾌｧｲﾙ形式
	4.18. 追跡
	4.18.1. 応用出力
	4.18.1.1. ITM
	4.18.1.2. IDR事象

	4.18.2. ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ ｶｳﾝﾀ採取
	4.18.2.1. Arm実装
	4.18.2.2. AVR 32ﾋﾞｯﾄ実装

	4.18.3. 変数監視
	4.18.3.1. Arm実装
	4.18.3.2. AVR 32ﾋﾞｯﾄ実装


	4.19. 追跡表示部
	4.19.1. 追跡表示部任意選択
	4.19.1.1. ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ追跡開始
	4.19.1.2. 追跡停止
	4.19.1.3. 追跡解消
	4.19.1.4. ｿｰｽ ｺｰﾄﾞ強調表示
	4.19.1.5. 追跡表示部設定

	4.19.2. 追跡表示部解釈
	4.19.2.1. 追跡ｽﾀｯｸ表示部
	4.19.2.2. 網羅率表示部



	5. ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ ﾀﾞｲｱﾛｸﾞ
	5.1. 序説
	5.2. ｲﾝﾀｰﾌｪ-ｽ設定
	5.3. ﾂｰﾙ情報
	5.4. 基板設定/ﾂｰﾙ設定
	5.4.1. Power Debugger
	5.4.2. STK600
	5.4.3. QT600
	5.4.4. STK500

	5.5. ｶｰﾄﾞ積み重ね
	5.6. ﾃﾞﾊﾞｲｽ情報
	5.7. 発振器校正
	5.8. ﾒﾓﾘ
	5.9. ﾋｭｰｽﾞ ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ
	5.10. 施錠ﾋﾞｯﾄ
	5.11. 製品識票
	5.12. 製造ﾌｧｲﾙ
	5.13. 保護
	5.14. 自動ﾌｧｰﾑｳｪｱ更新検出

	6. その他のｳｨﾝﾄﾞｳ
	6.1. ﾃﾞﾊﾞｲｽ一括管理部
	6.2. 使用者ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ ﾌﾟﾛﾌｧｲﾙ選択
	6.3. 利用可能なﾂｰﾙ表示部
	6.3.1. 序説
	6.3.2. ﾂｰﾙの動作
	6.3.3. 検出不能なﾂｰﾙの追加
	6.3.3.1. IP上のJ-Link追加


	6.4. ﾂｰﾙ情報ｳｨﾝﾄﾞｳ
	6.4.1. Xplained Proｷｯﾄ
	6.4.2. ﾂｰﾙ情報ｳｨﾝﾄﾞｳ禁止
	6.4.3. ｳｨﾝﾄﾞｳの手動表示

	6.5. ﾌｧｰﾑｳｪｱ更新
	6.5.1. 序説
	6.5.2. 自動更新
	6.5.3. 手動更新

	6.6. 検索と置換のｳｨﾝﾄﾞｳ
	6.7. 雛形ｴｸｽﾎﾟｰﾄ ｳｨｻﾞｰﾄﾞ
	6.7.1. ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ雛形
	6.7.2. 項目雛形
	6.7.3. 雛形ﾊﾟﾗﾒｰﾀ
	6.7.3.1. 雛形ﾊﾟﾗﾒｰﾀの宣言と許可
	6.7.3.2. 既定雛形ﾊﾟﾗﾒｰﾀ
	6.7.3.3. 独自雛形ﾊﾟﾗﾒｰﾀ


	6.8. ｷｯﾄ動作設定

	7. GNUﾂｰﾙﾁｪｰﾝ
	7.1. GNUｺﾝﾊﾟｲﾗ集合 (GCC)
	7.2. Arm GNUﾂｰﾙﾁｪｰﾝ任意選択
	7.3. Arm GNUﾂｰﾙﾁｪｰﾝ任意選択
	7.3.1. Arm/GNU共通任意選択
	7.3.2. ｺﾝﾊﾟｲﾗ任意選択
	7.3.2.1. ﾌﾟﾘﾌﾟﾛｾｯｻ (前処理部)
	7.3.2.2. ｼﾝﾎﾞﾙ
	7.3.2.3. ﾃﾞｨﾚｸﾄﾘ
	7.3.2.4. 最適化
	7.3.2.5. ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ
	7.3.2.6. 警告
	7.3.2.7. その他

	7.3.3. ﾘﾝｶ任意選択
	7.3.3.1. 全般
	7.3.3.2. ﾗｲﾌﾞﾗﾘ
	7.3.3.3. 最適化

	7.3.4. ｱｾﾝﾌﾞﾗ任意選択
	7.3.5. 前処理ｱｾﾝﾌﾞﾗ任意選択
	7.3.6. 纏め部(Archiver)任意選択

	7.4. ﾊﾞｲﾅﾘ ﾕｰﾃｨﾘﾃｨ (Binutils)

	7.5. AVRｺﾝﾊﾟｲﾗとﾂｰﾙﾁｪｰﾝ任意選択:GUI
	7.6. 一般的に使われる任意選択
	7.6.1. ｺﾝﾊﾟｲﾗ任意選択
	7.6.1.1. 全般
	7.6.1.2. 前処理部(ﾌﾟﾘﾌﾟﾛｾｯｻ)
	7.6.1.3. ｼﾝﾎﾞﾙ
	7.6.1.4. ﾃﾞｨﾚｸﾄﾘ
	7.6.1.5. 最適化
	7.6.1.6. ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ
	7.6.1.7. 警告
	7.6.1.8. その他

	7.6.2. ﾘﾝｶ任意選択
	7.6.2.1. 全般
	7.6.2.2. ﾗｲﾌﾞﾗﾘ
	7.6.2.3. 最適化

	7.6.3. ｱｾﾝﾌﾞﾗ任意選択

	7.7. 8ﾋﾞｯﾄ特有AVR GCCｺﾏﾝﾄﾞ行任意選択
	7.7.1. AVR Cｺﾝﾊﾟｲﾗ
	7.7.1.1. 全般
	7.7.1.2. 最適化
	7.7.1.3. その他

	7.7.2. AVR Cﾘﾝｶ
	7.7.2.1. 最適化


	7.8. 32ﾋﾞｯﾄ特有AVR GCCｺﾏﾝﾄﾞ行任意選択
	7.8.1. 最適化
	7.8.2. ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ
	7.8.3. AVR32 Cﾘﾝｶ
	7.8.3.1. 最適化
	7.8.3.2. その他


	7.9. ﾊﾞｲﾅﾘ ﾕｰﾃｨﾘﾃｨ (Binutils)

	8. XC8ﾂｰﾙﾁｪｰﾝ
	8.1. 序説
	8.2. XC8ｺﾝﾊﾟｲﾗとﾂｰﾙﾁｪｰﾝの任意選択: GUIﾂｰﾙﾁｪｰﾝ任意選択
	8.3. XC8ﾂｰﾙﾁｪｰﾝ任意選択
	8.3.1. XC8共通任意選択
	8.3.1.1. 全般
	8.3.1.2. 出力ﾌｧｲﾙ
	8.3.1.3. その他

	8.3.2. ｺﾝﾊﾟｲﾗ任意選択
	8.3.2.1. 全般
	8.3.2.2. ｼﾝﾎﾞﾙ
	8.3.2.3. ﾃﾞｨﾚｸﾄﾘ
	8.3.2.4. 最適化
	8.3.2.5. ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ
	8.3.2.6. 警告
	8.3.2.7. その他

	8.3.3. ﾘﾝｶ任意選択
	8.3.3.1. 全般
	
8.3.3.2. ﾗｲﾌﾞﾗﾘ
	8.3.3.3. 最適化
	8.3.3.4. その他

	8.3.4. ｱｾﾝﾌﾞﾗ任意選択
	8.3.4.1. 全般
	8.3.4.2. ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ
	8.3.4.3. その他

	8.3.5. 纏め部任意選択
	8.3.5.1. 全般



	9. Microchip Studioの拡張
	9.1. 拡張管理部UI
	9.2. Microchip拡張陳列室での登録
	9.3. Microchip Studioで新しい拡張のｲﾝｽﾄｰﾙ
	9.4. Visual Assist
	9.5. Percepio Tracealyzer
	9.6. QTouch構成器とﾗｲﾌﾞﾗﾘの概要
	9.6.1. ｲﾝｽﾄｰﾙ
	9.6.2. QTouchﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ構築器の概要
	9.6.3. QTouch分析器の概要

	9.7. ｽｸﾘﾌﾟﾄ手書き拡張
	9.7.1. ｽｸﾘﾌﾟﾄのﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ


	10. ﾒﾆｭｰと設定
	10.1. 既存のﾒﾆｭｰとﾂｰﾙﾊﾞｰの独自化
	10.2. 設定のﾘｾｯﾄ
	10.3. 任意選択ﾀﾞｲｱﾛｸﾞ枠
	10.3.1. 環境任意選択
	10.3.1.1. 環境全般設定
	10.3.1.2. ｱﾄﾞｲﾝ/ﾏｸﾛ保護
	10.3.1.2.1. Add-in Security Settings (ｱﾄﾞｲﾝ保護設定)

	10.3.1.3. AutoRecover (自動復元)
	10.3.1.4. Find and Replace (検索と置換)
	10.3.1.5. Fonsts and Colors (ﾌｫﾝﾄと色)
	10.3.1.6. Language and International Settings (言語と国際の設定)
	10.3.1.7. Keyboard Settings (ｷｰﾎﾞｰﾄﾞ設定)
	10.3.1.8. 開始ﾍﾟｰｼﾞ- Microchip Studio開始時に表示される既定UIを変更
	10.3.1.9. Import and Export Settings (設定のｲﾝﾎﾟｰﾄとｴｸｽﾎﾟｰﾄ)
	10.3.1.10. Task List (ﾀｽｸ一覧)
	10.3.1.11. ｳｪﾌﾞ ﾌﾞﾗｳｻﾞ任意選択
	10.3.1.12. 独自開始ﾍﾟｰｼﾞ

	10.3.2. ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ任意選択
	10.3.2.1. General Settings (全般設定)
	10.3.2.2. Build and Run (構築して走行) 任意選択

	10.3.3. ｿｰｽ制御
	10.3.4. ﾃｷｽﾄ ｴﾃﾞｨﾀ任意選択
	10.3.4.1. General Settings (全般設定)
	10.3.4.2. ﾌｧｲﾙ拡張と連携
	10.3.4.3. General Language (言語全般) 任意選択
	10.3.4.4. Tabs (ﾀﾌﾞ) ﾀﾞｲｱﾛｸﾞ
	10.3.4.5. AVR Assembler Language-specific Settings (AVRｱｾﾝﾌﾞﾗ言語特有設定)
	10.3.4.5.1. General Language (言語全般) 任意選択
	10.3.4.5.2. Tabs (ﾀﾌﾞ) ﾀﾞｲｱﾛｸﾞ

	10.3.4.6. AVR GCC Language-specific Settings (AVR GCC言語特有設定)
	10.3.4.6.1. General Language (言語全般) 任意選択
	10.3.4.6.2. Tabs (ﾀﾌﾞ) ﾀﾞｲｱﾛｸﾞ

	10.3.4.7. Plain Text Settings (平文設定)
	10.3.4.7.1. General Language (言語全般) 任意選択
	10.3.4.7.2. Tabs (ﾀﾌﾞ) ﾀﾞｲｱﾛｸﾞ

	10.3.4.8. XML Settings (XML設定)
	10.3.4.8.1. General Language (言語全般) 任意選択
	10.3.4.8.2. Tabs (ﾀﾌﾞ) ﾀﾞｲｱﾛｸﾞ
	10.3.4.8.3. XML Formatting (XML書式) 任意選択
	10.3.4.8.4. XML Miscellaneous (XMLその他) 任意選択


	10.3.5. ﾃﾞﾊﾞｯｶﾞ
	10.3.5.1. 使い方
	10.3.5.2. AVRﾃﾞﾊﾞｯｶﾞ設定

	10.3.6. 高度なｿﾌﾄｳｪｱ枠組み設定
	10.3.7. 構築部 (Builder)
	10.3.8. ﾃﾞﾊﾞｲｽとﾂｰﾙ ﾗｲﾌﾞﾗﾘ
	10.3.9. 状態管理
	10.3.10. ﾃｷｽﾄ雛形
	10.3.11. ﾂｰﾙﾁｪｰﾝ
	10.3.11.1. Flavor (種類)
	10.3.11.1.1. Add Flavor (種類追加)
	10.3.11.1.2. Set Default Flavor (既定種類設定)
	10.3.11.1.3. Delete Flavor (種類削除)


	10.3.12. GDB Settings (GDB設定)

	10.4. ｺｰﾄﾞ断片管理部
	10.4.1. ｺｰﾄﾞ断片管理
	10.4.2. ｺｰﾄﾞ断片管理部配置
	10.4.3. 既存ｺｰﾄﾞ断片の変更

	10.5. 外部ﾂｰﾙ
	10.5.1. Tools(ﾂｰﾙ)ﾒﾆｭｰへの外部ﾂｰﾙ追加
	10.5.2. 外部ﾂｰﾙへの変数渡し
	10.5.3. 初期ﾃﾞｨﾚｸﾄﾘ
	10.5.4. 走行動作
	10.5.5. ｷｰﾎﾞｰﾄﾞ ｼｮｰﾄｶｯﾄ割り当て

	10.6. 予め定義されたｷｰﾎﾞｰﾄﾞ ｼｮｰﾄｶｯﾄ

	11. ｺﾏﾝﾄﾞ行ﾕｰﾃｨﾘﾃｨ (CLI)
	12. 良くある質問
	12.1. 過去のAVRｿﾌﾄｳｪｱと第三者製品との互換性
	12.1.1. ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ用に外部ELFﾌｧｲﾙをｲﾝﾎﾟｰﾄするには?
	12.1.2. AVR Studio 4のﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄを新しいMicrochip Studioで再利用するには?

	12.2. Microchip Studioｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ
	12.2.1. ｺｰﾄﾞのﾃﾞﾊﾞｯｸﾞを開始するには? ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞのためのｷｰﾎﾞｰﾄﾞ ｼｮｰﾄｶｯﾄは何?
	12.2.2. 解決策て何?
	12.2.3. ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄて何?
	12.2.4. ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄに外部Makefileを使うには?
	12.2.5. 変数監視時、ﾃﾞﾊﾞｯｶﾞが「Optimized away(最適化で除去)」と言う
	12.2.6. ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ作業開始時、「Debug Tool is not Set(ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ ﾂｰﾙが設定されていない)」の異常状態になる

	12.3. 性能の問題
	12.3.1. Microchip StudioがPCでの開始に非常に長い時間かかるが、仮想環境では上手く走行。何かできることがある?
	12.3.2. STK500使用時に度々「Serial Port Buffer Overrun Error」でﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞと確認が失敗する。
	12.3.3. USBﾊﾌﾞを通してﾂｰﾙを接続し、ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞとﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ中に異常ﾒｯｾｰｼﾞと矛盾する結果になる。

	12.4. ﾄﾞﾗｲﾊﾞとUSBの問題
	12.4.1. Microchip Studioでﾂｰﾙを認証させるには?
	12.4.2. 仮想ﾏｼﾝでﾌｧｰﾑｳｪｱ更新失敗または不安定
	12.4.3. 仮想ﾏｼﾝ下でﾃﾞﾊﾞｯｸﾞが決して中断しない
	12.4.4. VirtualBoxでﾌｧｰﾑｳｪｱ更新失敗
	12.4.5. Arm互換ﾂｰﾙでの問題


	13. 文書改訂履歴
	Microchipｳｪﾌﾞ ｻｲﾄ
	製品変更通知ｻｰﾋﾞｽ
	お客様支援
	Microchipﾃﾞﾊﾞｲｽ ｺｰﾄﾞ保護機能
	法的通知
	商標
	品質管理ｼｽﾃﾑ
	世界的な販売とｻｰﾋﾞｽ



